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一　漂流記への関心
漂流記΁のࢲの関৺は、1996 年に東北大ֶが新

ઃした東北アジアڀݚηンターという組৫に所属し
たことが大͖ͳ͖ͬか͚だͬた。同ηンターは東北
アジア（日本、朝鮮半島、モンゴル、ロシア、中国）
の地域ڀݚを೚຿としており、江戸࣌代࢙がઐ門分
野だͬたࢲは日本地域の୲当ということにͳͬた。
数年たͬたこΖに、ͤͬかくֶࡍతͳηンターに所
属したのだから、これをػに対外関࢙܎をڀݚして
Έようと͑ߟは͡Ίるようにͳͬた。

そこでࢥい浮かんだのが若宮丸漂流民のことだͬ
た。1988 年から࢝まͬた石巻市࢙の編ࢊに参加し
たが、そのと͖に若宮丸漂流民΋ࣥ筆対象にͳͬた。
石巻の若宮丸が江戸に向かͬて出ൕしたあと、磐城
沖でૺ೉し、アリューシャン列島まで流され、乗組
員はロシアに保護されていた。1804 年にݣ日ロシ
ア࢖અのレβーノフが若宮丸漂流民を長崎にૹ還
し、幕府に๵қをٻΊたということはよく知られた
࢙࣮だが、若宮丸の地元だ͚にその漂流࢙は市࢙に
とͬて΋大事ͳテーマだͬた。୲当はࢲではͳかͬ
たが、編ࢊҕ員会で΋し͹し͹若宮丸のことが࿩୊
にͳͬていた。

そうか、若宮丸のことを௥いか͚てい͚͹ロシア
との関܎が΋ͬと۩ମతにΘかるようにͳるか΋し
れͳい、とࢥいͭいたのである。江戸࣌代の日࿐関
による、いくࢯ者の木崎良平ڀݚは、ロシア࢙࢙܎
ͭ΋のお࢓事があͬた。1992 年ߦץのʰ光太夫と
ラクスマン （ɦ౛水ॻ房）、1993 年のʰ日࿐ަব࢙ʱ

（明玄ॻ房）にଓいて、1997 年にʰ仙台漂民とレ
βノフ （ɦ౛水ॻ房）をߦץしておられた。木崎ࢯ
にはこの΄か、ロシア漂流日本人に関する໢羅తͳ

࿦文΋あͬたので、幕末Ҏ前の日࿐関܎はおおΉͶ
漂流民を࣠にల開していたのだということが理ղで
͖た。

大島װ༤ࢯ΋ 1996 年にʰ࿋西ѥから来た日本
人 : 漂流民善六物ޠ （ɦኍ済ಊ出൛）を出ൕしてお
られた。若宮丸漂流民の一人でロシアに帰化した善
六が主人ެで、ドキュメンタリータッチのྺ࢙ঀड़
はັ力తだͬた。しか΋大島ࢯが 2000 年に຋༁ץ
されたレβーノフhߦ 日本଺在日記 （ɦ岩波文庫）は、
日本側の࢙料だ͚でڀݚされて͖たレβーノフ来ߤ
にͭいて新たͳࡐ料とࢹ఺をఏڙする΋のだͬた。
これをಡんで、ࣗ分の΍るべ͖ことが見͑て͖た。
΋ͬとロシア側の࢙料をूΊようと。

二　ロシア史料の調査
幸いͳことに東北アジアڀݚηンターにはロシ

ア・ソ連࢙をઐ門とする寺山ࢯีګがおれたので、
寺山ࢯの全໘తͳ͝ڠ力をいただいて、2000 年に
を「ڀݚ前近代にお͚る日࿐ަ流࢙料の」ڀݚ同ڞ
立ͪ上͛た。寺山ࢯの͝ਚ力により、数人のロシア
人ڀݚ者に΋プロジェクトに参加していただくこと
がで͖た。彼らには、ロシアの࢙料所蔵ػ関で日本
関࢙܎料のௐࠪ・収ूをおئいした。おか͛で、そ
れまで知られていͳかͬた多くの日本関࢙܎料を֬
保することがで͖た。入手したロシア࢙ޠ料は、ロ
シアֶをઐ߈する若手の日本人ڀݚ者を全国からื
ूして຋༁をਐΊた。

その੒Ռとして 2004 年から 2010 年にか͚て、
ʰロシア࢙料にΈる 18ʙ19 世紀の日࿐関܎ʱ第 1
ूʙ第 5 （ू東北大ֶ東北アジアڀݚηンター૓ॻ）
をߦץすることがで͖た。ここには、ロシアఇ国が
シベリア΍カムチャッカ半島、アリューシャン列島
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に൛ਤを֦大していくաఔ΍、ロシア政府が日本に
大͖ͳ関৺をࣔし、日本人漂流民を積ۃతに保護す
るようにͳͬていくܦҢͳͲ、ロシアが日本にアク
ηスするաఔの基本࢙料 285 ఺が収録されている。
インターネットで東北大ֶਤॻ館にアクηスし、「ػ
関リポジトリ」でॻ名ࡧݕすれ͹全 5 のӾཡ΍࡭
ダウンロードがで͖る。18ʙ19 世紀は日本では江
戸࣌代の中後ظにあたるが、この࣌ظの日࿐関܎に
関৺のある方はͥͻ׆用していただ͖たい。

三　漂流記データベースの作成
こうしたロシア側࢙料のௐࠪをਐΊていくͳか

で、日本人漂流民の全ମௐࠪがඞ要だということ΋
௧ײした。これまでの漂流民・漂流記のڀݚで、か
ͳりたくさんの漂流事件が֬ೝされ、漂流記ͳͲ΋
঺介されて͖た。たと͑͹川合彦ॆࢯのʰ日本人漂
流記 のɦෟ録「近世日本漂流編年ུ࢙」（社会ࢥ૝社、
1967 年、Ҏ下「川合本」）には、1611 年（慶長 16）
から 1868 年（明治元）までの漂流事件 266 件が
収録されている。よくͧこれだ͚ௐべた΋のだとײ
৺したが、残೦ͳがら事件͝との出యがࣔされてい
ͳいたΊ、֤漂流の۩ମ相を௥੻ௐࠪすることはΉ
ͣかしい。

その後、加藤貴ࢯがh 漂流حஊू੒ （ɦ国ॻߦץ会、
1990 年、Ҏ下「加藤本」）を編ࢊし、いくͭかの
漂流記を຋ࠁされた。同ॻのෟ録「日本近世漂流記
年ද」には、205 件の漂流事件が収録され、యڌと
ͳる࢙料΍漂流記΋ซ記されていた。これであれ͹
漂流記の௥੻ௐࠪ΋で͖るので、ありがたいデータ
ベースだͬた。

とはい͑、さらに多くの漂流記৘ใの収ूがඞ要
だと2003、͑ߟ 年から 2 年ܭըで、東北アジアݚ
プロジェクトとして「日本近世漂ڀݚηンターのڀ
流記の基ૅతڀݚ」を開࢝した。ڠڀݚ力員として、
当࣌東北大ֶの大ֶ院生だͬた竹原万༤ࢯに漂流記
に関する৘ใ収ूをґཔした。

竹原ࢯには、川合本と加藤本の΄かに、同志社大
ֶਤॻ館ߦץのʰ日本人漂流記文ݙ目録 （ɦ෰部७
一編、1984 年）、岩波ॻళのh 補గ൛国ॻ総目録 （ɦ第

八巻）の「補Ҩ」΍、国文ֶࢿڀݚ料館編ʰ古య籍
総合目録ʱをは͡Ί、インターネットで漂流記のݕ
をか͚て΋らͬた。とくに北海道大ֶ付属ਤॻ館ࡧ
北方࢙料データベース、東京海洋大ֶෟ属ਤॻ館デ
ジタルࢿ料、ᶊ早稲田大ֶਤॻ館 8&# లࣔ会౳は、
漂流記関܎の৘ใがまとまͬてࡌܝされており、こ
れら΋漂流࢙料を֬ೝするのにかͳり役にたͬた。

ௐࠪは目録΍データベースからのࡧݕが中৺で
あͬたが、かͳりたくさんの漂流記・漂流記事を収
ूすることがで͖た。それらから、「漂流年」「船名」

「船籍地」「帰国年」「乗組員名」「乗組員数」「帰国ルー
ト」ͳͲの৘ใを֬ೝし、漂流事件として೺ѲՄ能
にͳͬたのが 341 件であͬた。これらにͭいては、
本ॻの第 2 編に「漂流年ද」として੔理した。ま
た今後のڀݚのศにڙするたΊに、これら年දの根
とͳͬた出య౳までまとΊた৘ใを「漂流記目録」ڌ
としてࣔܝした。出య৘ใにはਫ਼ૈがあるが、目当
てを͚ͭた漂流事件をڀݚするさいには、࢙料ௐࠪ
౳にかͳり役に立ͭことにͳるだΖう。

しかし、漂流年が֬定で͖ͳかͬたり漂着地がෆ
明であるたΊに、「漂流年ද」΍「漂流記目録」に
分ྨすることがで͖ͳかͬた漂流記΍漂流記事΋少
ͳくͳい。それらを「未分ྨ漂流記」としてまとΊ、
405 件を収録した。この「未分ྨ漂流記」のデータ
にͭいては、今後、֤漂流記の内༰をݸผに఺ݕし
て、漂流年代΍漂着地、漂流船名ͳͲが֬ೝされれ
͹、新たͳ漂流事件として「漂流年ද」と「漂流記
目録」΁の移ಈがՄ能にͳる。それが࣮現で͖れ͹、
記録で֬ೝで͖る漂流総数は༏に 500 件を越͑る
のではͳいだΖうか。しか΋௜຅΍ߦ方ෆ明のたΊ
に記録に΋残されͳかͬたૺ೉・漂流事件は、これ
Ҏ外に΋無数にあͬたにҧいͳい。

また第 3 編第 3 部には「漂流記ू」として、ෳ
数の漂流記΍漂流記事を編ूした記録΋収Ίた。こ
こに収録した漂流記ूは、江戸࣌代に編ࢊされた΋
のから近年にߦץされた΋のまで、102 件にの΅ͬ
ている。ෳ数漂流記の編ू本であることが明らかͳ
΋のの΄か、ද୊΍ॻࢽ৘ใからෳ数の漂流記がؚ
まれていると൑அした΋の΋収録した。江戸࣌代後
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が増͑てくるが、それは漂流ࢊから漂流記ूの編ظ
民たͪのಛ異ͳମݧ΁のح޷৺と、彼らが伝͑た海
外৘ใ΍異国΁の関৺が高まͬて͖たからだΖう。

四　刊行にいたるまで
Ҏ上が漂流記৘ใ収ूのܦҢだが、2004 年度末

にはこのデータベースはで͖あがͬていた。に΋か
かΘらͣそのެ開が஗れたのは、ͻと͑に本プロ
ジェクトの代දである平川の事৘によͬている。

このௐࠪ਱ߦ中の 2003 年 7 ݄に宮城県北部連ଓ
地਒がൃ生したことから、ඃࡂ地のྺ࢙ࢿ料（࢙料）
保全׆ಈを開࢝することにͳͬた。ඃࡂ地׆ಈが一
ஈམしたら漂流記ௐࠪを࠶開するͭ΋りだͬたが、
が来る前の古文ॻ౳のデータベース化を新たͳ֐ࡂ
՝୊としたたΊに、࢙料保全׆ಈを継ଓしていくこ
とにͳͬた。しか΋ 2008 年 6 ݄の岩手宮城内陸地
਒、2011 年の東日本大਒ࡂと、連ଓしてこの地は
大͖ͳ֐ࡂにΈまΘれたことから、࢙料レスキュー
΍保全׆ಈに多くの࣌間と࿑力をඅ΍すことにͳͬ
た。

さらに 2007 年の東北大ֶ๷ࡂՊֶڌڀݚ఺のઃ
ஔ、2012 年の֐ࡂՊֶ国ڀݚࡍ所の開ઃͳͲ、大
ֶの๷ڀݚ֐ࡂ・ࡂ組৫の運Ӧ΋୲ͬたたΊに、そ
の後の漂流記ௐࠪに手を͚ͭることがで͖ͳいঢ়گ
にͳͬてしまͬた。

こうしたことから、このデータベースは長い間、
຾りଓ͚て͖た。だが石巻若宮丸漂流民の会の事຿
年、あの漂流記のデーࡢからࢯ༤װ長である大島ہ
タベースはͲうͳͬていますかという໰い合Θͤが
あͬた。そうだ、あのデータを຾らͤておくΘ͚に
はいかͳいというࢥいがΘ͖あがり、本ॻߦץの大
͖ͳ͖ͬか͚にͳͬたのである。目覚Ίさͤてくれ
た大島ࢯには大いにँײしたい。

ͳお、この漂流年දと漂流記目録は、当࣌大ֶ院
生だͬた竹原万༤ࢯのڠ力ͳくしてはで͖あがらͳ
かͬた。৘ใ収ूと൥ࡶͳデータの੔理にਫ਼ࠢをこ
ΊてあたͬていただいたことにվΊてँײしたい。
本ॻのڞ編者である竹原ࢯからは、ߦץにあたͬて
次のメッηージをいただいた。঺介してお͖たい。

「本ॻは、2004 年に作੒したʰ日本近世漂流記
の基ૅతڀݚʵ漂流年ද・漂流記目録ʱのใࠂॻを
ఈ本としています。漂流年ද・漂流記目録に関して
は、当࣌、で͖るݶりૄ࿙のͳいように౒Ίました
が、記ड़のޡටがあるか΋しれまͤん。しか΋ใࠂ
ॻ作੒から 20 年がܦաしており、ࣸ本の所蔵ػ関
の名শをは͡Ί、さま͟まͳมߋが生͡ていること
΋༧૝されます。しかし、近世漂流記ڀݚに取り組
まれる方ʑには、漂流事件の೺Ѳ΍ࢿ料ࡧݕにおい
て多少ͳりと΋ݙߩで͖れ͹幸いです。」

五　論説編について
本ॻには、第 1 編として࿦આ編をஔいた。漂流

民を୊ࡐとしてこれまでॻいて͖た平川の࿦ߟのͳ
かから 5 本を収録している。

࿦ߟ 1「開国Ҏ前の漂流民と日࿐関܎」は、東北
アジアڀݚηンターが 1997 年にロシアՊֶアカデ
ミー・シベリア支部（ノボシビルスク市）にシベリ
ア連བྷ事຿所を開ઃしたさいの合同シンポジウム

「ྺ࢙にΈるロシアと日本」でおこͳͬたใࠂであ
る。日本人漂流民に対するロシア政府の対応が࣌ظ
によͬて大͖く異ͳͬていることから、そのಛ௃を
ஈ֊తにまとΊた΋のである。

࿦ߟ 料にΈ࢙ߤઅレβーノフ来࢖日ロシアݣ」2
る日本の政৘」は、若宮丸漂流民を長崎にૹ還して
通商をٻΊたレβーノフのʰ日本଺在日記ʱ΍ロシ
ア࢙料を΋とに、そこからಡΈ取ることがで͖る日
本の政৘にͭいて࿦͡た΋のである。とくに日本側
࢙料では未֬ೝであͬた対外政ࡦをΊ͙る幕府と朝
ఊの関܎を、ロシア࢙料を΋とに明らかにで͖たこ
とのҙ義は大͖い。

࿦ߟ 3「若宮丸漂流民善六とゴロヴニン事件」は、
1813 年、日本がクナシリ島でัྂにしたロシア海
士官ゴロヴニンと、そのใ෮としてロシア側がク܉
ナシリ島沖合で፤ัした高田屋嘉兵衛のัྂަަ׵
বにࡍし、ロシアに帰化していた若宮丸漂流民善六
がロシア側通༁として箱館に現れたことをݕ౼した
࿦ߟである。とくに箱館奉ߦ所役人松田伝十郎の「北
夷ஊ」ෟਤには、上陸したロシア士官の΄かに小ฑ
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ͳ人物がඳかれており、これがロシア名キηリョフ
こと日本名善六であることを࿦ূしている。

࿦ߟ 4「ロシア漂流若宮丸と船主米沢屋」は、こ
れまでෆ明だͬた若宮丸船主である米沢屋のૉ੏を
新出࢙料によͬて明らかにした΋のである。米沢屋
は数੭の千石船を所有した石巻の有力商人であり、
方࢈方役所の΋とで「御国࢈木商の΄か、藩の国ࡐ
ࠩ഑人」としてʒപ΍魚油ͳͲの海࢈物をूՙする
ಛ権を与͑られた商人であͬた。

࿦ߟ 5「明国広東船の仙台領漂着とૹ還」は、
1796 年（寛政 8）、本吉郡大室浜（石巻市北上町
十三浜大室）の沖合に漂着した中国広東省の漂流船

の保護とૹ還をѻͬた΋のである。日本と清国との
間には漂流民の相ޓ相関の関܎があͬたが、仙台藩
のठ者΍ૐཿたͪと広東漂流民とが筆ஊした記録を
΋とに、その઀۰΍長崎΁ૹりಧ͚る༷子ͳͲを明
らかにしている。

ͳおこの΄か、੿ஶʰ開国΁の道 （ɦ全ू日本の
ྺ࢙十二、小ֶ館、2008 年）の第二ষ「漂流民た
ͪの見た世ք」では、大黒屋光太夫と若宮丸のロシ
ア漂流と帰国の全աఔ、および彼らが΋たらした海
外৘ใと日本ೝࣝのあり方ͳͲにͭいて࿦͡てい
る。͝参照いただ͚れ͹幸いである。
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＊海難と漂流
四方を海にғまれた日本の有力ͳަ通手ஈは海運

である。古代Ҏ来、国内輸ૹにして΋海外ަ流にし
て΋、船は重要ͳ移ಈ手ஈだͬた。だが、海運が盛
んにͳるにͭれて海೉事故΋多くͳͬた。海岸沿い
にਐΉ沿岸૸法であれ͹天ީのٸసをආ͚て近くの
湊΍入り江にආ͚ること΋で͖るが、遠ڑ཭ߦߤに
దした沖合૸ߦが開ൃされると海೉事故΋多くͳͬ
た。突෩΍大波にあおられて௜຅してしま͑͹海の
૶۵とͳͬた。

漂流というと漁船をࢥい浮かべ΍すいが、ͭ͡は
商船΍幕府・藩の領主米΍ՙ物を運Ϳ御用船の΄う
がѹ౗తに多かͬた。漁船は小ܕで௜຅し΍すいた
Ίに、漂流にいたらͳいからである。商船΍御用船
は千石船ͳͲのように大ܕ船が多く、௜຅さ͑໔れ
れ͹漂流していくことにͳる。仙台藩のૺ೉記録に
よれ͹漁船のૺ೉΋ 3 分の 1 ΄Ͳあるが（h 石巻の
ྺ࢙ʱ第 4 巻）、漁船が漂流して救Θれた事例は、
全国తにΈて΋そう多くはͳい。土佐のジョン万次
郎が乗ͬたカツオの一本௼り船ͳͲ、Θͣかである。

෩でバランスڧ、い波に打たれて଩がյれたりڧ
を่したりしͳいようにൕபを切り౗すこと΋あͬ
た。そうͳるとૢ船がで͖ͳいたΊに、あとは෩ま
かͤ波まかͤの漂流にͳͬた。全国֤地の漁村΍港
町には、土地の村役人が೉破船を救助したこと΍船
の೉破をূ明したཪ手ܗが多数残されている。幸い
にして国内の沿岸に漂着したことから໋が助かͬた
のである。

だが、沖合に流されるとফଉはたͲれͳい。漂流
中に௜຅した船΋多かͬた。だが数ヶ݄の漂流の末、
Ͳこかの島΍陸地に漂着し、かΖう͡て助かͬた人

たͪ΋少ͳからͣいた。そうした漂流民がͳんとか
帰国することがで͖ると、漂流に関する記事がॻか
れたり、漂流記が残されたりしたのである。

＊漂流船の漂着地
֬ೝで͖た 341 件を漂流地͝とに分ྨしたのが

ද1である。漂流地は北太平洋全域に広がͬている。
日本֤地の港を͖ߦ来するߤ海の్中でཛྷにૺ۰
し、漂流した。漂流のظ間は、1 か݄ఔ度から半年
を௒͑る΋のまである。それで΋生͖ͳがら͑るの
は、ն船の৔合、ചങ用の米΍海࢈物ͳͲを積Έՙ
としていたからだ。これらを৯料とすることがで͖
たたΊに、௜຅さ͑しͳ͚れ͹長ظの漂流に΋଱͑
られた。同͡ようͳ৔所でཛྷにあͬて΋、南海に流
されるか、北方にਧ͖ඈ͹されるかは、海流とقઅ
෩次第だͬた。ҿ料水はӍ水をたΊ、魚を௼ͬてお
かͣにしたらしい。

漂着地として΋ͬと΋多いのは、日本近海の島ʑ
の99件である。次がྡ国の97件。内༁は中国47件、
朝鮮 42 件、琉球 8 件である。南方海域は 35 件で、
台湾Ҏ南の東南アジア沿岸に広く漂着している。ル
ソン島の 14 件が一൪多い。北方海域΋千島列島か
らカムチャツカ半島、アリューシャン列島、א太ͳ
Ͳ広域に及んでいる。沿海州が多いのは、日本海を
中の船が対岸に漂着した΋のだ。さらに、太平ߦߤ
洋の向こうの北米΍ハワイ諸島に漂着した船΋ 13
件あͬた。

ද 1 で注ҙしてお͖たいのは、「外国船による救
助」の 45 件である。これは漂流中の日本船を外国
船が洋上で救助した事例である。その内༁をද 2
にあ͛た。興ຯ深いのは 1700 年代までは 4 件（「漂
流年ද」「漂流記目録」の /P� 22Ŋ 96Ŋ 135Ŋ 147。

֓論
漂流のॾ૬
平川　新
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Ҏ下 /P� のΈ記す）にす͗ͳかͬたが、1806 年に
大坂船がハワイ近海でアメリカ船に救助されたのを
皮切りに、外国船による救助が 1868 年までに 41
件΋あͬたことだ。

内༁をΈると、アメリカ船の 25 を筆頭に、イギ
リス船 4、スペイン船 3、オランダ船 2、フランス船、
ドイツ船、ロシア船の֤ 1 とͳͬており、太平洋
海域にお͚るԤ米の׆ಈͿりがこの数ࣈに൓өされ
ている。アメリカ船が 25 件と突出しているのは、
19 世紀初頭からܵを௥ͬて太平洋に本֨తにਐ出
しは͡Ίたからである。

これをΈると、漂流事件は、୯に日本にお͚る海
運事৘のม化を൓өしているだ͚ではͳく、漂着・
救助・ૹ還を८ͬて、世քঢ়گをහײに൓өするྺ
࢙現象だといͬてよい。

＊時期別漂流件数
ද 3 は、341 件の漂流を世紀͝とにまとΊた΋

のである。1600 年代と 1700 年代は 100 年間のू
だが、1800ܭ 年代は明治 1 年までの 68 年間の件
数である。それで΋前世紀より΋件数が多い。それ
は 1 年当たりの漂流件数を見るとよくΘかる。17
世紀は 0�73 件だが、19 世紀は 1�06 件、19 世紀は
2�50 件である。17 世紀に比べて 3�4 ഒまで増͑て

ද 1　漂流地ผ内༁

漂着地 件数

日

本

近

海

八丈島 29

99

青ヶ島 12

鳥島 14

御蔵島 1

小笠原諸島 2

種子島 14

屋久島 1

対馬 1

蝦夷地（北海道） 21

エトロフ島 4

隣

国

中国 47

97朝鮮 42

琉球 8

南

方

海

域

台湾 8

35

マカオ 2

バタン諸島 3

ルソン島 14

ミンダナオ島 1

パラオ諸島 1

マリアナ諸島 1

オーシャン島 1

安南（ベトナム） 3

ジャワ島（インドネシア） 1

北

方

海

域

千島列島 3

23

カムチャツカ半島 4

アリューシャン列島 5

太א 1

沿海州 10

北

米

アラスカ 1

13
カナダ 1

アメリカ 7

ハワイ諸島 4

外国船による救助 45

無人島 2

ෆ　明 27

合　ܭ 341

ද ผ漂流件数ظ࣌　3

ظ　࣌ 件数 1 年当り

1611 ʙ 1700
（慶長 16 ʙ元禄 13） 65 0�73

1701 ʙ 1800
（元禄 14 ʙ寛政 12） 106 1�06

1801 ʙ 1868
（享保元ʙ明治元） 170 2�50

ද 2　外国船による救助（1666ʙ1868 年）

国　名 1700 年代まで 1800 年代

オランダ船 1 2

清国船 2 1

アメリカ船 25

イギリス船 4

スペイン船 3

フランス船 1

ドイツ船 1

ロシア船 1

ෆ明外国船 1 3

合　ܭ 4 41
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いる。
18 世紀半͹までは、陸地が見͑るఔ度の海上を

湊ʑにఀ泊しͳがらߦߤする「地乗り」が主流だͬ
た。山΍地ܗを目当てにਐΉたΊன間のߤ海だͬた。
だが 18 世紀Ҏ߱、「沖乗り」ߤ法が開ൃされると、
࣓石と海路ਤをཔりに目త地に向かͬて直ߤするよ
うにͳͬた。湊΁のఀ泊΋少ͳくͳり、夜間΋ߦߤ
している。所要日数は大෯に୹ॖしたが、ཛྷにૺ۰
したと͖に湊΁のආ೉が஗れてૺ೉のݥة度が高
まͬたのである。しか΋漂流が増大するのは、列島
全域でのն船の׆ಈが年ʑ盛んにͳͬていͬたこと
に΋比例している。

とはい͑、19 世紀で΋漂流は年間平ۉ 2�5 件だ
から少ͳいようにΈ͑る。だがこれは、あくまで漂
流年΍漂流地が൑明している事例からの数஋であ
り、記録に残らͳい࣮ࡍの漂流件数は数十ഒあͬた
とΈた΄うがよいだΖう。ն船による物流のੑ׆化
は、漂流を日常తͳ社会現象にしたのであͬた。江
戸࣌代は、まさに「漂流の࣌代」だͬたといͬてよ
い。

＊漂流民の運命
ཛྷでૺ೉した船の乗組員の運໋をΘかり΍すくࣔ

したのが、ਤ 1 である。ਤにଈしてઆ明していこう。

ਤ 1　漂流民の運໋
ཛྷにૺ۰ స　෴

漂　流 海中సམ、පࡴࣗ、ࢮ 漂着 漂着࣌に֐ࡴ

ౕྴ

保護 帰化残留

පࢮ

୤出

ૹ還 船中පࢮ

入国ෆՄ

帰国

漂流の΄とんͲはཛྷにૺ۰したとこΖから࢝ま
る。ܹしい෩波に଱͑られͣにస෴してしま͑͹、
それでおしまいだ。このஈ֊でͲれ΄Ͳの人が٘ਜ਼
にͳͬたか。だが、ൕபを切り౗して船のバランス
をとͬたり、積Έՙを海中にࣺてて船を軽ྔ化し、
ͳんとか௜຅を໔れれ͹、そこからが漂流の࢝まり
とͳる。

Ͳこに流されていくのか。それは෩と波次第だͬ
た。流されている間に、またཛྷにあͬてస෴した船
΋少ͳくͳい。漂流中に海中にసམしたり、පࢮす
ること΋あͬた。長い漂流生׆に൵観してࣗࡴした
乗組員΋いた。積Έՙの৯料が無くͳれ͹船上での
ծࢮが଴ͬていた。

こうしたۤࠔの末にͲこかの陸地΍島に漂着で΋
すれ͹、まれにΈる幸運だといͬてよい。だが、そ
れで໋が助かるΘ͚ではͳい。上陸して΋現地人か
らすれ͹ෆ৹者にͳるので֐ࡴされたり、船の積Έ
ՙをૂΘれてऻܸされること΋あͬた。あるいは現
地人にัറされてౕྴとͳͬた例΋ある。

一方で、現地民に保護されて地元のঁੑと݁ࠗし
て子ڙをͭくり、日本に帰る͖ͬか͚をࣦͬた漂流
民΋いる。ප気で๢くͳͬた者΋いれ͹、๬郷の೦
΍Έがたく、いΖいΖͳ手ͮるをඞࢮにたͲͬて帰
国の道を切り開いた漂流民΋いた。

＊帰国の仕方それぞれ
ද 1 の「漂流地ผ内༁」をΈると、中国は 47 件、

朝鮮は 42 件とѹ౗తに多い。とこΖが、朝鮮半島
΍中国沿岸、琉球に漂着した৔合、他の国より΋比
ֱత帰国し΍すかͬた。朝鮮、中国、琉球と日本と
の間には、幸いにして漂流民の相ޓૹ還の関܎がで
͖ていたからである。

朝鮮と日本は対馬藩を介した外ަ関܎（通৴の国）
が੒立しており、朝鮮人が日本沿岸に漂着した৔合
には対馬藩を通して釜山の࿧館にૹ還され帰国で͖
た。ٯに朝鮮半島に漂着した日本船の乗組員は、釜
山の࿧館にற在している対馬藩の役人に引͖渡さ
れ、日本に帰国することがで͖た。

中国に漂着すると中国商人の長崎๵қの基地であ
る作

㆕

浦
ㆻ

（浙江省嘉興市）にૹられ、そこから中国商
船に乗ͬて長崎にૹ還された。中国との間に正ࣜの
国ަはͳく、ަқ関܎のΈ（通商の国）だͬたが、
日本人漂流民を長崎に乗ͤて͖た中国商船には幕府
がँྱを出している。そのこと΋中国商人が日本人
漂流民を積ۃతにૹりฦすಈػ付͚にͳͬていたよ
うだ。
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に日本沿岸に漂着した中国人は、漂着地の村役ٯ
人΍領主の世࿩によͬて長崎までૹられ、そこから
中国船に乗ͬて帰国で͖た（本ॻ第 1 編「5� 清国
広東船の仙台領漂着とૹ還」参照）。

琉球漂着の৔合は、薩摩藩の琉球在൪奉ߦに引͖
渡し、薩摩をܦ由して郷里の役所΁ૹりฦされてい
る。琉球人の日本漂着の৔合は、このٯのルートが
。能したػ

これら三国Ҏ外、幕府は外ަ・๵қ関܎を݁んで
いͳかͬたから、相ޓૹ還の関܎はͳかͬた。南方
の台湾΍フィリピン、ベトナムから帰国するには、
長崎に向かうオランダ船を୳すか、中国に渡ͬて長
崎͖ߦの中国船を୳すしかͳかͬた。しかし、それ
を࣮現で͖たのは、΄んのΘͣかͳ人たͪだͬた。

異国に漂着した漂流民たͪがたͲͬた運໋を、い
くͭかの事例で֬ೝしておこう。

＊漂着時に殺害された漂流民
1644 年、越前国三国新保村の 3 ੭の船が松前ަ

қのたΊに佐渡を出ൕする΋佐渡沖でཛྷにあͬて漂
流。「韃᯳国」（清国）に漂着した。住民のུܭで陸
におび͖出されてٷを射か͚られɼ乗組員 58 人の
うͪ 43 名が֐ࡴされてしまͬた。生͖残ͬた 15
名はᖟ陽にૹகされ、清ߖఇの後見人であるᛄ親王
に引見された。のͪ朝鮮にૹ還され対馬をܦて帰国
している（本ॻ第 2 編「漂流年ද」/P� 12。Ҏ下
/P のΈ）。

1695 年、大坂の淡路屋又兵衛の船（15 人乗り）
がཛྷにૺͬて 7 ヶ݄漂流の末、カムチャッカ半島
南部に漂着した。漂流中に 2 名が海中にసམして
๢したが、漂着࣌に現地民にऻܸされてࢮ 2 名が
された。10֐ࡴ 人はͲこかに連ߦされてߦ方知れ
ͣとͳͬたが、伝兵衛は現地民の΋とに残されて生
していた。のͪカムチャッカを支഑したコサック׆
ୂ長に保護された伝兵衛はモスクワにૹகされた。
1701 年にロシアߖఇピョートル 1 世に引見され、
ペテルブルグに初Ίて開ઃされた日本ߍֶޠのڭ師
とͳͬた（/P� 63）。

＊奴隷になった漂流民
1668 年、尾張国知多郡大野村の商船が三河国大

山沖でૺ೉し、バタン島（フィリピン）に漂着。現
地民に船をյされ、15 人の乗組員がౕྴతに࢖役
されたが、年഑の乗組員 2 人がಇ͖がѱいとして
された。漂流民たͪは日本から金ۜಔమを持ͪࡴ
帰ͬてަқするたΊには船がඞ要だと現地民をઆい
て造船し、その船で 11 人が୤出した。現地ঁੑと
݁ࠗした 1 人は残留した。୤出者は清国宝登山に
౸達し、九州五島に帰着した（/P� 24）。

1764 年（明和元）、വ館を出ൕした筑前国志摩
郡唐泊浦の伊勢丸（20 人乗り）が鹿島灘でૺ೉し、
ミンダナオ島（フィリピン）に漂着。現地民にัറ
されて࢖役される。9 人がࢮ๢し、4 人がసചされ
てߦ方ෆ明とͳる。残る 7 人΋ボルネオにసചさ
れた。うͪ 1 人が華ڛにങΘれ、さらにオランダ
人にചられる。帰国を࠙ئし、1771 年にオランダ
船で長崎に帰着した（/P� 143）。

＊残留した漂流民
1841 年（天保 12）、摂津国兵庫西宮の永住丸（13

人乗り）が西宮から奥州に向͚て出ൕ。下総国ݘ๸
࡛沖で北西෩にあおられてૺ೉した。7 ヶ݄漂流し
てスペイン船に救助されスペイン領メキシコに着。
6 人がスペインの居留地マカオにૹ還され、6 人が
メキシコに残留する。1 人はফଉෆ明。1844 年、
作浦から 5 人が中国船で長崎に帰着する΋、1 人は
マカオに残留した（/P� 247）。

＊�入国できなかった漂流民（モリソン号打払い
事件）
天保 3 年（1832）10 ݄、尾張国知多郡小野浦の

宝順丸（14 人乗）が遠州灘でૺ೉し、ཌ年末、北
アメリカ・フラッタリ岬に漂着。このと͖生ଘ者は
3 人だͬた。インディアンに助͚られ、村で࢖役さ
れる。΍がてイギリスのハドソン会社に保護されて
ロンドンに渡ͬた。その後、マカオにૹகされる΋、
イギリスと清国のアヘンઓ૪により、マカオにとͲ
まる（/P� 230）。
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天保 6 年（1835）、肥後国飽託郡川尻の船（4 人乗）
が天草沖で流され、ルソン島に漂着した。マカオに
ૹகされて、尾張国宝順丸の 3 人と出会う。マカ
オ在住のアメリカ人商人が漂流民を日本にૹ還し日
本政府との通商ަবのػ会にしたいと͑ߟ、尾張国
の音吉、久吉、岩吉、および肥後国の庄蔵、寿三郎、
力松、熊太郎をモリソン߸に乗ͤて日本に向かͬた。
江戸湾入口の浦賀沖にఀ泊したとこΖ、幕府の異国
船打෷ྩのたΊに๒ܸをड͚ୀͤ͟ڈるを͑ͳかͬ
た。鹿児島で薩摩藩とަবするが、漂流民はަқの
あるオランダ人から日本΁ૹ還するべ͖だと引͖取
りをڋ൱され、漂流民は上陸することがで͖ͳかͬ
た。上海に住んだ音吉はその後、安政元年（1854年）、
イギリスの通༁として長崎に来ߤし、日ӳ和親৚໿
のక݁ަবに力をਚくした（/P�237）。

＊外国の君主や大統領に拝謁した漂流民
漂流ઌで保護されるだ͚で΋幸運だが、漂流国の

トップに引見された漂流民΋いた。日本΁のڧい関
৺を๊いていたからである。
＜ロシア皇帝＞
΋ͬと΋多いのはロシアߖఇにഈӼをڐされた漂

流民たͪである。一൪古く֬ೝで͖るのは、前ܝ「漂
着࣌に֐ࡴされた漂流民」の߲目で΋঺介した大坂
の淡路屋又兵衛船に乗ͬていた伝兵衛である

（/P� 63）。15 人乗り組Έだͬたが、1615 年にカ
ムチャッカに漂着したあとは伝兵衛だ͚のফଉしか
Θからͳい。その伝兵衛は 1701 年にロシアߖఇ
ピョートル 1 世に引見されている。

その次は 1728 年にカムチャッカ半島に漂着した
薩摩の若潮丸（17 人乗）の宗蔵と権蔵である

（/P�98）。ロシアの記録には「ソーβ」と「ゴンβ」
と記されている。ペテルブルグでアンナঁఇに引見
された。2 人と΋ロシア正ڭの洗ྱをड͚、のͪに
日本ߍֶޠのڭ師とͳͬた。

ロシアߖఇにഈӼした 3 ൪目は、1782 年にア
リューシャン列島に漂着して保護された伊勢国白子
村の神昌丸（17 人乗）の大黒屋光太夫である

（/P� 159）。イルクーツクで生׆していた光太夫は

イルクーツクの商人ラクスマンに連れられてペテル
ブルグに入り、1791 年にߖఇエカチェリーナ 2 世
に引見され、帰国をڐされた。

4 ൪目は、1793 年にアリューシャン列島に漂着
した石巻の若宮丸漂流民である。彼らはイルクーツ
クで生׆していたが、日本ૹ還をػに๵қަবをす
るというイルクーツク商人らのࡦݙが࠾用され、ロ
シア政府としてのݣ日࢖અ೿ݣが۩ମ化した。
1803 年に漂流民 10 人がペテルブルグでߖఇアレ
クサンドル 1 世に引見され、津太夫ら 4 人が帰国
のҙࢥをࣔし、日本にૹ還されることにͳͬた。
＜清国の皇帝後見人＞
前ड़の「漂着࣌に֐ࡴされた漂流民」の߲目で΋

঺介したが、1644 年に韃᯳国に漂着した越前国三
国の漂流民は、漂着࣌に 43 人が֐ࡴされたが、生
͖残ͬた 15 名はᖟ陽に連ߦされた。1644 年はͪΐ
うͲ中国で明朝が໓び、清朝（満州人）が建国され
た年であͬた。順治ఇは 8 歳の༮܅であり、॑෕
のᛄ親王が後見人として࣮権をঠѲしていた。漂流
民たͪはᛄ親王に引見されたあと、朝鮮ܦ由で帰国
で͖た。中国はͪΐうͲ明清の王朝ަ代ظであり、
この࣌ظのᖟ陽΍北京の༷子を記した「韃᯳漂流記」
は貴重ͳ記録とͳͬている（/P� 12）。
＜安南国王＞
奥州名取郡閖

㇆㇊

上
ㆀ㆒

村（宮城県名取市）の大乗丸（16
人乗）が、1794 年、新ࠄを積んで江戸に向͚て石
巻を出ൕし、房総沖の荒天でਧ͖流され、໿ 2 ヶ
݄漂流して安南（ベトナム）に漂着。嘉定（ホーチ
ミン市）の「王城」で国王の᮱福ᏺ（グエン・フッ
ク・アィン）に引見された。塩釜ܡ島出਎の沖船頭
清蔵が持ͬていた「和׽無੭之ା」（国ࣙޠॻ）は
安南国王にٻΊられたたΊݙ上したという࿩΋あ
る。清蔵はපࢮしたが、残ͬた漂流民は国王が手഑
をしてポルトガル船に乗船してマカオにૹられ、清
国役人のѺટにより広東をܦて作浦から長崎にૹ還
された（/P� 167）。
＜アメリカ大統領＞
摂津国菟原郡大石村の栄力丸（17 人乗）が上方

から江戸に向かう్中、紀伊半島の大王崎沖でཛྷに
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ૺ۰。2 ヶ݄の漂流後、南鳥島付近でアメリカ船に
ൃ見され救助されて、サンフランシスコに上陸する。
日本ૹ還のたΊに香港に渡るが、他の漂流民からモ
リソン߸事件で日本に入国をڋまれたことをฉい
て、࠶びアメリカに໭り、ニューヨークで生׆する。
のͪ 1853 年に日本人として初Ίてアメリカ大౷領
フランクリン・ピアースと会見した。また上院ٞ員
のൿॻとͳͬたあと、ジェームζ・ブキャナン大౷
領と΋会見した。1859 年、ற日ެ࢖ハリスの通༁
として帰国している。1862 年には、ブキャナンの
次の大౷領エイブラハム・リンカーンと΋会見して
いる。1863 年、࠶び日本に帰国した（/P� 287）。

＊将軍・藩主が引見した漂流民
幸いにして日本に帰国で͖た漂流民は故郷に໭る

ことがで͖たが、その漂流ମݧ΍異国ମݧに関৺を
΋ͬた為政者΋いた。ඦ੏਎分の者がক܉΍藩主に
引見されるのは破֨の଴۰である。いくͭかの事例
を঺介してお͖たい。
＜将軍家斉＞
ઌにロシアߖఇエカチェリーナ 2 世に引見され

た伊勢国の大黒屋光太夫は、1793 年にݣ日࢖અラ
クスマンによͬて根室にૹ還されるが、帰国後、
11 代ক܉徳川家੪に引見され、ロシア事৘のฉ͖
取りをड͚た。記録はܡ川ำ周らがh 漂民御ཡ之記ʱ

ʰ北ᒍฉུʱとしてまとΊ、འֶのൃల΍日本の国
๷政ࡦに大͖ͳ影ڹを与͑た（/P� 159）。
＜仙台藩主伊達周宗＞
ઌに安南国王にӼ見をڐされた奥州名取郡閖上浜

大乗丸漂流民を঺介したが、帰国した 1797 年、江
戸藩邸で仙台藩主伊達周宗に引見されている

（/0� 167）。
藩主周宗は、΋う 1 組の漂流民΋引見していた。

ロシアߖఇのアレクサンドル 1 世に引見された石
巻の若宮丸漂流民は、1804 年にݣ日࢖અレβーノ
フによͬて 4 人が長崎にૹ還された。レβーノフ
がٻΊた通商は幕府によͬてڋ൱されたが、仙台藩
江戸藩邸で藩主の伊達周宗に引見されている。その
後、仙台藩のའֶ者大௬玄沢らのฉ͖取りௐࠪで編

されたのが、hࢊ ؀海異ฉʱである。漂流民のূݴ
とའֶ者たͪが収ूしていた外国ॻ籍を͖ͭあΘͤ
てඳかれた絵ਤが多数収録されている。Ҏ後、仙台
藩はロシアֶをٸ଎にॆ࣮さͤていくことにͳͬた

（/P� 166）。
＜徳島藩主蜂須賀斉昌＞
天保 12（1841）年 11 ݄、奥州に向͚て出ൕし

た摂津国の栄寿丸（12 人乗）はݘ๸岬沖で漂流した。
ཌ年 2 ݄、スペイン船に洋上で救助され、7 人がス
ペイン領カリフォルニア半島にૹられた。その後ス
ペイン船で広東にૹられ、1843 年に 2 人が清国商
船で長崎に帰着し、1845 年には 3 人΋同༷に帰国
した。漂流民の初太郎は徳島藩出਎だͬたことから
藩主๘須賀੪༟が初太郎をఉ前にঌし、家ਉに漂流
記の編ࢊを໋͡た。これが「ѥ๽新࿩」である

（/P� 247）。

＊仙台藩関係の漂流民
ද 4 は、仙台藩関܎の漂流事件一ཡである。仙

台領民の船が漂流した事例は 20 件֬ೝで͖る。仙
台城米（/P� 1）΍仙台米（/P� 2）を積んだ船、あ
るいはࠄ船（/P� 6
 8
 119）ͳͲとあるのは、仙台
藩の御用船である。御用船とはいͬて΋、藩所有の
手船΋あれ͹チャーターした民間船΋あͬた。これ
に対するのが商船で、商人たͪの持ͪ船である。商
人たͪはࣗ分の࠽覚で商඼を入手し、江戸΍֤地に
輸ૹしてൢച利益をಘていた。それͧれ地域の有力
ͳ࢈ࢿ家であり、千石船を所有してճ船ۀにै事し
ていた。

仙台領の港を出ߤした他領の船がૺ೉した事例΋
4 件֬ೝで͖る。① は遠州新居の船が竹浦（ঁ川）
を出たあと、九十九里沖でૺ೉し鳥島に漂着してい
る。他所から竹浦にد港しただ͚ͳのか、竹浦で商
ՙの積ΈࠐΈをしたのかはΘからͳいが、② のミ
ンダナオ島に漂着した筑前国の伊勢丸は、箱館から
江戸に向かう్中、牡鹿半島の小ᔹ浜に立ͪͬدて
いた。③ の肥前船は仙台荒浜を出港して九十九里
沖で漂流を࢝Ί鳥島に漂着した。ᶆ 越中富山の長
者丸は仙台領の唐丹を出港したあと漂流し、洋上で
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アメリカのัܵ船に救助されている。
こうした事例から、全国の船が東北΍蝦夷地（北

海道）を͖ߦ来してൃ׆ͳܦ済׆ಈをしていたこと
がΘかる。ද 2 で、列島全域でのն船׆ಈのൃ׆
化が漂流の増加を生んだとࢦఠしたが、それはこの
ようͳ׆ಈを൓өした΋のであͬた。

ද 4 の漂着地をΈると、アリューシャン列島 1、
シコタン島 1、蝦夷地 5、小笠原島 1、鳥島 1、八
丈島 1、種子島 3、琉球 2、清国 5、フィリピン 1、
ミンダナオ島 1、安南 1、洋上でアメリカัܵ船に

よる救助 1、とͳͬている。北から南まで広ൣғに
及んでおり、全国త܏向と同༷であͬた。漂流ظ間
΋ 2 か݄から 6 か݄と長い。船ՙに米ͳͲの৯料
が積Έࠐまれていたので໋をͭͳいでいるが、৯料
がઈ͑てծࢮしたり、్中で௜຅した船΋数多く
あͬたにҧいͳい。֬ೝで͖るのは、生͖ͳがら͑
て記録を残すことがで͖た事例だ͚ͳのである。

清国΍琉球に漂着して保護された漂流民は、いͣ
れ΋清国商人の船で長崎にૹ還されている。相ޓૹ
還੍度のおか͛である。その੍度がͳい安南΍フィ

ද 4　仙台藩関܎漂流年ද（൪߸分は仙台領民。丸数ࣈは仙台領の港を出ൕした他領の船）

目録
/P� 年代 事߲

1 36 1682（天和 2） 仙台藩城米を積んだ船が蝦夷地に漂着

2 37 1684（貞享 1）3 ݄ 仙台米を積んだ船が蝦夷地に漂着

3 52 1690（元禄 3） 仙台領の船が蝦夷地に漂着

4 60 1693（元禄 6）12 ݄ 仙台領石巻船が房総沖で漂流。蝦夷地シイコタンに漂着

5 82 1712（正徳 2）11 ݄ 相馬領の船（仙台領荒浜住民乗組Έ）が銚子沖で漂流。ཌ年 1 ݄に清国広東省に漂着。同年 7
݄長崎に帰着

6 94 1723（享保 8） 仙台藩ࠄ船が琉球に漂着

7 104 1739（元文 4） 石巻の船頭惣兵衛船が種子島に漂着

8 109 1743（寛保 3） 石巻のࠄ船が種子島に漂着）

9 124 1752（宝暦 2）12 ݄ 本吉郡気仙沼村の春日丸が銚子΁ߦߤ中に仙台沖で漂流。ཌ年 3 ݄清国浙江省に漂着

10 126 1752（宝暦 2）12 ݄ 亘理郡荒浜の船が相馬沖で漂流。ཌ年 1 ݄に琉球に漂着

11 131 1757（宝暦 7） 仙台藩ࠄ船がシコタン島に漂着

12 135 1761（宝暦 11）12 ݄ 亘理郡荒浜の福吉丸が江戸΁ߦߤ中に銚子沖で漂流。ཌ年 4 ݄に清国南通州沖で清国船が救助。
同年 11 ݄江戸帰着

13 140 1763（宝暦 13）5 ݄ 石巻船が浦戸を出ߤ後漂流。蝦夷地シヤマニに漂着

14 150 1774（安永 3）11 ݄ 仙台領折浜の最吉丸が常陸沖で漂流。ཌ年 4 ݄に清国広東省に漂着

15 153 1774（安永 3）12 ݄ 仙台領小竹浜の永福丸が塩屋崎沖で漂流。ཌ年 3 ݄に清国福建省に漂着。同年 12 ݄長崎帰着

16 166 1793（寛政 5）12 ݄ 石巻若宮丸が江戸΁ߦߤ中に塩屋崎沖で漂流。ཌ年 5 ݄アリューシャン列島に漂着、1804 年 9
݄長崎帰着

17 167 1794（寛政 6）9 ݄ 名取郡閖上浜の大乗丸が江戸΁ߦߤ中に安房国沖で漂流。Ӟ 11 ݄に安南に漂着、ཌ年 11 ݄長
崎帰着

18 205 1822（文政 5） 石巻湊の円蔵船が種子島に漂着

19 243 1839（天保 10）11 ݄ 気仙郡小友浦の中吉丸が常州那珂湊΁ߦߤ中、鹿島灘で漂流。ཌ年 1 ݄小笠原島に漂着

20 248 1841（天保 12）10 ݄ 観吉丸（観音丸）（船主伊達郡北半田重吉、船頭石巻甚助）荒浜出ൕ。九十九里沖で漂流。ཌ年
7 ݄フィリピン群島サマル島付近に漂着。1843 中国をܦて長崎帰着

① 91 1719（享保 4）11 ݄ 遠州新居船、仙台竹浦を出ൕ。九十九里沖で漂流。ཌ年 1 ݄鳥島΁漂着。1739 年八丈島に帰着

② 142 1764（明和 1）10 ݄ 筑前国伊勢丸、箱館から小෵浜 	 牡鹿町 
 をܦて江戸΁ߦߤ中。塩屋崎沖 で漂流。ミンダナオ島
に漂着。1771 年に長崎に帰着

③ 161 1787（天明 7）12 ݄ 仙台荒浜を出ൕした肥前船（荒浜生れの水ઌҊ内人忠八乗組Έ）が九十九里沖で漂流。ཌ年 2
݄鳥島に漂着

ᶆ 241 1838（天保 9）11 ݄ 越中富山長者丸が仙台領唐丹港を江戸΁出ൕ。同港沖で漂流。ཌ年 4 ݄アメリカัܵ船が救助。
1843 年 3 ݄エトロフ島に帰着
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リピンに漂着した漂流民΋清国ܦ由で帰国で͖てい
るが、幸運ͳ例といͬてよい。

＊石巻若宮丸のロシア漂流
仙台領民の漂流で΋ͬと΋知られているのは、

1793 年（寛政 5）の石巻若宮丸のロシア漂流であ
る（ද 4ç/P� 16）。石巻商人米沢屋の持ͪ船である
若宮丸（16 人乗）は、米΍海࢈物、ࡐ木ͳͲを積
んで江戸に向かͬた。塩屋崎沖でཛྷにૺ۰し、荒波
で଩を΁し折られて漂流し࢝Ίた（米沢屋にͭいて
は本ॻ第 1 編࿦આ編「ロシア漂流若宮丸と船主米
沢屋」参照）。స෴を๷͙たΊにൕபを切り、積ՙ
の米΋半分ࣺてたという。乗組員は൅を切ͬて神෹
にͬفた。半年漂流の末、アリューシャン列島の島
をൃ見し上陸。島民に救助されたが、その後ロシア
人ङྌ者に保護されて、ロシア生׆をすることにͳ
る。

10 年後、帰国をر๬した 4 人がݣ日࢖અレβー
ノフに伴Θれて日本にૹ還され、よう΍く૆国の地
を౿Ήことがで͖た。ロシアのट౎ペテルブルグの
外港クロンシュタットを出ߤして大西洋を南下し、
アメリカ大陸の南୺をճͬてハワイからカムチャッ
カに౸達。そこから南下して長崎に入港するルート
だͬた。漂流民を͚ۦ引͖のࡐ料とした長崎でのレ
βーノフと幕府とのަবは、江戸࣌代の国ࡍ関࢙܎
として΋ಛ筆すべ͖事件であͬた。

このロシア漂流事件に対する国内の関৺は͖ΘΊ
て高く、འֶ者大௬玄沢編のʰ؀海異ฉ 」ɦを࢝Ί、
多くの漂流記が出ճͬた（/P� 166）。帰還民太十
郎（東松島市室浜）がロシアߖఇからഈ領した羅ࣿ
の洋෰が現ଘし、奥松島ೄ文村ྺ࢙ࢿ料館にలࣔさ
れている。

これより 11 年前の 1782 年、伊勢国白子の船頭
大黒屋光太夫（幸太夫と΋ද記）の船΋同༷にア
リューシャン列島に漂着し、ロシアのイルクーツク
で 10 年生׆したのͪ、ݣ日࢖અラクスマンによͬ
て根室にૹ還されている。こͪらはའֶ者ܡ川ำ周
編ࢊのʰ北ᒍฉུʱによͬて漂流の全աఔを知るこ
とがで͖る（/P� 159）。

大黒屋光太夫と若宮丸のロシア漂流は、いͣれ΋
日本との通商を๬Ήロシア政府により、ަবの手ஈ
としてૹ還されたのであͬた。それらの漂流ᩀとྺ
࢙తҙ義にͭいては、平川新h 開国΁の道 （ɦ小ֶ館、
2008 年）を参照していただ͖たい。

＊名取閖
ゆり
上
あげ
浜大乗丸の安南漂流

仙台領民の漂流で知られる΋う一ͭの漂流が、安
南国王にӼ見した漂流民である名取郡閖上浜の大乗
丸の安南漂流である（/P� 167）。この漂流ᩀはʰ南
ත記ʱとして出まΘり、世上の関৺をͻいた。h 南
ත記ʱから、その֓要を঺介しておく。

1794 年（寛政 6）8 ݄ 23 日、大乗丸（16 人乗）
は南部米 2600 ඨ༨を積んで石巻を出ൕした。盛岡
藩は内陸の米を北上川を利用して石巻に下していた
から、石巻には盛岡藩の米蔵があͬた。南部米とい
うのは、その盛岡藩米のことで、江戸に出ՙされた。
෩沢港で෩଴ͪをしてפ 27 日に出ߤしたが、29
日房州沖でڧ෩により଩を折られる。あおられてస
෴しͳいようにൕபを切り、米 700 ඨをࣺてた。

漂流してから 80 日΄Ͳで水が切れたたΊ、൅を
切り神෹にئفすると߱Ӎがあͬた。その水をたΊ
てҿ料水としたが、1 人に͖ͭ水は 1 日に 1 ഋだͬ
た。米はたくさん積んでいたから、米の飯は 1 人
で 1 日 2 ഋ৯べることがで͖た。

Ӟ 11 ݄ 20 日に安南国の小島に漂着。地元の漁
船に救助された。12 ݄ 3 日、安南の城下に連ߦさ
れ王༷に引見されて、通ࣙとҩ者を付͚られた。h 南
ත記ʱには、「ことの外、深અに取ѻͻਃす事ʙ国
政のよΖし͖所と見΁」とある。親切で丁重ͳ΋て
ͳしは、この国の政治が安定しているからだという
。૝であるײ

ただし、৯文化のҧいにはڻいている。
「三度の朝༦、ただ飯͹ら͹らとしてຯͳく、
ʙஉのΊした͖をΈるに、米を洗ͻ瀬戸物の釜
΁水を入れ、΄Ͳͳくਧ上りީͤͭ、残らͣΊ
しのͶ͹りしΏ͹を取りすてਬ͖ީ、ʙ国෩ͳ
ることを͚͡ײり」

৯事は米飯だͬたが、パサパサとしていた。米ਬ
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͖の༷子を見ると、෸ಅしてৠ気がਧ͖上がると、
釜の上部にたまͬた米ͭΏのͶ͹り（Ώ͹）をすく
いとͬてࣺてていた。飯がパサパサだͬたのはその
たΊだͬたが、Θ͟Θ͟うまΈ੒分をࣺてるਬ͖方
に、「国෩」のҧいを͡ײたという。

日本の米はཻが୹く丸Έをଳびており、ਬくとͶ
͹りがڧいジャポニカ米だが、安南の米はインディ
カ米で、ジャポニカ米より΋細長く、Ͷ͹り΋少ͳ
いという。΋と΋とパサパサし΍すい米の඼種だͬ
たということ΋あるようだ。

「ে油一切ͳ͖国にて、Կにて΋残らͣ塩ࣽに
ͳし、その中΁牛のࢷ、Ϳたのࢷを入れた͖ީ
Ώ͑、は͡Ίの΄Ͳは皆ʑくͻかͶ、݄日おし
うͭるにैい、次第に美ຯとͳり、このことに
ͳれる」

日本の料理はে油でのຯ付͚が一ൠతだが、ベト
ナムでのຯ付͚は塩だͬた。しか΋牛΍ಲのࢷを入
れてࣽࠐんでいた。「は͡Ίの΄Ͳは皆ʑくͻかͶ」
とあるから、あまりのͬࢷこさに閉口したようだ。
しかし、それ΋׳れてくると「次第に美ຯ」にͳͬ
たという。異国での৯事にຯ覚΋順応して͖たの
だͬた。

ベトナムでは米がたくさんとれて安Ձだͬたこと
から、ಲのӤは米だͬたという。家சに米を৯べさ
ͤるとは、日本では͑ߟられͳいことだͬた。

「ೣ、さしてかΘることͳし。૏、おͳ͡くか
Θりͳし。գ・ഞ、至ͬて大͖し、Կれ΋年中
たくさんͳり」。

ೣ΍૏は日本とมΘりはͳいが、գとᦉはかͳり
大͖いとڻいている、日本ではգ΍ᦉはஆかいقઅ
だ͚ඈびճͬているが、ベトナムは年中温ஆだͬた
ので、գ΍ᦉ΋年中たくさんいたという。

安南国政府に保護された漂流民は生׆・෩शのҧ
いに͖ڻͳがら΋、帰国後それをしͬかりと伝͑て
くれた。ベトナム଺在中に 4 人がපࢮしたが、ཌ
年 4 ݄、安南国王はオランダ船΁の乗船を手഑し
てくれた。5 ݄ 5 日にマカオに౸着し、清国役人の
Ѻટにより同 21 日、広東に移ಈ。8 ݄ 13 日広東
を出ൕして 10 ݄ 6 日乍浦に着いた。11 ݄ 7 日に
乍浦を出ൕし、23 日に長崎に着いて、ͭいに帰国
で͖たのである。漂流ࣗମはաࠅͳମݧだが、保護
されて帰国するまでは、かͳり幸運に恵まれたとい
͑るだΖう。



第１編　

論説編

平川　新
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はじめに

ロシアは日本という国のଘ在をいͭ知ͬたのだΖ
うか。

ヨーロッパ人が初Ίて日本に΍ͬて͖たのは
1543 年のことで、それはポルトガル人であͬた。
東南アジア海域で๵қ׆ಈをల開していたポルトガ
ル人が、ཛྷのたΊに日本に漂着した。種子島に初Ί
てమ๒が伝͑られた࿩として知られている。これを
師たͪがڭએڭにポルトガル商人΍キリストػܖ
次ʑに来日し、΍がて 1570 年代に植民地マニラを
఺にしたスペイン人たͪ΋日本に΍ͬて͖た。΍ڌ
΍஗れて 1600 年代初Ίには、オランダ人΍イギリ
ス人΋来ߤして͖た。かくして、ヨーロッパ諸国と
日本のަ流のൃ׆化により、日本に関する৘ใが
ヨーロッパに伝͑られるようにͳͬた。

1606 年にߦץされたオランダの地理ֶ者ヘルハ
ルト・メルカトールのʰアトラス （ɦ地ਤா）には
日本に関する記ड़があり、武士・ඦ੏・商人ͳͲの
生׆Ϳり΍国の政治ͳͲに関する記事があͬた。同
ॻは 1637 年にロシアޠに΋຋༁されたというか
ら、ロシアは日本と通商関܎を΋ͬたヨーロッパ諸
国からの৘ใͳͲをͭう͡て、ۃ東アジアに日本と
いう国があるということを知ることにͳͬたのだΖ
う。

その後 1678 年、モスクワから北京にスパフΝ
リーが೿ݣされ、中国・アムール・タタール・サハ
リン・日本・朝鮮に関するใࠂॻを作੒している。
スパフΝリーの北京೿ݣの目తは、アムール河上流
にお͚る国境໰୊をղܾし、中国と通商関܎を݁Ϳ
ことであͬたが、日本に΋ڧい関৺を΋ͬていた。

彼は北京で日本に関するさま͟まͳ৘ใを収ूし、
モスクワにใࠂしたという。

ヨーロッパ΍中国を介した日本৘ใの֫ಘとはผ
に、ロシアは୳ݕをͭう͡て日本に઀近しͭͭあͬ
た。ロシア人のシベリア੐෰は 1581 年のエルマー
クの遠੐を大͖ͳըظとするが、陸路でオホーツク
海に౸達したのは 1640 年前後のことであͬた。

ロシアఇ国はクロテンを௥ͬてシベリア΁ਐ出
し、ラッコを௥ͬて太平洋を目ࢦしたといΘれる。
シベリア΋カムチャツカ΋無人の荒野ではͳかͬた
から、ロシアఇ国の東੐に対して現地住民の఍߅΍
൓ཚ΋少ͳくͳかͬた。֤地に೿ݣされたコサック
ୂは未知のシベリア大地の୳ݕとと΋に、現地住民
を੍ѹする役ׂをෛͬていた。シベリアの要所に役
所΍ࡆがおかれて現地住民から毛皮੫ͳͲを௃収
し、さらͳる東ਐと南下のڌ఺とした。こうしてロ
シアఇ国の最前ઢは、ঃʑに日本に近ͮいて͖た。

コサックୂ長のウラジーミル・アトラソフがカム
チャツカ半島を୳ݕし、半島の最南୺にまで౸達し
たのは 1697 年のことである。この୳ݕでアトラソ
フは、カムチャツカ半島西岸のカムチャツカ河口で
カムチャダールにनΘれていた日本人の漂流民と出
会ͬた。アトラソフに保護された日本人漂流民の名
前は「デンベイ」（伝兵衛）といい、大坂商船の乗
組員であͬた。1695 年こΖに大坂を出ൕして江戸
に向かͬたが、ཛྷにあͬて 7 か݄΋のあいだ漂流し、
カムチャツカ半島に漂着したという。この大坂商船
には 15 人が乗り組んでいたが、漂流中に 2 人が海
中にసམしてߦ方ෆ明とͳり、漂着のさいには 2
人が原住民に֐ࡴされ、さらに 10 人がいͣこか΁
連れڈられて、Θͣかに伝兵衛一人が残されたとい
う。伝兵衛はカムチャッカ川支流のナネބ൞にある

一　開国以前の漂流民と日露関係
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カムチャダール人の部མでա͝していたが、ཌ年、
カムチャッカ遠੐中のコサックୂ長ウラジミル・ア
トラソフに出会ͬたのだͬた。1701 年にはヤクー
ツクをܦてモスクワにૹகされ、1702 年にピョー
トル 1 世にӼ見している。

これまでのڀݚによると、この大坂商船をؚΊ、
ロシア領域΁の漂着は、1696 年から 1850 年まで
の໿ 150 年間に 9 件の事例が֬ೝで͖る（ද 1 の
①ʙᶉ、ᶌ ᶎ）。漂流船はすべて商船である。これ
ら商船は、日本の太平洋沿岸をߦߤ中にཛྷにૺ۰し、
北上する海流にԡし流されてカムチャツカ半島΍千
島列島、アリューシャン列島ͳͲに流れͭいた。֤
船には十数人ͣͭが乗船していたので漂流民総数は
174 人にͳるが、これҎ前に΋漂流はあͬただΖう
し、右のظ間中において΋、おそらく΋ͬとたくさ
んの人びとが漂流・漂着したとࢥΘれる。

この大坂商船漂流一件（ද 1�①）は、伝兵衛が
モスクワでޠり残した「伝兵衛物ޠ」によͬて知ら
れるが、日本側に記録はͳい。日本側に当事者の記
録があるのは、漂流民がロシアからૹ還され、彼ら
が漂流記録を残したケースにݶられる。したがͬて
漂流事件 9 件は、日本側のΈͳらͣロシア側の記
録を୳ࡧしたઌֶの౒力によͬて明らかにされた΋
のである。

ロシア΁の漂流は、ংষで঺介したように、無数
にあͬた漂流事件の΄んの一部にす͗ͳい。しかし
江戸࣌代の国ࡍ関܎に与͑たインパクトという఺で
は、ロシア΁の漂流事件΄Ͳ影ڹが大͖かͬた΋の
はͳい。漂流民のѻいをΊ͙ͬて日࿐の関܎が大͖
くస׵するからである。

そこで本ߘでは、漂流事件をとおして、17 世紀
から 19 世紀にか͚ての日本とロシアの関܎を四ஈ
֊に۠分し、֤ஈ֊のಛ௃をݕ౼するとڞに、それ
ͧれのෆՄ分ͳ関܎をΈていくことにしたい。

1.　第一段階
 ─ ロシアの日本に対する関心 ─

ද 1 に͛ܝた漂流事例をΈると、ケース①ʙᶆ

（1696ʙ1744 年）からは、漂流民に対するロシア
側の対応に大͖ͳಛ௃をΈてとることがで͖る。そ
のಛ௃とは、この࣌ظの漂流民は日本に帰還で͖た
者が皆無だͬたという఺である。

ケース①の事件で最後まで生͖残ͬた伝兵衛は、
前ड़のようにピュートル 1 世にӼ見するが、ͭ͡
はこのと͖彼はߖఇに帰国の୰ئをしている。だが
ఇは௘ྩによͬߖ。Մしͳかͬたڐఇは、帰国をߖ
てペテルブルグに日本ߍֶޠを作り、伝兵衛をこの
師に೚໋したのある。それとと΋にڭޠの日本ߍֶ
ఇはヤクーツクிに௘ྩをൃして、コサックୂにߖ
カムチャツカ΁の୳ݕを໋͡た。その௘ྩのͳかに
は、日本の৘ใをूΊަқに౒力ͤよというྩ܇΋
ؚまれていた。

次のケース②は 1710 年にカムチャツカに漂着し
て い る。 乗 組 員 の う ͪ ফ ଉ の Θ か る 三 右 衛 門

（4BOFNPO、ロシアではサニマとݺ͹れた）は、し
͹らくヴェルフネ・カムチャツカࡆに༓閉されてい
たが、1713 年に出ൃしたコζイレフスキーの北千
島୳ݕにैͬたあと、1714 年にペテルブルグにૹ
られている。三右衛門は、すでにペテルブルグの日
本ߍֶޠのڭ師にͳͬていた伝兵衛の助手にͳͬた
という（秋݄ढ़幸「コζイレフスキーの୳ݕと千島
地ਤ」h 北方文化ڀݚʱ3、1968 年）。ͳおコζイ
レフスキーのௐࠪのあと 1714 年に΋ピョートル大
ఇは、日本୳ࡧのたΊの遠੐ୂの೿ݣを໋͡たが、
サハリン北部を୳ݕしたにす͗ͳかͬたようだ

（"� スギブニェフ「18 世紀、19 世紀初ظにお͚る
ロシア人による日本との通商関܎थ立のࢼΈ」）。

1729年にカムチャツカに漂着したケース③では、
漂流民 17 人のうͪ 15 人が漂着࣌にコサックୂに
をຯΘͬている。生͖残ͬた宗ࢂされるという൵ࡴ
蔵（4PV[P）と権蔵（(PO[P）は 1731 年にペテル
ブルグにૹகされ、34 年にアンナঁఇにӼ見した
あと、ロシアՊֶアカデミーෟ属日本ߍֶޠのڭ師
とͳͬた。1745 年に千島列島オンネコタン島に漂
着したケースᶆでは、生ଘ者 10 人のうͪ 9 人がペ
テルブルグ、イルクーツク、イリムスクͳͲで日本
。師にͳͬたことが֬ೝされているڭޠ
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ද̍ɹロシアؔ܎の೔ຊ人೥ද
˔ 1542 年、ポルトガル人、初Ίて日本に౸達
˔ 1667 年、ロシアޠ൛のメルカトールʰ世քਤʱに日本あり
˔ 1678 年、スパフΝリー、中国に೿ݣされ日本の৘ใを収ू
① 1696 年、カムチャツカに 15 人が漂着（カムチャツカˠヤクーツクˠモスクワ）

・1702 年、伝兵衛、ピョートル̍世にഈӼ、帰国を୰ئするがڐされͣ
・1705 年、伝兵衛、ペテルブルグ日本ߍֶޠのڭ師にͳる

˔ 1696 年、コサックୂ長アトラソフがカムチャツカを୳ݕ
② 1710 年、カムチャツカに 10 人が漂着（カムチャツカˠヤクーツクˠペテルブルグ）

・1713 年、三右衛門、コζイレフスキーの北千島୳ݕにैう
・1714 年、三右衛門、ペテルブルグ日本ߍֶޠで伝兵衛の助手にͳる

˔ 1711 年、コζイレフスキーがクリル列島の北部を୳ݕ
˔ 1721 年、エヴィレーイノフが࠶びクリル列島を୳ݕ
③ 1729 年、カムチャツカに 17 人が漂着（カムチャツカˠヤクーツクˠペテルブルグ）

・1734 年、権蔵と宗蔵、ঁఇアンナにഈӼ　
・1736 年、権蔵と宗蔵、ロシアՊֶアカデミーෟ属日本ߍֶޠのڭ師にͳる

˔ 1739 年、スパンベルグ、日本に౸達
ᶆ 1745 年、クリル・オンネコタン島に 17 人が漂着（オンネコタン島ˠボリシェレックˠオホーツクˠヤクーツクˠペテルブルグ）　
˔ 1778 年、ロシア船、根室に来ߤして松前藩に通商をٻΊる
ᶇ 1783 年、アリューシャン列島アムチトカ島に 16 人が漂着（アリューシャンˠカムチャツカˠオホーツクˠヤクーツクˠイルクーツ

クˠペテルブルグ）
・アリューシャン଺在中モスクワ商人の保護をड͚る
・1788 年、庄蔵と新蔵、イルクーツクの日本ߍֶޠのڭ師にͳる
・1791 年、大黒屋光太夫ら̏人、エカテリーナ̎世にഈӼし帰国のڐՄをಘる
して帰国（イルクーツクˠオホーツクˠ根室）ߦઅラクスマンに同࢖日ݣ・

˔ 1792 年、ݣ日࢖અラクスマンを日本に೿ݣ（ަবࣦഊ）
ᶈ 1794 年、アリューシャンに 16 人が漂着（アリューシャンˠオホーツクˠイルクーツクˠペテルブルグ）

・1803 年、アレクサンドル̍世にഈӼ
・1804 年、津田夫ら 4 人、ݣ日࢖અレβーノフに同ߦして帰国（クロンシュタットˠ南米ホーン岬ˠハワイˠカムチャツカ

ˠ長崎）
ᶉ 1804 年、クリル・ポロムシリ島に 14 人が漂着（ポロムシリ島ˠペテロパヴロフスク）

・レβノフの通商ަবෆௐによりૹ還ͳし。Ώ͑に୤૸してクリル諸島を南下しエトロフ島に帰着
˔ 1804 年、ݣ日࢖અレβーノフを೿ݣ（ަবࣦഊ）
ᶊ 1806 年、ロシア人、サハリン南部に上陸し日本人 4 人をัྂにする。米・木໖౳をུୣ

・北海道リシリー島でऍ์
ᶋ 1807 年、ロシア人、エトロフ島に上陸して日本人をัྂにする。米・木໖౳をུୣ。次いで利尻島付近で日本商船をऻう

・オホーツクˠヤクーツクˠイルクーツクˠオホーツクˠクナシリ島でऍ์
˔ 1811 年、日本、ロシア艦長ゴロヴニンをクナシリ島でัྂにする。
ᶌ 1811 年、カムチャツカに 16 人が漂着（カムチャツカˠオホーツクˠクナシリ島）

・ロシア艦長ゴロヴニンをୣ還するたΊクナシリ島で漂流民を࢖者に立てるがࣦഊ
ᶍ 1812 年、ロシア人、ใ෮のたΊクナシリ島で日本商船をऻܸし 37 人をัྂにする

・のͪ 31 人をऍ์し 6 人を཈留。1813 年、箱館に入港しัྂの高田屋嘉兵衛をゴロヴニンୣ還のަব役とす
ᶎ 1813 年、千島列島ハラマコタン島に 12 人が漂着（ハラマコタン島ˠペテロパヴロスクˠオホーツクˠペテロパヴロスクˠエトロフ

島΁ૹ還ʪ1816 年ʫ）
ᶏ 1813 年、太平洋を 1 年 5 か݄漂流しメキシコ沖でӳ国船が 14 人を救助（メキシコ沖ˠアラスカˠペテロパヴロスクˠエトロフ島΁

ૹ還ʪ1816 年ʫ）
ᶐ 1832 年、太平洋を 10 か݄漂流し 7 人がハワイ・オアフ島に漂着（ハワイˠオホーツクˠアラスカˠエトロフ島にૹ還）

・アメリカ海運ۀ者の世࿩によりオホーツクに移ૹ　
ᶑ 1838 年、太平洋を 5 か݄漂流しアメリカ船が 10 人を救助（ハワイˠペテロパヴロスクˠオホーツクˠアラスカˠエトロフ΁ૹ還）

・イギリス船がペテロバウロスクまでૹ還
ᶒ 1850 年、クリル諸島海域でアメリカ船が 13 人を救助（ペテロパヴロスクˠアヤンˠアラスカˠ下田΁ૹ還）

・アメリカ船がペテロパヴロスクまでૹ還
˔ 1853 年、ݣ日࢖અプチャーチンを೿ݣ（ަব੒ޭ、日本とロシアの通商関܎੒立）
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Ҏ上のように、ケース①ʙᶆの事例をΈると、い
ͣれにおいて΋、生͖残ͬた漂流民はロシアにおい
て日本ڭޠ師としての৬を与͑られている。ロシア
は漂流民を日本にฦすより΋、ロシアにお͚る日本
。ҭにै事さͤる方਑をとͬたのであͬたڭޠ

ロシアが日本に大͖ͳ関৺を๊いていたことは、
ケース①からᶆまでの漂流民が、いͣれ΋ペテルブ
ルグにૹகされたことから΋知られる。このうͪ
ケース①と③の漂流民は、ロシアߖఇにഈӼしたこ
とが֬ೝされている。ߖఇΈͣから、日本に対する
関৺をڧくࣔしたのであͬた。残೦ͳがら、ケース
②とᶆの漂流民は、ߖఇにഈӼした記録を֬ೝで͖
ͳいが、彼ら΋ペテルブルグまで連れていかれてい
るので、ߖఇにഈӼしたՄ能ੑがあるだΖう。

日本からの漂流民は、日本の৘ใを伝͑る重要ͳ
ଘ在であͬたたΊに帰国をڐされͣ、来たるべ͖日
本とのަবに備͑て、ロシア人に日本ޠと日本の事
৘を͑ڭるڭ師に೚໋されたのであͬた。この 4
件の漂流民のうͪ、日本ڭޠ師にͳͬたことを֬ೝ
で͖るのは、ͳんと 13 人にの΅る。彼らから͑ڭ
をう͚たֶ生のͳかには、その後のロシアによる日
本઀৮のಈ͖のͳかに࢟をあらΘす者΋いた。

たと͑͹、ロシア海܉シュパンベルグ大җは、ロ
シア政府から日本ߤ路の開ൃと通商のՄ能ੑをௐࠪ
するようにࣔࢦされて、1738 年から 42 年にか͚
て 3 度の日本遠੐をࢼΈているが、3 ճ目の遠੐に
は、ケース③の日本ڭޠ師である権蔵と宗蔵の͑ڭ
子 2 人が参加したことが֬ೝされている。遠੐の
基地はカムチャツカのボリシェレックだが、1738
年の 1 ճ目の遠੐では千島列島のウルップ島まで
౸達して引͖ฦしていた。

ཌ 39 年、࠶びボリシェレックをൃしたシュパン
ベルグୂは、ͭいに日本に౸達した。日本側の記録
によͬて、仙台湾と房総半島南୺の海域にఀ泊した
ことが൑明している。日本ではのͪにこの事件を「元
文の黒船」（1739 年は日本暦で元文 4 年だͬたたΊ）
とݺͿようにͳͬたが、いͣれの地で΋地元民との
間で金඼のަ׵があり、ロシア側は毛皮΍՟ฎをଃ
り、日本人は水΍৯料を与͑たようである。安房国

では 6 人が上陸している。
異国船の突વの来๚にڻいた仙台藩では、武ث・

஄ༀを石巻にٸૹし、仙台城下΋ܯ備をڧΊるͳͲ、
さͳがらඇ常事ଶがએݴされたようͳঢ়ଶにͳͬた
という。トラブルをආ͚るたΊにシュパンベルグୂ
は୹࣌間で日本を཭れたが、日本の地理తͳҐஔ΋
十分に೺Ѳで͖ͳかͬたたΊに、ロシアは 3 度目
のௐࠪをシュパンベルグに໋͡たのであͬた。この
と͖ロシア元老院はペテルブルグから日本ֶޠ生 2
人を通༁として乗船さͤることを໋͡ている。ޠݴ
ෆ通がௐࣦࠪഊの一ҼとΈたたΊであΖう。その通
༁が権蔵と宗蔵の͑ڭ子だͬたのである。

一આによると、この遠੐ୂには、1718 年にカム
チャツカで೉破した日本人漂流民（ロシア名はヤコ
フ・マクシモフ）΋乗船したいう。ただし、3 度目
の遠੐では日本に౸達で͖ͳかͬた。

また 1771 年に、カムチャツカに流ܐとͳͬてい
たハンガリー人ベニョフスキーたͪが୤૸してロシ
ア船をୣい、海路ヨーロッパにಀ૸する事件がൃ生
しているが、そのロシア船のߤ海士補ポチャロフは、
ケースᶆの日本人がڭฬをとるイルクーツクの日本
でֶんだ人物であͬた。ベニョーフスキー一ߍֶޠ
はカムチャツカを南下して土佐΍阿波、Ԅ美大島ߦ
ͳͲにد港しており、日本側の記録では「はんべん
͝Ζう事件」として知られている。彼らが南下して
ヨーロッパを目ࢦしたのは、あるいはポチャロフが
日本ڭޠ師から日本と東南アジアをͭͳ͙ߤ路があ
ることをฉいていたから΋しれͳい。

さらに 1778 年と 79 年に、イルクーツクの商人
シャバリンが根室と松前に来ߤして日本に通商をٻ
Ίているが、78 年の通༁オチェレジンと 79 年の
通༁アンチピンは、いͣれ΋イルクーツクの日本ޠ
生であͬた。それだ͚ではͳい。オチェۀのଔߍֶ
レジンは、ケースᶆの漂流民の一人である利八郎の
義ܑであͬた。利八郎はイルクーツクでオチェレジ
ンのຓと݁ࠗしていたのである。΋う一人の通༁ア
ンチピン΋また、イルクーツクの貴଒だとされてい
る。ۃ東ロシアでは、൛ਤの֦大をはかる役人΍܉
人だ͚ではͳく、商人΍貴଒たͪまで΋が日本との
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ަқによͬて一旗あ͛ようとの野๬を๊いていたの
である。日本からの漂流民、その日本人による日本
رҭは、彼らにそのເが現࣮の΋のであるとのڭޠ
๬を与͑たのであΖう。

2.　第二段階 ─ 漂流民の送還と遣日使節 ─

໎いこんだ漂流民を保護して日本৘ใの஝積にͭ
とΊ、彼らを日本ڭޠ師に೚໋してコミュニケー
ションの手ஈを֫ಘするというロシアの࢟勢は、東
アジア海域΁のਐ出をޮՌతにする΋のであͬた。
日本遠੐に出向いた日本ߍֶޠの生ెを記録で֬ೝ
で͖るのは、いまのとこΖ、1742 年のシュパンベ
ルグୂが΋ͬと΋古いが、ロシアが最初の日本ڭޠ
師伝兵衛をಘたのは 1705 年のことであるから、あ
るいはシュパンベルグୂより΋は΍い࣌ظに、日本
୳ݕに参ըした生ెがいたか΋しれͳい。զʑが知
り͑るのは、あくまで記録に残された΋のにݶられ
るからである。

さて࿩を次のஈ֊にਐΊよう。ද 1 のケースᶇ
にあらΘれる大黒屋光太夫とケースᶈの津太夫は、
現在の日本で΋ͬと΋有名ͳ漂流民である。それは
彼らが、ロシアのݣ日࢖અと一ॹに日本に帰国した
からであͬた。大黒屋光太夫は 1792 年に೿ݣされ
たラクスマンとと΋に、津太夫は 1804 年の࢖અレ
βーノフに連れられて、ͳͭかし͖母国日本に向
かͬた。ロシアは漂流民ૹ還を理由に࢖અを೿ݣし、
それを͖ͬか͚にして日本と通商ަবをおこͳうܭ
ըだͬた。日本政府はロシア࢖અの通商要ٻをڋ൱
したが、ަবがऴΘるとロシア࢖અは日本人を日本
政府に引͖渡して帰国した。

このケースᶇとᶈの事࣮からΘかるように、漂流
民に対するロシアの࢟勢は、それҎ前に比べて大͖
くม化している。漂流民をロシアにとͲΊおくので
はͳく、ૹ還することによͬて日本との通商ަবの
したのであͬた。それは׵に利用する方਑にసػܖ
シュパンベルグの日本遠੐を;くΊて、18 世紀の
前半にカムチャツカから千島列島΍サハリンにいた
るߤ路が開୓され、日本を射ఔڑ཭にとら͑たから

であͬた。そこでҎ下に、ロシアの東方ਐ出と南下
のܦաを日本人漂流民と関連͚ͮてׅ֓しておこ
う。

ロシア人がウラル山຺をこ͑てシベリアにਐ出し
たのは 16 世紀末のことだが、1642 年にはヤクー
ツクに政ிを開ઃし、そこから東ਐして 1648 年に
はベーリング海峡とカムチャツカの中間にあたるア
ナドィリにࡆをஙいた。ヤクーツクから南ਐしてオ
ホーツクの町を開いたの΋、΄΅同࣌ظの 1649 年
で、イルクーツクにࡆをઃஔしたのは 1661 年のこ
とであͬた。アナドィリはカムチャツカ半島΍千島
列島方໘の基地とͳり、オホーツクはオホーツク海
΍北太平洋ਐ出のڌ఺、イルクーツクはアムールラ
ンド方໘΁のਐ出基地とͳͬた。

コサックୂ長のアトラソフが、アナドィリࡆから
南下してカムチャツカ୳ݕに出ൃし、前ड़のように
ケース①の漂流民伝兵衛と出会ͬたのは 1697 年の
ことである。伝兵衛から日本のことを知ͬたピョー
トル 1 世は日本৘ใの収ूをシベリアிに໋͡、
それをう͚たコサックୂはカムチャツカ半島の୳ݕ
をଓ͚、ͭいに 1711 年、アンツィフェーロフとコ
ζイレフスキーたͪが、半島に΋ͬと΋近い北千島
のシュムシュ島に上陸、1713 年にはケース②の漂
流民三右衛門が同ߦして第 2 島のプルムシル島に
౸達した。コζイレフスキーはプルムシル島でエト
ロフ島から来ていたアイヌ人をัら͑、南千島列島
΍松前島（北海道）のことを知ることにͳる。松前
島の日本人はクナシリ島΍エトロフ島のアイヌとަ
қをおこͳい、これら南千島のアイヌが北千島のア
イヌたͪとަқをおこͳͬていることを知ͬたので
ある。

コζイレフスキーのௐࠪใࠂをう͚たピョートル
1 世は、1719 年、ଌྔ師でありߤ海士であるエヴィ
レーイノフとルージンに、さらに詳細ͳ୳ݕௐࠪを
໋͡た。྆人は 1721 年にカムチャツカのボリシェ
レックを出ൃし、千島列島をଌྔしͳがら南下した。
్中、ཛྷにあͬてૺ೉しそうにͳるが、彼らが作੒
した地ਤには 14 の島ʑが記入されているという。
その後 1734 年には、ロシア人が中部千島列島で毛
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皮੫を௃収したとのࢦఠ΋あるので、北海道に౸達
するのは࣌間の໰୊であͬた。

世ք࢙に有名ͳベーリングの北太平洋୳ݕは
1724 年、ピョートル 1 世によͬてൃͤられた。こ
の୳ݕは 1741 年まで࣮施され、Ϣーラシア大陸と
アメリカ大陸が海峡（ベーリング海峡）によͬて切
அされていることをൃ見した。だがこの୳ୂݕには、
その目తに日本ߤ路の開୓΋;くまれていた。日本
୳ୂݕのୂ長としてオホーツクを出ൃしたのが、前
ड़のシュパンベルグである。彼は千島列島沿いに南
下し、1739 年の 2 ճ目の遠੐でͭいに仙台湾΍房
総半島に౸達したのであͬた。1778年にはイルクー
ツクの商人シャバリンが根室に来ߤして、は͡Ίて
日本に通商をٻΊたのである。

Ҏ上のように、17 世紀末から 18 世紀前半にか
͚て、ロシアはカムチャツカを੐෰し、ͭいでクリ
ル（千島）列島北部΁とਐ出、さらに日本にいたる
路΋ൃ見した。その間に、ケース①ʙᶆの日本人ߤ
漂流民によͬて日本にͭいての۩ମతͳ৘ใ΋入手
することがで͖た。ケースᶇとᶈで漂流民を日本に
ૹ還したのは、ロシア政府に日本との通商ަবを開
࢝する৚件が΄΅੔ͬたからであͬた。

3.　第三段階 ─ 通商交渉の失敗と紛争 ─

1783 年にアリューシャン列島のアムテトカ島に
漂着した日本人が、ロシアのݣ日࢖અラクスマンに
伴Θれてオホーツクから根室に౸達したのは 1792
年 9 ݄ 3 日のことである。アムチトカ島΁漂着し
たのは 17 人だͬたが、9 年Ϳりの母国帰還をはた
したのは、Θͣかに大黒屋光太夫ら 3 人にす͗ͳ
かͬた。現地での対応には松前藩士があたり、幕府
の応઀࢖が松前に౸着したのはཌ年 3 ݄であͬた。
対応ࡦのݕ౼に࣌間を要したのだΖう。ラクスマン
一ߦが根室からവ館にճߤし、陸路松前に入ͬたの
は 6 ݄である。幕府の࢖者は、通商にͭいてのਃ
し入れは長崎でおこͳうよう通知して長崎入港のڐ
Մূを与͑、帰還民 3 人だ͚をड͚取ͬた。だが
ラクスマンは、長崎にճߤすることͳくオホーツク

に帰港している。ͳお、ラクスマンには、ケースᶆ
の日本ڭޠ師の͑ڭ子が通༁としてैい、事຿長に
は漂流民久助の子ڙが೚໋されたという。ロシアに
残ͬた漂流民たͪの࿑ۤが、大黒屋光太夫たͪの日
本帰還を支͑たということにͳる。ロシアの対日政
は、このようͳかたͪで漂流民の運໋にҧߋのมࡦ
いを΋たらしたのであͬた。

次いでケースᶈの漂流民が、1804 年 9 ݄、2 ճ
目のݣ日࢖અレβーノフによͬて日本にૹ還され
た。アリューシャン列島に漂着したのは 1794 年で
あͬたから、10 年Ϳりの帰国ということにͳる。
この間、16 人の漂流民のうͪ 3 人がࢮ๢し、6 人
が帰化、3 人はප気のたΊに残留を༨儀ͳくされた。
帰国で͖たのは、Θͣか 4 人であͬた。ここには、
歳݄と運໋に຋࿔された漂流民 16 人の、それͧれ
の࢟がある。レβーノフの一ߦはラクスマンのと͖
とは異ͳͬて、バルト海のクロンシュタット港を出
ൃし、大西洋をॎஅして南アメリカ大陸の南୺をӌ
ճ、ハワイをܦ由してカムチャツカに向かうߤ路を
とͬた。そこからさらに太平洋を南下し、九州をճͬ
て長崎に౸着した。およそ 1 年 2 か݄のߤ海であͬ
た。

ロシアはすでにラクスマン೿ݣのと͖に長崎入港
のڐՄをಘていたので、通商が開͚るとのظ଴を
΋ͬていた。だが通商をڋઈする幕府の࢟勢はݻく、
レβーノフは帰還民 4 人を引͖渡して長崎をୀڈ
した。6 か݄の日本଺在であͬた。日本はオランダ・
中国・朝鮮と๵қをしており、新たͳ๵қ国をٻΊ
ͳいという対外政ࡦの݁Ռだが、この࣌ظに長崎の
オランダ商館長が幕府に通商ಛ権の継ଓを੥ئした
というࢦఠ΋ある。日本๵қの利権をΊ͙るヨー
ロッパ諸国の、Έ͑͟る֬ࣥ΋എܠにあͬたとい͑
る。ͳお幕府は、今後、漂流民のૹ還はオランダを
通͡ておこͳうことをٻΊている。漂流民ૹ還を理
由にした来日にࢭࣃΊをか͚ようとしたのだΖう。
だが幕府のこうした࢟勢は、ロシアにࡦߗڧをとら
ͤることにͳͬた。

レβーノフはいͬたんオホーツクに帰着したが、
1806 年、レβーノフの部下のフヴォストフは、א



23

太南部にいた日本人をऻܸし、4 人をัྂにした。
これがケースᶊの事件である。ཌ年、今度はエトロ
フ島の日本人施ઃをऻܸして 6 人をัྂにし、さ
らにレブン島沖΍リシリー島で日本商船をऻͬて船
をম͖ࣺてた。これがケースᶋである。ロシア側は、
こうしたߗڧ手ஈによͬて幕府にѹ力をか͚、ロシ
アとのަқに応͡さͤようとしたのである。フヴォ
ストフはऻܸ直後にऍ์した日本人に松前奉ߦѼの
手紙を΋たͤているが、΋しަқに応͡ͳ͚れ͹、
またこうしたߦ為をおこͳうと͛ࠂている。΋ͪΖ
ん、幕府は通商ڋ൱の࢟勢をม͑ていͳい。これよ
りઌの 1805 年、ケースᶉにあ͛たように、陸奥国
の漁民14人が北千島のポロムシリ島に漂着したが、
レβーノフの通商ަবのࣦഊにより、日本΁のૹ還
が見ૹられている。そこで彼らはカムチャツカから
୤૸して、アイヌの助͚をかりͳがら千島列島を南
下し、エトロフ島まで帰還したのであͬた。

その後 1811 年、ロシアはゴロヴニンを南千島列
島の沿岸ଌྔに೿ݣしたが、クナシリ島で日本側に
ัറされる事件がൃ生した。フヴォストフの日本人
ऻܸ事件をػܖに、日本側は北海道΍、すでに日本
人がਐ出していたクナシリ島・エトロフ島の๷衛ମ
੍をڧ化していた。そうしたͳかでのゴロヴニンの
来ߤであͬたたΊに、一ڍにۓ張が高まり、ัറと
いう事ଶにͳͬたのである。

ロシア側はゴロヴニンを救出するたΊに、フヴォ
ストフがัྂにした日本人と、1811 年にカムチャ
ツカに漂着した日本人（ケースᶌ）をૹ還し、ゴロ
ヴニンとަ׵するܭըをたてた。ここで΋また、漂
流民はަবの道۩とされたのであͬた。ゴロヴニン
の部下のリコルドは、クナシリ島でこれらの日本人
を次ʑと࢖者に立てたが全員໭ͬてこͳかͬた。こ
れにౖͬたリコルドは、クナシリ島沖をߦߤしてい
た高田屋嘉兵衛の船をऻܸし、6 人をัྂにしてい
る。ケースᶍがそれである。これらのัྂとゴロヴ
ニンをަ׵しようとしたのであͬた。クナシリ島で
おこͳΘれたަަ׵বでは、高田屋嘉兵衛がௐఀ役
にあたͬた。嘉兵衛は、ゴロヴニンをऍ์さͤるた
Ίにはロシアが日本にフヴォストフ事件をँࡑする

ඞ要があるとリコルドをઆಘしている。高田屋嘉兵
衛は૱明ͳ商人であͬた。そこでリコルドは、オホー
ツクに໭ͬてイルクーツク知事のँࡑ文を用ҙし、
箱館に持参した。これによͬてゴロヴニンがऍ์さ
れたのである。

Ҏ上のように、ロシアによる通商要ٻと日本によ
るڋ൱は、྆国の関܎をۓ張さͤることにͳͬた。
それがロシアによる日本人ऻܸと、日本によるその
ใ෮という事ଶをটいたのであͬた。ケースᶊ・ᶋ・
ᶍは、そのことを象௃తにࣔしている。

4.　第四段階 ─ 日本との通商へ ─

こうしたෆ幸ͳ事件のあと΋、日本からの漂流民
はઈ͑ることがͳかͬた。ケースᶎʙᶒは、それを
ࣔしている。しかし、この࣌ظの漂流民の救助とૹ
還には、これまでとは異ͳͬたಛ௃がある。ケース
ᶏʙᶑはいͣれ΋、太平洋を漂流してメキシコ沖ま
たはハワイまで౸達している。彼らを救助し、カム
チャツカまたはアラスカまでૹ還したのはイギリス
船とアメリカ船だͬた。イギリス船΍アメリカ船が
カムチャツカ΍アラスカまで来ているのである。こ
れҎ前に΋アメリカ沿岸まで漂流した日本人がいた
だΖうが、アメリカが彼らをカムチャツカまでૹ還
することはͳかͬた。ߤ路が開かれていͳかͬたか
らである。

しかし 19 世紀にͳると、アメリカはัܵ׆ಈ΍
๵қをٻΊてカムチャツカ沖΍オホーツク海、さら
に日本近海にਐ出し、イギリス΋東アジアでの׆ಈ
をൃ׆化さͤるようにͳͬた。そのたΊにアメリカ
΍イギリスの船が太平洋をԟ来するようにͳͬて、
漂流した日本人がアラスカ΍カムチャツカをܦ由し
て日本にૹ還されるようにͳͬたのである。アメリ
カ船が直઀、日本に漂流民をૹ還すること΋あͬた。
ද 1 にはͤࡌてͳいが、アメリカ船に救助された
漂流民として΋ͬと΋有名ͳ人物は、土佐国の万次
郎である。彼は 1841 年、出漁中に鳥島に漂流し、
半年後にアメリカのัܵ船に救助されてハワイに至
り、1850年に琉球から鹿児島に帰還している。幕末・
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維新ظの外ަに΋大͖ͳ役ׂをはたした。
漂流民をΊ͙るこうしたঢ়گม化のͳかで、

1840 年には、イギリスがアヘンઓ૪をػܖに武力
で中国を۶෰さͤ、香港をୣͬた。1844 年にはオ
ランダが日本に֤国との通商৚໿を݁Ϳように勧ࠂ
し、1853 年にはアメリカが武力をഎܠに通商৚໿
のక݁をڧく要ٻした。同年、ロシア΋プチャーチ
ンを日本に೿ݣし、通商をٻΊた。日本はヨーロッ
パ諸国΍アメリカによる武力外ަにײػةを๊いて
いたので、1854 年、ͭいにアメリカ・イギリス・
ロシア・オランダと和親৚໿を݁び、๵қ੍ݶをఫ
ഇすることにͳͬたのである。

5.　漂流民による文化交流

日本人漂流民は、ロシアと日本の仲介者としてҐ
ஔ͚ͮられ、かͳり重要ͳ政治త役ׂをはたした。
ロシアの日本ઓུのͳかに組Έࠐまれたといͬてよ
いだΖう。しかし彼らは、ロシアと日本の文化తަ
流に΋大͖ͳ役ׂをՌたしている。ද 2 を΋とに
それを֬ೝしておこう。

第一は、ペテルブルグƄおよびイルクーツクの日
本ߍֶޠのڭ師としての役ׂである。漂流民のうͪ
15 人が日本ڭޠ師とͳͬたことを֬ೝで͖る。彼
らはロシアの青年に日本ޠをڭҭしただ͚ではͳ

ද̎ɹ೔ຊ人ඬྲྀຽのจԽަྲྀ

ʪࣙయ・ஶॻʫ
ケース①ɿ伝兵衛ˠ 1702 年ʰ伝兵衛物ޠʱを口ड़
ケース③ɿ権蔵ˠ 1738 年ʰ新スラヴ・日本ࣙޠయʱを編ࢊ
ケースᶆɿ伊兵衛、久太郎、長松、利八、長助ˠ 1773 年ʰ日本ޠ୯ूޠʱとʰ日本ޠ会࿩ूʱを編ࢊ
ケースᶆɿ佐之助のଉ子のタタリノフˠ 1782 年࿐日ࣙయʰレクシコンʱを編ࢊ
ケースᶇɿ大黒屋光太夫ˠ 1791 年ʰ-JOHVSVN UJVT 0SCJT 7PDBCVMBSJB $PNQBSBUJWB "VHVTUJTTJNBF $VSB $PMMFDUB （ɦێ定全世քݴ

に参加ࢊ比ֱࣙయ）の編ޠ
ケースᶇɿ新蔵ˠ 1817 年ʰ日本及び日本の商ۀにͭいて （ɦロシアޠ൛）をஶड़
ケースᶒɿ̓人ˠ 1851 年ʰ࿐日ࣙయʱを編ࢊ

ʪ日本ڭޠ師ʫ
ケース①ɿ伝兵衛ˠ 1705 年ペテルブルグƄ日本ߍֶޠ
ケース②ɿ三右衛門ˠ 1714 年ペテルブルグ日本ߍֶޠ
ケース③ɿ権蔵、宗蔵ˠ 1736 年Պֶアカデミーෟ属日本ߍֶޠ
ケースᶆɿ勝右衛門、伊兵衛、磯治、八兵衛、久太郎ˠ 1747 年ペテルブルグ・アカデミーෟ属日本ߍֶޠˠイルクーツクߤ海ֶߍෟ

属日本ߍֶޠ
ケースᶆɿ長松、利八、長助、佐之助ˠイリムスク日本ߍֶޠˠイルクーツクߤ海ֶߍෟ属日本ߍֶޠ
ケースᶇɿ庄蔵、新蔵ˠ 1791 年イルクーツク日本ߍֶޠ
ケースᶈɿ善六ˠ 1796 年イルクーツク日本ߍֶޠ

ʪ通༁ʫ
ケース②ɿ三右衛門ˠ 1713 年コζイレフスキーの千島୳ݕの通༁
ケースᶇɿ大黒屋光太夫ˠ 1792 年ݣ日࢖અラクスマンの通༁
ケースᶈɿ善六ˠ 1813 年ゴロヴニンަަ׵বの通༁
ケースᶍɿ高田屋嘉兵衛ˠ 1813 年ゴロヴニンަަ׵বの通༁

ʪ日本にお͚るロシアڭޠҭʫ
ケースᶇɿ大黒屋光太夫ˠ 1808 年、日本人オランダޠ通༁にロシアޠをڭҭ

ʪ帰国ޠのロシアࣙޠయの編ࢊʫ
ケースᶇɿ大黒屋光太夫
ケースᶏɿ重吉

ʪ種౱ٕज़のमಘʫ
ケースᶋɿ五郎治
ケースᶌɿ久蔵

ʪ西洋ࣜ造船ٕज़のमಘʫ
ケースᶎɿ喜三左衛門

（注）　ケース൪߸はද 1 に֘当
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く、日本の෩ଏͳͲにͭいて΋͑ڭた。ロシア人生
ెが、その後、日本との通商ަবに通༁として参加
したことは前ड़の通りである。

第二は、漂流民が日本ࣙޠయを編ࢊしたり、日本
に関するஶॻをॻいたことである。少ͳくと΋ 5
されているが、すべてが残ଘしていࢊのࣙయが編࡭
るΘ͚ではͳい。ケース①の伝兵衛（%FOCFJ）はh 伝
兵衛物ޠʱを口ड़し、日本の੍度΍෩ଏͳͲにͭい
て詳しくূݴした。また、ケースᶇの新蔵（4JO[PV）
΋、h 日本及び日本の商ۀにͭいてʱというஶॻを
出൛し、日本の商ۀ΍地理・ྺ࢙をロシアに঺介し
ている。

第三は、漂流民が通༁΍ަব役として׆༂したこ
とである。֬ೝで͖るのは、ケース②の三右衛門、
ケースᶇの大黒屋光太夫、ケースᶈの善六、ケース
ᶍの高田屋嘉兵衛ͳͲである。

Ҏ上は日本人がロシア国内΍日本との外ަަবͳ
Ͳで׆༂した事例だが、帰国した漂流民のͳかには、

日本でロシアޠのࣙయを編ࢊしたり、ロシアڭޠҭ
にあたͬた者΋いる。ケースᶋでロシアのัྂと
ͳͬた五郎治とケースᶌの久蔵は、種౱法を日本に
伝͑、日本のҩֶのྺ࢙に名前を残している。また、
ケースᶎの喜三左衛門は造船ٕज़をमಘして帰国
し、日本で西洋ࣜのൕ船を建造している。この΄か、
帰国した漂流民たͪの多くは漂流記録をॻ͖、ロシ
アの෩ଏ・ྺ࢙・ޠݴͳͲを日本に伝͑た。

Ҏ上のように、漂流民たͪはロシアと日本の文化
తަ流に大͖ͳ役ׂをはたした。漂流というෆ幸ͳ
ମݧは、ྺ࢙のͳかで、日本とロシアを݁Ϳ太いࢳ
とͳり、΍がて 19 世紀半͹の日本とロシアの国ަ
थ立を΋たらすことにͳͬたのである。
（初出 :「開国Ҏ前の日࿐関܎にͭいて」平川新、

"�"� キリチェンコڞ編ʰ日本とロシア ─ そのྺ࢙
を;りか͑るʱ東北アジアアラカルト 8、東北アジ
アڀݚηンター、2003 年）
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二　遣日ロシア使節レザーノフ来航と日本の政情

1.　レザーノフ来航をめぐる幕府と天皇

ロシア࢖અレβーノフが石巻の若宮丸漂流民 4
人をナジェジダ߸に乗ͤて長崎に来ߤしたのは、文
化元年（1804）9 ݄のことである。寛政 4 年（1792）、
ロシア࢖અラクスマンが根室に来ߤして通商をٻΊ
たことにଓく、ロシアから 2 ճ目の࢖અであͬた。
ラクスマンは、天明 3 年（1783）にアリューシャ
ン列島のアムチトカ島に漂着した伊勢の神昌丸乗組
員大黒屋光太夫ら 3 人を同伴していた。ロシア領
に漂着した日本人ૹ還を対日ަবの手がかりとする
のが、この࣌ظのロシアの方਑であͬた。

しかし、長崎に入港したレβーノフは厳重ͳࢹ؂
下におかれて、与͑られた宿ࣷの屋ෑ地から֗中΁
は一า΋出ることがで͖ͳかͬた。半年間଴たされ
たあ͛くに幕府から通ࠂされたのは、通商のڋ൱と
長崎からのୀڈであͬた。幕府のճ答は、通৴と通
商の関܎を朝鮮・琉球・中国・オランダにݶ定し、
それҎ外の国とは新たͳ関܎を΋たͳいという΋の
で、࢙ڀݚでは࠯国を૆法とするೝࣝがこのと͖に
明֬に੒立したとҐஔ付͚られている（藤田覚「࠯国

૆法観の੒立աఔ」h 近世後ظ政治࢙と対外関܎ʱ吉川弘文

館、2005 年）。
とこΖが、レβーノフのʰ日本଺在日記 （ɦ大島

༤༁、岩波文庫、2000װ 年）΍その他のロシア࢙
料をΈると、幕府のڋ൱ճ答のཪ側にあるとされる
事৘が赤དʑに記されている。しか΋その内༰は、
これまで日本の࢙料ではまͬたく֬ೝされていͳい
΋のであͬた。本ষではそれを঺介し、それが΋ͭ
ҙຯにͭいてݕ౼してお͖たい。

（�）　Ϩβーϊϑ೔記かΒ
初Ίにレβーノフのʰ日本଺在日記ʱから、長崎

通ࢺとレβーノフの会࿩を引用しておこう。幕府目
付で長崎ಛ࢖の遠山ܠ

かげみち

৾がレβーノフに幕府のܾ定
を伝͑たのが日本暦文化 2 年 3 ݄ 6 日のことで、
次に引用する 3 ݄ 15 日はレβーノフ一ߦが長崎を
出ߤするたΊの४備をしていると͖のことである。

˖レβーノフʰ日本଺在日記ʱロシア暦 1805 年
4 ݄ 1 日（文化 2 年 3 ݄ 15 日）
　この日΋朝からՙ積ΈがߦͳΘれた。通༁の
為八郎が友人たͪと一ॹに来๚。
　「ラクスマンがड͚取ͬた΋のがڐՄॻで
あͬたことを知るඞ要があります。その࣌ҕ೚
ঢ়を出した重ਉは出

デ ワ サ マ

羽さまといいます。出羽さ
まはক܉の側近でしたので、ক܉にロシアと通
商関܎を݁ͿことがͲれだ͚おおくの利益を΋
たらすかとઆಘしました。ক܉΋೤৺にこのこ
とに取り組Έました。出羽さまは勝利を収Ίた
のです。΋うͻとりの重ਉで出羽さまの友人で
΋ある蝦

エ ゾ サ マ

夷さま΋彼を支持し、三人目のඈ
㈔

ଭ
㈂

肥
㈔

後
ㇶ

さ
ㇷ

ま
㈠

΋支持したのです。
　いまからこのあとԿが͖ىたかを؆୯にઆ明
いたします。ࢲたͪは五年間टを長くしてロシ
ア人を଴ͬていました。六年目にෆ幸に΋出羽
さまが๢くͳります。ここで൓対勢力が力を持
ͪは͡Ίます。蝦夷さまには、この勢力に立ͪ
向かうだ͚の力がありまͤんでした。彼は、二
年後に引ୀに௥いͭΊられました。ඈଭ肥後さ
ま一人だ͚にͳり、ますます立৔がऑくͳͬた
のです。民ऺはロシアとの通商を଴ͪ๬んでい
ましたが、あͳた方は来ることͳく、૽͗は੩
まりました。
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あͳたが日本に౸着してす͙に、ক܉は通商に
同ҙすることを明らかにしました。しかし一人
のᗽい重ਉ、出羽さまのఢ、ͭまりはロシアの
ఢが、ক܉をࢥいとͲまらͤ、根װに関する法
ྩに関しては、まͣ天ߖの同ҙを΋らΘͳくて
はͳらͳいとݴい出したのです。今ճはಛに新
しくキリストڭのڧ国をड͚入れるかͲうかに
関Θる大事ͳ໰୊だとݴうのです。さらに彼は
天ߖに対して、彼をਫ਼神తͳߖఇといͬて΋い
いとࢥいますが、ক܉が天ߖの最後の権力をୣ
おうとしており、ラクスマンにڐՄॻを渡した
と͖΋、天ߖにはԿ΋知らͤͳかͬたと、ಇ͖
か͚たのです。࣮ࡍにԿ΋知らͤͳかͬたのは
΄んとうのことであり、ܾஅ力をお持ͪだͬた
出羽さまは、その࣌天ߖに知らͤるඞ要がͳい
と見ͳしていました。ͭいに天ߖはこのࠦしに
のり、重要ͳҊ件をܾ定するには、幕府ֳ྅の
同ҙがඞ要にͳͬたのです。ूΊられた幕府ֳ
྅たͪは、このᗽい重ਉのུࡦに丸Ίࠐまれて
しまͬたのです。彼の名前をࢲたͪにฉかͳい
でください。ࢲたͪは彼からԀΘれています。
ただͻとͭだ͚͑ݴることは、ক܉はあͳた方
のຯ方だということです。しかしいまは内ཚが
こらͳいように、ৡาしているのです。しかى
しඈଭ肥後さまが٘ਜ਼にͳりました。Կ故ͳら
͹天ߖにใࠂしͳくて΋いいと主張した一人
だͬたからです。あͳた΋͝承知のように、ࢲ
たͪの国では໿ଋはそんͳに厳֨に守られてい
まͤん。日本の法཯は、外国で΋同͡でしΐう
が、ᗽᘃͳղऍによͬていかように΋ม͑られ
るのです。 （下ઢは筆者。Ҏ下同）

上に引用した長崎通ࢺ見शの馬৔為八郎とレβー
ノフとの会࿩の内༰は、大͖く二ͭに分͚られる。
一ͭはラクスマン来࣌ߤの໰୊であり、二ͭΊはこ
のたびのレβーノフ来࣌ߤの໰୊である。

まͣ寛政 4 年（1792）のラクスマン来࣌ߤにͭ
いて、馬৔為三郎がͬޠたという内༰を੔理してお
こう。

・幕府がラクスマン΁与͑た文ॻは๵қڐՄॻ

だͬた。
側近のデワサマだͬ܉Մ೿の中৺人物はকڐ・

た。
・デワサマは日ロ๵қの利益をক܉にઆいた。
・デワサマの友人であるエゾサマ΋デワサマを支

持した。
・ώダώゴサマ΋デワサマを支持した。
・デワサマはラクスマン΁のڐՄॻにͭいて天ߖ

に知らͤるඞ要はͳいとΈͳしていた。
・だが 6 年後にデワサマがࢮ๢し、൓対勢力が

力を持ͪ࢝Ίた。
・エゾサマはその 2 年後に引ୀに௥いͭΊられ

た。
・ώダώゴサマ一人にͳͬた。
次に、レβーノフ来࣌ߤにͭいては次のように੔

理で͖る。
・ক܉はロシアとの通商に同ҙした。
・だが「デワサマのఢ」がক܉をࢥいとͲまらͤ、

キリストڭ大国をड͚入れるたΊには、まͣ天
。い出したݴの同ҙがඞ要とߖ

・彼（「デワサマのఢ」）は、ラクスマン΁のڐՄ
ॻ΋天ߖに知らͤていͳいと朝ఊにಇ͖か͚
た。

・ক܉はあͳた方のຯ方だが、内ཚがおこらͳい
ようにৡาした（ক܉はロシアとの通商に同ҙ
していたが、天ߖと対立しͳいようにৡาして
通商をೝΊͳかͬた）。

・天ߖに知らͤͳくて΋よいと主張したώダώゴ
サマがࣦ٭した

おおΉͶҎ上が঺介した部分の大要だが、このレ
βーノフ日記には、「デワサマ」、「エゾサマ」、「ώ
ダώゴサマ」という 3 人の人物名が出てくる。日
本人の通ࢺからฉいた名前を記録した΋のであるか
ら、ൃ 音を正֬にฉ͖取ͬたかͲうかの໰୊がある。

「デワサマ」が「出羽༷」であるՄ能ੑは高いとし
て΋、「エゾサマ」が「蝦夷༷」であり、「ώダώゴ
サマ」が「ඈଭ肥後༷」というද記でよいかͲうか
にͭいては֬ূはͳい。

この࣌ظに出羽守を名乗ͬていた老中は水野忠友



28

だが、1788 年（天明 8）に松平定৴に老中をղ೚
されており、ラクスマン来࣌ߤは老中ではͳい。そ
の後 1796 年（寛政 8）に西丸付͖老中とͳるが、
在೚中の 1802 年（享和 2）に຅している。ここに
いう「デワサマ」（出羽༷）がこの水野忠友である
かͲうかは定かではͳいが、そのՄ能ੑは௿いよう
にࢥΘれる。
「デワサマ」を支持したという「エゾサマ」を「蝦

夷༷」とすることに΋ෆ安がͳいΘ͚ではͳい。「蝦
夷༷」とした৔合には、このಛ有のද現は蝦夷地を
支഑していた松前ࢯのことをさすՄ能ੑを΋ͭが、
松前ࢯは志摩守を官్名としており、松前ࢯをさし
て「蝦夷༷」とする用法はΈられͳいという（菊地

勇夫ࢯのࣔ͝ڭによる）。まして΍幕ֳあるいはその周
辺で「蝦夷༷」とݺ͹れるଘ在は見出しがたい。た
だし幕府は、ラクスマン来ߤを࢝Ίとするロシア໰
୊を理由に、寛政 11 年（1799）に松前藩から東蝦
夷地を上知している。レβーノフ日記には「エゾサ
マ」が 8 年後に引ୀに௥いͭΊられたとあり、࣌
がࢺతには符અが合ΘͳいΘ͚ではͳい。長崎通ظ
比ᄻతに松前ࢯを「エゾサマ」といͬたՄ能ੑ΋あ
るが、松前ࢯが日ロ通商೿であͬたことをࣔす根ڌ
は、いまのとこΖ見出していͳい。

一方、「エゾサマ」のൃ音は「イζサマ」に近い。
΋しこれを「イζサマ」とした৔合には、この࣌ظ
の有力ͳ老中として松平伊豆守৴明がࢹ野にはいる
ことにͳる。松平伊豆守৴明は、天明 8 年（1788）
4 ݄から享和 3 年（1803）12 ݄まで老中に在೚し
ていたが、৴明ղ೚の理由としてক܉家੪が৴明の
蝦夷地対ࡦにෆ満を๊いていたからだとする高ᖒݑ
治ࢯの見ղは興ຯ深い（「老中松平৴明のࣙ৬と෮৬」h南

紀徳川࢙ڀݚʱ5 ߸、1994 年）。࣌ظが一கするΘ͚で
はͳいが、৴明のղ೚࣌ظと、「エゾサマ」がおよ
そ 8 年後に引ୀを༨儀ͳくされたという記事に΋
親近ੑがある。とはい͑、「エゾサマ」を「イζサマ」
とし、それを松平৴明だとするܾΊ手はͳい。

次の「ώダώゴサマ」は、ൃ音にै͑͹「ඈଭ肥
後」に近いが、「肥田」だとすれ͹長崎奉ߦの肥田
豊後守པ常のՄ能ੑ΋ある。後ܝする࢙料の຋༁者

は「フィダフィガサマ」と༁しているたΊ、少しは
肥田豊後のൃ音に近くͳるが、フィットײは௿い。
しか΋彼は、レβーノフが来たと͖にࣦ٭したΘ͚
ではͳい。

このようにΈてくると、長崎通ࢺの馬৔為三郎が
レβーノフに͑ڭた名前から幕府関܎者をಛ定する
ことはࠔ೉だといΘ͟るを͑ͳい。そのことがこの
レβーノフ日記を࢖いにくくしている大͖ͳ要Ҽͳ
のだが、ཌ日の日記に΋幕ֳの名前が登৔している。

˖同上、ロシア暦 1805 年 4 ݄ 2 日（文化 2 年 3
݄ 16 日）　

྆国の利益に൓することをしているᗽい重ਉ
の名前を͑ڭてཉしいとਘͶた。ͳがい間、彼

（通ࢺの本木庄左衛門）は答͑をたΊらͬてい
たが、ͭいに白ঢ়した。
　「彼の名前を口にするだ͚で΋ԚらΘしい。
彼の名前はウネメ（ঁࡃ）といいます。彼は江
戸の近くの田ࣷにある武蔵の領主です。この人
でͳしは 60 歳͙らいです。

「ウネメ」とい͑͹、レβーノフの通商要ٻをڋ
൱ͤよと主張した老中戸田ঁࡃ正ࢯ

うじのり

がおり、長崎ڭ
通ࢺが彼を通商ڋ൱೿の中৺人物だとΈͳして΋ෆ
ࠔではͳい。他の官్名は֘当者を୳すことがٞࢥ
೉であるたΊ、長崎通ࢺが出まかͤをいͬたՄ能ੑ
΋あるが、「ウネメ」に関しては、通商をڋ൱した
ことに対する通ࢺとしてのౖりから、ͭいͭい本名
をいͬたのではͳいだΖうか。

ͳお、「ウネメ」は 60 歳͙らいとされているが、
戸田ঁࡃ正ڭࢯは宝暦 4 年（1754）の生まれであ
るから、当࣌は数͑で 52 歳ఔ度にͳる。また戸田
の領地は美ೱ国大垣であͬて、日記にあるようͳ武
蔵の領主ではͳい。ただし江戸の近߫ということで
い͑͹、レβーノフ΁のߗڧͳճ答を主張したとい
う土井大ਬ頭利厚（藤田覚前ܝ「࠯国૆法観の੒立」）

が下総国古河を領地としている。戸田にしΖ土井に
しΖ、いͣれ΋レβーノフの通商要ٻをڋ൱した老
中であͬたから、৘ใがࠞཚしたのか΋しれͳい。

とこΖでҎ上の記事は、長崎通ࢺたͪがレβーノ
フにͬޠた৘ใを΋とにॻかれた΋のである。大ے
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の流れとしては、ラクスマン来࣌ߤに幕府はロシア
との๵қを༰ೝするڐՄূを渡したが、その後、๵
қ൓対೿が幕ֳの主ಋ権をѲり、レβーノフ来࣌ߤ
にক܉は通商を༰ೝした΋のの、幕ֳの൓対೿が朝
ఊのڐՄがいると主張して対立し、ͭいにはক܉΋
通商ڋ൱にస͡ͳ͚れ͹ͳらͳくͳͬた、というこ
とである。藤田覚ࢯは、ラクスマン΁৴഍（長崎入
港ڐՄূ）を渡した当࣌の幕府には日ロ通商をڐՄ
するՄ能ੑがあͬたとࢦఠしているが、馬৔為三郎
のূݴは、外ަの最前ઢに立ͭ通ࢺたͪ΋ロシア΁
の৴഍त与が日ロ通商を開くサインだとड͚とΊて
いたことをࣔすことにͳる。

ͳお、ઌの記事での大͖ͳ໰୊は、通商を༰ೝし
ようとするক܉に対して、通商ڋ൱೿は天ߖを持ͪ
出してこれに対߅した、とする఺であΖう。横山伊
徳ࢯはレβーノフのʰ日本଺在日記ʱを΋とに、
対ロ通商をΊ͙ͬて幕府内部に対立があり、通商
൓対೿が天ߖを利用したՄ能ੑにͭいてݴ及して
いる（「18�19 世紀సظ׵の日本と世ք」h 日本࢙࠲ߨʱ7、

2005 年）。΋しこれらの記事が事࣮であるとすれ͹、
対外関࢙܎だ͚ではͳく朝幕関࢙܎に΋大͖ͳ影
を与͑ることにͳるだΖう。それだ͚に、このڹ
記事の΋ͭҙຯが໰Θれることにͳる。

（�）　࿐ถձࣾ記࿥かΒ
そこで΋うͻとͭ、これにྨするผͳ࢙料を঺介

しておこう。これは通商をڋ൱されてレβーノフが
日本をͬڈたあと、ロシア暦 1808 年 7 ݄ 2 日付͚
で、࿐米会社本部からロシアߖఇアレクサンドル 1
世にఏ出されたใࠂॻの一અである

˖ロシア暦 1808 年 7 ݄ 2 日「࿐米会社本部から
アレクサンドル 1 世΁のใࠂ。日本との通商
関܎をൃలさͤ、またサハリンを開ൃするඞ要
ੑにͭいて」（h ロシア࢙料にΈる 18ʙ19 世紀の日

࿐関܎ 第ɦ 1 ू所収、2004 年、東北アジアڀݚηンター。

Ҏ下、h 日ロ࢙料ू ）ɦ1 とུশ）。
　（ラクスマンが入港ڐՄূをಘてから）ʙそ
の後 9 年がܦաし、いま΍日本ࣗ਎が๬んで
いる関܎を日本とߏஙするというاては、残೦

ͳがら、׬全に๨れڈられたままであり、΋し
ఇต下がアメリカ会社の二ͭの船を世ք一周ߖ
に೿ݣ するࡍの 1803 年にこの出来事をࢥい
出されることがͳ͚れ͹、この๨٫はさらに長
にΘたͬていたことでしΐう。ต下はこの໰ظ
୊を޷ましく΋ैࣆの故レβーノフにҕ೚され
たのでありますが 、彼は日本民଒と、ࣗ分の
Ҏ前のҙ向にしたがͬてロシアの࢖અをड͚入
れることを֬定していたެ

クボー

方ࣗ਎のඇ常にஅݻ
たる܏向のたΊ、݁ٯہのճ答をಘるというෆ
幸に見෣Θれることにͳͬたのであります。
　この原Ҽとͳͬたのはզʑに޷ҙを΋ͬてい
た大ਉ出

㈉

羽
㈱

༷
ㇷ㈠

がラクスマン来ߤ後 7 年目にࢮ
力ͳ第一大ਉڧしたことであり、現在のڈ
ࡃ
ウネメサマ

ঁ༷［老中戸田ঁࡃ正ڭࢯ］は立೿とはい͑
ͳいエゴイストで、ࣗ国の܅主の目తを理ղͤ
ͣ、ヨーロッパ人とのަবをڐすことでࣗ分の
権力がऑମ化することをڪれ、本৺のᗽᘊさか
ら、新しいキリストڭ民଒に対する彼の関知し
ͳい入国ڐՄにより޷ましくͳい݁Ռが引͖ى
こされͳいたΊに΋、あらか͡Ί内

ダクリ

ཪと連བྷを
とることを忠ࠂしたのですが、ผのट౎である
メアコ（౎）に住Έ、੟৬者トップであるこの
内
ダクリ

ཪはࡃ
ウネメサマ

ঁ༷のൿີエージェントによͬてภ向
し、ࠦڭされ、彼の知らͳい間にラクスマンに
対してূॻが渡されたことを知ると、ࣗ分は
ެ
クボー

方の側から෠ৱをड͚たとΈͳし、զʑの࢖
અஂがૹられたࡍに会ٞにू合した 200 人の
地主、貴଒に対し満足のいくճ答をٻΊたので
あります。これらの国家の役人たͪはެ

クボー

方に対
し内

ダクリ

ཪの෠ৱײがͲれ΄Ͳ大͖い΋のであるの
か伝͑たとこΖ、彼はࣗ分のҙࢥに൓すること
に同ҙし、巨大ͳ流݂のࢂ事を৯いࢭΊるべく
զʑとのަқをڋ൱し、内

ダクリ

ཪの฀ౖに対する生
ᩴとして、大ਉであり故出

デ ワ サ マ

羽༷の同志であͬた
フィダフィガサマを、常にզʑとのަқに関৺
を΋ͪ、ެ

クボー

方と人民のر๬を支持したという理
由でࠩし出したのであります。彼はҐを取り上
͛られ、流ܐにॲされてしまいました。
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いま、このアレクサンドル 1 世΁の上૗文の全
ମを঺介しておくと、ラクスマンが幕府から入港ڐ
ՄূをಘるにいたͬたܦҢを最初にड़べたあとに、
上に引用したようͳレβーノフ࢖અஂがಘた幕府内
部の৘ใを記し、そのあとには、レβーノフと長崎
通ࢺとの΍りとり、レβーノフが長崎を出ߤしたあ
とにௐࠪしたサハリンの༷子、通商をڋ൱した日本
΁のใ෮をレβーノフがフヴォストフに໋͡たこと
ͳͲをड़べ、日本との通商関܎を開くたΊに΋サハ
リンを占領して定住政ࡦをとるのがಘࡦだとߖఇに
ఏݴする内༰からͳͬている（注 : 本ߘでサハリンと

ද記するのはロシア࢙料に΋とͮくか、あるいはロシアの

立৔からΈた৔合であり、日本側から見た৔合にはカラフ

トとද記している）。
このように、ロシアの対日ަবの一連のܦҢを記

した記事のͳかに上記引用部分があるのだが、ここ
に記されていることをՕ৚ॻ͖にしてΈよう。

・զʑ（ロシア）に޷ҙを΋ͬていた出羽༷は、
ラクスマン来ߤ後 7 年目にڈࢮした。

・現在は༷ঁࡃ（老中戸田ঁࡃ正ڭࢯ）が࣮権を
Ѳͬている。

に内܉Θͣ、কࢥましく޷Մをڐが入国༷ঁࡃ・
ཪ（天ߖ）΁連བྷをとるよう忠ࠂした。

・内ཪ（天ߖ）は༷ঁࡃの࢖者から、天ߖのڐՄ
ͳくラクスマンにڐՄূがަ付されたことを知
ると、ক܉から෠ৱをड͚たとして、大名らに
ճ答をٻΊた。

・そのたΊক܉はࣗ分のҙࢥ（対ロ通商ڐՄ）に
൓して、ロシアとのަқをڋ൱した。

・天ߖの฀ౖに対する生͚ᩴとしてフィダフィガ
サマがࣦ٭した（注 : レβーノフ日記では「ώダώ

ゴサマ」と༁しているが、本຋༁では「フィダフィガ

サマ」とද記している。それͧれの༁者によるද記を

ଚ重してそのままとした）。
ロシアとの通商に前向͖ͳデワサマ、天ߖを持ͪ

出して通商を๦֐するウネメサマ、通商೿である
フィダフィガ༷のࣦ٭といͬた఺はઌに঺介したレ
βーノフ日記と重ͳる内༰である。ただし同日記に
ͳかͬたのは、ラクスマン΁の৴഍をࣗ分のڐՄ΋

ಘͣに与͑たと知ͬた天ߖが、「200 人の地主、貴଒」
に対してճ答をٻΊたという఺である。大名のこと
をさしているのであΖう。

Ҏ上Έたように、レβーノフ日記の記事と࿐米会
社によるロシアߖఇ΁のใࠂॻは内༰తͳ重ͳりが
多い。レβーノフは࿐米会社の重役であͬたが、ペ
テルブルグに向かう్中、クラスノヤルスクで
1807 年にප຅している。したがͬてこのใࠂॻは、
レβーノフҎ外の࿐米会社関܎者によͬてॻかれた
ことにͳるが、レβーノフの࢖અஂには࿐米会社社
員΋ਵߦしており、彼らからの৘ใとレβーノフの
ใࠂॻͳͲを΋とに作੒された΋のとࢥΘれる。

ロシア࢙料には、デワサマ΍ώダώゴサマ（フィ
ダフィガサマ）あるいはエゾサマͳͲ、幕府の重要
人物であΖうとࢥΘれる人名が出てくるが、いまの
とこΖ֬定で͖るのはウネメサマくらいͳ΋のであ
る。これだ͚で΋記事の৴ጪੑは大͖く༳ら͙であ
Ζう。まして΍レβーノフが来ߤしたと͖に、ウネ
メサマ（老中戸田ঁࡃ正）が天ߖに࢖者をૹͬてক
家੪の通商༰ೝを௵したという記事΍、ラクスマ܉
ン΁の৴഍त与にͭいて天ߖが「200 人の地主、貴
଒」、すͳΘͪ大名たͪにճ答をٻΊたといͬた記
事は、これまで日本側の記録では֬ೝされていͳい
事ฑであることから、ますますոし͛ͳ࢙料だとい
うことにͳりかͶͳい。レβーノフ日記の຋༁本が
తۃされたに΋かかΘらͣ、これまであまり積ߦץ
に׆用されてこͳかͬたのは、こうした記事のおか
͛で、その৴ጪੑにٙいが΋たれていたからͳのか
΋しれͳい。

（�）　Ϋϧーθンシϡςϧンの記࿥かΒ
しかし、ここで΋うͻとͭ、レβーノフが乗ͬて

͖たナジェジダ߸の艦長クルーθンシュテルンの
ʰ奉࢖日本紀ߦ （ɦ1840 年ץのʰ世ք周ߤ記ʱのオランダ

青地Ӱが຋༁）から΋、これらに関連すࢺ൛を幕府通ޠ
る記事を঺介しておこう。

˖ロシア暦 1804 年 11 ݄ 24 日（文化元年 10 ݄
23 日）
又༧࡯するに日本にて国政を主る܅をクボウサ
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マとশͤり。尚事の重͖はダイリの໋をಘてܾ
定する事とࢥはる。今度࢖અをडるには彼内ཫ
は国政にかかはら͟れͲ΋、ࠑをダイリにࠂて
その໋をडる事とࢥはる。ࠑに由て長崎奉ߦは
江戸よりشࢦをडるのΈͳらͣ、又౎よりダイ
リの໋を΋डる事とΈΏ。

レβーノフ日記΍࿐米会社ใࠂॻとはҧͬて、ク
ルーθンシュテルンのこの記事は、彼がಘた৘ใを
త֬に੔理して天ߖとক܉との関܎を؆ܿにॻ͖と
Ίている。すͳΘͪ、日本で国政を࢘るのはクボウ
サマʹক܉であり、天ߖは本来、国政にはかかΘら
ͳい。しかし重要事߲に関しては天ߖの໋を΋ͬて
ܾ定するようで、今ճのロシア࢖અ΁の対応΋天ߖ
にใࠂし、その໋をड͚ることにͳͬているようだ、
と。内༰తには、レβーノフ日記΍࿐米会社ใࠂॻ
とڞ通した「天ߖʵক܉」ೝࣝであるといͬてよい
だΖう。

（�）　Φϥンμ঎ؗ௕の記࿥かΒ
ͭ͡はڻくべ͖ことに、こうしたロシア࢙料Ҏ外

に΋、レβーノフ一件にͭいて幕府が朝ఊにใࠂし
たとする外国の記録がある。それはオランダ商館長
ドΡーフが残したʰ日本ճ૝録 （ɦ原ஶは 1833 年
出൛、永積洋子༁、新異国૓ॻ、༤松ಊ出൛）であ
る。ドΡーフは 1799 年から 1817 年までの間、日
本に଺在しており、レβーノフ来࣌ߤには出島から
その੒り͖ߦを見守ͬていた。彼がক܉と天ߖの関
。を࿦͡たՕ所に、次のようͳ記事があͬた܎

　このと͖（2 代ক܉ल忠）Ҏ後、日本には国
内の૪ཚ΋外国とのઓ૪΋ͳい。しかし権現（家
され、かͭݶにより内ཪの権力は大͖く੍（߁
て内ཪは日本全土の།一の౷治者だͬたが、今
΍すべてはক܉あるいは江戸のߖఇの保護の下
におかれている。ক܉は天ߖと朝ఊにຖ年一定
の年金を与͑ている。（中ུ）
　しかしࢲは、幕府が朝ఊのҙ向を഑ྀした方
がよいと൑அした二ͭの事例に出会ͬた。一ͭ
はロシアの࢖અレβノフが 1804 年、1805 年
に౸着したと͖、ࢲが知りಘたݶりでは、京౎

の宮ఊ、内ཪのҙ見がٻΊられた。ࢲの日本଺
在中の΋う一ͭの事例は、天文ֶ者が江戸の幕
府に、これまでの׳शの太ӄ暦ではͳく太陽暦
を用い、この年から暦をそのようにม͑たいと
ఏҊしたと͖である。これは内ཪの宮ఊにࠩし
。Ίられたࢭ

ドΡーフは、Ҏ前とは異ͳͬて、いま΍幕府が全
国の支഑権を有しているが、知ͬているݶりでは 2
度、幕府が朝ఊにҙ見をٻΊたことがある、と記し
ている。1 ճ目はレβーノフが来ߤしたと͖、2 ճ
目は太ӄ暦から太陽暦΁のมߋをఏҊしたと͖だと
いう。レβーノフ来࣌ߤに幕府が朝ఊのҙ見をٻΊ
たというのは、ロシア࢙料と׬全に一கする内༰で
ある。

だが༁者の永積洋子ࢯは、ドΡーフのあ͛る二ͭ
の事例はまだ日本側࢙料では֬ೝされていͳい、と
注ऍしている。のͪにվΊてݴ及することにͳるが、
たしかにレβーノフ来ߤ一件が朝ఊに૗上されたと
いう日本側࢙料は、まだൃ見されていͳい。

しかし天文ֶ者が幕府に太陽暦の࠾用をఏҊした
というಈ͖は、これまでのڀݚで΋֬ೝされている。
暦のڀݚ者である岡田芳郎ࢯによると（h 明治վ暦ʱ

大म館ॻళ、1994 年）、ܦ世家本多利明は寛政 10 年
ʱのͳかで、太ӄ太陽暦ޠのʰ西域物ߦץ（1798）
である官暦を൷൑して西Ԥ諸国と同͡太陽暦（グレ

ゴリオ暦）の࠾用をএ͑たという。また中井竹山が
老中松平定৴のࢾ໰に答͑て、政治・ܦ済・社会上
の諸໰୊を࿦͡たʰ草ݴةכʱは寛政元年（1789）
に奉ఄされているが、そのͳかでは໎৴త暦மをഉ
আした暦の作੒をఏݴしており、これをう͚て竹山
のఋの中井ཤݢは、太陽の運ߦを主とした享和元年

（1801）の暦を作੒した。また山片ᦛ౧がཤݢに฿ͬ
て作੒した「享和二年天暦」は、ஶ名ͳh ເ之代 （ɦ文

政 3 年、1820 年ץ）に収録されているが、同ॻの初
本は享和ߘ 2 年（1803）にࣥ筆したʰ宰զのঈʱ
であͬた。岡田ࢯによると、中井ཤݢ作の享和元年
暦΋山片ᦛ౧の「享和二年天暦」΋厳ີには太陽暦
ではͳいということだが、太陽暦త要ૉを抽出した
暦であるという。
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ドΡーフのճ૝録には「この年から暦をそのよう
にม͑たいとఏҊした」とあるから、あるいは享和
元年と二年に作੒されたこれらの暦をࢦしているの
か΋しれͳい。ただし、この暦の࠾用を幕府が朝ఊ
にಇ͖か͚たかͲうかはෆ明であり、Ծに幕府のಇ
͖か͚があͬたとして΋、暦法の宗家とされている
ӄ
ㆈ㇓

陽
ㆿ㇇ㆄ

頭
ㆮㆉㆿ

の土
つちみかど

御門家がこれに同ҙしたとはࢥΘれͳ
い。そのあたりの関܎を൓өして、幕府によるಇ͖
か͚の有無とはผに、「内ཪの宮ఊにࠩしࢭΊられ
た」という浮આが流れることはあり͑たであΖう。
ドΡーフは、そのようͳ৘ใをͲこからかࣖにして
ॻ͖留ΊたՄ能ੑが高い。だとすれ͹レβーノフに
関するドΡーフの記事に΋、その正൱はผにして、
৘ใとしてのԿらかの根ڌがあͬたとΈͳすべ͖で
あΖう。要は、このようͳ৘ใがͲこから伝͑られ
たのかということである。

（�）　ນ෎͸ேఊにใࠂしたのか
さて、これらの外国記録に出てくる৘ใを΋とに、

ラクスマン来࣌ߤとレβーノフ来࣌ߤにお͚る幕府
の対応のҧいを੔理すれ͹、次දのようにͳる。

ロシアଆه࿥͔Βඳ͘͜ͱ͕Ͱ͖Δߏਤ
1792 年　ラクスマン来࣌ߤ 1804 年　レβーノフ来࣌ߤ

ʪ日ロ通商にʫ
ক܉ʵࢍ੒
側近ʵࢍ੒

長崎入港ڐՄॻ

ʪ日ロ通商にʫ
　ক܉ʵࢍ੒ç çෆڐՄ΁

　老中ʵ൓対ˠ朝ఊ΁ใࠂ
　　　　　　　　　（天ߖʵ൓対）

すͳΘͪ、1792 年のラクスマン来࣌ߤにおいて
は、ক܉家੪および老中と目されるক܉側近はいͣ
れ΋通商に前向͖で、長崎入港ڐՄূ（৴഍）をत
与した。しかるに 1804 年のレβーノフ来࣌ߤには、
ক܉家੪はڐՄするҙ向であͬた΋のの、൓対する
老中戸田ঁࡃ正が通商ڐՄには天ߖのڐՄがいると
の理由で朝ఊにใࠂした݁Ռ、天ߖがߗڧに൓対し
たたΊ、ক܉΋ෆڐՄにͤ͟るを͑ͳかͬた、とい
う΋のである。

΋しこれが事࣮であͬたとすれ͹、日ロ通商をΊ
͙ͬてক܉と老中が対立しただ͚ではͳく、൓対೿

の老中が天ߖに内通し、天ߖは幕府政治に介入して
外ަ政ࡦに重大ͳ影ڹを与͑た、ということにͳる。
৔合によͬては、近世後ظの政治࢙΍朝幕関࢙܎を
ͻͬくりฦす΄Ͳの重大ͳ事件ということにͳるだ
Ζう。まして΍、藤田覚ࢯがh 近世政治࢙と天ߖ （ɦ吉

川弘文館、1999 年）の「あとが͖」に記した次の一
文をಡΉと、あるいは、というࢥいを๊いてしまう
のである。

会編のʰ日本࢙年දʱを全໘తにڀݚֶ࢙ྺ　
作りସ͑、h 新൛日本࢙年දʱを作੒する作ۀ
を手伝ͬたさいに、چ൛の文化元年（1804）
11 ݄に、「林ड़斎ら、外国に対するॲஔに͖ͭ
朝ఊにใࠂする」という記事があり、根ڌとͳ
る࢙料を幕府΍朝ఊ関܎からあれこれ୳してΈ
たが見ͭからͳかͬたたΊ、࢙料త根ڌͳしと
して࡟আした。しかし、幕府による朝ఊ΁の対
外৘勢ใࠂという、朝幕関࢙܎、近世政治࢙か
らすると重要ͳ࢙࣮ͳので、本当は事࣮ͳのに
୳し方がѱくて見ͭからͳかͬたのではͳいか
と、ߦץされてから΋ώヤώヤしていた。

ここにいうྺֶ࢙ڀݚ会編のʰ日本࢙年දʱとい
うのは 1966 年に初൛が出൛され、広く利用された
΋のである。その年දの文化元年11݄に「林ड़斎ら、
外国に対するॲஔに͖ͭ朝ఊにใࠂする」という記
事があͬたが、࢙料త根ڌを֬ೝで͖ͳかͬたこと
から、藤田ࢯはこの事߲を年දからͬ࡟たというの
である。文化元年 11 ݄というのは、レβーノフが
長崎で幕府のճ答をटを長くして଴ͬていた࣌ظで
ある。

レβーノフ΁の対応にͭいて幕府からҙ見をٻΊ
られた林ड़斎とࣲ野܀山が、࠯国ʹ૆法観により通
商をڋ൱すべしとするճ答をしたことは、すでに藤
田ࢯによͬて明らかにされている。چ൛ʰ日本࢙年
දʱでは、その林ड़斎らのճ答が朝ఊにใࠂされた
としているのであͬた。外国࢙料では、レβーノフ
さࠂઅ΁の対応にͭいて幕府サイドから朝ఊ΁ใ࢖
れたとされており、符અが合うことにͳる。これが
いたくͳࢥだͬたのではͳいかと΋ڌ൛年දの根چ
るのだが、外国࢙料では林ड़斎の名前があらΘれͳ
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いので、年ද記事とはζレがある。これを根ڌとす
るには無理があるようだ。

とこΖで、これらの外国࢙料には、はたして৴ጪ
ੑがあるのだΖうか。ロシア࢙料にあるとはいͬて
΋、記事中の人物のಛ定΋ࠔ೉ͳ࢙料であるから、
ূ明力が保ূされているΘ͚ではͳい。オランダ商
館長ドΡーフの記事にして΋、その記事の根ڌがࣔ
されてはいͳいので、十分ͳূ明力を有していると
はい͑ͳいだΖう。したがͬてこれらの記録を΋ͬ
て、幕府が朝ఊにใࠂした、ということの根ڌとす
るのは、残೦ͳがらΉͣかしい。

とはい͑日本側࢙料は、関࢙܎料に通͡た藤田ࢯ
で΋୳し出ͤͳかͬたという。೦のたΊに、レβー
ノフ来࣌ߤに武家伝૗をۈΊていた 2 人のެ家の
日記（正親町ެ明「ެ明ڢ記」、広橋伊光「伊光記」。いͣ

れ΋東京大ֶ࢙料編ࢊ所蔵）で、レβーノフが長崎に
଺在した文化元年 9 ݄からཌ年 4 ݄までを֬ೝし
たが、幕府から朝ఊ΁ใࠂがあͬたとࢥΘͤる記事
を見いだすことはで͖ͳかͬた。外国࢙料に見͑る
事ฑをྺ࢙త事࣮とΈͳすたΊには、いまのとこΖ
見されൃ࠶とした࢙料がڌ൛ʰ日本࢙年දʱが根چ
ることをظ଴するҎ外にͳいだΖう。

（�）　௕࡚௨ࢺやݻܯฌたͪかΒの৘ใ
そこで、ͻとまͣ໰୊の立て方をม͑て、これら

外国࢙料が΋ͭ৘ใのੑ֨にͭいて͑ߟてΈること
にしたい。

まͣロシア࢙料にͭいてだが、幕府が天ߖにҙ見
をฉいているとか、天ߖが通商に൓対したといͬた
৘ใをロシア側関܎者（レβーノフ、࿐米会社社員、
クルーθンシュテルンͳͲ）が、Έͣからでͬͪ上
͛ͳ͚れ͹ͳらͳいඞ要ੑはͳいので、こうした৘
ใはレβーノフ日記がࣔすように長崎通ࢺから΋た
らされた΋のだとΈͳしてよい。クルーθンシュテ
ルン΋、し͹し͹長崎通ࢺと会࿩したとॻいている。
΋ͪΖんそれはオランダޠを介してだが、࿐米会社
社員΋同༷であΖう。一方、オランダ商館長ドΡー
フは、日本ޠ΋ת能で出島๵қをͭう͡て町人たͪ
とのަ流΋あるから、৘ใ源はඞͣし΋長崎通ࢺに

られるΘ͚ではͳい。だがレβーノフの長崎଺在ݶ
中、通ࢺたͪはドΡーフの΋とに΋出入りしており、
同༷の৘ใが流れたՄ能ੑは十分に૝定で͖るだΖ
う。いͣれ΋長崎通ࢺを主ͳ৘ใ源とΈͳして໰୊
はͳいとࢥΘれる。

しかし、こうした外国࢙料の記事とは異ͳͬて、
΋し幕府から朝ఊ΁のใࠂがͳかͬたのだとした
ら、ͳͥ長崎通ࢺはこうした৘ใをレβーノフに࿩
したのだΖうか。幕府からͳかͳかճ答が来ͳいこ
とに՗立ͬていたレβーノフをͳだΊるたΊに、通
たͪが勝手に作り࿩をしたということͳのだΖうࢺ
か。そうだとした৔合、ではͳͥそれが天ߖを引͖
合いに出した࿩にͳるのだΖうか。ٙ໰の種はਚ͖
ͳい。

とこΖで、朝ఊ΍天ߖのことが通ࢺとレβーノフ
の間で࿩୊にͳるのは、いͭのことだΖうか。それ
をレβーノフ日記で֬ೝしてΈよう。

文化元年 10 ݄ 4 日の日記では、江戸からのฦ事
が஗いと໰い࣭すレβーノフに対して、大通ࢺの石
橋助左衛門が「江戸は、おそらくまだܾ定で͖ͣに
いるのだΖう」と答͑ている。長崎から江戸に࢖ٸ
が೿ݣされて日が浅いので、通ࢺのฦ答に΋まだ༨
༟がある。だが 12 ݄ 22 日に通ࢺの馬৔為八郎は、

「あͳたがٸいでいるので、新たに江戸から京
ミヤコ

に天
者がૹられています。そこから࢖に相ஊするたΊߖ
ฦ事が来れ͹、ただͪに間ҧいͳく࢖ٸがくるはͣ
です」と答͑ている。ここで、「京

ミヤコ

」と「天ߖ」が
初Ίて出てくる。

さらに年の瀬΋ԡしഭͬた 12 ݄ 29 日、同͡く
馬৔為八郎は、次のように伝͑た。「今ճの஗れは
二ඦ人近くの名門の重ਉたͪが、日本人にとͬて根
に関Θる໰୊である通商৚໿にͭいてܾٞするたװ
Ίに、江戸にूまͬていることから生͡たことであ
る。こうした大事ͳ໰୊は、ͬ͡くりと࿩し合い、
ܾ定されͳくてはͳらͳい。しかし奉ߦは΋う一度
ಛ࢖を೿ݣするので、Ͳうか͝安৺ください」とͬޠ
たという。江戸に大名たͪがूまͬて相ஊしている
ので஗くͳͬている、ということらしい。ཌ 12 ݄
30 日に馬৔は、「ฦ事の஗れに関しては、ロシア人
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とަবするのがいままでにͳいことであり、ক܉は
ࣗ分の॑෕、ܑ、そして彼が大มଚܟしている親ੰ
に࢖者をૹͬているからだとͬݴた。これだ͚஗れ
ているのは、๬ましいஹީだ」と伝͑て͖たという。
ক܉は御三家ͳͲと相ஊしている、というҙຯだΖ
う。

こうしたܦҢをΈると、天ߖのことにݴ及したの
は、΋ͬͺら通ࢺの馬৔為八郎であͬたようだ。幕
府からのฦ事の஗れに՗立ͭレβーノフに対し、஗
れの理由として、①ç天ߖ΁࢖者を出していること、
②ç江戸で大名会ٞがおこͳΘれていること、③ç御
三家΁相ஊしていること、をあ͛てͳだΊたので
あͬた。日本࢙ڀݚの現ঢ়からΈると、異常ͳൃݴ
というしかͳい。では馬৔為八郎は、その৔྇͗の
たΊに天ߖのことを引͖合いに出したのだΖうか。
ඞͣし΋そうではͳい。たと͑͹御三家にͭいては、
松平定৴のʰ宇下人ݴ （ɦ岩波文庫、166 ท）に、ラ
クスマン来࣌ߤのこととして、「御三家之うͪ尾水
྆ި΁΋御ஊਃީ」とあることから、あり͑ͳいこ
とではͳかͬた。

しか΋こうしたೝࣝは、馬৔為八郎だ͚ではͳく、
少ͳくと΋通ࢺのͳかではڞ有された΋のであͬ
た。その఺を֬かΊておこう。

ઌに঺介したレβーノフ日記文化 2 年 3 ݄ 15 日
৚には、馬৔為八郎が、ラクスマンがड͚取ͬた文
ॻは通商ڐՄূだͬたこと、今ճ΋ক܉は通商に同
ҙしたが、幕府のͳかの「デワサマのఢ」が天ߖに
ಇ͖か͚てক܉のܾஅをくͭが͑したとͬޠたとい
うことが記されていた。ͭ͡は幕府がレβーノフに
通商ڋ൱を通ࠂしたあと、ز人΋の通ࢺたͪが口ʑ
に馬৔為八郎とࣅ通ͬたൃݴを࢝Ίるようにͳͬた
のである。たと͑͹本木庄左衛門は 3 ݄ 10 日に、
レβーノフに対して次のようにͬޠている。

˖レβーノフʰ日本଺在日記ʱロシア暦 1805 年
3 ݄ 27 日（文化 2 年 3 ݄ 10 日）
ͬࢥ日、庄左衛門がこんͳܾ定にͳるとはࡢ　
て΋いͳかͬたのだと、フリードリッώにその
൵しΈをͿͪま͚た。そしてあるൿີを明かし
た。

ラクスマンが来๚࣌にड͚取ͬた΋のは、ま
͗れ΋ͳく๵қڐՄॻだͬた、という。しかし
そのڐՄはͲͬͪにで΋とれるようͳ内༰に
ͳͬていた。その࣌幕府のͳかでは、多くのҙ
見があͬた。しかし当࣌幕府の中で権力を持ͬ
ていた二人の幕྅が、ロシアとの通商が日本に
とͬて有益であるとڧく主張した。そして多く
の人がそのҙ見を支持するようにͳͬた。あれ
から六年、すくͳくと΋八年後にࢲたͪが日本
に来ていれ͹、間ҧいͳく歓ܴされていただΖ
う。しかし六年後にロシアとの通商を主張して
いた一人が๢くͳり、八年後には΋うͻとりの
支持者がࢮんでしまͬた。いまはそれに൓対し
ていた者たͪが権力をѲͬている。ࢲたͪが日
本に来たと͖、彼らにとͬて΋Ҏ前にܾΊられ
たҙ見を෴すのは大มࠔ೉ͳことであͬた。Կ
故ͳらকࣗ܉਎、ロシアに対して޷ҙを๊いて
いたからだ。彼らは国の役人たͪをूΊ、その
ҙ見をまとΊ、彼らのҙ見にैうようຉ૸した。
しかしそれから六ヶ݄ͬܦてその力΋ऑくͳͬ
ている。࣌がܦて͹、Ҏ前のҙ見が勝ͭにҧい
ͳい。

本木庄左衛門は、ラクスマンがड͚取ͬたのは๵
қڐՄॻであͬたこと、ক܉はロシアに޷ҙを๊い
ていたが、通商に൓対する者たͪが権力をѲͬてい
ることͳͲ、馬৔為八郎にڞ通したൃݴをしている。
この本木は 3 ݄ 12 日に、オランダ船を利用して長
崎に来ߤすること΍、ආ೉を૷ͬて日本の海岸に着
船することをٻΊるͳͲ、幕府のڋ൱通ࠂҎ後΋、
相当に日ロ通商にこだΘͬている。しか΋そのこだ
Θりという఺では、大通ࢺの石橋助左衛門΋同༷で、
3 ݄ 19 日にレβーノフに対して、「ͣるがしこい大
名（戸田ঁࡃ正のことか─筆者注）がࢮんだと͖、
またはͳにかม化があͬたと͖は、す͙にެࣜに手
紙をॻ͖ますので、その࣌はロシア人を 2 人、バ
タヴィアをܦ由して೿ݣして下さい」とٻΊている。
通ࢺ目付の名村多吉郎΋また、通商൓対೿が๢く
ͳͬたあとに、「ࣗ͝਎で松前に来て、ަবをは͡
Ίるのです。ʙ（中ུ）全員あͳたのたΊにಇく४
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備がで͖ています」と、レβーノフに、࣌અをまͬ
てಈくよう助ݴしている。

Ҏ上から見てとれるように、通ࢺ見शの馬৔為八
郎だ͚ではͳく、小通ࢺ本木庄左衛門、大通ࢺ石橋
助左衛門΍通ࢺ目付名村多吉郎（レβーノフ日記 89

ทには多吉郎は大通ࢺとある）΋、幕ֳのͳかに൓対೿
がおり、そのたΊに通商がڋ൱されたとೝࣝしてい
る。おそらく長崎通ࢺたͪにڞ通した理ղだͬたの
であΖう。しかし、より重要ͳことは、こうしたೝ
ࣝが通ࢺたͪだ͚の΋のではͳかͬたということで
ある。

長崎ܯ備には筑前黒田藩΍肥前佐賀藩がִ年ަସ
でۈΊていたが、同地の梅が崎に༓閉されていたレ
βーノフ一ߦには肥前大村藩の藩士たͪがݻܯにあ
たͬていた（レβーノフ日記文化 2 年 2 ݄ 7 日。ͳお大

島װ༤ࢯは、同日記文化 2 年 2 ݄ 28 日に宿ࣷの఺ݕに来た

松田東三郎は佐賀藩の「物頭」だとしている）。レβーノ
フはإೃછΈͳͬたݻܯ兵たͪから日本ޠをڭΘる
ͳͲ、打ͪղ͚ていたようだ。2 ݄ 26 日のレβー
ノフ日記によると、そのݻܯ兵たͪとの会࿩として
次のようͳ記事がある。

　そこで࿩୊をক
クボウ

のことにస͡てΈた。「あ܉
ͳた方の国では、 ߖ

インペラートル

ఇ が;たりいますͶ。;
たりと΋それͧれࣗ分の能力΍ऑ఺を΋ͬてい
ることでしΐう、;たりのうͪͲͪらが࣊൵深
いのですか」とฉいてΈた。
　これに対して彼らは、「ࢲたͪの国にߖఇは
ͻとりしかいまͤん」と答͑た。ࢲは「それは
୭ですか  　ダイリですか、テンシサマです
か  」とਜͶた。
　かれらは、「クボウはテンシではありまͤん、
天下さまです。天下さまは、この国で一൪Ғい
大名です。ࢲたͪの国でߖఇは、テンシのこと
です。クボウはテンシのڐՄがͳ͚れ͹ͳに΋
で͖まͤん。それで彼の΋とにڐՄをٻΊに࢖
者を出しているのです」と答͑た。

ΊٻՄをڐ者を出して天子の࢖が܉兵΋、কݻܯ
ている、とͬޠていたのである。通ࢺの馬৔為八郎
と同༷のೝࣝであͬた。役ׂ΋所属΋異ͳるݻܯ兵

と通ࢺがີ઀ͳ関܎を΋ͬていたΘ͚ではͳい。し
かし、྆者はڞ通のೝࣝを有していたのである。と
いうことは、こうした外国の記録にあらΘれた「天
は、ま͗れ΋ͳく彼らに৘ใを伝͑܎関「܉ʵকߖ
た日本人のೝࣝで΋あͬたということにͳる。

いまվΊてそれを੔理すると、ক܉（幕府）は天
をܾ定で͖ͳい、あるいࡦՄがͳいと外ަ政ڐのߖ
は最ऴత政治権ݶは天ߖにあり、という関܎として
ೝࣝしていたということである。ݻܯ兵がͬޠたと
いう「ࢲたͪの国でߖఇは天子のことです。ެ方は
天子のڐՄがͳ͚れ͹ͳに΋で͖まͤん」という関
。であͬたܕが、そのయ܎

しかし一方で、レβーノフ日記΍࿐米会社記録に
あͬたように、天ߖ΁のใࠂをΊ͙ͬて幕府内部は
ඞͣし΋౷一されていͳいというೝࣝ΋ଘ在してい
た。たと͑͹、「デワサマ」΍「ώダώゴサマ」は「天
しͳくて΋よい」とする立৔であるのに対ࠂにใߖ
して、「デワサマのఢ」は「根װに関する法ྩに関
しては、まͣ天ߖの同ҙを΋らうඞ要あり」とする
、方であͬた。前者を大政ҕ೚࿦であるとすると͑ߟ
後者は天ߖ大政࿦といͬて΋よいだΖう。しか΋、
ラクスマンに対応した「デワサマ」の࣌には天ߖに
ใͣͤࠂが幕府の࢟勢であͬたのに対し、レβーノ
フの࣌はใࠂඞ要೿の「ウネメサマ」が࣮権をѲͬ
ていたとしている。Θͣか 10 年の間に幕府の対ロ
シア政ࡦは大͖くมΘͬた、というೝࣝであͬた。

ক܉より΋天ߖが਎分తに΋権Җతに΋上Ґだと
いうೝࣝは当࣌の人ʑに΋あͬたし、国੍తに΋そ
うであͬた。࢙ڀݚతにそれは、「金ף」とݺ͹れ
たり「象௃」とݺ͹れたりして͖た΋のだが、その
に国政・外ަに関ߖから΋Θかるように、天ࢺ༰ܗ
する࣮権はͳく、それはক܉ʹ幕府がঠѲしていた
とΈͳされて͖ている。そのことは࢙ڀݚのͳかで
΋࠶三にΘたͬて֬ೝされて͖たことであり、藤田
覚ࢯの大政ҕ೚࿦において΋ڧௐされて͖たことで
ある（藤田ʰ近世政治࢙と天ߖʱ84 ท）。

文化 3（1806）年から 4 年にか͚て、ロシア海
士官フヴォストフとダヴィドフらの艦船がカラフ܉
ト、エトロフ島、リシリー島をऻܸした事件にͭい
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て、同 4 年、幕府が朝ఊにใࠂした。当࣌の朝ఊ
はそれをฉ͖ஔいただ͚であͬたが、「弘化 3 年

（1846）に朝ఊはそれを׆用して幕府に対し海๷ڧ
化の௘ॻを出し、幕府΋それをड͚入れたことによ
り、朝ఊは幕府の対外政ࡦに介入で͖る道を切り開
いたのである」と、藤田ࢯはࢦఠしている（h 幕末の

天ߖʱߨஊ社、1994 年、149 ท）。これを΋ͬてして΋、
΍はり朝ఊが外ަに介入するのは、弘化 3 年を΋ͬ
てᅘ矢とするのである。

しかるに長崎通ࢺ΍ݻܯ兵たͪは、ڀݚ者΍幕府
のࢥ࿭をはるかに௒͑て、レβーノフが来ߤした文
化元年（1804）ஈ֊で、天ߖが外ަ権の最ऴత権
Ίٻを΋ͭとೝࣝしていた。しか΋レβーノフがݶ
た通商要ٻにͭいては、࣮ࡍに幕府から朝ఊ΁ใࠂ
がͳされ、天ߖのڧい൓対によͬてڋ൱されたとೝ
ࣝしていたのであͬた。

ͳお補足しておくと、ラクスマンに与͑た৴഍が
通商ڐՄূだͬたというೝࣝは、長崎通ࢺだ͚では
ͳく、当࣌の世ධとして΋ଘ在したՄ能ੑがある。
数年後のことだが、文化 3ʙ4 年（1806ʙ7）にൃ
生したロシア海܉士官フヴォストフらによるカラフ
ト・エトロフऻܸ事件の原Ҽにͭいて、日本国内に
は、ラクスマンに通商をڐՄするճ答（৴഍त与）
をしてお͖ͳがら、レβーノフが来ると幕府は໿ଋ
を຋してڋ൱したからだとΈͳす「ଏ間」のઆがଘ
在したという（藤田覚「対外関܎の伝౷化と࠯国૆法観

の֬立」、前ܝʰ近世後ظ政治࢙と対外関܎ʱ所収）。幕府
が日ロ通商に前向͖だというೝࣝは、フヴォストフ
事件を଴ͭまで΋ͳく、ラクスマンに৴഍をत与し
たஈ֊でଘ在しただΖう。レβーノフが来ߤしたこ
とを知ると、౎から多くの商人が長崎に来たという
の΋そのظ଴のあらΘれであΖうし、長崎通ࢺたͪ
が通商ڋ൱にམ୾し幕府を൷൑したの΋、通商が開
かれるというظ଴がཪ切られたからであͬた。

（�）　ʮఱߖᴷ将軍ʯ関係ΛΊ͙る೔ຊࣾձのೝࣝ
レβーノフ日記΍࿐米会社記録に出てくる幕ֳと

し͖人物名にͭいては、その比定がͳかͳかΉͣࢥ
かしい。だが、たと͑͹ロシア࢙料にඳかれた「デ

ワサマ」の役ճりからすると、老中の松平定৴が΋ͬ
と΋イメージに近い。レβーノフは「通༁たͪは、
あまりに軽཰にࣗ分たͪの政府にͭいて࿩しす͗ま
す」（前ܝʰ日本଺在日記ʱ文化 2 年 2 ݄ 26 日৚）とॻ
いているが、ΉしΖ人物にͭいてはಛ定しにくいよ
うに、Θ͟と異ͳͬた官్名を࿩していたとΈた΄
うがよいだΖう。そのように͑ߟると、ロシア࢙料
に登৔する人物の比定に೰Ήより΋、そこでޠられ
ている天ߖとক܉の大࿮としての関܎に注目した΄
うがロシア࢙料を有ޮに׆用することにͭͳがͬて
くるだΖう。

前ड़のようにロシア࢙料では、天ߖとক܉の関܎
が͖ΘΊてۓ張ײを伴ͬた΋のとしてඳかれてい
た。天ߖによる外ަ΁のڧい介入、ক܉と幕ֳとの
対立、日ロ通商をೝΊͳい幕府に対する長崎通ࢺ΍
兵、商人たͪのෆ満ͳͲが記されていた。΋ͪݻܯ
Ζんここに記された৘ใとೝࣝにはޡࡨ΍ތ張΋Έ
られるが、ロシア࢖અஂがಘた日本৘ใは長崎通ࢺ
΍ݻܯ兵らを通͡た΋のであるҎ上、それらを୯ͳ
るޡࡨ΍ތ張としてୀ͚るΘ͚にはいかͳいだΖ
う。すͳΘͪこれらの事࣮は、ロシア࢙料に記され
たようͳೝࣝが日本社会のͳかに࣮֬にଘ在した、
ということをҙຯするからである。

とくに留ҙしてお͖たいのは、通ࢺ΍ݻܯ兵たͪ
が、外ަに関する最高ܾ定権は天ߖにあるとೝࣝし
ていた఺である。これはै来の࢙ڀݚによる理ղで
は十分に補足されていͳかͬたೝࣝঢ়گであΖう。
天明ظҎ߱、朝ఊ側の能ಈతͳಈ͖によͬて天ߖ権
Җがঃʑに浮上し࢝Ί、それ΁の巻͖ฦしとして松
平定৴によͬて大政ҕ೚࿦がఏࣔされるというのが
ै来の理ղであͬた。幕府側はこれによͬて政຿を
ঠѲする࿦理త正౷ੑをಘたことにͳるが、一ൠ社
会ではඞͣし΋そうではͳく、天ߖが外ަ権を΋ͭ、
あるいは天ߖが最ऴత政຿権を΋ͭというೝࣝが相
当に広がͬていたことをࣔしている。後ड़するよう
に、ロシア海܉士官フヴォストフがエトロフ島΍リ
シリー島でัら͑た日本人商人ですら、天ߖとক܉
との間でෆ和が増大し、日本には内ᨄがあるとͬޠ
たというのだから、こうしたೝࣝの普及度は無ࢹで
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͖ͳいはͣである。松平定৴があ͑て大政ҕ೚࿦を
主張したのは、諸朝儀の࠶興にか͚る朝ఊを੍ݗす
るたΊだ͚ではͳく、社会に広がるこうした「天ߖ
─ক܉」ೝࣝに対する対߅という要ૉがあͬたのか
΋しれͳい。

しかし࣮ࡍの政治࢙としては、ロシア࢙料がޠる
ようͳ、天ߖが外ަに༰ᄯし幕府の通商方਑を෴し
たという事࣮は֬ೝで͖ていͳい。に΋かかΘらͣ、
ではͳͥ通ࢺたͪは、天ߖの介入によͬてক܉が通
商方਑をస׵さͤたという৘ใをロシア࢖અஂに流
したのだΖうか。これを通ࢺ΍ݻܯ兵たͪによる、
まͬたくのでͬͪ上͛だとすることはで͖ͳい。彼
らがそのようにೝࣝしてしまう社会తඞવੑがあͬ
た、ということだΖう。ではそれはͳにか。当࣌は
ठֶ΍国ֶからのଚ王࿦がོ盛化しͭͭあͬた࣌ظ
だが、こうした抽象తଚ王࿦から「幕府による朝ఊ
΁のใࠂ」といͬた৘ใが出てくるとはࢥΘれͳい。
۩ମతͳ政治త事件とからまͤた৘ใは、世ଏతͳ
৘ใであるՄ能ੑが高いのではͳいだΖうか。

そこで注目してお͖たいのが、当࣌の日本社会に
流れていた朝ఊと幕府の対立に関する෩ධである。
その最大の΋のがଚ߸一件に関する࣮録物であͬ
た。

1789 年（寛政 1）、光֨天ߖが生෕のؓ院宮య仁
親王に太上天ߖのଚ߸をଃりたいというر๬を幕府
に伝͑たが、老中松平定৴はɼߖҐに΋बかͣߖ౷
を継がͳかͬた΋のが太上天ߖにͳͬた前例がͳい
という理由でこれに൓対した。しかし天ߖは 1792
年（寛政 ੒しているとしてଚࢍの大多数がڢެ（4
߸એ下をߦڧしようとしたたΊ、定৴は武家伝૗
正
おおぎまちきんあき

親町ެ明とٞ૗中山Ѫ
なるちか

親らの৬຿上の੹೚を໰う
たΊ江戸にঌ還して厳しく吟ຯした。幕府のこのڧ
い࢟勢にԡされた光֨天ߖは、ͭいにଚ߸એ下をஅ
೦ͤ͟るを͑ͳかͬた。これが世にݴうଚ߸事件で
ある。

本橋ώロ子ࢯ（「࣮録・ߨஊʰ中山大納ݴ 」ɦ、h ྺ࢙ެ࿦ʱ

11�4、1985 年）΍田中ڿ龍ࢯによると（「ଚ߸一件෩આ

ॻの੒立事৘」、東京ֶ芸大ֶʰ近世࢙ڀݚʱ4、1990 年）、
ଚ߸事件のあと、この事件を୊ࡐにしたʰ中山ເ物

ʱhޠ 中山ਸ਼ເ伝ʱh 寛政ൿ録ʱh 中山ѥ相東下記ʱ
ͳͲの࣮録物が多数出൛され、ି本屋౳を通して全
国తに流布したという。しかしそのے立ては࢙࣮と
異ͳͬて、中山Ѫ親が松平定৴を࿦破しҙ気揚ʑと
京౎΁帰るという΋のであͬた。࢙࣮は幕府が天ߖ
と朝ఊをԡさ͑ࠐんだのだが、࣮録物では朝ఊ側が
幕府側をѹ౗するےॻ͖にٯసされていたのであ
る。これをಡんだ人びとは、朝ఊと幕府のこうした
関܎を現࣮の΋のとしてೝࣝしただΖう。ૢ作され
た৘ใが造り出すԾ૝世քであͬた。幕府は流布し
ていたʰ中山物ޠʱを享和年間にېॻとし、文化
13 年にはこれをԋ͡たߨஊ師をୁัしたという。
しかしその後΋ྨॻが出ているので、౗ࡨしたଚ߸
一件物ޠは、事件後ま΋ͳくから世間に流れଓ͚た
とい͑るだΖう。しか΋本橋ࢯによれ͹、࣮録物化
しͭͭある内༰の΋のが、かͳり早いஈ֊から、幕
府内部の人間とその周ғでີかにసࣸされていたܗ
੻があるという。

ଚ߸事件で΋う一ͭ重要だとࢥΘれるのは、幕ֳ
内部での対立である。藤田覚ࢯによると、ެ家のॲ
分をΊ͙ͬて老中ट࠲の松平定৴は、朝ఊに事前通
േと役৬ඁ໔をਃしܐすることͳく幕府がެ家にࠂ
渡すべ͖だと主張したのに対し、老中の松平৴明ら
は、朝ఊとの関܎すͳΘͪ「ެ武融和」に഑ྀして
事前に通ࠂすべ͖だと主張し、対立したという（前

ߖʰ幕末の天ܝ ）ɦ。
してΈると、ଚ߸事件をΊ͙ͬては、࣮録物をと

おして、朝ఊ・天ߖのҙࢥの؏ప、すͳΘͪ朝ఊは
幕府に༏越しているという৘ใが流れ、事࣮関܎で
は天ߖ΁の事前ใࠂをΊ͙ͬて幕ֳ内部に対立が
あͬたということにͳる。注目してお͖たいのは、
この関܎が、レβーノフ来ߤをΊ͙る対応としてロ
シア࢙料がඳくߏਤとྨࣅしている఺である。ロシ
ア࢙料によれ͹、ラクスマン来࣌ߤにক܉の側近で
あるデワサマ（出羽༷）は、ラクスマンにൃ給する
長崎入港ڐՄূにͭいて、天ߖに知らͤるඞ要はͳ
いとしたのに対して、レβーノフ来࣌ߤには、主要
幕ֳである「デワサマのఢ」が天ߖの同ҙがඞ要だ
と主張して朝ఊに連བྷしたことにͳͬている。連བྷ
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をう͚た天ߖはౖܹしてロシアとの通商に൓対し、
ক܉は通商方਑のఫճを༨儀ͳくされたということ
であͬた。かくしてロシア࢙料のポイントは、第 1
に天ߖ΁の事前ใࠂのՄ൱をΊ͙ͬて幕府内部に対
立があͬたこと、第 2 に天ߖのҙࢥがক܉のҙࢥ
に༏越したという఺にある。

このようにΈてくると、ଚ߸事件とレβーノフ来
しࣅにͭいてྨ܎の関܉とকߖをΊ͙ͬては、天ߤ
たߏਤの৘ใが社会に流れていたことにͳる。した
がͬてここでは、ଚ߸事件をΊ͙る流ݴඈޠとレ
βーノフ΁の対応৘ใがࠞ同されて流布していたՄ
能ੑを͑ߟてお͖たい。

それをূするかのように、江戸の৘ใ屋こと藤岡
屋由蔵がॻ͖残したʰ藤岡屋日記 （ɦ三一ॻ房、近世

ॸ民生࢙׆料、1987 年）の文化 2 年（1805）3 ݄の
৚に、次のようͳ記事がある。

一、ࠑ日ன頃より参りީ、ߦ列೗前日߸ྩ、今
日東౎之御ڭ་、奉ߦಡฉਃީ、天ҙ΋同ෑ
ᓢ。

江戸から下ͬたಛ࢖遠山৾ܠが、レβーノフに幕
府ܾ定を通ࠂしたঢ়گを記した記事のͳかの一߲目
である。奉ߦが「東౎の御ڭ་」すͳΘͪ幕府のڭ
་ॻをಡΈฉかͤたという記事のあとに、「天ҙ΋
同ෑᓢ」とある。天ߖ΋同͑͡ߟか、といͬたझࢫ
である。通商ڋ൱という幕府の方਑にԿらかのܗで
天ߖがかかΘͬている、というೝࣝが޽間に流布し
ていたことをうかがΘͤる΋のだΖう。レβーノフ
に対応した長崎の通ࢺ΍ݻܯ兵たͪ、さらに北方で
フヴォストフにัら͑られた日本人商人たͪがྨࣅ
の「天ߖʵক܉」関܎をͬޠたのは、当࣌の列島上
をこうした࣮ڏͳいまͥにした৘ใが͚ۦΊ͙り、
それが社会ೝࣝとして一定の定着をΈͤていたから
ではͳいだΖうか。

藤田ࢯによれ͹、天ߖ権Җ浮上の͖ͬか͚は文化
࿐ሓ事件を幕府が朝ఊにใࠂしたことにあるが、朝
ఊが࣮ࡍに外ަ໰୊に༰ᄯし࢝Ίるのは、弘化 3
年（1846）に朝ఊが幕府に対して海๷ڧ化の௘ॻ
を出したことからだという。

しかし社会తには、すでに文化元年のレβーノフ

来࣌ߤから天ߖによる外ަ΁の۩ମత介入がଘ在し
たとΈͳされており、朝幕΋ۓ張した関܎にあると
ೝࣝされていたことにͳる。こうした事例をΈると、
政治࢙上の໰୊とはผに、社会తͳ「天ߖ─ক܉」
ೝࣝのあり方にͭいて΋ݕ࠶౼がٻΊられるように
。Θれるࢥ

2.　フヴォストフのカラフト襲撃事件と
長崎通詞

（�）　ϨβーϊϑにΑるऻܸ命ྩ
レβーノフは、日本との通商ަবにࣦഊして長崎

をൃͬたあと、サハリンを࡯ࢹしてカムチャツカに
帰港した。その後ロシア暦 1806 年 8 ݄、レβーノ
フはフヴォストフ中җに、サハリン島（Ҏ下、ロシア

࢙料およびロシア側の立৔からはサハリン、日本࢙料およ

び日本側の立৔からはカラフトとද記する）とクリル列
島（Ҏ下、ロシア࢙料ロシア側の立৔からはクリル列島、

日本࢙料および日本側の立৔からは千島列島とද記する）

΁遠੐し、そこで日本船をऻܸして乗組員をัྂに
し、船はম͖෷うことをࣔࢦした。これをड͚て同
年 10 ݄、フヴォストフのϢノナ߸はサハリンのア
ニワ湾に໘した日本人居留地をऻܸして 4 人をั
ྂにし、物ࢿをུୣして家屋に์Րしたあと、カム
チャツカのペテロパヴロフスクに帰港した。

ཌ年 5 ݄、フヴォストフは部下のダヴィドフと
にϢノナ߸とアヴォシ߸で遠੐し、クナシリ島とڞ
リシリー島で日本人居留地をऻܸしてུୣと์Րを
りฦし、日本人をัറした。彼らはัら͑た܁ 10
人のうͪ 8 人をऍ์して、ロシアが日本との通商
を要ٻしていることを伝͑さͤようとした（"�"� キ

リチェンコ「海଑船Ϣノナ߸とアヴォシ߸ ─ ロシア側当事

者のߦಈから見るא太・୒ଊ島ऻܸ事件」h 東北アジアڀݚʱ

6ɼ2002 年、およびʰ日ロ࢙料ूʱ1、152 ทҎ下所収）。
Ҏ上は、日本では「文化࿐ሓ事件」あるいは「フ

ヴォストフのཚ๫事件」として知られた事件のこと
である（藤田覚「近世後ظの৘ใと政治 ─ 文化年間日࿐

ฆ૪をૉࡐとして ─」、前ܝʰ近世後ظ政治࢙と対外関܎ʱ

所収）。ऻܸのͶらいにͭいてレβーノフは、「զʑ
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にとͬて利益の多い日本ఇ国との通商を࣮現する目
త」（h 日ロ࢙料ूʱ1、139 ท）のたΊだとड़べている。
ロシアఇ国の力を見͚ͤͭれ͹、ڪれをͳして日本
は通商関܎を開くだΖうというಡΈであͬた。

フヴォストフに対するレβーノフの主ͳࣔࢦを要
໿すると、次のようである（1806 年 8 ݄ 8 日「/�1� レ

βーノフからൿີ遠੐ୂ長 /�" フヴォストフ΁の支持」h 日

ロ࢙料ूʱ1、138 ทҎ下より）。
1�　サハリン島のアニワ湾に入ߤし、日本船を見

͚ͭたらম͖౼ͪすること。
。することߦで࿑ಇにదした日本人は連߁݈　�2

ಛに৬人΍手ۀ޻者をัྂにすること。そうで
ͳい者はロシア領であるサハリンに二度と来ͳ
いようݴいؚΊて松前島に帰すこと。

3�　ัྂ΍ૐཿをノヴォアルハンゲリスク（ロシ
ア領アラスカ。現在のアメリカ領シトカ）に連
れていくこと。

4�　日本人の倉庫からあらΏる物ࢿを持ͪ帰るこ
と。

レβーノフがൃしたこのようͳ໋ྩをフヴォスト
フは忠࣮に࣮ߦしたのだが、レβーノフはऻܸに
よͬて日本΁ѹ力をか͚るだ͚ではͳく、Ͳう΍ら
日本人をアラスカ開୓の࿑ಇ力として΋֬保する目
࿦見があͬたようだ。長崎からカムチャツカに帰港
したさい、レβーノフは陸奥国牛滝村慶祥丸漂流民
らをアラスカ湾のコディアック島に入植さͤるҊを
΋ͬていた（1805 年 6 ݄ 8 日「/�1� レβーノフによる

࿐米会社本部Ѽのใࠂॻ」ロシア国立ྺ࢙࢙料館蔵）。サ
ハリンで日本人をัറするのは、そのߏ૝のͳかか
ら生Έ出された΋のだͬたといͬてよい。慶祥丸漂
流民らが小舟でカムチャツカを୤出し、千島アイヌ
に助͚られて໋からがらエトロフ島まで帰りͭいた
のは、レβーノフのこうしたಈ͖を࡯知したからで
あΖう。

とはい͑レβーノフは、次のようͳࣔࢦ΋出して
いる。

　サハリン人および日本人に関しては、Ͳこで
彼らに出会おうと΋、前者にͭいては༏しさで
ऒ͖͚ͭ、後者に対してはその船をমいてଛ֐

を与͑ること。しかしͲこで΋Մ能ͳݶり人間
ੑは保ͭこと。というのは、無࣊൵さを向͚る
対象はݸ人ではͳく、政府であるべ͖だからだ。
政府はݸ人からަқをୣい、残ࠅͳෆࣗ由さと
ශࠔのͳかにԡしࠐΊている。したがͬてզʑ
が日本人にߦうあらΏる寛大さによͬて、日本
人はロシア人の度ྔの大͖さをより深く理ղす
るようにͳり、ڪා৺だ͚でͳくँײの೦から
΋、通商をٻΊることを༨儀ͳくされるであΖ
う。

サハリン人は༏しく手ͳ͚ͣͳ͚れ͹ͳらͳい
が、日本人には厳しくあたれということである。し
かし一方で、「人間ੑ」は保てと΋いう。あまり手
荒で無࣊൵ͳことをするͳということのようだが、
ऻܸしてম͖౼ͪしたり、ั റして連ߦすることは、
それだ͚で΋十分に無࣊൵でඇ人間తͳߦ為だΖ
う。だがレβーノフにとͬて、ѱいのはあくまで日
本政府であͬた。日本政府はロシアとのަқを๬Ή
日本人の੠をѹࡴしており、だからこそロシアの力
を見͚ͤͭて日本政府にڪාを๊かͤ、通商を࣮現
さͤるのだという࿦理である。長崎で半年間΋଴た
されていたと͖、レβーノフは隠೜ࣗ重にపしてい
たが、通商要ٻを幕府にڋ൱されると、一気にߗڧ
త࢟勢にస͡たのであͬた。

（�）　௕࡚௨ࢺのʮॿݴʯ
とこΖで、レβーノフがサハリンに目を͚ͭたこ

とにͭいて、それは長崎通ࢺたͪのアドバイスによ
る΋のだとड़べたロシア࢙料がある。長文だが重要
ͳ࢙料ͳので、で͖るだ͚引用しておく。

˖ロシア暦 1808 年 7 ݄ 2 日「࿐米会社本部から
アレクサンドル一世΁のใࠂ。日本との通商関
をൃలさͤ、またサハリンを開ൃするඞ要ੑ܎
にͭいて」（h 日ロ࢙料ूʱ1、174 ทҎ下所収）

　（前ུ）このट౎江戸で͖ىたことにͭいて、
そしてզʑに対するڋ൱にͭいて長崎で知られ
るようにͳͬたと͖、զʑとの通商をٙいͳく
৴͡ていた民ऺ͹かりでͳく、ͪΐうͲそのと
͖そこにいた役人、とくに通ࢺたͪは、彼ら皆
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が๬んだロシアとの通商、ロシアとのক来の彼
らのަ流が彼のӄ๳のͤいで࣮現しͳかͬたと
して政府の厳֨さ、そのઐ੍ੑに΋関Θらͣ、
୺ۃを主൜者としてഃ౗し、ࣗ分たͪの༷ঁࡃ
ͳ฀ܹとෆ満をද明し、それΏ͑に故出羽༷の
有益ͳ助ݴは஗かれ早かれ大͖ͳ力とͳͬてड
͚入れられることにͳるだΖうし、༷ঁࡃはす
でに 60 歳であͬてそう長くはͳく、彼のࢮ後
のロシアとの関܎を࠶び彼らは๬んでおり、そ
のࡍにはզʑにとͬて΋ͬと有利ͳことにͳͬ
ているՄ能ੑがあると、Չ໧というΈͣからの
し͖たりを௒͑てレβーノフには͖ͬりとਧ͖
Έ、զʑがラクスマン後のࠐ 12 年間͙͙ͣͣ
手間取ͬたといͬてඇ೉したのであります。
　役人の中には、ಛに通ࢺですが、レβーノフ
に対してオランダ人を通͡て手紙をॻくこと、
ࣗ分たͪのとこΖで͖ىていることを合ਤに
よͬて通知することを໿ଋする者までいました
が、そのࡍに、彼らが通知すると͖には༷ঁࡃ
はすでにいͳいだΖうから、ロシアの船は෩を
ಀれてのආ೉者の;りをして長崎に入港で͖る
し、զʑを੒ޭཫにड͚入れることがՄ能であ
るとの৚件さ͑出した者΋ありました。そのࡍ
զʑには長崎΁オランダのޏ員の一人としてࣗ
国の役人を೿ݣするよう助ݴして͖ましたが、
彼は長崎に 1 年住Ί͹彼を通͡てあらΏる詳
細を知ることがで͖るようにͳり、そうすれ͹
レβーノフࣗら松前にަবのたΊに来ることに
ͳΖうという΋のでした。彼らはཌ年（1806年）
彼らのうͪ୭が江戸にߦくことにͳΖうと΋、
ロシアのたΊにͳるようͳよりݡい人を४備す
るだΖうとஅݴしました。そのࡍ彼らは、大名
とߖఇの 2 人の現地知事は、΄とんͲ彼らの
զʑ΁の޷ҙをٙうだΖうということを੥͚
合ͬたのです。
　その上ෆՄղͳ用ޠと合ਤで彼らはレβーノ
フに対し、彼らのر๬がいͪ早く、よりよく࣮
現するべくロシア人がす͙に北方から、日本近
くに横たΘͬている島、たと͑͹マトマイ松前、

サハリンをࢦしͳがら、またいくͭかこの໰୊
に関する根ڌを঺介しͭͭ、サハリンの温和ͳ
住民が֫た海्の毛皮΍、日本の北部のすべて
の住民にとͬて།一ෆՄܽの৯ྐである魚を彼
らから๫力తにୣͬている日本人をす͙に௥い
෷ΘͶ͹ͳらͳいということを、最ऴతに助ݴ
しました。これらがすべて࣮ߦされると、この
いの݁Ռは皆に対し目を開かͤ、ެ方は、宗ߦ
上の権力が多数のࣗ国人の扶養さ͑それにかڭ
かͬているとこΖのロシアとの通商をڋઈする
りをは͖ͬりさͤることにޡの߅にࣔした఍ࡍ
取りֻかるでしΐう。

これらの助ݴに突͖ಈかされたレβーノフ
は、通商大ਉから彼に与͑られたྩ܇№ 19 を
記Աに留Ίͭͭ、北部の松前、ことに今日ヨー
ロッパ人の୭に΋支഑をड͚ておらͣ、一人の
中国人΋いͳいサハリンに注目しました。彼は
ナジェージダ߸に長崎よりこれらを観࡯すべく
出港するよう໋͡ましたが、現地にͬߦたこの
船は松前の南部には、ラクスマンが઀近したと
͖すでに長い間日本人が居住しており、北部に
はあらΏる఺でզʑのクリル人にྨࣅしている
現地住民アイヌҎ外には୭΋いͳいことに気ͮ
͖ました。アイヌは्΍魚をとͬていますが、
日本人は南部から΍ͬて͖てそれらを๫力తに
Ήしりとͬているのです。このようͳ日本人を
彼はそこでԿ人かัら͑ましたが、彼らはຖ年
魚をٻΊて֤地をճͬており、アメリカ会社が
ロシア入植地を֬立したアレクサンドル（ウ
ルップ）島΋そのうͪのͻとͭであると彼にஅ
。しましたݴ
　サハリンではアニヴΝ湾で彼は同༷に、おと
ͳしく、温厚であらΏる఺でզʑのクリル人に
्・Ίて多数のアイヌ、魚ۃているとこΖのࣅ
の漁のたΊに大阪の商人によͬてΘͣか 8 年
前にઃஔされた、日本の֫物取引所［൪屋か］
をൃ見しました。彼らは現地住民だ͚を๫力త
にಇかͤ、その後、収֭物をΉしり取ͬて日本
΁とൖૹしているのであります。
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　（中ུ）こういͬた͑ߟを๊͖、上ड़の長崎
にお͚るٞڠをड͚て、彼はアメリカから 2
੭の船Ϣノナ߸、アヴォシ߸ に対し、フヴォ
ストフ海܉中җにはこの島とそれに付属してい
るその他の島ʑを観࡯するだ͚でͳく、そこか
ら日本人を௥い出し、彼らの֫物取引所を破յ
し、それによͬて、྆民଒にとͬて正しく、有
益ͳ໰୊にͭいて、ڧ力かͭ友޷తͳྡの大国
をڋઈしたことがͲれ΄Ͳ無作法ͳことだͬた
か日本人に͡ײさͤるようҕͶ、໋ ྩしました。

これは、࿐米会社本部からロシアߖఇに上૗した
文ॻの一部である。レβーノフは 1807 年にクラス
ノヤルスクでප຅しているから、この文ॻはレβー
ノフが作੒した΋のではͳい。レβーノフの記録ͳ
Ͳを用いて、日本に同伴した࿐米会社のシェメリン
か、あるいはผͳ社員が作੒した΋のであΖう。

これによると、幕府がロシアとの通商をڋ൱した
ことにͭいて通ࢺたͪが大いにམ୾し、ڧく幕府を
൷൑したらしい。それだ͚ではͳく、今後のことに
ͭいて通ࢺたͪはレβーノフに対して次のようͳఏ
。をおこͳͬたというݴ

①ཛྷからのආ೉船を૷ͬて長崎に入港ͤよ。
②オランダ人を通͡て઀৮ͤよ。
③オランダ人のޏい人として長崎に入れ。
ᶆサハリンから日本人を௥い෷͑。

通ࢺによる「これらの助ݴに突͖ಈかされ」て、
レβーノフはサハリンに注目し、「上ड़の長崎にお
͚るٞڠをड͚て」、彼はフヴォストフ中җに、「そ
こから日本人を௥い出し、彼らの֫物取引所を破յ」
することを໋͡た、というのである。΋しこれがਅ
࣮であれ͹、日本中を਒Ꭵさͤたフヴォストフによ
るऻܸ事件には、長崎通ࢺが関与していたというこ
とにͳる。相当にিܸతͳ内༰だというしかͳい。

（�）　Ϩβーϊϑ೔記に見͑るʮ๺の͜とʯ
幕府がレβーノフに通商ڋ൱を通ࠂしたあと、長

崎通ࢺたͪは֬かに幕府のことをڧく൷൑してい
た。そのことは、前ܝしたレβーノフ日記΍࿐米会
社本部のใࠂॻから΋見てとれる。しかし、サハリ

ンの日本人居留地をऻܸして日本人を௥い出ͤ、と
いͬた「助ݴ」が長崎通ࢺらによͬて本当にͳされ
ていたのだΖうか。通ࢺたͪの名༪のたΊに΋、こ
の記事の৴ጪੑにͭいてূݕしておくඞ要があるだ
Ζう。

上の文ॻは、レβーノフ΍࿐米会社社員（シェメ
リン）らが長崎଺在中に通ࢺからฉいたことを΋と
に作੒された΋のであΖうから、このようͳ会࿩が
ͳされていたとすれ͹、長崎଺在中のຖ日のことを
ॻ͖付͚たレβーノフ日記に関連する記事があͬて
΋ෆٞࢥはͳい。その఺はͲうͳͬているだΖうか。

˖レβーノフʰ日本଺在日記ʱロシア暦 1805 年
3 ݄ 29 日（文化 2 年 3 ݄ 12 日）

庄左衛門がࢲͻとりの࣌を見ܭらͬて、次の
ようͳ内༰のことを࿩した。
　「今ճのڋઈはあͳたにとͬてはۮવの出来
事であり、ܾしてఘΊてはͳりまͤん。すべて
はมֵをこうΉるのです。民ऺはあͳたたͪと
通商したいと๬んでいるのです。これはいͭか
࣮現しͳ͚れ͹ͳらͳいのです。ࢲたͪはオラ
ンダ人を通͡て手紙をॻくことにͳるだΖう」
　「それはで͖ͳい」と答͑た。
　「ではこうしましΐう。手紙をड͚取ͬたら、
オランダ船にしかるべ͖人物を乗ͤてくださ
い。オランダ人たͪがൿີを守ることは、ࢲた
ͪが保ূします。この人物にࢲたͪがߦͳおう
としているܭըをすべて࿩します。それから日
本でঢ়گがม化したと͖、ૺ೉からಀれるとい
う名目で日本の海岸にたͲり着いて下さい。あ
ͳた方をड͚入れることが、通商の࢝まりにͳ
ります。幕府はࣗ分たͪの൜したޡりを正すた
Ίに、そのػ会をのがさͳいようにするはͣで
す。しかしこの࣌、北方のことは๨れͳいで下
さい。ࢲはこの大事ͳ࿩を記Աに留Ίておいて
΋らうたΊに、あͳたにԿかを残してお͖ま
す」。
　彼はこͬそりとബい紙を渡してよこした。そ
の中には日本のお土࢈が入ͬていた。（中ུ）
そしてँײのݴ葉をड़べたあとに、またԿかݴ
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おうとしたのだが、他の通༁が入ͬて͖たので、
そのままにͳͬた。通りすがりにまた彼は「ま
あ見てて下さい。ただ北方のことをお๨れͳ͖
ように」と܁りฦした。これがԿをҙຯするの
か理ղで͖ͳかͬた。

この日記には、幕府が通商ڋ൱のճ答をしたあと
に、通ࢺの本木庄左衛門から、⡣զʑの手紙をड͚
取ͬたらオランダ船にしかるべ͖人物を乗船さͤ
よ、⡤ආ೉船の名目で日本の海岸に着船ͤよ、⡥手
紙の΍りとりをଓ͚よ、といͬた۩ମతͳఏҊが
あͬたと記されている。これは上ܝの࿐米会社文ॻ
に長崎通ࢺのఏҊとしてあͬた 4 ఺のうͪ①ʙ③
に֘当している。ただし、ᶆのサハリンから日本人
を௥い෷͑という助ݴがあͬたという記事を日記に
見いだすことはで͖ͳい。

しかし、これに関連するՄ能ੑを΋ͭൃݴはあͬ
た。引用࢙料の末尾にあるように、本木庄左衛門が

「ただ北方のことをお๨れͳ͖ように」とࣖ打ͪし
たというのである。だがレβーノフは、「これがԿ
をҙຯするのか理ղで͖ͳかͬた」という。このൃ
が気にͳͬたレβーノフは、վΊてこのことをݴ 3
݄ 16 日に庄左衛門に໰い࣭している。

˖レβーノフʰ日本଺在日記ʱロシア暦 1805 年
4 ݄ 2 日（文化 2 年 3 ݄ 16 日）
　庄左衛門が人がいͳいのを見ܭらͬて、彼ら
が全力を΋ͬて通商がで͖るように౒力する
と、܁りฦしઆ明した。そして次のようにͬޠ
た。

「あͳたは多吉郎と࿩すことがで͖ます。この
人は知恵のある੹೚者で、そのう͑ඇ常に৻重
です。おそらくࢲたͪのうͪ;たりが、来年江
戸にߦくことにͳり、そこで多くのことがで͖
るとࢥいます。民ऺはあͳたたͪを支持してい
ます。ࢲたͪはそのことを南から北΁と広Ίて
い͖ます」
　ここでࢲは口をڬんで、北のことにͭいて
΋ͬと明֬にઆ明して΄しいとཔんだ。本当の
とこΖ、ͲんͳにいΖいΖ͑ߟて΋、ࢲには理
ղで͖ͳかͬたのだ。彼は大੠でসいだし、「こ

の໰୊にͭいては、ܾして答͑をಘることがで
͖ͳいでしΐう」とͬݴて、こう付͚加͑た。
　「よΖしいですか。ࢲたͪは手紙の΍りとり
を్ઈ͑さͤてはͳらͳいのです。いͭかあͳ
たがࢮんだり、ෆ在だͬたりする࣌にあͳたに
代Θͬて୭かが、ࢲたͪに手紙をॻかͳくては
ͳらͳいのです」
　これに対して「このたΊにはࢲはܾしてࢮぬ
ことはで͖ͳいし、ܾしてෆ在に΋しまͤん」
とݴうと、彼はͪΐͬとਧ͖出して、こう答͑
た。
　「そういうことではͳいのです。あͳたにͭ
いて、୭か他の人がフリードリッώの名前を
することがで͖るはͣでࠂたͪにใࢲてͬ࢖
す」
　྆国の利益に൓することをしている、ᗽい重
ਉの名前を͑ڭてཉしいとਘͶた。ͳがい間、
彼は答͑をたΊらͬていたが、ͭ いに白ঢ়した。

（Ҏ下、ウネメに関する通ࢺのൃݴあり）
「北のことにͭいて΋ͬと明֬にઆ明して΄しい

とཔんだ」に΋かかΘらͣ、庄左衛門は、「この໰
୊にͭいては、ܾして答͑をಘることがで͖ͳいで
しΐう」とͬݴて、手紙の΍りとりを్ઈ͑ͳいよ
うにしͳ͚れ͹ͳらͳいと答͑たという。レβーノ
フ日記によるݶり、本木庄左衛門のͬݴた「北のこ
と」というのがԿをさすのか、൑વとしͳい。ただ
の҉ᄻでऴΘͬたのだΖうか。

（�）　ʮѹྗʯൃݴと௕࡚௨ࢺ
ここに΋うͻとͭ、興ຯ深い記録がある。ロシア

અஂの一員としてレβーノフにਵैした࿐米会社࢖
の手代フョードル・シェメリンが長崎からカムチャ
ツカに帰港したあと、࿐米会社本部にఏ出したใࠂ
ॻである。

˖ロシア暦 1805 年 6 ݄ 14 日「࿐米会社手代
フョードル・シェメリンによる࿐米会社本部Ѽ
のใࠂॻ」（ロシア国立ྺ࢙࢙料館蔵、h 日ロ࢙料ूʱ

4、148 ท）

　通ࢺらはݴいました。
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　「ฉいてください。ऴ࢝ѹ力をか͚ଓ͚れ͹、
相手΋知らͣ知らͣのうͪにそのѹ力に۶し
て、友޷関܎を݁Ϳことが出来るのではͳいで
しΐうか。この地では上手く関܎を݁Ϳことが
出来ͳいのが普通ͳのですから」。

（༁ : 渡ᬒฉ）
シェメリンのใࠂॻには、ナジェージダ߸が長崎

に౸着してからҎ߱の日本側の対応が詳細に記され
ているが、こうしたൃݴがあͬたのは、幕府ಛ࢖遠
山৾ܠらとの 2 ճ目の会ஊがあͬた文化 2 年 3 ݄
7 日のことであͬた。長崎奉ߦから、ݙ上඼はड͚
取れͳい、中国とオランダҎ外とはަқするඞ要が
ͳい、ロシア船に৯料をఏڙして帰国をڐす、といͬ
たことが通ࠂされたあとに、ผ室で通ࢺから詳しい
આ明をड͚たさいのことだという。「ऴ࢝ѹ力をか
͚ଓ͚れ͹」、いͣれ国ަ΋開かれるだΖうと、通
をしたといݴはҚΊと΋アドバイスと΋とれるൃࢺ
う。

とはい͑、この「ѹ力」が前ܝのサハリンऻܸの
ことであるとい͑るΘ͚ではͳい。མ୾する࢖અ一
に、「ѹ力をか͚ଓ͚れ͹、いͣれ…」といͬたߦ
ఔ度のൃݴはあり͑ͳいΘ͚ではͳいが、幕府ಛ࢖
との会ஊの合間に、サハリンから日本人を௥い෷ͬ
て「ѹ力」をか͚Ζ、というようͳཚ๫ͳൃݴが通
。られͳい͑ߟからͳされたとは、とて΋ࢺ

では࿐米会社文ॻに出てくる、通ࢺによるサハリ
ンऻܸの「助ݴ」໰୊は、Ͳう理ղすれ͹よいのだ
Ζうか。݁࿦からい͑͹、࿐米会社による作為のՄ
能ੑが高いといΘ͟るを͑ͳいのである。次のフ
ヴォストフऻܸ事件のॲ理のܦҢから、その఺をݕ
ূしてお͖たい。

3.　日本政府を威嚇するレザーノフ文書

通商要ٻを幕府にڋ൱されたレβーノフは、ͻͲ
くࣗଚ৺をই͚ͭられたが、レβーノフ日記による
。をΈͤͣに長崎を཭れている߅り、さ΄Ͳの఍ݶ
だが、ロシア࢙料のͳかに、日本政府にѼてた次の
ようͳ࢙料があͬた。

˖ロシア暦 1805 年 3 ݄ 23 日Ҏ߱、「/�1� レβー
ノフから日本政府΁の覚ॻ。通商関֬܎立ڋ൱
に関して」（h 日ロ࢙料ूʱ1、105 ท）

　下記にॺ名したࢲ、Җ光あ;れるアレクサン
ドル一世ߖఇต下のैࣆ長にしてଳ܄者、ニコ
ライ・レβーノフは、日本政府΁͛ࠂる。
ఇต下ߖは長崎଺在中に、Җ光あ;れるࢲ　�1

の御名によͬて、通商をਃし出ていた。日本
政府は 1792 年に［ロシアから］೿ݣされた
ラクスマンに通商に関するڐՄ を与͑てい
たが、のͪに…大ਉのӄ๳によͬてࣗらのݴ
葉をఫճし、これをڋઈした。

2�　［日本政府の］このようͳߦ為によͬて、
は次のことを日本政府にࣔさ͟るをಘͳくࢲ
ͳͬた。すͳΘͪ、ΘがҖ光あ;れる全ロシ
アߖఇต下΄Ͳの高貴ͳ人物がࣔしたྡ人΁
の友޷に対するܟҙが要ٻする原則を、ロシ
アߖఇはこのఇ国［日本］に守らͤる手ஈを
いくͭかとるඞ要がある。

3�　྆ఇ国間のෆ༇շͳ出来事が、天神ެ方ต
下のҙࢥではͳく、ただ前ड़の大ਉのѱ知恵
によͬてىこͬたことは承知しているが、ෆ
幸ͳ݁ՌをճආするたΊに、ࢲは、人ʑの安
寧をཚした者として…がඁ໔され、見ͤしΊ
にേͤられることを要ٻする。また日本の宮
ఊがオランダ商館を介して、サンクトペテル
ブルグの࣊൵深͖ߖఇต下にଈࡑँࠁ文をಧ
͚ることを要ٻする。同࣌にマトマイ（松前）
に、通商のたΊに྆国民がࣗ由に出入りで͖
る港を 1 ヶ所、ロシア商館建ઃ地を 2 ヶ所
する。日本ఇ国に対してٻ定することを要ࢦ
は次のように໿ଋする。通商は྆国民の満足
のたΊに֬立される΋のであり、キリストڭ
はܾして日本人の目に৮れるܗで出さͣ、日
本ఇ国の法཯΋すべて厳֨に९守する。これ
らのことは、ࢲの 6 ヶ݄の日本଺在によͬて
ূ明されている。

4�　日本ఇ国が松前島北୺を越͑て領土を֦張
しͳいことを要ٻする。北方の全ての陸地と
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海域は、Θがต下の領有するとこΖであるか
らだ。

5�　日本政府はࢲの৻Έ深さを、ただࢲの天神
ެ方ต下΁のܟҙから出た΋のと͑ߟるべ͖
である。

6�　サンクトペテルブルグにいかͳるฦ答΋ಧ
かͳい৔合、またஏ知らͣの…がॲേされͳ
い৔合、ࢲは日本政府の࠶度の無ྱに対して、

［日本］国民が破໓して取りฦしのͭかͳい
ଛ֐をඃる方ࡦを࠾ら͟るを͑ͳくͳるだΖ
う 。

一ಡして、日本に対するڴഭతࣙݴに満ͪた通ࠂ
文であることがΘかる。通商をڋ൱されたレβーノ
フのౖりがࠐΊられた内༰だといͬてよいが、この
覚ॻの内༰を੔理すれ͹次の 4 ఺にまとΊること
がで͖る。

①通商ڋ൱に中৺త役ׂをՌたした老中をඁ໔
し、幕府がロシアߖఇにँࡑすること。

②松前に日ロ通商のたΊの港を 1 か所ઃ͚、ロ
シア商館建ઃ地 2 か所をࢦ定すること。

③北方の全陸地と海域はロシアߖఇの領有すると
こΖであり、日本は松前島（北海道）北୺を越
͑て領土を֦張しͳいこと、

ᶆ΋し老中がॲേされͣ、これらに対するճ答΋
ペテルブルグにಧかͳい৔合、ࢲは日本政府の
度の無ྱに対して、日本国民が破໓して取り࠶
ฦしのͭかͳいଛ֐をඃる方ࡦを࠾ら͟るを͑
ͳくͳる。

΋しこの覚ॻが࣮ࡍに長崎で渡されたとすれ͹、
幕府は大૽͗にͳͬていただΖう。だがいまのとこ
Ζ、この覚ॻが長崎で幕府役人に伝͑られたܗ੻は
֬ೝで͖ͳい。レβーノフ日記に΋、日ロަবに立
ͪ会ͬた長崎通ࢺの日記（中山作三郎「࿋西ѥ଺船中日

記」シーボルト記೦館蔵、「文化元子年࿋西ѥ入船ヨリ出ൕ

຦記録」長崎県立ਤॻ館蔵）に΋、こうした通ࠂがͳ
された৔໘は全く出てこͳいのである。

現在、手元にあるのは、ロシアでߦץされた࢙料
ूに収録されたࣈ׆൛と、h 日ロ࢙料ूʱに収録さ
れた຋༁൛だ͚であり、この覚ॻの原本は未見であ

る。ैͬてそのॻࣜ౳を原本にଈして֬ೝすること
はで͖ͳいが、「…大ਉのӄ๳」「ஏ知らͣの…がඁ
໔され」といͬたようͳ、୯ޠがܽམした内༰から
Έて、レβーノフが作੒した未׬੒のメモであるՄ
能ੑが高い。おそらく、長崎を出ߤしてからカムチャ
ツカに至るまでのߤ海్上か、帰港直後あたりにॻ
かれた΋のとࢥΘれる。

日本側に手ަされͳかͬたとはい͑、ͳͥレβー
ノフはこうした文ॻを作੒したのだΖうか。次અで
Έるフヴォストフのカラフトऻܸ事件との関܎でと
ら͑ると、興ຯ深い࿦఺がಘられる。まͣ第 1 ఺
として、日本は松前島北୺を越͑て領土を֦張する
ͳというࣙݴは、カラフト・エトロフの日本人居留
地ऻܸを正当化する࿦理に΋ͳるだΖう。第 2 ఺
として、΋し日本政府がँࡑしͳい৔合は「日本国
民が破໓して取りฦしのͭかͳいଛ֐をඃる方ࡦを
、しているが׃ら͟るを͑ͳくͳるだΖう」とዣ࠾
これはऻܸの੹೚は日本にあることを主張する΋の
であると同࣌に、レβーノフによる日本人ऻܸࣔࢦ
が֬৴తにおこͳΘれたことをࣔしていよう。

4.　レザーノフは襲撃指示を撤回したのか ?

ロシア暦 1806 年 8 ݄ 8 日、レβーノフは前ܝし
たようͳサハリンऻܸのࣔࢦॻをフヴォストフに出
した。それから 1 ヶ݄半をܦた 9 ݄ 24 日、レβー
ノフはフヴォストフに次のようͳ 2 ճ目のࣔࢦॻ
を出している。

˖ロシア暦 1806 年 9 ݄ 24 日「/�1� レβーノフ
からϢノナ߸艦長・海܉中җ /�"� フヴォスト
フ΁のྩࢦॻ」（h 日ロ࢙料ूʱ1、142 ทҎ下）。
　（前ུ）オホーツクに౸着してΈると、貴下
に対して出したҕ೚にͭいて࠶び৮れることが
ඞ要にࢥΘれる。前

フォアマスト

ᒿが折れる事ଶに見෣Θ
れ、向かい෩はզʑの前ਐを્Έ、൩秋の෩は
いま΍貴下をアメリカ΁とٸがͤている。貴下
の船と୯ᒿൕ船がアニヴΝ［アニワ］湾でམͪ
合うよう定Ίられた࣌間΋ࣦΘれた。現地での
漁がऴΘͬてしまͬたのでظ଴されていたとこ
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Ζの੒ޭ［このと͖、日本人はいͳいとΈͳさ
れていたから］΋今΍ࣦΘれ、おま͚にあらΏ
るঢ়گをྀߟすると、Ҏ前໋ྩしたことはすべ
てそのままにしてお͖、貴下はノヴォアルハン
ゲリスク港΁人ʑを引͖連れて増ԉ部ୂとして
アメリカに向かうことがඞ要だと͑ߟる。୯ᒿ
ൕ船アヴォシ߸はࣔࢦにैい、またࣔࢦͳしで
΋帰還すべ͖である。しかし΋し෩の影ڹで࣌
間のロスͳくアニヴΝ湾に貴下らがͤ͟ߤدる
をಘͳいのͳら͹ 、ଃり物΍メダルでサハリ
ン住民に༏しく઀し、日本人の移住がここでい
かͳるঢ়ଶにあるのか観࡯されたし。これを࣮
するだ͚で貴下の名੠を高Ίるのに十分だΖߦ
うが、大͖ͳ利益を΋たらすであΖう貴下のア
メリカ΁の帰還こそがԿより΋、貴下がࣔす忠
੣৺の主要で第一の՝୊であるべ͖である。し
たがͬて΋し会うことにͳれ͹、୯ᒿൕ船に΋
同༷のࣔࢦを伝͑られたし。一方貴下のߤ海に
は༧૝のͭかͳい事ଶが出来するか΋しれͳい
が、貴下はࣗら会社の利益と折り合Θͤられた
し。貴下の力ྔとݧܦはඞͣ΍この最後のࣔࢦ
を࣮ߦするのに最良の΋のをͻ͖だすであΖ
う。当方に関しては、ここの港は貴下のたΊに
マストをަ׵で͖ͳいということ、ঢ়گのΊ͙
り合ΘͤのたΊࢲはプランをมͤ͟ߋるをಘͳ
くͳͬたことを残೦にࢥう。

このࣔࢦॻをΊ͙ͬては、これまでに΋いくͭか
のධՁが出されている。たと͑͹ソ連࣌代のྺ࢙家
&� フΝインベルク（h ロシアと日本 、ɦ日本ޠ༁は 1973

年ץ、新࣌代社）は、次のようにࢦఠしていた。
　（ロシア暦 1806 年）8 ݄ 8 日、フヴォスト
フはレβノフのྩࢦによりダヴィドフに対し
て、アヴォシ߸でシムシル、ウルップ島および
アニワ湾をௐࠪし、（中ུ）レβノフのܭը࣮
現に着手することをࣔࢦした。
　9 ݄ 15 日、（中ུ）彼（レβノフ）は重පで、
ࣗ分のاてた୳ݕにͭいてٙ೦にとらΘれてい
たが、すでにアヴォシ߸を出ൃさͤ、フヴォス
トフに΋ྩࢦをൃしてしまͬていたこと΋あͬ

て、୳ݕ中ࢭのܾ৺はͭかͳかͬた。
　9 ݄ 24 日、୳ݕの݁Ռに対するࣗ分の੹೚
をճආするたΊか、フヴォストフにࣗൃతに୳
向͚たかͬたたΊか、レ࢓するようにࢭを中ݕ
βノフはઌのྩࢦにまͬたくあいまいͳ補足を
௥加してૹͬた。（中ུ）フヴォストフはٸᬎ
レβノフにઆ明をٻΊたが、レβノフはすでに
ペテルブルグに出ൃしたあとだͬた。

フΝインベルグはレβーノフの 2 ճ目のࣔࢦに
ͭいて、ఀ と΋൑அで͖ͳい「あいまい」ߦと΋਱ࢭ
ͳ΋のであͬたとΈͳしている。い΍ΉしΖ、フΝ
インベルグによるධՁのポイントは、ࣗ分の੹೚を
ճආするたΊにレβーノフはΘ͟と「あいまい」ͳ
௥加ࣔࢦを出した、とΈͳしている఺にあるだΖう。

一方、フヴォストフとダヴィドフによるサハリン
΍エトロフ島での日本人居留地ऻܸ事件を༨すとこ
Ζͳく明らかにした "�"� キリチェンコࢯは、次の
ようにࢦఠしている（「海଑船Ϣノナ߸とアヴォシ߸ʵ

ロシア側当事者のߦಈからΈるא太・୒ଊ島ऻܸ事件」h 東

北アジアڀݚʱ6、2001 年）

　「1806 年 8 ݄ 8 日、レβーノフはオホーツ
クにߦく్中でີ໋ॻを४備した。それはフ
ヴォストフ中җの総شࢦ下にϢノナ߸とアヴォ
シ߸がߦうはͣの΋のであͬた。（中ུ）この
ॻはࣔࢦ 1806 年 9 ݄にフヴォストフ中җにҕ
Ͷられた。しかしϢノナ߸がオホーツクから出
ॻの補足がૹらࣔࢦする前日、彼のとこΖにߤ
れて͖た。そこにはࣗ分がフヴォストフとダ
ヴィドフに࣮ߦを໋͡たことの正しさにͭい
て、レβーノフがٙい೰んだことが൓өされて
いる。（中ུ）しかし、フヴォストフはこの内
༰のෆ明֬ͳ補足ॻを無ࢹし、レβーノフの最
初の໋ྩを೤৺に࣮ߦしようとܾ৺した。

キリチェンコࢯは、2 ճ目のࣔࢦॻからレβーノ
フがऻܸࣔࢦの「正しさ」に「ࢥい೰んだ」ことを
ಡΈとͬている。「内༰がෆ明֬」にͳͬたのは、
ऻܸを΍Ίさͤるか਱ߦさͤるかにͭいて೰んだ݁
ՌであるということだΖうか。݁ہ、フヴォストフ
はその「内༰のෆ明֬ͳ補足ॻ」を「無ࢹ」してऻ



46

ܸを࣮ߦしたという。
この྆者の見ղに代දされるように、レβーノフ

がൃした 2 ճ目のࣔࢦॻは、ऻܸࣔࢦを取りফし
たのかͲうか、੣にෆ鮮明ͳ内༰にͳͬている。し
かしそれは、キリチェンコࢯがݴうように、レβー
ノフがऻܸࣔࢦの「正しさ」に೰んだ݁Ռだͬたの
だΖうか。あるいはフΝインベルグがࢦఠするよう
に、「୳ݕの݁Ռに対するࣗ分の੹೚をճආするた
Ί」であͬたのだΖうか。

΋しレβーノフがऻܸࣔࢦの「正しさ」に೰んだ
り、「ࣗ分の੹೚をճආ」したいと͑ߟたのであͬ
たのͳら、୯७に中ࢭをࣔࢦすれ͹よいはͣである。
しかしそうではͳく、中ࢭと΋਱ߦと΋、༷྆にड
͚取れる内༰のࣔࢦॻを出している。ということは、
このࣔࢦॻのポイントはまさに、いͣれと΋ड͚取
れる、という఺にあͬたのだとࢥΘれる。すͳΘͪ
レβーノフは、明֬ͳ中ࢭのࣔࢦ΋出したくはͳ
かͬたのである。では、それはͳͥか。

レβーノフは、日本人居留地ऻܸが΋༷ͭ྆のҙ
義、すͳΘͪ൜ੑࡑとそれが΋たらす੒Ռにͭいて、
は͖ͬりとೝࣝしていた。

たと͑͹レβーノフは、ロシア暦 1805 年 7 ݄
18 日付͚でアレクサンドル 1 世に対して、「ロシア
の領地にある日本の出張所を一૟し、日本人のౕྴ
とͳͬている原住民をղ์して、彼らにいくͭかの
ಛయと定住生׆をૹるՄ能ੑを与͑、さらに彼に下
されている໋ྩを׬਱して、それらの土地に޻৔΍
೶ۀコロニーの基ૅをおく」ܭըを上ਃした（&ɽフΝ

インベルク前ܝʰロシアと日本 ）ɦ。これによͬてロシア
の領土が֦大するだ͚ではͳく、力の࢖ߦによͬて
ロシアఇ国のҒ大さを見͚ͤͭれ͹、͑کた日本政
府はロシアとの通商を承ೝするՄ能ੑがあると͑ߟ
ていたのである。まさにऻܸは、ロシア国家にҒ大
ͳ੒Ռを΋たらすՄ能ੑをൿΊていた。

しかし一方、レβーノフは、このऻܸが΋ͭҧ法
ੑにͭいて΋ೝࣝしていた。1805 年 7 ݄のアレク
サンドル 1 世΁の上ਃॻには、「御ৃ௘をڼがͣに
本件に着手しますことに͖ͭましてはࢲを御ॲേく
ださい」とॻいてある。長崎を出ൕしサハリンのࢹ

ըܭをུ߈をऴ͑たஈ֊でレβーノフはサハリン࡯
していたのであͬた。しか΋当初からߖఇのڐՄを
ಘͳいままに࣮ߦするෲͮ΋りであͬたことにͳ
る。これに΋とͮいて同年の 8 ݄ 29 日、࿐米商会
຿のフヴォストフ中җとダヴィドフ少җをサハリۈ
ン・クリル୳ୂݕのشࢦ官に೚໋したが（有泉和子「海

଑にされた海܉士官フヴォストフとダヴィドフ」東京大ֶ

スラヴޠスラヴ文ֶڀݚ室年ใ 2003、197 ท収録࢙料）、
フヴォストフに۩ମతͳऻܸࣔࢦを出したのはཌ年
の 8 ݄ 8 日であͬた。その後 9 ݄、レβーノフは
オホーツクから商຿大ਉルミャンツェフにѼてた文
ॻで、「おそらくࢲはࢲҊに着手したかͲで൜ࡑ人
とΈͳされるでありましΐうが、േは΋とより覚ޛ
の上です。しかしそれは常に一਎をͳ͛うͬて͖た
ต下の御Җ光と૆国ѪにۦられたたΊであり、この
ことをここにਃしड़べたいとࢥいます」とड़べてい
る（&� フΝインベルク前hܝ ロシアと日本 1ɦ25 ทʙ127 ท）。
1 年଴ͬて΋ߖఇからのڐՄは来ͳかͬたΘ͚だ
が、ڐՄをಘͳいままऻܸをすることが൜ߦࡑ為に
あたるとのೝࣝをレβーノフは明֬に΋ͬていたの
である。

に΋かかΘらͣレβーノフはフヴォストフら΁の
を明֬に取りফさͣ、フヴォストフの൑அにҕࣔࢦ
Ͷるかの͝と͖ 2 ճ目にࣔࢦॻを出した。それは
ͳͥか。2 ճ目のࣔࢦॻにある次の文ݴをΈると、
レβーノフにはఘΊ͖れͳいظ଴があͬたとΈͳす
しかͳい。

　（前ུ）しかし΋し෩の影ڹで࣌間のロスͳ
くアニワ湾に貴殿らがͤ͟ߤدるをಘͳいのͳ
ら͹、ଃり物΍メダルでサハリン住民に༏しく
઀し、日本人の移住がここでいかͳるঢ়ଶにあ
るのか観࡯されたし。これを࣮ߦするだ͚で貴
殿の名੠を高Ίるのは十分だΖうが（後ུ）

すͳΘͪそれは、ऻܸが΋たらすҒ大ͳ੒Ռ 「́名
੠」をಘるチャンスだという఺である。この文ݴは
フヴォストフに౤͛か͚られた΋のだが、΋しऻܸ
事件がධՁをड͚ることにͳれ͹、そのࣔࢦを出し
たレβーノフ΋栄༪にあͣかることにͳるだΖう。
そのՄ能ੑ΋少しはあると൑அしたからこそレβー
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ノフは、明֬ͳ中ࢭのࣔࢦを出さͳかͬたのだとࢥ
Θれる。しかしٯに無ڐՄऻܸの൜ੑࡑが໰୊にさ
れた৔合、レβーノフは「Ҏ前໋ྩしたことはすべ
てそのままにしてお͖」とࣔࢦのࣥࢭఀߦとΈͳし
うる文ݴをૠ入しているので、出ܸの੹೚はフヴォ
ストフにあることにͳる。要するにレβーノフは、
൜ࡑのٙݏをか͚られたと͖には੹೚をճආで͖る
ように、৆ࢍされたと͖にはࣗ分の手ฑにで͖るよ
うにと目࿦んだのではͳいだΖうか。だからこそ、
Ͳͪらと΋とれる、あいまいͳ 2 ճ目のࣔࢦॻを
出したのだと͑ߟてお͖たい。

5.　フヴォストフ襲撃事件は、
ロシアでどう位置付けられてきたのか ?

日本人居留地ऻܸという൜ࡑతߦ為のࣔࢦ者にͳ
るか、それと΋ロシアの൛ਤ֦大のىҊ者たる栄༪
にཋするか。レβーノフにとͬてはౌ͚に΋ࣅたࢥ
いであͬたにҧいͳい。しかしその݁Ռは、ඇ常に
早いஈ֊であらΘれた。1 ճ目のऻܸ事件のあと、
カムチャツカ州長官陸܉少ক 1�*� コシェレフから
ఇアレクサンドルߖ 1 世΁のใࠂॻには、次のよ
うにある。

˖ロシア暦 1807 年 2 ݄ 28 日「海܉中җ /�"� フ
ヴォストフشࢦ下のۃൿ遠੐ୂのカムチャツカ
౸着にͭいてのカムチャツカ州長官陸܉少ক
1�*� コシェレフからߖఇアレクサンドル 1 世΁
のใࠂ」（ロシア国立ྺ࢙࢙料館蔵、h 日ロ࢙料ूʱ5、

100 ท）

中җフ܉は、フリゲート船Ϣノナ߸乗船の海ࢲ
ヴォストフشࢦ下のۃൿ遠੐ୂ入港に͖ͭまし
て、ڈる 1806 年 12 ݄ 14 日付 3003 ൪のใ
ਃし上͛る栄༪にࠂఇต下に͝ใߖॻによりࠂ
あͣかりました。しかしͳがらこの遠੐がͲの
ようͳ΋ので、୭の໋をड͚、Ͳのようͳ目త
でߦͳΘれたのか、フヴォストフからࢲ΁の通
௉からはΘかりまͤんでした。しかし今では、
はॻ؆と知らͤから৴པに足る৘ใをಘ、こࢲ
の遠੐は現ैࣆであり܄ষ所持者であるレβー

ノフの໋によりൃىされ、ߖఇต下からの前の
ઈしたことに対するใ෮ڋઅஂを日本宮ఊが࢖
に、ߖఇต下の御ҙࢥであるかのように、彼౳
の居住地を荒らす目తで日本を目ࢦしていると
知りました。
　このことは࣮ࡍにطにフヴォストフからड़べ
られ、࣮ࡍに΋ڈる 1806 年ペトロパヴロフス
ク港に౸着した࣌、日本人 4 人、多くの米、
その他の物を運んで来ましたし、またカラフト
島を彼౳の武力によͬて占領し、日本に属して
いる住居はম͖荒らしたようͳことをͬݴてお
ります。この春、2 ੭の船、フリゲート船Ϣノ
ナ߸と୯ᒿൕ船アボシ߸からͳるこの遠੐ୂ
は、御承知のこととࢥΘれますが、ࣗらのܭը
をҙਤして、マツマイに向おうとしております。
このことをߖఇต下に͝ใࠂਃし上͛ます。

（༁ : 斎藤由Ղ）
フヴォストフの乗ͬたϢノナ߸がオホーツクを出

ൃしたのは、ロシア暦 1806 年 9 ݄ 27 日で、10 ݄
6 日にサハリンのアニワ湾に౸着した。日本人居留
地のऻܸをऴ͑てカムチャツカのペテロパヴロフス
クに帰還したのは 11 ݄ 10 日である。日本人 4 人
を፮கし大ྔのུୣ඼をカムチャツカに持ͪ帰ͬた
フヴォストフは、ࣗ分のߦಈがレβーノフのࣔࢦに
ैͬた΋のであることを、カムチャツカ帰還後にߖ
ఇ΁ใࠂした（キリチェンコ前ܝ「海଑船Ϣノナ߸とア

ヴォシ߸」）。だがカムチャツカ州長官コシェレフは
詳しい事৘を知るにͭれ、レβーノフがߖఇのڐՄ
をಘͳいまま、あたか΋ߖఇのҙࢥであるかのよう
にフヴォストフにऻܸࣔࢦを出しているのではͳい
かとٙ೦を๊いたのであͬた。

たしかにフヴォストフがレβーノフのࣔࢦに忠࣮
にैͬたというのは൱定で͖ͳいが、2 ճ目のऻܸ
は忠࣮さだ͚でઆ明で͖るのではͳく、相当にフ
ヴォストフのҙࢥがࠐΊられているとΈた΄うがよ
いようにࢥΘれる。彼はߖఇに対して次のように上
ਃしている（キリチェンコ前ܝ࿦文、88 ท）。

は今春（1807ࢲ　 年）、アニワ湾にඞͣߦこ
うとܾҙした。զʑはこの遠੐で次の利益をಘ
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るであΖう。
1�　アイヌを日本の๫ٮからղ์する。
2�　豊富ͳࠄ物をಘることがで͖る。それはア

メリカ΁のԉ助とͳるだΖう。
3�　զʑがຖ年アニワ湾を๚れるͭ΋りである

ことを日本人にࣔすことがで͖る。
4�　アメリカにૹるたΊの人員をたくさんัら

͑ることがで͖る。
ઌのカムチャツカ長官のใࠂॻをΈると、サハリ

ンでのऻܸにͭいて長官は事前にそのܭըを知らさ
れていͳかͬたようだ。৘ใをूΊるͳかでレβー
ノフによる無ڐՄऻܸࣔࢦが൑明したということの
ようだが、上記のように長官が 2 ݄に無ڐՄऻܸ
にͭいてߖఇにใࠂしているとこΖをΈると、レ
βーノフのࣔࢦが΋ͭ໰୊఺（ҧ法ੑ౳）にͭいて
は長官からフヴォストフ΍ダヴィドフに΋伝͑られ
たとΈるのがଥ当であΖう。そのことは、2 ճ目の
遠੐に出ൃする前の 4 ݄ 29 日にダヴィドフが海܉
大ਉチチャゴフにѼてた文ॻから΋うかが͑る。そ
こにはフヴォストフがレβーノフに໋ྩされた通
り、日本の施ઃを破յして日本人を፮கしࠄ物をུ
ୣしたことが、৆ࢍされるのではͳく「ࢲの直属す
る大ਉおよび世間一ൠ」から「ඇ೉」をड͚た、と
あることから΋知られよう（有泉和子前ܝ「海଑にさ

れたフヴォストフとダヴィドフ」193 ท所収࢙料）。
ダヴィドフのこの文ॻには、「今ճのاては、ߖ

ఇต下の一定の御ҙࢥがͳ͚れ͹ありಘたかͲうか
てこの件をֳ下の御൑அにお͑׶、ΊてٙΘしくۃ
೚ͤし、ֳ下からの御༴護をおئいする次第です」
と΋ある。レβーノフはダヴィドフに「この遠੐が
を伝͑ていたから、レβーノフによ「ࢫൿであるۃ
るऻܸࣔࢦにはߖఇのԿらかの関与または҉໧のྃ
ղがあるはͣだというظ଴をダヴィドフが๊いてい
たことをࣔしていよう。また、遠੐のشࢦ者はフヴォ
ストフであり、彼のࣔࢦをड͚ているダヴィドフか
らすれ͹、このように͑ߟるしかͳかͬたのか΋し
れͳい。「ࢲは、このاてに加Θること΋、それをஅͬ
て෰ैしͳいଶ度をࣔすこと΋、いͣれ΋良いこと
ではͳいとݒ೦し、最ऴతにはۮવのҙ志に਎をҕ

Ͷることにܾ৺しました」（有泉前ܝ࿦文）というݴ
葉΋象௃తである。

しかし一方のフヴォストフは、፮கした日本人か
らฉいた৘ใを΋とに、「ࢲの手΋とにいる日本人
たͪは、ニポンには内ᨄがあるとݴ明しており、Θ
たしは、いま彼らにѹ力をか͚れ͹、増大している
国内のෆ平はၗຫͳ政府を۶෰さͤて޷ましい๵қ
΁と向͚さͤられるであΖうし、それによͬてパン
と商඼がಘられるとࢥう」（フΝインベルグ前ܝஶ 130

ท）と͑ߟていた。ここにいう「ѹ力」とは、前ܝ
したフヴォストフの上ਃॻにΈられるように、さら
にたくさんの日本人の፮கとࠄ物のུୣであͬた。
1 ճ目のऻܸ事件がෆධであるに΋かかΘらͣ、あ
͑て 2 ճ目のऻܸをܭըし࣮ߦしたのはフヴォス
トフのҙࢥであͬたといͬてよい。そのҙຯでフ
ヴォストフは、΋は΍レβーノフの໋ྩの忠࣮ͳ࣮
者であるにとͲまらͣ、日本΁のѹ力こそが通商ߦ
を開くという֬৴を΋ͬたಠࣗのଘ在であͬたとい
͑るだΖう。

ペテロパヴロフスクを出ߤして 5 ݄ 20 日にエト
ロフ島に౸着したフヴォストフとダヴィドフは、ナ
イホの会所にいた日本人൪人をัら͑、ࠄ物をུୣ
して์Րした。さらに同島のシャナ会所΋ऻܸし、
ウルップ島をܦてカラフトの൪屋にՐをか͚、レブ
ン・リシリー島付近では日本商船の積Έՙをୣͬて
船をম͖෷い、リシリー島に上陸して൪屋΍倉庫を
ম͖౼ͪした（キリチェンコ前ܝ࿦文 87 ทҎ下、木崎良

平ʰ仙台漂民とレβノフʱ౛水ॻ房、1997 年、208 ทʙ

209 ท）。
それにして΋ͳͥフヴォストフとダヴィドフは、

かく΋࿛᤻のݶりをͭくしたのか。ロシア暦 6 ݄
28 日（文化 4 年 6 ݄ 5 日）、フヴォストフはカラ
フトとエトロフ島でัら͑た日本人 10 人のうͪ 8
人をリシリー島でऍ์し、彼らに一通の文ॻを持た
ͤた。それには次のようͳことがॻかれていた（木

崎良平前ܝஶ 209 ท所収࢙料）。ҙ༁してあ͛ておこう。
　近ྡのことΏ͑࢖者をݣΘしてたびたび通商
をٻΊたがฦ事΋ͳいので、このたびこͪらの

「手並」を見ͤた。それで΋ฉかͳいと͖には
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北の地を取り上͛、カラフト΍その他島ʑから
日本人を௥いࢄらす。通商のئいが͑׎͹末代
まで৺΍すくしたいが、そうでͳ͚れ͹、また
またたくさんの船をݣΘして同༷のことをする
ことにͳる。

まさしく武力࢖ߦによる通商要ٻであͬた。フ
ヴォストフはこうしたڧѹత手ஈを࢖ߦすることに
よͬて、日本が通商に応͡ると͑ߟていたのである。
΋しこれが੒ޭすれ͹、日ロ通商を開いたޭ੷はフ
ヴォストフの΋のとͳͬただΖう。彼が 2 度΋遠
੐して日本人居留地をऻܸしたのは、そのたΊで
あͬた。

しかしフヴォストフのࢥ࿭は、す͙に࠳かれた。
ロシア暦 1807 年 7 ݄ 16 日、ུୣ඼を満ࡌしてオ
ホーツクに帰還したフヴォストフとダヴィドフは、
オホーツク長官（有泉和子ࢯの༁ではオホーツク港湾ୂ

長）プハーリン中佐にୁัされた。8 ݄ 8 日、プハー
リンがアレクサンドル 1 世、チチャゴフ海܉大ਉ、
ペストリ東シベリア知事にૹͬたใࠂॻでは、フ
ヴォストフとダヴィドフの൓日తͳߦಈがロシアの
利益をଛͳい、෠ৱされた日本は対ロ通商関܎をڋ
൱し、大艦ୂを༴するオランダ΍フランスͳͲの大
国にԉ助をٻΊるՄ能ੑがあること、そうͳれ͹ア
メリカでの領地、さらに๷備のബいカムチャツカ΍
オホーツクͳͲでは深ࠁͳػةが生͡るとड़べてい
る（フΝインベルグ前ܝஶ 134 ท）。フヴォストフは、
リシリー島でऍ์した日本人に通商要ٻॻを持た
ͤ、日本政府の൓応を引͖出そうとしたのであͬた
が、その݁Ռが出る前にプハーリンは彼らのߦಈを
このようにධՁしたのであͬた。

8 ݄ 27 日、܉事法ఊҕ員会は、フヴォストフに
ͭいて、1806 年 8 ݄ 8 日付͚のレβーノフのྩࢦ
にैͬてߦಈしたが、9 ݄ 24 日付͚の補足ྩࢦは
਱ߦしͳかͬたという݁࿦を出した。྆人はオホー
ツクからಀ๢し、ཌ年 5 ݄ペテルブルグに౸着し
たが、スウェーデンઓ૪のさͳかであͬたたΊに 2
人はフィンランドઓઢに೿ݣされた。チチャゴ海܉
大ਉは、フヴォストフとダヴィドフが日本人をऻܸ
したことはࡑであるとしたが、フィンランドઓઢで

をあ͛たޭ܉ 2 人に対してフィンランド方໘܉事
࢘ྩ官はঀ܄をਃ੥した。しかしアレクサンドル 1
世は、දজしͳいことが「日本人に勝手ͳ;るまい
をした」྆人に対する௄േにͳると൑அしたという

（フΝインベルグ前ܝஶ 135 ท）。
こうしたܦҢをΈると、日本人居留地ऻܸは、そ

の直後からロシアで΋厳しい൷൑にさらされていた
ということにͳる。

6.　カラフト襲撃の「助言」記事がもつ意義

レβーノフが力の外ަによͬて日ロ通商を開こう
とܭըし、フヴォストフら΋そのࣔࢦにैいͭͭ、
それが΋たらす栄༪に大͖ͳظ଴をࠐΊていたこと
は前ड़の通りである。しかし一方でレβーノフは、
為ߦՄͳく日本人居留地をऻܸするというڐఇのߖ
が൜ࡑとΈͳされるՄ能ੑにͭいて΋ೝࣝしてい
た。だからこそ彼は、൜ߦࡑ為のࣔࢦ੹೚をճආす
るたΊに、ಡΈようによͬては中ࣔࢦࢭと΋ड͚取
れるが、ٯに෩向͖次第では出ߤと΋延ظと΋ղऍ
で͖る、あいまいͳ 2 ճ目のࣔࢦॻを出して、਱
をおこࡦ੹೚をフヴォストフにෛΘͤるようͳըߦ
ͳͬたのであͬた。事件の੹೚௥及が࢝まると、࿐
米会社本部΋また、フヴォストフとダヴィドフの୳
ͳいという੠明を出したという܎とは一切関ୂݕ

（フΝインベルグ前ܝஶ 135 ท）。
フヴォストフऻܸ事件をΊ͙るロシア側のこうし

たಈ͖をΈると、長崎通ࢺがカラフトऻܸを「助ݴ」
したというロシア࢙料にͭいて΋、その৴ጪੑに大
͖ͳٙ೦を๊か͟るをಘͳくͳる。その఺をここで
੔理してお͖たい。

レβーノフ日記に長崎通ࢺからカラフトऻܸを
「助ݴ」されたという記事がଘ在しͳいことはઌに
ड़べたが、ͭ͡はレβーノフがロシア暦 1805 年 6
݄ 8 日付͚でアレクサンドル 1 世にఏ出した長文
のใࠂॻに΋、そのことは記されていͳい（「࢖અஂ

に対する日本政府の対応に関するݣ日ロシア࢖અ /�1� レ

βーノフのߖఇアレクサンドル 1 世΁のใࠂ」ロシア国立

海ࢿ܉料館蔵、h 日ロ࢙料ूʱ4、123 ท）。同ใࠂॻはレ
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βーノフが長崎を出ߤしたあと、サハリン南部のࢹ
てカムチャツカのペテロパヴロフスクに入港ܦを࡯

（1805 年 5 ݄ 25 日）した直後にఏ出されている。
レβーノフ࢖અஂが 1804 年 8 ݄ 26 日、長崎に向
͚てペテロパヴロフスクを出港してҎ߱のこと΍、
અஂの総ׅあるいは今後のల๬ͳͲを記した΋の࢖
であり、重要ͳ事߲は基本తに໢羅されたใࠂॻだ
といͬてよい。΋ͪΖん、ઌに঺介した幕府内部の
対立΍天ߖとক܉の関܎、通ࢺたͪからの「ఏҊ」
に΋ݴ及している。

しかしその「ఏҊ」の内༰は、「ウネメサマ（ࡃ
ঁ༷）」がࢮんだらロシアとの๵қが๬まれるよう
にͳるであΖうこと、通ࢺたͪはオランダ人をとお
してレβーノフに手紙をॻくこと、ආ೉船を૷ͬて
日本の港に立ͪدり幕府の൓応をうかがうこと、あ
るいはオランダの官ལの一員として出島に入ͬて৘
ใを収ूし、࣌ػをΈてレβーノフࣗ਎が松前に会
ஊに来ること、そうすれ͹通ࢺの୭΋がロシアに助
力するであΖう、といͬた事ฑであͬた。レβーノ
フ日記に記された内༰と大ࠩはͳい。΋しレβーノ
フが、カラフトから日本人を௥์ͤよ、それがޮՌ
తͳѹ力にͳる、といͬた۩ମతͳఏҊを長崎通ࢺ
からड͚ていたとしたら、「ఏҊ」のͳかで΋最高
度にエキηントリックͳ内༰であるから、ここに記
されͳいはͣはͳい。しかしそれがͳいということ
は、そのようͳ「助ݴ」がͳされͳかͬたからだと
。るのが、΋ͬと΋ࣗવͳことではͳいだΖうか͑ߟ

だとすれ͹、長崎通ࢺらによるカラフトをऻܸͤ
よという「助ݴ」は、࿐米会社によͬて作られた΋
のだということにͳる。ではͳͥ࿐米会社のใࠂॻ
には、あり΋しͳかͬたこと、あるいは、あͬたと
して΋ͤいͥい「Կらかのѹ力を」といͬたఔ度の
ことであͬたൃݴを、カラフトから日本人を௥い෷
͑という助ݴがあͬたとॻいているのだΖうか。

いま͑ߟられるのは、レβーノフがࣔࢦしたऻܸ
事件に関܎しているのではͳいかということであ
る。この࿐米会社のใࠂॻがॻかれたのはロシア暦
1808 年 7 ݄ 2 日である。オホーツク長官に߆ଋさ
れたフヴォストフとダヴィドフが、ಀ๢してペテル

ブルグに着いたのは同年 5 ݄のことであͬた。࿐
米会社はこのこΖに、この྆人の୳ୂݕとは一切関
人であると同࣌に܉ͳいとൃදしている。྆人は܎
࿐米会社のܖ໿社員で΋あͬたから、同社がऻܸ事
件の੹೚を໰ΘれることをճආしたかͬたのであΖ
う。

しかし、レβーノフ΋また࿐米会社の役員であͬ
た。ࣔࢦ੹೚は明白ͳのだが、そのࣔࢦはΈͣから
のൃҙではͳく、日本人通ࢺからの「助ݴ」に突͖
ಈかされた΋のであͬたとすることは、少しで΋レ
βーノフの੹೚をճආさͤることにͳりはしͳいだ
Ζうか。この࿐米会社のใࠂॻは、ߖఇのڐՄの΋
とにサハリン占領をすΈ΍かに࣮ߦしͳ͚れ͹、
ヨーロッパの他の国がઌん͡るՄ能ੑがあるとࠂܯ
している。レβーノフによるऻܸ੹೚の軽ݮをはか
りͭͭ、サハリン占領を国家ҙࢥとして࠶定ஔする
ҙਤであͬたようにࢥΘれる。

おわりに

Ҏ上、レβーノフ来ߤおよびその後のフヴォスト
フऻܸ事件にͭいて、主としてロシア࢙料に΋とͮ
͖ͳがらݕ౼して͖た。その݁Ռ、日ロ関܎および
日本のঢ়گにͭいて、日本側記録だ͚では見͑てい
ͳかͬたいくͭかの࿦఺を೺Ѳすることがで͖た。

レβーノフに対し幕府が通商ڋ൱のճ答をしたこ
とにͭいて、長崎通ࢺ΍ݻܯ兵だ͚ではͳく、長崎
商人を࢝Ί、౎から஘ͤ参͡ていた多くの商人΋大
͖くམ୾し、幕府΁ڧいෆ満を΋らしていたと、ロ
シア࢙料には出てくる。のͪのゴロヴニン事件にࡍ
してロシア海܉士官リコルドにัറされた高田屋嘉
兵衛΋、幕府のڋ൱ճ答には日本人商人の多くがམ
୾したとূݴしていた。

とくにこの࣌ظは、ヨーロッパにおいてフランス、
オランダ、イギリスがަઓঢ়ଶにあり、アジアで΋
オランダのڌ఺であͬたバタヴィアがイギリス艦ୂ
のܸ߈をड͚たこと΋あͬて、オランダ船の長崎入
港が్ઈ͑がͪであͬた。したがͬて、レβーノフ
の来ߤによͬてロシアとのަқが開かれるか΋しれ
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ͳいとظ଴を๊いた日本人商人たͪがଘ在したこと
は間ҧいͳいだΖう。΋ͪΖんそれが日本人一ൠの
世࿦だͬたΘ͚ではͳいにして΋、ロシアをܴ͑る
日本人のࢥ࿭の多༷さを֬ೝする手がかりにはͳる

だΖう。
（初出 :「レβーノフ来࢙ߤ料にΈる朝幕関܎と

長崎通ࢺ」、寺山ีګ編ʰ開国Ҏ前の日ロ関܎ 、ɦ
東北アジアڀݚシリーζ 7、2006 年）
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三　若宮丸漂流民善六とゴロヴニン事件

1.　『北夷談』附図に描かれたリコルド一行

市立വ館ਤॻ館に、h北
ㆻㆎ

夷
ㆂ

ஊ
ㆠ㇓

とɦいう記録がある（国
立ެ文ॻ館デジタルアーカイブではʰ北夷ஊʱ全 7
、がެ開されている）。ஶ者は松田伝十郎といい࡭
箱館奉ߦ支഑ௐ役下役をۈΊる幕府役人であͬた。
この記録は、幕府が東蝦夷地の支഑権を松前藩から
取り上͛て幕府の直׋地とした 1799 年（寛政 11）
に࢝まり、蝦夷地が࠶び松前藩に෮領した 1822 年

（文政 5）でऴΘͬている。松田伝十郎は幕府直׋
化とと΋に蝦夷地にはいり、厚

ㆀㆤ

岸
㆐㆗

会所΍୒
ㆆㆨ

ଊ
㇍ㆵ

会所ͳ
ͲにۈΊているが、間宮林蔵とڞにא太୳ݕに΋ै
事した人物である。h 北夷ஊʱには、こうした一連
のಈ͖がॻ͖留Ίられており、幕府による蝦夷地支
഑の࣮ଶを知ることがで͖る貴重ͳ記録である。だ
が本ߘで注目したいのは、ͭ͡はこのʰ北夷ஊʱと
ηットにͳͬているෟਤの΄うである。
ʰ北夷ஊʱෟਤには、1813 年（文化 10）9 ݄、

ロシアの海܉士官リコルドが、日本にनΘれた上官
のゴロヴニンを引͖取りに来たと͖の༷子がඳかれ

ている。箱館（വ館）湾に現れたロシア܉艦ディア
ナ߸の࢟΍、同湾をݻܯする弘前藩と盛岡藩の御

ㆈ

備
㆝ㆪㆆ

৔
ㆰ

の৘ܠ、ゴロヴニンのサーベルͳͲが࠼色ը
としてඳかれている。このෟਤの作者がʰ北夷ஊʱ
本文と同༷に松田伝十郎であるのかͲうかは定かで
はͳいが、この絵のͳかでಛに注目したいのは、箱
館に上陸したリコルド一ߦの࢟である（ෟਤはʰ北
夷ஊʱ第 5 巻にある）。

ここには 18 人のロシア人の࢟がඳかれており、
日࿐ަবにྟΉۓ張したงғ気を漂Θͤているが、
ෆٞࢥͳことに、そのͳかの 1 人だ͚が異༷ͳ΄
Ͳ小ฑにඳかれている。他の 17 人はいͣれ΋ࠊに
サーベルを下͛ているので܉人であることはす͙に
Θかるが、この 1 人だ͚がサーベルを下͛ていͳい。
いͬたいこの小ฑͳ人物は୭ͳのか。

2.　ゴロヴニン幽囚と高田屋嘉兵衛の捕縛

絵の分ੳに入る前に、ゴロヴニンが日本側にัറ
され、リコルドがそのऍ์をٻΊて箱館に来ߤする
までのܦҢを؆୯に見ておこう（木崎良平ʰ仙台漂民

ਤ �ɹശؗʹ্཮ͨ͠リίϧυͱّဘฌ ਤ �ɹശؗʹ্཮ͨ͠ળ࿡
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とレβノフʱ౛水ॻ房、1997 年、ゴロヴニンஶ・徳力ਅ太

郎༁ʰ日本ဳ࣮ྂ記ʱ上下、ߨஊ社ֶज़文庫、1987 年ͳͲ）。
第一ճݣ日࢖અラクスマンが根室に来ߤしたのに

ଓいて、ロシアが通ަをٻΊて第二ճݣ日࢖અレ
βーノフを長崎に೿ݣしたのは 1804 年（文化 1）
9 ݄のことであͬた。だが幕府にあ͑ͳくڋ൱され
たレβーノフは、ཌ年 3 ݄、ۭしくカムチャツカ
に໭ることにͳͬた。΋は΍力ͣくで通ަをٻΊる
しかͳいと͑ߟたレβーノフは、海܉কߍフヴォス
トフ中җとダヴィドフ少җに、א太で日本船をম͖
౼ͪし、日本人をัྂとすることを໋͡たのである。
彼らは 1806 年とཌ年に、א太と୒ଊ島の日本人居
留地をऻܸしてུୣしたり、住宅΍倉庫をম͖౼ͪ
し、日本人をัྂにした。

こうした事ଶをう͚て、ロシアに対する日本側の
度に高まるのは当વのことだが、1811ۃռ৺がܯ
年、沿海ௐࠪのたΊに千島列島を南下して͖たディ
アナ߸の艦長ゴロヴニンが国

ㆎㆪ

後
㆗㇊

島
ㆨㆄ

に上陸すると、同
島のݻܯにあたͬていた幕府役人にัറされたので
あͬた。ディアナ߸に残ͬていたたΊに೉を໔れた
෭官のリコルドは、オホーツクに໭ると、艦長をऍ
์さͤるたΊに、ઌにフヴォストフらがัྂにして
いた日本人五郎治΍、カムチャツカに漂着していた
摂津国歓喜丸乗組員 6 人を乗ͤて国後島に࠶来し
た。彼らを上陸さͤてऍ์ަবの͖ͬか͚をಘよう
としたのだが、五郎治らが日本側に収༰されただ͚
で、ゴロヴニンのղ์をಘることはで͖ͳかͬた。
そのたΊリコルドは国後島の沖合を通りかかͬた日
本船をऻܸし、高田屋嘉兵衛ら 6 人を፮கしてカ
ムチャツカに連ߦしたのであͬた。

連ߦされた高田屋嘉兵衛がまͬたくಈ͡ることͳ
く、ಊʑとリコルドに対応し、ͭいにはゴロヴニン
のऍ์΍日࿐関܎のվ善にݙߩしたことは、よく知
られた࢙࣮である。嘉兵衛の助ݴを入れたリコルド
は、フヴォストフらのऻܸ事件がロシア政府の໋ྩ
による΋のではͳく、彼らのݸ人త൜ࡑであること
をイルクーツク民政長官がද明するよう、オホーツ
ク長官に仲介をґཔした（フヴォストフのא太ऻܸ
事件にͭいては本ॻ第二ষ参照）。その文ॻを持ͬ

て日本に向かい、ゴロヴニンをऍ์するよう幕府と
ަবすることにͳͬたのである。

1813 年 5 ݄、リコルド΍高田屋嘉兵衛らの乗ͬ
たディアナ߸は国後島に直ߤし、松前から出向いて
͖た幕府役人とゴロヴニンのղ์にͭいてަবを開
࢝した。その੮で幕府役人は、フヴォストフ事件に
ロシア政府が関与していͳいことをূ明するެ文ॻ
をٻΊた。嘉兵衛の༧ଌ通りの対応を幕府がΈͤた
たΊ、リコルドは嘉兵衛を国後に残してオホーツク
に向かい、イルクーツク民政長官とオホーツク長官
のެ文ॻを入手して、࠶び日本に向͚て出ൕした。

リコルドの乗ͬたディアナ߸が箱館港に࢟を現し
たのは、1813 年 9 ݄ 11 日のことである。国後か
ら箱館に移ͬていた高田屋嘉兵衛の出ܴ͑をう͚、
ゴロヴニンղ์に向͚た幕府役人との༧備ަবは順
ௐにਐんだ。9 ݄ 20 日、松前奉ߦ所高官との会見
がηットされ、ަবは大詰Ίをܴ͑ることにͳる。
この日、リコルドは初Ίて箱館に上陸したのであͬ
た（平川新ʰ開国΁の道ʱ第三ষ、小ֶ館、2008 年）。

3.　リコルドの上陸をめぐる日露の記録

ʰ北夷ஊʱෟਤに収Ίられているリコルド一ߦ上
陸のਤは、h 北夷ஊʱの本文ではͲのようͳઆ明が
ͳされているのであΖうか。幸いͳことに、ত和
19 年に「北門૓ॻ」の一࡭（大友喜作編ʰ北夷ஊ・北

蝦夷ਤઆ・東蝦夷夜࿩ʱ北光ॻ房）として、大友喜作ࢯ
のղઆ付͖で本文が຋ࠁされているので、そこから
関連部分を঺介しておこう。

一、未の年クナジリ島にてัԡ΁し࿋西ѥ人、帰
国に੒る。ܴͻ船箱館͑渡来のഺに付、同所຦
はさるに付、路中ෟఴਃ渡され、下役村上貞ݣ
助、在住ۈ方上原熊次郎、外に同৺組頭壱人、
同৺六人ঌ連れ、ଖ外津軽家兵士壱人、足軽小
頭一人、足軽五人్中ݻܯし、八݄十七日松前
ද出立のॲ、無ผ৚同೓日箱館͑ஶ、同所詰ௐ
役坂本ၚ之助、三浦喜十郎͑引渡し、吟ຯ役׷
本兵五郎΁ಧஔてཱྀ宿΁引とる。
　࿐西ѥ人名前
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　　役名　カώタン
　　੏名　ワシレイ・メハロウイチ・ガハビン
　　役名　レイチヤナント
　　੏名　ώヲトロ・ώヲトロイチ・モウル
　　役名　シトルマン
　　੏名　アンテレエ・イリイチ・レフニコウ
　　マドロス　
　　　　　シイモノフ
　　　　　シカエフ
　　　　　マカロヲフ
　　　　　ワシンエフ
　　ʒ
　　　ラソワ夷　ヲロキη
　　Ҏ上　八人
箱館の方ެ用済て八݄೓六日出立して松前΁帰
村す。

一、異国船箱館持ウスシリ͑見΁しよし、注ਐ有
りて、鎮台備後守箱館΁出張に付͖、手ෟをਃ
渡され、九݄十三日松前出立有り、当ผ村ヤケ
ナイ、有川村、南郡

ㅭ部力ㅮ

、津軽྆家御ݻΊ所台৔८
見有り。同十六日亀田村ਞ屋にて小休之ॲ、異
国船箱館沖΁見΁るஈ注ਐに付、直に出立、同
日฻合に箱館にஶ有しॲ、異国船夜に入׾入

ㅭ ㈠ ㈠ ㅮ

ࡳ
（ママ）してֻりしஈ見ಧの物注ਐ有り、൪舟
౳出しݻܯし、陸は所ʑに幕張、ٷ、మ๒の御
備厳重にして、南部、津軽྆家御ݻΊ人数張൪
あり。

一、今度渡来の࿋西ѥ船の大ক名前左の通、΁う
と路いΘの市イリコロト、在留の者ܴ͑として
来たりしとい;。

一、在留の࿋西ѥ人、役所΁ݺ出し、鎮台備後守
左之通ਃ渡す、ڈる卯年、蝦夷地͑渡来してཚ
๫いたͤし者Ͳ΋、王໋を੥渡来するにあらͣ、
海଑同༷之者にて帰国之上࢓ஔに΋੒りし由、
る未年クナジリ島におΙてঌัし者Ͳ΋は全ڈ
਋水にׇし、地方΁ͤدしよし分かるに付、帰
国ਃ渡し、今度来りしイリコロト͑渡しݣすஈ
ਃ渡し有り。

一、当日には沖の口൪所΁吟ຯ役高橋三平、׷本

兵五郎、ଖ外ௐ役Ҏ下出੮有り、外通海岸൪所
前は南部、津軽྆家、厳重にݻΊ有り、今度来
りしイリコロト初Ί、筆者、通ࢺ役、ଖ外マド
ロスまで上陸し、在留の者引渡しのਃ渡済、ଈ
、内出ൕ׾度して࢓直に船、͖ߦ元船΁連れࠁ
その夜׾口に船ܨして、ཌ朝西෩にて˘͖ߦ、
見ಧ之者帰てൕܗ見΁ͣ、˘ߦしஈಧる。

　　　ෟ、箱館׾内΁ヲロシヤ舟ܨ৔䮒଺船のਤ、
沖の口御൪所΁上陸のਤ、右に付御ݻΊの
৔所䮒南部、津軽྆家御ݻΊ人数張൪のਤ
౳左の͝とし。

一、鎮台備後守࿋西ѥ一件事済て、手ෟ一同、十
݄十日箱館ൃ足、鷲ノ木村まで८見有り、同
十七日松前ද΁帰館有り。

国後島でัറされたのは、ゴロヴニン（ガハビン）
と彼の部下 6 人、それにҊ内役であͬたラショワ
島のアイヌ（ňラソワ夷ŉ）1 人の、合ܭ 8 人であͬ
た。彼らをܴ͑にロシア船が箱館に来るので、h 北
夷ஊʱのஶ者松田伝十郎らは、8 ݄ 17 日に、༓閉
している松前から箱館まで 8 人を護ૹしたという。
この࣌ظはまだリコルドの乗ͬたディアナ߸は箱館
に来ていͳいから、6 ݄の国後島での༧備ަবです
でにऍ์に合ҙしており、箱館で引͖渡す໿ଋに
ͳͬていたことがΘかる。その後、松田らはいͬた
ん松前に໭ͬているが、9 ݄ 16 日にロシア船来ߤ
のใをड͚て࠶び箱館に入り、引͖渡しの৔を目ܸ
することにͳる。

とこΖで、右のʰ北夷ஊʱ本文五ஈམ目に記され
た「当日」の༷子を見ると、箱館奉ߦ所吟ຯ役高橋
三平と׷元兵五郎ら幕府役人が଴ͪड͚るͳかを、

「イリコロト（リコルドのこと─筆者注）࢝ Ί、筆者、
通ࢺ役、ଖ外マドロス」が上陸し、ゴロヴニンらの
引͖渡しをう͚たあと、ただͪに「元船」（ディア
ナ߸）まで連れてい͖、す͙に出ൕしたとある。

この日本側の記録に対応するのが、リコルドの「日
本沿岸ߤ海および対日折ি記」（ゴロウニンஶ・徳力ਅ

太郎༁ʰロシア士官の見た徳川日本ʱߨஊ社ֶज़文庫、

1985 年、に所収。Ҏ下「対日折ি記」とশす）である。
そこには引͖渡し当日（日本暦で 9 ݄ 26 日）のこ
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とが、次のように記されていた。
十二࣌、ࢲはサヴェリエフ܅と通༁のキη
リョーフをै͑、護衛兵は一人΋連れͣにࢲは
儀ྱఖに乗り、ަব用の白旗を揚͛て、これま
で二度日本の྆高官と会見した家΁向かͬた。
日本側はզΘれを永くは଴たͤͳかͬた。間΋
ͳく例の広間΁日本人のัྂとͳͬていたゴロ
ヴニン艦長と྆士官が連れて来られた。ʙその
あと高橋三平と׷本兵五郎の྆吟ຯ役から正ࣜ
にࢲは同๔をड͚取ͬた。

（「対日折ি記」320 ท）
上陸したのは部下のサヴェリエフと通༁のキη

リョーフ、それに白いަব旗を΋ͬた水兵とͳͬて
いる。日本側の引͖渡し役として高橋三平と׷本兵
五郎の名前をあ͛ている఺は、h 北夷ஊʱと同͡で
ある。೦のたΊにゴロヴニンの手記の当֘Օ所をΈ
ると、「数分後にリコルド܅がサヴェリエフ܅と通
༁キηリョーフその΄か少数の水兵を連れて౸着し
た」（h 日本ဳ࣮ྂ記ʱ下、238 ท）とある。΍はりそれ
΄Ͳの人数ではͳかͬたというॻ͖方であり、松田
伝十郎、リコルド、ゴロヴニンの日࿐三人の記事の
一க度は高い。同͡現৔に立ͪ会ͬていたのである
から関܎者のূݴが一கするのは当વか΋しれͳい
が、日本側の記録と外国の記録がここまで一கする
例はそれ΄Ͳ多くはͳいだΖう。

だが、文ࣈ記録のこうした一க度の高さに比べる
と、h 北夷ஊʱෟਤにඳかれたリコルド一ߦ上陸の
৘ܠは、これら三ͭの記事とは明らかに異ͳͬてい
るといΘ͟るを͑ͳい。引͖渡し日の上陸者は正֬
ではͳいが、右の三ͭの記事を見るか͗り、リコル
ドを入れて΋ 4 人か、若ׯ増͑るఔ度であΖう。
だが、h 北夷ஊʱෟਤには、18 人΋の人物がඳかれ
ている。ಛに๋ॐをした儀ဘ兵 10 人のଘ在は大͖
い。΋し引͖渡し日に、これだ͚の儀ဘ兵が上陸し
ていれ͹、リコルドの「対日折ি記」がまͬたく৮
れͳいということはあり͑ͳいだΖう。ͭまり、引
͖渡し日に儀ဘ兵は上陸していͳいのではͳいかと
いうことである。だとすると、h 北夷ஊʱෟਤがඳ
いた上陸の৘ܠは、いͬたいいͭの΋のͳのかとい

うことにͳる。
「対日折ি記」によると、リコルドは箱館に 3 ճ

上陸している。1 ճ目は日本暦の 9 ݄ 20 日におこ
ͳΘれた松前奉ߦ所高官との会見の日、2 ճ目は 9
݄ 24 日にゴロヴニンとの໘会をڐされた日、3 ճ
目がゴロヴニンらがऍ์された 9 ݄ 26 日である。
3 ճ目の上陸にͭいてはઌに見たので、1 ճ目と 2
ճ目の༷子にͭいて「対日折ি記」から঺介してΈ
よう。まͣ 1 ճ目の 9 ݄ 20 日の記事である。

　ཌ日（日本暦九݄二ʓ日）十二࣌͝Ζ、いΖ
いΖの旗を立てた奉ߦの儀ྱఖに乗ͬて、高田
屋嘉兵衛はディアナ߸に΍ͬて来た。すͬかり
盛૷した嘉兵衛は船室に入るとࢲに向かͬて、
海岸の会見にࢦ定された家屋の上に旗が揚がͬ
てから出ൃすれ͹よいのです、とͬݴた。
　ͪΐうͲ十二࣌、զΘれはその旗をೝΊた。
し͹らくしてࢲは二名の士官と、通༁と、十名
の武૷した水兵をै͑て奉ߦの儀ྱఖに乗りࠐ
んだ。（中ུ）
　会見の৔所にࢦ定された家屋は、海岸の๣の
石の෈頭の横にあͬた。（中ུ）
は白旗を持ͬた下士官に上陸を໋͡、次いࢲ　
で武૷した護衛兵と、܉旗を持ͬた下士官を上
陸さͤ、それらの後からࣗࢲ਎が上陸し、後Ζ
に士官たͪがଓいた。家の入口の前に二本の旗
を͛ܝて一列横ୂに並んだ儀ဘ兵は、ࢲが前を
通ると๋͖͛ॐのྱܟをした。

（「対日折ি記」304 ท）
これによると箱館奉ߦ所高官とのަবのたΊに上

陸したのは、白旗持ͪの下士官 1 人、儀ဘ兵（武
૷した水兵）10 人、܉旗持ͪの下士官 1 人、士官
2 人、通༁ 1 人、それにリコルドを入れて合ܭ 16
人とͳる。この前日、高田屋嘉兵衛と上陸の打ͪ合
Θͤをしたさい、リコルドは次のように答͑ていた。

　これに対しࢲは、「ࣗ分がै͑てߦくのは小
ॐを持ͬた兵十名、܉艦旗とަব用の白旗を๋
持した下士官二名、および二名を௒͑ͳい士官
と日本ޠの通༁で、これらの者は上陸する」と
਎は、高官からਃし出のあͬたࣗࢲ」、明しݴ
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奉ߦ所の儀ྱఖに乗ͬて所定の会見৔所にෝく
ことに同ҙする。

（「対日折ি記」296 ท）
「小ॐを持ͬた兵十名」というのは、儀ဘ兵 10

人のことである。それに海܉旗とަব旗を΋ͭ 2
人の下士官、および 2 人の士官と日本ޠ通༁を伴ͬ
て上陸すると͛ࠂている。΍はり、全部で 16 人で
ある。

では、ゴロヴニンとの໘会がڐされた 2 ճ目の
上陸࣌はͲうか。

　そのཌ日（日本暦九݄二三日）、このଚܟす
べ͖日本人（高田屋嘉兵衛のこと─筆者注）は
また΋΍خしいニュースを持ͬて来た。彼は二
人の高官の名代として、明日、Ҏ前会見のߦΘ
れた家で、ࢲとゴロヴニン艦長および付͖ఴい
の水兵二人が、ट੮通༁村上貞助、ֶ者たͪお
よび下ڃ官ལの立会いの΋とで会見することが
ܾ定していること、および嘉兵衛ࣗ਎が奉ߦの
儀ྱఖでࢲをܴ͑に来ること、そしてࢲが๬Ή
ͳら前ճと同数の武૷兵員をै͑ることがڐさ
れること౳をਃし伝͑た。
はこれに対し嘉兵衛に次のようにฦ答をしࢲ　
た。
తͳ΋のであるかࢲ定されている会見はࢦ」　
ら、ࢲとしてはผのࣜܗで上陸しͳ͚れ͹ͳら
ͳい。܉旗とަব旗は儀ྱఖの所定の৔所に立
てるが、ࢲは艦長ൿॻの士官一人と水兵五人を
連れてߦく。これら水兵には小ॐは持たͤͣ、
ただัྂとͳͬた二人の同྅との࠶会の喜びを
ຯΘΘͤて΍るたΊに連れてߦくだ͚である」。
　ཌ朝（日本暦九݄二四日）十࣌͝Ζ、善良ͳ
高田屋嘉兵衛は例の奉ߦの儀ྱఖで΍ͬて来
た、ࢲは前にܾΊた員数をै͑、ަব旗と܉旗
を立てて଴ͪ๬んだゴロヴニン艦長と会見をし
ようと、陸岸に向かͬた。

（「対日折ি記」310 ท）
2 ճ目の上陸で΋ 1 ճ目の࣌と同人数の上陸がڐ

されると嘉兵衛は͛ࠂているが、リコルドは幕府役
人との正ࣜͳ会ஊではͳくゴロヴニンとのݸ人తͳ

໘会にす͗ͳいとして、儀ဘ兵΍旗持ͪを上陸さͤ
ていͳい。リコルドとॻ記と 5 人の水夫だから、
合ܭ 7 人であͬた。೦のたΊにゴロヴニンのʰ日
本ဳ࣮ྂ記ʱで΋֬ೝすると、「ࢲたͪが着いて間
΋ͳく奉ߦ用儀ྱఖでリコルド܅が౸着した。士官
はサヴェーリェフ܅一人だ͚で、あとは通༁キη
リョーフと少人数の水兵がͭいて来た」（下、228 ท）

とある。΍はり、それ΄Ͳの大人数ではͳい。
Ҏ上見たとこΖによると、1 ճ目の上陸は 16 人、

2 ճ目は 7 人、3 ճ目は 4 人ఔ度であͬた。だが、h北
夷ஊʱෟਤには 18 人がඳかれている。΋は΍この
人数を一கさͤるすべはͳい。しかし、儀ဘ兵を連
れて上陸したのは 2 ճ目の箱館奉ߦ所高官との会
見࣌だ͚であるから、ෟਤのඳくリコルド一ߦ上陸
のਤはこのと͖の΋のだとΈͳすのがଥ当であΖ
う。上陸人数のҧいにͭいては、リコルドとෟਤの
いͣれのޡりであるのかを֬定することはで͖ͳい
が、詳細ͳ日記を付͚ていたリコルドの記録の΄う
が৴ጪੑが高いとΈͳしてお͖たい。

4.　小柄な人物は善六か

リコルド一ߦ上陸のਤが、1813 年 9 ݄ 20 日の
༷子をඳいた΋のであることは֬定で͖た。ではこ
こで最初の໰୊にか͑ͬて、同ਤにඳかれた人物に
ͭいてݕ౼することにしたい。
ʰ北夷ஊʱෟਤのリコルド一ߦの絵を初Ίて見た

のは、兵庫県立博物館で開࠵されたʰ߽商高田屋嘉
兵衛ʱలのਤ録（兵庫県立博物館、2000 年）であͬ
た。ロシア兵一ߦのͳかの小ฑͳ人物が気にͳͬて
ਤ録のղઆに目を通すと、次のようにॻかれていた。

（前ུ）この北夷ஊෟਤにはゴローニンのサー
ベル、ディアナ߸の絵ͳͲがඳかれているが、
ಛに注目されるのは、文化 10 年（1813）9 ݄
20 日ʤӄ暦ʥにゴローニン事件ղܾのたΊに
箱館奉ߦ所΁会見に向かうリコルドら一ߦの࢟
である。旗を持๋ͪॐする儀ဘ兵の中を鳥ӊ๧
子をඃͬたリコルドとਵߦ員五名がਐΉ。その
最後尾の小ฑͳ人物は、通༁のキηリョフ（日
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本人で本名は善六）とࢥΘれる。（後ུ）
このղઆのࣥ筆者である同博物館の神戸Ղ文ࢯ

は、小ฑͳ人物を善六ではͳいかとਪ定していた。
善六というのは、1794 年（寛政 6）にロシアに

漂着した石巻若宮丸の乗組員の 1 人である。江戸
向͚の米΍ࡐ木を積んで石巻を出ൕした΋のの、塩
屋崎沖（いΘ͖市）でཛྷにૺͬて଩を折られ、෩ま
かͤ波まかͤで太平洋をさまよい、半年間の漂流の
あと、アリューシャン列島に漂着したのであͬた。
乗組員 16 人は全員が島民に救助されたのだが、3
日後に船頭の平兵衛がපࢮした。その後、ロシアの
役人に保護されてオホーツク港に渡り、さらにシベ
リアの中৺౎市であるイルクーツクにૹられたが、
1 人が్中のヤクーツクでපࢮし、イルクーツクに
たͲりͭいたのは 14 人であͬた。1796 年（寛政 8）
のことだが、彼らはそれから 8 年間、同地に଺在
することにͳͬた。

若宮丸乗組員がݣ日࢖અレβーノフに伴Θれて長
崎にૹ還されたのは、1804 年（文化元）のことで
ある。だが帰国したのは4人だ͚であͬた。イルクー
ツクに଺在していた 14 人のうͪ 1 人は 1799 年（寛
政 11）にࢮ๢しており、3 人はප気で残留を༨儀
ͳくされた。残る 10 人がペテルブルグでアレクサ
ンドル 1 世に引見されたのだが、ߖఇに対して帰
国のҙࢥをද明したのは 4 人だ͚で、あとの 6 人
は長いߤ海΁のෆ安を理由に、Έͣからロシア΁の
帰化をر๬したのであͬた。長いロシア生׆のͳか
でロシア正ڭの洗ྱをड͚ていたり、ロシアঁੑと
݁ࠗしたりするͳͲ、残留をબ୒ͤ͟るをಘͳいそ
れͧれの理由があͬたのである。こうして若宮丸漂
流民一ߦは帰国組とロシア残留組に分かれることに
ͳͬたのだが、残留組のͳかに前ड़の善六がいたの
であͬた。

若宮丸の善六が 1813 年にリコルドの通༁として
箱館に上陸したことは、すでに知られた事࣮である

（木崎良平前ܝஶ、大島װ༤ʰ࿐西ѥから来た日本人ʱኍ済

ಊ出൛、1996 年）。だがʰ北夷ஊʱෟਤに彼の࢟をඳ
いた絵があるというのは、΄とんͲ知られていͳ
かͬた。それだ͚に兵庫県立博物館のਤ録をΈてڻ

か͟るを͑ͳかͬたし、この小ฑͳ人物を善六では
ͳいかとࢦఠした神戸ࢯの؟ܛにはܟҙをදした
い。

東北大ֶ東北アジアڀݚηンターでは「前近代に
お͚る日࿐ަ流ࢿ料のڀݚ」というプロジェクトを
立ͪ上͛、開国Ҏ前の日࿐関܎に関するࢿ料を収ू
しており、また市民有志による「石巻若宮丸漂流民
の会」が 2001 年にൃ足して、若宮丸漂流民΁の関
৺を盛り立てている。ロシアҎ外΁の漂着΋ؚΊて、
漂流民一ൠに対する関৺の高まり΋ݦஶだが、そう
したͳかで、ロシアに帰化した漂流民をඳいた絵が
あͬたとͳれ͹、͖ΘΊて大͖ͳҙ義を΋ͭ。漂流
民໰୊をޠると͖に、ヴィジュアルͳࢿ料は大͖ͳ
ഭ力を΋ͬてイメージをىשするからである。しか
しそのたΊには、この小ฑͳ人物が間ҧいͳく善六
であるというূ明がෆՄܽである。そこでҎ下に若
のਪଌを࣮֬ͳ΋のとしࢯを加͑て、神戸ূߟのׯ
てお͖たい。

5.　通訳としての善六

善六がྺ࢙のද෣台に引͖ͤدられていくのは、
ゴロヴニンと高田屋嘉兵衛のัറという日࿐間のฆ
૪がػܖであͬた。リコルドの「対日折ি記」のͳ
かで善六は、イルクーツクにいる日本ޠ通༁として
現れてくる。

（高田屋嘉兵衛をカムチャツカに連ߦしたあと

─筆者注）ࢲは๣
㆝ㆰ

に日本ޠの通༁がいͳいこと
を൵しんだ。イルクーツクに日本ޠの通༁はい
るが、遠ڑ཭のたΊ来年のՆまでカムチャツカ
に౸着することはで͖ͳいのであͬた。

（「対日折ি記」239 ท）
リコルドは日本ޠをղͤͣ、高田屋嘉兵衛はロシ

アޠをしΌべれͳい。だからこそリコルドは、イル
クーツクにいる日本ޠの通༁がここにいれ͹と残೦
がͬたのである。おそらくリコルドは善六と໘ࣝが
あͬたはͣである。1811 年にゴロヴニンが日本側
にัറされたあと、リコルドはオホーツクからイル
クーツクにෝ͖、今後の対ॲにͭいてイルクーツク
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民政長官と相ஊしている。そのと͖、Ҏ前にフヴォ
ストフにัറされてヤクーツクにいた五郎治を、日
本にૹ還するからとイルクーツクにݺびͤد、善六
宅にし͹らくد留さͤたのであͬた。リコルドはཌ
1812 年早ʑに五郎治を連れてオホーツクに向かͬ
たが、五郎治は善六宅にいたのだから、とうͥんリ
コルド΋善六に会ͬていたにҧいͳい。しかし同ߦ
したのが五郎治だ͚にͳͬたのは、善六には帰国の
ҙࢥがͳく、ゴロヴニンとのަ׵要員にすることが
で͖ͳかͬたからであΖう。前ड़のように、その五
郎治には国後島でまんまとಀ͛られてしまͬたので
あͬた。

1813 年、嘉兵衛らを伴ͬて国後島に࠶来したリ
コルドに対して幕府役人は、フヴォストフらのऻܸ
事件はロシア政府の関与する΋のではͳいとするห
明ॻを持参するようٻΊている。幕府は、一連のऻ
ܸ事件をフヴォストフらによるݸ人త൜ࡑとするこ
とで日࿐間のฆ૪をऴଉさͤようとしていたのであ
る。そこでリコルドは、嘉兵衛を残して国後を出ൃ
しオホーツクに向かͬた。

イルクーツク民政長官とオホーツク長官から松前
奉ߦにあてたॻ؆を手に入れたリコルドは、オホー
ツクをൃͭにあたり一人の人物を乗ͤた。リコルド
の「対日折ি記」には、

　日本ޠを通༁するたΊ、イルクーツクから೿
んࠐされた日本人キηリョーフが本艦に乗りݣ
だ。 （「対日折ি記」278 ท）

とある。イルクーツクにいる日本ޠの通༁キη
リョーフが、リコルドの船をオホーツクで଴ͬてい
たのである。「対日折ি記」によるとリコルドは、
5 ݄にカムチャツカをൃͬて国後に向かう前に、オ
ホーツク長官に対してイルクーツク民政長官のॻ؆
を४備するよう要੥していた。それ΋高田屋嘉兵衛
の助ݴだͬたというから、嘉兵衛の見通しの֬かさ
はڻ୰に஋する。当初リコルドは嘉兵衛とڞにオ
ホーツクに立ͪͬدてこのॻ؆をड͚取り、そこか
ら日本に向かうことにͳͬていたが、༧定をมߋし
て直઀、国後島に向かͬたのである。そのたΊにリ
コルドは、長官のॻ؆をड͚取りに国後から໭ͬて

͖たのであͬた。このい͖さͭからΈると、リコル
ドはイルクーツク長官のॻ؆を४備さͤただ͚では
ͳく、イルクーツクにいる日本ޠ通༁΋オホーツク
にݺびͤدるよう要੥していたのだΖう。

とこΖで、イルクーツクでキηリョーフとݺ͹れ
た日本ޠ通༁が若宮丸漂流民の善六であることは、
これまでによく知られた事࣮である。1796 年にイ
ルクーツクでロシア正ڭの洗ྱをड͚た善六は、名
付親の੏を΋らͬて、ピョートル・ステフΝノヴィ
チ・キηリョーフと名乗ͬた。その直後に善六は、
同地の日本ߍֶޠのڭ師補にͳͬている（前ܝ木崎

良平ஶ）。1803 年、津太夫ら四人が南米のホーン岬
由で日本にૹ還されたと͖、善六はカムチャツカܦ
まで同ߦしたが、そこで下船した。他の漂流民とト
ラブルがあͬたからだと΋されているが、キリスト
の洗ྱをड͚た日本人が長崎港に入るのは大͖ͳڭ
、しͳ͚れ͹ͳらͳかͬただΖう。だがޛを覚ݥة
それから 10 年後のいま、善六はリコルドのݺび出
しをう͚、通༁として日本に向かおうとしている。
蝦夷地とはい͑、日本の地である。善六にはظする
。いがあͬたにͪがいͳいࢥ

船が箱館に近ͮくと、高田屋嘉兵衛が幕府役人と
に小船で出ܴ͑、ディアナ߸に乗船して͖た。「今ڞ
度は通༁キηリョーフの助͚があるので、Ҏ前より
はるかに౎合よく、Կ事で΋࿩し合͑た」（「対日折
ি記」289 ท）とリコルドはいう。カムチャツカに
いた半年の間に、リコルドと嘉兵衛は十分ͳ会࿩が
で͖るようにͳͬていたというが、΍はり通༁とし
てのキηリョーフの役ׂは大͖かͬた。

松前奉ߦ所は高田屋嘉兵衛に、幕府役人とリコル
ドの正ࣜ会ஊをͲのようͳܗで開࠵するかという༧
備ަবをするよう໋͡た。リコルド一ߦの上陸の࢓
方、儀ဘ兵のॐはͲうするか、૒方のѫࡰのࣜܗは
ͲうするかͳͲの儀ྱతͳ໰୊だ͚ではͳく、ۺを
୤͙かཤいたままかといͬた生׆श׳のҧいまで細
かにௐ੔されている。嘉兵衛とリコルドの間では、
こうしたަবが通༁キηリョーフを通してͳされた
のである。

かくして 9 ݄ 20 日、松前奉ߦ所高官との会見が
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ηットされたが、その前日、リコルドと通༁キη
リョーフの間では、次のようͳドラマチックͳ会࿩
がަΘされている。

　さてここでࢲとしては、通༁キηリョーフの
運໋にͭいてݒ೦しͳ͚れ͹ͳらͳくͳͬた。
キリストڭにվ宗し、異国で官৬にबいた日本
国民に対する日本の法཯の厳֨ͳことをࢲは知
らͳいΘ͚ではͳかͬた。キηリョーフ܅はロ
シア΁の৴奉から、彼が຋༁するॻ؆その他に
は、ロシアで生まれた日本人の児とॺ名はして
いるが、日本ޠをよく知ͬていることをΈれ͹、
ᗽᘊͳ日本人にす͙に正ମを見破られるであΖ
うから、さすれ͹彼にとͬて最΋ڪΖしい݁Ռ
をটくことにͳるだΖう。
ͬݴてͤدびݺはキηリョーフをࣗ室にࢲ　
た。
よりよくࢲはࣗ分の国の法཯のことは܅」　
知ͬているから、ࢲといͬしΐに上陸して΋ة
「てཉしい͑ߟがͳいかͲうかよくݥ
キηリョーフは答͑た。
れるというのですか。あͳたをڪがԿをࢲ」　
ัら͑るͳら、そのと͖は全員をัྂにするの
ではͳいでしΐうか。ࢲ一人をัら͑ることは
ありಘͳいでしΐう。ࢲは日本人ではありまͤ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ん
0

。通༁としての৬຿がՌたͤるように
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、Ͳう
0 0

かࢲを連れて上陸して下さい
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。陸上での྆高官
0 0 0 0 0 0 0

とのަবこそ
0 0 0 0 0 0

、今度の事件で最΋重要です
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。本
艦上の高田屋嘉兵衛との࿩ではࢲはあまり役に
立たͳいのです。΋し艦長がࢲを陸上に伴ͬて
海ߤはԿのたΊにこの長いࢲ、かれͳいͳらߦ
のۤ࿑に଱͑て͖たのか分からͳくͳります」。
　キηリョーフがこの事件で役に立ͪたいと๬
んでいるのをΈてࢲはͬݴた。
のようͳ忠࣮ͳ通༁が๣に居ることは大܅」　
มに重要ͳことだ。ただࢲとしては、܅にݥة
のڪれがある৔合ͳので、܅のر๬に൓したߦ
ಈをしたくͳかͬただ͚ͳのだ」。
　そのあとࢲは、2 人の士官に΋出ൃの४備を
໋͡た。2 人΋またࢲにͭいて上陸したいとر

๬していたのである。
（「対日折ি記」278 ท）

アリューシャンに漂着してから 19 年の歳݄がա
͗ていた。キηリョーフʹ善六΋ 42 歳である。「ࢲ
は日本人ではありまͤん」。日本の地を؟前にして、
日本人でありͳがら日本人ではͳいといΘͳ͚れ͹
ͳらͳい善六のۤ஭。漂流という運໋が 1 人の日
本人をロシア人に作りସ͑てしまͬたのだ。日࿐の
外ަの෣台において、日本人善六はロシア人キη
リョーフにͳり͖らͳ͚れ͹ͳらͳかͬたのであ
る。

ཌ日、善六は、旗持ͪ 2 人の下士官、儀ဘ兵 10 人、
士官 2 人とと΋に、リコルドにैͬて上陸した。h 北
夷ஊʱෟਤのͳかでサーベルを下͛ていͳいのは、
ただ 1 人小ฑͳ人物だ͚である。これだ͚Θかり
΍すくॻ͖分͚ているのは、絵ਤ作者にとͬて΋ҹ
象深かͬたからであΖう。ゴロヴニンの手記に΋、
リコルド一ߦが上陸したと͖のことが次のように記
録されている。

　会見は九݄三十日（ロシア暦）にߦΘれた。
まだ会見の最中に数名の日本人がզΘれの所΁
来て、ロシア܉艦の士官΍水兵の঻૾ը（日本
人はそのように͑ߟていた）を見ͤて、会見の
৔でඳいて͖た΋のだとͬݴた。絵は୭に΋少
し΋ࣅていͳい΋のであͬた。しかし日本ޠの

0 0 0 0 0 0 0

通༁にͭいては
0 0 0 0 0 0 0

、ロシアの෰を着ているが日本
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人のようͳ͖ͭإだからڪらく日本人であΖう
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

とͬݴた
0 0 0 0

。զΘれはキηリョーフとはԿ者か全
く知らͳかͬた。絵

ㆆ

鞆
ㆨ㇂

でリコルド܅からड͚
取ͬたキηリョーフの日本ޠの手紙をզΘれに
આ明してくれた通༁は、「これはͲんͳ人物か」
とਜͶたので、「多分、ࣗら志ئしてイルクー
ツクに残留した漂流日本人にबいて日本ޠを
शͬたその土地の者であるとࢥう」とฦ事して
おいた。

（h 日本ဳ࣮ྂ記ʱ下、217 ท）
リコルドと箱館奉ߦ所のަবの༷子はゴロヴニン

付͖の役人たͪからஞ一伝͑られていたが、上陸し
たリコルド一ߦを࣮ࡍに見た役人の一人が、通༁は
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日本人の͖ͭإをしている、と伝͑たのであͬた。
ここまでのূݴがそΖ͑͹、ただ 1 人サーベルを
΋たͳい、あの小ฑͳ人物こそが善六ʹキηリョー
フであることは、΋は΍間ҧいͳいだΖう。
ʰ北夷ஊʱෟਤは、リコルド一ߦが日࿐ަবのた

Ίに箱館に上陸したྺ࢙త光ܠをॻ͖残したという
だ͚ではͳく、ロシアに漂着しロシア人とͳͬて、
その日࿐ަবのද෣台に立ͪ現れた日本人善六の࢟
を΋、զʑに伝͑てくれたのである。

とこΖでそのෟਤの作者にͭいて、右のゴロヴニ
ンの記事には気にͳるূݴがある。日本の役人が、
上陸したロシア人たͪの঻૾をඳ͖、それをゴロヴ
ニンに見ͤたという఺である。絵৺のある役人がい
たということだが、h 北夷ஊʱの作者松田伝十郎は、
松前༓नのと͖からゴロヴニンのࢹ؂役であり、松
前から箱館΁の護ૹ役で΋あͬた。ゴロヴニンの਎
近にいた役人の一人であͬたが、この絵৺のある役
人が松田伝十郎であるとするͳら͹、h 北夷ஊʱෟ
ਤに収Ίられた上陸のਤ΋彼の筆にͳるՄ能ੑはあ
るだΖう。

6.　ロシアに帰った善六

リコルドとڞに上陸し箱館奉ߦ所に向かうキη
リョーフこと善六の৺中には、日࿐外ަのද෣台で
重役を୲うײ໋࢖が満ͪていたことだΖう。「通༁
としての৬຿がՌたͤるように、Ͳうかࢲを連れて
上陸して下さい」とリコルドにͬޠた善六のݴ葉に、
そのҙ気ࠐΈを͡ײることがで͖る。上陸した一ߦ
は、沖の口とݺ͹れる৔所にઃӦされた会見৔にҊ
内された。リコルド΋ۓ張していたにҧいͳい。

は二人の士官を伴ͬて会見の広間に入ͬࢲ　
た。広間にはいΖいΖの਎分の官ལが܉૷に二
本の౛をଳしていͬͺいにͳͬていたが、その
੩ॗͳことにࢲはڻいた。ࢲはකを折ͬて並ん
でͬ࠲ている二人の高官を見分͚、三า͹かり
の所に近͖ͮྱܟした。彼ら΋頭を下͛てฦྱ
した。左右に居並んでいる官ལにྱܟすると、
定された੮まで後ୀしたら、そこには΋ࢦはࢲ

うࢲのගֻҜ子がஔいてあͬた。
　深い௜໧はͳお΋し͹らくଓいた。それでࢲ
は௜໧を破ͬて、通༁のキηリョーフを通して

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、
会見৔がඇ常に友޷తͳงғ気であるというࢲ
のҙ見をड़べた。

（「対日折ি記」305 ท）
リコルドのѫࡰを善六ʹキηリョーフが通༁する

とこΖから会見は࢝まͬた。੖れ෣台であͬた。だ
がその直後、彼にとͬて༧૝΋しͳいিܸతͳ光ܠ
が؟前にల開し࢝Ίたのである。

　二人の高官はฦ事の代Θりにඍসを浮かべ、
二人のうͪ上੮の国後島΁出張したのが、左手
からに͡りͬدた官ལに࿩しを࢝Ίた。しかし
௿い੠でキηリョーフに΋一ݴ΋ฉ͖取れͳい
΄Ͳであͬた。そのあと役人はࣗ分の੮に໭り、
に向かͬて深ʑと御ࣙ儀をしࢲいたことにはڻ
てから、かͳり明ྎͳロシアޠで࿩し࢝Ίた。
松前奉ߦ所高官のかたΘらに͑߇ていた役人
が、高官のѫࡰを流ெͳロシアޠで通༁したの
であͬた。村上貞助である。彼は༓閉されてい
たゴロヴニンからロシアޠをֶんだ幕府の役人
であͬた。
　このѫࡰに対しࢲは、こんͲは΋う日本側の
通༁村上貞助を通して次のように答͑た。

（同前）
このあとは、リコルドのൃݴ΋すべて、村上貞助

が通༁している。΋は΍この会見で、善六ʹキη
リョーフの出൪はͳくͳͬてしまͬたのである。そ
のࣦҙたる΍、いか͹かりであͬただΖうか。

善六はこのあと、9 ݄ 26 日のゴロヴニン引͖取
りのࡍに΋リコルドにैͬて上陸した。ղ์された
ゴロヴニンらを乗ͤたディアナ߸は、一路、カムチャ
ツカのペトロパヴロフスクに向͚てਐんでいͬた。
善六ʹキηリョーフは、その後Ͳうͳͬたのか。
1815 年（文化 12）、御前崎沖でૺ೉して 1 年 4 ヶ
݄΋太平洋を漂流し、イギリス船に救助された尾張
の督乗丸乗組員が、日本΁ૹ還される్中、ペトロ
パヴロフスクで次のようͳӟをฉいたという。

　仙台の善六とい;者、今はこのϢクーツカに
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て、カビタンの່を࠺にして日本通ࢺにͳりて
居りたるとͧ、今の名はイハン・オロキηイ・
キηロクとͧい;ͳる。

（h 船長日記ʱ江戸漂流記総ू第三巻、日本ධ࿦
社、1992 年）

善六は、ロシア人カピタン（船長）の່を࠺にし
て、イルクーツクに฻らしているということであͬ
た。
（初出 :ʰ東北文化ڀݚ室紀要 第ɦ 46 ू、2005 年、

東北大ֶ文ֶ部）
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はじめに

石巻商人米沢屋平之丞の持船である若宮丸が石巻
港を出たのは、寛政 5 年（1793）11 ݄ 27 日のこ
とであͬた。仙台湾の東名浦で෩଴ͪをしたあと、
登り෩にͳͬた同 29 日、江戸に向かͬて出ൕした。
だが 3 日後の 12 ݄ 2 日、磐城沖にさしかかͬたこ
Ζ、ڧい෩波にૺ۰して଩を΁し折られた。ཌ日΋、
෩にあおられて船が大͖く༳ら͗ଓ͚たたΊ、స෴
しͳいようにൕபを切り౗さ͟るを͑ͳかͬた。଩
΋ൕ΋ࣦͬた若宮丸は、Ҏ後、෩まかͤ波まかͤで
漂うことにͳͬたのである。

若宮丸はそれから半年間、太平洋を漂流したあ͛
く、アリューシャン列島の小島に流れ着いた。現地
民のಋ͖で、同島にङྌに来ていたロシア人に保護
され、1 年後に船でオホーツクに伴Θれたあと、イ
ルクーツクにૹகされた。これより前の寛政 4 年

（1792）、伊勢国の大黒屋光太夫らがラクスマンに
よͬて根室にૹ還されて͖たように、ロシア政府は
日本人漂流民を保護しૹ還することによͬて日本と
の通商ަবの手がかりにしようとしていた。若宮丸
漂流民΋す͙にで΋日本΁ૹ還されるかとظ଴した
が、ロシアߖఇのަସ΍イルクーツク商人らの主ಋ
権૪いで஗延した。

࿐米会社の૑ઃ者の一人で΋あるレβーノフがこ
の૪いにܾ着を͚ͭ、漂流民ૹ還と日本との通商ަ
বのたΊに、ߖఇのಛ࢖として日本に೿ݣされるこ
とにͳͬた。若宮丸一ߦがߖఇアレクサンドル 1
世に引見され、4 人がロシアを出ൕして帰国の్に
ͭいたのは、1803 年 7 （݄ロシア暦）のことだͬた。
アリューシャン列島の小島に漂着してから、9 年が

ていた。大西洋を南下して南アメリカ大陸の南ͬܦ
୺ホーン岬をӌճして太平洋を北上し、ハワイをܦ
てカムチャツカに入港したのは、一年後だͬた。一ヶ
݄後に日本に向かͬて出ൕし、長崎に入港したのは
文化元年（1804）9 ݄のことである。

こうした若宮丸漂流民の事੷にͭいては、帰国後
にロシア事৘΍海外事৘をฉ͖取りしてまとΊた大
௬玄沢のʰ؀海異ฉʱ΍ロシア࢙料を中৺にڀݚが
ਐΊられており、漂流生׆΍彼らが΋たらした海外
৘ใのҙ義ͳͲ΋明らかにされͭͭある（1）。とこΖ
が、若宮丸の船主である米沢屋平之丞にͭいては࢙
料が΄とんͲͳいこと΋あͬて、Ͳのようͳଘ在で
あͬたのか、未知のままにͳͬていた。そこで本ߘ
では、新たに֬ೝされた࢙料の঺介をしͳがら、若
宮丸船主米沢屋の࢟を少しで΋明らかにしてお͖た
い。

1.　米沢屋平之丞について

米沢屋平之丞にͭいて、これまでΘかͬていたの
は、次のようͳ事߲だ͚であͬた。

一ͭは、h 石巻市࢙ʱ2（1956 年ץ）が঺介して
いる΋のだが、大阪の住吉大社にある石造りの大౯
᝷（基࠲ 2 間四方、高さ 2 丈 5 ई）に、ݙ納者の
一人として名前があるということである。

住吉大社のྺ࢙は古く、「日本ॻ紀」に΋「住吉
大神」΍「住吉社」という記事があり、奈良࣌代に
されたさいには、同社で海上の無事をݣが೿࢖唐ݣ
たと΋伝͑られている。江戸࣌代にͳると住吉ͬف
大社は海上の守護神として全国の商人からಞい৴ڼ
をう͚るようにͳͬた。ն船を利用した商׆ۀಈが
しئف海の安全を商人たͪがߤ、にͳͬたたΊൃ׆

四　ロシア漂流船若宮丸と船主米沢屋



63

たからである。その৴ڼͿりは、同社の境内に足を
一า౿Έ入れると、す͙に分かる。参道のいたると
こΖに所ڱしと大小の石౯᝷がਾ͑られているから
だ。ͳんと 260 基΋あるという。そのͳかに仙台
Ώかりの石౯᝷が 7 基΋あることは、あまり知ら
れていͳいようだ。

仙台関܎の౯᝷で΋ͬと΋古いのは宝暦 5 年
（1755）の銘がある 2 基一対で、高さはいͣれ΋ 8
ईఔ度（2 N 50 DN）である。ද໘には「常夜౯」「陸
奥」とࠁまれ、側໘には「仙台ങ積中」とある。2
基あΘͤて 16 人の商人名をࠁんでいるが、೑؟で
൑ಡで͖るのは、「仙台屋三郎兵衛」だ͚である。「仙
台ങ積中」とは、江戸から商඼を࢓入れる商人ूஂ
のことであΖうが、仙台城下商人だ͚ͳのかͲうか
は分からͳい。

次に古いのは、文化 7 年（1810）年にدਐされ
た౮᝷で、高さは 2 丈 5 ई（8 N 30 DN）΋ある大
͖ͳ΋のである。౯᝷のද໘には「永代常夜౯」「仙
台」、側໘には「文化七年߀午八݄、船持中」の文
の前໘には࠲まれ、基ࠁがࣈ 21 人のݙ納者の名前
がூりࠐまれており、そのͳかに米沢屋平之丞の名
前΋あͬた。

21 人のうͪૉੑが൑明するのは、石巻の෬見屋
吉蔵、勝又屋伝十郎、光井（三井）屋惣之丞と、石
巻近在の౧生郡高須賀の高須賀屋次左衛門といͬた
ఔ度である。多くは石巻およびその近在の船持ऺと
Έられる。とすると、౯᝷にࠁまれた「仙台」とい
うのは、仙台城下ではͳく仙台領というҙຯであΖ

うか。それにして΋۶ࢦの大͖さでҖ༰をތる石౯
᝷は、仙台領商人のོ盛と৺ҙ気をࣔしている。

米沢屋平之丞に関するط知の৘ใの二ͭΊは、石
巻千石船の会が明らかにした΋ので、米沢屋は石巻
のཪ町にళを΋ͬていたこと、およびૺ೉した若宮
丸の΄かに大日丸と大元丸という 2 ੭の千石船を
所有していたということである（2）。

三ͭΊは、ષ昌寺（石巻市山下町）の境内にある
若宮丸ڙ養ൾ（高さ 3 N 23 DN、横෯ 40 DN、厚
さ 12�5 DN）である。そこには次のようͳൾ文がࠁ
まれていた（3）。

　（ൾ文ʗද）　　　　　（若宮）　　代౲
　　　南無観世音฾薩　為˘˘丸水主˘
　　　　　　　　　　　　　　　　上฾ఏ
　（ൾ文ʗཪ）
　　　寛政五ᚘӑ天十一݄೓七日、若宮丸船頭平

兵衛水主౎十六˘
　　　˘出ൕ河口七秋、漂流ࣕ༛未知生ࢮ、ґੋ

米沢ࢯ˘˘˘˘
　　　˘ࣖ࿐法門म諸ൠ白ڙ৳ۀ養者໵
寛政 5 年（1793）11 ݄ 27 日、水主たͪ 16 人

が乗ͬた若宮丸が石巻を出ൕしてから「七秋」（7 年）
たͬたが、漂流して未だ生ࢮを知らͣ、よͬて米沢
養す、とある。磐城沖でফଉをઈͬたڙがこれをࢯ
と͖を໋日とし、若宮丸船主の米沢屋が七ճسの法
要をӦんで、このڙ養ൾを建立したのであΖう。こ

ॅ٢大ࣾഈ఼
จԽ �೥仙台঎人دਐ౮᝷

ʢॅ٢大ࣾʣ
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のڙ養ൾを建てたと͖、若宮丸はとうͥん௜຅した
΋のとࢥΘれていた。

四ͭΊは、同͡ષ昌寺のաڈாの記事である。漂
流記ڀݚ者の山下߃夫ࢯは、米沢屋の฾ఏ寺であͬ
た石巻のષ昌寺のաڈாに、次の記事があͬたこと
を঺介している（4）。

寛政二年八݄十八日　　ռ名　仙巌宗寿居士　
米沢屋平之丞　七十一歳

この米沢屋平之丞は寛政 2 年 8 ݄に๢くͳͬて
いるが、寛政 5 年 11 ݄に出ൕした若宮丸の船主΋
米沢屋平之丞であるから、このաڈாの平之丞はઌ
代だということにͳる。とこΖでその後、米沢屋は
฾ఏ寺をષ昌寺から広済寺（石巻市住吉町）にม͑
ている。ષ昌寺には幕末までの米沢屋のաڈாがあ
るので、฾ఏ寺をม͑たのは明治ظのことだΖう。
理由はෆ明だが、家ۀの盛ਰと関܎があるのか΋し
れͳい（5）。

若宮丸の船主米沢屋にͭいて知りಘる৘ใは、Ҏ
上のように͖ΘΊて少ͳかͬた。だが近年、2 種ྨ
の࢙料がൃ見されたことにより、米沢屋のૉੑの一
୺が明らかにͳͬた。このとこΖロシア漂流船若宮
丸΁の市民తͳ関৺΋高まͬていることから、本ߘ
では࢙料঺介が中৺にͳるが、米沢屋に関する৘ใ
を੔理してお͖たい。

2.　近江商人中井家文書にみる米沢屋

࣎賀大ֶ所蔵の近江商人中井家文ॻのͳかに、米
沢屋平之丞に関する数఺の࢙料があͬた（6）。その一
ͭは、寛政 12 年（1800）Ӟ 4 ݄の次の࢙料である。

　　　ਃ合一ࡳ之事
一、石巻村小野寺六郎太夫༷御๊地之内、本町半

・御町並之所、家作ߦ屋ෑ、ද間口四間、ཪݢ
蔵庫ڞニ一宇ॻ立之通にࣕ、壱ケ年家௞金四र
五切にࣕ、貴殿ఴ人日野屋源左衛門殿名前ニࣕ
࣭ళඃ相出ީニି渡ਃީ、右࣭ళ御相ଓ中、Կ
रケ年為ିڞ渡ஔ、為立ڈਃ間ฮީ、末ʑ無ڌ
有之ީハʋ、ଖ࣌ニ応シՄ及御相ஊީے

一、家௞之儀は七݄金र五切、十二݄金三र切、
྆度ニ౎合四र五切੥取Մਃީ、屋ෑ並町諸入
料ኂ家作、外նम෮之儀はࢲ方ニࣕ引੥Մਃީ

右之通御ਃ合、末ʑڞニ相ҧ為無御ީ࠲、小野寺
六郎太夫༷御奥ॻ˘˘࢝末೗件

　　　寛政र್年Ӟ四݄ 牡鹿郡石巻村本町
小野寺六郎太夫༷御๊地

　　　　　　　　　　　　高ࠩ引人　永吉
　　　　中井新三郎殿
　　　　日野屋源左衛門殿
　　石巻ཪ町立合人
　　　　米沢屋平之丞殿

右之通承ಧニ相ҧ無御ީ࠲、զ౳๊屋ෑニ付、೗
Ҏ上、ީ࠲御ࠑ
　　同年八݄

小野寺六郎太夫
この࢙料は、石巻村本町の小野寺六郎太夫の「๊

地」の「高ࠩ引人」である永吉が、中井家仙台ళの
中井新三郎と日野屋源三郎に土地と屋ෑをି与する
ことを໿したূ文である。「๊地」とは士分の者が
ඦ੏地を所有したと͖のݴい方であるから、小野寺
六郎太夫はおそらく士分の者であΖう。「高ࠩ引人」
とは「๊地」の土地管理者にあたる役ׂだとされて
いるので（7）、永吉は小野寺六郎左衛門が΋ͭ本町の
土地と屋ෑの管理人だͬたのであΖう。

ષ昌ࣉʹ͋Δएڙؙٶཆඅ
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ି地は本町にあり、ද間口 4 間の「半ݢ屋ෑ」
であͬた。町৔の屋ෑ地は一定ن模に۠ըׂりされ
ているが、「半ݢ屋ෑ」でද間口が四間ということは、

「一ݢ屋ෑ」であれ͹ද間口は 8 間ということにͳ
る。この土地に家と蔵がηットで、年間の家௞は金
45 切（金 11 ྆ 1 分）にͳͬている。

これまでのڀݚによると、中井家（屋߸は日野屋）
は寛政 12 年 8 ݄に石巻ళを開ۀしたとされてい

る（8）。このূ文によれ͹、それより 4 ヶ݄前にళฮ
を֬保したということにͳる。

このି地ূ文のͳかで、石巻ཪ町の米沢屋平之丞
は、中井新三郎と日野屋源左衛門の「立合人」とし
て登৔している。要するに保ূ人のことである。米
沢屋は石巻で、仙台城下۶ࢦの大商人中井家の保ূ
人にͳることがで͖る΄Ͳの商人だͬたということ
にͳるだΖう。΋ͪΖん中井家と米沢屋の関܎はこ
れҎ前からഓΘれていた。いくͭかの࢙料を中井家
文ॻから঺介しておこう。

その一ͭは寛政 9 年（1797）6 ݄の「大日丸銚
子勘定ா」で  米沢屋平之丞が北四町ݕஅの安ഒ屋
ᢛ左衛門と日野屋（中井）新三郎にѼてたॻࣜにͳͬ
ている。内༰は、銚子の船宿とࢥΘれる৴太清八か
らの大日丸諸入料の࢓切の΄か、大日丸のఒの取り
上͛料金、銚子଺留中の船頭小ݣい、塩釜より積ん
だༀ草の川㫃運௞΍水主の酒代ͳͲをॻ͖上͛、金
47 ྆ 3 分 2 गの預り金からࠩし引いた残金が໿ 1
྆ 3 分とͳͬている。

これだ͚ではԿのことかෆ明だが、年߸ෆ記の米
沢屋平之丞による日野屋林兵衛にѼてた手紙をΈて
Έよう。これには、「ઌ達ࣕ΋ਃ上ީ通、秋中、銚
子දニࣕ大日丸ఒ壱頭、海中より取揚ਃީࣕ、大元
丸積下ケਃ」とある。要するに大日丸のఒを海中か
ら引͖揚͛、そのඅ用をࠩ引勘定したということで
ある。Ͳう΍ら大日丸がఒを海中にམとす事故をお
こしたようである。ͳお、日野屋林兵衛は享和 4
年（1804）前後から仙台城下の南ࡐ木町にࢬళを
開いているが（9）、このॻঢ়では米沢屋が「୴那༷΁
右之ஈ、ٓෑඃڼ上度奉ئ上ީ」と中井新三郎΁の
ѫࡰをཔんでいるので、おそらくࢬళ開ళ前で仙台

本ళにۈ຿中のことであΖう。
右のॻঢ়に関連して、寛政 10 年（1798）10 ݄

の「一ࡳ之事」という࢙料がある。これは米沢屋平
之丞が日野屋（中井）新三郎と北四町ݕஅの阿部屋
ᢛ左衛門にѼてたआ用ূ文である。金 48 ྆ 1 分༨
を「大日丸道۩代金」としてआりている。このূ文
のผ࡭として「道۩஋付ா」があり、ೄ΍ఒͳͲの
代金 48 ྆ 1 分༨がܭ上されている。Ͳう΍ら銚子
での大日丸のम理౳にかかͬたܦඅのようだ。

米沢屋と中井家（日野屋）の取引関܎の詳細はෆ
明だが、こうした࢙料をΈると中井家はն船による
江戸ަқをల開する米沢屋との間に金融関܎を΋ͬ
ていたことがΘかる。寛政 9 年 6 ݄の「大日丸銚
子勘定ா」に出てくるༀ草の川㫃΋中井家関܎の商
඼だとすれ͹、商取引関܎΋あͬたということにͳ
る。

ͳお石巻千石船の会は、米沢屋の持ͪ船として文
化年間に大日丸と大元丸があることをࢦఠしていた
が、右に঺介した中井家࢙料によれ͹、それより早
く寛政 9 年ஈ֊には྆船が同࣌に石巻・江戸間を
。来していたことがΘかる͖ߦ

この手紙で留ҙしてお͖たいことの第二は、「ઌ
達ࣕ΋ਃ上ީ通、༚谷殿༷、彼ੋߦҧਃ儀ܭ有之、
延引࢓、ԿڞՄਃ上༷無之、無࢓ڌ合ニ奉ଘީ」と
あるように、米沢屋は「༚谷殿༷」、すͳΘͪ༚谷
伊達家と取引関܎があͬたことである。この文໘で
は同家とトラブルがあͬて入金がͳされͣ、それが
たΊに中井家΁のฦ済が଺るࢫがड़べられている。

留ҙすべ͖第三఺は、「新艘造立に取立、乍勝手、
金܁至ࣕ໎࿭ީ࢓間、御利足御勘定ਃ上、御元金は
来四݄຦Ըआਃ上度奉ଘީ」とあることである。こ
の࣌ظに米沢屋は新たͳ持船の建造に取りかかͬて
いたらしい。ただしこれまでのとこΖ、米沢屋の持
ͪ船として大日丸と大元丸Ҏ外の船は֬ೝされてい
ͳい。

3.　名振浜永沼家文書にみる米沢屋

名ৼ浜の永沼家文ॻのͳかに΋、米沢屋平之丞の
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名前が記された࢙料があͬた（10）。このͳかから、
いくͭかを঺介してお͖たい。

ˎ文化 2 年 2 ݄　౧生郡名ৼ浜御国࢈方΁ച上
ީʒപ魚油মࣦީ࢓分大ਤௐॻ上

　　　　　　　　　　　　太兵衛
一ʒപ್र五石二ే
　　　　内　一　್石　মࣦ残り
　　　　残ࣕ　್र三石್ే　মࣦީ࢓分
一魚油四ే入　三୬
　　　内　一　್୬　মࣦ残り
　　　右引残　壱୬মࣦީ࢓
ʒ右分
一金三र五切　手金ड取ਃީ
　（Ҏ下六人分中ུ）

惣ʒ　ʒപඦ六र七石四ే
　　魚油र六୬半
　　　内　一പ್र一石　মࣦ残り
　　　　　一魚油四ే入四୬　মࣦ残り
　　右ʒ್ඦर九切半　ड取ਃީ
　　残　ʒപඦ四र六石四ే　
　　　　魚油र್୬半
ީ࢓金ඦ九र一切四分　মࣦࠑ　　
右之通աル十九日夜九ͭ頃ニ΋Մ有御࠸ީ࠲、
七五郎方よりࣗՐ相出মࣦީ࢓ニ付、վ之上、
ௐॻ上ީ࢓、Ҏ上
　　文化್年二݄೓五日 右ノ　太兵衛

同　　善三郎
同　　七五郎
同　　作四郎
同　　左四郎

同　　長右衛門
同　　与兵衛

右之通মࣦީ࢓儀相ҧ無御ީ࠲、Ҏ上
　　同年同݄ 名ৼ浜国࢈方ങ人宿善　内

同浜؊入　　　甚　蔵
　　　　御国࢈御ങ人
　　　　　　米沢屋平之丞殿

この࢙料は名ৼ浜の「国࢈方ങ人宿」の善内と同
浜؊入の甚蔵が、「御国࢈御ങ人」の米沢屋平之丞

にѼてた、Ր事による海࢈物মࣦのॻ͖上͛である。
太兵衛Ҏ下 7 人は名ৼ浜の漁民であり、ʒപと魚
油の੡造を生ۀとしていた。その࢈物を名ৼ浜の国
方に納入していたが、文化࢈ 2 年（1805）2 ݄ 19
日にൃ生したՐ事により、その大半をমࣦしたとい
う。

名ৼ浜には「国࢈方ങ人宿」の善六がおり、彼と
同浜؊入甚蔵の奥ॻを付͚て、「御国࢈御ങ人」で
ある米沢屋平之丞にใࠂされているので、善内が名
乗る「国࢈方ങ人宿」というのは浜͝とにઃ͚られ
たങ継商人であͬたのか΋しれͳい。とすれ͹「御
国࢈御ങ人」の米沢屋平之丞は、これらങ人宿を౷
ׅする立৔にあͬたとΈͳしてよいだΖう。
「御国࢈御ങ人」΍「国࢈方ങ人宿」といͬた用

した৬名である。そ܎法に関࢓࢈は、仙台藩の国ޠ
れにͭいては後ड़するとして、二ͭΊの࢙料を঺介
しておく。

ˎ文化 2 年 11 ݄　国࢈方ഈआ金ฦ納に関する達
ॻ
　左之通ਃ来ީ間、྆ 通ڞニ相渡ީ৚、ଖ৺ಘ、
尚又ԙଖ元΋Կ分折入ट尾Մ有之ީ、ॎͻ相分
ީて΋夫ʑ取౎りෆਃީ΁はෆ相੒儀、घニ近
年入金之分೗᪻ࠑニ相੒ީࣕハෆਃ済事ニީ
৚、Կ分出৘相納ީ༷吟ຯट尾Մඃਃީ
　　十一݄十八日　　　　　　　飯　弥六郎
　　　　　　　　御国࢈方ࠩ഑人
　　　　　　　　　　米沢屋平之丞殿
౧生郡名ৼ之者ڞ、御国࢈方ഈआ金年符౳之義
ニ付ผ紙྆通ਃ出ީ、年符ニ೉੒ީ、御利ଉ之
義、元金之内三か壱半˘ީハʍ御ฦ納ਃ༷、与
五郎Ҏਃ༷ඃڼ渡࢓度御達඼ʑ相ೝީ、御໬ニ
ީ間、早ʑ相達ඃ相渡Մඃ下ީ、Ҏ上
　　十一݄十八日　　　　斎藤甚左衛門
　　　　　　　　　飯田弥六郎殿

これは前࢙ܝ料に関連する΋ので、国࢈方に納入
すべ͖海࢈物がমࣦしたたΊ、名ৼ浜の生࢈者たͪ
が未納分にあたるഈआ金を年ොでฦ済したいと国࢈
方役所にਃし入れをしたが、役所は年ොをೝΊͣ、
元金の三分の一と利ଉの納入をはかるべ͖ࢫを国࢈
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方役人である飯田弥六郎が米沢屋平之丞に通知した
΋のである。ただし、この࢙料での米沢屋平之丞の
ではͳく、「御「御ങ人࢈御国」料の࢙ܝॻ͖は前ݞ
国࢈方ࠩ഑人」にͳͬている。これより前の 9 ݄
14 日付͚で、国࢈方役人の飯田弥六郎が名ৼ浜؊
入の甚蔵にѼてたିし金ฦ納通知ॻには、米沢屋の
ことを「石巻ࠩ഑人」とॻいている。

次は、米沢屋平之丞が登৔する三ͭΊの࢙料であ
る。

ˎ文化 2 年 5 ݄　石巻津方御備木ࠩ഑人米沢屋
平之丞΁居久根ਿചり渡しئい
౧生郡名ৼ浜御ඦ੏୭居久根ਿඃ下木ྨਃ上ީ
事
一、ਿ　　　್र本
　　ୠ四ई三ੇնより四ई九ੇն຦
右之通੿者儀、ઌ૆代居久根͑植立ஔީ木඼ニ
御ީ࠲間、御丁৞之御吟ຯをҎࠑ度ඃ下木ニඃ
੒下度奉ئ上ީ、೗ئ之ඃ下ஔީ義ニ御ީ࠲
ハʋ津方御備木右ࠩ഑人石巻米沢屋平之丞方΁
ച渡ਃഺ、内ʑਃ合Θ࢓ஔީ、御࿁ጇ之上೗ئ
ඃ੒下度、乍ጨ೗ࠑ奉ئ上ީ、Ҏ上

　　　文化二年五݄　　　　　౧生郡名ৼ浜
　　　　　　　　　　　　　右ئਃ上人　たれ
　　　　　　　؊入甚蔵殿
これは名ৼ浜の住人が居久根に植͑たਿをെ࠾

し、「津方御備木右ࠩ഑人」である石巻米沢屋平之
丞΁ചり渡すことのڐՄを村の؊入にٻΊた文ॻで
ある。居久根とは、屋ෑ地の外ֲ部に෩আ͚として
植͑た屋ෑ林をさすことが多いが、この΄かにඦ੏
が所持する里山をさすこと΋ある。

藩が所有する御林山は藩の山林管理の΋とにおか
れたが、ඦ੏所有地である居久根のࡐ木΋െ࠾には
藩のڐՄがඞ要であͬた。െ࠾後にはਿのබ木を植
͑ͳ͚れ͹ͳらͣ、藩はਿのබ木を下付してい

た（11）。それだ͚仙台藩の山林政ࡦはపఈされてい
たのである。この文ॻのѼઌは名ৼ浜の؊入甚蔵だ
が、ਃ੥人の部分に「ඦ੏୭」とか「右ئਃ上人た
れ」とද記されているので、その居久根に植͑たਿ
をെ࠾するさいの਽ܗ文ॻのようである。

興ຯ深いのは、਽ܗ文ॻであるに΋かかΘらͣ、
文中に「津方御備木右ࠩ഑人石巻米沢屋平之丞方΁
ച渡ਃഺ」と米沢屋平之丞の名前が組Έࠐまれてい
ることである。ということは名ৼ浜でെ࠾されたࡐ
木ྨは、石巻の米沢屋が全໘తにങい付͚るମ੍に
ͳͬていたと理ղすること΋Մ能であΖう。

次は米沢屋平之丞に関する四఺目の࢙料である。
ˎ文化 2 年 5 ݄　石巻津方御備木ࠩ഑人米沢屋

平之丞にる川海上通൑ئঢ়
　　　　　覚
一　ਿ൘　　್रຕ
　　　ୠ厚サ三ੇ長三丈より四丈຦
　　　　෯ෆ同
一　同平物　　四丁
　　　ୠ厚五ੇ長五丈
　　　　෯ෆ同
一　同丸太　　壱本
　　　ୠնり四ई九ੇ
　　　　長三丈二ई
　（中ུ）
右之通౧生郡名ৼ浜より௥波川通石巻΁川海上
御通൑ඃஔ度奉ئ上ީ、Ҏ上
　文化್年五݄　　　石巻右津方御備木

ࠩ഑人　米沢屋平之丞
右之通ئਃ出ީ間、早଎御通൑ඃ相渡ީ༷ඃ੒
下度奉ଘީҎ上
　　同݄同日大؊入　৴夫十郎左衛門殿

この࢙料は、名ৼ浜から石巻に船でਿ൘ͳͲの木
を運ͿたΊに、石巻の「津方御備木ࠩ഑人」であࡐ
る米沢屋平之丞が大؊入に「御通൑」（通ূߦ）の
をਃ੥した文ॻである。名ৼ浜は௥波川の河口ߦൃ
の௥波湾に近い৔所にあり、石巻΁は太平洋側の金
華山ܦ由と、௥波川を૎及して小船越から、石巻に
流れる北上川に入るルートがあͬた。前出࢙料でΈ
たように名ৼ浜で用ࡐを࢓入れた米沢屋は、௥波川
。由の川舟で石巻に輸ૹしていたのであるܦ
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4.　仙台藩の国産仕法と米沢屋

米沢屋平之丞のݞॻ͖にΈ͑る「御国࢈御ങ人」
΍「御国࢈方ࠩ഑人」といͬた名শは、仙台藩の国
物の他領出࢈する৬名であΖう。領内܎法に関࢓࢈
しを管ঠするのが国࢈方であり、そのスキームを国
、によれ͹（12）（೉波ڀݚ法とশした。これまでの࢓࢈
仙台市࢙）、国࢓࢈法に関する࢙料は天明元年

（1781）Ҏ߱にあらΘれるとされているが、その࢓
組Έが十分にղ明されていͳいのが現ঢ়である。

米沢屋平之丞が登৔する文化年間の国࢈方にͭい
ては、気仙郡ҁ里村の千田家文ॻに関連࢙料があ

る（13）。そこでは、千田家の仁兵衛が藩の国࢈方から、
文化元年に 6 ྆༨と 7 ྆༨、同 2 年に金 14 切（3
྆ 2 分）༨の「御国࢈方本金」をഈआしたとある。
そのฦ納は、「諸魚物」΍「諸魚ʒപ」あるいは「赤
魚പ」「׍頭പ」ͳͲを国࢈方にചり上͛てฦ済す
るという。要するに、漁ظ前に藩から前आりし、収
֭したあとにഈआֹに相応した࢈物を納入してฦ済
するという関܎である。

ઌに঺介した名ৼ浜の࢙料に΋「御国࢈方ഈआ金」
が出ていた。「御国࢈方御本金」と΋出てくるので、
気仙郡ҁ里村と同༷のࢿ金融通のシステムがあͬた
といͬてよい。その࢙料によれ͹、名ৼ浜の 7 人
が金 219 切半（56 ྆ 1 分）を国࢈方より前आりし
たが、੡造したʒപと魚油の 9 ׂऑがমࣦしたたΊ、
物でのฦ納がで͖ͳくͳͬた。そこでआ金分を年࢈
ොでฦ納したいとਃし入れていたのである。前आ金
は運సࢿ金として重要だが、事故があるとそのฦ済
の॥؀が破୼するたΊ、आ金としてのしかかͬてく
ることにͳる。とこΖが前࢙ܝ料では藩の国࢈方役
人は年ොਃ੥をೝΊͣ、ିし金をしͬかりとճ収す
るよう米沢屋に໋͡ていたのであͬた。

その後のಈ͖をʰ北上町࢙ （ɦࢿ料รᶘ）所収࢙
料から঺介しておくと、11 ݄ 20 日付͚で名ৼ浜
؊入の甚蔵に出したॻঢ়で米沢屋は、役所のฦ金ࢦ
ࣔが厳しくͬࠔたとある。ただその後 12 ݄ 1 日付
͚の甚蔵Ѽてॻঢ়では、とりあ͑ͣ家屋মࣦの者は

利ଉだ͚、その他の者は元金の三分の一と利ଉを支
෷ͬてお͚͹、来春に΋皆ʑ立ͪଓくように࠶び吟
ຯがあるとの࿩が内ʑにあͬたと伝͑ている。

国࢈方役所としては理由はͲうあれ、当֘年度に
ିし金が全くճ収で͖ͳいのはͬࠔたことである。
それが元金三分の一のฦ済という役所側のࣔࢦに
ͳͬたのであΖう。だが、ጶࡂ者の側は少しで΋ฦ
済ֹを小さくしたいと͑ߟる。おそらく米沢屋が間
に入ͬて、家屋মࣦ者だ͚は元金三分の一のฦ済を
໔আし、利ଉだ͚の支෷いにͳͬたのではͳいだΖ
うか。だが、ͳお΋ֹݮ༛༧をٻΊるጶࡂ者側に対
して、米沢屋は当໘はこの৚件で応͡てお͚͹、来
春ͳんらかのાஔがとられるだΖうという役所のҙ
向を伝͑たのであͬた。

Րࡂにあͬて࢈物の 9 ׂをমࣦした生࢈者に対
し、三分の一とはい͑前ି金をճ収しようとする国
ঢ়をځ者の࢈方役所の࢟勢は、見方によͬては生࢈
しͳい厳しい΋のにΈ͑るか΋しれͳい。そこྀߟ
からはჿ੹で༰ࣻのͳい権力というイメージが浮͖
立ͭが、事ଶのల開をྫྷ੩にΈると、आり手である
生࢈者がֹݮの要๬を܁りฦし出すことによͬて役
所の側΋ঃʑにৡาしている。最初から全໔の࢟勢
を出さͳいからჿ੹ͳのではͳく、Ͳこまでฦ済が
Մ能ͳのかのམ着఺を୳る͚ۦ引͖だといͬて΋よ
いだΖう。その間に立ͬてௐ੔したのが、米沢屋平
之丞であͬた。

とこΖで、Րࡂによる࢈物মࣦのใࠂが「御国࢈
御ങ人」である米沢屋にͳされているのに対して、
ିし金ฦ済の΍りとりを米沢屋は「御国࢈方ࠩ഑人」
のݞॻ͖でしている。これはいͣれかがॻ͖間ҧい
ということではͳく、役ׂの相ҧが൓өしているՄ
能ੑがある。

前࢙ܝ料で֬ೝで͖るように、「御国࢈御ങ人」
は名ৼ浜の「国࢈方ങ人宿」と対にͳͬている。前
ड़のように、浜͝との「国࢈方ങ人宿」と、これら

「ങ人宿」を総ׅする「御国࢈御ങ人」としての米
沢屋という関܎だΖう。名ৼ浜の「国࢈方ങ人宿」
である善内は同浜の七人の生࢈者と米沢屋をͭͳ͙
仲ങ（ങ継）商人であͬたのではͳいだΖうか。こ
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れに対して米沢屋は、名ৼ浜をؚΊた広域తͳ地域
からʒപ΍魚油ͳͲの海࢈物をങい付͚る権利を΋
。入商人であͬたՄ能ੑが高い࢓ͭ

これに対して「御国࢈方ࠩ഑人」という名শは、
Θれࢥ物の「御ങ人」というҙຯではͳいように࢈
る。ઌの国࢈本金のฦ済をΊ͙る国࢈方役所との΍
りとりをΈると、国࢈方役所から生࢈者΁のࢿ金融
通΍ճ収をഔ介する役ׂを୲ͬていたのではͳいだ
Ζうか。΋ͪΖんそれは、「御ങ人」が΋ͭങ付権
とදཪ一ମであることによͬて運用がし΍すかͬた
であΖう。

では米沢屋はͲのൣғのങ付権、すͳΘͪ商ݍを
΋ͬていたのだΖうか。それを֬定することはࠔ೉
だが、「石巻ࠩ഑人」といͬたද記があり、ͳおか
ͭ牡鹿半島の北側にҐஔする名ৼ浜を商ݍとしてい
たのであるから、৔合によͬては、牡鹿半島一ଳが
テリトリーであͬたՄ能ੑはあるだΖう。

ͳお、米沢屋がたんに海࢈物をങい付͚たり、金
融をѺટするだ͚ではͳく、生࢈者の事৘に΋഑ྀ
しͳがら国࢈方役所とަবしていたことをࣔす࢙料
΋঺介してお͖たい。

ˎ文化 2 年 6 ݄ 12 日国࢈方ഈआ金ฦ済にͭいて
　一筆ܒ上ީ࢓、ॵ甚ෑඁ੒ީॲ、御家内༷御
ଗ益御ݏػ能ඃ༡御࠲奉賀ީ、વは੿子は同儀
ඁ在ਃީ、乍ጨ御安৺ඃ੒下ީ、વハ御支഑ഈ
आ人ऺ御勘定御元利ฦ納相੒ީ༷ผ紙弥六郎༷
よりඃީݣڼॲ、引ଗਃ事は໪࿦、御利ଉܭ΋
年ฑ六ケෑ事ニ奉ଘީ、န内ʑਃ上ީ、当݄ࠑ
೓八日຦ハ一宇に無之ީ྆ڞ人΋石巻΁ඁ越ෆ
ਃީࣕは相੒間ෑީ間、当金Կఔࠩ上、無利ଉ
ニࣕԿケ年符ニඃ੒下度ஈئ出ީ、御内ʑ御ఴ
৺ඃ੒ஔީてഈआ人之助ニ΋相੒ީ༷奉ଘީ、
মࣦ之ऺニは௧ީ上之儀、घニෆ漁引ଓ໎࿭ニ
Մ有之ީಘڞ、御上之義ニࣕਃ༁ܭニࣕハ相済
ਃ間ෑ奉ଘީ間、御内ʑ೗ࠑਃ上ީ、右之༁御
໬ニඃࢥঌީハʋ文໘御ࢦਤ貴家༷御来ॻܭニ
、方΁྆人ඃ相出ީ༷Մඃ੒ஔީ、ଖ๬向義ࢲࣕ
重ʑ΋取ܭՄਃީ、右之ஈࢲよりਃ上ީ義は御
ҹ符ニඃ੒下、貴家༷よりڼ渡Մඃਃީ、早ʑ

Ҏ上
　　　六݄十二日 米沢屋平之丞
　　　　　　　　　　甚蔵༷
　　　　　　　　　　　　人ʑ御中

名ৼ浜のՐࡂのあと、同浜؊入、米沢屋、国࢈方
役人の間で事後ॲ理がおこͳΘれている最中に、米
沢屋が名ৼ浜؊入の甚蔵に出した手紙である。ҙຯ
をとりにくいՕ所΋あるが、ҙ༁をしておこう。

　ഈआ人ऺに対して国࢈方の（飯田）弥六郎༷
より元利と΋ฦ済するようࣔࢦされたが、元利
は΋ͪΖん、利ଉの支෷いだ͚で΋この年ฑで
はΉͣかしいと内ʑにਃし上͛た。今݄ 28 日
までに、ഈआ人全員ではͳくと΋྆人で΋石巻
に出向いて͖た΄うがよい。そこで当໘少しで
΋ฦ済し、無利ଉで数ヶ年の年ොฦ済をおئい
するとよい。内ʑにఴ৺してお͚͹（国࢈方役
人に口ఴ͑のҙか）、ഈआ人の助͚に΋ͳるだ
Ζう。ጶࡂ者は大มだΖうし、ことにෆ漁΋ଓ
いているのでͬࠔているだΖうが、「御

ㆈ

上
ㆉㆿ

」に
対してはਃし༁をするだ͚ではすまͳいだΖう
から、内ʑにこのことを知らͤておく。Ҏ上の
ことを໬΋だとࢥΘれるͳら、ࢲ方΁྆人を࢖
Θすようにして΄しい。๬Έ向͖の儀にͭいて
は、よくよく取りはからうͭ΋りである。

ඃࡂしたഈआ人のځঢ়を࡯しͭͭ、ฦ済৚件を؇
和して΋らうよう、国࢈方にಇ͖か͚ている。前に
঺介したように、݁Ռతには全ֹฦ済༛༧にはͳら
ͳかͬたが、ጶࡂ者΁の഑ྀをに͡まͤた米沢屋の
࢟を知らͤる΋のとして貴重であΖう。

5.　石巻津方御備木差配人と米沢屋

前࢙ܝ料で米沢屋が΋ͬていた΋う一ͭのݞॻ͖
は、「石巻津方御備木ࠩ഑人」という名শである。「津
方」は港湾をさすが、「御備木」とはԿだΖうか。「御
備米」とい͑͹ڟ作΍֐ࡂに備͑た備஝米のことだ
が、ࡐ木を備͑るというҙຯはΘかりにくい。ただ、
。はあるࡐるૉ͑ߟ

米沢屋平之丞の居所は石巻の浦町だが、この浦町



70

には「安永෩土記ॻ上」によると、「御守殿御ࡐ木
御蔵」二౩、「御ࡐ木御蔵」二౩があͬた（14）。いͣ
れ΋仙台藩関܎のࡐ木蔵ということにͳるが、「御
守殿御ࡐ木御蔵」の「御守殿」とは、大名にՇいだ
徳川ক܉家の່のܟশであり、居住する奥御殿のこ
とをさすという。

仙台藩主に徳川ক܉家から༫入れしたঁੑは二人
いる。一人は、2 代藩主忠宗の正室とͳͬたৼ姫で
ある。岡山藩主池田ً政の່だが、二代ক܉徳川ल
忠の養ঁとͳͬて伊達家に༫入れした。΋う一人は
6 代藩主宗村の正室利根姫（温

ㆯ㇋

子
㆓

）である。本来は
紀伊徳川藩主宗直の່だが、8 代ক܉吉宗の養ঁと
ͳͬて宗村にՇいだ。

ৼ姫の༫入れと関܎あるかͲうかはෆ明だが、仙
台城の本丸と二の丸の建物をඳいた「ߠ山ެ造੍城
ֲ木ࣸ之ུਤ」には、「守殿」がॻ͖ࠐまれている（15）。
同ਤは延宝末年から天和初年（1680 年前後）に作
੒されたとされており、࣌ظతにはৼ姫の༫入れに
伴ͬて建ஙされたՄ能ੑはある。ただし、ৼ姫の生
は主に江戸藩邸であり、この本丸「守殿」をৼ姫׆
が߃常తにͬ࢖たΘ͚ではͳい。

ただし「御守殿」は仙台城だ͚ではͳく、江戸藩
邸に΋あͬた。享保 20 年（1735）、伊達家は利根
姫を宗村の正室としてܴ͑入れるにあたり、最初は
Ѫౠ下の中屋ෑの一ըに「御守殿」を造Ӧした。5
代藩主吉村が隠居して宗村が家督を継いだ寛保 3
年（1748）、ࣳ口の上屋ෑに「御守殿」を作り、そ
こに移ͬている（16）。これと同༷、ৼ姫をܴ͑たと
͖に΋江戸藩邸に「御守殿」が作られたはͣである。

この「御守殿」というݺশは、その屋ෑがղମま
たはমࣦしͳいݶり、徳川ক܉家からՇいだ正室が
຅したあと΋残ͬたՄ能ੑはある。ৼ姫が຅したの
は万治 2 年（1659）だが、その後に作੒された「ߠ
山ެ造੍城ֲ木ࣸ之ུਤ」には「守殿」がॻ͖ࠐま
れていた。利根姫が๢くͳͬたのは延享 2 年（1745）
だが、それよりあとにͭくられた「安永෩土記ॻ出」
の石巻の߲目に΋、前に঺介したように「御守殿御
葉があͬた。とはい͑、米沢屋ݴ木御蔵」というࡐ
平之丞が登৔する文化年間に、仙台城あるいは江戸

藩邸に「御守殿」とশする屋ෑがあͬたかͲうかは
Θからͳい。

だがҎ上のݕ౼で留ҙしてお͖たいのは、「御守
殿御ࡐ木御蔵」ͳる藩のࡐ木蔵が石巻浦町にあり、
それは「御守殿」用ののࡐ木を備஝していたとਪ定
されることである。同͡浦町にある「御ࡐ木御蔵」
二౩΋、「御蔵」とଚশされているように、藩のࡐ
木蔵である。いͣれ΋、藩の屋ෑのたΊの用ࡐを保
管する御蔵であΖう。とすると、そこに保管された
藩用のࡐ木のことを ň御備木」とশしたとして΋ෆ
ࣗવではͳい。

΍΍まΘりくͲいઆ明にͳͬたが、米沢屋が名
乗ͬた「石巻津方御備木ࠩ഑人」というのは、藩の
する御用商人であるՄ能ੑが高いとい܎木蔵に関ࡐ
うことである。これに関連して注目してお͖たいの
は、文化元年（1804）6 ݄に仙台城の二の丸がՐ
のたΊにমࣦしたという事࣮である。ཌࡂ 2 年 3
݄には࠶建のたΊの地鎮ࡇがࣥߦされた。これがམ
੒するのは同 6 年 4 ݄のことであるから（17）、4 年
を要する大޻事であͬた。当વのことだが、大ྔの
（ň御備木ŉ）ࡐ木をඞ要としただΖう。その建ங用ࡐ
をௐ達する「ࠩ഑人」として米沢屋平之丞が೚໋さ
れたՄ能ੑは高いとࢥΘれる。本ߘではこのݞॻ͖
を、そのように理ղしてお͖たい。

おわりに

ʰ؀海異ฉʱによれ͹、ૺ೉した若宮丸の積ՙは、
米 2
332 ඨと、御用木、ࡶ小間木 400 本だͬたと
いう。江戸に移入される米のͳかで仙台米が占Ίる
比重は͖ΘΊて大͖く、若宮丸΋大ྔの米を積Έࠐ
んでいた。また、御用木とは藩用のࡐ木あるいは藩
所有の御林山からെ࠾したࡐ木のことで、ࡶ小間木
とは਋のことである。「Ր事と݌՞は江戸の華」と
いΘれた΄ͲՐ事の多い江戸ではࡐ木ध要が大͖
く、೩料の਋΋江戸近߫からだ͚ではͳく、遠く仙
台から΋海上輸ૹされていたことがΘかる。

山林は御林山として山守に管理さͤただ͚ではͳ
く、ඦ੏所有の居久根の植林・െ࠾まで管理した΄
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Ͳ、仙台藩の山林政ࡦはపఈしていた。それは米と
同͡くࡐ木が、江戸の大ྔध要に対応した、商඼Ձ
஋の高い࢈物だͬたからである。若宮丸は、その二
大商඼を積Έࠐんでいたのであͬた。

ただし、若宮丸の積ՙにࡐ木΍小間木が積Έࠐま
れていたのは、୯にそうした江戸との関܎だ͚では
ͳく、前અまでのݕ౼によれ͹、船主である米沢屋
がࡐ木商人であͬたからだと΋いうことがで͖る。
その商ചの࣮੷が、のͪに米沢屋をして「石巻津方
御備木ࠩ഑人」という、藩のࡐ木御用を੥͚ෛうポ
ストをಘさしΊたのだΖう。

しかし米沢屋は、ࡐ木だ͚をઐۀとする商人では
ͳかͬた。「御国࢈御ങ人」΍「御国࢈方ࠩ഑人」
というݞॻ͖を΋ͬていたように、藩の国࢈方役所
の΋とで、ʒപ΍魚油ͳͲの海࢈物をूՙするಛ権
を与͑られた商人で΋あͬた。

若宮丸が出ൕした当࣌のことはෆ明だが、十数年
ののͪ、米沢屋は藩の国࢈方およびࡐ木方の御用商
人として׆༂するଘ在にͳͬていた。若宮丸をૺ೉
でࣦͬたଛࣦは大͖かͬたとࢥΘれるが、大日丸と
大元丸の 2 ੭の千石船を׆用してその௧手をࠀ෰
し、石巻地方͖ͬての有力商人にͳͬていたのであ
る。仙台城下の有力商人であͬた中井家（日野屋）
の石巻ਐ出にあたり、ళฮ開ઃの保ূ人にͳͬてい
ることは、それをࣔす΋のとͳる。

஫
ç（1）ʰ؀海異ฉ はɦ山下߃夫編h 江戸漂流記総ू 第ɦ六巻（日

本ධ࿦社、1993 年）に収録されている。若宮丸漂流

民に関する主ͳڀݚとしては、木崎良平ʰ仙台漂民
とレβノフ （ɦ౛水ॻ房、1997 年）、大島װ༤ʰ࿋西
ѥから来た日本人ʱኍ済ಊ出൛、1996 年、平川新ʰ開
国΁の道 （ɦ小ֶ館、2008 八年）ͳͲ。

ç（2）「石巻千石船の会」ホームページࡌܝの「石巻千石船
末ᧈࢿ料」。同ࢿ料はʰ石巻のྺ࢙ʱ第二巻「港町石
巻のൃల」に΋収録されている。

ç（3） ൾ文は前ܝの山下߃夫編ʰ江戸漂流記総ू第六巻ʱ
આにࡌܝされている。

ç（4） 同前、ղઆ。
ç（5） 今村࢚ږ「米沢屋平之丞子孫米沢屋幸子さんとと΋

にh 石巻若宮丸漂流民をࣱͿ会 JO ષ昌寺 をɦৼりฦる」
ʰ石巻若宮丸漂流民の会会ใ　ナジェージダʱ7�18、
2008 年 1 ݄߸。

ç（6） 中井家文ॻの米沢屋関࢙܎料にͭいては、佐藤大介
。したいँײ。していただいたڙにࣸਅ൛をఏࢯ

ç（7） 前ܝʰ石巻のྺ࢙ʱ第二巻 217 ท。
ç（8） 同前、219 ท。
ç（9） Պݚඅใࠂॻʰ近世・近代商家文ॻに関する総合త

ڀݚ （ɦڀݚ代ද者ʗ宇佐美ӳ2003、ػ 年）。
（10）　永沼家文ॻの米沢屋関࢙܎料はʰ北上町࢙ʱࢿ料編

**、第 11 ষ第 5 અ「ロシア漂流船石巻若宮丸の船主
米沢屋」に 8 ఺が収録されている。

（11）h 北上町࢙ʱ通࢙編 412 ท。
（12） ೉波৴༤「仙台藩国࢈౷੍ߏػの੒立とػ能」h 宮城

のڀݚʱ第四巻、清文ಊ出൛、1983 年。h 仙台市࢙ʱ
第三巻第一ষ第二અ「藩財政のځ๡とܦ済政ࡦ」。

（13） 細井ܭʰ近世の漁村と海࢈物流通 （ɦ河出ॻ房新社、
1994 年）372 ท。

（14）「安永෩土記ॻ上ŉ、前ܝʰ石巻のྺ࢙ʱ第二巻 94 ท。
（15）「ಛ࿦仙台城の建ங」h 仙台市࢙ʱ近世一、2001 年。
（16）h 仙台市࢙ʱ近世三（2004 年）、70 ท。
（17） ň年දŉʰ仙台市࢙ʱ第十巻、1951 年൛。

（初出 : ࿦文名同、斎藤善之編ʰ近世南三陸の海
村社会と海商ʱ清文ಊ、2010 年）
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1.　広東船漂着の記録

寛政 8 年（1796）6 ݄、中国広
ㆉ㇓

東
ㆨ㇓

省
㆗㇇ㆄ

の船が大室
浜の沖合に漂流して͖た。乗組員は仙台藩に保護さ
れて、4 ヶ݄後に長崎にૹ還され、全員が無事、広
東΁帰国することにͳͬた。

この一連のహ末を記した࢙料が「広
ㆉ㇓

東
ㆨ㇓

漂
ㆲ㇇ㆄ

船
㆛㇓

ࡶ
㆖ㆣ

記
ㆌ

」
（Ҏ下、「漂船ࡶ記」とུশ）と「広東漂着船໰答日
記」（Ҏ下、「໰答日記」とུশ）である。前ॻは、
大௬玄沢（磐水、འֶ者、仙台藩江戸定詰ҩ師）が

「郷土のچ友」からૹられて͖た৘ใをまとΊた΋
のであり、後ॻはஶ者がෆ明ͳがら仙台藩のठ者΍
ૐཿたͪと広東漂流民とが筆ஊした詳細ͳ記録であ
る。日本側で応対したのは、仙台藩養ݡಊֶ頭の田
辺ڡᏊ、同ڭतの志村࣌

ㆨㆌ

ګ
㇂㇊

（東蔵）と新井義路、さ
らに仙台大年寺のૐであるີ山・ल山・࣊ฉの三人
であͬた。「໰答日記」の一આには、「志村東蔵より
ࣳ邸（仙台藩江戸藩邸）知音之方΁ଃީॻঢ়ࣸ」と
あるので、大௬文彦に広東船の৘ใをͤدた「郷土

のچ友」というのは志村࣌ګのことであΖう。
漂流民との໰答の中৺にͳͬているのは志村࣌ګ

だが、彼は仙台藩のढ़ल志村三ܑఋ（長உʗ࣮
㆕ㆭ

Ҽ
㇈㇊

、
次உʗ࣌

ㆨㆌ

ګ
㇂㇊

、三உʗ弘
ㆲ㇍

ڧ
㇆ㆌ

）の一人で、江戸の昌平ᴇ
にֶび、帰郷して養ݡಊのڭतとͳͬていた。三உ
の志村弘ڧはのͪに大௬玄沢とڞに、ロシアに漂着
した石巻若宮丸漂流民の記録ʰ؀海異ฉʱを編ࢊす
ることにͳるから、ܑఋそΖͬて漂流民に関܎した
ということにͳる。

2.　広東船発見から上陸まで

広東船が大室浜の沖合に漂流して͖たのは寛政 8
年（1796）6 ݄のことだが、日付͚にͭいては「漂
船ᯐ記」が 7 日とするのに対し、「広東漂着船໰答
日記」は 4 日としている。ただし、大室浜の山神
社に残された船ࡐの銘文には 6 ݄ 7 日とあͬて「漂
船ᯐ記」の日付͚と一கする。

最初にこの船をൃ見したのは出漁していた大室浜

五　清国広東船の仙台領漂着と送還

大ࣨ඿ʹඬணͨ͠޿౦ધ
ʢ࣎賀大ֶதҪ家จॻʣ ʮ޿౦ඬணધ໰౴೔هʯ
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の六之助であͬた。見知らぬ船をոしんで近ͮいて
Έると、ߕ൘の上から船員たͪが手をৼͬて助͚を
、いで浜に໭ͬて村役人に知らͤٸ、ΊていたたΊٻ
村役人はࠄ船ൈՙ取క൪所の役人にಧ͚出て、大室
浜に引͖ͤدたのであͬた。

そのཌ日、十三浜に住Ήҩ師が漂流船に乗りࠐん
で船員と筆ஊし、清国広東省新寧県の漁船であるこ
とがΘかͬた。4 ݄ 1 日に出港して 7 日目にڧ෩に
ૺͬたという。船中をௐべたとこΖ、「兵۩౳」は
見あたらͣ、「漁ྌの道۩」͹かりだͬたという。
ີ輸船であることをٙͬたようだが、漁船が漂流し
た΋のとΈͳしている。

こうした第一ใが仙台に伝͑られ、仙台からさら
に江戸藩邸の家老と藩主に΋ใࠂされた。おそらく
幕府に΋上ਃされたであΖう。知らͤをड͚た仙台
藩では藩のठ者志村࣌ګらを大室浜に೿ݣして、6
݄ 22 日から本֨తͳ取りௐべを࢝Ίた。志村は最
初の筆ஊで、貴船が漂流して͖た事৘をௐべて幕府
にใࠂし、その後、長崎にૹͬて清国の商人に引͖
渡すので৺഑するͳと伝͑、事৘ௌ取に応͡るよう
܎Ίている。清国と日本との間には正ࣜの外ަ関ٻ
はͳかͬたが、長崎を૭口とした通商関܎があり、
多くの清国商人が長崎に来ߤしていた。΋し日本に
中国人が漂着した৔合には、現地の村役人΍領主が
保護し、長崎にૹりಧ͚ることにͳͬていた。志村
がઆ明したのはそのことであͬた。広東船乗組員は
大いに安৺したことだΖう。

広東船の乗組員はද 1 にあ͛た 14 人であͬた。
全員の名前をॻ͖上͛、その後の筆ஊの主役と΋
ͳͬたのは௠世徳（27 歳）である。若いͳがら΋

船頭だͬたのだΖうか。志村は、船中は۶ځͳので
をॻ͚る人物をબんで岸にあがり、くͭΖいで࿩ࣈ
をしたいとٻΊたが、す͙には応͡ていͳい。ཌ
23 日に仙台大年寺からີ山・ल山・࣊ฉの 3 人の
ૐが౸着したさい΋、重Ͷて上陸をٻΊ、ҥ৯΋ఏ
するとਃし出ているが、࣮現しͳかͬた。陸にあڙ
がることにෆ安を覚͑たのであΖう。だが 3 人の
ૐཿがかͭて長崎に༡ֶして清国の商人と΋ަΘͬ
たことがあると伝͑ると、安৺したのか、25 日に
全員が上陸することにͳͬたのである。
「໰答日記」によると、「岸上の民ࣷをҎて٬館と

為さしΉ」とあるだ͚だが、漂流民を収༰した宿ࣷ
は「大室浜٬館之ਤ」（登米市登米町ެ民館所蔵）
という࢙料にࣔされている。ฉ͖取りを重Ͷ合Θͤ
ると、ਤでࣔした৔所にあͬたようだ。෩呂・台所
付͖ͳので৯料のఏڙをड͚てࣗਬ生׆をしたのだ
Ζう。宿ࣷの周りは竹矢来でғまれ、出入口には؂
。人が詰Ίた൪所΋ஔかれているࢹ

上陸にあたͬては、仙台藩主の名を΋ͬてҥ෰΍
寝۩ 14 人分を与͑た。また 8 ݄ 15 日（چ暦）にͳͬ
て秋ྫྷのقઅにͳると、࢓立師をݣΘしてҥྨをこ
しら͑、9 ݄ 10 日には「ྫྷפ甚だし」として໖入
れを与͑ている。至れりਚくͤりの଴۰であͬた。

ද �ɹ޿౦ધ৐૊һҰཡ

名前 年ྸ 名前 年ྸ

௠世徳 27 ௠阿່ 42

林光༟ 24 林阿松 16

林元江 30 ग阿高 40

௠ৡ光 38 林ၦً 36

林松੠ 41 ௠阿Ն 34

௠元江 30 ௠阿ҙ 22

௠阿ᑻ 42 ௠ݡ生 25 ʮ大ࣨ඿٬ؗ೭ਤʯ
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3.　筆談の様子

筆ஊの中৺は௠世徳であͬたが、΄かに林光༟
（24 歳）と௠元合（30 歳）΋若ׯは応͡ている。
による筆ஊであるたΊ、おおΉͶ文ҙは通͡たࣈ׽
ようだが、中国人側のճ答には࣌として「ࣈҙをڿ

㆗

らͣ」とあるので、日本ޠ෩׽文を൑ಡで͖ͳいこ
と΋あͬたらしい。

漂流しは͡Ίたのは 4 ݄上०のことだが、志村
が富士山をըいて、いͭこの高山をΈたかと໰ګ࣌
うと、௠世徳は山上に山雲のかかͬた高山を 5 ݄
下०に見たと答͑た。志村は「ࠑれඞͣ΍富士山ͳ
り」と合఺している。漂流がは͡まͬて一

ㆲㆨ

݄
ㆤㆌ

半
ㆯ㇓

΄Ͳ
で富士山が見͑るとこΖまでたͲりͭいていたのだ
が、そこから一ि間΄Ͳで大室浜の沖合まで流され
たことにͳる。

漂流の事৘΍਎元の取りௐべが一ஈམすると、日
本側の応઀者がठֶ者であるだ͚に中国の文化΍生
く、࣭໰΋多方໘に及んでڧに対する関৺が׳श׆
いる。߲目だ͚をあ͛てΈると、度ྔྔܭ）ߧの୯
Ґ）、੫金、޸子඲、関ఇ඲、෹寺、અ۟、役所、
役人、稲作、࢈物、૴儀、気ީ、ঁੑ෩ଏ、夫්、
家ச、酒Ձ、ߖఇͳͲにͭいてਘͶている。そのͳ
かから興ຯ深い໰答をいくͭかあ͛てΈよう。

まͣ、「日本の美ঁ、中国と同͡΍൱΍」という
໰いに対しては、「人は同͡๴ͳれͲ΋頭上は同͡
からͣ」と答͑ている。͖ͭإは同͡だが൅ܕがҧ
うということである。ঁੑशଏのҧいは൅ܕだ͚で
はͳく、化হ法に΋あͬた。「日本්人はࠗҽすれ
͹ඞͣࣃをછΉ。ܑ౳（貴ܑたͪ）、大室浜にて見
る所の්人の೗し。広東්人の夫有る者にࠑの事有
り΍」。ͭ まり、日本のੑঁࠗطはࣃを黒くછΊるが、
広東ではͲうかとと໰うている。貴ܑたͪが大室浜
で見たようにとड़べているから、大室浜のੑঁࠗط
がおࣃ黒をしていたことは間ҧいͳい。これに対し
て௠世徳は、「ᐌく、有ることͳし。உ子と色を同
͡うす」と答͑ている。広東にはࣃをછΊるशଏは
ͳいということである。ただし、「広州の්人の夫

在る者は྆ࣖ連؀して夫在るの義をࣔす。ੋをҎて
五六歳にしてࣖにۜ؀をઠͭ」とड़べ、ੑঁࠗطは
ࣖ輪をし、そのたΊに༮少のこΖからࣖに݀を開͚
ているとͬޠている。

また、日本では官ལ（武士）の夫්はচをผにし
て຾るがॸ民は一ॹに寝る、貴国では೗Կ、という
໰いに対して、広東では役人΋ॸ民΋寝ると͖は夫
්一ॹだと答͑ている。異国人との会࿩をとおして、
武士਎分の夫්は寝室を異にしていたことを知るこ
とがで͖る。

4.　ことばの習得と交流

筆ஊが主であるとはい͑、Կ度΋会ͬていれ͹お
のͣと会࿩΋するようにͳͬた。あると͖、同੮し
た代官の前田河文治が持ͬていたઔ子の絵をΈて、
௠世徳が「これはナダナダナダ」とͬݴたという。「こ
れはͳに  」という୯ޠを最初に覚͑ることが異国
शಘのޮՌతͳ方法ͳのだが、中国人たͪ΋「こޠ
れはͳんだ  」という日本ޠをͬ࢖て࣭໰を܁りฦ
していたことが知られる。「୞今にては日本ݴ葉少ʑ
相覚΁、ඁり下りީ諸役人΋少ʑޠ׽相覚΁、たが
ͻに࢖ͻީよし」というから、日本側の役人たͪ΋
中国ޠを少しͣͭ覚͑て、؆୯ͳ会࿩ఔ度はで͖る
ようにͳͬていたようである。「漂船ࡶ記」には、
一から十までの数ࣈと 56 ୯ޠにͭいて広東ޠのൃ
音が記ࡌされている。目・口・ඓといͬた਎ମ΍、飯・
酒・ҽ草・ݛ・釜・ো子ͳͲのようͳҥ৯住に関す
る୯ޠが多いのは、手近ͳとこΖからൃ音を֬ೝし
ていͬたからだΖう。「無筆はこれ無く、カタカナ
は相分りਃしީ」とあるので、中国人たͪ΋全員が
カタカナఔ度はॻ͚るようにͳͬていͬたようだ。

筆ஊがで͖るということは同͡ࣈ׽文化ݍだから
だが、ࣈ׽を知ͬているかͲうかはڭ養の໰୊であ
る。筆ஊに応͡ていた௠世徳と林光༟と௠元合の三
人がかͳりのڭ養を΋ͬていたであΖうことは、彼
らがいくͭ΋ࢻ׽΍๽੻を残していることから΋知
られる。まただからこそ、取りௐべにあたͬた日本
側のठֶ者たͪ΋޷ҙతに઀したのであΖう。とく
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に௠世徳は、「日本の阿ഒ仲ຑຩ、唐朝に在りて日
本王の࢖を奉͡て唐に入り、ཥ太白と༡ͿとӠʑ。
今、ز年をܦるか」と࣭໰してڻかͤている。阿部
仲ຑ呂は奈良࣌代のݣ唐留ֶ生で、ཥ白΍王維ͳͲ
の唐の文人とަ流したことで有名だが、帰国の్中
に೉破して唐に΋Ͳり、ͭいに故国の地を౿Ήこと
がͳかͬた。「ੋれ千有༨年ͳり」と養ݡಊֶ頭の
田辺ڡᏊは答͑ているが、この໰答は௠世徳のڭ養
Ϳりだ͚ではͳく、阿部仲ຑ呂が中国ではよく知ら
れたଘ在であͬたこと΋͑ڭている。

5.　長崎へ

「漂船ࡶ記」によると、中国人漂流民たͪが長崎
にૹられたのは、その年の 10 ݄中०のことであͬ
た。十三浜からᢤ

ㆯ㆗㆐

で石巻に向かͬたが、「川まで小
舟乗出し、見物ᆿしく群ूす」とあるから、見ૹり
をかͶた見物人が多くूまͬたようだ。同日の七ͭ
࣌（午後 4 ࣌こΖ）に石巻に着͖、1 ि間΄Ͳ଺在
したあと、日の丸のችをはたΊかͤ、ٷ・మ๒΋ଗ
͑た船に乗ͤられて長崎に向͚て出ߤした。石巻を
出ると͖΋また、「前代未ฉの見物」であͬたという。

石巻をڈるにあたり、乗組員一同を代දして௠世
徳は次のようͳँࣙを残した。

　貴国܅（仙台藩主）ʙ（中ུ）ऺ ఋ（ࢲたͪ）、
大深Ըの天の೗く大ͳるをडく。貴国の܅、前
に日常ԅ੮をࣀいҥ৯甚だ多し。ʙ（中ུ）ऺ ఋ、
国に還るの࣌、本国の人΋ຠ、大深Ըの天の೗

く大ͳるを知らん。（後ུ）
仙台藩主΍関܎者の࣊Ѫに満ͪた઀଴にँײし、

無事૆国に໭れることの喜びがޠられている。

6.　広東漂流船が残したもの

大室浜で漂流民たͪを収༰した٬館のす͙そ͹の
民家には、漂流船Ώかりの඼と伝͑られる大͖ͳᆵ
と絵ࡼ二ຕが残されていた。陸上で生׆するにあた
り、広東船に積んであͬた΋のを߱Ζし、ཱྀ立ͭに
あたͬてஔいていͬた΋のとࢥΘれる。その民家に
はҎ前は΋ͬと多くの絵ࡼが残されており、ࠗף૴
。たと伝͑られているͬ࢖のと͖にࡇ

また大室浜の山神社には、広東船のഇࡐの一部が
奉納され、次のようͳ銘文がࠁまれていた。

寛政八ช辰六݄七日、唐国広東之漁船一艘、唐
人र四人乗漂着之࣌、ࠑ丸ҹ右船之納　　ԙਖ
木者໵
　　　同年十݄೓日出立 主　大室浜ئ

小؊入　太治平
吉沢ࠁࢯ之

大室浜の小؊入太治平が記೦のたΊに船ࡐの一部
を切り取ͬて奉納したようだ。この奉納木の上部に
された広東ࡌまれた 合 のҹは、「漂船ᯐ記」に収ࠁ
船の絵に同༷の記߸がඳかれているので、その部分
を切り取ͬた΋のであΖう。一部とはい͑船ࡐが残
されているということは、この地で広東船がղମさ
れたことをࣔしている。ͬ͡さい漂流民たͪは仙台

大ࣨ඿のຽ家ʹ͞࢒Ε͍ͯͨᆵͱֆࡼʢ͜のຽ家͸ ����೥ �݄ ��೔の大௡೾ʹΑΓྲྀग़ͨ͠ʣ
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藩が用ҙした御用船に乗ͬて長崎に向かͬたのであ
るから、広東船は地元に与͑られてղମされ、さま
͟まͳ用్に࠶利用されたのであΖう。

その船ࡐの一部はصとͳͬてഭ町佐沼の大೦寺
に残されている。そのصには、「田文ڢ」ͳる人物
がີかに仙台藩の役人にཔんで船ࡐの一部を手に入
れてصを作ͬたとॻかれている。「田文ڢ」の本名
はෆ明だが、相当の࢈ࢿ家で文人๽٬΍ആᨢのパト
ロンとして名をͳしていたようである（h 仙台人名
大ࣙॻ ）ɦ。船ࡐでصを作ͬたの΋ਮڰの一ͭだͬた
のだΖう。

このصには、܀原郡ங館町のആ人であるി白ܓ（本
名は白鳥屋加蔵）の名前΍、仙台城下のਸ਼鳳寺第
十四世住৬であり、ࢻॻにす͙れた文人で΋あͬた
南山古ྊのࢻ׽΋記されている。また江ࢗ郡岩谷ಊ

のആ人である休ʑ҇文草と、寛政・文化年間（1790
年代ʙ1810 年代）に仙台に来༡したとされるը人
根本常南の記名΋あることから、「田文ڢ」の手を
཭れたあと、このصはആᨢを中৺とした文化サーク
ルのͳかで珍඼として΍りとりをされていたのか΋
しれͳい。そのصが佐沼の大೦寺に所蔵されたい͖
さͭはෆ詳だが、佐沼はആ۟が盛んͳ地方であり、
大೦寺がその׆ಈڌ఺の一ͭだͬたことから、ആᨢ
関܎者から同寺にدଃされたのではͳいかとਪଌさ
れている。広東船の船ࡐから作られたصは、仙台領
にお͚る文人たͪのަ流を୳る手がかりに΋ͳͬて
いるのである。
（初出 :「広東船の漂着」h 北上町࢙通࢙編ʱ第 2

ষ第 4 અ、2005 年）

Λར༻ͨ͠໦ൾࡐ౦ધのધ޿
ʢ大ࣨ඿のࢁਆࣾʣ

ඬྲྀધのધ൘Ͱ࡞ΒΕͨصͱ໦ശ
ॻ͔Ε͍ͯΔɻ͕ࢻ׽

ʢొถࢢഭொࠤপ � 大೦ࣉଂʣ
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　「第 3 編　漂流記目録」の「第 1 部　漂流記目録」から漂流事件 341 件の基本データを抽出して年代順に
並べた。詳しくは「第 3 編　漂流記目録」の凡例を参照。
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№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

 1 慶長 16（1611） 慶長 17（1612） 薩摩 マカオ マカオ─肥前国五
島

 2 慶長 17（1612） 日本 清国台州

 3 慶長 18（1613） 日本 ジャワのバン
タムヵ

ジャワのバンタム
─平戸

 4 元和 2 （1616） 讃岐国高松浦 喜兵衛船 青ヶ島 喜兵衛 3 青ヶ島─八丈島─
伊豆国下田─故郷

 5 元和 4 （1618） 出 雲 国 三 尾
関ヵ

朝鮮ヵ 7 ヵ

 6 元和 4 （1618） 隠岐国竹島ヵ 朝鮮 7 ヵ 朝鮮─対馬藩

 7 寛永 2 （1625） 寛永 3 （1626） 讃岐国高松 南方の小島 吉右衛門・松兵
衛・六平

3 南方の小島─青ヶ
島─八丈島─伊豆
国下田─江戸─故
郷

 8 寛永 14（1637） 伯耆国会見郡
米子村

村川市兵衛の漁
船

朝鮮国蔚山魴
魚津

弥三右衛門・与
七

朝鮮国蔚山魴魚津
─対馬藩

 9 寛永 17（1640） 日本 清国台州 13

10 寛永 17（1640） 琉球 土佐国佐賀浦

11 寛永 20（1643） 越前国 見知らぬ島
［無人島］

見知らぬ島［無人
島］─帰還

12 寛永 21（1644） 正保 3 （1646） 越前国三国浦
新保村

竹内藤右衛門船
［ 藤 左 衛 門 持
船］・同子藤蔵
船［藤太持船］・
国田兵右衛門船

日本海北岸の
無人の地

竹 内 藤 右 衛 門
［藤左衛門］・竹
内藤蔵・国田兵
右衛門［岡田兵
右衛門］

58 ヵ 日本海北岸の無人
の地─ポシエット
湾─ 奉天─ 北京─
京城─東莱府─対
馬─ 厳原─ 大坂─
越前

13 承応 2 （1653） 対馬ヵ 朝鮮 6 ヵ

14 明暦 3 （1657） 日本 アメリカ大陸

15 万治 3 （1660） 日本 ルソン ルソン─マニラ城
域 外 の 日 本 町 サ
ン・アントン

16 寛文元
［万治 3］

（1661）
（1660）

伊勢国松坂 エトロフ島付
近の小島

七兵衛［七郎兵
衛］

15 ヵ

17・
18

寛文
初年

長 崎 稲 佐
村ヵ・薩摩

台湾・広東雷
州

19 寛文 3 （1663） 寛文 3 （1663） 肥前国五島 朝鮮国江原道
蔚珍

3 ヵ 朝鮮国江原道蔚珍
─対馬藩

20 寛文 6 （1666） 伯耆国会見郡
米子村

大谷九右衛門の
漁船

朝鮮国慶尚道
長鬐

22 ヵ 朝鮮国慶尚道長鬐
─対馬藩

21 寛文 6 （1666） 隠岐国ヵ 朝鮮 1 ヵ 朝鮮─対馬藩

22 寛文 6 （1666） 寛文 6 （1666） ミゲル益田（天
草生れ）･ ペド
ロ葛西（豊後伊
美生れ）

2 ヵ オランダ船が救助
─長崎

23 寛文 7、
8 年頃

（1667）、
（1668）

摂津国大坂 南海

24 寛文 8 （1668） 寛文 10（1670） 尾張国知多郡
大野村

権田孫左衛門船 バタン島 次郎兵衛・孫左
衛門

15 バタン島─清国─
長崎─生国

25 寛文 9 （1669） 寛文 10（1670） 阿波国海部郡
浅川浦

勘右衛門船 小笠原諸島の
母島

勘右衛門・長左
衛門

7 小笠原諸島の母島
─八丈島─伊豆国
洲崎─故郷

26 寛文 11（1671） 琉球ヵ 尾州知多郡西
ノ口

27 ヵ

27 寛文 11（1671） 播 磨 国 飾 磨
津ヵ

朝鮮国巨済島 3 ヵ 朝鮮国巨済島─対
馬藩
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№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

28 寛文 12（1672） 讃岐国塩飽ヵ 朝鮮 14 ヵ 朝鮮─対馬藩

29 寛文 12（1672） 延宝元 （1673） 伊勢国松坂 七郎兵衛船 エトロフ島 七郎兵衛 15 エトロフ島─クナ
シリ島─十勝─松
前─江戸

30 延宝元 （1673） 陸奥国相馬ヵ 台湾 台湾─長崎

31 延宝 4 （1676） 豊前国小倉ヵ 朝鮮 2 ヵ 朝鮮─対馬藩─生
国

32 延宝 4 （1676） 越前 朝鮮

33 延宝 8 （1680） 土佐国室津浦 鳥島

34 延宝 8 （1680） 土佐国上加江
浦

鳥島

35 天和元 （1681） 紀伊領 蝦夷地

36 天和 2 （1682） 仙台ヵ 蝦夷地

37 貞享元 （1684） 仙台ヵ 蝦夷地

38 貞享元 （1684） 土佐国田野浦 鳥島

39 貞享元 （1684） 土佐藩 八丈島

40 貞享元 （1684） 貞享 2 （1685） 伊勢国度会郡
神社村

太兵衛船 マカオ近くの
小島

太兵衛 12 マカオ近くの小島
─マカオ─長崎

41 貞享 2 （1685） 秋田藩 松前

42 貞享 2 （1685） 津軽藩 蝦夷地福島村

43 貞享 3 （1686） 南部八戸

44 貞享 4 （1687） 相馬 蝦夷地イフツ

45 貞享 4 （1687） 仙台藩

46 貞享 4 （1687） 本庄市兵衛船

47 貞享 4 （1687） 津軽

48 貞享 4 （1687） 越後

49 元禄元 （1688） 元禄元 （1688） 薩摩ヵ 広東省 10 ヵ 広東省─長崎

50 元禄元 （1688） 越前国坂井郡
神保浦ヵ

朝鮮国巨済島
知世浦

28 ヵ 朝鮮国巨済島知世
浦─日本

51 元禄 3 （1690） 元禄 5 （1692） 薩摩国山川ヵ 清国広東省高
州［雷州］

庄兵衛・惣右衛
門・吉右衛門・
五郎右衛門・庄
三郎・市右衛門・
慶兵衛・長兵衛・
十三郎・仁左衛
門・万右衛門

12 清 国 広 東 省 高 州
［雷州］─ 福州─
普陀山─長崎

52 元禄 3 （1690） 仙台領 蝦夷地

53 元禄 4 （1691） 土佐国種崎浦 津呂浦

54 元禄 4 （1691） 元禄 5 （1692） 種 子 島 竹 崎
浦ヵ

琉球の久高島 琉球の久高島─那
覇─鹿児島

55 元禄 5 （1692） 土佐国安芸郡
奈半利浦

次兵衛船 八丈島 3 八丈島─豆州下田

56 元禄 5 （1692） 伊勢国若松 蝦夷地白老の
内シマタヘ

57 元禄 5 （1692） 備前国岡山 朝鮮国多太浦 16 朝鮮国多太浦─対
馬藩

58 元禄 5 （1692） 元禄 6 （1693） 讃岐国塩飽牛
島

市左衛門船
［源左衛門船］

清国補陀山の
近く

谷本源左衛門・
徳左衛門

14 清国補陀山の近く
─長崎

59 元禄 5 （1692） 元禄 7 （1694） 長門ヵ 清国広東省陽
江県

12 ヵ 清国広東省陽江県
─ 寧波─ 補陀山─
長崎
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№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

60 元禄 6 （1693） 仙台領石巻 蝦夷地シイコ
タン

61 元禄 6 （1693） 日本 ルソン ルソン─マニラ城
域外にある日本町
ディラオ

62 元禄 6 （1693） 摂津国 蝦夷地

63 元禄 8 （1695） 大坂 淡路屋又兵衛船 カムチャッカ
半島南部

伝兵衛 15 カムチャッカ半島
南部─オパラ川河
口─ロシア人が救
助─ヤクーツク─
モスクワ

64 元禄 9 （1696） 元禄 10（1697） 日向国志布志
浦

弥 三 右 衛 門 船
［弥左衛門持船］

鳥島 少左衛門 5 鳥島─遠州川尻─
志布志浦

65 元禄10ヵ（1697） 蝦夷地アツケ
シ

66 元禄 15（1702） 元禄 15（1702） 種子島 榎本重八船 青ヶ島 榎本重八 8 青ヶ島─八丈島─
豆州下田─江戸─
鹿児島藩邸─種子
島

67 元禄 15（1702） 大坂 蝦夷地

68 宝永元 （1704） 宝永 2 （1705） 泉州湊浦 喜左衛門船 青ヶ島 源次郎 11 青ヶ島─八丈島郷
浦─小島─豆州下
田

69 宝永 2 （1705） 酒田漁師町 蝦夷地ヲコシ
リ島

70 宝永 2 （1705） 琉球 土佐国幡多郡
清水浦

82

71 宝永 2 （1705） 宝永 4 （1707） 陸奥国柵倉太
田熊次郎領

三之丞船 清国瓊州府 三之丞・権七 6 清国瓊州府─長崎

72 宝永 3 （1706） 日本 ルソン 14 ヵ ルソン─マニラ城
域外にある日本町
ディラオ

73 宝永 4 （1707） 土州安芸郡田
野浦

六平船 八丈島 8

74 宝永 4 （1707） 筑前国博多西
町浜ヵ

朝鮮 善四郎 朝鮮─長崎

75 宝永 5 （1708） 宝永 7 （1710） 陸奥国荒浜ヵ ルソン ルソン─清国乍浦
─長崎

76 宝永 7 （1710） 日本 東 部 カ ム
チャッカのカ
リギル湾

三右衛門 8 ヵ 東部カムチャッカ
のカリギル湾─ヤ
クーツク─ペテル
ブルグ

77 正徳元 （1711） 正徳 3 （1713） 筑後国久留米
藩

筑後国久留米藩
主有馬玄蕃頭則
維の船

ルソン 岡野三左衛門・
長助・長太夫・
源之丞

6 ルソン─マニラ城
域外の日本町ディ
ラオ─広東省電白
県─長崎

78 正徳元 （1711） 正徳 2 （1712） 薩摩ヵ 朝鮮 朝鮮─対馬藩─長
崎

79 正徳 2 （1712） 正徳 2 （1712） 肥前国唐津ヵ 朝鮮 11 ヵ 朝鮮─対馬藩─長
崎

80 正徳 2 （1712） 豆州ヵ 豆州代官小林又
左衛門の米を積
んだ官船

種子島増田村
小塩屋

七左衛門 7 種子島増田村小塩
屋─日州志布志

81 正徳 2 （1712） 薩摩国浜之市
村

東蝦夷地エト
ロフ島

82 正徳 2 （1712） 正徳 3 （1713） 陸奥国相馬領
棚塩

吉十郎船 清国広東省 吉十郎・覚兵衛・
三八・次郎助・
助七

8 清国広東省─長崎
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№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

83 正徳 3 （1713） 正徳 4 （1714） 越前国三国ヵ 朝鮮 朝鮮─対馬藩─大
坂─江戸─帰郷

84 正徳 3 （1713） 大坂 日野屋権右衛門
船

八丈島 15

85 正徳 3 （1713） 正徳 4 （1714） 尾州名古屋長
者町

紙屋理兵衛船 琉球 政之助 9 琉球─大坂─尾張

86 正徳 3 （1713） 薩摩ヵ 清国

87 正徳 3 （1713） 蝦夷地昆布の
浜

88 享保元 （1716） 享保 2 （1717） 尾州名古屋船
入町

柏屋市兵衛船 奥エゾ地トカ
チ

吉十郎 9 奥エゾ地トカチ─
絵鞆─有珠─虻田
─ 長万部─ 亀田─
松前─江戸

89 享保 3 （1718） 南部および江
戸霊巌島

蝦夷地クスリ

90 享保 3 （1718） 享保 4 （1719） 筑後ヵ 清国広東省 清国広東省─帰還

91 享保 4 （1719） 元文 4 （1739） 遠江国新居 筒山五兵衛船 鳥島 左 太 夫［ 佐 太
夫］・甚八・仁
三郎・平三郎

12 鳥島─八丈島─相
州浦賀─江戸

92 享保 5 （1720） 大坂 大津屋利三郎船 八丈島 14

93 享保 8 （1723） 土佐藩 万歳丸他一艘 御蔵島

94 享保 8 （1723） 享保 8 （1723） 仙台ヵ 琉球 琉球─江戸深川

95 享保 10（1725） 対馬国内院浦 石橋七郎右衛門

96 享保 11（1726） 享保 11（1726） 鹿児島藩ヵ 源右衛門 20 清国船が救助─長
崎

97 享保 12（1727） 大坂

98 享保 13（1728） 薩摩 若潮丸 カムチャッカ
半島のロパト
カ岬

宗蔵・権蔵 17 カムチャッカ半島
のロパトカ岬─ヤ
クーツク─ペテル
ブルグ

99 享保 16（1731） 摂津国大坂 シコツ

100 享保 17（1732） 琉球 種子島中之村
前浜

金城親方・米須
親雲上

27 ヵ

101 享保 17（1732） 伊豆国新島 定八郎 5 種子島西之村前ノ
浜─鹿児島藩

102 元文元 （1736） 元文元 （1736） 能登国鳳至郡
輪島

兵右衛門船 朝鮮国慶尚道
長鬐

伝九郎 14 朝鮮国慶尚道長鬐
─ウワンカイ─対
馬藩─大坂

103 元文 3 （1738） 元文 4 （1739） 江戸堀江町 宮本善八船 無人島 富蔵・武兵衛・
六助

17 無人島─鳥島─八
丈島─江戸

104 元文 4 （1739） 奥州石巻村 種子島増田村
後浜

惣兵衛

105 元文 4 （1739） 元文 5 （1740） 陸奥 エゾ地登加知 長三郎・清之丞・
久助・奥卯松

16 エゾ地登加知─仙
台藩

106 寛保元 （1741） 寛保 2 （1742） 薩摩国 清国の舟山列
島［清国漁山］

伝兵衛 21 清 国 の 舟 山 列 島
［清国漁山］─ 乍
浦─長崎

107 寛保 2 （1742） 蝦夷地キイタ
ツフ

南部

108 寛保 2 （1742） 薩摩国児ヶ水 紋右衛門の商船

109 寛保 3 （1743） 奥州仙台領石
巻村

種子島増田村 孫右衛門 15 種子島増田村─薩
摩国山川

110 寛保 3 （1743） 延享元 （1744） 尾張国知多郡
多屋村

永通丸（与十郎
船）

青ヶ島 与十郎 5 青ヶ島─八丈島─
江戸
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111 延享元 （1744） 延享元 （1744） 松平遠江守領
内摂州神戸浦

九郎兵衛 17 種子島住吉村沖で
漂流中に救助─赤
尾木ノ浦

112 延享元 （1744） 陸奥国鹿角郡
佐井村

多賀丸（竹内徳
兵衛船）

千島列島オン
ネコタン島

竹内徳兵衛 18 千島列島オンネコ
タ ン 島─ カ ム
チャッカ半島のボ
ルシェレック─ペ
テルブルグ

113 延享 2 （1745） 延享 2 （1745） 琉球 奥州仙台領 用物宰領役上運
天親雲上・山城
仁屋

17 ヵ 奥州仙台領─江戸

114 延享 2 （1745） 紀伊国海士郡
柳浦

八丈島

115 延享 2 （1745） 筑後国三潴郡
榎津

長六 6 種子島西之村で破
船─薩州山川

116 延享 2 （1745） 延享 3 （1746） 泉州日根郡湊
浦

吉兵衛船 八丈島三根浦 伝左衛門 13 八丈島三根浦─帰
還

117 延享 3 （1746） 種子島 種子島家の年頭
船

七之丞・孫左衛
門

118 延享 3 （1746） 延享 3 （1746） 奥州仙台ヵ 松平陸奥守領分
奥州仙台門脇の
船

種子島野間村 平吉 種子島野間村─薩
摩山川

119 延享 3 （1746） 屋久島楠川 平左衛門船 4

120 延享 3 （1746） 讃岐国大内郡
三本松

歌津屋儀兵衛船 八丈島中之郷
小筒ヶ浦

平八・吉右衛門・
嘉右衛門・伊八

9

121 延享 4 （1747） 種子島小根占 周八の商船 国上村浦田 国上村浦田─山川

122 寛延 3 （1750） 宝暦元 （1751） 陸奥国盛岡郡
尾崎白浜村

神力丸（久保屋
善之丞船）

清国福建省
嶼

又五郎・利兵衛・
伝六

8 清国福建省 嶼─
福州─厦門─寧波
─長崎

123 宝暦 2 （1752） 宝暦 4 （1754） 陸奥国相馬 十三夜丸［一三
夜叉丸］（立谷
平左衛門船）

台湾海峡の小
島

嘉兵衛 13 台湾海峡の小島─
清国広東省恵州府
陸豊県─長崎

124 宝暦 2 （1752） 宝暦 4 （1754） 陸奥国本吉郡
気仙沼村

春日村（大島屋
加兵衛船）［大
島屋幸兵衛船・
大 嶋 屋 嘉 兵 衛
船］

清国浙江省定
海県舟山の内
花山

伝兵衛・大島屋
嘉兵衛

13 清国浙江省定海県
舟山の内花山─寧
波─長崎─仙台

125 宝暦 2 （1752） 1 宝 暦
5・2宝
暦 6

（1755）
・

（1756）

江戸霊巌島 福聚丸（橋本藤
助船）

ルソン島 善右衛門・三之
助・清次郎・久
次郎・伝次郎・
清次郎

15 ルソン島─マニラ
域外の日本町ディ
ラオにあるフラン
シスコ会に引取ら
れ、扶助料を給与
さ れ る … 1 三 之
助 : マカオ─ 乍浦
─長崎─江戸・2
清次郎、久次郎、
伝次郎、清次郎 :
マカオ─寧波─乍
浦─長崎

126 宝暦 2 （1752） 宝暦 3 （1753） 陸奥国亘理郡
荒浜

茂八船 琉球国久志間
切

栄吉 14 琉球国久志間切─
薩摩国山川─摂津
国兵庫浦─江戸

127 宝暦 5 （1755） 宝暦 9 （1759） 和泉国箱作村 五郎兵衛船 鳥島 藤八・幸助 5 鳥島─伊豆国子浦

128 宝暦 6 （1756） 紀伊国薗村 堀川屋八右衛門
船

エトロフ島モ
ヨロ

友右衛門

129 宝暦 6 （1756） 宝暦 6 （1756） 陸奥国津軽郡
石崎村

治右衛門船 朝鮮国江原道
江陵

治右衛門 4 朝鮮国江原道江陵
─ 午岩浦─ 対馬─
大坂

130 宝暦 6 （1756） 宝暦 6 （1756） 琉球 肥前国五島 16 肥前国五島─長崎
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131 宝暦 6 （1756） 宝暦 7 （1757） 陸奥国牡鹿郡
石巻

和泉屋升右衛門
船

北エゾ地シイ
コタン

徳兵衛・源四郎 13 ヵ 北エゾ地シイコタ
ン─ 厚岸─ 幌泉─
松前─奥州三厩─
帰郷

132 宝暦 7 （1757） 宝暦 9 （1759） 志摩国布施田
浦

若市丸（浅野小
平次船）［小平
治船］

台湾 浅野小平次［小
平治］･ 清助 ･
市松 ･ 甚助

6 台湾─福州─南京
─ 乍浦─ 長崎─ 志
州鳥羽

133 宝暦 9 （1759） 宝暦 9 （1759） 和泉国波有手
村

佐市郎船 鳥島 佐市郎 鳥島─伊豆国子浦

134 宝暦 9 （1759） 宝暦 9 （1759） 土佐藩 大宝丸 鳥島 伝七 18 鳥島─伊豆国子浦

135 宝暦 11（1761） 宝暦 12（1762） 陸奥国亘理郡
荒浜

福吉丸（木村屋
茂右衛門船）

善十郎・五助 17 清国南通州沖で清
国船が救助─南通
州─ 上海─ 長崎─
江戸

136 宝暦 12（1762） 宝暦 13（1763） 松平遠江守領
内摂津国西ノ
宮

長平衛船 カラフト島 上岡徳五郎 ･ 弥
四郎 ･ 吉十郎 ･
久七 ･ 万三郎・
久太郎・三次郎・
八兵衛・善四郎

9 カラフト島─シラ
ヌシ─宗谷─故国

137 宝暦 12（1762） 琉球 高良・潮平親雲
上

10 ヵ 土佐国幡多郡柏島
沖で救助─宿毛大
島港

138 宝暦 12（1762） 明和 4 （1767） 筑前国唐泊浦 本宮丸 ルソン 孫右衛門 18 ルソン─ビシャヤ
─カバロウカン─
ハルハヤ─マハエ
ハイト─ソクボウ
─清国漳浦県─漳
州府─厦門─福州
─乍浦─長崎

139 宝暦 12（1762） 日本 ルソン 14 ヵ ルソン─マニラ城
域 外 の 日 本 人 町
ディラオ

140 宝暦 13（1763） 奥州仙台領石
巻

東蝦夷地シヤ
マニ

141 宝暦 13（1763） 名古屋 蝦夷地トカチ
ト

142 明和元 （1764） 明和 8 （1771） 筑前国志摩郡
唐泊浦

伊勢丸（重右衛
門船）

ミンダナオ島 重右衛門・孫太
郎

20 ミンダナオ島─バ
ンジェルマシン─
スラバヤ─長崎

143 明和元 （1764） 明和 4 （1767） 筑前国残島 村丸 ルソン 文次郎・五郎左
衛門

19 ルソン─カガヤン
─ソクボウ─厦門
─ 福州─ 乍浦─ 長
崎

144 明和 2 （1765） 薩摩ヵ 朝鮮 21 ヵ 朝鮮─対馬─長崎

145 明和 2 （1765） 明和 4 （1767） 陸奥国磐城郡
小名浜村

住吉丸 安南国 善四郎 6 安南国─会安─長
崎

146 明和 2 （1765） 明和 4 （1767） 常陸国多賀郡
磯原村

姫宮丸（弥八郎
船）［弥八持船］

安南国 佐 平 太［ 佐 源
太］・弥八・友
七

6 安南国─会安─長
崎─小石川水戸藩
邸

147 明和 4 （1767） 佐藤玄明 南海で異国船が救
助

148 明和 7 （1770） 種子島 朝鮮 新右衛門 朝鮮─長崎─鹿児
島藩

149 安永 2 （1773） 安永 3 （1774） 薩摩 清国浙江省寧
波府定海県舟
山

長兵衛・池山喜
三右衛門・源次
郎・中原仲右衛
門・権左衛門

19 清国浙江省寧波府
定海県舟山─乍浦
─長崎

150 安永 2 （1773） 尾張 琉球
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151 安永 3 （1774） 安永 3 （1774） 加賀国石川郡
粟ヶ崎村

藤蔵船 朝鮮半島の東
南部

伝次郎 9 朝鮮半島の東南部
─ 甘浦─ 釜山─ ウ
ワンカイ─対馬藩
─大坂─故郷

152 安永 3 （1774） 安永 5 （1776） 陸奥国折ノ浜 最吉丸（十兵衛
船）

広東省潮州府
潮陽県

幸助 14 広東省潮州府潮陽
県─乍浦─長崎

153 安永 3 （1774） 安永 4 （1775） 陸奥国小竹浜 永福丸（六兵衛
船）

福建省泉州府
恵安県の小島

佐五平・長右衛
門

16 福建省泉州府恵安
県の小島─乍浦─
長崎

154 安永 4 （1775） 安永 4 （1775） 陸奥国楢葉郡
山田浜村ヵ

清国 勝兵衛 ･ 作兵衛
･ 次郎 ･ 金右衛
門 ･ 六兵衛

5 ヵ 清国─福州─乍浦
─長崎

155 安永 4 （1775） 琉球ヵ 志摩国鳥羽浦

156 安永 5 （1776） 大隈国ヵ 朝鮮

157 安永 8 （1779） 安永 9 （1780） 大坂安治川 住徳丸（摂津屋
半十郎船）

清国福建省 徳蔵・伝蔵こと
半十郎

13 清国福建省─乍浦
─長崎─江戸

158 安永 8 （1779） 紀伊国日高郡
御坊村

一葉丸（伝次郎
船）

清国福建省

159 天明 2 （1782） 寛政 4
［寛政5］

（1792）
（1793）

伊勢国白子村 神昌丸（彦兵衛
船）［幸太夫船］

アリューシャ
ン列島のアム
チトカ島

大 黒 屋 光 太 夫
［幸太夫・幸大
夫・光大夫・太
黒屋幸太夫］・
庄蔵・新蔵・小
市・磯吉

17 アリューシャン列
島のアムチトカ島
─ ニ ジ ニ カ ム
チャッカ─オホー
ツク─ヤクーツク
─イルクーツク─
ペテルブルグ─イ
ル ク ー ツ ク─ オ
ホーツク─根室

160 天明 5 （1785） 寛政 9 （1797） 土佐国赤岡浦 松屋儀七船 鳥島 長平 4 鳥島─青ヶ島─八
丈島─江戸

161 天明 7 （1787） 寛政 9 （1797） 肥前国寺江村 金左衛門船［金
右衛門船］

鳥島 儀三郎・市之丞・
長之丞・清蔵

11 鳥島─青ヶ島─八
丈島─江戸

162 天明 8 （1788） 寛政 2 （1790） 松前松ヶ崎 松栄丸（彦六船）
［長吉船］

広東省潮州府
［清国恵州付
近］

善吉・伊兵衛・
長吉

15 広東省潮州府［清
国恵州付近］─乍
浦─長崎

163 寛政元 （1789） 寛政 9 （1797） 日向国諸県郡
志布志浦

住吉丸（中山三
右衛門船）［中
山 三 左 衛 門 持
船］

鳥島 栄右衛門［栄左
衛門］

6 鳥島─青ヶ島─八
丈島─江戸

164 寛政 2 （1790） 大坂折屋町 八丈島

165 寛政 3 （1791） 加賀国石川郡
本吉

住吉丸（明翫屋
徳兵衛船）

朝鮮慶尚北道
慶州地内甘浦

平四郎 5

166 寛政 5 （1793） 文化元 （1804） 陸奥国牡鹿郡
石巻

若宮丸（米沢屋
平之丞船）

アリューシャ
ン列島

平兵衛・善六・
津太夫・左平［佐
兵衛］・儀兵衛

［儀平］・太十郎・
米沢平之丞

16 アリューシャン列
島─ヤクーツク─
イルクーツク─モ
スクワ─ペテルブ
ルグ─長崎

167 寛政 6 （1794） 寛政 7 （1795） 奥州名取郡閖
上浜

大乗丸（彦十郎
船）

安南国 清蔵・清之丞・
源三郎

16 安南国─マカオ─
広東─乍浦─長崎
─江戸

168 寛政 7 （1795） 琉球 土佐国幡多郡
下田浦

親垣親雲上・伊
良皆親雲上・坐
波・儀間筑登之・
石川親雲上

31 土佐国幡多郡下田
浦─日向国細島

169 寛政 7 （1795） 寛政 9 （1797） 松前西在突符
村

金右衛門船 満洲吉林地方
の魚皮韃境

孫太郎・安次郎・
重兵衛

3 満洲吉林地方の魚
皮韃境─北京─蘇
州─乍浦─長崎
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170 寛政 7 （1795） 寛政 10（1798） 陸奥国土佐郡
青森大町［松
前箱館］

徳永丸（久保屋
儀兵衛船）［舛
屋喜衛門手船］

バタン諸島の
一小島

久 保 屋 儀 兵 衛
［久保義兵衛］・
巳之助・万次郎・
吉太郎・円次郎

5 バタン諸島の一小
島─バタン島─ル
ソン島のカガヤン
─マニラ─カヴィ
テ─マカオ─広東
─ 乍浦─ 長崎─ 江
戸

171 寛政 10（1798） 寛政 10（1798） 石見国ヵ 朝鮮国慶尚道
慶州の内甘浦

6 ヵ 朝鮮国慶尚道慶州
の内甘浦─対馬藩
─長崎─生国

172 享和 2 （1802） 文化 5 （1808） 蝦夷箱館奥山 順吉丸（角屋吉
左衛門船）

台湾 文助 9 台湾─チョプラン
島─ 安平─ 厦門─
福州─乍浦─長崎

173 享和 3 （1803） 陸奥国北郡牛
滝村［南部領
牛 滝 村 福 浦
村］

慶祥丸（源右衛
門船）

千島列島ホロ
モシリ島

継右衛門 14 千島列島のホロモ
シリ島─ペトロパ
ウロフスク─エト
ロフ島

174 文化 2 （1805） 日本 アラスカのシ
トカ付近

アラスカのシトカ
付近─ロシア人が
救 助─ ヤ ポ ン ス
キー島─蝦夷の沿
岸

175 文化 3 （1806） 文化 4 （1807） 大坂安治川 稲若丸（伝法屋
吉右衛門船）

新名屋吟蔵・文
右衛門・貞五郎・
喜三郎・惣次郎・
和左蔵・松次郎・
平原善松

8 アメリカ船が救助
─ハワイ─マカオ
─ 広東─ マカオ─
バタビア─長崎─
故郷

176 文化 4 （1807） 遠江ヵ 清国ヵ

177 文化 4 （1807） 文化 5 （1808） 鹿児島藩 永柳丸（鹿児島
藩主松平薩摩守
の手船）

台湾 伊勢貞右衛門・
源五郎

22 台湾─安平─厦門
─ 福州─ 乍浦─ 長
崎

178 文化 6 （1809） 文化 7 （1810） 大坂山本町 天徳丸（油屋源
蔵船）［富田屋
三次郎船］

台湾 三次郎・新助・
新蔵

14 台湾─清国─長崎

179 文化 6 （1809） 薩摩ヵ 朝鮮

180 文化 7 （1810） 文化 8 （1811） 薩摩国鹿児島
下町

長久丸（松村良
右衛門船）

清国江南 貞次郎 26 清国江南─長崎

181 文化 7 （1810） 琉球 五島奈良尾

182 文化 7 （1810） 文化 10（1813） 摂津国御影村 歓喜丸［勧亀丸］
（加納屋十兵衛
船）

カムチャッカ
半島

平助・与茂吉・
久蔵・吉五郎

16 カムチャッカ半島
─オホーツク…1
与茂吉 : クナシリ
島・2久蔵 : 箱館

183 文化 8 （1811） 薩摩ヵ 朝鮮 24 ヵ 朝鮮─長崎

184 文化 9 （1812） 文化 10（1813） 種子島ヵ 朝鮮 三右衛門・助右
衛門

朝鮮─帰国

185 文化 9 （1812） 文化 13（1816） 鹿児島藩 永寿丸（鹿児島
藩主松平豊後守
斎興の手船）［喜
三右衛門船・喜
三左衛門船］

千島列島のハ
ラマコタン島

喜三左衛門［喜
左衛門］・佐助・
角治

25 千島列島のハラマ
コタン島─アイヌ
人が保護─ペトロ
パウロフスク①─
オホーツク─ペト
ロパウロフスク②
─ウルップ島─エ
トロフ島─江戸

186 文化 10（1813） 土佐国福島浦 八丈島

187 文化 10（1813） 日本 35 イギリス船が救助
─ ノーアホーク・
サウンドのロシア
植民地
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188 文化 10（1813） 文化 13（1816） 尾張国名古屋
納屋町［紺屋
町］

督乗丸（小島屋
庄右衛門船）［長
右衛門船］

重吉こと長右衛
門・要吉・半兵
衛・音吉

14 イギリス船が救助
─サンタ・バーバ
ラ─シトカ─ペト
ロパウロフスク─
ウルップ島─エト
ロフ島─江戸

189 文化 10
［文化9］

（1813）
（1812）

文化 11（1814） 安芸国豊田郡
御手洗島之内
大浜村

虎市丸（栄助船） 清国広東省 栄助・次作・利
吉

清国広東省─長崎

190 文化 12（1815） 文化 13（1816） 薩摩国阿久根 伊勢田丸（政右
衛門船）

清国広東省恵
州府陸豊県碣
石鎮

宅右衛門 ･ 古渡
七郎右衛門 ･ 権
左衛門 ･ 坊助・
八兵衛

49
［46］

清国広東省恵州府
陸豊県碣石鎮─玉
山県─乍浦─長崎

191 文化 12（1815） 加賀国本吉村 三次郎船

192 文化 13（1816） 薩摩国鹿児島 相生丸 清国浙江省寧
波府象山県の
内石浦

193 文化 14（1817） 琉球 五島玉ノ浦大
宝沖

194 文化 14（1817） 薩摩ヵ 清国浙江省 24 ヵ 清国浙江省─長崎

195 文政 2 （1819） 琉球国泉崎村 仲村渠筑登之の
馬艦船

常州多賀郡川
尻村

当銘 12

196 文政 2 （1819） 薩摩藩ヵ 亀寿丸（薩摩藩
手船）

朝鮮

197 文政 2 （1819） 琉球 肥前国五島福
江島岐宿村西
津

9

198 文政 2 （1819） 薩摩国川内白
和町

若宮丸 清国浙江省温
州府

199 文政 3 （1820） 薩摩ヵ 朝鮮 24 ヵ 朝鮮─長崎

200 文政 3 （1820） 文政 9 （1826） 陸奥国閉伊郡
船越浦田野村

［閉伊郡磯鶏
村］

神社丸（黒沢屋
六之助船）

パラオ諸島 平之丞・亀蔵・
久助・久兵衛・
伊勢松・倉松・
清助・米次・栄
助・長吉・鶴松・
喜太郎

12 パラオ諸島─シャ
ム─マカオ─乍浦
…1倉松、清助、
米次、栄助 : 隅州
屋久島─長崎・2
長吉、鶴松、喜太
郎 : 遠州下吉田村
─清水港─肥前平
戸田助浦兀島─長
崎

201 文政 3 （1820） 日本 北アメリカの
コロンビア川
口の南側アダ
ムス岬

202 文政 4 （1821） 文政 4 （1821） 琉球国之内大
島大和浜間切
之内今里村ヵ

末喜久・作林・
喜久恵

3 オランダ船が救助
─長崎

203 文政 4 （1821） 薩摩国高城郡 住徳丸 朝鮮国全羅道
済州牧旗義県
為美浦

204 文政 4 （1821） 薩摩ヵ 清国浙江省 15 ヵ 清国浙江省─長崎

205 文政 5 （1822） 奥州仙台牡鹿
郡湊

円蔵船 種子島国上村
湊

吉蔵 種子島国上村湊─
鹿児島

206 文政 5 （1822） 薩摩ヵ 朝鮮 36 ヵ 朝鮮─長崎

207 文政5カ（1822） 種子島ヵ 清国 仲之允・徳松 清国─帰国

208 文政 5 （1822） 文政 6 （1823） 薩摩国鹿児島 天満丸 清国福建省漳
州府漳浦県

幸次郎・仲右衛
門

28 清国福建省漳州府
漳浦県─長崎

209 文政 6 （1823） 文政 6 （1823） 鹿児島藩 神通丸（鹿児島
藩主松平豊後守
手船）

橋口武兵衛門・
上村藤次郎

24 オランダ船が救助
─長崎



87

№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

210 文政 6 （1823） 薩摩藩 神明丸（薩摩藩
手船）

朝鮮国全羅道
興陽県豊安浦

211 文政 6 （1823） 薩摩藩 天神丸（薩摩藩
手船）

朝鮮国興清道
安興

212 文政 6 （1823） 文政 7 （1824） 種子島 熊野丸 朝鮮 三浦藤兵衛 朝鮮─長崎

213 文政 6 （1823） 文政 7 （1824） 種子島ヵ 清国 喜蔵・次郎右衛
門・源次郎・休
次郎・善太郎

清国─長崎─鹿児
島

214 文政 7 （1824） 薩摩国鹿児島
下町

金山丸 朝鮮国

215 文政 7 （1824） 薩摩ヵ 朝鮮 62 ヵ 朝鮮─長崎

216 文政 7 （1824） 文政 8 （1825） 大坂本町 安穏丸（柏屋勘
兵衛船）

兵蔵・惣吉・松
次郎

13 外国船が救助─小
名浜沖で漁撈中の
常陸国多賀郡河原
子村の十吉の漁船
に移す─平潟─江
戸

217 文政 8 （1825） 土佐国中ノ浜 青ヶ島

218 文政 9 （1826） 文政 9 （1826） 薩摩国山川 財久丸 清国浙江省寧
波府定海県

直右衛門 10 ヵ 清国浙江省寧波府
定海県─長崎

219 文政 9 （1826） 文政 10（1827） 越前国丹生郡
下海浦

宝力丸（蓬莱屋
庄右衛門船）

揚子江の河口
あたりの松江
府

善右衛門・吉左
衛門

9 揚子江の河口あた
りの松江府─乍浦
─長崎

220 文政 9 （1826） 陸奥国小南部
領

相模国浦賀

221 文政 10（1827） 陸奥八戸ヵ 清国

222 文政 10（1827） 陸奥ヵ 清国

223 文政 10（1827） 文政 11（1828） 陸奥国八戸 融勢丸（石橋徳
右衛門船）

バタン諸島の
小島

徳次郎・勇吉・
惣助

11 バタン諸島の小島
─バタン島─マニ
ラ─温州─長崎

224 文政 11（1828） 文政 13（1830） 伊豆国八丈島
中野郷

仁寿丸（沖山金
右衛門船）

ルソン島カガ
ヤン

儀兵衛・助四郎・
栄助

13 ルソン島カガヤン
─マニラ─マカオ
─ 広東─ 乍浦─ 長
崎─江戸

225 天保元 （1830） 天保 2 （1831） 薩摩藩 大日丸（薩摩藩
手船）

清国浙江省寧
波府定海県の
内舟山

10 ヵ 清国浙江省寧波府
定海県の内舟山─
長崎─生国

226 天保元
［天保3］

（1830）
（1832）

天保元 （1830） 備前国岡山広
瀬町

神力丸（多賀屋
金十郎船）

五左衛門・甚介・
清兵衛・勝之助・
伊勢次郎

19
［14］

バタン諸島のイバ
ホス島で船が大破
─サブタン島─バ
タン島─マニラ─
マカオ─広東─乍
浦─長崎

227 天保元 （1830） 種子島ヵ 清国 三右衛門 ･ 庄蔵

228 天保 2 （1831） 日本

229 天保 2 （1831） 天保 3 （1832） 大隅国 朝鮮国全羅道
済州旌義県為
美浦［済州牧
義県為美浦］

14 ヵ 朝鮮国全羅道済州
旌義県為美浦［済
州牧義県為美浦］
─ 対馬藩─ 長崎─
生国

230 天保 3 （1832） 尾張国知多郡
小野浦

宝順丸（樋口源
六船）

北アメリカの
ワシントン植
民地フラッタ
リ岬付近

重右衛門・岩吉・
久吉・音吉

14 北アメリカのワシ
ン ト ン 植 民 地 フ
ラッタリ岬付近─
ハワイ─ロンドン
─マカオ

231 天保 3 （1832） 天保 7 （1836） 越後国早川村 角長の船［龍宮
丸（ 長 門 屋 持
船）］

ハワイのオア
フ島ワイアル
ア付近

次郎右衛門・伝
助・長太・伝吉・
戸三郎

9 ハワイのオアフ島
ワイアルア付近─
ホノルル─ペトロ
パウロフスク─シ
トカ─エトロフ島
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232 天保 4 （1833） 泉州堺 明吉丸（木屋平
兵衛船）

種子島安城村 嘉兵衛 9

233 天保 4 （1833） 琉球 五島大和守領
分

234 天保 5 （1834） 天保 6 （1835） 尾張ヵ ルソン 音吉 ルソン─帰還

235 天保 5 （1834） 日本 マリアナ群島 与四郎（または
伊四郎）

21 ヵ マリアナ群島─グ
アム島

236 天保 6 （1835） 長門国豊浦郡
肥中浦

朝鮮 3 ヵ 朝鮮─長崎

237 天保 6 （1835） 肥後国飽託郡
川尻

庄蔵船 ルソン島 庄蔵・寿三郎・
熊太郎・力松

4 ルソン島─マニラ
─マカオ

238 天保 7 （1836） 天保 8 （1837） 陸奥国閉伊郡
山田村ヵ

開運丸［海運丸］ 清国広東省 万吉 5 ヵ 清国広東省─長崎

239 天保 9 （1838） 天保 9 （1838） 薩摩藩 三益丸 清国蘇州府崇
明県

吉次郎 23 清国蘇州府崇明県
─長崎

240 天保 9 （1838） 常陸国那珂郡
湊村

南部屋文右衛門
船

青ヶ島

241 天保 9 （1838） 天保 14（1843） 越中国富山古
寺町

長者丸（能登屋
兵右衛門船）

吉岡屋平四郎・
五三郎・喜右衛
門・金六・平四
郎・片口屋七左
衛門・八左衛門
･ 六兵衛 ･ 平兵
衛 ･ 次郎吉

10 アメリカ船が救助
─ハワイ─ペトロ
パウロフスク─オ
ホーツク─シトカ
─エトロフ島─松
前─江戸─帰郷

242 天保 10（1839） 天保 13（1842） 遠江国佐野郡
高御所村

昌栄丸（茂左衛
門船）

千 太 郎［ 仙 太
郎 ］・ 松 之 助・
辰蔵

3 外国船が救助─ホ
ノルル─マカオ─
福州─乍浦─長崎
─江戸─故郷

243 天保 10（1839） 天保 11（1840） 陸奥国気仙郡
小友浦

中吉丸（及川庄
兵衛船）

小笠原島 三之丞 6 小笠原島─下総国
飯岡沖─銚子

244 天保 10（1839） 常陸国那珂郡
湊村

宝来丸 琉球国勝連浜
村

245 天保 12（1841） 嘉永 4 （1851） 土佐国高岡郡
宇佐浦

筆之丞（伝蔵）
の漁船

鳥島 伝蔵・万次郎［中
浜万次郎・ジョ
ン万次郎・満次
郎・萬次郎・万
治郎］・五右衛
門・寅右衛門・
重助

5 鳥島─アメリカ船
が救助─ホノルル
─琉球─長崎

246 天保 12
［天保11］

（1841）
（1840）

天保 14（1843） 加賀国石川郡
大野村

松徳丸（丸屋伝
六船）

勝蔵・宗七・弥
三兵衛

7 清国船が救助─マ
カオ─乍浦─長崎

247 天保 12（1841） 1・2
天保
14・3
弘化 2

（1843）
・

（1845）

摂津国兵庫西
宮内町

永住丸［栄寿丸］
（中村屋伊兵衛
船）

善助・初太郎・
儀三郎・亥之助・
弥市・太吉

13 スペイン船が救助
─カリフォルニア
…1初太郎 : マカ
オ①─ホノルル─
マカオ②─乍浦─
長崎─故郷・2善
助 : マカオ①─ ホ
ノルル─マカオ②
─ 上海─ 乍浦─ 長
崎─故郷・3亥之
助、弥市、太吉 :
乍浦─長崎

248 天保 12（1841） 天保 14（1843） 陸奥国伊達郡
北半田

観吉丸［観音丸］
（重吉船）

フィリピン群
島中のサマル
島付近の小島

甚助・次郎吉・
長次郎・喜平・
重吉・与三蔵

8 フィリピン群島中
のサマル島付近の
小島─カヴィテ─
マニラ─香港─マ
カオ─乍浦─長崎
─江戸

249 天保 12（1841） 尾州内海 数右衛門船 数右衛門・源助・
治助・長吉・十
作・亀吉・伊助

7 外国船が救助─ペ
ルーのカヤオ港
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250 天保 14（1843） 天保 14（1843） 薩摩国河辺郡
加世田郷泊村

栄助の漁船 朝鮮 与吉 21 朝鮮─萩三島─長
門国萩宇津港─長
崎

251 天保 14（1843） 江戸ヵ 北海でアメリカ船
が救助

252 天保 15（1844） 天草ヵ 朝鮮 3 ヵ 朝鮮─長崎

253 天保 15（1844） 弘化 2 （1845） 阿波国中野郡
撫養

幸宝丸（天野屋
兵吉船）

鳥島 徳之丞・由蔵・
幸助

11 鳥島─アメリカ船
が救助─（上総国
夷隅郡守谷村・房
州乙浜村）─浦賀

254 弘化 2 （1845） 弘化 2 （1845） 陸奥国閉伊郡
釜石浦

千寿丸（佐野屋
与平治船）

勇助・太郎兵衛・
富蔵

11 アメリカ船が救助
─館山港─浦賀

255 弘化 2 （1845） 尾張ヵ

256 弘化 2 （1845） 弘化 3 （1846） 清国松江府華
亭県の小島

喜兵衛・富三郎・
小重太・幸吉

4 清国松江府華亭県
の小島─乍浦─長
崎

257 弘化 2 （1845） 日本 3 ヵ

258 弘化 2 （1845） 日本

259 弘化 3 （1846） 弘化 4 （1847） 尾張 9 ヵ ドイツ船が救助─
松前海峡で日本船
に移す─南部領

260 弘化 4 （1847） 嘉永元 （1848） 伊豆国三宅島 権現丸（伝右衛
門船）

薩州屋久島 伝右衛門 6 薩州屋久島─長崎

261 弘化 4 （1847） 日本 4 ヵ

262 弘化 4 （1847） 日本 スタプレトン
島の一小湾

5 ヵ

263 嘉永元 （1848） 日本 20 ヵ アメリカ船が救助
─ハワイ諸島のマ
ウイ島ラハイナ

264 嘉永元 （1848） 嘉永 2 （1849） 大阪今橋 大通丸（紙屋新
助船）

正十郎 12

265 嘉永 3 （1850） 播州赤穂郡坂
越浦

明徳丸（矢子屋
彦兵衛船）

八丈島属島小
島宇津木村

彦四郎・長五郎・
平七・清七

14

266 嘉永 3 （1850） 三州高浜 竹久丸（栄三郎
船）

青ヶ島 栄三郎・久吉 15 青ヶ島─八丈島大
賀郷

267 嘉永 3 （1850） 1嘉永
4・2嘉
永 5

（1851）
・

（1852）

紀伊国日高郡
薗浦

天寿丸（和泉屋
庄衛門船）［庄
左衛門船・虎吉
船］

九 助 こ と 虎 吉
［寅吉］・長助・
半六・佐蔵

13 アメリカ船が救助
…1虎吉 : ホノル
ル─ハワイ─香港
─ 上海─ 乍浦─ 長
崎─故郷・2長助、
半六 : ペトロパウ
ロフスク─アヤン
─ノウォアルハン
ゲリスク（シトカ）
─豆州下田─豆州
中木浦─下田─江
戸─故郷

268 嘉永 3 （1850） 大坂淡路町二
丁目

寿通丸（錫屋庄
兵衛船）

八丈島三根村
神湊

徳蔵・利右衛門・
政蔵

16

269 嘉永 3 （1850） 尾州常滑浦 嘉永丸（忠蔵船） 八丈島中之郷
藍ヶ江

忠蔵 9

270 嘉永 3 （1850） 播州坂越浦 小竹丸（義兵衛
船）

八丈島末吉村
神子崎

助市・与市・長
右衛門

11

271 嘉永 3 （1850） 越後国頸城郡
青海浦

観在丸（内川屋、
斎藤太次右衛門
船）

八丈島大賀郷
八重根

内河屋徳三郎・
小野伴三郎・民
治郎

11

272 嘉永 3 （1850） 淡州津名郡志
筑浦

春吉丸（九右衛
門船）

青ヶ島 九右衛門・友八・
芳太郎

10 青ヶ島─八丈島大
賀郷
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273 嘉永 3 （1850） 播州坂越浦 住寿丸（松次郎
船）

青ヶ島 松次郎・源治郎・
利八

11 青ヶ島─八丈島大
賀郷

274 嘉永 3 （1850） 尾州常滑浦 幸栄丸（富浦長
次郎船）

八丈島属島小
島宇津木村

万蔵 10 八丈島属島小島宇
津木村─末吉村洞
輸沢

275 嘉永 3 （1850） 淡州三原郡惣
川村

福膳丸（新蔵船） 青ヶ島 新蔵・茂助・春
吉

5

276 嘉永 3 （1850） 阿州那賀郡答
島村

喜栄丸（善兵衛
船）

八丈島末吉村
洞輸沢

熊蔵・勇蔵・金
蔵

10

277 嘉永 3 （1850） 紀州尾鷲浦 喜福丸（浜中屋、
土 井 八 郎 兵 衛
船）

八丈島末吉村 長吉・惣兵衛・
長太郎

12

278 嘉永 3 （1850） 紀州鵜殿 観喜丸（彦右衛
門船）

八丈島末吉村 彦兵衛・勇治郎・
彦左衛門

8

279 嘉永 3 （1850） 尾州野間一色
村

春日丸（野村藤
次郎船）

八丈島末吉村 虎吉 12

280 嘉永 3 （1850） 大坂船坂町 長栄丸（佐兵船） 青ヶ島 留五郎・梅吉 11 青ヶ島─八丈島大
賀郷

281 嘉永 3 （1850） 加賀国向粟ヶ
崎

宝永丸（鳥屋徳
兵衛船）

青ヶ島 長治郎・清五郎 12 青ヶ島─八丈島大
賀郷

282 嘉永 3 （1850） 紀州和歌山湊
上町

和合丸（御影屋
市兵衛船）

八丈島属島小
島鳥打村

岩蔵・治助・源
兵衛

7

283 嘉永 3 （1850） 大坂福島 住清丸（木屋市
十郎船）

八丈島末吉村
巻繩浦

庄十郎・藤四郎・
和吉

15

284 嘉永 3 （1850） 摂州御影 天徳丸（西田屋
弥平治船）

八丈島末吉村 庄治郎・福松・
栄蔵

17

285 嘉永 3 （1850） 摂州今津 三社丸（利作船） 八丈島三ツ根
村神湊

権八・市兵衛・
熊吉

16

286 嘉永 3 （1850） 嘉永 5 （1852） 肥前国彼杵郡
伊王島大明寺
村ヵ［深堀大
明 寺 ヵ］・ 五
嶋ヵ

清国浙江省寧
波府定海県

菊蔵・仁蔵・虎
次郎・春蔵・忠
五郎・八十松・
和七・未蔵

14 清国浙江省寧波府
定海県─乍浦─長
崎

287 嘉永 3 （1850） 1安政
元・2
安政 6

（1854）
・

（1859）

摂津国菟原郡
大石村

永力丸［栄力丸］
（松屋八三郎船）

江戸 万蔵・亀五郎・
次作・彦蔵［浜
田彦蔵］・長助・
仙八・岩吉・安
太郎・利七

17 アメリカ船が救助
─サンフランシス
コ①─ハワイ─香
港…1長助 : 上海
①─ 乍浦─ 長崎・
2彦蔵 : サンフラ
ンシスコ②─ホノ
ルル─上海②─長
崎─神奈川─サン
フランシスコ③

288 嘉永 3 （1850） 長門国藤曲村 浮木丸 清国乍浦近辺
の小島

289 嘉永 3 （1850） 三州松江 栄蔵船 八丈島中之郷
藍ヶ江

8

290 嘉永 3 （1850） 摂州菟原郡御
影村

富貴丸（沢田屋
十兵衛船）

八丈島三根村
神湊

16

291 嘉永 3 （1850） 相州西浦賀町 六兵衛船 八丈島末吉村
洞輪沢

5

292 嘉永 4 （1851） 日本 アリューシャ
ン列島アッカ
島

3 ヵ



91

№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

293 嘉永 4 （1851） 1嘉永
5・2安
政元

（1852）
・

（1854）

三河国渥美郡
江比間村

永久丸（与一船） 岩吉・善吉・作
蔵・勇次郎

4 アメリカ船が救助
─ホノルル…1岩
吉、善吉 : 釜山─
長崎・2作蔵、勇
次郎 : ホーン岬─
ニ ュ ー ベ ッ ト
フォード─ニュー
ヨーク─ボストン
─ホーン岬─バル
パライソ─ガラパ
ゴス諸島─サンフ
ランシスコ─香港
─豆州下田沖

294 嘉永 5 （1852） 長州ヵ 9 ヵ

295 嘉永 6 （1853） 日本ヵ

296 嘉永 6 （1853） 日本

297 嘉永 6 （1853） 安政元 （1854） 薩州ヵ 清国ソウメン
府

平左衛門 19 ヵ 清国ソウメン府─
スウチウ─乍浦─
長崎

298 嘉永 6 （1853） 嘉永 7 （1854） 越後国岩船郡
寝屋村

八幡丸［善助船］ 勇之助 13 アメリカ船が救助
─カリフォルニア
─下田

299 安政元 （1854） 琉球 土佐国津呂浦

300 安政元 （1854） 安政 2 （1855） 芸州倉橋 文蔵船 種子島浦田浦 文三郎 種子島浦田浦─山
川

301 安政 2 （1855） 日本

302 安政 3 （1856） 琉球ヵ 渡名喜親方

303 安政 3 （1856） 摂津国東明浦 平治船 新太郎 16 ヵ アメリカ船が救助
─安房国南朝夷村
の甚左衛門の漁船
に移乗

304 安政 3 （1856） 琉球中山府 薩州山川港

305 安政 3 （1856） 日本

306 安政 3 （1856） 日本

307 安政 3 （1856） 清国

308 安政 4 （1857） 琉球 長崎代官管地
野母村沖

309 安政 4 （1857） 安政 5 （1858） 尾張国知多郡
半田村

永栄丸（七三郎
船）

七三郎 12 イギリス船が救助
─サンフランシス
コ─ 香港─ 上海─
長崎

310 安政 4 （1857） 1安政
5・2安
政 6

（1858）
・

（1859）

尾張国知多郡
亀崎村

神力丸（次三郎
船）

源弥・勘太郎・
喜平

5 アメリカ船が救助
…1源弥 : 箱館・
2勘太郎、喜平 :
ホノルル─長崎

311 安政 5 （1858） 松前ヵ 伝九郎 ･ 甚吉 ･
久米吉・由松

4 ヵ

312 安政 5 （1858） 万延元 （1860） 播磨国赤穂郡
坂越浦［赤穂
郡刈屋村］

光塩丸 ルソン 庄三郎 ･ 浅吉 ･
善四郎 ･ 権八 ･
源蔵 ･ 乙松 ･ 市
太郎 ･ 近之助 ･
八三郎 ･ 嘉市 ･
利助 ･ 民三郎 ･
清 五 郎 ･ 金 兵
衛・弥四郎

15 ヵ ルソン─長崎

313 安政 5 （1858） 万延元 （1860） 淡路ヵ 政吉 3 ヵ アメリカ船が救助
─ホノルル─横浜

314 安政 6 （1859） 日本
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315 安政 6 （1859） 安政 6 （1859） 北蝦夷地トン
ナイヵ

ニコライエフ
スク

北蝦夷地トンナ
イ詰足軽倉内忠
右衛門

ニコライエフスク
─北蝦夷地クシュ
ンナイ

316 安政 6 （1859） 日本

317 安政 6 （1859）

318 安政 6 （1859） 奥州宮古 善宝丸 琉球

319 安政 7 （1860） 豊後国岡領三
佐村

福吉丸 琉球国久志間
切川田村車泊

320 文久元 （1861） 文久 3 （1863） 尾張国知多郡
内海

伊勢丸（前野長
七船）

アリューシャ
ン列島のアッ
ツ島

代助・亀三郎・
定吉

12 アリューシャン列
島のアッツ島─ニ
コライエフスク─
長崎

321 文久元 （1861） 文久 2 （1862） 尾張国知多郡
中洲

イオ丸 清五郎・権次郎・
彦吉・栄吉・仙
次郎

11 アメリカ船が救助
─サンフランシス
コ─神奈川

322 文久元 （1861） 文久 2 （1862） 尾張国知多郡
小野浦

忠五郎船 八丈島 13 八丈島─江戸

323 文久元 （1861） 尾張国知多郡
野間

鈴木平吉船 伊豆国小浦

324 文久元 （1861） 豊後国岡領三
佐村ヵ

久志間切川田
村車泊

325 文久 2 （1862） 日本

326 文久 3 （1863） 越前国三国 順喜丸 イギリス船が救助

327 文久 3 （1863） 日本 ロシアの属島 ロシアの属島─長
崎

328 文久 3 （1863） 広島藩士・鹿児
島浪士

アメリカ船が救助

329 文久 3 （1863） 日本 ベーカス島 4 ヵ

330 文久 3 （1863）

331 元治元 （1864） 常州那珂湊 小池屋四郎八船 種子島能野浦 源七 7

332 元治元 （1864） 慶応元 （1865） 幕府の第一長崎
丸

八丈島 本木昌造

333 慶応元 （1865） 慶応元 （1865） 越中国射水郡
六渡寺

平寿丸（平次郎
船）

北洋の島 清八・与吉・次
三郎・北次郎・
与三次郎

5 北洋の島─ウラジ
オストーク─長崎

334 慶応元 （1865） 壱岐国平戸 灘吉丸 朝鮮国全羅道
済州無注浦

335 慶応 2 （1866） 慶応 3 （1867） 松前志摩守領
分 大 松 前 ヵ

［大松浦ヵ］

ロシア領沿海
州

栄吉・竹松・竹
蔵

4 ヵ ロシア領沿海州─
ウラジオストーク
─長崎

336 慶応 2 （1866） 八丈島 清国の東砂と
いう無人島

清国の東砂という
無人島─清国船が
救助─香港

337 慶応 2 （1866） 紀伊国牟婁郡
有田村

鳥島

338 慶応 3 （1867） 八丈島ヵ 香港 八丈島用船預長
戸路収蔵

34 ヵ

339 慶応 3 （1867） 対馬藩

340 慶応 4 （1868） 日本

341 明治元 （1868） 鍋島藩支藩の
小城藩

大木丸 台湾
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ୈ�෦　漂流記໨࿥
　川合彦ॆʰ日本人漂流記 （ɦ社会ࢥ૝社、1967 年、Ҏ下「川合本」）、加藤貴ߍగʰ漂流حஊू੒ （ɦ国ॻ
会、1990ߦץ 年、Ҏ下「加藤本」）から೺Ѳされた慶長 16（1611）年から明治元（1868）年までの漂流
事件 341 件を年代順に並べ、漂流事件͝とに事件の内༰をࣔす߲目及び出యをࣔした。

ʓ漂流事件৘ใ
ˎ341 件の漂流事件にͭいて、「川合本」、「加藤本」に加͑、෰部७一編ʰ日本人漂流記文ݙ目録 （ɦ同志社

大ֶਤॻ館、1984 年、Ҏ下「同志社」）、h 補గ൛ 国ॻ総目録 第八巻 （ɦ岩波ॻళ、1990 年）中の「補Ҩ」
（Ҏ下「国ॻ補Ҩ」）、国文ֶࢿڀݚ料館編ʰ古య籍総合目録 ─ 国ॻ総目録ଓ編 第一・二巻 （ɦ岩波ॻళ、
1990 年、Ҏ下「古య」）、「北海道大ֶ北方ࢿ料データベース」（IUUQT:��XXX2�MJC�IPLVEBJ�BD�KQ�IPQQPEC�、
Ҏ下「北方」）、「東京海洋大ֶෟ属ਤॻ館 デジタル・アーカイブ」（IUUQT:��MJC�T�LBJZPEBJ�BD�KQ�EJHJUBM@BSDIJWF�、
Ҏ下「海洋」）、「早稲田大ֶਤॻ館 8&# లཡ会」（IUUQT:��XXX�XVM�XBTFEB�BD�KQ�5&/+*�WJSUVBM�JOEFY�
IUNM、Ҏ下「早稲田」）౳の৘ใを΋とに、Ҏ下の߲目をઃ定した。
ʲඬྲྀ೥ （r船が出港、漂流、破船、漂着౳をした年代）、̡ 国೥ؼ 、r̡ ધ੶஍ （r「ヵ」とあるのは主に乗組
員の出਎地）、̡ ધ໊ 、r̡ ඬྲྀ஍఺ （r船が漂流、ૺ೉౳をした৔所）、̡ ඬண஍ 、r̡ ग़ߓ஍ 、r̡ ৐૊һ 、r̡ ৐
૊һ਺ 、̡rؼ国ϧʔτ（r漂流地΍漂着地からのಈ向。帰国していͳい漂流船΋Θかるൣғでಈ向をࣔした）、
ʲؔ܎ધ （r漂流地から日本あるいは故郷にͭくまでに関܎した漂流船΍出会ͬた৔所）、̡උߟ （r「川合本」
「加藤本」を΋とに、上記の߲目Ҏ外で作੒者（竹原）がඞ要と͑ߟた৘ใ）、̡ ग़య （r下記、「漂流事件
の出య৘ใ」参照）。

ˎ֤߲目の৘ใは֤ॻのうͪ৘ใྔが多い΋のを༏ઌし、その他は「川合本」を主とした。
ˎ֤ॻにより৘ใが異ͳる৔合は「［　］」で異ͳる৘ใをࣔした。
ˎ֤৘ใのうͪ、あいまいͳ΋のには「ヵ」を付した。
ˎ֤漂流事件にͭいて֤ॻに৘ใがͳい߲目は࡟আした。

ʓ漂流事件のग़య৘ใ
「ˎ川合本」「加藤本」の΄か、「同志社」「国ॻ補Ҩ」「古య」「北方」「海洋」「早稲田」౳に収ࡌされた漂流
記౳のうͪ、֤漂流事件の৘ใがある΋のを「̡ 出య 」rとしてҎ下のようにࣔした。ୠし、「同志社」「国
ॻ補Ҩ」「古య」「北方」に関しては目録内༰のΈからの൑அであるたΊ、根ڌに๡しい΋のはॻ名の後Ζ
に「ヵ」を付した。

「ˎ川合本」を参照した΋のには「ʬ川合ʭ」と付した。
「ˎ加藤本」を参照した΋のには「ʬ加藤ʭ」と付し、さらに「加藤本」にある参ࢿߟ料の৘ใをࡌܝした。
「ˎ同志社」を参照した΋のには「ʬ同志社ʭ」と付し、さらに「同志社」にある「ॻ名」「࡭数」「ผশ」「੒
立年代」「編ஶ者」「ࣸ本」「൛本」「ࣈ׆຋ࠁ」「౽ࣸ຋ࠁ」「ෳ੡本」「備ߟ」の৘ใをࡌܝした。「ผশ」
は「別」、「੒立年代」は「成」、「編ஶ者」は「ஶ」、「ࣸ本」は「̡ ࣸ本 」r、「൛本」は「̡ ൛本 」r、「ࣈ׆຋
̡」は「ࠁ ࣈ׆ 」r、「౽ࣸ຋ࠁ」は「̡ ౽ࣸ 」r、「ෳ੡本」は「̡ ෳ੡ 」r、「備ߟ」は「˞」とུ記したう͑で
には、一ߟ関を「ॴ」を付した後に列記した。ͳお、備ػした。また、「ࣸ本」及び「൛本」の所蔵ࡌܝ
部作੒者（竹原）のコメント΋記した。

「ˎ国ॻ補Ҩ」を参照した΋のには「ʬ国ॻ補Ҩʭ」、「古య」は「ʬ古యʭ」、「北方」は「ʬ北方ʭ」、「海洋」は「ʬ海
洋ʭ」、「早稲田」は「ʬ早稲田ʭ」と付し、「同志社」と同༷に৘ใをࡌܝした。ͳお、ホームページを参ߟ
にした「北方」「海洋」「早稲田」の記ࡌ৘ใはホームページ上のॻࢽ৘ใを参照した。

ˎ上記Ҏ外の文ݙからൃ見した漂流記౳にͭいては「ʬその他ʭ」と付し、「同志社」と同༷に৘ใをࡌܝした。
「ˎ加藤本」「同志社」「国ॻ補Ҩ」「古య」の৘ใは、基本తに֤ॻにࡌܝされているॻࣜのままͤࡌたたΊ、



95

ॻࣜ౳の詳細に関しては֤ॻの凡例౳を参照していただ͖たい。
「ˎࣸ本」΍「൛本」の所蔵ػ関にͭいてはʰ国ॻ総目録ʱ及び「国ॻ補Ҩ」、「古య」にある「ਤॻ館・文
庫一ཡ」を参ߟにしてུশではͳくਤॻ館・文庫名をそのまま記した。そのたΊ、当࣌からਤॻ館・文庫
名がมߋされた৔合は、現在の所蔵ػ関名とは異ͳる΋の΋ある。「同志社」と「国ॻ補Ҩ」に関しては
ਤॻ館・文庫名が異ͳる΋の΋あるが、「同志社」を基本として「国ॻ補Ҩ」を参ߟとして用いた。ࡧݕ
のࡍは૒方に注ҙされたい。ུশとお΋Θれるが「ਤॻ館・文庫一ཡ」にはͳい所蔵ػ関にͭいては「ʨ　ʩ」
を付した。ͳお、「জߟ館」に関しては、ུ শは「জߟ」「چজߟ」の二通りであるが、「ਤॻ館・文庫一ཡ」
のਤॻ館・文庫名ではͲͪら΋「জߟ館文庫」とͳͬている。この二ͭを۠ผするたΊに前者を「জߟ館
文庫」、後者を「ʨچʩজߟ館文庫」とした。

ˎ৘ใの重ෳ、௥加にͭいて
৘ใ（とくにॻ名）の重ෳはͳるべくආ͚、「加藤本」「同志社」「国ॻ補Ҩ」「古య」「北方」「海洋」「早
稲田」の順に৘ใを༏ઌした。ୠし、一部に「国ॻ補Ҩ」・「古య」を༏ઌした৔合΋ある。৘ใを௥加す
る৔合（例͑͹、「同志社」にࡌܝされていͳい漂流記の所蔵ػ関の৘ใが「国ॻ補Ҩ」にࡌܝされてい
る৔合）、「௥加ʬ国ॻ補Ҩʭ」౳と付した上でその৘ใを「ʤ　ʥ」でғんだ。ͳお、ॻ名の頭に「˓」を
付した΋のは、「加藤本」にある同名ॻ΋参照されたい。

ୈ�෦　ະ෼ྨ漂流記
　「同志社」「国ॻ補Ҩ」「古య」「北方」「海洋」のうͪ、「川合本」「加藤本」から೺Ѳされた漂流事件 341
件の中に分ྨで͖ͳかͬた、あるいは৘ใが少ͳいたΊ分ྨすることがࠔ೉であͬた漂流記を収録した。分
ྨで͖ͳかͬた漂流記のうͪ、同༷の漂流事件だとお΋Θれる΋のをまとΊた΋の΋ある。順൪は「同志社」

「国ॻ補Ҩ」「古య」「北方」「海洋」の順で、それͧれॻ名の「あいう͑お順」で並べた。記ࡌ方法は、「第
1 部　漂流記目録」と同༷である。

ୈ�෦　漂流記ू
　「同志社」「国ॻ補Ҩ」「古య」「北方」「海洋」「早稲田」౳のうͪ、ͻとͭの漂流記౳にෳ数の漂流事件を
ؚΉ΋のを 103 件にまとΊた。同༷の内༰とお΋Θれる΋のをまとΊた΋の΋ある。順൪は「同志社」「国
ॻ補Ҩ」「古య」「北方」「海洋」「早稲田」の順で、それͧれॻ名の「あいう͑お順」で並べた。記ࡌ方法は、
基本తには「第 1 部　漂流記目録」と同༷である。

ˎॻ名΍備ߟの৘ใから第 1 部・第 2 部・第 3 部にࡧݕをか͚た。その݁Ռ、第 1 部・第 2 部・第 3 部の
いͣれかの漂流事件・漂流記の内༰をؚΉとお΋Θれる΋のに「ʬ ʭ」を付し、第 1 部の΋のは「ʬ第 1 部
˓˓ʭ」、第 2 部は「ʬ第 2 部˓˓ʭ」、第 3 部は「ʬ第 3 部˓˓ʭ」、ෆ明ͳ΋のは「ʬ ʭ」と付した。ͳお、
根ڌに๡しい΋のは˓˓の後Ζに「ヵ」を付した。

「ˎ̡ 関連事߲ 」rでは、ෳ数と൑அした根ڌ౳をઆ明した。
ˎෳ数とͳる根ڌに๡しい΋のにはॻ名の後Ζに「ヵ」を付した。
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第　1　෦　漂流記໨録

№ 1
ʲ漂流年ʳ慶長 16（1611）年　̡ 帰国年ʳ慶長 17（1612）年　̡ 船籍地ʳ薩摩　̡ 漂着地ʳマカオ　̡ 帰国ルー
トʳマカオ─肥前国五島

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 2
ʲ漂流年ʳ慶長 17（1612）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳ清国台州
ʲ出య ʬr加藤ʭ「台州漂٬記事」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦ。

№ 3
ʲ帰国年ʳ慶長 18（1613）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳジャワのバンタムヵ　̡ 帰国ルートʳジャワのバ
ンタム─平戸　̡ 備ߟʳ慶長 18 年にイギリス商船クローヴ߸が平戸に入港。この船がジャワのバンタムを
出港すると͖に乗り組んでいた一人の日本人は、漂流者か΋しれͳい

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 4
ʲ漂流年 元r和 2（1616）年　̡ 船籍地 讃r岐国高松浦　̡ 船名 喜r兵衛船　̡ 漂流地఺ 熊r野灘　̡ 漂着地 青rヶ
島　̡ 乗組員ʳ喜兵衛　̡ 乗組員数ʳ3　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八丈島─伊豆国下田─故郷　̡ 関܎船ʳ青ヶ
島にはすでに漂流者がいた。八丈島で関ヶ原のઓいでෛ͚て流されていた宇喜田ल家に会う

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「元和漂流記」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦ。

№ 5
ʲ帰国年ʳ元和 4（1618）年　̡ 船籍地ʳ出雲国三尾関ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮ヵ　̡ 乗組員数ʳ7 ヵ　̡ 備ߟʳ朝
鮮からૹ還

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 6
ʲ漂流年ʳ元和 4（1618）年　̡ 船籍地ʳ隠岐国竹島ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ7 ヵ　̡ 帰国ルートʳ
朝鮮─対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録）。

№ 7
ʲ漂流年ʳ寛永 2（1625）年　̡ 帰国年ʳ寛永 3（1626）年　̡ 船籍地ʳ讃岐国高松　̡ 漂流地఺ʳ紀伊沖　̡ 漂
着地ʳ南方の小島　̡ 出港地ʳ讃州高松　̡ 乗組員ʳ吉右衛門・松兵衛・六平　̡ 乗組員数ʳ3　̡ 帰国ルートʳ
南方の小島─青ヶ島─八丈島─伊豆国下田─江戸─故郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「讃州船島国୤ߤஊ」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦʗ「൮人島漂流記」（仲原善忠
༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「讃岐高松のඦ੏吉右衛門౳漂流記」（1 巻、̡ ࣸ本ʳ海外異ฉの内）。
ʬ北方ʭ「無名国江漂流ᩀ」（̡ ࣸ本 ）r。
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№ 8
ʲ漂流年ʳ寛永 14（1637）年　̡ 船籍地ʳ伯耆国会見郡米子村　̡ 船名ʳ村川市兵衛の漁船　̡ 漂流地఺ʳ隠
岐国竹島　̡ 漂着地ʳ朝鮮国蔚山魴魚津　̡ 乗組員ʳ弥三右衛門・与七　̡ 帰国ルートʳ朝鮮国蔚山魴魚津─
対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録、近藤๭所蔵留ॻ）。

№ 9
ʲ漂流年ʳ寛永 17（1640）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳ清国台州　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 備ߟʳ台州の参ক
方ۣに救助された

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 10
ʲ漂流年ʳ寛永 17（1640）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ土佐国佐賀浦
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 11
ʲ漂流年 寛r永 20（1643）年　̡ 船籍地 越r前国　̡ 漂着地 見r知らぬ島［無人島］　̡ 出港地 越r前　̡ 帰国ルー
トʳ見知らぬ島［無人島］─帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（三二二、༜඲日記）。

№ 12
ʲ漂流年ʳ寛永 21（1644）年　̡ 帰国年ʳ正保 3（1646）年　̡ 船籍地ʳ越前国三国浦新保村　̡ 船名ʳ竹内
藤右衛門船［藤左衛門持船］・同子藤蔵船［藤太持船］・国田兵右衛門船　̡ 漂流地఺ʳ佐渡沖　̡ 漂着地ʳ日
本海北岸の無人の地　̡ 乗組員ʳ竹内藤右衛門［藤左衛門］・竹内藤蔵・国田兵右衛門［岡田兵右衛門］　̡ 乗
組員数ʳ58 ヵ　̡ 帰国ルートʳ日本海北岸の無人の地─ポシエット湾─奉天─北京─京城─東莱府─対馬─
厳原─大坂─越前

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ渥美正美編「とͳりのはͳし」（異国物ޠ）ʗ天野৴ܠ「塩尻」（一六、զ国商船韃
᯳΁漂着ͤし事）ʗ木村理右衛門「朝鮮物ޠ」（Ԃ田一亀ʰ韃᯳漂流記のڀݚ 、ɦ京౎大ֶ文ֶ部国ޠ国文ֶ
ޠ室編ʰ朝鮮物ڀݚ ）ɦʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、朝鮮通ަ大紀、ؖ録）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二九、ߕ
子夜࿩、市中ࡶஊ）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二三五、寛永小આ、韃᯳物ޠ、漂流ࡶ記、ଓ白石૓ॻ）ʗ「異国物ޠ」

（橋川࣌༤ʰ異国物ޠ　ෟ異国物ߍޠଓ記 、ɦ荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「越前船漂流記」（池田ᚠ編ʰ日
本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ「寛永漂流記」（山田清作編ʰ寛永漂流記 ）ɦʗ「韃᯳・大明・朝鮮順ྺࢽ

［三国順ྺࢽ］」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ「韃᯳漂流記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦԂ田一亀
「韃᯳漂流記ڀݚ」、Ԃ田一亀ʰ韃᯳漂流記のڀݚ 、ɦ清水文༤ߍ注ʰ韃᯳漂流記 ）ɦʗ「韃᯳物ޠ」（࢙ߨ会編ʰߨ
料　古老Ҩ筆ࢿ࢙ ）ɦʗ「越前の人韃᯳に漂流し明ؖをܦて故郷に帰る」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ一）。

ʬ同志社ʭ「異国漂渡記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 4））ʗ 「˓異国物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 5）、同志社大ֶ（海ද異ฉ 30）、̡ ʳhࣈ׆ 異国物ޠ （ɦ三लࣷ、ত和 10 年、

（異国物ߟޠ༁、橋川࣌༤ஶを合ࠁ））ʗ「越前ᅳ三ᅳ浦新保村竹内藤右衛門同子藤蔵岡田兵右衛門韃᯳大明朝
鮮国΁渡し事」（̡ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ）ʗ「越前国三国浦新保村竹内藤左衛門同子藤蔵౳覚ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 2））ʗ「越前人漂流記」ヵ（1 成正保、࡭ 3 年、̡ ࣸ本ʳॴʨچʩজߟ館文庫（2
部））ʗ「越前漂流記」ヵ（1 ̡、成正保頃、࡭ ࣸ本ʳॴʨچʩজߟ館文庫）ʗ「越前船漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ京౎大ֶ（武道㣺ᣭ録 383）、名古屋市蓬左文庫）ʗ「越前三国浦新保村之者流れ一件」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ᛽川ಊ文庫）ʗ「寛永韃　漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ無ځ会神श文庫）ʗ「清朝ࠫଡ　寛永二十年越前国新保
村之者Ꭺૂ国江参帰朝ݴ࢓上ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴଚֳܦ文庫）ʗ「竹内藤右衛門異国物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
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ॴ龍谷大ֶ）ʗ 「˓韃᯳漂流記」（1 ஶ国田兵右衛門・宇野与三次郎౳、成正保、「ޠ韃᯳物」別、࡭ 3 年、̡ ࣸ
本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 2）、宮内ிॻ陵部（新井白石ࣸ）（「漂流記」）（੩༓ಊ૓ॻ 51）、京౎大
ֶ（「越前国之者韃᯳΁漂流ノ口上ॻ」、享保 2 年ࣸ）、東京ڭҭ大ֶ、早稲田大ֶ、東北大ֶङ野文庫（「韃
᯳漂流ᩀ」）、宮城県ਤॻ館青柳文庫、刈谷市立ਤॻ館、東京౎立日比谷ਤॻ館ಛผങ上文庫諸家（2 部）、ʤ௥
加ʬ国ॻ補Ҩʭ京౎大ֶ谷村文庫（「越前国漁夫 ૂ΁漂流の口ॻ」、定西法師琉球国物ޠと合）ʥ、ʤ௥加ʬ古
యʭҵ城県立ྺ࢙館（「韃᯳国漂流記」、文政 6 年ࣸ、1 、大洲市立ਤॻ館矢野玄道文庫（「韃᯳漂泊記」、（࡭
馬丹島漂流記と合［「韃᯳漂泊記馬丹流着記」1 。（ʥ（［࡭

ʬ古యʭ「越前船漂流記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴҵ城県立ྺ࢙館（1 ̡）ヵ「ޠ韃᯳大明物」ʗ（（࡭ ࣸ本ʳॴҵ城県立
ྺ࢙館（1 。（（࡭

ʬその他ʭ「異国物ޠ」（1 ̡、ஶ竹内藤右衛門、࡭ ෳ੡ʳ異国物ޠ（ত和 10 年、異国物ߍޠଓ記を付す）、˞
ʰ補గ൛ 国ॻ総目録ʱより）。

№ 13
ʲ漂流年ʳ承応 2（1653）年　̡ 船籍地ʳ対馬ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ6 ヵ　̡ 備ߟʳ朝鮮から護ૹ　
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録）。

№ 14
ʲ漂流年ʳ明暦 3（1657）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳアメリカ大陸
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 15
ʲ漂流年ʳ万治 3（1660）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 帰国ルートʳルソン─マニラ城域外の
日本町サン・アントン　̡ 備ߟʳマニラ城域外の日本町サン・アントンに引͖取られて、洗ྱをड͚てキリ
シタンにͳͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 16
ʲ漂流年ʳ寛文元（1661）［万治 3（1660）］年　̡ 船籍地ʳ伊勢国松坂　̡ 漂流地఺ʳ遠州灘　̡ 漂着地ʳエ
トロフ島付近の小島　̡ 乗組員ʳ七兵衛［七郎兵衛］　̡ 乗組員数ʳ15 ヵ

ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（六ू之五、玉ణ隠見ঞ
ॻ（寛文元・十年漂流記））ʗ「玉ణ隠見」（巻第一五、紀州御領分勢州松坂ノ舟灘෩์タル事　付名無島一ཡ
次第事）ʗ「勢州船北海漂着記」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦ。

№ 17
ʲ漂流年ʳ寛文初年　̡ 船籍地ʳ長崎稲佐村ヵ　̡ 漂着地ʳ台湾
ʲ出య ʬr加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人異国漂流ࡶ記）ʗ西川೗見「長崎夜࿩草」（三、日本船異
国漂流近代多事）。

№ 18
ʲ漂流年ʳ寛文初年　̡ 船籍地ʳ薩摩　̡ 漂着地ʳ広東雷州
ʲ出య ʬr加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人異国漂流ࡶ記）ʗ西川೗見「長崎夜࿩草」（三、日本船異
国漂流近代多事）。
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№ 19
ʲ漂流年ʳ寛文 3（1663）年　̡ 帰国年ʳ寛文 3（1663）年　̡ 船籍地ʳ肥前国五島　̡ 漂着地ʳ朝鮮国江原
道蔚珍　̡ 乗組員数ʳ3 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮国江原道蔚珍─対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、御日記、ؖ録）。

№ 20
ʲ漂流年ʳ寛文 6（1666）年　̡ 船籍地ʳ伯耆国会見郡米子村　̡ 船名ʳ大谷九右衛門の漁船　̡ 漂着地ʳ朝
鮮国慶尚道長髺　̡ 出港地ʳ隠岐国竹島　̡ 乗組員数ʳ22 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮国慶尚道長鬐─対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録、異国出ܖ）ʗ「異国出ܖ」（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ
外ަ部）。

№ 21
ʲ漂流年ʳ寛文 6（1666）年　̡ 船籍地ʳ隠岐国ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ1 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮
─対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録、異国出ܖ）。

№ 22
ʲ漂流年ʳ寛文 6（1666）年　̡ 帰国年ʳ寛文 6（1666）年　̡ 乗組員ʳミゲル益田（天草生まれ）・ペドロ
葛西（豊後伊美生まれ）　̡ 乗組員数ʳ2 ヵ　̡ 帰国ルートʳオランダ船に救Θれる─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 23
ʲ漂流年ʳ寛文 7、8（1667、1668）年頃　̡ 船籍地ʳ摂津国大坂　̡ 漂着地ʳ南海　̡ 出港地ʳ伊豆国下田
ʲ出య ʬr加藤ʭ岡崎正友「土佐人漂流の古文ݙ二、三」。

№ 24
ʲ漂流年ʳ寛文 8（1668）年　̡ 帰国年ʳ寛文 10（1670）年　̡ 船籍地ʳ尾張国知多郡大野村　̡ 船名ʳ権田
孫左衛門船　̡ 漂流地఺ʳ三河の大山沖　̡ 漂着地ʳバタン島　̡ 乗組員ʳ次郎兵衛・孫左衛門　̡ 乗組員数ʳ
15　̡ 帰国ルートʳバタン島─清国─長崎─生国

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ渥美正美「とͳりのはͳし」（中天ࣟハダン島エ೉෩にѭ流され船の者口ॻ）ʗ熊野
正঺「長崎港草」（七、日本人異国漂流ࡶ記）ʗ西川೗見「長崎夜࿩草」（三、日本人異国漂流近代多事）ʗ林
䧭「通ߤ一ཡ」（二七一、೹୴漂流記、漂流ࡶ記、柳Ӧ日次記、長崎覚ॻ、長崎志、長崎事࢝細見録、長崎ू）
ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、尾張国の者異国より帰朝の事）ʗ「尾張国知多郡大野村孫左衛門船漂流
帰国之事」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「中天ࣟ之内馬丹嶋江漂流ノ舟水主ڞ口ॻ」（෰部੟多࿕ʰ尾張
漂流ᩀ ）ɦʗ「中天ࣟ之内バタン国ニඃਧ流人ʑ三年目ニக帰国口ॻࣸ」（荒川लढ़編ʰ日本漂流・漂着࢙料 ）ɦ
ʗ「馬丹島漂流記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ清水文༤ߍ注ʰ韃᯳漂流記 ）ɦʗ「馬丹島漂流物ޠ」（ࣲ
ल夫編ʰ南海漂流ᩀ ）ɦʗ「尾州大野村船漂流一件」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ ）ɦʗ「尾張の人馬丹島
に漂流し土人を͖ٗて故郷に帰る」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ一）ʗ「尾張船頭比津ෂ漂流物ޠ」（西村ਅ次
༁ʰ࢙తૉඳʱ第三伝記ร）。

ʬ同志社ʭ「享保十三ፅਃ年中天ࣟ之内馬丹嶋江流れީ水主口ॻ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂
流૓ॻ 4））ʗ「バタン国物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、˞͹たん物ޠ・中天ࣟ之内バタン国エඃ
ਧ流人ʑ三年目ニக帰国口ॻࣸ　ˠ馬丹島漂流記）ʗ「馬丹国物ޠ」ヵ（1 ̡、ஶ六蔵・伝右衛門౳、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ宮内ிॻ陵部）ʗ 「˓馬丹島漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（「享保十三ፅਃ年中天ࣟ之内馬丹
嶋江流れީ水主口ॻ」、漂流૓ॻ 4）（「中天ࣟ馬丹物ޠ」、寛政 11 年ࣸ、漂流記૓ॻ 7）（「中天ࣟ之内馬丹
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嶋江漂流ノ舟水主ڞ口ॻ」、安政 5 年ࣸ、漂流記૓ॻ 6）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（「中天ࣟ馬丹島之記」、
寛政 2・3 年ࣸ、漂流ࡶ記 1）、京౎大ֶ（「೹୴国物ޠ」）（増గ海外異ฉの内）、東北大ֶङ野文庫（「馬丹
島漂流」、佐渡事ུを付す）（「中天ࣟ馬丹島漂流之記」、文政 13 年ࣸ）、日本大ֶ（「中天ࣟ馬丹嶋漂流記」）、
᛽川ಊ文庫（「中天ࣟ波丹物ޠ」）、ʨچʩজߟ館文庫（「中天筑馬丹嶋江漂流記」）、ʤ௥加ʬ古యʭ大洲市立ਤ
ॻ館矢野玄道文庫（韃᯳漂流記と合［「韃᯳漂泊記　馬丹流着記」1 ਤॻ館߁所ෟ属三ڀݚ文化߁三、（［࡭
௣尾文庫（「中天ࣟ波丹嶋物ޠ」、天保 3 年竹ૉԂࣸ、1 ̡、ʥ（（࡭ ʳࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀࣈ׆ （ɦ૒林社、
ত和 18 年））ʗ 「˓尾州大野村船漂流一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ池田ᚠ）。

ʬ古యʭ「中天ࣟ馬丹嶋之記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（ࠕס、文化 6 年荒川一੠ࣸ、1 ʗ「尾州大野೉船（（࡭
記」（別「天ࣟ波丹物ޠ」、̡൛本 ॴr元治元൛─市立弘前ਤॻ館（志州鳥羽೉船記他と合［「೉船ू記」1 。（（［࡭

ʬ海洋ʭ「尾張者異ᅳ漂流物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 25
ʲ漂流年ʳ寛文 9（1669）年　̡ 帰国年ʳ寛文 10（1670）年　̡ 船籍地ʳ阿波国海部郡浅川浦　̡ 船名ʳ勘右
衛門船　̡ 漂流地఺ʳ志摩国安乗沖［遠州灘］　̡ 漂着地ʳ小笠原諸島の母島　̡ 乗組員ʳ勘右衛門・長左衛門　

ʲ乗組員数ʳ7　̡ 帰国ルートʳ小笠原諸島の母島─八丈島─伊豆国洲崎─故郷
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（六ू之五、玉ణ隠見ঞॻ（寛文元・十年漂流記））ʗ「玉ణ隠見」
（巻第二一、紀州藤代之ն船೉෩ѭ人無嶋΁ਧඃ着　ෟෆࢥྌ之事）ʗ「阿州船無人島漂流記」（石井ݚಊ編h ߍ
గ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「阿紀の人無人島に漂着し一൘にԑりて故郷に帰る」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ一）。

ʬ同志社ʭ「無人島漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（未六݄無人島ヨリ帰国之΋の三
人ਃ口・辰巳無人島ૌঢ়並口上留ॻを付す））。

№ 26
ʲ漂流年ʳ寛文 11（1671）年　̡ 船籍地ʳ琉球ヵ　̡ 漂着地ʳ尾州知多郡西ノ口　̡ 乗組員数ʳ27 ヵ
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 27
ʲ漂流年ʳ寛文 11（1671）年　̡ 船籍地ʳ播磨国飾磨津ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮国巨済島　̡ 乗組員数ʳ3 ヵ　̡ 帰
国ルートʳ朝鮮国巨済島─対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録）。

№ 28
ʲ漂流年ʳ寛文 12（1672）年　̡ 船籍地ʳ讃岐国塩飽ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ14 ヵ　̡ 帰国ルートʳ
朝鮮─対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録）。

№ 29
ʲ漂流年 寛r文 12（1672）年　̡ 帰国年 延r宝元（1673）年　̡ 船籍地 伊r勢国松坂　̡ 船名 七r郎兵衛船　̡ 漂
流地఺ʳ遠州灘　̡ 漂着地ʳエトロフ島　̡ 乗組員ʳ七郎兵衛　̡ 乗組員数ʳ15　̡ 帰国ルートʳエトロフ島
─クナシリ島─十勝─松前─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。
ʬ同志社ʭ「伊勢松坂七郎兵衛౳蝦夷漂流一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（漂流ࡶ記 3、正
徳元年肥前国商船広東漂流一件と合））。
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№ 30
ʲ漂流年ʳ延宝元（1673）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国相馬ヵ　̡ 漂着地ʳ台湾　̡ 帰国ルートʳ台湾─長崎
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二一五、華夷มଶ）。

№ 31
ʲ漂流年ʳ延宝 4（1676）年　̡ 船籍地ʳ豊前国小倉ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ2 ヵ　̡ 帰国ルートʳ
朝鮮─対馬藩─生国

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録）。

№ 32
ʲ漂流年ʳ延宝 4（1676）年　̡ 船籍地ʳ越前　̡ 漂着地ʳ朝鮮
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 33
ʲ漂流年ʳ延宝 8（1680）年　̡ 船籍地ʳ土佐国室津浦　̡ 漂流地఺ʳ室戸崎沖　̡ 漂着地ʳ鳥島
ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 34
ʲ漂流年ʳ延宝 8（1680）年　̡ 船籍地ʳ土佐国上加江浦　̡ 漂流地఺ʳ宇佐の龍沖　̡ 漂着地ʳ鳥島
ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 35
ʲ漂流年ʳ天和元（1681）年　̡ 船籍地ʳ紀伊領　̡ 漂着地ʳ蝦夷地
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 36
ʲ漂流年ʳ天和 2（1682）年　̡ 船籍地ʳ仙台ヵ　̡ 漂着地ʳ蝦夷地　̡ 備ߟʳ仙台藩城米を積んだ船
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 37
ʲ漂流年ʳ貞享元（1684）年　̡ 船籍地ʳ仙台ヵ　̡ 漂着地ʳ蝦夷地　̡ 備ߟʳ仙台米を積んだ船
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 38
ʲ漂流年ʳ貞享元（1684）年　̡ 船籍地ʳ土佐国田野浦　̡ 漂流地఺ʳ安芸沖　̡ 漂着地ʳ鳥島
ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 39
ʲ漂流年ʳ貞享元（1684）年　̡ 船籍地ʳ土佐藩　̡ 漂流地఺ʳ遠州灘　̡ 漂着地ʳ八丈島　̡ 出港地ʳ江戸
ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 40
ʲ漂流年ʳ貞享元（1684）年　̡ 帰国年ʳ貞享 2（1685）年　̡ 船籍地ʳ伊勢国度会郡神社村　̡ 船名ʳ太兵
衛船　̡ 漂流地఺ 三r州大山沖　̡ 漂着地 マrカオ近くの小島　̡ 乗組員 太r兵衛　̡ 乗組員数 1r2　̡ 帰国ルー
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トʳマカオ近くの小島─マカオ─長崎
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、黒船ૹ伊勢国民）ʗ近藤守重「ѥᇯ紀ུ࿴」上ʗ西川೗
見「長崎夜࿩草」（二、ѥᇯ港より日本人ૹ来船之事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一八四、長崎஬ڸ؟、法ྩࡶ録、
一ʓ、阿ᇯ港より伊勢国之者）「長崎古今ूཡ」ܢయ、長崎ू）ʗ堀内৴編「南紀徳川࢙」七ʗ松浦東ྨڭݑ
ૹ来事・ѥᇯ港より日本人ૹ来船之事）ʗ宮崎੒਎「ࢊྨྩڭ」初ू一ʓ一ʗ「長崎࣮録」（四、阿ᇯ港より
伊勢之者ૹ来事（大蔵省編ʰ日本財政ܦ済࢙料ʱ巻之七））。

№ 41
ʲ漂流年ʳ貞享 2（1685）年　̡ 船籍地ʳ秋田藩　̡ 漂着地ʳ松前
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 42
ʲ漂流年ʳ貞享 2（1685）年　̡ 船籍地ʳ津軽藩　̡ 漂流地఺ʳ南部佐井　̡ 漂着地ʳ蝦夷地福島村
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 43
ʲ漂流年ʳ貞享 3（1686）年　̡ 船籍地ʳ南部八戸　̡ 備ߟʳ蝦夷地大森で破船
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 44
ʲ漂流年ʳ貞享 4（1687）年　̡ 船籍地ʳ相馬　̡ 漂着地ʳ蝦夷地イフツ
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 45
ʲ漂流年ʳ貞享 4（1687）年　̡ 船籍地ʳ仙台藩　̡ 備ߟʳ蝦夷地ώウラにて೉෩にѭい乗りࣺてられる
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 46
ʲ漂流年ʳ貞享 4（1687）年　̡ 船名ʳ本庄市兵衛船　̡ 備ߟʳ蝦夷地大島で破船
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 47
ʲ漂流年ʳ貞享 4（1687）年　̡ 船籍地ʳ津軽　̡ 備ߟʳ蝦夷地吉岡村で破船
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 48
ʲ漂流年ʳ貞享 4（1687）年　̡ 船籍地ʳ越後　̡ 備ߟʳ蝦夷地泊リ川で破船
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 49
ʲ漂流年ʳ元禄元（1688）年　̡ 帰国年ʳ元禄元（1688）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ広東省　̡ 乗組
員数ʳ10 ヵ　̡ 帰国ルートʳ広東省─長崎　̡ 備ߟʳ八十八൪広東船で帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人異国漂流ࡶ記）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎
志）」（一二、広東船ヨリ薩摩之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二一九、華夷มଶ、長崎覚ॻ、長崎志）ʗ松
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浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、薩摩の者を広東船よりૹ来事・広東船より薩人ૹ来事）。

№ 50
ʲ漂流年 元r禄元（1688）年　̡ 船籍地 越r前国坂井郡神保浦ヵ　̡ 漂着地 朝r鮮国巨済島知世浦　̡ 乗組員数ʳ
28 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮国巨済島知世浦─日本

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録）。

№ 51
ʲ漂流年ʳ元禄 3（1690）年　̡ 帰国年ʳ元禄 5（1692）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国山川ヵ　̡ 漂着地ʳ清国広東
省高州［雷州］　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ庄兵衛・惣右衛門・吉右衛門・五郎右衛門・庄三郎・市右衛門・
慶兵衛・長兵衛・十三郎・仁左衛門・万右衛門　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 帰国ルートʳ清国広東省高州［雷州］─
福州─普陀山─長崎　̡ 備ߟʳर൪高州船として長崎に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人異国漂流ࡶ記）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎
志）」（一二、高州船ヨリ薩摩之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二ʓ、華夷มଶ、長崎覚ॻ、長崎志）ʗ松
浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、薩摩の者広東΁漂着ૹ来事・高州船より薩人をૹ来事）。

№ 52
ʲ漂流年ʳ元禄 3（1690）年　̡ 船籍地ʳ仙台領　̡ 漂着地ʳ蝦夷地　̡ 出港地ʳ水戸付近の平方　
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 53
ʲ漂流年ʳ元禄 4（1691）年　̡ 船籍地ʳ土佐国種崎浦　̡ 漂着地ʳ津呂浦　̡ 備ߟʳ西ۼ津浦沖で破船
ʲ出య ʬr加藤ʭ岡崎正友「土佐人漂流の古文ݙ二、三」。

№ 54
ʲ漂流年ʳ元禄 4（1691）年　̡ 帰国年ʳ元禄 5（1692）年　̡ 船籍地ʳ種子島竹崎浦ヵ　̡ 漂着地ʳ琉球の
久高島　̡ 帰国ルートʳ琉球の久高島─那覇─鹿児島

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 55
ʲ漂流年ʳ元禄 5（1692）年　̡ 船籍地ʳ土佐国安芸郡奈半利浦　̡ 船名ʳ次兵衛船　̡ 漂流地఺ʳ紀州三木
島前三里沖　̡ 漂着地ʳ八丈島　̡ 乗組員数ʳ3　̡ 帰国ルートʳ八丈島─豆州下田　̡ 関܎船ʳ八丈島には名
古屋の吉左衛門船の漂流者がおり、飯米を分͚与͑、ׂ道۩で小船を造り、豆州下田に着͖、帰還した

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 56
ʲ漂流年ʳ元禄 5（1692）年　̡ 船籍地ʳ伊勢国若松　̡ 漂着地ʳ蝦夷地白老の内シマタヘ　̡ 出港地ʳ深浦
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 57
ʲ漂流年ʳ元禄 5（1692）年　̡ 船籍地ʳ備前国岡山　̡ 漂着地ʳ朝鮮国多太浦　̡ 乗組員数ʳ16　̡ 帰国ルー
トʳ朝鮮国多太浦─対馬藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、ؖ録）。
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№ 58
ʲ漂流年ʳ元禄 5（1692）年　̡ 帰国年ʳ元禄 6（1693）年　̡ 船籍地ʳ讃岐国塩飽牛島　̡ 船名ʳ市左衛門
船［源左衛門船］　̡ 漂流地఺ʳ遠州灘　̡ 漂着地ʳ清国補陀山の近く　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ谷本源左
衛門・徳左衛門　̡ 乗組員数ʳ14　̡ 帰国ルートʳ清国補陀山の近く─長崎　̡ 備ߟʳ清国船、七十六൪船・
七十九൪船で帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人異国漂流ࡶ記）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎
志）」（一二、普陀山船ヨリ讃岐ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二五、華夷มଶ、源左衛門唐土漂流記、
長崎覚ॻ、長崎事࢝細見録、漂流紀ฉ）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、普陀山漂着の讃岐の者の事・普
陀山より讃岐人ૹ来事）ʗޖ国漂着人之事（ਅ木৴夫「塩飽水主の漂流حஊ」）。

ʬ同志社ʭ「支那漂流記」（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ（海ද異ฉ 39�40））ʗ「源左衛門唐土漂流記」（1 、࡭
別「異国江漂着ީ࢓船頭水主口上・漂ᔁࡶ࿩」、成元禄 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）。

№ 59
ʲ漂流年ʳ元禄 5（1692）年　̡ 帰国年ʳ元禄 7（1694）年　̡ 船籍地ʳ長門ヵ　̡ 漂着地ʳ清国広東省陽江
県　̡ 乗組員数ʳ12 ヵ　̡ 帰国ルートʳ清国広東省陽江県─寧波─補陀山─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人異国漂流ࡶ記）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎
志）」（一二、૙居 船ヨリ長門ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二ʓ、華夷มଶ、長崎覚ॻ、長崎志）ʗ
松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」一二、૙居 船より長州の者ૹ来事・૙居 船より長門の者ૹ来事）。

№ 60
ʲ漂流年ʳ元禄 6（1693）年　̡ 船籍地ʳ仙台領石巻　̡ 漂流地఺ʳ房州九十九里沖　̡ 漂着地ʳ蝦夷地シイ
コタン

ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 61
ʲ漂流年ʳ元禄 6（1693）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 帰国ルートʳルソン─マニラ城域外に
ある日本町ディラオ　̡ 備ߟʳマニラ城域外にある日本町ディラオのフランシスコ会に引͖取られて、扶助
料を給与され、洗ྱをड͚てキリシタンに

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 62
ʲ漂流年ʳ元禄 6（1693）年　̡ 船籍地ʳ摂津国　̡ 漂着地ʳ蝦夷地
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 63
ʲ漂流年 元r禄 8（1695）年　̡ 船籍地 大r坂　̡ 船名 淡r路屋又兵衛船　̡ 漂着地 カrムチャッカ半島南部　̡ 乗
組員ʳ伝兵衛　̡ 乗組員数ʳ15　̡ 帰国ルートʳカムチャッカ半島南部─オパラ川河口─ロシア人が救助─ヤ
クーツク─モスクワ　̡ 備ߟʳモスクワ΁ૹられ、ピョートル大ఇに引見され、日本ߍֶڀݚޠのڭ師に೚
໋され、帰化して洗ྱをड͚ガブリエルと名乗ͬた。三右衛門（№ 76）がૹられて来て日本ߍֶڀݚޠで
伝兵衛の助手とͳͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 64
ʲ漂流年ʳ元禄 9（1696）年　̡ 帰国年ʳ元禄 10（1697）年　̡ 船籍地ʳ日向国志布志浦　̡ 船名ʳ弥三右衛
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門船［弥左衛門持船］　̡ 漂流地఺ 薩r摩国山川港沖　̡ 漂着地 鳥r島　̡ 出港地 江r戸　̡ 乗組員 少r左衛門　̡ 乗
組員数ʳ5　̡ 帰国ルートʳ鳥島─遠州川尻─志布志浦

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭીᒒ「日州船漂མ記事」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦ。

№ 65
ʲ漂流年ʳ元禄 10（1697）年ヵ　̡ 漂着地ʳ蝦夷地アツケシ　̡ 備ߟʳ元禄 10 年頃、蝦夷地アツケシに漂着
船あり

ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 66
ʲ漂流年ʳ元禄 15（1702）年　̡ 帰国年ʳ元禄 15（1702）年　̡ 船籍地ʳ種子島　̡ 船名ʳ榎本重八船　̡ 漂
流地఺ʳ日州内之浦沖　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 乗組員ʳ榎本重八　̡ 乗組員数ʳ8　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八
丈島─豆州下田─江戸─鹿児島藩邸─種子島

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 67
ʲ漂流年ʳ元禄 15（1702）年　̡ 船籍地ʳ大坂　̡ 漂着地ʳ蝦夷地　̡ 出港地ʳ能代
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 68
ʲ漂流年ʳ宝永元（1704）年　̡ 帰国年ʳ宝永 2（1705）年　̡ 船籍地ʳ泉州湊浦　̡ 船名ʳ喜左衛門船　̡ 漂
流地఺ʳ熊野大島沖　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ源次郎　̡ 乗組員数ʳ11　̡ 帰国ルートʳ
青ヶ島─八丈島郷浦─小島─豆州下田

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 69
ʲ漂流年ʳ宝永 2（1705）年　̡ 船籍地ʳ酒田漁師町　̡ 漂着地ʳ蝦夷地ヲコシリ島　̡ 出港地ʳ南部川内
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 70
ʲ漂流年ʳ宝永 2（1705）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ土佐国幡多郡清水浦　̡ 出港地ʳ清国福州　̡ 乗組
員数ʳ82

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、大島筆記）ʗ松野尾ষߦ「皆山ू」（一一五）ʗ関田ۨ吉「土
佐漂着船に関する文ݙ」。

№ 71
ʲ漂流年ʳ宝永 2（1705）年　̡ 帰国年ʳ宝永 4（1707）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国柵倉太田熊次郎領　̡ 船名ʳ
三之丞船　̡ 漂流地఺ʳ奥州相馬沖　̡ 漂着地ʳ清国瓊州府　̡ 乗組員ʳ三之丞・権七　̡ 乗組員数ʳ6　̡ 帰
国ルートʳ清国瓊州府─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二一、華夷มଶ、中村ࢯ筆記ঞ）。

№ 72
ʲ漂流年ʳ宝永 3（1706）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 乗組員数ʳ14 ヵ　̡ 帰国ルートʳルソ
ン─マニラ城域外にある日本町ディラオ　̡ 備ߟʳマニラ城域外にある日本町ディラオのフランシスコ会に



106

引取られて、扶助料を給与された。洗ྱをड͚てキリシタンにͳͬたとࢥΘれる
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 73
ʲ漂流年ʳ宝永 4（1707）年　̡ 船籍地ʳ土州安芸郡田野浦　̡ 船名ʳ六平船　̡ 漂流地఺ʳ阿房国由岐沖　̡ 漂
着地ʳ八丈島　̡ 出港地ʳ安田浦　̡ 乗組員数ʳ8　̡ 備ߟʳ八丈島΁乗ֻ͚元船をࣺててはし͚で上陸した

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 74
ʲ漂流年ʳ宝永 4（1707）年　̡ 船籍地ʳ筑前国博多西町浜ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員ʳ善四郎　̡ 帰国ルー
トʳ朝鮮─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（三─六四（森永種夫ʰ൜Պாʱ一））。

№ 75
ʲ漂流年ʳ宝永 5（1708）年　̡ 帰国年ʳ宝永 7（1710）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国荒浜ヵ　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 帰
国ルートʳルソン─清国乍浦─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 76
ʲ漂流年ʳ宝永 7（1710）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳ東部カムチャッカのカリギル湾　̡ 乗組員ʳ三右
衛門　̡ 乗組員数 8r ヵ　̡ 帰国ルート 東r部カムチャッカのカリギル湾─ヤクーツク─ペテルブルグ　̡ 備ߟʳ
ペテルブルグにૹられて日本ߍֶڀݚޠで伝兵衛（№ 63）の助手にͳͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 77
ʲ漂流年ʳ正徳元（1711）年　̡ 帰国年ʳ正徳 3（1713）年　̡ 船籍地ʳ筑後国久留米藩　̡ 船名ʳ筑後国久
留米藩主有馬玄蕃頭則維の船　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 乗組員ʳ岡野三左衛門・長助・長太夫・源之丞　̡ 乗組
員数ʳ6　̡ 帰国ルートʳルソン─マニラ城域外の日本町ディラオ─広東省電白県─長崎　̡ 備ߟʳ四൪広東
船として帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人漂流ࡶ記）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」
（一二、広東船ヨリ筑後之者ૹ来事）ʗ西川೗見「長崎夜࿩草」（三、日本船異国漂流近代多事）ʗ林䧭「通ߤ
一ཡ」（二二一、長崎志、広東漂流記）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、広東船より筑後之者ૹ来事）ʗ「広
東΁漂流覚ॻ」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「広東」ヵ（ஶ岡部三左衛門、˞日本漂流ॻ目による）ʗ「広東漂流記」ヵ（1 成正徳、࡭ 3 年、ஶ
吉田左太夫、̡ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（大正 15 年ࣸ）、宮城県ਤॻ館）ʗ 「˓広東΁漂流覚ॻ」

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（春Ӎ࿖૓ॻの内）、東北大ֶङ野文庫）。
ʬ国ॻ補Ҩʭ「広東漂流記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ（「正徳元年広東漂流記」））。

№ 78
ʲ漂流年ʳ正徳元（1711）年　̡ 帰国年ʳ正徳 2（1712）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 帰国ルー
トʳ朝鮮─対馬藩─長崎　

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、長崎志）。
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№ 79
ʲ漂流年ʳ正徳 2（1712）年　̡ 帰国年ʳ正徳 2（1712）年　̡ 船籍地ʳ肥前国唐津ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗
組員ʳ11 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─対馬藩─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、長崎志）。

№ 80
ʲ漂流年ʳ正徳 2（1712）年　̡ 船籍地ʳ豆州ヵ　̡ 船名ʳ豆州代官小林又左衛門の米を積んだ官船　̡ 漂着地ʳ
種子島増田村小塩屋　̡ 乗組員ʳ七左衛門　̡ 乗組員数ʳ7　̡ 帰国ルートʳ種子島増田村小塩屋─日州志布志

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 81
ʲ漂流年ʳ正徳 2（1712）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国浜之市村　̡ 漂着地ʳ東蝦夷地エトロフ島
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。
ʬ同志社ʭ「恵渡路部漂流記」ヵ（1 別「大隅国分之内浜之市船頭奥蝦夷ΚとΖ;に漂着之記（原）・蝦、࡭
夷 ࿩」、成正徳 2 年、̡ࣸ本ʳॴ北海道大ֶ、ʤ௥加ʬ北方ʭ̡ ࣸ本 、r̡ࣈ׆ʳh 日本ॸ民生࢙׆料ू੒ 4 （ɦ「エ
トロフ島漂流記」）ʥ）。

ʬ北方ʭ「蝦夷ᤵ࿩ ס」（成正徳 2 年、ஶᡅਭ҇筆記、̡ ࣸ本 、r˞内୊は「大隅国国分之内浜之市船奥蝦夷Κ
とΖ;漂着之記」で、内༰は「恵渡࿋府漂流記」に同͡）。

№ 82
ʲ漂流年ʳ正徳 2（1712）年　̡ 帰国年ʳ正徳 3（1713）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国相馬領柵塩　̡ 船名ʳ吉十郎
船　̡ 漂流地఺ʳ銚子沖　̡ 漂着地ʳ清国広東省　̡ 乗組員ʳ吉十郎・覚兵衛・三八・次郎助・助七　̡ 乗組員
数ʳ8　̡ 帰国ルートʳ清国広東省─長崎　̡ 備ߟʳ十二൪広東船で帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、日本人漂流ࡶ記）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」
（一二、広東船ヨリ奥州ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二一九、長崎志、݄ಊ見ฉू、֖គ録、མ穂ࡶஊ
一ूݴ）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、広東船より奥州之者ૹ来）ʗ本島知辰「݄ಊ見ฉू」七ʗ「奥州
亘理郡荒浜者広東漂流紀ฉ」（斎藤࡫舟h ૺ೉三੭ ）ɦʗ「൪人打破船」（石井ݚಊ編h ஊ全ूحగ漂流ߍ ）ɦʗ「漂
人ஊ࿩」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦ。

№ 83
ʲ漂流年ʳ正徳 3（1713）年　̡ 帰国年ʳ正徳 4（1714）年　̡ 船籍地ʳ越前国三国ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 出
港地ʳ三国　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─対馬藩─大坂─江戸─帰郷　

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、֨கྦྷ年録）。

№ 84
ʲ漂流年ʳ正徳 3（1713）年　̡ 船籍地ʳ大坂　̡ 船名ʳ日野屋権右衛門船　̡ 漂流地఺ʳ熊野灘　̡ 漂着地ʳ
八丈島　̡ 乗組員数ʳ15

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 85
ʲ漂流年ʳ正徳 3（1713）年　̡ 帰国年ʳ正徳 4（1714）年　̡ 船籍地ʳ尾州名古屋長者町　̡ 船名ʳ紙屋理
兵衛船　̡ 漂流地఺ʳ紀州里野浦沖　̡ 漂着地ʳ琉球　̡ 乗組員ʳ政之助　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 帰国ルートʳ琉
球─大坂─尾張

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ天田৴ܠ「塩尻」（八四、琉球΁漂着ͤし人の事）。
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№ 86
ʲ漂流年ʳ正徳 3（1713）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ清国
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 87
ʲ漂流年ʳ正徳 3（1713）年　̡ 漂着地ʳ蝦夷地昆布の浜　̡ 備ߟʳ蝦夷地昆布の浜΁漂着船あり
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 88
ʲ漂流年ʳ享保元（1716）年　̡ 帰国年ʳ享保 2（1717）年　̡ 船籍地ʳ尾州名古屋船入町　̡ 船名ʳ柏屋市
兵衛船　̡ 漂流地఺ 豆r州子浦沖　̡ 漂着地 奥rエゾ地トカチ　̡ 出港地 江r戸　̡ 乗組員 吉r十郎　̡ 乗組員数ʳ
9　̡ 帰国ルートʳ奥エゾ地トカチ─絵鞆─有珠─虻田─長万部─亀田─松前─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 89
ʲ漂流年ʳ享保 3（1718）年　̡ 船籍地ʳ南部および江戸霊巌島　̡ 漂着地ʳ蝦夷地クスリ
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 90
ʲ漂流年ʳ享保 3（1718）年　̡ 帰国年ʳ享保 4（1719）年　̡ 船籍地ʳ筑後ヵ　̡ 漂着地ʳ清国広東省　̡ 帰
国ルートʳ清国広東省─帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 91
ʲ漂流年 享r保 4（1719）年　̡ 帰国年 元r文 4（1739）年　̡ 船籍地 遠r江国新居　̡ 船名 筒r山五兵衛船　̡ 漂
流地఺ʳ九十九里浜沖　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 出港地ʳ仙台　̡ 乗組員ʳ左太夫［佐太夫］・甚八・仁三郎・平三
郎　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 帰国ルートʳ鳥島─八丈島─相州浦賀─江戸　̡ 関܎船ʳ鳥島で江戸船（№ 103）の
漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ岡村良通「ۯҙ草」下ʗ神沢ై口「ԧ草」（三七、無人島漂流船の事）ʗ松浦੩山「ߕ
子夜࿩ଓร」（九七、遠州新井村筒山๭船無人嶋͑漂着ኂ大坂船同அ之事）ʗ「遠州船無人島漂流記」（ࣲल夫
編ʰ南海漂流ᩀ ）ɦʗ「遠州船無人島物ޠ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ清水文༤ߍ注ʰ韃᯳漂流記 、ɦ
池田ᚠ編h 日本ॸ民生࢙׆料ू੒ 第ɦ五巻漂流）ʗ「元文世આࡶ録」（二二、未五݄無人島͑漂流之者一件之事）
ʗ「無人嶋漂流記」（荒川लढ़編h 異国漂流記ू ）ɦʗ「無人嶋ヨリ帰国之者御ௐॻ上留並八郎大明神由来ॻ上ڞ」

（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「遠州船南方無人島漂着物ޠ」（吉岡永美༁ʰ漂流船物ޠのڀݚ ）ɦʗ「遠人無
人島に漂流し新漂船をಘて帰国す」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ二）ʗ「無人島物ޠ」（仲原善忠༁ʰ日本漂流
ஊح ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「遠州船漂མ紀事」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ूଓू 27、無人嶋ஊ࿩の付））ʗ「小笠原島記ኂ
漂流記」（1 本ʳॴ同志社大ֶ（海ද異ฉ̡ࣸ、࡭ 48））ʗ「元文四無人嶋ヨリ帰来ηル遠州荒井之者ਘ໰記」（1
本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ̡ࣸ、࡭ 7））ʗ「無人島帰国物ޠ」（1 本ʳॴ北海道ி（天保̡ࣸ、࡭ 14 年ࣸ））
ʗ「無人島漂着記」（1 ̡、別「元文四年遠州荒井宿甚八౳ਃ上」、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）。

ʬ古యʭ「遠州新居೉船記」（別「無人島帰国物ޠ」、̡ ൛本ʳॴ元治元൛─市立弘前ਤॻ館（尾州大野೉船記
他と合［「೉船ू記」1 ʗ「無人島漂流記」（別「無人島漂民記」、成享保（（［࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ鹿沼市立ਤॻ
館大ᓏ文庫（ඝࣸݑ、藤原政ߦ文政 9 年ࣸのసࣸ、台湾漂流記と合［「ʤたいあんᅳ漂流記ʥ」1 。（［࡭
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№ 92
ʲ漂流年ʳ享保 5（1720）年　̡ 船籍地ʳ大坂　̡ 船名ʳ大津屋利三郎船　̡ 漂流地఺ʳ遠州灘　̡ 漂着地ʳ八
丈島　̡ 乗組員ʳ14

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 93
ʲ漂流年ʳ享保 8（1723）年　̡ 船籍地ʳ土佐藩　̡ 船名ʳ万歳丸他一艘　̡ 漂流地఺ʳ伊豆沖　̡ 漂着地ʳ御
蔵島　̡ 出港地ʳ江戸

ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 94
ʲ漂流年ʳ享保 8（1723）年　̡ 帰国年ʳ享保 8（1723）年　̡ 船籍地ʳ仙台ヵ　̡ 漂着地ʳ琉球　̡ 出港地ʳ
奥州石巻　̡ 帰国ルートʳ琉球─江戸深川　̡ 備ߟʳ仙台藩の米を積んだ船

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 95
ʲ漂流年ʳ享保 10（1725）年　̡ 漂着地ʳ対馬国内院浦　̡ 乗組員ʳ石橋七郎右衛門　
ʲ出య ʬr加藤ʭ「൜Պா」（七�一ʓ（森永種夫ʰ൜Պாʱ一））。

№ 96
ʲ漂流年 享r保 11（1726）年　̡ 帰国年 享r保 11（1726）年　̡ 船籍地 鹿r児島藩ヵ　̡ 漂流地఺ Ḅr島沖　̡ 出
港地ʳ薩摩国坊津浦　̡ 乗組員ʳ源右衛門　̡ 乗組員数ʳ20　̡ 帰国ルートʳ清国船が救助─長崎　̡ 備ߟʳ鹿
児島藩の大坂͖ߦ蔵米を積んだ船、ช午のर四൪船で長崎にૹられる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、薩摩之者ૹ来）。

№ 97
ʲ漂流年ʳ享保 12（1727）年　̡ 船籍地ʳ大坂　̡ 備ߟʳシヤコタンの内レホトで破船
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 98
ʲ漂流年ʳ享保 13（1728）年　̡ 船籍地ʳ薩摩　̡ 船名ʳ若潮丸　̡ 漂着地ʳカムチャッカ半島のロパトカ岬　
ʲ乗組員ʳ宗蔵・権蔵　̡ 乗組員数ʳ17　̡ 帰国ルートʳカムチャッカ半島のロパトカ岬─ヤクーツク─ペテ
ルブルグ　̡ 備ߟʳペテルブルグでアンナঁఇに引見され、௘໋により神෕に預͚られ、洗ྱをड͚る。権
蔵は神ֶߍに入ֶし、後に 2 人は日本ڭޠतに当たͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 99
ʲ漂流年ʳ享保 16（1731）年　̡ 船籍地ʳ摂津国大坂　̡ 漂着地ʳシコツ
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 100
ʲ漂流年ʳ享保 17（1732）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂流地఺ʳ七島洋上　̡ 漂着地ʳ種子島中之村前浜　̡ 乗
組員ʳ金城親方・米須親雲上　̡ 乗組員数ʳ27 ヵ　

ʲ出య ʬr川合ʭ。
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№ 101
ʲ漂流年ʳ享保 17（1732）年　̡ 船籍地ʳ伊豆国新島　̡ 漂流地఺ʳ種子島西之村前ノ浜　̡ 乗組員ʳ定八郎　
ʲ乗組員数ʳ5　̡ 帰国ルートʳ種子島西之村前ノ浜─鹿児島藩
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 102
ʲ漂流年ʳ元文元（1736）年　̡ 帰国年ʳ元文元（1736）年　̡ 船籍地ʳ能登国鳳至郡輪島　̡ 船名ʳ兵右衛
門船　̡ 漂流地఺ 長r門国津島沖　̡ 漂着地 朝r鮮国慶尚道長鬐　̡ 乗組員 伝r九郎　̡ 乗組員数 1r4　̡ 帰国ルー
トʳ朝鮮国慶尚道長鬐─ウワンカイ─対馬藩─大坂

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 103
ʲ漂流年ʳ元文 3（1738）年　̡ 帰国年ʳ元文 4（1739）年　̡ 船籍地ʳ江戸堀江町　̡ 船名ʳ宮本善八船　̡ 漂
流地఺ʳ房州洲崎沖　̡ 漂着地ʳ無人島　̡ 乗組員ʳ富蔵・武兵衛・六助　̡ 乗組員数ʳ17　̡ 帰国ルートʳ
無人島─鳥島─八丈島─江戸　̡ 関܎船ʳ鳥島で遠州船（№ 91）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「遠州船無人島物ޠ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生׆
࢙料ू੒ 第ɦ五巻漂流）ʗ「無人島漂着物ޠ」（南部૓ॻߦץ会編h 南部૓ॻ 第ɦ一ʓ࡭）ʗ「無人嶋漂流記」（荒
川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「無人嶋ヨリ帰国之者御ௐॻ上留並八郎大明神由来ॻ上ڞ」（荒川लढ़編ʰ異国
漂流記ू ）ɦʗ「無人島物ޠ」（仲原善忠༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦ。

№ 104
ʲ漂流年ʳ元文 4（1739）年　̡ 船籍地ʳ奥州石巻村　̡ 漂着地ʳ種子島増田村後浜　̡ 乗組員ʳ惣兵衛
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 105
ʲ漂流年ʳ元文 4（1739）年　̡ 帰国年ʳ元文 5（1740）年　̡ 船籍地ʳ陸奥　̡ 漂着地ʳエゾ地登加知　̡ 出
港地ʳ石巻　̡ 乗組員ʳ長三郎・清之丞・久助・奥卯松　̡ 乗組員数ʳ16　̡ 帰国ルートʳエゾ地登加知─仙
台藩　̡ 備ߟʳ松前藩から仙台藩΁引渡された

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 106
ʲ漂流年ʳ寛保元（1741）年　̡ 帰国年ʳ寛保 2（1742）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国　̡ 漂流地఺ʳ沖ೄ諸島の久
米島沖　̡ 漂着地 清r国の舟山列島［清国漁山］　̡ 出港地 八r重山島　̡ 乗組員 伝r兵衛　̡ 乗組員数 2r1　̡ 帰
国ルートʳ清国の舟山列島［清国漁山］─乍浦─長崎　̡ 備ߟʳ四൪船として長崎に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、漂流泊浜伝兵衛日録）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎
志）」（一二、乍浦船ヨリ薩摩ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二五、長崎志）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」

（一二、乍浦船より薩摩之者ૹ来）ʗ「薩州船清国漂着ஊ」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦ。
ʬ同志社ʭ「漂流泊瀬伝兵衛日録」（̡ ʰ長崎૓ॻ　第ߍʳ西道仙・安中半三郎ࣈ׆ 5 編 （ɦ長崎古文ॻ出൛会、
明治 27 年））。

№ 107
ʲ漂流年ʳ寛保 2（1742）年　̡ 船籍地ʳ蝦夷地キイタツフ　̡ 漂着地ʳ南部
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。
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№ 108
ʲ漂流年ʳ寛保 2（1742）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国児ヶ水　̡ 船名ʳ紋右衛門の商船　̡ 備ߟʳ種子島納官村長
浜で破船

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 109
ʲ漂流年 寛r保 3（1743）年　̡ 船籍地 奥r州仙台領石巻村　̡ 漂着地 種r子島増田村　̡ 乗組員 孫r右衛門　̡ 乗
組員数ʳ15　̡ 帰国ルートʳ種子島増田村─薩摩国山川

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 110
ʲ漂流年ʳ寛保 3（1743）年　̡ 帰国年ʳ延享元（1744）年　̡ 船籍地ʳ尾張国知多郡多屋村　̡ 船名ʳ永通
丸（与十郎船）　̡ 漂流地఺ʳ紀州長島沖　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 出港地ʳ紀州九َ　̡ 乗組員ʳ与十郎　̡ 乗組
員数ʳ5　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八丈島─江戸　̡ 関܎船ʳ青ヶ島で豊後国三佐浦の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 111
ʲ漂流年ʳ延享元（1744）年　̡ 帰国年ʳ延享元（1744）年　̡ 船籍地ʳ松平遠江守領内摂州神戸浦　̡ 漂流
地఺ʳ種子島住吉村沖　̡ 乗組員ʳ九郎兵衛　̡ 乗組員数ʳ17　̡ 帰国ルートʳ種子島住吉村沖で漂流中に救
助─赤尾木ノ浦

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 112
ʲ漂流年ʳ延享元（1744）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国鹿角郡佐井村　̡ 船名ʳ多賀丸（竹内徳兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳ
下北半島沖　̡ 漂着地ʳ千島列島オンネコタン島　̡ 乗組員ʳ竹内徳兵衛　̡ 乗組員数ʳ18　̡ 帰国ルートʳ
千島列島オンネコタン島─カムチャッカ半島のボルシェレック─ペテルブルグ　̡ 備ߟʳペテルブルグでロ
シアޠをֶび、一部の者はイルクーツクにૹられて日本ߍֶޠのڭ師にͳͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（三一六、࿋西ѥ紀ฉ、北海ӊഫ記、蝦夷草紙、辺要分քਤߟ、
蝦夷の道知辺）ʗ最上徳内「蝦夷草紙」（ෟ録、勝右衛門漂流の事）ʗ「蝦夷地一件」（松前ኂ蝦夷地之儀に付
及承ީझਃ上ީॻ付ࣸ）ʗ「竹内徳兵衛࿋国漂流ஊ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ）。

№ 113
ʲ漂流年ʳ延享 2（1745）年　̡ 帰国年ʳ延享 2（1745）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ奥州仙台領　̡ 乗組
員ʳ用物宰領役上運天親雲上・山城仁屋　̡ 乗組員数ʳ17 ヵ　̡ 帰国ルートʳ奥州仙台領─江戸　̡ 備ߟʳ山
城仁屋は 17 年後の宝暦 12 年΋土州柏島に漂着

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、ଓஊ海）。

№ 114
ʲ漂流年ʳ延享 2（1745）年　̡ 船籍地ʳ紀伊国海士郡柳浦　̡ 漂流地఺ʳ足੆岬沖　̡ 漂着地ʳ八丈島
ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。
ʬ同志社ʭ「八丈島記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館（延享 3 年谷ࣸ））。
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№ 115
ʲ漂流年ʳ延享 2（1745）年　̡ 船籍地ʳ筑後国三潴郡榎津　̡ 漂流地఺ʳ種子島西之村　̡ 乗組員ʳ長六　̡ 乗
組員数ʳ6　̡ 帰国ルートʳ種子島西之村で破船─薩州山川

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 116
ʲ漂流年 延r享 2（1745）年　̡ 帰国年 延r享 3（1746）年　̡ 船籍地 泉r州日根郡湊浦　̡ 船名 吉r兵衛船　̡ 漂
流地఺ʳ三州大山沖　̡ 漂着地ʳ八丈島三根浦　̡ 乗組員ʳ伝左衛門　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳ八丈
島三根浦─帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 117
ʲ漂流年 延r享 3（1746）年　̡ 船籍地 種r子島　̡ 船名 種r子島家の年頭船　̡ 乗組員 七r之丞・孫左衛門　̡ 備
小舟で大泊にͻ͖入れた、͛ࠂʳ佐多沖でᑸを折り、大泊外之浦にӭ͗着いて浦役人にߟ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 118
ʲ漂流年ʳ延享 3（1746）年　̡ 帰国年ʳ延享 3（1746）年　̡ 船籍地ʳ奥州仙台ヵ　̡ 船名ʳ松平陸奥守領
分奥州仙台門脇の船　̡ 漂着地ʳ種子島野間村　̡ 乗組員ʳ平吉　̡ 帰国ルートʳ種子島野間村─薩摩山川

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 119
ʲ漂流年ʳ延享 3（1746）年　̡ 船籍地ʳ屋久島楠川　̡ 船名ʳ平左衛門船　̡ 乗組員数ʳ4　̡ 備ߟʳ種子島
住吉浦で破船し、住吉浦に入港してఒ泊中であͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 120
ʲ漂流年ʳ延享 3（1746）年　̡ 船籍地ʳ讃岐国大内郡三本松　̡ 船名ʳ歌津屋儀兵衛船　̡ 漂流地఺ʳ三州
伊良މ崎沖　̡ 漂着地ʳ八丈島中之郷小筒ヶ浦　̡ 乗組員ʳ平八・吉右衛門・嘉右衛門・伊八　̡ 乗組員数ʳ
9　̡ 備ߟʳ八丈島地役人らの世࿩をड͚、延享 4 年に流人とと΋に八丈島を出ൕ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 121
ʲ漂流年 延r享 4（1747）年　̡ 船籍地 種r子島小根占　̡ 船名 周r八の商船　̡ 漂着地 国r上村浦田　̡ 出港地ʳ
那覇　̡ 帰国ルートʳ国上村浦田ʵ山川　̡ 備ߟʳ羽州秋田能代の者が 6 人おり、଎΍かに帰国を๬んだので、
種子島家では 6 人を山川΁ૹͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 122
ʲ漂流年ʳ寛延 3（1750）年　̡ 帰国年ʳ宝暦元（1751）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国盛岡郡尾崎白浜村　̡ 船名ʳ
神力丸（久保屋善之丞船）　̡ 漂流地఺ʳ仙台［岩城］沖　̡ 漂着地ʳ清国福建省 嶼　̡ 乗組員ʳ又五郎・利
兵衛・伝六　̡ 乗組員数ʳ8　̡ 帰国ルートʳ清国福建省 嶼─福州─厦門─寧波─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（七、奥州南部人漂流日録）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎
志）」（一二、寧波船ヨリ南部ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二一七・二一八、長崎志、外国通ཡ）ʗ松浦
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東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、寧波船より南部之者ૹ来）ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（六ू之五、未十二൪船より
連参ީ日本人࢝末之一件（宝暦元年））ʗ「神力丸漂流記」（南部૓ॻߦץ会編ʰ南部૓ॻʱ第一ʓ࡭）ʗ「南部
人漂流記」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ「福建厦門寧波೉෩渡唐帰朝記」（ࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「኉門漂流記」ヵ（1 成寛延、࡭ 3 年─宝暦元年、̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所）ʗ「異国紀ฉ」（1
別「奥州盛岡領漂流人宝暦元年未十二݄೓日長崎江໭着最初ニࠩ出ީॻ付」、成宝暦、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ
国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（1 外国紀ฉ）（࡭ 10）、早稲田大 （ֶ外国紀ฉ所収本ࣸ））ʗ「奥州南部人漂流日録」ヵ

（̡ ʰ長崎૓ॻ　第ߍʳ西道仙・安中半三郎ࣈ׆ 5 編 （ɦ長崎古文ॻ出൛会、明治 27 年））ʗ 「˓神力丸漂流記」
（1 成享和、࡭ 3 年、̡ ࣸ本ʳॴ大橋ਤॻ館）ʗ「唐国福建省江漂着ީ࢓奥州南部之者六人口ॻ」（1 別「漂、࡭
着者口ॻ」、成宝暦元年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（「唐国福建省΁க漂着ީ奥州南部之者六人口ॻ」、漂流
記૓ॻ 8）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、ʨֶॻݴ志ʩ）ʗ「南部人福建府漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会
ਤॻ館、東京大ֶ本居文庫）ʗ「漂船ൿ録」（6 巻、成宝暦元年、̡ ࣸ本ʳॴ܂名松平家）ʗ「漂泊之者ڞ相ਘީ
口上覚」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ）ʗ「漂流人੥取࢝末」ヵ（1 ̡、成宝暦元年、࡭ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤ
ॻ館）ʗ「漂流人੥取人࢝末」（1 成宝暦、࡭ 2 年、̡ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）ʗ「漂流人取ௐॻ」（1 本ʳ̡ࣸ、࡭
ॴʨ京外大ʩ（宝暦 2 年ࣸ））ʗ「宝暦元ਏ未年福建漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ）。

ʬ海洋ʭ「漂海記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 123
ʲ漂流年ʳ宝暦 2（1752）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 4（1754）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国相馬　̡ 船名ʳ十三夜丸［一三
夜叉丸］（立谷平左衛門船）　̡ 漂流地఺ 岩r城［磐城］沖　̡ 漂着地 台r湾海峡の小島　̡ 乗組員 嘉r兵衛　̡ 乗
組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳ台湾海峡の小島─清国広東省恵州府陸豊県─長崎　̡ 備ߟʳ十四൪船・十八൪船・
二十൪船に分乗して長崎に౸着

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」（一二、
広東船ヨリ相馬ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二二、長崎志）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、広東
船より相馬之者ૹ来）ʗ「唐国広東省͑漂流࢓相馬者口ॻ」（斎藤࡫船ʰૺ೉三੭ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「相馬十三夜丸広東漂流記」（1 成宝暦、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ福島県立ਤॻ館（ত和ࣸ））。
ʬ海洋ʭ「十三夜丸ᢕ湾漂流記 : 1）「׬ ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 124
ʲ漂流年ʳ宝暦 2（1752）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 4（1754）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国本吉郡気仙沼村　̡ 船名ʳ春
日丸（大島屋加兵衛船）［大島屋幸兵衛船・大嶋屋嘉兵衛船］　̡ 漂流地఺ʳ奥州仙台気仙沼　̡ 漂着地ʳ清国
浙江省定海県舟山の内花山　̡ 乗組員ʳ伝兵衛・大島屋嘉兵衛　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳ清国浙江省
定海県舟山の内花山─寧波─長崎─仙台　̡ 備ߟʳፅ一൪船として長崎に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」（一二、
寧波船ヨリ仙台ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二五、໎ ෮記、長崎志）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、
寧波船より仙台之者ૹ来）ʗ「奥州仙台本吉郡北方気仙沼本郷嘉兵衛船春日丸流着ީ次第船頭覚ॻ」（千葉忠
右衛門「気仙沼の春日丸漂流࢝末」）ʗ「浙江漂流帰ൕ」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「宝暦漂流物ޠ」（荒
川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「奥州商船漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（佐野࢝ࢯ末記と合）、京౎府立ਤ
ॻ館（同上））ʗ「奥州人浙江漂着記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（海外異ฉの内））ʗ「支那漂流記」（4 、࡭
同志社大ֶ（海ද異ฉ 41�44））ʗ「宝暦四年奥仙台之民唐土浙江省漂流之記」（別「宝暦四仙台領大島屋嘉兵
衛౳清浙江省寧波漂流記」、̡ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ（䒬谷૓આ那珂本 8）、市立വ館ਤॻ館（同上））。

№ 125
ʲ漂流年ʳ宝暦 2（1752）年　̡ 帰国年ʳ1宝暦 5（1755）年・2宝暦 6（1756）年　̡ 船籍地ʳ江戸霊巌
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島　̡ 船名ʳ福聚丸（橋本藤助船）　̡ 漂流地఺ʳ岩城［磐城］灘　̡ 漂着地ʳルソン島　̡ 乗組員ʳ善右衛門・
三之助・清次郎・久次郎・伝次郎・清次郎　̡ 乗組員数ʳ15　̡ 帰国ルートʳルソン島─マニラ域外の日本
町ディラオにあるフランシスコ会に引取られ、扶助料を給与される…1三之助 : マカオ─乍浦─長崎─江戸・
2清次郎、久次郎、伝次郎、清次郎 : マカオ─寧波─乍浦─長崎　̡ 備ߟʳ残留した 10 人は洗ྱをड͚݁ࠗ

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」（一二、
乍浦船ヨリ豆州ノ者ૹ来事・乍浦船ヨリ呂૙漂着ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一八一、長崎志、大੒ྩ
ଓू、݉山ಊ૓ॻ）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一ʓ、唐船より呂૙漂着人ૹ来事）ʗ松浦東ܢ「長崎古今
ूཡ」（一二、乍浦船ヨリ豆州ノ者ૹ来・乍浦船ヨリ呂૙漂着ノ者ૹ来）ʗ「長崎࣮録」（四、唐船より呂૙漂
着之日本人ૹ来事（大蔵省編ʰ日本財政ܦ済࢙料ʱ巻之七））ʗ高柳ਅ三・石井良助編ʰ御৮ॻ宝暦ू੒ʱ

（一三四三・一三四五߸）。
ʬ同志社ʭ「漂流人之記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（中古૓ॻ第 86 ʗ「呂૙国之༷子漂流人（（࡭
江相ਘީझਃ上ީॻ付」ヵ（2ڞ 別「呂૙国漂流人之記」、成宝暦、࡭ 3 年、ஶੁ沼定ल、̡ ࣸ本ʳॴ国立国
会ਤॻ館（中古૓ॻ 85・86））ʗ「呂૙国漂流人之記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（中古૓ॻ 85・86））
ʗ「中古૓ॻ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（149 目録、࡭ 1 。（（࡭

№ 126
ʲ漂流年 宝r暦 2（1752）年　̡ 帰国年 宝r暦 3（1753）年　̡ 船籍地 陸r奥国亘理郡荒浜　̡ 船名 茂r八船　̡ 漂
流地఺ʳ相馬領村上沖　̡ 漂着地ʳ琉球国久志間切　̡ 乗組員ʳ栄吉　̡ 乗組員数ʳ14　̡ 帰国ルートʳ琉球
国久志間切─薩摩国山川─摂津国兵庫浦─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、大島筆記）。

№ 127
ʲ漂流年 宝r暦 5（1755）年　̡ 帰国年 宝r暦 9（1759）年　̡ 船籍地 和r泉国箱作村　̡ 船名 五r郎兵衛船　̡ 漂
流地఺ 伊r勢沖　̡ 漂着地 鳥r島　̡ 乗組員 藤r八・幸助　̡ 乗組員数 5r　̡ 帰国ルート 鳥r島─伊豆国子浦　̡ 関
№）船ʳ鳥島で泉州の佐市郎船܎ 133）に救Θれる。佐市郎船は土佐藩船（№ 134）の漂流者΋救助し伊豆
国子浦に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「幸助無人島漂着」（ਅ木৴夫「塩飽水主の漂流حஊ」）ʗ「無人嶋漂流記」（荒川लढ़
編ʰ異国漂流記ू ）ɦ。

№ 128
ʲ漂流年ʳ宝暦 6（1756）年　̡ 船籍地ʳ紀伊国薗村　̡ 船名ʳ堀川屋八右衛門船　̡ 漂着地ʳエトロフ島モ
ヨロ　̡ 出港地ʳ相模国浦賀　̡ 乗組員ʳ友右衛門

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ最上徳内「蝦夷草紙」（四ෟ録、エトロフ島の事）。

№ 129
ʲ漂流年ʳ宝暦 6（1756）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 6（1756）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国津軽郡石崎村　̡ 船名ʳ治右
衛門船　̡ 漂流地఺ʳ松前沖　̡ 漂着地ʳ朝鮮国江原道江陵　̡ 乗組員ʳ治右衛門　̡ 乗組員数ʳ4　̡ 帰国ルー
トʳ朝鮮国江原道江陵─午岩浦─対馬─大坂

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「津軽船御஘૸ஊ」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦ。

№ 130
ʲ漂流年ʳ宝暦 6（1756）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 6（1756）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ肥前国五島　̡ 乗組
員数ʳ16　̡ 帰国ルートʳ肥前国五島─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、長崎志、長崎年දڍ要）。
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№ 131
ʲ漂流年ʳ宝暦 6（1756）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 7（1757）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国牡鹿郡石巻　̡ 船名ʳ和泉屋
升右衛門船　̡ 漂流地఺ʳ永江　̡ 漂着地ʳ北エゾ地シイコタン　̡ 出港地ʳ石巻　̡ 乗組員ʳ徳兵衛・源四郎　

ʲ乗組員数ʳ13 ヵ　̡ 帰国ルートʳ北エゾ地シイコタン─厚岸─幌泉─松前─奥州三厩─帰郷
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 132
ʲ漂流年ʳ宝暦 7（1757）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 9（1759）年　̡ 船籍地ʳ志摩国布施田浦　̡ 船名ʳ若市丸（浅
野小平次船）［小平治船］　̡ 漂流地఺ʳ志摩国大王崎沖　̡ 漂着地ʳ台湾　̡ 出港地ʳ大坂　̡ 乗組員ʳ浅野小
平次［小平治］・清助・市松・甚助　̡ 乗組員数ʳ6　̡ 帰国ルートʳ台湾─福州─南京─乍浦─長崎─志州鳥
羽

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ渥美正美「とͳりのはͳし」（志州船頭物ޠ記）ʗ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流
、二一五）「一ཡߤ通」ʗ林䧭（一二、乍浦船ヨリ志摩ノ者ૹ来事）「長崎࣮録大੒（長崎志）」ܒ記下）ʗ田辺茂ࡶ
台湾漂流記、長崎志、ଓஊ海）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、乍浦船ヨリ志摩ノ者ૹ来）ʗ「異国漂流ஊ」

（ࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀ ）ɦʗ「志州船台湾漂着࿩」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「志州鳥羽浦船頭漂流
一件」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「台湾漂流記」（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部）ʗ「台湾漂流記」（池田
ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ「志摩の人台湾島に漂流し清国船にҼて故郷に帰る」（石井ݚ
ಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ一）。

ʬ同志社ʭ「異国漂流記」（1 ̡、別「異国漂流࣮記・志摩小平治異国ൌ・志摩布施村船頭小平次౳漂流記」、࡭ ࣸ
本ʳॴ京౎府立ਤॻ館、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「異国漂流船ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ
館（漂流記૓ॻ 11））ʗ 「˓異国漂流ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 17・18））ʗ「海೉ൌ
物1）「ޠ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 24））ʗ 「˓志州船台湾漂着࿩」（別「宝暦七ӑ九݄ਧ
流ީ船人小平治口上ॻ」、成宝暦 9 年、ʤ௥加ʬ国ॻ補Ҩʭ̡ ʳ荒川लढ़ʰ異国漂流記ूࣈ׆ （ɦত和 37 年）ʥ）
ʗ「志州船頭小平治漂流一件」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（「志州船頭小平次ਧ流一件」、諸家ਵ筆
10）、宮内ிॻ陵部（諸家ਵ筆 10）、名古屋市蓬左文庫（同上））ʗ「志州船頭漂泊記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ
東京大ֶ本居文庫）ʗ「志州船頭漂流ᩀ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ香川大ֶ神原文庫（江戸末ࣸظ））ʗ「志州鳥羽
小平治船漂流之ฉॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 13））ʗ「志州鳥羽小平治漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ
宮内ிॻ陵部（池ఈ૓ॻ 94））ʗ「志州鳥羽船外国江ਧ流ީ一件」ヵ（̡ ࣸ本 ॴr国立国会ਤॻ館（弘化 3 年ࣸ、
漂流記૓ॻ 12））ʗ「志州鳥羽船頭外国΁ਧ流しީ一件」ヵ（1 成宝暦、࡭ 7 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「志
州鳥羽船頭帰国」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（安政 4 年ࣸ、漂流記૓ॻ 23））ʗ「志州鳥羽船頭小平治೉
舟ॻ付之ࣸ」（̡ ࣸ本 ॴr国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 21））ʗ「志州鳥羽船頭小平次೉෩ਧ流帰国之次第」（̡ ࣸ
本ʳॴ国立国会ਤॻ館（天明 3 年ࣸ、漂流記૓ॻ 19））ʗ「志州鳥羽船頭小平治漂流ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東
北大ֶङ野文庫）ʗ「志州鳥羽船頭小平次ਧ流サレ外国所ʑᄉ之ࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館
近藤文庫）ʗ「志州鳥羽船漂流Ṉ末」ヵ（1 ヵ（1「ޠ志州鳥羽の船漂流物」本ʳॴ東京大ֶ）ʗ̡ࣸ、࡭ ̡ࣸ、࡭
本ʳॴ神戸大ֶ）ʗ「志州鳥羽之者ਧ流レ帰ൕ口上ॻ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大阪府立ਤॻ館（神ଉ事Ⴐ之྆
ਕヲ片ਕニ੍を付す））ʗ「志州鳥羽漂流人ฉॻ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 8））ʗ「志州鳥羽布
施田浦小平治船台湾国漂流記」（1 成明和、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）ʗ「志州鳥羽布施田浦船頭小平次外
国物1）「ޠ ̡、別「漂流外国紀ஊ」、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ）ʗ「志州鳥羽布施田浦船頭小平治߇」（1 成、࡭
宝暦 9 年、̡ࣸ本ʳॴ܀田文庫）ʗ「志州鳥羽布施田浦漂民記　ෟ　野作૽ಈฉॻ」ヵ（1 成弘化、࡭ 3 年、̡ࣸ
本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「志州鳥羽布施村船頭ਧ流次第」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（寛
政 9 年ࣸ、漂流記૓ॻ 16）（「志州鳥羽流船目録」、漂流記૓ॻ 15））ʗ「志州鳥羽流船記」ヵ（1 成宝暦、࡭
12 年、̡ ࣸ本ʳॴ三重県立ਤॻ館）ʗ「志州鳥羽流船留ॻ」ヵ（1 成寛政、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「志
州鳥羽領小平次外国ᄉし」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 20））ʗ「志州ਧ流船」ヵ（1 ̡、࡭ ൛本ʳ
ॴ東京౎立日比谷ਤॻ館東京ࢽ料）ʗ「志州布施田小平次流船物ޠ」（1 成宝暦、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ三重県立



116

ਤॻ館）ʗ「志州布施村小平治帰国口上ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所（常州多珂郡᛹原村船頭左
太夫安南漂流記౳と合 1 ̡）「ク次第ߦ志州布施田村小平治舟唐΁流レ」ʗ（（࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（天
明 2 年ࣸ、漂流記૓ॻ 22））ʗ「志摩国೉船にて唐よりૹりඃฦީ口ॻ」ヵ（1 成嘉永、࡭ 7 年、̡ ࣸ本ʳॴ
九州大ֶ）ʗ「志摩国ਧ流船ฉॻࣸ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金౛比羅宮ਤॻ館（宝暦 7 年ࣸ））ʗ「台湾漂流」（1
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ（海ද異ฉ 47））ʗ 「˓台湾漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、ʤ௥
加ʬ古యʭ鹿沼市立ਤॻ館大ᓏ文庫（「ʤたいあんᅳ漂流記ʥ」、ඝࣸݑ、藤原政ߦ文政 9 年ࣸのసࣸ、無人
島漂流記と合［「ʤたいあんᅳ漂流記ʥ」1 ʥ）ʗ「漂མ紀ฉ」（1（［࡭ ̡、「ޠ志州鳥羽小平次船漂ഫ物」別、࡭ ࣸ
本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）ʗ「漂流台湾国ॻ付ࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）ʗ「宝暦九ݾ卯年ਗ七݄
志州鳥羽船頭船ਧ流之一件」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴֶश院大ֶ（筆૓の内））ʗ「宝暦九年台湾漂民之記」ヵ（̡ ࣸ本ʳ
ॴ東京ڭҭ大ֶ（䒬谷૓આ那珂本 8）、市立വ館ਤॻ館（同上））ʗ「宝暦九年漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館
支部内ֳ文庫（外国通ཡ 4））ʗ「宝暦七年小平次台湾漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ無ځ会神श文庫）ʗ「宝暦七
年志州船頭小平次漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）。

ʬ古యʭ「志州鳥羽船頭ਧ流記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（慶応 3 年ࣸ、1 ̡）ʗ「志州鳥羽೉船記」ヵ（（࡭ ൛本ʳ
ॴ元治元൛ʵ市立弘前ਤॻ館（播州高砂通船記他と合［「೉船ू記」1 ̡）ʗ「志州布施田村小平次記」（（［࡭ ࣸ
本 ॴr射和文庫（越前人長崎人漂流記と合［「ʤ漂流記ʥ」合 1 ʗ「志州布施田村小平次船唐江流入事」（別（（［࡭

「志州鳥羽稲垣༷御領志州布施田村小平次船大ႄ江漂着࢝ऴࣸॻ」、̡ ࣸ本ʳॴ射和文庫（「志州鳥羽稲垣༷御
領志州布施田村小平次船大ႄ江漂着࢝ऴࣸॻ」1 ̡）ʗ「台湾漂流之船頭小平治記」（（࡭ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1
。（（࡭

ʬ北方ʭ「志州船頭小平次口上覚」（成宝暦 9 年、̡ ࣸ本 ）r。

№ 133
ʲ漂流年 宝r暦 9（1759）年　̡ 帰国年 宝r暦 9（1759）年　̡ 船籍地 和r泉国波有手村　̡ 船名 佐r市郎船　̡ 漂
着地ʳ鳥島　̡ 乗組員ʳ佐市郎　̡ 帰国ルートʳ鳥島─伊豆国子浦　̡ 関܎船ʳ鳥島で泉州の五郎兵衛船（№
127）の漂流者を救助。土佐藩船（№ 134）の漂流者΋救助し伊豆国子浦に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「無人嶋漂流記」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦ。

№ 134
ʲ漂流年ʳ宝暦 9（1759）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 9（1759）年　̡ 船籍地ʳ土佐藩　̡ 船名ʳ大宝丸　̡ 漂流地఺ʳ
遠州［熊野］灘　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ伝七　̡ 乗組員数ʳ18　̡ 帰国ルートʳ鳥島─
伊豆国子浦　̡ 関܎船ʳ鳥島で泉州の佐市郎船（№ 133）に救助される。船に泉州の五郎兵衛船（№ 127）
の漂流者がいた。伊豆国子浦に入港。

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 135
ʲ漂流年ʳ宝暦 11（1761）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 12（1762）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国亘理郡荒浜　̡ 船名ʳ福吉
丸（木村屋茂右衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ銚子沖　̡ 乗組員ʳ善十郎・五助　̡ 乗組員数ʳ17　̡ 帰国ルートʳ清
国南通州沖で清国船が救助─南通州─上海─長崎─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下）ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」（一二、
上海船ヨリ奥州ኂ総州ノ者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二九、長崎志、奥民唐土漂流記）ʗ松浦東ܢ「長
崎古今ूཡ」（一二、上海船ヨリ奥州ኂ総州ノ者ૹ来）ʗ「荒浜船南通州漂着࢝末」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流ح
ᩀू ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「奥民唐土漂流記」ヵ（1 成宝暦、࡭ 11・12 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）ʗ「福吉丸
漂流口上ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫（天明 6 年ࣸ））ʗ「宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門船清
国漂流」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（漂流ࡶ記 6））ʗ「宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門船
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清国漂流࢝末」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（漂流ࡶ記 5））。

№ 136
ʲ漂流年ʳ宝暦 12（1762）年　̡ 帰国年ʳ宝暦 13（1763）年　̡ 船籍地ʳ松平遠江守領内摂津国西ノ宮　̡ 船
名ʳ長平衛船　̡ 漂流地఺ʳ三州大山沖　̡ 漂着地ʳカラフト島　̡ 乗組員ʳ上岡徳五郎・弥四郎・吉十郎・
久七・万三郎・久太郎・三次郎・八兵衛・善四郎　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 帰国ルートʳカラフト島─シラヌシ─
宗谷─故国

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ最上徳内「蝦夷草紙」（ෟ録、日本人カラフト島に漂着の事）ʗ「享和ਏಫ西唐太事ঢ়」
（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部）。
ʬ北方ʭ「唐太島漂流記」（成宝暦 13 年、̡ ࣸ本 ）r。

№ 137
ʲ漂流年ʳ宝暦 12（1762）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 乗組員ʳ高良・潮平親雲上　̡ 乗組員数ʳ10 ヵ　̡ 帰国ルー
トʳ土佐国幡多郡柏島沖で救助─宿毛大島港　̡ 備ߟʳ土佐国幡多郡柏島沖で救助され宿毛大島港にӪߤさ
れる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、大島筆記）ʗ戸部良⁝「大島筆記」（吉田文治編ʰ海ද૓ॻʱ
巻三、新村出編ʰ南൮ߚ毛࢙料 ）ɦʗ関田ۨ吉「土佐漂着船に関する文ݙ」。

ʬ同志社ʭ「宝暦十二年琉球船漂着之事」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（土佐国群ॻྨै、रҨ、
漂流））。

№ 138
ʲ漂流年ʳ宝暦 12（1762）年　̡ 帰国年ʳ明和 4（1767）年　̡ 船籍地ʳ筑前国唐泊浦　̡ 船名ʳ本宮丸　̡ 漂
着地ʳルソン　̡ 乗組員ʳ孫右衛門　̡ 乗組員数ʳ18　̡ 帰国ルートʳルソン─ビシャヤ─カバロウカン─ハ
ルハヤ─マハエハイト─ソクボウ─清国漳浦県─漳州府─厦門─福州─乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳソクボウで筑
前船村丸（№ 143）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」（一二、乍浦船ヨリ呂૙漂ஶ之者र七人ૹ来事）
ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一八一、長崎志）。

№ 139
ʲ漂流年ʳ宝暦 12（1762）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 乗組員数ʳ14 ヵ　̡ 帰国ルートʳルソ
ン─マニラ城域外の日本人町ディラオ　̡ 備ߟʳマニラ城域外の日本人町ディラオにあるフランシスコ会に
引取られて、扶助料を給与された。洗ྱを勧Ίられたが、ڋ൱したらしい

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 140
ʲ漂流年ʳ宝暦 13（1763）年　̡ 船籍地ʳ奥州仙台領石巻　̡ 漂着地ʳ東蝦夷地シヤマニ　̡ 出港地ʳ浦戸
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 141
ʲ漂流年ʳ宝暦 13（1763）年　̡ 船籍地ʳ名古屋　̡ 漂着地ʳ蝦夷地トカチト
ʲ出య ʬr加藤ʭ松平道広「福山ൿ府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 142
ʲ漂流年ʳ明和元（1764）年　̡ 帰国年ʳ明和 8（1771）年　̡ 船籍地ʳ筑前国志摩郡唐泊浦　̡ 船名ʳ伊勢
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丸（重右衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ鹿島灘　̡ 漂着地ʳミンダナオ島　̡ 出港地ʳ箱館　̡ 乗組員ʳ重右衛門・孫
太郎　̡ 乗組員数ʳ20　̡ 帰国ルートʳミンダナオ島─バンジェルマシン─スラバヤ─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ青木定遠「南海紀ฉ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ荒川लढ़編ʰ異国漂流記
ଓू 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ渥美正美「とͳりのはͳし」（異国物ޠ）ʗ小原ࠀ
঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ߚ毛船ヨリ筑前之者ૹ来事）ʗ神沢ై口「ԧ草」（九ʓ、
漂流人帰日本ኂߚ毛ഫ之事）ʗ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下・ߚ毛ૹ筑前孫太郎（宝暦一三年））ʗ
林䧭「通ߤ一ཡ」（二五一・二七ʓ、蝦夷草紙ෟ録、܀Ԃອঞ、長崎志ଓ編）ʗ౧西河（義三郎）「坐թ記」（一三七、
ਬ子孫太郎漂流ஊ）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、ߚ毛船ヨリ筑前ノ者ૹ来）ʗ「異国漂流人之次第」（荒
川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「華夷九年録」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ「漂夫ᩀ」（荒川लढ़編ʰ近世漂
流記ू ）ɦʗ「漂流天ࣟ物ޠ」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ「ਧ流天ࣟ物ޠ」（石井ݚಊ
編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「孫太郎ボルネオ漂流記」（ࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀ ）ɦʗ「筑前の人保࣐ೌに漂流し
万ࢮを出でʍ故郷に帰る」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ一）ʗ「天ࣟ物ޠ」（仲原善忠༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ 「˓華夷九年録」（3 巻 1 成安永、「ᩀ華夷九年録ح漂流」別、࡭ 4 年ࣗং、ஶ鈴木重ཌྷ、̡ ࣸ本ʳ
ॴ九州大ֶ（下巻 1 京౎大ֶ、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（中下巻、（࡭ 2 福岡県立ਤॻ館（1、（࡭ 、（࡭
᛽川ಊ文庫（1 ˠ明和船日記）ʗ「唐泊浦孫三郎口ॻ」ヵ（1（࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓
ॻ 26））ʗ「唐泊孫七漂海࿩」ヵ（1 成明和、࡭ 7 年、̡ࣸ本ʳॴ竹柏Ԃ文庫）ʗ「唐泊孫七漂流物ޠ」ヵ（1 、࡭

ʲࣸ本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「唐泊孫七漂࿩」ヵ（1 成宝暦、࡭ 12 年、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部）ʗ「筑州唐泊浦孫
七天ࣟޠ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ܀田文庫、̡ ʳhࣈ׆ 日本ॸ民生࢙׆料ू੒ 5 巻 漂流 （ɦ三一ॻ房、1968））
ʗ「筑人孫七漂海࿩」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）ʗ「筑前国唐泊の孫七漂海࿩」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ同志社大ֶ）ʗ「筑前船漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録
による）ʗ「筑前孫太郎漂流記」（1 ヵ（1「ޠ天ࣟ異ฉ物」館文庫）ʗߟʩজچ成明和年間、̡ࣸ本ʳॴʨ、࡭ 、࡭

ʲࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）ʗ 「˓南海紀ฉ」（成寛政 4 年ং、ஶ青木興勝（定遠）、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤ
ॻ館（2 巻 1 国立国会ਤॻ館白井文庫（天保、（࡭ 7 年ࣸ 1 国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（2、（࡭ 巻 2 明）（࡭
治ࣸ 1 宮内ிॻ陵部（2、（࡭ 巻 2 東京国立博物館（ঞ、1、（࡭ 名古屋市蓬左文庫（1、（࡭ 会神ځ無、（࡭
श文庫（2 巻 1 ̡、（࡭ ൛本ʳॴ宮内ிॻ陵部、香川大ֶ神原文庫、京౎大ֶ、東京ڭҭ大ֶ（巻 1 ܽ）、神
戸大ֶ、東京大ֶ、京౎府立ਤॻ館、東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫、福岡県立ਤॻ館、西尾市立ਤॻ館岩
瀬文庫、܀田文庫、お஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫、˞൛本は 5 巻 5 ʗ「ථഫ新࿩」ヵ（1（࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東
京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（文政 4 年藤田๭ࣸ））ʗ 「˓ਧ流天ࣟ物ޠ」（1 成明和、࡭ 7 年、̡ ࣸ本ʳॴ岡
田伊三次郎）ʗ「孫太郎ボルネオ漂流ஊ」（̡ ʳࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀࣈ׆ （ɦ૒林社、ত和 18 年））。

ʬ海洋ʭ「筑前船漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 143
ʲ漂流年ʳ明和元（1764）年　̡ 帰国年ʳ明和 4（1767）年　̡ 船籍地ʳ筑前国残島　̡ 船名ʳ村丸　̡ 漂流地
఺ʳ陸奥国沖　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 乗組員ʳ文次郎・五郎左衛門　̡ 乗組員数ʳ19　̡ 帰国ルートʳルソン
─カガヤン─ソクボウ─厦門─福州─乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳソクボウで筑前船本宮丸（№ 138）の漂流者と
一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下（明和三年））ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長
崎志）」（一二、乍浦船ヨリ呂૙漂着之者र七人ૹ来事）ʗ「東ߤ一ཡ」（一八一、長崎志）ʗ松浦東ܢ「長崎古
今ूཡ」（一二、乍浦船ヨリ呂૙漂着ノ者र七人ૹ来）。

№ 144
ʲ帰国年ʳ明和 2（1765）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ21 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─
対馬─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。
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№ 145
ʲ漂流年ʳ明和 2（1765）年　̡ 帰国年ʳ明和 4（1767）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国磐城郡小名浜村　̡ 船名ʳ住
吉丸　̡ 漂流地఺ʳ小名浜沖　̡ 漂着地ʳ安南国　̡ 乗組員ʳ善四郎　̡ 乗組員数ʳ6　̡ 帰国ルートʳ安南国─
会安─長崎　̡ 関܎船ʳ会安で常州船姫宮丸（№ 146）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ近藤守重「安南紀ུ࿴」一ʗ田辺茂ܒ「長崎࣮録大੒（長崎志）」（一二、安南船ヨ
リ外国漂着之者七人ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一七七、長崎志）ʗ「奥州人安南国漂流記」（石井ݚಊ編ʰߍ
గ漂流حஊ全ू ）ɦ。

ʬ同志社ʭ˓「奥州人安南国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（海外異ฉの内）、̡ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡ 巻
177 ）ɦ。

№ 146
ʲ漂流年ʳ明和 2（1765）年　̡ 帰国年ʳ明和 4（1767）年　̡ 船籍地ʳ常陸国多賀郡磯原村　̡ 船名ʳ姫宮
丸（弥八郎船）［弥八持船］　̡ 漂流地఺ʳ銚子沖　̡ 漂着地ʳ安南国　̡ 乗組員ʳ佐平太［佐源太］・弥八・友
七　̡ 乗組員数 6r　̡ 帰国ルート 安r南国─会安─長崎─小石川水戸藩邸　̡ 関܎船 会r安で奥州船住吉丸（№
145）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下）ʗ近藤守重「安南紀ུ࿴」一ʗ田辺茂ܒ「長
崎࣮録大੒（長崎志）」（一二、安南船ヨリ外国漂着之者七人ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一七七、長崎志、
໎෮記）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、安南船ヨリ外国漂着ノ者七人ૹ来）ʗ「安南国漂流記」（神宮࢘
ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部）ʗ「安南国漂流記」（ࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀ 、ɦ荒川लढ़編ʰ日本漂流・漂着࢙料 ）ɦʗ

「安南国漂流物ޠ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ「奥
人安南国漂流記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「常人安南に漂流し同๔にᬍ᫯して帰国す」（石井ݚ
ಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ二）。

ʬ同志社ʭ 「˓安南国漂流記」（1 ̡、別「安南漂流記」、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 27）、国会
ਤॻ館支部内ֳ文庫（明和 2─4）、九州大ֶ、九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所（異国船漂着記と合）、京౎大ֶ（2
巻 1 武道㣺ᣭ録）（࡭ 383）、国ֶ院大ֶ、東京ڭҭ大ֶ、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（明和 2）、日本大ֶ、北海
道ி（延宝・元禄・明和・寛政）、市立വ館ਤॻ館（異国船漂着記・蝦夷૽ಈ記と合）、܀田文庫（明和 4）、
᛽川ಊ文庫（文政 12）、ʨچʩজߟ館文庫、̡ࣈ׆ʳh 通ߤ一ཡ 4 ）ɦʗ「安南国ත流人常州人弥八口上ॻ」（1 、࡭
成明和 2 年、̡ࣸ本ʳॴ܀田文庫）ʗ 「˓安南国漂流物ޠ」（1 本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「安南漂流」（1̡ࣸ、࡭ ̡ࣸ、࡭
本ʳॴ同志社大ֶ（長崎、ড়乗寺、明和 5 年ࣸ））ʗ「水府船頭安南国漂着ਤ」（1 本ʳॴ同志社大ֶ（地̡ࣸ、࡭
ਤ 1 ຕ΋の 53�3º54 DN 色入り）、˞地ਤの左下に「水府船頭水主安南漂着記ෟਤ明和六年ቮ巳秋七݄八࠼
日ኺ水府आ之ࣸ」の೑筆あり）ʗ「漂流之者ڞԙ長崎ඃ相ਘީਃ口」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「漂流
之者ԙ長崎ඃ相ਘީਃ口安南国ਦ留中見ฉࡶ࢓ஊ」ヵ（1 本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（文̡ࣸ、࡭
化 2 年ࣸ））。

ʬ古యʭ「安南国江ै水戸ն船漂流之記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（文政 13 年ࣸ、1 ʗ「安南国漂流記」（1（（࡭
̡、別「安南漂流記」、࡭ ࣸ本ʳॴ群馬大ֶ新田文庫（「安南ᅳ漂流記」、渡天之આと合［「安南ᅳ漂流記 渡天
之આ」1 ҵ城県立ྺ࢙館（「安南ත流࿩」、清船漂着ஊと合［「安南ත流࿩ 清船漂着ஊ」1、（［࡭ 安南」）（［࡭
ත流࿩」1 1「安南ත流記」）（࡭ 1）（࡭ 鹿沼市立ਤॻ館大ᓏ文庫（「安南ᅳ漂流記」1、（࡭ 黒川村ެ、（࡭
民館（「漂流人記」1 。（（࡭

№ 147
ʲ漂流年ʳ明和 4（1767）年　̡ 乗組員ʳ佐藤玄明　̡ 帰国ルートʳ南海で異国船が救助　̡ 備ߟʳ南海に漂
流して異国ܵ船に救Θれる

ʲ出య ʬr川合ʭ。
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№ 148
ʲ漂流年ʳ明和 7（1770）年　̡ 船籍地ʳ種子島　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員ʳ新右衛門　̡ 帰国ルートʳ朝鮮
─長崎─鹿児島藩

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 149
ʲ漂流年ʳ安永 2（1773）年　̡ 帰国年ʳ安永 3（1774）年　̡ 船籍地ʳ薩摩　̡ 漂流地఺ʳԄ美大島沖　̡ 漂
着地ʳ清国浙江省寧波府定海県舟山　̡ 出港地ʳ沖永良部島　̡ 乗組員ʳ長兵衛・池山喜三右衛門・源次郎・
中原仲右衛門・権左衛門　̡ 乗組員数 1r9　̡ 帰国ルート 清r国浙江省寧波府定海県舟山─乍浦─長崎　̡ 備ߟʳ
四൪船・五൪船として長崎に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、午四൪船同五൪船ヨリ
薩州家ਉૹ来事）ʗ熊野正঺「長崎港草」（八、漂流ࡶ記下）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二五、長崎志ଓ編、མ穂
ʗ「薩州人唐国漂流記」（石井（一二、午四൪船ヨリ薩州家ਉૹ来）「長崎古今ूཡ」ܢʗ松浦東（ूݴஊ一ࡶ
ஊ全ूحగ漂流ߍಊ編ʰݚ ）ɦʗ「薩人支那に漂流し商船にศ乗して帰国す」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ二）。

ʬ同志社ʭ「安永漂流紀ฉ」（1 別「長崎御役所口ॻፒ・薩州人唐土漂着一৚（原）」、成安永、࡭ 3 年、ஶ中
原仲左衛門・池田喜左衛門口ॻ、̡ ࣸ本ʳॴ無ځ会神श文庫）ʗ 「˓薩州人唐国漂流記」（1 別「安永漂流、࡭
紀ฉ・長崎御役所口ॻፒ薩州人唐土漂着一৚」、成安永 3 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 1）、京
౎大ֶ（海外異ฉの内）、無ځ会神श文庫（「安永漂流紀ฉ」））ʗ「薩摩藩྆士漂流口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国
立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 1））ʗ「松平薩摩守家来池永喜三左衛門同中原仲左衛門口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国
立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 1））。

№ 150
ʲ漂流年ʳ安永 2（1773）年　̡ 船籍地ʳ尾張　̡ 漂着地ʳ琉球　̡ 出港地ʳ大坂
ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、塩尻）。

№ 151
ʲ漂流年ʳ安永 3（1774）年　̡ 帰国年ʳ安永 3（1774）年　̡ 船籍地ʳ加賀国石川郡粟ヶ崎村　̡ 船名ʳ藤
蔵船　̡ 漂流地఺ʳ加賀沖　̡ 漂着地ʳ朝鮮半島の東南部　̡ 乗組員ʳ伝次郎　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 帰国ルートʳ
朝鮮半島の東南部─甘浦─釜山─ウワンカイ─対馬藩─大坂─故郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「粟ヶ崎の者朝鮮漂着一巻口ॻ」（石川県ਤॻ館ڠ会編ʰ加能漂流ᩀ ）ɦ。
ʬ同志社ʭ「安永四年朝鮮漂着一巻」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）。

№ 152
ʲ漂流年ʳ安永 3（1774）年　̡ 帰国年ʳ安永 5（1776）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国折ノ浜　̡ 船名ʳ最吉丸（十
兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳ常陸沖　̡ 漂着地ʳ広東省潮州府潮陽県　̡ 乗組員ʳ幸助　̡ 乗組員数ʳ14　̡ 帰国ルー
トʳ広東省潮州府潮陽県─乍浦─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ਃ四൪船同五൪船ヨリ
奥州之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二ʓ、長崎志ଓ編）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、ਃ四൪船同
五൪船ヨリ奥州ノ者ૹ来）。

№ 153
ʲ漂流年ʳ安永 3（1774）年　̡ 帰国年ʳ安永 4（1775）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国小竹浜　̡ 船名ʳ永福丸（六
兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳ岩城国塩屋崎沖　̡ 漂着地ʳ福建省泉州府恵安県の小島　̡ 乗組員ʳ佐五平・長右衛門　

ʲ乗組員数ʳ16　̡ 帰国ルートʳ福建省泉州府恵安県の小島─乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳ福州で陸奥国楢葉郡山
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田浜村の漂流者ら（№ 154）と一ॹにͳる
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ਃ壱൪船同三൪船ヨリ
奥州之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二ʓ六、໎෮記）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、ਃ一൪船同三൪
船ヨリ奥州ノ者ૹ来）ʗ「漂海録」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ଓू ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「漂流之覚ॻ」（1 ̡、ஶ小竹浜六兵衛、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ、ʤ௥加ʬ早稲田ʭ1 牡鹿」˞、࡭
郡小竹浜六兵衛舟唐国΁漂着来朝之船長崎΁ૹಧީ次第覚ॻ」と同本ヵʥ）。

№ 154
ʲ漂流年ʳ安永 4（1775）年　̡ 帰国年ʳ安永 4（1775）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国楢葉郡山田浜村ヵ　̡ 漂着地ʳ
清国　̡ 乗組員ʳ勝兵衛・作兵衛・次郎・金右衛門・六兵衛　̡ 乗組員数ʳ5 ヵ　̡ 帰国ルートʳ清国─福州
─乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳ福州で奥州小竹浜永福丸（№ 153）の漂流者と一ॹにͳる　̡ 備ߟʳਃ之一൪唐船・
三൪唐船として長崎に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（四ʓ�一四（森永種夫ʰ൜Պாʱ三））。

№ 155
ʲ漂流年ʳ安永 4（1775）年　̡ 船籍地ʳ琉球ヵ　̡ 漂着地ʳ志摩国鳥羽浦
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、近世東西ུ࢙）。
ʬ古యʭ「安永四年琉球船漂着一件ॻ」ヵ（別「琉球船ॻ上ࣸ」、̡ ࣸ本ʳॴ本居એ長記೦館（「ʤ安永四年琉球
船漂着一件ॻʥ」1 。（（࡭

№ 156
ʲ漂流年ʳ安永 5（1776）年　̡ 船籍地ʳ大隈国ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮
ʲ出య ʬr加藤ʭ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、朝鮮国漂流之者）。

№ 157
ʲ漂流年ʳ安永 8（1779）年　̡ 帰国年ʳ安永 9（1780）年　̡ 船籍地ʳ大坂安治川　̡ 船名ʳ住徳丸（摂津
屋半十郎船）　̡ 漂流地఺ʳ伊豆国中木浦沖　̡ 漂着地ʳ清国福建省　̡ 乗組員ʳ徳蔵・伝蔵こと半十郎　̡ 乗
組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳ清国福建省─乍浦─長崎─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、子四൪船同五൪船ヨリ
越後之者ૹ来事）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、子四൪同五൪船ヨリ越後ノ者ૹ来）。

ʬ同志社ʭ「紀州人福州漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ、˞住徳丸福州漂流記と同内༰）。
ʬ海洋ʭ「中華漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 158
ʲ漂流年ʳ安永 8（1779）年　̡ 船籍地ʳ紀伊国日高郡御坊村　̡ 船名ʳ一葉丸（伝次郎船）　̡ 漂流地఺ʳ伊
豆沖　̡ 漂着地ʳ清国福建省　̡ 出港地ʳ江戸

ʲ出య ʬr加藤ʭ堀内৴編「南紀徳川࢙」（一四・九五）ʗ「一葉丸福州漂流記」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦ
ʗ「大坂伝次郎船異国江漂流கしީ一件」（石井ݠ治「大坂伝次郎船異国江漂流கしީ一件」）。

ʬ同志社ʭ「一葉丸船長日記」（1 別「一葉丸福州漂流記」、成天明、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ
館近藤文庫（異国漂流حᩀूの内）ʗ「紀州船一葉丸漂流一件覚」（1 成安永、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤ
ॻ館（漂流記૓ॻ 29））ʗ「紀州日高郡志賀屋伝蔵舟漂流人覚ॻ」ヵ（1 成安永、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国
会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 30））ʗ「福州΁漂流蘇生物ޠ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館（天明 2 年ࣸ））。
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№ 159
ʲ漂流年ʳ天明 2（1782）年　̡ 帰国年ʳ寛政 4（1792）［寛政 5（1793）］年　̡ 船籍地ʳ伊勢国白子村　̡ 船
名 神r昌丸（彦兵衛船）［幸太夫船］　̡ 漂流地఺ʳॣ 河沖　̡ 漂着地 アrリューシャン列島のアムチトカ島　̡ 乗
組員ʳ大黒屋光太夫［幸太夫・幸大夫・光大夫・太黒屋幸太夫］・庄蔵・新蔵・小市・磯吉　̡ 乗組員数ʳ
17　̡ 帰国ルートʳアリューシャン列島のアムチトカ島─ニジニカムチャッカ─オホーツク─ヤクーツク─
イルクーツク─ペテルブルグ─イルクーツク─オホーツク─根室　̡ 備ߟʳ光太夫はペテルブルグでঁఇエカ
テリナ二世にӼ見、帰国のڐՄをಘる。庄蔵と新蔵は残留

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ渥美正美編「とͳりのはͳし」（漂民御ཡ記）ʗܡ川ำ周「北ᒍฉུ」（亀井高޹編h 北
ᒍฉུ 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流、竹尾࿺༁ʰ北ᒍฉུ ─ 光太夫ロシヤ見ฉ
記 ─ ）ɦʗ亀井南້ஶ「ح観録」（高木ൟ「亀井南້ஶʰح観録ʱを঺介す」）ʗࣰ本྿「北ᒍ異ฉ」（大友喜
作編ʰ北ᒍҨฉ・北辺୳事ʪ北門૓ॻ第六࡭ʫɦ）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二七四、北海ӊഫ記、柳Ӧ日次記、山
本ࢯ筆記、御ె方万年記、辺要分քਤߟ、石川家ේ、࿋西ѥഫ来一件）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（三一六・
三一七、北海ӊഫ記、辺要分քਤߟ、࿋西ѥ紀ฉ、北ᒍฉུ、漂民幸太夫磯吉帰国紀事録、石川家ේ、࿋西
ѥഫ来一件、片山ࢯ筆記、近世東西ུ࢙、܀Ԃອঞ［漂民御ཡ記・ࡶ事記］、ྨڭݑయ）ʗ堀内৴編「南紀徳
川࢙」一六ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（三ू之八、൮人漂着（寛政五年大黒屋幸太夫౳））ʗ「蝦夷地初ൃ記・漂民
御ཡ之記」（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部）ʗ「神昌丸࿋国漂流࢝末」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ住
田正一編ʰ海事大ࣙॻʱ下巻漂流記、清水文༤ߍ注ʰ韃᯳漂流記 ）ɦʗ「൮人漂着」（近藤ළ城編ʰ࢙籍ूཡʱ
࢙料૓ॻ二　他）ʗ「漂民紀事」（塩田順҇編「海๷ଓኮٞ」巻之一）ʗ「北辺紀ฉ」（前ร中、（神宮࢘ிʰ古
事ྨԓʱ外ަ部））ʗ「北辺ࡶ記」（上、（大蔵省編ʰ日本財政ܦ済࢙料ʱ巻之七））ʗ「北海異ஊේ」（h ඦ万ౝʱ
一一）ʗ「࿋੪ѥ国ਭເஊ」（ヴエ・エム・コンスタンチノフ࿐༁及ղઆʰ࿋੪ѥ国ਭເஊ ）ɦʗ「࿋西ѥ国漂民
記」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ「࿋西ѥ船౸ஶ」（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部）ʗ岡本柳之助編ʰ日࿋
ަব　北海道࢙ߘ （ɦ上、࿋西ѥ࢖અラックスマン来朝ノ事・伊勢白子村、神昌丸船頭幸太夫帰朝ノ事・ক
徳川家੪、漂民ॎཡ之記）ʗ高柳ਅ三・石井良助編ʰ御৮ॻ天保ू੒܉ （ɦ下、六五二九・六五三ʓ߸）ʗ「勢
人࿋西ѥに漂流し十二年をܦて帰国す」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ二）ʗ「ロシア漂流記」（仲原善忠༁ʰ日
本漂流حஊ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「赤人一件」（1 ̡、川ำ周ܡ別「寛政四子年十一݄松前ද赤人一件」、ஶ、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤ
ॻ館（嘉永 7 岡本保ޠࣝ޹））ʗ「伊勢白子船神昌丸漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、天
理ਤॻ館）ʗ「伊勢漂民෩આ」ヵ（1 成寛政、࡭ 5 年、ஶܡ川国ਸ਼編、̡ ࣸ本ʳॴ鹿児島大ֶ玉里文庫、˞漂
民御ཡ之記౳ঞ出）ʗ「磯吉光大夫漂流」（2 同志社（海ද異ฉ、࡭ 72ʙ73））ʗ「蝦夷ཚ初記　ෟ神昌丸口ॻ」ヵ

（1 成寛政、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ北海道ி）ʗ「ԙ路志屋江漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記
૓ॻ 32））ʗ「ᬜ羅ࢩ海録」ヵ（1 ̡、川国ਸ਼ܡஶ、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（文政 7 年ࣸ、漂民
上ཡ之記・寛政六寅年六݄十二日御用൪御老中戸田ঁࡃ正殿より御勘定奉ߦ΁御渡に相੒ީ御ॻ付を付す））
ʗ「ヲロシヤ国人伊勢の΋の漂流の三人をおくり東蝦夷に着岸に͖ͭ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）ʗ「寛政
五ᚘӑ年九݄十八日漂民上ཡ之記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ）ʗ「寛政五ᚘӑ年漂民御ཡ之記」ヵ（1
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ慶ጯ義क़大ֶ）ʗ「寛政五年勢州漂民໰答」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ富士川文庫（世ք諸
国方角遠近ড見と合））ʗ「寛政四子年漂流人幸太夫その外松前ද΁帰着一件」（ஶܡ川ำ周（国ਸ਼）、̡ ࣸ本ʳ
ॴ国立国会ਤॻ館（春Ӎ࿖૓ॻの内））ʗ「寛政四ਗ子年ムスコヘヤの౎ヲロシヤよりૹり来る漂流人伊勢白
子船頭幸太夫江ෟఴ来ީҩ師米田元丹ᄉ留ॻ」（̡ ࣸ本 ॴr天理ਤॻ館（ʤ徳川࢙料ʥ、第 12 1）「観録ح」ʗ（（࡭
成寛政、࡭ 6 年、ஶ亀井南້༁、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 39）（ᕸ芳ֳ૓ॻ料 25）、宮内ி
ॻ陵部（留取丹৺を付す）、京౎大ֶ（中ڸの付）、早稲田大ֶ（ࣗ筆）、ʤ௥加ʬ北方ʭʥ、̡ ʳhࣈ׆ 九大ҩใʱ

（10 の 3））ʗ「幸大夫」（1 紀ฉࢩդ羅）、࡭ 1 ू、第 9 巻）、早稲田大ֶ）ʗ「幸大夫磯吉դ羅ࢩ漂着記」（̡ ࣸ本ʳ
ॴ東北大ֶङ野文庫（船頭小平治台湾漂流記と合 1 ʗ「幸太夫磯吉御ཡ記」（1（（࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三
次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）ʗ「幸太夫磯吉引ସ」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（ෆ೜૓
ॻ 2））ʗ「幸太夫磯吉漂泊物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 43））ʗ「幸太夫磯吉ਧ流レ
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ީ一件」（1 ̡、別「漂民幸太夫磯吉帰国紀事」、ஶ中里仲ဉ、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）ʗ「幸太夫
帰朝記」（1 ̡、別「幸太夫帰朝之記」、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（3 種、դ羅ࢩ紀ฉ 2 ू第 3 巻の内）、名古屋
市蓬左文庫）ʗ「幸太夫口ޠ筆डඃ」（1 ̡、ஶ川口三省、「筆डޠ幸大夫口」別、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（դ
羅ࢩ紀ฉの内）、ʨچʩজߟ館文庫（寛政 5、漂民御ཡ記・北ᒍུฉと合））ʗ「幸大夫上ཡ記」（̡ ࣸ本ʳॴ宮
内ிॻ陵部（片玉ू 100））ʗ「光太夫આ࿩࿐国事৘一ൗ」（1 ˞、࡭ 明治文ݙ目録による）ʗ「幸太夫船一件ࣸ」

（1 本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ̡ࣸ、࡭ 40））ʗ「幸太夫大全」（1 本ʳॴ東北大ֶ（文化̡ࣸ、࡭ 5 年ࣸ））
ʗ「幸太夫ஊ࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（北辺紀ฉ 7））ʗ「幸太夫日記」

（1 成寛政、࡭ 3 年、̡ ࣸ本ʳॴ林若吉、˞࿐文、嘉永Ҏ前西洋輸入඼及参ߟ඼目録による）ʗ「幸太夫に付ఴ
松前より来る米田元丹とい;ҩ師物ޠ」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ू 100））ʗ「光太夫࿩」（1 本ʳ̡ࣸ、࡭
ॴ九州大ֶ）ʗ「幸太夫漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞ 文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）
ʗ「幸太夫漂流ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ慶ጯ義क़大ֶ、宮城県ਤॻ館、˞࿋西ѥ漂流記　ˠ漂流記）ʗ「光大夫
物1）「ޠ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（դ羅ࢩ紀ฉ 1 ू第 3 巻の内）、ʤ௥加ʬ北方ʭ「光太夫物ޠ」ʥ）ʗ「幸太
夫物1）「ޠ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫（ङ野ږ吉ࣸ））ʗ「幸太夫物ޠ」（1 巻、成宝永 8 年ץ、˞બ୒
古ॻղ୊による）ʗ「幸大夫をૹ来る阿࿋西ѥ人松前ި͑ࠩ出ީॻのࣸ」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ू
100））ʗ「神昌丸漂民記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（寛政 11 年ࣸ、漂流記૓ॻ 44）、京౎府立ਤॻ
館（安政 2 年ࣸ）、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（文化 14 年伊藤৴国ࣸ））ʗ「神昌丸漂流一件」（1 ̡、࡭ ࣸ
本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「神昌丸漂流記」（1 成天明、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、
国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、竹柏Ԃ文庫、龍谷大ֶ、同志社大ֶ）ʗ「神昌丸漂流ኂ帰国記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ
国ֶ院大ֶ）ʗ「神昌丸漂流民記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金౛比羅宮ਤॻ館）ʗ「神昌丸漂流໰答」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ九州大 （ֶ文化 5 年ࣸ））ʗ「勢州白子浦幸大夫帰国記」（̡ ࣸ本 ॴr国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（他と合 1 （（࡭
ʗ「勢州白子漂民御ཡ໰答記」（1 ̡、川国ਸ਼（ำ周）編ܡ別「勢州白子船光太夫記事（外）」、ஶ、࡭ ࣸ本ʳॴ
国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 33））ʗ「勢州白子神昌丸光太夫上乗水主र五人漂流ൃ୺ኂヲロシア国中ԟ来道
法記」（1 ̡、川ำ周ܡஶ、࡭ ࣸ本ʳॴʨ京外大ʩ）ʗ「勢州白子神昌丸漂流一件」（1 巻、ஶܡ川ำ周、̡ ࣸ本ʳ
ॴ京౎大ֶ（武道㣺ᣭ録 274））ʗ「勢州白子神昌丸船船頭漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ三重県立ਤॻ館（寛政
6 年ࣸ））ʗ「勢州白子漂民御ཡ御ճ答記」ヵ（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ
会目録による）ʗ「勢州白子船神昌丸漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 41））ʗ「勢州
白子船漂流ॻ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ名古屋市蓬左文庫）ʗ「勢州白子村漂民ݴ上之次第」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ大阪
府立ਤॻ館（「࿋西ѥ໰記」、1 ໰答ूと合ޅൗ）（࡭ 1 1）「ޠ勢州೉舟物」ʗ（（࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ）
ʗ「勢州ノ者࿋西ѥ江漂着帰国之漂民御ཡ之記」（ஶܡ川ำ周、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国通
ཡ 3））ʗ「船頭幸太夫ᓤ郷࢝末」（1 2）「࿩ࡶ大幸」本ʳॴ高知県立ਤॻ館）ʗ̡ࣸ、࡭ 巻 2 ̡ࣸ、ஶ松平定৴、࡭
本ʳॴ܂名松平家）ʗ「太黒屋幸太夫ロシヤ漂着一件ฉॻ」（1 川ำ周、̡ࣸ本ʳॴ県立長崎ਤॻ館（寛ܡஶ、࡭
政 7 年ࣸ））ʗ「天明幸太夫磯吉࿋西ѥ漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ無ځ会神श文庫）ʗ「天明二年ॣ河沖ヨリ漂
流寛政五年帰国漂人口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）ʗ「൮人漂着」（成寛政 5 年、̡ ʳhࣈ׆ վ定࢙籍ू
ཡ 16 ）ɦʗ「漂民紀事」（̡ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（դ羅ࢩ紀ฉ、1 ू、第 9 巻）、ʤ௥加ʬ北方ʭ˞内༰は「漂民
御ཡ之記」ʥ）ʗ「漂民御ཡ之記」（1 別「漂民記・漂民台ཡ之記・漂民御ཡ記・漂民上ཡ記」、成寛政、࡭ 5 年、
ஶܡ川ำ周（国ਸ਼）、̡ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（「漂民台ཡ之記」、神昌丸異国漂流࿩を付す）（「漂流ݴ上記」、
享和 4 年西尾内記ࣸ、漂流໰答࿩と合）（「勢州白子船光太夫記事」、漂流記૓ॻ 33）（「漂民ஊ」、漂流記૓
ॻ 34）（漂流記૓ॻ 35）（「࿋西ѥ国江漂民໰答」漂流記૓ॻ 36）（ѥ๽利加漂流記を付す、漂流記૓ॻ
37）（漂流記૓ॻ 38）（「漂民帰朝記」、井弘光ࣸ、޷古ಊອ録 8）（ᕸ芳ֳ૓ॻ料 11）（᳉宿ࡶ記ผ録の内）（蝦
夷ཚ初ൃ記の付）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（北ᒍུฉঞを付す）（「漂民御上ཡ之記」、明治ࣸ）（「勢州ノ者
࿋西ѥ江漂着帰国之漂民御ཡ之記」外国通ཡ ௲ࡶ）（2 3 種の内）（「漂民上ཡ之記」、　羅ࢩ海録の付）、宮内
ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 9）（1 九州大ֶ、京౎大、（࡭ （ֶ「漂民໰答記」）（寛政 6 年ࣸ、࿋西ѥ国一ཡを付す）（「ਧ
上ൿॻ」、東方珍࿩を付す）、京౎大ֶ富士川文庫（漂流ࢲ記と合）、同志社大ֶ（1 ʨ京外大ʩ（1、（࡭ 、（࡭
龍谷大ֶ（1 神戸大ֶ、国ֶ院大ֶ（「漂民記」）（1、（࡭ 早稲田大ֶ（「漂民記」）（2、（࡭ 部）、東京大ֶ（「漂
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民上ཡ記」、چ㩦૓ॻ 5）（1 、所（「勢州白子漂民御ཡ໰答記」、中山久四郎蔵本ࣸ）ࢊ東京大ֶ࢙料編、（࡭
東北大ֶङ野文庫（「幸太夫໰答」）、岡山県総合文化ηンター（「漂民記」）、京౎府立ਤॻ館（寛政 6 年ࣸ）、
高知県立ਤॻ館、北海道ி（མ葉ूの内）（目佐万之の内）（蝦夷記ฉの内）（蝦夷ཚ初ൃ記と合、2 部）（建
州ঁਅ࢝末と合、2 部）、県立長崎ਤॻ館、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（「漂民台ཡ之記」）（2 部）、三
重県立ਤॻ館（「漂民上ཡ記」）、宮城県ਤॻ館（「漂民上ཡ記」、࿋西ѥ漂流記・漂流人࿋西ѥஊ࿩を付す）（1
宮城県ਤॻ館小西文庫、市立刈谷ਤॻ館、市立വ館ਤॻ館（文化、（࡭ 4 年水野࣌来ࣸ）、市立米沢ਤॻ館
林泉文庫（琉٬記ஊを付す）、神宮文庫ਤॻ館（寛政 6 年ࣸ）（「漂民上ཡ之記」）（1 文庫（筆૓ֳܦଚ、（࡭
6）（1 天理ਤॻ館吉田文庫（「漂民上ཡ記」）、羽間文庫、穂久᫭文庫（「漂民記」）、᛽川ಊ文庫（「幸太、（࡭
夫磯吉之記」）、浅野ਤॻ館（「漂民記」）（「ਧ上ൿঞ」）（1 筆ड・北ᒍུޠ館文庫（幸太夫口ߟʩজچʨ、（࡭
ฉと合）、国会ਤॻ館支部東洋文庫岩崎文庫（࿋西ѥ国漂ഫฉॻの付）、東京౎立日比谷ਤॻ館ಛผങ上文庫
諸家（嘉永 5 年石嶋ହ照ࣸ）、܀田文庫（࿋西ѥ国漂民記の付）、神宮文庫ਤॻ館（「࿋西ѥ໰答」、文化 3
年ࣸ）、ʤ௥加ʬ古యʭ国文ֶࢿڀݚ料館（「漂民御ཡの記」1 群馬大ֶ新田文庫（「漂民記」1、（࡭ 順、（࡭
天ಊ大ֶ山崎文庫（「漂民台ཡ之記」、寛政 7 年ࣸ、1 玉川大ֶ（「漂民記」、寛政、（࡭ 6 年ࣸ、1 1）（࡭ 、（࡭
ҵ城県立ྺ࢙館（「御ཡ漂民記事」1 射和文庫（「白子幸太夫磯吉漂流ノ記」1、（࡭ （ʥ、ʤ௥加ʬ北方ʭʥ（࡭
ʗ「漂民ใ䲄」ヵ（1 ̡、川ำ周ܡஶ、࡭ ࣸ本ʳॴ慶ጯ義क़大ֶ）ʗ「漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支
部੩嘉ಊ文庫（「೹丹米利ݎ漂流記」）（1 1）「記ࢲ漂流人」西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）ʗ、（࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ
1）「記ࢲ෾揚」田文庫）ʗ܀ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫）ʗ 「˓北ᒍ異ฉ」（4 巻 4 成寛政、࡭
5 年ং、ஶࣰ本྿（竹ಊ）、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（北ᒍ小録・北ᒍ༨録を付す、2 国会ਤॻ館支、（࡭
部内ֳ文庫、東北大ֶङ野文庫、北海道ி（北ᒍ小録・北ᒍ༨録を付す、5 4）（࡭ 三井本居ʩ（6چʨ、（࡭ 、（࡭

ʤ௥加ʬ北方ʭ「北ᒍ異ฉ 巻 1�4」ʥ）ʗ「北ᒍ小録」ヵ（1 別「北ᒍ異ฉ小録」、成文化、࡭ 4 年、ஶѪ間主人（新
ָؓწ）、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（北ᒍ異ฉの付）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ、北ᒍ༨録と合）（北
ᒍ༨録と合）（1 国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（ଓ海外異ฉの内）、京౎大ֶ（2、（࡭ 1）（࡭ 、龍谷大ֶ、（࡭
北海道ி（北ᒍ異ฉの付）（2 部）、西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫、ͳお 2 წᩀحの内、ʤ௥加ʬ古యʭ射和文庫（「二
წᩀح」の内）ʥ）ʗ 「˓北ᒍฉུ」（11 巻、成寛政 6 年、ஶܡ川国ਸ਼（ำ周）、̡ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（3 、（࡭
国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（࿋西ѥུ記・地ਤ・ॄث・ҥ෰ਤを付す、12 ࡭ 2 ࣠）（࿋西ѥུ記・地ਤを付す、
4 ࡭ 9 ຕ）（࿋西ѥུ記を付す、6 1、「北ᒍฉུෟਤ」）（࡭ ࣠）、国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（10 巻 5 、࡭
2 部）（9 巻 6 宮内ிॻ陵部（5、（࡭ 巻）（࡭ 4、1 京౎大ֶ（付録、（࡭ 1 巻ڞ 9 慶ጯ義क़大ֶ富士川、（࡭
文庫（1 東北大ֶङ野文庫（文政、（࡭ 8 年൩ਯࣸݢ、付録ڞ 5 広島大ֶ（10、（࡭ 巻 8 北海道ி（ਤ、（࡭
ڞ 6 5）（࡭ 田文庫（7܀、（࡭ 野文庫（ঞ、2ཽ、（࡭ 天理ਤॻ館（10、（࡭ 巻 5 ʤ௥加ʬ古、޹亀井高、（࡭
యʭ大洲市立ਤॻ館矢野玄道文庫（11 巻、10 市立弘前ਤॻ館（巻、（࡭ 4 ଘ、1 ʥ、ʤ௥加ʬ北方ʭʥ）ʗ「北（࡭
ᒍฉུൈॻ」ヵ（1 本ʳॴʨ京外大ʩ（天保̡ࣸ、࡭ 12 年ࣸ））ʗ「北ᒍ༨録」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（北
ᒍ異ฉの付）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ、北ᒍ小録と合 1 北ᒍ小録と合）（࡭ 1 北海道ி（北、（࡭
ᒍ異ฉの付））ʗ「北ᒍུฉ」（1 成寛政、࡭ 5 年、ஶ吉田ᝬ㡦、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（ঞ、漂
民御ཡ之記の付）、ʨچʩজߟ館文庫（1 ʤ௥加ʬ北方ʭʥ）ʗ「࿋国事৘ฉॻ」（1、（漂民御ཡ記౳と合）（࡭ 、࡭

ʲࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館亀田文庫）ʗ「࿋西ѥ国漂ഫฉॻ」（10 巻 10 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部東洋文
庫岩崎文庫（漂民御ཡ之記を付す））ʗ「࿋西ѥ国漂民記」（1 ̡、川ำ周ܡஶ、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ（文化 11
年ࣸ）、܀田文庫（文政 8 年ࣸ、漂民御ཡ之記を付す）（1 ʗ「࿋西ѥ国漂民記」（1（（࡭ 別「漂流人口上、࡭
ॻ（内）」、成寛政 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）ʗ「࿋西ѥ国漂民記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ

（異船一件ൿॻྨの内））ʗ「࿋੪ѥ国漂民幸太夫磯吉࣮記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館）ʗ「࿋西ѥ船伊
勢国ノ漂民道来記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（寛政 12 年大沼中࣌ࣸ））。

ʬ古యʭ「幸太夫ޖ国物ޠ」（別「ޖ国物ޠ」、̡ ࣸ本ʳॴ群馬大ֶ新田文庫（「幸太夫ޖᅳ物ޠ」巻之上下、寛
政 13 年源義達ࣸ））ʗ「神昌丸漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（一ଘ、1 ̡）ʗ「漂流人幸太夫磯吉໰答伝」（（࡭ ࣸ
本ʳॴ市立弘前ਤॻ館（1 ̡、川国ਸ਼ܡʗ「࿐西ѥ漂流帰国一件」ヵ（ஶ（（࡭ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1 。（（࡭

ʬ北方ʭ「蝦夷地初ൃ記」（成寛政 5 年、̡ ࣸ本 ）rʗ「ѥ࿋ः国物ޠ」（成寛政 5 年、̡ ࣸ本 、r˞後半の「漂流
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人໰答」はܡ川ำ周編「漂民御ཡ之記」に同͡）ʗ「ᬜ羅ࢩ漂海録」（成寛政 5 年、̡ ࣸ本 、r˞ܡ川ำ周「漂
民上ཡ之記」を付す）ʗ「寛政五ᚘӑ年漂民上ཡ之記」（ஶܡ川ำ周編、̡ ࣸ本 、r˞「ਧ上ൿॻ漂民御ཡ之記」
に同͡）ʗ「寛政四ਗ子年ヲロシヤ国人伊勢の΋の漂流の三人をおくり東蝦夷地江着岸」（成寛政 7 年᪎、̡ ࣸ
本 、r˞「神昌丸漂流記」、「漂民御上ཡ記」および幸太夫の直࿩を記す）ʗ「寛政四ਗ子年࿋西ѥ船松前渡来
之記」（̡ ࣸ本 ）rʗ「ࡩ庄ࢯ家記」（̡ ࣸ本 ）rʗ「勢州白子神昌丸幸太夫船上乗水主ڞ一七人乗漂着ൃ୺ヲロシヤ
国中ԟ来道法記」（成寛政 5 年、̡ ࣸ本 ）rʗ「天明ਗ寅年幸太夫࿋西ѥ漂流記」（̡ ࣸ本 ）rʗ 「˓漂民紀事」（̡ ࣸ
本 、r˞内༰は「漂民御ཡ之記」に同͡）ʗ「漂流人໰答」（成寛政 5 年、̡ ࣸ本 、r˞内༰はܡ川ำ周編「漂
民御ཡ之記」に同͡）ʗ「ਧ上ൿॻ漂民御ཡ之記」（成寛政 5 年、ஶܡ川ำ周（国ਸ਼）、̡ ࣸ本 、r̡ ʳhࣈ׆ 通
一ཡʱ第ߤ 8、岡本柳之助ʰ日࿐ަব北海道࢙ߘ 、ɦ石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦh 日本海๷࢙料૓ॻʱ
5）ʗ「࿋西ѥ志 ࠕ・ס」（2 成寛政、࡭ 5 年、ஶܡ川ำ周༁、̡ ࣸ本 ）rʗ「ѥ࿋੪人来朝記（並松前ノ由来海
上道ۣ）」（成寛政 5 年、̡ࣸ本 、r˞ 北大ਤॻ館本「異国ヲロシヤ人来朝記」と同͡内༰であるが、これに「幸
太夫漂流日記之ࣸ」、「ヲロシヤ国ฉॻ」の΄かロシア文ࣈ、ロシアޠኮを加͑る）。

ʬ海洋ʭ「神昌丸漂民記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。
ʬ早稲田ʭ「光太夫と࿐人蝦夷ネモロ଺居之ਤ」（1 巻、成寛政 5 年、ஶོܒ模、̡ ࣸ本 ）rʗ「北ᒍฉུ付ਤ」（2
巻、成寛政 6 年、ஶܡ川ำ周ક）ʗ「࿋੪ѥ漂流໰答（漂流人磯吉໰答ॻ）」（1 成寛政、࡭ 9 年頃）。

ʬその他ʭ「江戸漂流記総ूผ巻　大黒屋光太夫࢙料ू」（4 巻、山下߃夫編、日本ධ࿦社、2003、˞ 第 1 巻 :
開国のあ͚΅の、ロシアの黒船蝦夷地に出現す（ѥ࿋੪人来朝記、࿋西ѥ࣮記、࿋西ѥ人取ѻ手留、࿋西ѥ
人一件ผ録、神昌丸漂流記ͳͲ）、第 2 巻 : 漂流と漂泊の十年、アレウト列島からシベリア΁、そしてペテ
ルブルク（御ࢲ領ノઅ࿋西ѥ船入津一件ç─ ࿋西ѥ人松前着一件 ─、異ഫߤ来漂民帰朝紀事、޻藤万幸ฉॻ、
寛政五年神昌丸二漂民྆目付吟ຯ録、北ᒍ異ฉ、寛政五年蝦夷地૽ಈฉॻ、࿋西ѥ国漂ഫฉॻͳͲ）、第 3 巻 :
伊勢漂流民のջچஊ・ロシアࢿ料（漂民御ཡ記、北ᒍུฉ、老中戸田ڭࢯの࢕ͻとਃ渡し、北ߦ日録、ѥ࿋
੪西漂民記ฉ、光太夫口ޠ、幸太夫ஊ࿩、光大夫ஊ筆記、オロシヤ໰答）、第 4 巻 : 郷土と江戸の࢙੻と࢙ ・࣮
絵ը࢙料（漂流船࣮録、漂民磯吉ฉॻ͖、船頭幸太夫漂流ฉॻ、ۃ珍ॻç─ 光太夫漂流࣮録 ─、一੮夜࿩、
࣮録幸太夫磯吉漂泊物ޠ、勢州亀山藩領若松三村明細ா、寛政十年 磯吉帰郷文ॻ、享和二年 光太夫帰郷文ॻ、
白子船໰屋一見家文ॻஅ片、漂流ࢲ記、大黒亀次郎ུ伝、神昌丸ૺ೉౳長谷川家文ॻͳͲ）。

№ 160
ʲ漂流年 天r明 5（1785）年　̡ 帰国年 寛r政 9（1797）年　̡ 船籍地 土r佐国赤岡浦　̡ 船名 松r屋儀七船　̡ 漂
流地఺ʳ土佐国手詰崎沖　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 乗組員ʳ長平　̡ 乗組員数ʳ4　̡ 帰国ルートʳ鳥島─青ヶ島─
八丈島─江戸　̡ 関܎船ʳ鳥島で肥前船（№ 161）の漂流者、薩州船（№ 163）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭીᒒ「無人島ஊ࿩」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ松野尾ষߦ「皆山ू」（無
人島物ࣸޠ之事）ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（四ू之一ʓ、岸本浦長平無人嶋江漂流之記（天明五年））ʗ「岸本浦
長平無人島΁漂流之記」（近藤ළ城編h ࢙籍ूཡʱ࢙ 料૓ॻ九）ʗ「長平漂流口ॻ」（宮田定ൟ編h 長平漂流記 ）ɦ
ʗ「土州船無人島漂流ᩀ」（ࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀ ）ɦʗ「鳥島物ޠ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ仲原
善忠༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦʗ「漂流日記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「無人しま΁漂着之΋の吟ຯॻ」

（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ「無人島長平」（h 新土佐群ॻྨैʱ五）ʗ「無人嶋漂流記」（荒川लढ़編ʰ異
国漂流記ू ）ɦʗ「無人島漂流記」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ「無人島漂流口ॻ」（石
井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「無人嶋ヨリ帰国之者御ௐॻ上留並八郎大明神由来ॻڞ」（荒川लढ़編ʰ異
国漂流記ू ）ɦʗ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」ʗ「儀七漂流日記」（仲原善忠༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦʗ「土佐・
大阪・日向の船無人島に漂着、合流帰還の物ޠ」（吉岡永美༁ʰ漂流船物ޠのڀݚ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ˓「岸本浦長平漂流記」（1 別「岸本浦長平無人島΁漂流之記・土州香զ美郡岸本浦長平天明、࡭
五年巳正݄ր日出船Ҏ来漂流記」、成天明 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻྨै、漂流）、国会
ਤॻ館支部内ֳ文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））ʗ「岸
本浦長平無人島江漂流して帰る事੻」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（御見ฉ録、中）、̡ࣈ׆ʳ宮本常一౳編ʰ日
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本ॸ民生࢙׆料ू੒ 5 巻 漂流 : 無人島漂流記 （ɦ三一ॻ房、1968））ʗ「長平ॻ付ࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京
大ֶ）ʗ「長平嶋物ޠ」ヵ（高知県香美郡岸本町青年ஂ編、大正 15 年 2 ݄、49 Q、19 DN）ʗ「長平漂流記」ヵ

（野村長平、高知県立中芸高ߍ、ত和 39 年 2 ݄、65 Q、19 ຕ、27 DN）ʗ「長平無人島漂流絵ਤ」（1 ࣠、̡ ࣸ
本ʳॴ高知県立ਤॻ館）ʗ「長平物ޠ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ）ʗ「漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ高
知県立ਤॻ館）ʗ「無人島ஊ࿩」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（ଓ海外異ฉの内））ʗ「無人島漂٬」（1
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）。

ʬ古యʭ「長平無人島漂浪記」（別「土佐国赤岡浦長平無人島漂浪記」、̡ ࣸ本ʳॴ市立弘前ਤॻ館（「土佐国赤
岡浦長平無人島漂浪記」1 。（（࡭

№ 161
ʲ漂流年 天r明 7（1787）年　̡ 帰国年 寛r政 9（1797）年　̡ 船籍地 肥r前国寺江村　̡ 船名 金r左衛門船［金
右衛門船］　̡ 漂流地఺ʳ九十九里浜沖　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 出港地ʳ仙台荒浜　̡ 乗組員ʳ儀三郎・市之丞・
長之丞・清蔵　̡ 乗組員数ʳ11　̡ 帰国ルートʳ鳥島─青ヶ島─八丈島─江戸　̡ 関܎船ʳ鳥島で土州船（№
160）の漂流者、薩州船（№ 163）の漂流者と一ॹにͳる　̡ 備ߟʳ肥前寺江村の金左衛門船は大坂北堀江
の亀次郎にチャーターされる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭીᒒ「無人島ஊ࿩」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ松野尾ষߦ「皆山ू」（無
人島物ࣸޠ之事）ʗ౧西河（義三郎）「坐թ記」（一七二、三保関の米屋清蔵漂流حஊ）ʗ「鹿磯村市之丞౳無
人嶋΁漂着の次第口ॻ」（石川県ਤॻ館ڠ会編h 加能漂流ᩀ ）ɦʗ「鳥島物ޠ」（石井ݚಊ編h ஊ全ूحగ漂流ߍ 、ɦ
仲原善忠༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦʗ「漂流日記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「無人しま΁漂着之΋の吟
ຯॻ」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ「無人嶋漂流記」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「無人島漂流記」（池
田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ「無人島漂流帰着ॻ」（ङ野৊太郎「新たにൃ見された天明
漂流記 ─ 無人島漂流帰着ॻ ─」、 「˞天明漂流記」）ʗ「無人島漂流口ॻ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦ
ʗ「無人嶋ヨリ帰国之者御ௐॻ上留並八郎大明神由来ॻڞ」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「土佐・大阪・
日向の船無人島に漂着、合流帰還の物ޠ」（吉岡永美༁ʰ漂流船物ޠのڀݚ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「鹿磯村市之丞౳無人島漂着の次第口ॻ」（̡ ʳhࣈ׆ 加賀能登郷土ਤॻ૓ץ加能漂流ᩀ ）ɦʗ「寛政九
年巳十݄能州鳳至郡鹿磯村市之丞加州石川郡大野村長之丞無人島漂着一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）
ʗʓ「天明漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「漂流人嶋物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ
同志社大ֶ（ເ೬屋૙௏、天保 2 年ࣸ））ʗ「漂流無人嶋࢝末」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓
ॻ 48））ʗ「無人島帰着之次第」（1 ̡、ஶ市之丞・長兵衛、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）ʗ「無人島之記」（1 ஶ、࡭
小直久౳、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）。

№ 162
ʲ漂流年ʳ天明 8（1788）年　̡ 帰国年ʳ寛政 2（1790）年　̡ 船籍地ʳ松前松ヶ崎　̡ 船名ʳ松栄丸（彦六船）
［長吉船］　̡ 漂流地఺ʳ八戸沖　̡ 漂着地ʳ広東省潮州府［清国恵州付近］　̡ 出港地ʳ松前　̡ 乗組員ʳ善吉・
伊兵衛・長吉　̡ 乗組員数ʳ15　̡ 帰国ルートʳ広東省潮州府［清国恵州付近］─乍浦─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ፅ್൪船同三൪船ヨリ
陸奥出羽越後之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二二ʓ、近ฉۯ筆）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、ፅ二
൪同三൪船ヨリ陸奥出羽越後ノ者ૹ来）ʗ「松栄丸唐国漂流記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「奥人支
那に漂流し商船にศ乗して帰国す」（石井ݚಊ༁ʰ日本漂流ᩀʱ二）。

ʬ同志社ʭ˓ 「松栄丸唐国漂流記」（̡ ࣸ本 ॴr国立国会ਤॻ館（᳉宿ࡶ記の内））ʗ「漂流事ུ」（成天明 8 年、̡ࣸ
本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所（漂流記ूの内））ʗ「漂流民伊兵衛口上ॻࣸ」ヵ（1 成寛政、࡭ 3 年、̡ ࣸ
本ʳॴ京౎大ֶ）ʗ「松前出ൕ漂流࿩」（成寛政 3 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（天ࣟ徳兵衛漂流記・無名
国江漂流ᩀと合 1 。（ʤ௥加ʬ北方ʭʥ、（࡭

ʬ北方ʭ「松前一二ҹ松栄丸長吉船漂流一件߇」（成寛政 3 年、̡ࣸ本 ）rʗ「松前船漂流大清着岸之事」（̡ ࣸ本 ）r。
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№ 163
ʲ漂流年ʳ寛政元（1789）年　̡ 帰国年ʳ寛政 9（1797）年　̡ 船籍地ʳ日向国諸県郡志布志浦　̡ 船名ʳ住
吉丸（中山三右衛門船）［中山三左衛門持船］　̡ 漂流地఺ʳ日向灘　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 乗組員ʳ栄右衛門［栄
左衛門］　̡ 乗組員数ʳ6　̡ 帰国ルートʳ鳥島─青ヶ島─八丈島─江戸　̡ 関܎船ʳ鳥島で土佐船（№ 160）
と肥前船（№ 161）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭીᒒ「無人島ஊ࿩」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ松野尾ষߦ「皆山ू」（無
人島物ࣸޠ之事）ʗ「鳥島物ޠ」（石井ݚಊ編h ஊ全ूحగ漂流ߍ 、ɦ仲原善忠༁h 日本漂流حஊ ）ɦʗ「漂流日記」

（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「無人しま΁漂着之΋の吟ຯॻ」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ「無人
島漂流記」（荒川लढ़編h 異国漂流記ू ）ɦʗ「無人島漂流記」（池田ᚠ編h 日本ॸ民生࢙׆料ू੒ 第ɦ五巻漂流）
ʗ「無人島漂流口ॻ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「無人嶋ヨリ帰国之者御ௐॻ上留並八郎大明神由
来ॻڞ」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「土佐・大阪・日向の船無人島に漂着、合流帰還の物ޠ」（吉岡永
美༁ʰ漂流船物ޠのڀݚ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「寛政九年漂流ኂ無人嶋より帰着之次第」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）ʗ「南洋無
人島漂流記」ヵ（1 、ஶ栄右衛門౳、̡ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）ʗ「南洋無人嶋漂流記」ヵ（成寛政元年、࡭

ʲࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（漂流記の内））ʗ「日州志布志船漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ
館（漂流記૓ॻ 50））ʗ「漂流ኂ無人島より帰着の次第」ヵ（1 成寛政、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館
加越能文庫）ʗ「無人嶋΁漂着一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 49））ʗ「無人島ヨリ帰着
之次第ኂ口ॻ之ࣸ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ᛽川ಊ文庫）。

№ 164
ʲ漂流年ʳ寛政 2（1790）年　̡ 船籍地ʳ大坂折屋町　̡ 漂流地఺ʳ紀州沖　̡ 漂着地ʳ八丈島
ʲ出య ʬr加藤ʭ「摂州大坂折屋町　小堀屋庄左衛門　浦手ܗ　八丈嶋」（ஈ木一ߦ「伊豆諸島にお͚る漂着船
のॲஔ」）。

№ 165
ʲ漂流年ʳ寛政 3（1791）年　̡ 船籍地ʳ加賀国石川郡本吉　̡ 船名ʳ住吉丸（明翫屋徳兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳ
̡　ヶ崎沖ܦ 漂着地ʳ朝鮮慶尚北道慶州地内甘浦　̡ 乗組員ʳ平四郎　̡ 乗組員数ʳ5

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 166
ʲ漂流年 寛r政 5（1793）年　̡ 帰国年 文r化元（1804）年　̡ 船籍地 陸r奥国牡鹿郡石巻　̡ 船名 若r宮丸（米
沢屋平之丞船）　̡ 漂流地఺ʳ仙台沖　̡ 漂着地ʳアリューシャン列島　̡ 出港地ʳ石巻　̡ 乗組員ʳ平兵衛・
善六・津太夫・左平［佐兵衛］・儀兵衛［儀平］・太十郎・米沢平之丞　̡ 乗組員数ʳ16　̡ 帰国ルートʳアリュー
シャン列島─ヤクーツク─イルクーツク─モスクワ─ペテルブルグ─長崎　̡ 関܎船ʳイルクーツクで伊勢船
神昌丸（№ 159）の漂流者の世࿩にͳる　̡ 備ߟʳペテルブルグでアレキサンドル一世に引見された。水主
の善六らは帰化

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ大௬茂࣭「؀海異ฉ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ三島࠽二編ʰ南൮紀文બ 、ɦ
三島࠽二編ʰ南൮كฉா 、ɦ梅森三郎ʰ日࿐国ަ࢙料 、ɦ大友喜作編ʰ؀海異ฉ（北門૓ॻ第四࡭）ɦ、ヴェ・
エン・ゴレグリヤドʰ大௬茂࣭・志村弘ڧஶ　؀海異ฉ巻之八　ޠݴ 、ɦ宮崎栄一編ʰ؀海異ฉ 、ɦਿ本ͭと
Ήղઆʰ؀海異ฉ　本文とڀݚ 、ɦ小原大衛༁ʰ寛政年間仙台漂٬世ք周࣮ߤ記 ）ɦʗ大௬茂࣭「北辺୳事」（大
友喜作編ʰ北ᒍҨฉ・北辺୳事ʪ北門૓ॻ第六࡭ʫɦ）ʗ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」

（一三、࿋西ѥ船౸港之部ෟ漂流人ૹ来之事）ʗ羽太正養「休明光記ෟ録」（三、ウルツプ嶋赤人よりࠩ出ީ
漂流人よりॻঢ়之儀ニ付同ॻ）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二七五、長崎志ଓ編、མ穂ࡶஊ一ूݴ、北海ӊഫ記）ʗ
林䧭「通ߤ一ཡ」（二七七、長崎志ଓ編、長崎࣮録大੒、文化ߕ子࿋西ѥ船渡来記）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二八ʓ、
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長崎志ଓ編、文化ߕ子࿋西ѥ船渡来記、؀海異ฉ）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二八二、܀Ԃອঞ［崎陽日録］、࿋
西ѥ一件、長崎ൿ記、؀海異ฉ）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（三一八、長崎志ଓ編、࿋西ѥ一件、࿋西ѥ国漂流奥民
口࣮、࿋西ѥ新紀ฉ、外国૓ॻ、北海ӊഫ記）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、࿋国船仙台漂民
護ૹ長崎΁渡来一件）ʗ松浦੩山「ߕ子夜࿩三ร」（二八、ᩮ夫幸太夫ኂԿ方かの࿋西ѥ漂౸の࿩、付࿋ఇ夫
්の঻૾［h ؀海異ฉʱᭁ］）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一一、࿋西ѥ国入港見ฉ録・࿋西ѥ国΁漂流人四
人口ॻ之ፒ・漂流人持໭໯物之඼վா・漂流人ਃ上ީ異国༷子ॻ）ʗ「異国江漂流ީ࢓陸奥国の者四人口ॻ」（荒
川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「外国漂流記」（੪藤࡫舟ʰૺ೉三੭ ）ɦʗ「東夷᜹ʑ夜࿩」（一、ヲロシャ国より
帰朝日本人よりฉॻࣸ（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部））ʗ「൜Պா」（八一�一（森永種夫ʰ൜Պாʱ六））ʗ「北
海異ஊේ」（h ඦ万ౝʱ一一）ʗ岡本柳之助編ʰ日࿋ަব　北海道࢙ߘ （ɦ中、陸奥仙台領漂流民ノ事੼・࿋西
ѥ国࢖અれさのͭと長崎に来ル・࿋西ѥ࢖અれさのͭと唐太ニテզ国ノն船ヲ௥フ）。

ʬ同志社ʭ˓「異国江漂流ީ࢓陸奥国之者四人口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 12）、国
会ਤॻ館支部内ֳ文庫（「࿋西ѥ国漂流奥民口࣮」）、神戸大ֶ、東京大ֶ本居文庫、市立വ館ਤॻ館（࿐࢖
レサノツト来朝一件の内）、お஡の水ਤॻ館小笠原文庫、岡山大ֶ池田家文庫（土州人漂流記౳と合）、東北
大ֶ（「漂流ਅ事記」、文久 2 年ࣸ））ʗ「異国حฉ」（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）ʗ「異国漂流記」（1 、࡭

ʲࣸ本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「石巻水主࿋斎ѥࢹ帰࿩」（1 成嘉永、࡭ 7 年、̡ ࣸ本ʳॴお஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫）
ʗ「奥州人࿋西ѱ国漂流物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 55））ʗ「奥州漂民左平ᗢॻ並
ニ長崎之ሩ෭ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ市立വ館ਤॻ館（䒬谷૓આവ館本 1））ʗ「おΖし΍国江漂流人口ॻ留」（1
本̡ࣸ、࡭ ॴr国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 54））ʗ「ヲロシヤ漂流記　寛政 5 年　西൮෩આ記（寛政 9 年）」ヵ

（2 巻、̡ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館（天保 6 年））ʗ「外国漂流記」ヵ（1 本ʳॴ九州大ֶ（文化̡ࣸ、࡭ 3 年ࣸ））
ʗ 「˓؀海異ฉ」（15 巻ट 1 巻 16 成文化、࡭ 4 年、ஶ大௬茂࣭（磐水）໰・津太夫౳答、志村弘ڧ（石ܢ）記、

ʲࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（7 漂流記૓ॻ）（࡭ 51）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（10 6）（࡭ 3）（࡭ 部）、国
会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（6 3）（࡭ 筆熊手）（࡭ 13�15）、国会ਤॻ館支部東洋文庫岩崎文庫、宮内ிॻ陵
部（手島Ҙහࣸ 9 8）（࡭ 東京国立博物館（文政、（࡭ 2 年鳥居平八郎ࣸ 4 天保）（࡭ 11 年ࣸ 5 岡山大、（࡭
ֶ池田家文庫（6 九州大ֶ（9、（࡭ 巻 9 16）（࡭ 7）（࡭ 3）（࡭ 巻 3 京౎大ֶ（16、（࡭ 15）（࡭ 7）（࡭ （࡭

（3 京౎大ֶ富士川文庫（巻、（࡭ 1・6・7・9・11）、東京ڭҭ大ֶ（9 慶ጯ義क़大ֶ（5、（࡭ 慶ጯ義、（࡭
क़大ֶ富士川文庫（10 神戸大ֶ（16、（࡭ 8）（࡭ 国ֶ院大ֶ（13、（࡭ 巻 17 8）（࡭ 巻 8 早稲田大、（࡭
ֶ（2 部）、東京大ֶ（16 8）（࡭ 巻 8 、館文庫ֶߖ東北大ֶङ野文庫、北海道大ֶ、名古屋大ֶ神宮、（࡭
県立秋田ਤॻ館、大阪府立ਤॻ館（ट巻・巻 5・13�15 ܽ、10 8）（࡭ 1）（࡭ 京౎府立ਤॻ館（巻、（࡭ 1・
8 ܽ、11 北海道ி（15、（࡭ 県立長崎ਤॻ館（6、（࡭ 2）（࡭ 東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫（文化、（࡭
4 年ࣸ 5 巻 6 東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（6、（࡭ 料、宮城県ਤॻ館ࢽ東京౎立日比谷ਤॻ館東京、（࡭

（5 宮城県ਤॻ館伊達文庫、広島市立浅野ਤॻ館（17、（࡭ 西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（10、（࡭ 市立刈、（࡭
谷ਤॻ館（4 長崎市立長崎博物館、市立വ館ਤॻ館（5、（࡭ 名古屋市蓬左文庫（8、（࡭ 3）（࡭ 鳥取、（࡭
宇ഒ神社、大橋ਤॻ館（3 館文庫（ܽ本、1ߟজ、（࡭ 文庫（6ֳܦଚ、（࡭ ཽ、（࡭ 野文庫（文化 4 年ࣸ 6 、（࡭
੒田ਤॻ館（2 Ԃ池田文庫（14ֶٸ阪、（࡭ 三井本居ʩ、仙台伊達家、延岡内藤家（7چʨ、ߍ佐倉中ֶ、（࡭
萩毛利家、ʨ京外大ʩ（4、（࡭ 5）（࡭ 10）（࡭ 同志社大ֶ（16、（࡭ 8）（࡭ 3）（࡭ ʤ௥加ʬ北方ʭ16、（࡭
巻 9 ̡、ʥ࡭ గʰ؀海異ฉߍಊݚʳ石井ࣈ׆ （ɦ૓文社、ত和 51 年））ʗ「؀海異ฉ（大௬茂࣭໰）」ヵ（̡ ࣸ本ʳ
ॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（「漂٬記ฉ」、15 巻 7 香川大ֶ神原文庫（16、（࡭ 巻 10 巻）（࡭ 1 ܽ、15 、（࡭
東北大ֶङ野文庫（「漂٬記ฉ」、巻 1�4・ट巻、2 龍谷大ֶ（15、（࡭ 巻 4 、「漂٬紀ฉ」）岩手県立ਤॻ館、（࡭
1 岡山県総合文化ηンター（嘉永、（࡭ 7 年ࣸ 5 15、「漂٬紀ฉ」）北海道ி、（࡭ 巻 5 Ҩ੻ਤߍ足利ֶ、（࡭
ॻ館（「؀海紀ฉ」、弘化 2 年北௺尚ڢ・長谷川宗一ࣸ 15 巻 9 異本、10、「؀海紀ฉ」）（࡭ 巻 5 豊橋、（࡭
市立ਤॻ館（15 巻 4 1）「沢ൿઆפ」ʗ（（࡭ ̡、ஶ松平定৴、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所（松平定੖蔵本
名松平家）ʗ「仙台御来船異๜江漂流録」ヵ（1܂、（ࣸ 本ʳॴ᛽川ಊ文庫）ʗ「仙台左平津太夫漂流」（3̡ࣸ、࡭
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ（海ද異ฉ、74ʙ76））ʗ「仙台船ロシア漂流ฉॻ」ヵ（1 別「仙台船࿋西ѥ、࡭
漂流ฉॻ」、̡ࣸ本 ॴrお஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫（文久 3 年ࣸ）、ʨچʩজߟ館文庫）ʗ「仙台船࿋西ѥ漂流ॻ」ヵ
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（1 ஶ永井惣兵衛編、̡ࣸ本ʳॴ明治大ֶ（文化、࡭ 5 年ࣸ））ʗ「仙台漂民ኺ࿋੪ѥ所ଃ之ঢ়」ヵ（1 本ʳ̡ࣸ、࡭
ॴ市立വ館ਤॻ館（㧅谷૓આ　വ館本 1））ʗ「津太夫佐兵衛よりのฉॻࣸ」（1 （本ʳॴ国立国会ਤॻ館̡ࣸ、࡭
ʗ「漂南ฉུ」ヵ（3 ̡、別「漂南紀ུ」、ஶ大௬茂࣭、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ
文庫（ଓ海外異ฉの内））ʗ「漂流記」（2 巻 2 本̡ࣸ、࡭ ॴr市立米沢ਤॻ館林泉文庫）ʗ「漂流人異国辺ྺ之࿩」ヵ

（̡ ࣸ本ʳॴ北海道ி（࿋西ѥ国船渡米之࢝末と合 1 ʗ「文化元年࿋西ѥ国船渡来࢝末並日本漂流人異国（（࡭
編ྺ之࿩」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大阪府立ਤॻ館）ʗ「文化ۋ」ヵ（2 別「西洋ѥ細ѥ州之内࿋西ѥ国舟、࡭
渡来࢝末ኂ日本漂流人異国辺ྺ之࿩」、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）ʗ「北海漂民見ฉ録」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ早
稲田大ֶ、ʤ௥加ʬ北方ʭʥ）ʗ「美世利国漂泊録」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（「漂流記૓ॻ」58））
ʗ「陸奥国若宮丸漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮城県ਤॻ館伊達文庫）ʗ「Ԥ羅೹国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ
国立国会ਤॻ館（明治ࣸ、漂流記૓ॻ 56））ʗ「࿋国΁漂流の記」（1 成寛政、࡭ 5 年、̡ ࣸ本ʳॴʨچʩজߟ
館文庫）ʗ「࿋西ѥᅳ見ฉ記」（3 本̡ࣸ、࡭ ॴrʨ京外大ʩ）ʗ「࿋西ѥ国船渡来࢝末ኂ日本漂流人異国วྺ之࿩」ヵ

（1 別「࿋西ѥ国船渡来之࢝末並日本漂流人異国辺ྺ之࿩」、成文化、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（「西洋Ԥ
羅೹洲之内࿋西ѥ国舟渡来࢝末ኂ日本漂流人異国辺ྺ之࿩」）、早稲田大ֶ、東北大ֶङ野文庫（1 漂）（࡭
海૓ॻ 3）、大阪府立ਤॻ館（「文化元年࿋西ѥ国船渡来࢝末並ニ日本漂流人異国วྺ之࿩」）、北海道ி、東
京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「࿋西ѥᅳ漂٬紀ฉ」（ट巻ং例ෟݴ目録 1 巻 15 巻 16 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷
大ֶ）ʗ「࿋西ѥ国漂流奥民口࣮ ─ 異国に漂流した陸奥国之者四人口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部
内ֳ文庫（寛政 4 至文化元年ࣸ））ʗ「࿋斎ѥࢹ帰࿩」（1 ̡、成文化元年、ஶ津太夫౳、࡭ ࣸ本ʳॴവ館੫関、
˞北海道࢙料所在目録による）ʗ「࿋西ѥൿ録」ヵ（1 成国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（文化、࡭ 2 年ࣸ））。

ʬ国ॻ補Ҩʭ「石巻米沢平之丞漂流記」（1 成文化、࡭ 3 年、̡ ࣸ本ʳॴ市立米沢ਤॻ館林泉文庫）。
ʬ古యʭ「外国漂流記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（元治元年ࣸ、1 15）「؀海異ฉ」ʗ（（࡭ 巻ट 1 巻 16 成、࡭
文化 2 年、ஶ大௬玄沢（大௬茂࣭）໰、津太夫౳答、志村໤҇（志村弘ڧ）記、̡ ࣸ本ʳॴ大阪ঁ子大ֶ（文
化 2 年ࣸ、2・4・8�11 巻ଘ）、新潟大ֶ佐野文庫（15 巻、1 ؀」）対山館文庫ߍ福岡県立伝श館高౳ֶ、（࡭
海異ฉൈॻ」1 巻、近代ࣸ、1 大洲市立ਤॻ館矢野文庫（14、（࡭ 巻ଘ、巻 15 ܽ、14 巻）（࡭ 6 ଘ、1 、（࡭
久留米市民ਤॻ館（近世末ࣸظ、巻 5�12 ଘ、4 巻、ࣸظ近世末）（࡭ 6・7・10�15 ଘ、5 、「漂٬記ฉ」）（࡭
ट 1�3・8・9 ଘ、3 市立弘前ਤॻ館（15、（࡭ 巻、安政 4 年ࣸ、7 15）（࡭ 巻、5 秋݄郷土館（1、（࡭ 、（࡭
射和文庫（14 巻、巻 2・14 ܽ、15 ҩ会ਤॻ館（16ݚ、（࡭ ̡、（࡭ ൛本ʳॴ玉川大ֶ（15 巻、5 和歌、（࡭
山大ֶ紀州藩文庫（15 巻ट 1 巻、6 あり）、ಢ木県立ਤॻ館黒崎文庫（ং・1�15、10・11ߍग、࡭ ܽ、14
。（と同ॻヵ「؀海異ฉ」ʬ同志社ʭ˞、（࡭

ʬ北方ʭ「դ羅ࢩѥࡶ࿩ 1�4」（4 成文化、࡭ 2 年ং、ஶ武田ໞ文）ʗ「寛政五年Ԥ羅漂流記」（成文化 3 年頃、̡ࣸ
本 ）rʗ「永井惣兵衛ฉॻུ（津太夫佐兵衛྆人࿩）」（̡ ࣸ本 ）rʗ「肥前長崎ද江࿋西ѥ国之船入津一件ॻ」（成
文化 2 年、̡ ࣸ本 、r˞「異国漂流ީ࢓陸奥国ノ者四人口ॻ」を付す）ʗ「文化元ߕ子年九݄長崎江࿋西ѥ船
渡来之記」（̡ ࣸ本 ）rʗ「文化元ߕ子年九݄七日ヲロシヤ国船長崎ද江来朝一件之事」（̡ ࣸ本 ）rʗ「文化元年࿋
西ѥ船長崎入港࢝末」（̡ ࣸ本 ）rʗ「文化ߕ子九݄ব来դ羅ࢩഫ之記」（2 ̡、࡭ ࣸ本 ）rʗ「北漂記 後編上・中・
下」（3 成文化、࡭ 6 年、ஶௌເ山人、̡ ࣸ本 ）rʗ「陸奥仙台領石巻米沢屋船࿋西ѥ漂流之事」（成文化 3 年、
ஶ馬৔安五郎、̡ ࣸ本 ）rʗ「࿋西ѥ新記ฉ」（成文化 2 年、̡ ࣸ本 ）rʗ「࿋西ѥ国漂流記」ヵ（成文化 2 年、̡ ࣸ
本 、r˞文化 3 年੒立の同名ॻとはผ物）ʗ「࿋西ѥ国漂流記」（成文化 3 年、ஶ馬৔安五郎、̡ ࣸ本 、r˞文
化 2 年੒立の同名ॻとはผ物）ʗ「࿋西ѥ国漂流之༁並日本΁帰国海路之༷子༁」（成文化 2 年、̡ࣸ本 ）rʗ「࿋
西ѥ࢖અ長崎江౸来一件」（̡ ࣸ本 ）rʗ「࿋西ѥ船渡海࣮録」（成文化 2 年、̡ ࣸ本 ）rʗ「࿋西ѥஊ」（成文化 6
年頃、̡ ࣸ本 、r˞内୊は「࿋西ѥ船渡来之一件」とあり）ʗ「࿋西ѥ漂流記」（成文化 2 年、̡ ࣸ本 ）rʗ「࿋西
ѥࢹ帰࿩」（̡ ࣸ本 、r̡ ʳhࣈ׆ 若宮丸漂流関ࢿ܎料 第 1 ा （ɦ石巻若宮丸漂流民の会、平੒ 22 年ץ））。

ʬ海洋ʭ「࿋西ဌᅳᢠ渡ိ記 ࠕ・ס」（2 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。
ʬ早稲田ʭ「崎陽ࡶ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。
ʬその他ʭ「異国漂流記 全」（̡ ʳhࣈ׆ 仙台藩御山守࢙料 御山守残間家文ॻ （ɦ宝文ಊ出൛、ত和 60 年））。
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№ 167
ʲ漂流年 寛r政 6（1794）年　̡ 帰国年 寛r政 7（1795）年　̡ 船籍地 奥r州名取郡閖上浜　̡ 船名 大r乗丸（彦
十郎船）　̡ 漂流地఺ʳ安房国沖　̡ 漂着地ʳ安南国　̡ 乗組員ʳ清蔵・清之丞・源三郎　̡ 乗組員数ʳ16　̡ 帰
国ルートʳ安南国─マカオ─広東─乍浦─長崎─江戸　̡ 備ߟʳ卯九൪唐船・卯十൪唐船として長崎に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、卯九൪船同र൪船ヨリ
仙台之者ૹ来事）ʗ近藤守重「安南紀ུ࿴」（一、ߕ寅漂民࢝末）ʗࢬ芳ݢ੩之「南ත記」（荒川लढ़編ʰ異国
漂流記ଓू ）ɦʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一七八・一八四、外国૓ॻࡌ阿ᇯ港記、མ穂ࡶஊ一ूݴ、野ԧ物ޠ、୰
ӵ༨࿩）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、卯九൪同र൪船ヨリ仙台ノ者来米）ʗ「南漂記」（石井ݚಊ編ʰߍ
గ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「൜Պா」（六九�五六（森永種夫 「h൜Պாʱ五））。

ʬ同志社ʭ「安南国江漂流ީ࢓陸奥国之者九人口ॻ」（1 成寛政、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近
藤文庫（長崎市役所蔵本ࣸ）、長崎市役所）ʗ「௠世徳筆ޠ船頭清蔵安南国物ޠ」（̡ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（増గ
海外異ฉの内））ʗ 「˓南ත記」（5 巻 5 成寛政、࡭ 9 年ং、同 10 年ץ、ஶࢬ芳ݢ੩之、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ
館支部内ֳ文庫（「南漂記」、1 東北大ֶ（「南漂記」）、東北大ֶङ野文庫（1、（࡭ ̡、（࡭ ൛本ʳॴ国立国会
ਤॻ館（漂流記૓ॻ 3）（5 巻 1 ҭ大ֶ、神戸大ֶ、早稲ڭ国立国会ਤॻ館亀田文庫、京౎大ֶ、東京、（࡭
田大ֶ、東北大ֶङ野文庫（巻 5 補ࣸ）、岡山県総合文化ηンター（「異国حᩀ南ත記」）、京౎府立ਤॻ館、
東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫、市立刈谷ਤॻ館、܀田文庫、同志社大ֶ、ʤ௥加ʬ古యʭ横浜市立大ֶ三
博音文庫（5ࢬ 巻、5 ʥ、ʤ௥加ʬ海洋ʭ1（࡭ ̡、ʥ࡭ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫））ʗ「漂٬紀ᩀ」

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「漂民࢝末」ヵ（1 ̡、ஶ近藤守重編、࡭ ࣸ本ʳॴʨچʩ
জߟ館文庫）ʗ「漂流記」（1 ̡、׬ஶཔҘ、࡭ ࣸ本ʳॴ広島市立浅野ਤॻ館、˞௠世徳͹ͳし・船頭清蔵安南
͹ͳしを収Ή）。

ʬ早稲田ʭ「南漂安南記事」（1 成明治、࡭ 16 年ং、ஶ源三郎原ॻ・ીᅕ雲༁ධ）ʗ「南漂記」（1 ̡、࡭ ൛本 、r
˞南ත記と΄΅同一の൛）。

№ 168
ʲ漂流年ʳ寛政 7（1795）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ土佐国幡多郡下田浦　̡ 出港地ʳ清国福建省　̡ 乗
組員ʳ親垣親雲上・伊良皆親雲上・坐波・儀間筑登之・石川親雲上　̡ 乗組員数ʳ31　̡ 帰国ルートʳ土佐
国幡多郡下田浦─日向国細島

ʲ出య ʬr川合ʭ・ʬ加藤ʭ関田ۨ吉「土佐漂着船に関する文ݙ」。

№ 169
ʲ漂流年ʳ寛政 7（1795）年　̡ 帰国年ʳ寛政 9（1797）年　̡ 船籍地ʳ松前西在突符村　̡ 船名ʳ金右衛門
船　̡ 漂流地఺ʳ奥尻島の突符村地光　̡ 漂着地ʳ満洲吉林地方の魚皮韃境　̡ 出港地ʳ蝦夷地奥尻島　̡ 乗組
員ʳ孫太郎・安次郎・重兵衛　̡ 乗組員数ʳ3　̡ 帰国ルートʳ満洲吉林地方の魚皮韃境─北京─蘇州─乍浦
─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、巳್൪船ヨリ松前之者
ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二三六、韃国漂流奥民口࣮、北海ӊഫ記、長崎志ଓ編）ʗ松浦東ܢ「長崎古今
ूཡ」（一二、巳二൪船ヨリ松前ノ者ૹ来）ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（四ू之一ʓ、韃国江漂流ީ࢓奥州松前之
者三人口ॻ౳）ʗ「൜Պா」（七ʓ�四八（森永種夫ʰ൜Պாʱ五））ʗ「松前人韃᯳漂流記」（石井ݚಊ編ʰߍగ
漂流حஊ全ू ）ɦ。

ʬ北方ʭ「赤蝦夷෩આ記並奥州松前領漂流人口上之ࣸ」（̡ ࣸ本 ）rʗ「奥州松前領漂流人口上之ࣸ」（成寛政 10 年、
ʲࣸ本 ）r。

№ 170
ʲ漂流年ʳ寛政 7（1795）年　̡ 帰国年ʳ寛政 10（1798）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国土佐郡青森大町［松前箱館］　
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ʲ船名 徳r永丸（久保屋儀兵衛船）［舛屋喜衛門手船］　̡ 漂流地఺ 箱r館沖　̡ 漂着地 バrタン諸島の一小島　̡ 出
港地ʳ下蝦夷地　̡ 乗組員ʳ久保屋儀兵衛［久保義兵衛］・巳之助・万次郎・吉太郎・円次郎　̡ 乗組員数ʳ
5　̡ 帰国ルートʳバタン諸島の一小島─バタン島─ルソン島のカガヤン─マニラ─カヴィテ─マカオ─広東
─乍浦─長崎─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、午四൪船同八൪船ヨリ
陸奥出羽之者ૹ来౳）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（二一九、長崎志ଓ編）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、午四൪
同八൪船ヨリ陸奥出羽ノ者ૹ来ル）ʗ「青森港儀兵衛漂流࢝末口ॻ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「൜
Պா」（七一�八七（森永種夫ʰ൜Պாʱ五））。

ʬ同志社ʭ「儀兵衛漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ日本ֶ士院）ʗ「久保義兵衛漂流記」（1 成寛政、࡭ 7 年、̡ ࣸ本ʳ
ॴ天理ਤॻ館古義ಊ文庫（「松前箱館名前之船徳永丸船頭久保義兵衛漂流記」、伊藤東里ࣸ））ʗ「唐土漂流記」

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、˞寛政 7�11、寛政十一年未九݄長崎ニࣕ御ઠ儀口上ॻࣸ・青
森港儀兵衛౳漂流࢝末口ॻを収Ή）、「漂流人口ॻ」（1 成寛政、࡭ 11 年、̡ ࣸ本ʳॴ܂名松平家）。

ʬ北方ʭ「漂流人口ॻࣸ」（成寛政 12 年、̡ ࣸ本 ）r。
ʬ海洋ʭ「羽州新屋ෑ村吉太郎漂流之ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 171
ʲ漂流年ʳ寛政 10（1798）年　̡ 帰国年ʳ寛政 10（1798）年　̡ 船籍地ʳ石見国ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮国慶尚
道慶州の内甘浦　̡ 乗組員数ʳ6 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮国慶尚道慶州の内甘浦─対馬藩─長崎─生国

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者
ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（一三五、長崎志ଓ編）ʗ松浦東ܢ「長崎古今ूཡ」（一二、対州ヨリ朝鮮漂着ノ
者ૹ来）。

№ 172
ʲ漂流年ʳ享和 2（1802）年　̡ 帰国年ʳ文化 5（1808）年　̡ 船籍地ʳ蝦夷箱館奥山　̡ 船名ʳ順吉丸（角
屋吉左衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ仙台沖　̡ 漂着地ʳ台湾　̡ 乗組員ʳ文助　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 帰国ルートʳ台湾
─チョプラン島─安平─厦門─福州─乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳ安平で薩摩船永柳丸（№ 177）の漂流者と一ॹ
にͳる　̡ 備ߟʳ七൪唐船として長崎入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭਇ貞྿「享和三ᚘ亥　漂流台湾チョプラン島之記」（植松安・山中঩「享和三ᚘ亥
漂流台湾チョプラン嶋之記」）ʗ「൜Պா」（八四�五五（森永種夫ʰ൜Պாʱ六））。

ʬ同志社ʭ「享和三年ᚘ亥漂流台ᖯチョプラン嶋之記」（台北、台ᖯ૓ॻ会、ত和 14 年、82
 8
 17 Q、ਤ 15（Ѫ
ॻ、第 12 ा））ʗ「ʤ順吉丸漂流記ʥ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（享和 2 至文化 6 ࣸ））ʗ「文
化五辰年当十一݄入津之辰七൪唐船よりૹ来ީ外国漂流日本人ਃ口ॻൈ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ鹿児島県立ਤॻ
館）。

№ 173
ʲ漂流年ʳ享和 3（1803）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国北郡牛滝村［南部領牛滝村福浦村］　̡ 船名ʳ慶祥丸（源右
衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ九十九里浜沖　̡ 漂着地ʳ千島列島ホロモシリ島　̡ 出港地ʳ箱館　̡ 乗組員ʳ継右衛
門　̡ 乗組員数ʳ14　̡ 帰国ルートʳ千島列島ホロモシリ島─ペトロパウロフスク─エトロフ島　̡ 関܎船ʳ
ペトロパウロフスクで通༁する陸奥船若宮丸（№ 166）の漂流者に会う　̡ 備ߟʳエトロフ島のシベトロ൪
屋に出頭した

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ羽太正養「休明光記」（七、南部領牛୍村船方の者と΋࿋西ѥ国΁漂流帰ൕͤし事）
ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（三一九、南部商船ホロムシリ島漂流記、漂流ࡶ࿩）ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（ଓ七ू之一、
文化ߕ子ホルムシリ国漂流（南部領船頭継右衛門౳ਃ口））ʗ「漂٬ᐮ࡯加出ຉ記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流ح
ஊ全ू ）ɦʗ岡本柳之助編ʰ日࿋ަব　北海道࢙ߘ （ɦ中、南部領、牛滝村、船頭継右衛門౳漂流シテ࿋領ニ
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至リ、ࣗラ千島諸島ヲܦテ帰朝ス）。
ʬ同志社ʭ「牛泉ൿઆ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所、܂名松平家）ʗ「南部商船ホロムシリ島漂流記」
（1 別「南部領牛滝村福浦村慶祥丸ホロムシリ島江漂着ニࣕエトロフ島シベトロ江渡来之一件・漂流人、࡭
̡、「口ॻࣸڞ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（2 部）、ʤ௥加ʬ北方ʭ̡ ࣸ本 （r「南部商船ホロムシリ嶋漂
流記」）、̡ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡ 第 8 （ɦ東京国ॻߦץ会、大正 2 年）ʥ）ʗ 「˓漂٬ᐮ࡯加出ຉ記」（別「文化元年
࿋西ѥ属島内ホロムシリ島΁漂流ノ口ॻ」、成文化 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（࿋西ѥ国漂流ニ࣮記
の内）、東北大ֶङ野文庫（漂海૓ॻ 2））ʗ「漂民継右衛門Ҏ下之儀菊地惣内上ॻ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ市立വ館
ਤॻ館（䒬谷૓આ、太田本 1））。

ʬ北方ʭ「蝦夷諸島新ਤ ࣗ占守至ಘ撫」（成文化 4 年、 「˞江登呂府島ヨリカムサスカ຦島ʑノਤ」と΄とん
Ͳ同͡）ʗ「江登呂府島ヨリカムサスカ຦島ʑノਤ」（成文化 4 年、̡ ࣸ本 ）r。

ʬ海洋ʭ「享和漂民記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 174
ʲ漂流年ʳ文化 2（1805）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳアラスカのシトカ付近　̡ 帰国ルートʳアラスカ
のシトカ付近─ロシア人が救助─ヤポンスキー島─蝦夷の沿岸

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 175
ʲ漂流年ʳ文化 3（1806）年　̡ 帰国年ʳ文化 4（1807）年　̡ 船籍地ʳ大坂安治川　̡ 船名ʳ稲若丸（伝法
屋吉右衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ伊豆下田沖　̡ 乗組員ʳ新名屋吟蔵・文右衛門・貞五郎・喜三郎・惣次郎・和
左蔵・松次郎・平原善松　̡ 乗組員数ʳ8　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救助─ハワイ─マカオ─広東─マカ
オ─バタビア─長崎─故郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（三二二、文化丁卯ѥ๽利加船渡来記）ʗ「安芸国木谷浦平原善松
夷൮漂流帰国録」（村上ߩ「夷൮漂流帰国録」）ʗ「芸州善松北米漂流ᩀ」（石井ݚಊ編h 異国漂流حᩀू ）ɦʗ「夷
蕃漂流帰国目録」（܀原๎৴・吉原博見編「夷蕃漂流帰国目録」）ʗ「夷൮漂流帰国録」（三原郷土文化ڀݚ会
編ʰ三原郷土ࢿ料ʱ第一三ू）ʗ「൜Պா」（八三�九（森永種夫ʰ൜Պாʱ六））ʗ「善松漂流記事」（࣮藤恵ल
編「芸州木谷善松漂流記事」）。

ʬ同志社ʭ˓「夷൮漂流帰国録」（1 ̡、ஶ登志陽水、࡭ ࣸ本ʳॴ市立三原ਤॻ館、浅野ਤॻ館、̡ 原܀ʳࣈ׆
明৴・吉原博見ʰ夷൮漂流帰国目録ʤ࢙料঺介ʥɦ（海事࢙ڀݚ 10、ত和 43 年））。

№ 176
ʲ帰国年ʳ文化 4（1807）年　̡ 船籍地ʳ遠江ヵ
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 177
ʲ漂流年ʳ文化 4（1807）年　̡ 帰国年ʳ文化 5（1808）年　̡ 船籍地ʳ鹿児島藩　̡ 船名ʳ永柳丸（鹿児島
藩主松平薩摩守の手船）　̡ 漂流地఺ʳ南海　̡ 漂着地ʳ台湾　̡ 出港地ʳ山川　̡ 乗組員ʳ伊勢貞右衛門・源
五郎　̡ 乗組員数ʳ22　̡ 帰国ルートʳ台湾─安平─厦門─福州─乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳ安平で箱館船順吉
丸（№ 172）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（八四�四五（森永種夫ʰ൜Պாʱ六））。

№ 178
ʲ漂流年ʳ文化 6（1809）年　̡ 帰国年ʳ文化 7（1810）年　̡ 船籍地ʳ大坂山本町　̡ 船名ʳ天徳丸（油屋
源蔵船）［富田屋三次郎船］　̡ 漂流地఺ʳ遠州灘　̡ 漂着地ʳ台湾　̡ 乗組員ʳ三次郎・新助・新蔵　̡ 乗組員
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数ʳ14　̡ 帰国ルートʳ台湾─清国─長崎
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（ଓ七ू之一、大湾漂着（文化六年天徳丸））ʗ「神嶋外浦要吉台
湾漂流一件」（石井ݠ治「天徳丸台湾漂流記二編 ─ 「漂民帰郷録」と「神嶋外浦要吉台湾漂流一件」─」）ʗ「芸
州豊田郡生口島瀬戸町向島屋善蔵異国漂流ུ記」（村上ߩ「࢙料঺介　台湾漂流記」）ʗ「൜Պா」（八六�五四
ʙ五六、八七�六七・七二（森永種夫ʰ൜Պாʱ六））ʗ「漂民帰郷録」（石井ݠ治「天徳丸台湾漂流記二
編 ─ 「漂民帰郷録」と「神嶋外浦要吉台湾漂流一件」─」）。

ʬ同志社ʭ「大坂安治川岡田屋源蔵आ屋新助漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ天理ਤॻ館）ʗ「大坂油屋源蔵船台湾漂
流記（Ծ୊）」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ）ʗ「天徳丸漂流࢝末口ࣸ　ෟ　漂流આޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲
田大ֶ）ʗ「漂民帰郷録」（1 本ʳॴ松平ެ益会）ʗ「漂流人豊田郡瀬戸田船乗善蔵異国見ฉ筆記」ヵ（1̡ࣸ、࡭
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）ʗ「文化六年台湾漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ）ʗ「文化六年天徳丸
台湾漂着記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大阪府立ਤॻ館）。

№ 179
ʲ漂流年ʳ文化 6（1809）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮
ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者ૹ来事）。

№ 180
ʲ漂流年 文r化 7（1810）年　̡ 帰国年 文r化 8（1811）年　̡ 船籍地 薩r摩国鹿児島下町　̡ 船名 長r久丸（松
村良右衛門船）　̡ 漂着地ʳ清国江南　̡ 乗組員ʳ貞次郎　̡ 乗組員数ʳ26　̡ 帰国ルートʳ清国江南─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（八六�二九（森永種夫ʰ൜Պாʱ六））。
ʬ同志社ʭ「清国漂流ਤ」（3 ࣠、ஶ森山貞次郎ક・西清美౳ը、̡ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ）。

№ 181
ʲ漂流年ʳ文化 7（1810）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ五島奈良尾
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 182
ʲ漂流年ʳ文化 7（1810）年　̡ 帰国年ʳ文化 10（1813）年　̡ 船籍地ʳ摂津国御影村　̡ 船名ʳ歓喜丸［勧
亀丸］（加納屋十兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳ紀州沖　̡ 漂着地ʳカムチャッカ半島　̡ 出港地ʳ大阪　̡ 乗組員ʳ平
助・与茂吉・久蔵・吉五郎　̡ 乗組員数ʳ16　̡ 帰国ルートʳカムチャッカ半島─オホーツク…1与茂吉 :
クナシリ島・2久蔵 : 箱館　̡ 関܎船ʳオホーツクに五郎次がいた

ʲ出యʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（三ʓ七、ૺ ໽日本紀事ෟ録、૤໽日本紀事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（三二ʓ、
༃北録）ʗ「東夷᜹ʑ夜࿩」（四（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部））ʗ「࿋੪ѥ国漂流記ฉॻ」（木崎良平「安芸
の久蔵のh ࿋੪ѥ国漂流記ฉॻ 」ɦ）ʗ「࿋西ѥ国漂流ฉॻ」（村上ߩ・小田 「࣮芸州川尻村久蔵ロシア国漂流記」）
ʗ岡本柳之助編ʰ日࿋ަব　北海道࢙ߘ （ɦ中、利֨児ΚとΖ;ノ൪人五郎次及漂流人六人ヲ์還スኂニ高
田屋嘉兵衛࿋ؑニัハルʋ事・୒ଊ島൪人五郎次ノ事及ଖฉॻኂニ漂流民六人ノ事੼）ʗ「摂州御影村与茂吉
೉船物ޠ」（藤木喜一郎・新見؏次・増田五良༁ʰ海の無残ͳ物ޠ ─ ;るさとびとの漂流記 ─ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「東韃漂ஊ」（2 巻 4 ̡、ஶ一色広৴౳、࡭ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ（ߘ本）、龍谷大ֶ）。
ʬ北方ʭ「࿋西ѥ国漂流ฉॻ」（成文化 12 年ヵ、ஶ久蔵、̡ ࣸ本 ）rʗ「࿋西ѥ国漂流吉五郎ਃ上ॻ」（成文化
10 年、̡ ࣸ本 ）r。

№ 183
ʲ帰国年ʳ文化 8（1811）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ24 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─
長崎　̡ 備ߟʳ対馬ިより護ૹされて長崎に౸着
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ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 184
ʲ漂流年ʳ文化 9（1812）年　̡ 帰国年ʳ文化 10（1813）年　̡ 船籍地ʳ種子島ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員ʳ
三右衛門・助右衛門　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─帰国

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 185
ʲ漂流年ʳ文化 9（1812）年　̡ 帰国年ʳ文化 13（1816）年　̡ 船籍地ʳ鹿児島藩　̡ 船名ʳ永寿丸（鹿児島
藩主松平豊後守斎興の手船）［喜三右衛門船・喜三左衛門船］　̡ 漂流地఺ʳ紀州沖　̡ 漂着地ʳ千島列島のハ
ラマコタン島　̡ 出港地ʳ薩摩　̡ 乗組員ʳ喜三左衛門［喜左衛門］・佐助・角治　̡ 乗組員数ʳ25　̡ 帰国ルー
トʳ千島列島のハラマコタン島─アイヌ人が保護─ペトロパウロフスク①─オホーツク─ペトロパウロフス
ク②─ウルップ島─エトロフ島─江戸　̡ 関܎船ʳペトロパウロフスク②で尾張船督乗丸（№ 188）の漂流
者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ川上親৴「漂海紀ฉ」（木崎良平・井田޷治編ʰ漂海紀ฉ ─ 文化九・十三年薩摩永
寿丸カムチャッカ漂流記 ─ ෟ・玉里文庫所蔵洋ֶ関܎ॻ籍目録 ）ɦʗ木৔貞良「࿋西ѥ漂流記」（木崎良平h 永
寿丸࿋西ѥ漂流紀 ）ɦʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（三二一、岡田๭所蔵留ॻ、༃北録）ʗ「永寿丸࿋国漂流記」（石井ݚ
ಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「川内川口船໰屋間島永寿丸漂流記」（浜田亀ๆʰ鹿児島県川内郷土࢙ʱ下巻）
ʗ「漂民口ॻ」（木崎良平ʰ永寿丸࿋西ѥ漂流紀 ）ɦʗ「࿋西ѥ国漂着༷子ॻ」（浜田亀ๆʰ鹿児島県川内郷土࢙ʱ
下巻、木崎良平ʰ永寿丸࿋西ѥ漂流紀 ）ɦ。

ʬ同志社ʭ 「˓漂海紀ฉ」（5 巻 5 ̡、ஶ川上親৴編、࡭ ࣸ本ʳॴ鹿児島大ֶ玉里文庫）ʗ「北ࡍ漂ᩀ」（5 巻付
録 1 巻、成文政 8 年、ஶ川上親৴編、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（古賀⅛౳ࣸ 3 東北大ֶङ野文庫（巻、（࡭ 1、
1 館文庫（5ߟʩজچʨ、（࡭ 名松平家（5܂、（࡭ ʤ௥加ʬ古యʭ大阪ঁ子大ֶ（5、（࡭ 伊達市開୓記、（࡭
೦館（6 ʥ）ʗ「࿋西ѥ国漂着࢝末口上ॻ」（1（࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 59））。

ʬ北方ʭ 「˓永寿丸࿋国漂流記」（ஶ喜三左衛門౳、̡ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡ 第 8 ）ɦʗ「薩州手船六ඦ九र石積永寿
丸船頭喜三左衛門水主佐助角治ਃ口」（成文化 13 年、̡ ࣸ本 ）rʗ「西海ߤ路ਤ（Ծ୊）」（࣠物 1 巻、成文化
初年ヵ）ʗ「፫郎࡯国࿋西ѥ国ઓ記」（成文化 9 年、̡ ࣸ本 、r˞末尾に「ෟ録」として薩摩船永寿丸船頭喜三
左衛門のͬޠた漂流ᩀ「漂民ฉॻ」（3 丁）を付す）。

ʬ早稲田ʭ「漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 186
ʲ漂流年ʳ文化 10（1813）年　̡ 船籍地ʳ土佐国福島浦　̡ 漂流地఺ʳ熊野灘　̡ 漂着地ʳ八丈島
ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 187
ʲ漂流年ʳ文化 10（1813）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 出港地ʳ蝦夷　̡ 乗組員数ʳ35　̡ 帰国ルートʳイギリス
船が救助─ノーアホーク・サウンドのロシア植民地　̡ 備ߟʳ文化 10 年はイギリス船が日本船を救助した
年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 188
ʲ漂流年ʳ文化 10（1813）年　̡ 帰国年ʳ文化 13（1816）年　̡ 船籍地ʳ尾張国名古屋納屋町［紺屋町］　̡ 船
名ʳ督乗丸（小島屋庄右衛門船）［長右衛門船］　̡ 漂流地఺ʳ遠州灘　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ重吉こと
長右衛門・要吉・半兵衛・音吉　̡ 乗組員数ʳ14　̡ 帰国ルートʳイギリス船が救助─サンタ・バーバラ─シ
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トカ─ペトロパウロフスク─ウルップ島─エトロフ島─江戸　̡ 関܎船ʳペトロパウロフスクで薩摩船永寿丸
（№ 185）の漂流者と一ॹにͳる
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ池田寛親「船長日記」（住田正一編ʰ海事࢙料૓ॻʱ第五巻、石井ݚಊ編ʰ異国漂
流حᩀूʱ督乗丸船長日記、玉井幸助ߍగ・ղઆʰ船長日記 、ɦ名古屋海洋文化ڠ会編ʰ尾張船督乗丸漂流
並に船頭重吉生還記録 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流、岸尚洋༁ʰ重吉漂流記 、ɦ北৚明
直༁ʰ船長日記 ）ɦʗ林䧭「通ߤ一ཡ」（三二一、岡田๭所蔵留ॻ、༃北録）ʗ「尾佐竹本督乗丸一件」（෰部੟
多࿕h 尾張漂流ᩀ ）ɦʗ「督乗丸࿋国漂流記」（石井ݚಊ編h ஊ全ूحగ漂流ߍ ）ɦʗ「尾州知多郡半田村重吉物ޠ」

（෰部੟多࿕ʰ尾張漂流ᩀ ）ɦʗ「尾州半田村ඦ੏ਧ流之一件」（෰部੟多࿕ʰ尾張漂流ᩀ ）ɦʗ「松前奉ߦ支഑ௐ
下役村上貞助エトロフ島詰相にて漂流人重吉相ឮީ口ॻの覚」（名古屋海洋文化ڠ会編ʰ尾張船督乗丸漂流
並に船頭重吉生還記録 ）ɦʗ「増補ධம　尾張船頭重吉の太平洋漂流物ޠ」（吉岡永美༁h 漂流船物ޠのڀݚ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「尾張国長右衛門船漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（薩摩国喜三左衛門船漂流と合））ʗ
「半田重吉漂流記」（1 成文化、࡭ 10 年、̡ ൛本ʳॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）ʗ「半田村重吉船長日記」（̡ ࣸ
本ʳॴ名古屋市蓬左文庫（ࢿ治ڂࡶ 1 ा））ʗ「尾州知多郡半田村重吉物ޠ」（別「೉船物ޠฉॻࣸ（外）」、̡ࣸ
本ʳॴ国立国会ਤॻ館（文化 11 年ࣸ、漂流記૓ॻ 62）ɣ 半田重吉漂流記　ˠ半田村重吉船長日記）ʗ 「˓船
長日記」（3 巻 3 成文政、࡭ 5 年ࣗং、ஶ池田寛親、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（3 漂流記૓ॻ）（࡭ 61）（᳉
宿ࡶ記の内）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（2 部）、国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（文政ࣸ、付録ڞ 4 3）（࡭ 巻
3 宮内ிॻ陵部（手島Ҙහࣸ、（࡭ 5 巻 2 3）（࡭ 巻 3 東京国立博物館（3、（࡭ 巻 3 2）（࡭ 九州大ֶ（3、（࡭
巻 2 京౎大ֶ（3、（࡭ 1）（࡭ ҭ大ֶ、神戸大ֶ（5ڭ東京、（࡭ 3）（࡭ 早稲田大ֶ、同志社大ֶ（5、（࡭ （࡭

（海ද異ฉ 62�66）、龍谷大ֶ（4 ڞ東京大ֶ（付録、（࡭ 4 、所（「尾州名護屋船長日記」ࢊ東京大ֶ࢙料編、（࡭
1 東北大ֶङ野文庫（天保、（࡭ 6 年松斎ࣸ 3 巻 1 広島大ֶ（5、（࡭ 明治大ֶ、੩岡県立中ԝਤॻ館、（࡭
Ѯ文庫（2 巻 2 県立秋田ਤॻ館（ਤを付す、4、（࡭ 大阪府立ਤॻ館、京౎府立ਤॻ館（2、（࡭ 北海、（࡭
道ி（「布那遠佐日記」、5 巻 3 ڞ東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫（付録、（࡭ 4 東京౎立日比谷ਤॻ館、（࡭
近藤文庫（弘化 3 年ࣸ）、足利ֶߍҨ੻ਤॻ館（付録ڞ 4 市立刈谷ਤॻ館、名古屋市立鶴෣ਤॻ館（1、（࡭ 、（࡭
豊橋市立ਤॻ館（弘化 2 年鈴木޹平ࣸ 3 巻 1 3）（࡭ 巻 1 、名古屋市蓬左文庫（「半田村重吉船長日記」、（࡭
ڂࡶ治ࢿ 1 ा）、܀田文庫（5 本࡭ 2 部）、金౛比羅宮ਤॻ館（1 会神श文庫、浅野ਤॻ館（1ځ無、（࡭ 、（࡭

ʨچʩজߟ館文庫、延岡内藤家（ث物ਤઆを付す、5 ʤ௥加ʬ国ॻ補Ҩʭお஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫（「࿋、（࡭
国漂流船長日記」、2 ʥ、ʤ௥加ʬ古యʭಢ木県立ਤॻ館黒崎文庫（上中下、3（࡭ 大洲市立ਤॻ館矢野、（࡭
玄道文庫（3 巻、文政 5 年ࣸ、3 巻中ଘ、1、ࣸظ久留米市民ਤॻ館（近世末、（࡭ 射和文庫（3、（࡭ 巻、3
ʥ、ʤ௥加ʬ北方ʭ3（࡭ 巻 1 ̡）ʥ）ʗ「文化十四巳年尾州半田村ඦ੏ਧ流之一件」ヵ࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ
館（漂流記૓ॻ　第 60））ʗ「文化年中漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（天保 7 年ࣸ））ʗ

「࿋西ѥ国ҥྨث物൸࿐来由ॻ」（1 ̡、重吉܀ஶ小、࡭ ൛本ʳॴ京౎大ֶ、西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（「半田
重吉漂流記」）、ʨ京外大ʩ、̡ ෳ੡ʳ࿋西ѥ国ҥྨث物൸࿐来由ॻ（ত和 10 年））。

ʬ古యʭ「船長日記ਤ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴಢ木県立ਤॻ館黒崎文庫（1 。（（࡭
ʬ北方ʭ「十吉ஊ記」（ஶ小܀重吉、̡ ࣸ本 ）r。

№ 189
ʲ漂流年ʳ文化 10（1813）［文化 9（1812）］年　̡ 帰国年ʳ文化 11（1814）年　̡ 船籍地ʳ安芸国豊田郡
御手洗島之内大浜村　̡ 船名ʳ虎市丸（栄助船）　̡ 漂着地ʳ清国広東省　̡ 出港地ʳ沖の島　̡ 乗組員ʳ栄助・
次作・利吉　̡ 帰国ルートʳ清国広東省─長崎　̡ 備ߟʳፅ四൪唐船・ፅ九൪唐船で長崎に着く

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ፅ四൪同九൪船ヨリ芸
州之者ૹ来事）ʗ「൜Պா」（九一�四・一五（森永種夫ʰ൜Պாʱ七））。

№ 190
ʲ漂流年 文r化 12（1815）年　̡ 帰国年 文r化 13（1816）年　̡ 船籍地 薩r摩国阿久根　̡ 船名 伊r勢田丸（政



136

右衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ宝島沖　̡ 漂着地ʳ清国広東省恵州府陸豊県碣石鎮　̡ 出港地ʳԄ美大島　̡ 乗組員ʳ
宅右衛門・古渡七郎右衛門・権左衛門・坊助・八兵衛　̡ 乗組員数ʳ49［46］　̡ 帰国ルートʳ清国広東省恵
州府陸豊県碣石鎮─玉山県─乍浦─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、子್൪同三൪同四൪同
五൪同六൪同七൪船ヨリ薩州家ਉૹ来事）ʗੁ஡山「筆のすさび」（一、唐山漂流紀文）ʗ林䧭「通ߤ一ཡ」

（二二二、文化薩人漂流記、܀Ԃອঞ）ʗ松浦੩山「ߕ子夜࿩」（三二、漂流記事ኂ広東ਅܠਤ）ʗ「൜Պா」（九二
─五二（森永種夫ʰ൜Պாʱ七））ʗ「文化十三ช子薩州漂٬見ฉ録」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦ。

ʬ同志社ʭ 「˓薩州漂٬見ฉ録」（1 成文化、「文化十三ช子歳薩州漂٬見ฉ録（原）・薩州漂٬ฉ見録」別、࡭
13 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 13）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国紀ฉ 8・9）、国会ਤॻ館
支部੩嘉ಊ文庫、早稲田大ֶ）ʗ「薩人唐国漂着ਃ口ॻ付」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ本居文庫）ʗ「薩人
漂流記」ヵ（別「薩州人漂流」、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（1 宮内ிॻ陵部（1、（࡭ 名松܂、（࡭
平家（「薩州人漂流」5 鹿児島大ֶ玉里文庫（「༷子ॻ」1、（࡭ 1「口ॻ」）（࡭ ʗ「薩摩大島漂流人一件」ヵ（（࡭

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ本居文庫）ʗ「漂流人ਃ口覚ॻ」ヵ（1 ニ御ਘニ付ڞ別「漂流人ਃ口在館唐人、࡭
御覚ॻ」、̡ ࣸ本ʳॴ鹿児島大ֶ玉里文庫）ʗ「文化十二乙亥薩州漂٬見ฉ録」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ無ځ会神
श文庫）。

ʬ北方ʭ「漂流人覚ॻ」（成文化 13 年、̡ ࣸ本 ）r。

№ 191
ʲ漂流年ʳ文化 12（1815）年　̡ 船籍地ʳ加賀国本吉村　̡ 船名ʳ三次郎船　̡ 漂流地఺ʳ薩摩沖　̡ 出港地ʳ
薩摩国山川港　̡ 備ߟʳ薩摩沖でਁ水。種子島島間村牛野沖で生ଘ者 2 人が救助された

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 192
ʲ漂流年ʳ文化 13（1816）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国鹿児島　̡ 船名ʳ相生丸　̡ 漂着地ʳ清国浙江省寧波府象山
県の内石浦　̡ 出港地ʳ琉球国大島

ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ӑ四൪同五൪船ヨリ薩州隅州之
者ૹ来事）。

№ 193
ʲ漂流年ʳ文化 14（1817）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ五島玉ノ浦大宝沖
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 194
ʲ帰国年ʳ文化 14（1817）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ清国浙江省　̡ 乗組員数ʳ24 ヵ　̡ 帰国ルートʳ
清国浙江省─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 195
ʲ漂流年ʳ文政 2（1819）年　̡ 船籍地ʳ琉球国泉崎村　̡ 船名ʳ仲村渠筑登之の馬艦船　̡ 漂着地ʳ常州多
賀郡川尻村　̡ 出港地ʳ八重山島　̡ 乗組員ʳ当銘　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 備ߟʳ常州多賀郡川尻村に鹿児島藩
士が͖ߦ、漂流者を水戸藩からड取ͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（二四、琉球人漂流ฉ見ਤઆ）。
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№ 196
ʲ漂流年ʳ文政 2（1819）年　̡ 船籍地ʳ薩摩藩ヵ　̡ 船名ʳ亀寿丸（薩摩藩手船）　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 出港地ʳ
琉球国永良部島

ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、対州ヨリ薩州家ਉ朝鮮漂着之者
ૹ来事）。

№ 197
ʲ漂流年ʳ文政 2（1819）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ肥前国五島福江島岐宿村西津　̡ 乗組員数ʳ9
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 198
ʲ漂流年 文r政 2（1819）年　̡ 船籍地 薩r摩国川内白和町　̡ 船名 若r宮丸　̡ 漂着地 清r国浙江省温州府　̡ 出
港地ʳ琉球大島の内津代

ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、巳五൪同六൪船ヨリ薩州家ਉૹ
来事）。

№ 199
ʲ帰国年ʳ文政 3（1820）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ24 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─
長崎　̡ 備ߟʳ対馬藩から護ૹされて長崎に着いた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 200
ʲ漂流年ʳ文政 3（1820）年　̡ 帰国年ʳ文政 9（1826）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国閉伊郡船越浦田野村［閉伊郡
磯鶏村］　̡ 船名ʳ神社丸（黒沢屋六之助船）　̡ 漂流地఺ʳ房州沖　̡ 漂着地ʳパラオ諸島　̡ 乗組員ʳ平之丞・
亀蔵・久助・久兵衛・伊勢松・倉松・清助・米次・栄助・長吉・鶴松・喜太郎　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 帰国ルー
トʳパラオ諸島─シャム─マカオ─乍浦…1倉松、清助、米次、栄助 : 隅州屋久島─長崎・2長吉、鶴松、
喜太郎 : 遠州下吉田村─清水港─肥前平戸田助浦兀島─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ಫ六൪同八൪船ヨリ奥
州之者ૹ来事）ʗ西田直養「ペラホ物ޠ」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（三三
ʙ四ʓ、片山筆記、ࢹௌ草、漂着船ݒ合筆記໵）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（七八、戸川家蔵長崎志ଓ編、唐船
漂泊一件、ࢹௌ草、ߕ子夜࿩ଓ編）ʗ松浦੩山「ߕ子夜࿩三ร」（六八、ヘラホ物ޠ）ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（二
ू之六、文政中唐船護ૹ漂民（奥州山田村長吉౳））ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（ଓ三ू之六、文政中唐船護ૹ漂
民（奥州山田村長吉౳））ʗ「パラウ漂流記」（南部૓ॻߦץ会編ʰ南部૓ॻʱ第一ʓ࡭）ʗ「パラウ漂流記」（荒
川लढ़編ʰ日本漂流・漂着࢙料 ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「温古ಊ૓ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（13 ˞、（࡭ 10 を収録）ʗ「೉ޠにペラホ物࡭
船帰朝異国嶋物1）「ޠ ˞、本ʳॴ岩手県立ਤॻ館̡ࣸ、࡭ パラウ嶋漂流記の異本）ʗ 「˓パラウ漂流記」（1 、࡭
成文政 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館（「パラウ島漂流記」）、̡ ʳ荒川ढ़ल編ʰ異国漂流記ଓूࣈ׆ （ɦ地
人ॻ館、ত和 39 年））ʗ「漂泊物ޠ」ヵ（1 成文政、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）ʗ「漂民口ঢ়」ヵ（1
成文政、「奥州之者七人口ॻީ࢓国江漂流ޖ」別、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）ʗ「文政九
ชፅ年ԙ長崎漂流人੥取御用記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）ʗ 「˓ペラホ物ޠ」（1 別「ペラポ、࡭
物ޠ」、成天保 6 年、ஶ西田直養、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 6）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（๽
海山筆ผू 11）、国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（温古ಊ૓ॻ 10）、京౎大ֶ（漂流૓ॻ 4）、無ځ会神श文庫（ࣗ
筆））ʗ「ヘラヲ島漂着之記」ヵ（1 成文政、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館、岩手県立ਤॻ館（「ヘラヲ
島漂流之記」））ʗ「๽海山筆」（̡ ࣸ本 ॴr国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（111 巻ผू 11 巻内 41 巻ܽ、目録ڞ 84 （࡭
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ʤผूʥ11 にペラポ物ޠを収録）。

№ 201
ʲ漂流年 文r政 3（1820）年　̡ 船籍地 日r本　̡ 漂着地 北rアメリカのコロンビア川口の南側アダムス岬　̡ 備
ʳ船ମは大破していたが、多数の乗組員は無事に救助されたߟ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 202
ʲ漂流年ʳ文政 4（1821）年　̡ 帰国年ʳ文政 4（1821）年　̡ 船籍地ʳ琉球国之内大島大和浜間切之内今里
村ヵ　̡ 乗組員ʳ末喜久・作林・喜久恵　̡ 乗組員数ʳ3　̡ 帰国ルートʳオランダ船が救助─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 203
ʲ漂流年ʳ文政 4（1821）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国高城郡　̡ 船名ʳ住徳丸　̡ 漂着地ʳ朝鮮国全羅道済州牧旗
義県為美浦　̡ 出港地ʳ琉球国大島

ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者ૹ来事）。

№ 204
ʲ帰国年ʳ文政 4（1821）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ清国浙江省　̡ 乗組員数ʳ15 ヵ　̡ 帰国ルートʳ
清国浙江省─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 205
ʲ漂流年ʳ文政 5（1822）年　̡ 船籍地ʳ奥州仙台牡鹿郡湊　̡ 船名ʳ円蔵船　̡ 漂着地ʳ種子島国上村湊　̡ 乗
組員ʳ吉蔵　̡ 帰国ルートʳ種子島国上村湊─鹿児島

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 206
ʲ帰国年ʳ文政 5（1822）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ36 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─
長崎　̡ 備ߟʳ対馬藩から護ૹされて長崎に着いた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 207
ʲ漂流年ʳ文政 5（1822）年ヵ　̡ 船籍地ʳ種子島ヵ　̡ 漂着地ʳ清国　̡ 出港地ʳ琉球沖ノ永良部ヶ島　̡ 乗
組員ʳ仲之允・徳松　̡ 帰国ルートʳ清国─帰国　̡ 備ߟʳ清国船で帰国したとの通知が鹿児島藩から種子島
家に着いた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 208
ʲ漂流年ʳ文政 5（1822）年　̡ 帰国年ʳ文政 6（1823）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国鹿児島　̡ 船名ʳ天満丸　̡ 漂
着地ʳ清国福建省漳州府漳浦県　̡ 出港地ʳ琉球国大島　̡ 乗組員ʳ幸次郎・仲右衛門　̡ 乗組員数ʳ28　̡ 帰
国ルートʳ清国福建省漳州府漳浦県─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、未壱൪同四൪船ヨリ薩
摩大隅之者ૹ来事）ʗ「൜Պா」（一ʓ一�ˎ（森永種夫ʰ൜Պாʱ七））。
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№ 209
ʲ漂流年ʳ文政 6（1823）年　̡ 帰国年ʳ文政 6（1823）年　̡ 船籍地ʳ鹿児島藩　̡ 船名ʳ神通丸（鹿児島
藩主松平豊後守手船）　̡ 出港地ʳَք島　̡ 乗組員ʳ橋口武兵衛門・上村藤次郎　̡ 乗組員数ʳ24　̡ 帰国ルー
トʳオランダ船が救助─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 210
ʲ漂流年ʳ文政 6（1823）年　̡ 船籍地ʳ薩摩藩　̡ 船名ʳ神明丸（薩摩藩手船）　̡ 漂着地ʳ朝鮮国全羅道興
陽県豊安浦　̡ 出港地ʳ琉球大島

ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者ૹ来事）。

№ 211
ʲ漂流年ʳ文政 6（1823）年　̡ 船籍地ʳ薩摩藩　̡ 船名ʳ天神丸（薩摩藩手船）　̡ 漂着地ʳ朝鮮国興清道安
興ʲ出港地ʳ宝島

ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補（「長崎志ଓ編」九、対州ヨリ朝鮮漂着之者ૹ来事）。

№ 212
ʲ漂流年ʳ文政 6（1823）年　̡ 帰国年ʳ文政 7（1824）年　̡ 船籍地ʳ種子島　̡ 船名ʳ熊野丸　̡ 漂着地ʳ
朝鮮　̡ 乗組員ʳ三浦藤兵衛　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 213
ʲ漂流年ʳ文政 6（1823）年　̡ 帰国年ʳ文政 7（1824）年　̡ 船籍地ʳ種子島ヵ　̡ 漂着地ʳ清国　̡ 乗組員ʳ
喜蔵・次郎右衛門・源次郎・休次郎・善太郎　̡ 帰国ルートʳ清国─長崎─鹿児島

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 214
ʲ漂流年ʳ文政 7（1824）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国鹿児島下町　̡ 船名ʳ金山丸　̡ 漂着地ʳ朝鮮国　̡ 出港地ʳ
琉球

ʲ出య ʬr加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者ૹ来事）。

№ 215
ʲ帰国年ʳ文政 7（1824）年　̡ 船籍地ʳ薩摩ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ62 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─
長崎　̡ 備ߟʳ対馬藩から護ૹされて長崎に着いた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 216
ʲ漂流年ʳ文政 7（1824）年　̡ 帰国年ʳ文政 8（1825）年　̡ 船籍地ʳ大坂本町　̡ 船名ʳ安穏丸（柏屋勘
兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳ紀州新宮沖　̡ 出港地ʳ大坂　̡ 乗組員ʳ兵蔵・惣吉・松次郎　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰
国ルートʳ外国船が救助─小名浜沖で漁撈中の常陸国多賀郡河原子村の十吉の漁船に移す─平潟─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（一四七、常藩筆ᤵ）。

№ 217
ʲ漂流年ʳ文政 8（1825）年　̡ 船籍地ʳ土佐国中ノ浜　̡ 漂流地఺ʳ足੆崎沖　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 出港地ʳ
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紀伊国和歌山
ʲ出య ʬr加藤ʭ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」。

№ 218
ʲ漂流年ʳ文政 9（1826）年　̡ 帰国年ʳ文政 9（1826）年　̡ 船籍地ʳ薩摩国山川　̡ 船名ʳ財久丸　̡ 漂流
地఺ 琉r球大島付近　̡ 漂着地 清r国浙江省寧波府定海県　̡ 乗組員 直r右衛門　̡ 乗組員数 1r0 ヵ　̡ 帰国ルー
トʳ清国浙江省寧波府定海県─長崎　̡ 備ߟʳፅ七൪唐船で長崎に着く

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ፅ七൪船ヨリ薩州之者
ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（四一、長崎志ଓ編）ʗ「൜Պா」（一ʓ四�ˎ（森永種夫ʰ൜Պாʱ七））。

№ 219
ʲ漂流年ʳ文政 9（1826）年　̡ 帰国年ʳ文政 10（1827）年　̡ 船籍地ʳ越前国丹生郡下海浦　̡ 船名ʳ宝力
丸（蓬莱屋庄右衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ長門国仙崎沖　̡ 漂着地ʳ揚子江の河口あたりの松江府　̡ 出港地ʳ蝦
夷地浦河　̡ 乗組員ʳ善右衛門・吉左衛門　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 帰国ルートʳ揚子江の河口あたりの松江府─乍
浦─長崎　̡ 備ߟʳፅ八൪船として長崎に着く

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ፅ八൪船ヨリ越前国能
登国之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（四六、戸川家蔵長崎志ଓ編、ߕ子夜࿩ଓ編）ʗ松浦੩山「ߕ子夜
࿩ଓร」（一三、北海漂流࿩）ʗ山崎ӳ常「ଓ片࿞記」四ʗ「大೦寺新村吉左衛門唐国΁漂着一件口ॻ」（石
川県ਤॻ館ڠ会編ʰ加能漂流ᩀ ）ɦʗ「൜Պா」（一ʓ四�ˎ（森永種夫ʰ൜Պாʱ七））。

ʬ同志社ʭ「大೦寺新村吉左衛門唐国漂着一件口ॻ」（̡ ʳhࣈ׆ 加能漂流ᩀ （ɦ石川県ਤॻ館ڠ会、ত和 13 年、
加賀能登郷土ਤॻ૓ץ））ʗ「ሞ౛丸漂流記」（福井ਤॻ൛ץ、ত和 15 年）。

ʬ海洋ʭ「文政九ፅ年越前之者九人唐ᅳ南京省中漂流覚ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 220
ʲ漂流年 文r政 9（1826）年　̡ 船籍地 陸r奥国小南部領　̡ 漂着地 相r模国浦賀　̡ 出港地 小r南部領　̡ 備ߟʳ
陸奥国小南部領の江戸ն船

ʲ出య ʬr加藤ʭ松浦੩山「ߕ子夜࿩」（九八、南部人東洋に漂流して石பを見る事）。

№ 221
ʲ漂流年ʳ文政 10（1827）年　̡ 船籍地ʳ陸奥八戸ヵ　̡ 漂着地ʳ清国
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 222
ʲ漂流年ʳ文政 10（1827）年　̡ 船籍地ʳ陸奥ヵ　̡ 漂着地ʳ清国
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 223
ʲ漂流年ʳ文政 10（1827）年　̡ 帰国年ʳ文政 11（1828）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国八戸　̡ 船名ʳ融勢丸（石
橋徳右衛門船）　̡ 漂流地఺ 平r潟沖　̡ 漂着地 バrタン諸島の小島　̡ 出港地 常r陸国平潟　̡ 乗組員 徳r次郎・
勇吉・惣助　̡ 乗組員数ʳ11　̡ 帰国ルートʳバタン諸島の小島─バタン島─マニラ─温州─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、子四൪同五൪船ヨリ陸
奥伊༧之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（四四、長崎志ଓ編）ʗ「口ॻ」（村上ߩ「༧州岩城村勇吉漂流関
ಊ編ʰ異国ݚ料঺介」）ʗ「൜Պா」（一ʓ七�ˎ（森永種夫ʰ൜Պாʱ八））ʗ「融勢丸唐流帰国記」（石井࢙܎
漂流حᩀू ）ɦʗ「༧州松山領越ஐ郡岩城村勇吉漂流記」（村上ߩ「࢙料঺介༧州岩城村勇吉漂流記」）。
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ʬ同志社ʭ「漂流人一件大阪御留ॻൈ」（1 成文政、࡭ 12 年、̡ࣸ本 ॴr岩手県立ਤॻ館　ˠ融勢丸唐流帰国記）。

№ 224
ʲ漂流年ʳ文政 11（1828）年　̡ 帰国年ʳ文政 13（1830）年　̡ 船籍地ʳ伊豆国八丈島中野郷　̡ 船名ʳ仁
寿丸（沖山金右衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ八丈島近く　̡ 漂着地ʳルソン島カガヤン　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ
儀兵衛・助四郎・栄助　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳルソン島カガヤン─マニラ─マカオ─広東─乍浦─
長崎─江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ӑ四൪同七൪船ヨリ伊
豆国八丈島之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（八一、長崎志ଓ編、ߕ子夜࿩ଓ編、カʌヤン漂流記）ʗ松
浦੩山「ߕ子夜࿩ଓร」（八五、൮国漂流記）ʗ宮崎੒਎「ࢹௌ草」（三ू之八、天ࣟ漂着（文政十一年八丈
島仁寿丸））ʗ「൜Պா」（一ʓ七─二二（森永種夫ʰ൜Պாʱ八））。

ʬ同志社ʭ「カカヤン人記」（1 成文政、࡭ 11 年、̡ ࣸ本ʳॴ福島県立ਤॻ館）ʗ˓「カカヤン漂流記」（1 、࡭
成文政 11─13 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、̡ ʳ荒川लढ़編ʰ異国漂流記ଓूࣈ׆ （ɦ地人ॻ館、
ত和 39 年））ʗ「᐀羅国漂流حஊ」（1 本̡ࣸ、࡭ ॴr国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（文政 11 年ࣸ））ʗ「漂٬ᩀ記」（2
巻 2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）ʗ「漂流」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）。

№ 225
ʲ漂流年ʳ天保元（1830）年　̡ 帰国年ʳ天保 2（1831）年　̡ 船籍地ʳ薩摩藩　̡ 船名ʳ大日丸（薩摩藩手船）　
ʲ漂流地఺ʳ薩州七島の内թऄ島沖　̡ 漂着地ʳ清国浙江省寧波府定海県の内舟山　̡ 乗組員数ʳ10 ヵ　̡ 帰
国ルートʳ清国浙江省寧波府定海県の内舟山─長崎─生国　̡ 備ߟʳ卯四൪唐船で長崎に౸着

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、卯四൪船ヨリ薩州之者
ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（四一・四二、唐国漂流記、長崎志ଓ編）。

ʬ同志社ʭ「卯四൪唐船ヨリૹ来ީ漂流日本人一件手ଓ」ヵ（1 成天保、࡭ 14 年、̡ ࣸ本ʳॴ県立長崎ਤॻ館）
ʗ「卯四൪唐船ヨリૹ来ީ漂流人一件」ヵ（1 成天保、࡭ 3 年、ஶ長崎奉ߦ所、̡ ࣸ本ʳॴ県立長崎ਤॻ館）
ʗ「天保三年卯四൪唐船よりૹ来ީ漂流人一件」ヵ（1 。（ʗʲࣸ本ʳॴ鹿児島県立ਤॻ館࡭

№ 226
ʲ漂流年ʳ天保元（1830）［天保 3（1832）］年　̡ 帰国年ʳ天保元（1830）年　̡ 船籍地ʳ備前国岡山広瀬
町　̡ 船名ʳ神力丸（多賀屋金十郎船）　̡ 漂流地఺ʳ熊野灘の大島沖　̡ 乗組員ʳ五左衛門・甚介・清兵衛・
勝之助・伊勢次郎　̡ 乗組員数ʳ19［14］　̡ 帰国ルートʳバタン諸島のイバホス島で船が大破─サブタン島
─バタン島─マニラ─マカオ─広東─乍浦─長崎　̡ 備ߟʳ卯一൪唐船・卯三൪唐船として長崎に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、卯壱൪同三൪船ヨリ備
前讃岐備後能登国之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（八二・八三、೹୴国漂流記、海ද異ฉ、隅ᮾح筆、
海ද異ฉ）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、備前藩士೹୴国΁漂流清商船護ૹ一件）ʗ「神力丸馬
丹漂流口ॻ」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦʗ「ਖ浜村清兵衛バタン΁漂着の次第口ॻ」（石川県ਤॻ館ڠ
会編ʰ加能漂流ᩀ ）ɦʗ「南国ح࿩」（吉田文治編ʰ海ද૓ॻʱ巻三、新村出編ʰ南൮ߚ毛࢙料 ）ɦʗ「能州羽ࡠ
郡ਖ浜村清兵衛異国漂流口ॻࣸ」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「൜Պா」（一ʓ九�三四・三六（森永種夫

ʰ൜Պாʱ八））ʗ「備前国漂流人一件」（渡辺པ母ʰ吉備文庫ʱ第一ा）。
ʬ同志社ʭ「異国漂流記」（1 本̡ࣸ、࡭ ॴr同志社大 （ֶ嘉永 2 年ࣸ））ʗ「異国漂流物ޠ　神力丸馬丹島」（1 、࡭
ʲࣸ本ʳॴ東北大ֶ（天保 14 年増井武ࣸܒ））ʗ「異国物ޠ」（1 別「ਖ浜漂流記・ਖ浜村清兵衛バタン΁、࡭
漂着の次第口ॻ」、̡ࣸ本 ॴr金沢市立ਤॻ館Քಊ文庫（明治 38 年ࣸ））ʗ「異国物ޠ」（別「ਖ浜漂流記༁」、̡ࣸ
本ʳॴ金沢市立ਤॻ館清水文庫（「ਖ浜村清兵衛漂流口ॻ」）、̡ ʳhࣈ׆ 加賀能登郷土ਤॻ૓ץ加能漂流ᩀ ）ɦ
ʗ「神力丸漂流一件」（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 64））ʗ「天保三ਗ辰漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ
本ʳॴ宮内ிॻ陵部（手島Ҙහࣸ））ʗ 「˓南国ح࿩」（1 成天保、࡭ 3 年、ஶ勝之助、̡ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤ
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ॻ館）ʗ 「˓能州羽ࡠ郡ਖ浜村清兵衛異国漂流口ॻࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）ʗ「能登国清兵衛異
国江漂流之࢝末」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「೹୴国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ（天保 15 年ࣸ））
ʗ「馬୴国母後須島漂流日記」ヵ（1 ̡、ஶ片山栄蔵、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）ʗ「೹୲島漂流記」ヵ

（2 巻 2 成天保、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ東北大ֶ（天保 11 年上野十之助ࣸ 1 東北大ֶङ野文庫（天保、（࡭ 13
年川上義ࣸ޹）、京౎府立ਤॻ館（「೹୴漂流࣮録」、天保 3 年ࣸ 1 西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（「೹୴漂、（࡭
流記」、嘉永 4 年山本錫夫ࣸ、ѥ๽利加漂流口ॻ・๽夷漂流記と合 1 長崎市立長崎博物館（「破୴漂流、（࡭
ฉॻ」））ʗ「備前岡山広瀬町漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ正宗文庫）ʗ「漂౸೹୴国讃民口ঢ়」ヵ（ஶ勝之助、

ʲࣸ本 ॴr宮内ிॻ陵部（੩༓ಊ૓ॻ 51））ʗ「漂流記」（̡ ࣸ本 ॴr九州大 （ֶ正徳 3 年ࣸ 1 2）（࡭ ࣠）（1 、（࡭
東京ڭҭ大ֶ（1 本࡭ 2 種）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（福井白道寺蔵本ࣸ 1 館文庫（鹿ߟজ、（ಊ૓ॻの内ו）（࡭
島治ཚ記と合 1 館文庫（8ߟʩজچʨ、（࡭ 本、1ܽ）（࡭ 1）（࡭ ʩ（1ݢ三井᳠چʨ、（࡭ ̡、（࡭ ൛本ʳॴ寛政
元൛ʵ東京外ޠ大ֶ（1 年ෆ明ʵ岡山大ֶ池田家文庫（2ץ、（࡭ 九州大ֶ（2、（࡭ 岡山県総合文化η、（࡭
ンター（1 県立長崎ਤॻ館（1、（࡭ 上田市立ਤॻ館花݄文庫（天保、（࡭ 7 年、2 ̡、（࡭ ʳhࣈ׆ 吉備群ॻ
ू੒ 5 、ɦ˞岡山藩のն米船神力丸の漂流記で、上巻は御ឮ一件੥取渡前後御ಧॻྨ、下巻は漂流人十四人
の口上ॻ）ʗ「漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 31））ʗ「漂流人口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 63））。

ʬ北方ʭ「能州羽۬郡ਖ浜村清兵衛異国江漂流ީ࢓ニ付天保三年八݄೓六日口ॻࣸ」ヵ（成天保 3 年、̡ࣸ本 ）r。

№ 227
ʲ漂流年ʳ天保元（1830）年　̡ 船籍地ʳ種子島ヵ　̡ 漂着地ʳ清国　̡ 出港地ʳ喜ք島　̡ 乗組員ʳ三右衛門・
庄蔵　̡ 備ߟʳ清国船で帰還中に破船して水ࢮ。清国人がこれを長崎奉ߦにใࠂ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 228
ʲ漂流年ʳ天保 2（1831）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳカナダのクイーン・シャーロット島で೉破
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 229
ʲ漂流年ʳ天保 2（1831）年　̡ 帰国年ʳ天保 3（1832）年　̡ 船籍地ʳ大隅国　̡ 漂着地ʳ朝鮮国全羅道済
州旌義県為美浦［済州牧義県為美浦］　̡ 乗組員数 1r4 ヵ　̡ 帰国ルート 朝r鮮国全羅道済州旌義県為美浦［済
州牧義県為美浦］─対馬藩─長崎─生国

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着大隅
之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（六、戸川家蔵長崎志ଓ編）。

№ 230
ʲ漂流年ʳ天保 3（1832）年　̡ 船籍地ʳ尾張国知多郡小野浦　̡ 船名ʳ宝順丸（樋口源六船）　̡ 漂流地఺ʳ
遠州灘　̡ 漂着地ʳ北アメリカのワシントン植民地フラッタリ岬付近　̡ 出港地ʳ鳥羽　̡ 乗組員ʳ重右衛門・
岩吉・久吉・音吉　̡ 乗組員数ʳ14　̡ 帰国ルートʳ北アメリカのワシントン植民地フラッタリ岬付近─ハ
ワイ─ロンドン─マカオ　̡ 関܎船 マrカオで肥後船の漂流者（№ 237）と一ॹにͳる　̡ 備ߟ マrカオ、香港、
上海ͳͲに住んで日本人漂流者の世࿩をしたり、通༁として外国船で来ߤしたり、数حͳ一生をૹͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ中島広足「இԂਵ筆」（上、唐国のஉঁのͳからͻのΈたりͳる事）ʗ林䧭「通ߤ一
ཡଓा」（五三、ߕ子夜࿩、帰斎૓ॻ）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（六九、๭筆記、ߕ寅ൿ記）ʗ林䧭「ଓ通৴全
ཡ」ྨा之部船艦漂流、米国商船զ国ノ漂民ヲ護ૹ浦賀ヘ渡来文政厳ྩニґテൃ๒૟আ一件・漂流人੥取方
故ো一件・海外ヘ漂流ノ国民ॲ分沿ֵ一件）ʗ「安政二乙卯年ࡶ録」（水野忠徳ࡶ録之一（荒川लढ़編ʰ日本
漂流・漂着࢙料 ）ɦ）。
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№ 231
ʲ漂流年ʳ天保 3（1832）年　̡ 帰国年ʳ天保 7（1836）年　̡ 船籍地ʳ越後国早川村　̡ 船名ʳ角長の船［龍
宮丸（長門屋持船）］　̡ 漂着地ʳハワイのオアフ島ワイアルア付近　̡ 出港地ʳ松前［江ࢗ］　̡ 乗組員ʳ次郎
右衛門・伝助・長太・伝吉・戸三郎　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 帰国ルートʳハワイのオアフ島ワイアルア付近─ホ
ノルル─ペトロパウロフスク─シトカ─エトロフ島

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門ࡶ件、外船対州津軽近海通ߤ۩ঢ়及ӳ艦漂民
護ૹノ件）ʗ藤川貞「天保ࡶ記」（一九、日本より漂流之船乗ڞૹ໭ॻ؉和ղ）ʗ松浦੩山「ߕ子夜࿩三ร」（三四、
奥蝦夷に࿋西ѥ人ӠӠͤし؉ᗪの和ղ）ʗ松浦੩山「ߕ子夜࿩三ร」（五六、越後漂流人一件の文無͖ॲの௥
ॻ）。

ʬ北方ʭ「天保九年ፅ年三݄越後国中村浜戸三郎外್人之΋の異国江漂着之上異国舟ニテඃૹ໭ީ一件」（成
天保 9 年、̡ ࣸ本 ）rʗ「漂流ஊ」（成天保 9 年頃、ஶ戸三郎、̡ ࣸ本 ）r。

№ 232
ʲ漂流年 天r保 4（1833）年　̡ 船籍地 泉r州堺　̡ 船名 明r吉丸（木屋平兵衛船）　̡ 漂着地 種r子島安城村　̡ 出
港地ʳ長崎　̡ 乗組員ʳ嘉兵衛　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 備ߟʳ鹿児島藩横目らが取ௐべて鹿児島藩΁ใࠂした

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 233
ʲ漂流年ʳ天保 4（1833）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ五島大和守領分
ʲ出య ʬr加藤ʭ藤川貞「天保ࡶ記」（三、五島大和守領分江琉球人漂着御ಧ（天保四年八݄））。

№ 234
ʲ漂流年ʳ天保 5（1834）年　̡ 帰国年ʳ天保 6（1835）年　̡ 船籍地ʳ尾張ヵ　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 乗組員ʳ
音吉　̡ 帰国ルートʳルソン─帰還

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 235
ʲ漂流年 天r保 5（1834）年　̡ 船籍地 日r本　̡ 漂着地 マrリアナ群島　̡ 乗組員 与r四郎（または伊四郎）　̡ 乗
組員数ʳ21 ヵ　̡ 帰国ルートʳマリアナ群島─グアム島　̡ 備ߟʳグアム島に土着したと伝͑られる

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 236
ʲ帰国年ʳ天保 6（1835）年　̡ 船籍地ʳ長門国豊浦郡肥中浦　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ3 ヵ　̡ 帰国ルー
トʳ朝鮮─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（六、戸川家蔵長崎志ଓ編）。

№ 237
ʲ漂流年ʳ天保 6（1835）年　̡ 船籍地ʳ肥後国飽託郡川尻　̡ 船名ʳ庄蔵船　̡ 漂流地఺ʳ天草沖　̡ 漂着地ʳ
ルソン島　̡ 乗組員ʳ庄蔵・寿三郎・熊太郎・力松　̡ 乗組員数ʳ4　̡ 帰国ルートʳルソン島─マニラ─マカ
オ　̡ 関܎船ʳマカオで尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者と一ॹにͳる　̡ 備ߟʳマカオ、香港、上海ͳͲで
日本人漂流者の世࿩ͳͲをして、一生を海外でૹͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（五三、ߕ子夜࿩、帰斎૓ॻ）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之
部船艦門漂流、米国商船զ国ノ漂民ヲ護ૹ浦賀ヘ渡来文政厳ྩニґテൃ๒૟আ一件・漂流人੥取方故ো一件・
海外ヘ漂流ノ国民ॲ分沿ֵ一件）ʗ「安政二乙卯年ࡶ録」（水野忠徳ࡶ録之一（荒川लढ़編ʰ日本漂流・漂着
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࢙料 ）ɦ）ʗ「৺ᚏྨ編」（四（大蔵省編ʰ日本財政ܦ済࢙料ʱ巻之七））ʗ「漂٬寿三郎手؆」（石井ݚಊ編ʰߍ
గ漂流حஊ全ू 、ɦ˞「漂民寿三郎之ॻ؉」）。

ʬ同志社ʭ「肥後国漂民ᖏ門ヨリ長崎΁ૹॻ؉」ヵ（1 成天保、࡭ 12 年、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（手島Ҙහ
ࣸ））ʗ 「˓漂民寿三郎之ॻ؉」（1 成天保、࡭ 12 年、ஶ寿三郎、̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ（文久 2 年ࣸ）、岡田伊
三次郎（「漂٬寿三郎通৴」））ʗ「漂流人ॻঢ়ࣸ」ヵ（1 ̡、ஶ肥後寿三郎౳、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 238
ʲ漂流年ʳ天保 7（1836）年　̡ 帰国年ʳ天保 8（1837）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国閉伊郡山田村ヵ　̡ 船名ʳ開
運丸［海運丸］　̡ 漂流地఺ʳ九十九里浜沖　̡ 漂着地ʳ清国広東省　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ万吉　̡ 乗組
員数ʳ5 ヵ　̡ 帰国ルートʳ清国広東省─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ಫ壱൪同三൪船ヨリ奥
州之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（四六、戸川家蔵長崎志ଓ編）。

№ 239
ʲ漂流年ʳ天保 9（1838）年　̡ 帰国年ʳ天保 9（1838）年　̡ 船籍地ʳ薩摩藩　̡ 船名ʳ三益丸　̡ 漂着地ʳ
清国蘇州府崇明県　̡ 出港地ʳ琉球国大島　̡ 乗組員ʳ吉次郎　̡ 乗組員数ʳ23　̡ 帰国ルートʳ清国蘇州府
崇明県─長崎　̡ 備ߟʳፅ四൪・五൪唐船で長崎に着いた

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ小原ࠀ঺ஶ、野間寿߃・村岡重文௥補「長崎志ଓ編」（九、ፅ四൪同五൪船ヨリ薩
州隅州之者ૹ来事）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（四五、戸川家蔵長崎志ଓ編）ʗ「൜Պா」（一一七�三五（森永種
夫ʰ൜Պாʱ八））。

ʬ同志社ʭ「漂民吉次郎覚ॻ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 9））。

№ 240
ʲ漂流年ʳ天保 9（1838）年　̡ 船籍地ʳ常陸国那珂郡湊村　̡ 船名ʳ南部屋文右衛門船　̡ 漂流地఺ʳ奥州
沖　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 出港地ʳ箱館

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「湊村御用留」（౬浅五郎「親船」六、那珂湊市࢙編さんҕ員会編ʰ那珂湊市࢙料ʱ
第八ू）。

№ 241
ʲ漂流年ʳ天保 9（1838）年　̡ 帰国年ʳ天保 14（1843）年　̡ 船籍地ʳ越中国富山古寺町　̡ 船名ʳ長者丸
（能登屋兵右衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ仙台領唐丹浦沖　̡ 乗組員ʳ吉岡屋平四郎・五三郎・喜右衛門・金六・平
四郎・片口屋七左衛門・八左衛門・六兵衛・平兵衛・次郎吉　̡ 乗組員数ʳ10　̡ 帰国ルートʳアメリカ船
が救助─ハワイ─ペトロパウロフスク─オホーツク─シトカ─エトロフ島─松前─江戸─帰郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ遠藤高؀「࣌ܭ物ޠ」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ古賀ۘ一
郎「蕃ஊ」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流、室賀৴夫・矢守一彦編༁ʰ蕃ஊ ─ 漂流の記録　
第一 ─ ）ɦʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門ࡶ件、外船対州津軽近海通ߤ۩ঢ়及ӳ艦漂民護ૹノ件）ʗ「ఫ
土పࢲ漂流記」（高瀬重༤h 北前船長者丸の漂流 ）ɦʗ「࣌ݙܭ上の漂民」（石井ݚಊ編h 異国漂流حᩀू ）ɦʗ「漂
流人次郎吉物ޠ」（高瀬重༤ʰ北前船長者丸の漂流 ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「海๷᜛ٞ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ天理ਤॻ館（45 第˞、（࡭ 14 に漂٬次郎吉࿩を収録）ʗ࡭ 土ඍࢃ˓」
漂流記」（1ࢲ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（天保 9 年ࣸ）、ଚֳܦ文庫、ʤ௥加ʬ古యʭ射和文庫

（「サントウイス漂流記」1 ʥ）ʗ（࡭ 成嘉永、「由来並用法之覚ن上之御࣌ݙ」別）「ޠ物ن࣌˓」 2 年、ஶ遠藤
高ⅳ、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（明治ࣸ 11 വ記を付す、26ܭ࣌）金沢市立ਤॻ館加越能文庫、（࡭ ʗ（（࡭
「˓蕃ஊ」（3 巻 3 ̡、別「蕃ᩀ」、ஶ次郎吉ड़、古賀増編、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、国会ਤॻ館

支部東洋文庫岩崎文庫（編者ࣗ筆）、鹿児島大ֶ玉里文庫、九州大ֶ（5 ࢃ）ҭ大ֶڭ京౎大ֶ、東京、（࡭
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土ඍࢲ漂流記を付す、6 所（6ࢊ神戸大ֶ、東京大ֶ࢙料編、（࡭ 東北大ֶङ野文庫（3、（࡭ 巻 5 京、（࡭
౎府立ਤॻ館（6 北海道ி、富山県立ਤॻ館（3、（࡭ 巻 6 3）（࡭ 西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（6、（࡭ 、（࡭
名古屋市蓬左文庫、大橋ਤॻ館、ଚֳܦ文庫、お஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫（6 1）（࡭ 浅野ਤॻ館、ʤ௥、（࡭
加ʬ北方ʭ̡ ʳhࣈ׆ 東洋文庫 39 ʥɦ）ʗ「漂٬次郎吉࿩」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ天理ਤॻ館（海๷ኮٞ 14））ʗ˓「漂
流人次郎吉物1）「ޠ ̡、ஶ次郎吉、࡭ ࣸ本ʳॴ市立高岡ਤॻ館、˞長者丸の漂流記「蕃ஊ」とはผܥ౷のࣸ
本でૠ絵ͳし）ʗ「流蕃通ॻ」ヵ（10 巻 10 ̡、ஶ次郎吉ड़、༕天生編、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（10 巻 9 、（࡭
京౎大ֶ、西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫、岡田伊三次郎　ˠ蕃ஊ）。

№ 242
ʲ漂流年ʳ天保 10（1839）年　̡ 帰国年ʳ天保 13（1842）年　̡ 船籍地ʳ遠江国佐野郡高御所村　̡ 船名ʳ
昌栄丸（茂左衛門船）　̡ 漂流地఺ʳ遠州灘　̡ 乗組員ʳ千太郎［仙太郎］・松之助・辰蔵　̡ 乗組員数ʳ3　̡ 帰
国ルートʳ外国船が救助─ホノルル─マカオ─福州─乍浦─長崎─江戸─故郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（一一九�五六（森永種夫ʰ൜Պாʱ九））。

№ 243
ʲ漂流年ʳ天保 10（1839）年　̡ 帰国年ʳ天保 11（1840）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国気仙郡小友浦　̡ 船名ʳ中
吉丸（及川庄兵衛船）　̡ 漂流地఺ 鹿r島灘　̡ 漂着地 小r笠原島　̡ 乗組員 三r之丞　̡ 乗組員数 6r　̡ 帰国ルー
トʳ小笠原島─下総国飯岡沖─銚子

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（一五ʓ、天保十年奥民漂流記）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा
之部船艦門漂流ࡶ件、陸奥国小友浦船小笠原島ニ漂着外国人ノ移住見ฉ之ུ֓۩ঢ়一件）ʗ「小友船漂流記」

（南部૓ॻߦץ会編ʰ南部૓ॻʱ第一ʓ࡭）ʗ「小友船漂流記」（大船渡市࢙編ू員会編ʰ大船渡市࢙ʱ第三巻
ᶗ）。

ʬ同志社ʭ「奥州気仙郡三之丞൮島漂流記」（1 成天保、࡭ 11 年、̡ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館、岡田伊三次郎）
ʗ 「˓小友船漂流記」（1 成天保、࡭ 11 年、̡ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）ʗ「天保十年奥州気仙郡庄兵衛船漂流
のॻ付」（̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所（西海Ҩ珠の内））ʗ「陸奥船南洋漂流記 ─ 天保 10 年」（̡ ʳhࣈ׆ 通
一ཡଓा 巻ߤ 150 、ɦ荒川लढ़編ʰ異国漂流記ଓू （ɦ地人ॻ館、ত和 39 年））。

№ 244
ʲ漂流年ʳ天保 10（1839）年　̡ 船籍地ʳ常陸国那珂郡湊村　̡ 船名ʳ宝来丸　̡ 漂流地఺ʳ平潟沖　̡ 漂着地ʳ
琉球国勝連浜村

ʲ出య ʬr加藤ʭ菊地半兵衛「෩ฉ記」（那珂湊市࢙編さんҕ員会編ʰ那珂湊市࢙料ʱ第八ू）。
ʬ同志社ʭ「漂着常陸国人଺在日記」ヵ（1 成道光、࡭ 20（天保 11）年、̡ ࣸ本ʳॴچ沖繩県立沖繩ਤॻ館）。

№ 245
ʲ漂流年ʳ天保 12（1841）年　̡ 帰国年ʳ嘉永 4（1851）年　̡ 船籍地ʳ土佐国高岡郡宇佐浦　̡ 船名ʳ筆之
丞（伝蔵）の漁船　̡ 漂流地఺ʳ土佐湾　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 乗組員ʳ伝蔵・万次郎［中浜万次郎・ジョン万
次郎・満次郎・萬次郎・万治郎］・五右衛門・寅右衛門・重助　̡ 乗組員数ʳ5　̡ 帰国ルートʳ鳥島─アメリ
カ船が救助─ホノルル─琉球─長崎　̡ 関܎船ʳ伝蔵 : ホノルルで摂津船永住丸（№ 247）の漂流者に会う。
ホノルルで紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。長崎で紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。万次
郎 : ホノルルで紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。長崎で紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。　

ʲ備ߟʳハワイに残ͬた寅右衛門は三州船永久丸（№ 293）の漂流者のたΊに通༁をۈΊた
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ池道之助「ࢥ出ᢲ」（h 土佐࢙ஊʱ五二・五三）ʗ河田小龍「漂୥紀ུ」（坂井昌夫編
ʰ中浜万次郎ࢿ料ू 、ɦ川田維鶴ʰ漂୥紀ུ　付ڀݚ河田小龍とその࣌代 ）ɦʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（七九・
八ʓ、異国漂流記、ਏӑ異国漂流記、中浜万次郎漂流記）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（一一五、๭ൿ記）ʗ林䧭「ଓ
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通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、土佐国宇佐浦漁夫万次郎外四人漂流中米国船ノ救助ニґテ同国ニ至帰朝
一件）ʗ松野尾ষߦ「皆山ू」（四、幕府中浜万次郎ঌ๊之事）ʗ松野尾ষߦ「皆山ू」（四五、万次郎にֶび
たし）ʗ吉田正༪「漂٬ஊح」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）
ʗ「宇佐浦漂流人口ᄉ」（広谷喜十郎編ʰ土佐清水関܎藩政ظ文ॻʱ一）ʗ「宇佐浦漂流人ਃ口」（広谷喜十郎
編ʰ土佐清水関܎藩政ظ文ॻʱ一）ʗ「開出ࡶ࿩」（坂井昌夫編ʰ中浜万次郎ࢿ料ू ）ɦʗ「土佐国幡多郡中の浜
浦万次郎一代記」（h 建ґผʱ一六�五・七・八）ʗ「೉船人帰朝記事」（坂井昌夫編ʰ中浜万次郎ࢿ料ू ）ɦʗ「ئ
ॻ一通」（坂井昌夫編ʰ中浜万次郎ࢿ料ू ）ɦʗ「൜Պா」（一三四�五七（森永種夫ʰ൜Պாʱ一ʓ））ʗ「漂٬
ஊح」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू 、ɦ住田正一編ʰ海事大ࣙॻʱ中巻中浜万次郎、荒川लढ़編ʰ異国漂
流記ू ）ɦʗ「漂民ฉॻ」（坂井昌夫編ʰ中浜万次郎ࢿ料ू 、ɦ荒川लढ़編ʰ日本漂流・漂着࢙料 ）ɦʗ「漂民録」（神
宮࢘ிh 古事ྨԓ 外ɦަ部）ʗ「漂流人ฉॻ」（坂井昌夫編h 中浜万次郎ࢿ料ू ）ɦʗ「漂流حஊ」（荒川लढ़編h 異
国漂流記ू ）ɦʗ「漂流万次郎帰朝ஊ」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦʗ「満次郎漂流記」（荒川लढ़編ʰ近世
漂流記ू ）ɦʗ関田ۨ吉「土佐船の漂流文ݙ」ʗ「万次郎アメリカ漂流記」（仲原善忠༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦ。

ʬ同志社ʭ「ѥ๽利加ࢺ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻྨै、漂流）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫
（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））ʗ「ѥ๽利加漂流記」（1 、࡭
ʲࣸ本ʳॴ三井文庫）ʗ「ѥ๽利加漂流ฉॻ」（̡ ࣸ本ʳॴѪඤ県立ਤॻ館）ʗ「ѥ๽利加漂流万次郎在留物ޠ」（1
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ秋岡武次郎）ʗ「ѥ๽利加より帰国ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館（嘉永 5 年））ʗ「ѥ
๽利װ土州幡多郡中之浜万次郎漂流ൌฉ記」（̡ ࣸ本ʳॴ徳島県立ਤॻ館）ʗ「ѥ羅周༡حஊ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ
田中滝治ࢯ（高知県南国市）（嘉永 4 年ࣸ））ʗ「異国物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ
77））ʗ「宇佐浦漂流人ਃ口・宇佐浦漂流人口ᄉ」（̡ ࣸ本ʳॴ広谷喜十郎ࢯ（高知県立ਤॻ館））ʗ「宇佐浦よ
り漂流留」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「海外ฉॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ広谷喜十郎ࢯ（高知県立ਤॻ館）（嘉永
5 年頃ࣸ））ʗ「皆山ू」（̡ ࣸ本ʳॴ東京水࢈大ֶ羽原文庫、東京大ֶ࢙料編ࢊ所、˞ 5 巻、45 巻に万次郎関
ヵ（1「ஊح嘉永帰朝漂٬」記録所収）ʗ܎ 本̡ࣸ、࡭ ॴr神戸大ֶ）ʗ「嘉永五異国໭ฉॻ　萬次郎物ޠ」（1 、࡭

ʲࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館）ʗ「嘉永五年ਗ子土佐人漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ田中滝治ࢯ（高知県南国市）（嘉永 7
年ࣸ））ʗ「参ߟ漂流人࢝末ฉॻ」ヵ（2 巻ਤ 1 巻 2 成天保、「漂٬伝ߟ参」別、࡭ 12 年、ஶ小ྊॲ士、̡ ࣸ本ʳ
ॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、慶ጯ義क़大ֶ富士川文庫、神戸大ֶ、東京大ֶ、東北大ֶङ野文庫（嘉永 6
年ࣸ）、浅野ਤॻ館、中浜博ࢯ）ʗ「ਏӑ異国漂流記」（̡ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡଓा 第 3 巻ʱ所収）ʗ「伝蔵五右衛
門萬次郎ѥ๽利加漂流記」（2 巻 2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ）ʗ「土佐国中浜万次郎漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ
東京ڭҭ大ֶ）ʗ 「˓土佐国幡多郡中の浜浦万次郎一代記」（̡ ࣸ本ʳॴ若江南෩ࢯ（小松島市））ʗ「土佐国幡
多郡中ノ浜村漁人万次郎異国漂流之次第ਤॻ࣮録」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「土
佐国人ѥ๽利加国江漂流記」（1 ̡、ஶ中浜万次郎、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫（嘉永 7 年南࿢社ࣸ））ʗ「土
佐国漂流人ਃ口ฉॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館、ਅ覚寺（土佐市宇佐））ʗ「土佐国万次郎漂流記」（̡ ࣸ本ʳ
ॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（嘉永 5 年ࣸ））ʗ「土佐伝蔵漂流記」（̡ ࣸ本 ॴr宮内ிॻ陵部（南陽૓ॻ 1））ʗ「土
佐中浜万次郎漂流記」（1 本ʳॴ九州大ֶ）ʗ「土佐漂流人口ॻ」（1̡ࣸ、࡭ 本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂̡ࣸ、࡭
流記૓ॻ 69））ʗ「土佐万次郎異国漂流次第ਤॻ࣮録」（̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館）ʗ「土佐万次郎漂流
記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）ʗ「土州宇佐浦流者万次郎ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ鈴鹿文庫）
ʗ「土州宇佐浦漁人北ѥ๽利加江漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ）ʗ「土州宇佐浦ྌ師漂流記」ヵ（1
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ本居文庫（カピタン෧ॻ和ղࣸを付す））ʗ「土州漁夫ѥ๽利加漂流一件」（̡ ࣸ本ʳॴ
田中滝治ࢯ（高知県南国市））ʗ「土州漁夫漂流記」（3 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）ʗ「土州人中浜万次郎漂流記」

（̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（管見૓࿩ 1））ʗ「土州人漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会
ਤॻ館（漂流記૓ॻ 76）（「土州人漂流記」、嘉永 6 年ࣸ、漂流記૓ॻ 79）（宮௩૓ॻの内）、宮内ிॻ陵部（嘉
永 5 年ࣸ）、田中滝治ࢯ（嘉永 6 年ࣸ）、岡山大ֶ池田家文庫（異国΁漂流ީ࢓陸奥国之者四人口ॻ౳と合））
ʗ「土州೉船人帰朝記」ヵ（1 成嘉永、࡭ 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ米沢市立ਤॻ館興ৡ館文庫）ʗ「土州幡多郡中浜万
次郎漂流ൌฉॻ」（1 成嘉永、࡭ 7 年、̡ ࣸ本ʳॴ徳島県立ਤॻ館）ʗ「土州漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社
大ֶ、2 部（嘉永 7 年ࣸ・荒本和一、ত和 16 年ࣸ））ʗ「土州漂流人口ॻ」（1 成嘉永、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ市



147

立米沢ਤॻ館林泉文庫）ʗ「土州舟子万次郎異国江漂流之࢝末」（1 別「土州舟子万次郎漂流࢝末」、成天、࡭
保 12 年、ஶ竹村म、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ））ʗ「土州万次郎漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳ
ॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（ࡶ࿩を付す））ʗ「中浜万次郎ࢿ料ू」（坂井昌உ編、高知์ૹ࢙ஊ会、ত和
44 年 3 ݄、221 Q、（์ૹ࢙ஊ会૓ॻ、第 1 ू））ʗ「中浜万次郎漂海記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部
内ֳ文庫）ʗ「中浜万次郎漂流紀事」（1 本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ））ʗ「೉船人帰朝記事」̡ࣸ、࡭

（成嘉永 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（嘉永 7 年ࣸ 1 安政、「೉船人帰朝記」）（࡭ 3 年小川๭ࣸ 1 東京大、（࡭
ֶ࢙料編ࢊ所（1 京౎府立ਤॻ館（「೉船人帰朝記」、2、（࡭ 高知県立ਤॻ館（݉松文ॻの内）、ʨ高知、（࡭
市民ਤʩ、深瀬তࢯ、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（2 巻 2 米沢市立ਤॻ館興ৡ館文庫（3、（࡭ 巻、下巻ܽ、
1 ೉船人帰朝記、1）ࢯ中浜博、（࡭ ʤ௥加ʬ海洋ʭ「嘉永五年೉ᢠ人帰朝記事、（࡭ : 全」、1 ʥ）ʗ「日本人࡭
漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 80））ʗ「八多郡中浜万次郎ൌฉॻࣸ」（̡ ࣸ本ʳॴ
丸亀市立ਤॻ館（嘉永 5 年ࣸ））ʗ「ൿઆ漂流録」（5 巻 5 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫、東京౎立日比谷
ਤॻ館近藤文庫、˞漂流ஊح・異国船浦賀渡来一件を収Ή・全 5 ܎のうͪ万次郎関࡭ 1�2 の 34 ຕ分）ʗ「漂
٬紀ฉ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神宮文庫ਤॻ館（嘉永 5 年ࣸ）（嘉永 6 年ࣸ）（「ѥ米利加ヨリ帰国ฉॻ」、嘉永 6
年ࣸ））ʗ「漂٬見ฉ録」（3 1）「録ޠ漂٬」ஶ牧志摩守編、̡ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）ʗ、࡭ 、ஶ中浜万次郎、࡭

ʲࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館）ʗ 「˓漂٬ஊح」（成嘉永 5 年、ஶ吉田正༪（文治）、̡ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（嘉
永 6 年܀田寛ࣸ 1 3）（࡭ 巻 3 漂流記૓ॻ、「ஊح漂٬」）（࡭ 65、1 、土佐漂流人口ॻと合、「ஊح漂٬」）（࡭
漂流記૓ॻ 69）（漂流記૓ॻ 66・67、1 本࡭ 2 部）（漂流記૓ॻ 68、2 巻 2 国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（1、（࡭
1、「ح漂流ஊ」）国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫、（࡭ 宮内ிॻ陵部（1、（࡭ 東京国立博物館（3、（࡭ 香、（࡭
川大ֶ神原文庫（2 九州大ֶ（1、（࡭ 京౎大ֶ（1、（࡭ 神戸大ֶ（2、（࡭ 1、「ஊح漂٬」）（࡭ 国ֶ、（࡭
院大ֶ（1 1、「ح土佐漂٬ஊ」）早稲田大ֶ、（࡭ 1、「漂٬ஊ࿩」）（࡭ 1）（࡭ 本࡭ 2 部）、東京大ֶ（「漂流
ஊ」、1ح 所（1ࢊ東京大ֶ࢙料編、（࡭ 1、「漂٬ᩀ」）東北大ֶङ野文庫、（࡭ 2、「ح漂流ஊ」）（࡭ 巻、ൿ
આ漂流録の内）、京౎府立ਤॻ館（1 東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（3、（࡭ 巻 3 1）（࡭ ஊح漂٬」）（࡭
土州中之浜漂人異࿩」、1 2、「ح漂流ஊ」）（࡭ 巻、ൿઆ漂流録の内）、西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（「漂ح٬ஊ」、
1 名古屋市蓬左文庫（2、（࡭ 巻 2 ࣸܢ田སۼ）市立米沢ਤॻ館林泉文庫、（࡭ 1 神宮文庫ਤॻ館（嘉、（࡭
永 7 年ࣸ 1 文庫（1ֳܦଚ、（࡭ お஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫（1、（࡭ 1、「ஊح漂٬」）（࡭ 穂久᫭文庫（1、（࡭
᛽川ಊ文庫（1、（࡭ 浅野ਤॻ館（1、（࡭ 1、「ح海ᅳᅷ志 ෟ漂٬ஊ」）ʤ௥加ʬ古యʭҵ城大ֶੁ文庫、（࡭ 、（࡭
玉川大ֶ（安政 4 年ࣸ、1 新潟大ֶ佐野文庫（1、（࡭ 1）（࡭ 1、「ஊح漂٬」）ҵ城県立ྺ࢙館、（࡭ 、（࡭
ಢ木県立ਤॻ館黒崎文庫（「嘉永漂د٬ஊ」1�4、4 1、「ஊح漂٬」）市立弘前ਤॻ館、（࡭ 射和文庫（「嘉、（࡭
永 5 年漂٬ஊ1、「ح ̡、ʥ「ஊح漂٬」ʥ、ʤ௥加ʬ北方ʭ（࡭ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫））ʗ「漂
୥紀ᙗ」（川田維鶴ક、̡ ࣸ本ʳॴʨ京外大ʩ（嘉永 5 年ࣸ 4 巻 4 住吉神社、高知県立郷、ࢯ松岡َ一、（࡭
土文化会館、中浜博ࢯ、ʤ௥加ʬ海洋ʭ「漂୥記ུ 4 巻」、1 ʥ、ʤ௥加ʬ早稲田ʭ4࡭ ʥ）ʗ「漂民ฉॻ」ヵ（別࡭

「漂民録・漂流人ฉॻ・漂流ஊ」、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻྨै、漂流）、国会ਤॻ館支部内ֳ
文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））ʗ「漂民紀事」（̡ ࣸ
本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻྨै、漂流）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東
京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））ʗ「漂民新࿩」（3 巻付 1 巻 4 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）
ʗ「漂洋ᘭஊ」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ中浜博ࢯ（中日ප院外Պҩ長））ʗ「漂流࢝末ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）
ʗ「漂流ஊ記」ヵ（2 巻、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（ൿઆ漂流録の内））ʗ「漂流人࢝末ฉॻ」

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ（嘉永 5 年ࣸ）、中浜博）ʗ「漂流人土佐国万次郎口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ田中滝治ࢯ（高
知県南国市））ʗ「漂流ᩀʵ土佐国万次郎帰朝」（̡ ࣸ本ʳॴ田中滝治ࢯ（高知県南国市））ʗ「松平土佐守小人万
次郎相ឮॻ付」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、東京大ֶ࢙料編ࢊ所、国立国会ਤॻ館、京౎大
ֶ（ਤ）、˞土佐国群ॻྨै巻 84 の内）ʗ「ອ子ѥ๽利加ࡶ࿩」（1 ̡、別「೉船人帰朝記」、࡭ ࣸ本ʳॴ東京
大ֶ࢙料編ࢊ所（2 部））ʗ「万次郎一世紀」（̡ ࣸ本ʳॴ名古屋市蓬左文庫）ʗ「萬次郎ഋԟ還ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ
本ʳॴ高知県立ਤॻ館（嘉永 5））ʗ「万次郎外四人漂流一件」（̡ ࣸ本ʳॴ田中滝治ࢯ（高知県南国市））ʗ「万
次郎北米漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）ʗ「万次郎ᩀ
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和ղ船࿩」（1 ̡、道人ڏஶ太、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（第 2 編、漂流記૓ॻ 漂流記૓ॻ、ࠕ）（71
72））ʗ 「˓満次郎漂流記」（1 別「大日本土佐国漁師漂流記」、ஶಷ通子編、̡൛本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂、࡭
流記૓ॻ 73）（1 、ҭ大ֶ、東北大ֶङ野文庫、ʨ京外大ʩ、岡山県総合文化ηンターڭ九州大ֶ、東京、（࡭
高知県立ਤॻ館、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫、᛽川ಊ文庫、高橋正、ʤ௥加ʬ古యʭ天明 2 ൛─ಢ木県
立ਤॻ館黒崎文庫（1 嘉永、（࡭ 6 ൛─玉川大ֶ（「漂流ᩀ」1 1）（࡭ ʥ、ʤ௥加ʬ海洋ʭ1（࡭ ʥ、˞明治࡭
11 ൛（「ѥ米利加漂流ᩀ」）あり）ʗ「万次郎漂流紀事」（˞日本漂流ॻ目による）ʗ「万次郎漂流細ॻ」（̡ ࣸ本ʳ
ॴ田中滝治ࢯ（高知県南国市））ʗ「万次郎漂࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部）ʗ「万次郎物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ
本ʳॴ高知県立ਤॻ館（伊藤ӑ太郎嘉永 5 年ࣸ））。

ʬ国ॻ補Ҩʭ「土州人漂流記」ヵ（̡ ࣸ本 ॴr岡山大ֶ池田家文庫（異国΁漂流ީ࢓陸奥国之者四人口ॻ౳と合））。
ʬ古యʭ「漂流人対໰」（̡ ࣸ本ʳॴ福井市立ਤॻ館（「漂流人ሣ໰」1 ̡）ʗ「漂流人土佐万次郎取ௐॻࣸ」（（࡭ ࣸ
本ʳॴ玉川大ֶ（嘉永 7 年ࣸ、1 。（（࡭

ʬ北方ʭ「漁夫万次郎ѥ米理加漂流之記」。
ʬ海洋ʭ「大日本土佐ᅳ漁師漂流ᩀ」（1 ̡、࡭ ൛本 、rʤ௥加ʬ早稲田ʭ1 ʥ、˞ಷ通子記録）ʗ「土州漂流人࡭
口ॻ : 1）「׬ ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 246
ʲ漂流年ʳ天保 12（1841）［天保 11（1840）］年　̡ 帰国年ʳ天保 14（1843）年　̡ 船籍地ʳ加賀国石川郡
大野村　̡ 船名ʳ松徳丸（丸屋伝六船）　̡ 漂流地఺ʳ鹿島灘　̡ 乗組員ʳ勝蔵・宗七・弥三兵衛　̡ 乗組員数ʳ
7　̡ 帰国ルート 清r国船が救助─マカオ─乍浦─長崎　̡ 関܎船 マrカオで肥後船（№ 237）の漂流者と会う。
マカオで摂津船永住丸（№ 247）の初太郎と一ॹにͳる。乍浦で陸奥船観吉丸（№ 248）の漂流者と一ॹに
ͳる。乍浦で摂津船永住丸（№ 247）の善助と一ॹにͳる。

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（一二三�六四（森永種夫ʰ൜Պாʱ九））ʗ「皆݄村弥三兵衛異国΁漂着の
次第口ॻ」（石川県ਤॻ館ڠ会編ʰ加能漂流ᩀ ）ɦ。

№ 247
ʲ漂流年ʳ天保 12（1841）年　̡ 帰国年ʳ1・2天保 14（1843）年・3弘化 2（1845）年　̡ 船籍地ʳ摂
津国兵庫西宮内町　̡ 船名ʳ永住丸［栄寿丸］（中村屋伊兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳݘ๸崎沖　̡ 乗組員ʳ善助・
初太郎・儀三郎・亥之助・弥市・太吉　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳスペイン船が救助─カリフォルニ
ア…1初太郎 : マカオ①─ホノルル─マカオ②─乍浦─長崎─故郷・2善助 : マカオ①─ホノルル─マカオ
②─上海─乍浦─長崎─故郷・3亥之助、弥市、太吉 : 乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳ初太郎 : ホノルルで土佐の漂
流者（№ 245）と会う。マカオ②で肥後船の漂流者（№ 237）と加賀船松徳丸（№ 246）の漂流者と会う。
松徳丸の漂流者とは一ॹにͳる。乍浦で陸奥船観吉丸（№ 248）の漂流者と一ॹにͳる。乍浦で善助と一ॹ
にͳる。善助 : ホノルルで土佐の漂流者（№ 245）と会う。上海で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者の世
࿩にͳる　̡ 備ߟʳカリフォルニアでஔ͖ڈりにされた者のうͪ儀三郎は寧波で帰国をஅ೦してイギリス役
所でಇく

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ井上໧「ѥ༙竹ࢬ」（河野太郎ʰ初太郎漂流記 ）ɦʗ井上໧「初太郎漂流記」（荒川ल
ढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦʗ岩崎ढ़ষ「東ߤ紀ฉ」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ田中基文・
賀来佐之「๽ੋՄ新࿩」（入江㥾༁ʰ๽ੋՄ新࿩ ─ 島原松平文庫に຾るメキシコ漂流ൿॻ ─ ）ɦʗ林䧭「通
一ཡଓा」（一一四・一一五、ѥ๽新࿩、漂民善助口ॻ）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、紀ߤ
伊国周佐美浦船ѥ米利加国ニ漂流一件）ʗ堀内৴編「南紀徳川࢙」一八ʗ前川温・酒井ً「ѥ๽新࿩」（石井
ஊ全ूحగ漂流ߍಊ編ʰݚ 、ɦ三島࠽二編ʰ南൮紀文બ 、ɦ三島࠽二編ʰ南൮كฉா 、ɦ河野太郎ʰ初太郎漂
流記 ）ɦʗ前川文「海外異ฉ」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ଓू ）ɦʗ「浮世の有༷」（巻一一、天保十五年ࡶ記
四六、漂流）ʗ「栄寿丸漂流口ॻ」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ「紀州熊野漂流ൌ」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民
生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ「長尾市太郎੒立ॻ並ܥਤ」（河野太郎ʰ初太郎漂流記 ）ɦʗ「൜Պா」（一二三
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─六ʓ・九八（森永種夫ʰ൜Պாʱ九））ʗ戸台ढ़一「弥市漂流物ޠ」。
ʬ同志社ʭ˓「ѥ๽新࿩」（5 巻 5 、別「天保年間阿波国水手初太郎౳漂流一件・海外異ฉ・ѥ๽利加新࿩」、࡭
成天保 15 年ং、ஶ前川温（文）・酒井ً（順蔵）ક、守೚定ًը、郡波إرং、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部
੩嘉ಊ文庫（5 宮内ிॻ陵部（2、（࡭ 東京国立博物館（巻、（࡭ 1・2、2 岡山大ֶ池田家文庫（3、（࡭ 、（࡭
京౎大ֶ（7 所（4ࢊ東京大ֶ࢙料編、（࡭ 東北大ֶङ野文庫（3、（࡭ 早稲田大ֶ（5、（࡭ 県立秋田、（࡭
ਤॻ館（4 徳島県立ਤॻ館（1、（࡭ 東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫（3、（࡭ 䈊、（࡭ ॻ屋（5 ੒田、（࡭
ਤॻ館（3 ྇、（࡭ ᯕ文庫（3 国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（1、（࡭ 同志社大ֶ（1、（࡭ ʤ௥加ʬ北方ʭʥ、ʤ௥、（࡭
加ʬ国ॻ補Ҩʭ̡ ʳ荒川लढ़ʰ異国漂流記ଓूࣈ׆ （ɦত和 39 年）ʥ）ʗ「ѥ๽竹ࢬ」（1 成弘化、࡭ 2 年前川
文ং、同 3 年広瀬建・ࣰ崎ඝং、ஶ井上໧（春洋）、̡ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ、ʨچ三井᳠ݢʩ、名古屋市蓬左
文庫（ࢿ治ڂࡶ二ा）、ʤ௥加ʬ国ॻ補Ҩʭ東京౎立中ԝਤॻ館ಛผങ上文庫諸家（ 夷伝ࣔ天下諸国ᒽ౳と
合）ʥ、̡ ൛本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、慶ጯ義क़大ֶ、東京大ֶ、早稲田大ֶ、東京౎立日比谷ਤॻ館
加賀文庫、村野文庫、྇ᯕ文庫、҂沢৴太郎、岡田伊三次郎、同志社大ֶ、ʤ௥加ʬ国ॻ補Ҩʭ香川大ֶ神
原文庫ʥ）ʗ「ѥ๽竹ࢬ༨࿩」（1 ̡、成弘化年間、ஶ井上໧（春洋）、࡭ ࣸ本ʳॴ྇ᯕ文庫）ʗ「ѥ๽利加新࿩」ヵ

（4 巻 2 上中下巻）「見ฉ記ݢѥ米理」本ʳॴ名古屋大ֶ岡屋文庫）ʗ̡ࣸ、࡭ 1 本ʳॴ同志社大ֶ）ʗ「伊̡ࣸ、࡭
ဇ松山亥ノ助北ѥ美理կ漂流紀」（1 本ʳॴ龍谷大ֶ（嘉永̡ࣸ、࡭ 2 年ࣸ））ʗ「栄寿丸善助西洋漂流物がたり」

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館）ʗ「海外異ฉ」（1 ̡、別「ѥ๽利加ฉॻ」、࡭ ࣸ本ʳॴ名古屋大ֶ神宮ߖ
ֶ館文庫）ʗ 「˓海外異ฉ」（5 巻 5 ̡、漁წބஶᯤ、ץ別「ѥ๽利加新࿩・ѥ米利加新࿩」、成安政元年、࡭ ൛
本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、関西大ֶ、九州大ֶ、京౎大ֶ、東京ڭҭ大ֶ、神戸大ֶ、東北大ֶङ野
文庫、広島大ֶ、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫、ʨ東京ʩ、西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫、市立刈谷ਤॻ館、名
古屋市蓬左文庫、大橋ਤॻ館、܀田文庫、神宮文庫ਤॻ館、ཽ門文庫、ʨ京外大ʩ、同志社大ֶ、ʤ௥加ʬ国
ॻ補Ҩʭ龍谷大ֶ、上田市立ਤॻ館花݄文庫ʥ、ʤ௥加ʬ古యʭ嘉永 7 ൛─東洋文庫藤井文庫（「ဌ๽利加新࿩」
5 巻、5 市立弘前ਤॻ館（「ѥ๽利加新࿩」5、（࡭ 巻、5 原文庫（「ѥ๽利加新࿩」܂その他─島根大ֶ、（࡭
1�5、5 ʥ、ʤ௥加ʬ海洋ʭ3（࡭ 巻之、࡭ 1ʙ3ʥ、ʤ௥加ʬ早稲田ʭ5 ʥ）ʗ「海外異࿩」（別「天保十二年伊࡭
༧松山船子亥之助漂流記」、成嘉永 2 年、̡ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（2 巻 1 国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（2、（࡭
巻 2 宮内ிॻ陵部（嘉永、（࡭ 4 年ࣸ 4 京౎府立ਤॻ館（明治、（࡭ 2 年ࣸ 1 西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫、（࡭

（1 市立刈谷ਤॻ館（1、（࡭ 龍谷大ֶ（2、（࡭ 巻 2 ʤ௥加ʬ国ॻ補Ҩʭ国立国会ਤॻ館（1、（࡭ 鹿児、（࡭
島大ֶ玉里文庫（2 巻 1 ʥʗ「海外漂流記　上之部　下之部」（1（࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ（安政 2 年小
西ࣸ）、˞下之部はरҨ海外漂流記とͳͬている）ʗ「紀伊国漂流民一件ॻྨ」ヵ（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ

（大正元年井上善助蔵本ࣸ））ʗ「紀州口熊野漂流ൌ」ヵ（1 ʳ宮本常一౳編ʰ日ࣈ׆̡、本ʳॴ渡辺千秋̡ࣸ、࡭
本ॸ民生࢙׆料ू੒ 5 巻 漂流 : 無人島漂流記ʱ三一ॻ房、1968）ʗ「紀州善助渡米録」（3 、成弘化元年、࡭
ஶ那波إر、̡ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞ 文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）ʗ「紀州善助米利װ漂流記」

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）ʗ「千石積栄寿丸沖船頭善助口
ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴʨ京外大ʩ）ʗ「善助ࣗ筆和׽対照漂流࢝末」ヵ（1 ࣠、˞日本漂流ॻ目による）ʗ「善
助初太郎漂流記」（̡ 一ཡଓा漂流記બʱ地人ॻ館、ত和ߤʳ荒川लढ़編ʰ異国漂流記ଓू 5 通ࣈ׆ 39 年）
ʗ「善助漂流記」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ（3 巻 3 西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（1、（࡭ ʗ「天保十二年（（࡭
紀州牟婁郡善助阿波൘野郡初太郎かӑ年カリホルニヤに至りた紀事」（̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所（西海
Ҩ珠の内））ʗ「天保漂流記海外異ฉঞ」ヵ（1 漁წ、̡ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（海ބஶᯤ、࡭
外異ฉߟを付す）、˞ 海外異ฉঞ出）ʗ 「˓東ߤ紀ฉ」（10 巻 6 ̡、ஶ岩崎ढ़ষ編、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、
国ֶ院大ֶ（嘉永 4 年ࣸ 6 巻 6 青山文庫、੒田ਤॻ館（3ߍ兵庫県立ࣰ山鳳໐高౳ֶ、（࡭ ʤ௥加ʬ古యʭ、（࡭
射和文庫（ै࿋西ѥఇ王支那北京ఇ౎ヘノ௘࢖道中日記と合［「࿋西࢖支那ԟ来日記౳」合 1 ʥ）ʗ「初（［࡭
太郎北ѥ米利加漂流記」（1 ˞、本ʳॴ岡田伊三次郎̡ࣸ、࡭ 文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）ʗ 「˓初
太郎漂流記」（̡ ʳ河野太郎編ʰ初太郎漂流記ࣈ׆ （ɦ徳島県ڭҭ会出൛部、1970）、（初太郎漂流記のࢿ料と
して「ѥ๽新࿩」・「長尾市太郎੒立ॻ並ܥਤ」・「ѥ๽竹ࢬ」の΄か「郷土人物ࢽの記ड़」「ଖ後の永住丸漂
流者のಈ向」を収Ίている））ʗ「初太郎米国ஊ」（4 成天保、࡭ 15 年ং、̡ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）ʗ「漂流記」（1
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˞、本ʳॴ岡田伊三次郎̡ࣸ、࡭ 文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）ʗ「漂流ฉॻ」（1 本ʳॴʨ京̡ࣸ、࡭
外大ʩ（弘化 4 年ࣸ））ʗ「漂流ஊ」（1 成天保、࡭ 15 年、̡ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ）ʗ「漂流人異国物ޠ」ヵ（1 、࡭

ʲࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）ʗ「漂流人口ॻ」ヵ（1 ̡、ஶ亥之助౳、࡭ ࣸ本ʳॴ島原市立島原ެ民館松平文庫）ʗ「漂
流人善助ฉॻ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴʨ京外大ʩ）ʗ「漂流人善助初次郎口ॻࣸ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国
会ਤॻ館（弘化 2 年ࣸ、漂流記૓ॻ 82））ʗ「漂流人弥市長崎奉ߦ所ニテ੥取方౳ノ手ଓॻ」ヵ（1 本ʳ̡ࣸ、࡭
ॴ京౎大ֶ）ʗ「漂流人弥市之記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 83）、九州大ֶ）ʗ「漂
流物1）「ޠ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ）ʗ 「˓๽ੋՄ新࿩」（ஶ田中基文・賀来佐之、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部
内ֳ文庫（5 巻 5 島原市立島原ެ民館松平文庫（弘化、（࡭ 4 年ࣸ、付録目録ڞ 9 巻））ʗ「米利װ漂流記」（1
̡、別「ѥ๽新࿩」、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ）。

ʬ古యʭ「米利װ漂流記」ヵ（別「漂流ฉॻ」、ஶ福田久右衛門、̡ ࣸ本ʳॴ射和文庫（「漂流ฉॻ」1 。（（࡭
ʬ早稲田ʭ「漂流࢝末記」（1 ࣠、ஶ善助記）。

№ 248
ʲ漂流年ʳ天保 12（1841）年　̡ 帰国年ʳ天保 14（1843）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国伊達郡北半田　̡ 船名ʳ観
吉丸［観音丸］（重吉船）　̡ 漂流地఺ 九r十九里浜沖　̡ 漂着地 フrィリピン群島中のサマル島付近の小島　̡ 乗
組員ʳ甚助・次郎吉・長次郎・喜平・重吉・与三蔵　̡ 乗組員数ʳ8　̡ 帰国ルートʳフィリピン群島中のサ
マル島付近の小島─カヴィテ─マニラ─香港─マカオ─乍浦─長崎─江戸　̡ 関܎船 乍r浦で摂津船永住丸（№
247）の初太郎と加賀船松徳丸（№ 246）の漂流者と一ॹにͳる。乍浦で摂津船永住丸（№ 247）の善助と
一ॹにͳる。

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ大௬磐ܢ「観音丸呂૙漂流記」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦʗ大௬磐ܢ「呂૙
漂流記」（荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू ）ɦʗ大௬磐ܢ「呂૙漂流記」（池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五
巻漂流）ʗ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（七、呂૙国漂流記、管海ུ۠）ʗ藤川貞「天保ࡶ記」（五ʓ、呂૙国漂流記

（大௬清崇ෟ地ਤኂ船）・呂૙国漂流記之内ঞ録）ʗ「൜Պா」（一二三�六七（森永種夫ʰ൜Պாʱ九））ʗ「呂
૙国漂流記」（෰部੟多࿕「呂૙国漂流記」）。

ʬ同志社ʭ「天保漂流記」ヵ（1 別「天保ਏӑ漂流記事」、成弘化、࡭ 2 年、ஶ大௬清崇、̡ ࣸ本ʳॴ県立長崎
ਤॻ館（2 部）、ʨچʩজߟ館文庫、ʤ௥加ʬ古యʭ宮城ڭҭ大ֶ（「漂流記」、࿋西ѥ漂流記他と合［「漂流記」
1 ʥ）ʗ˓「呂૙国漂流記」（1（［࡭ 別「呂૙漂流記」、成弘化、࡭ 2 年、ஶ大௬清崇編、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会
ਤॻ館（޷古ಊອ録 7）（漂流記૓ॻ 52）（ฐവ一૟ 7）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ）、国会ਤॻ館
支部੩嘉ಊ文庫（ত和ࣸ）（1 宮内ிॻ陵部（੩༓ಊ૓ॻ、（࡭ 51）、東京国立博物館（「天保ਏӑ呂૙国漂
流記」）、東京大ֶ（嘉永 5 年ࣸ）（1 所、東北大ֶङ野文庫（2ࢊ東京大ֶ࢙料編、（࡭ 部）、龍谷大ֶ（1 、（࡭
同志社大ֶ（1 岡山県総合文化ηンター、京౎府立ਤॻ館（ৠ気船༁・᳕毛筆༨と合）（1、（࡭ 高知、（࡭
県立ਤॻ館（弘化 2 年ࣸ）、県立長崎ਤॻ館、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（嘉永 7 年ඦ花Ԃ主人ࣸ）、
足利ֶߍҨ੻ਤॻ館（ཱྀの流ਖ 62）、西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫、神宮文庫ਤॻ館、ଚֳܦ文庫、竹柏Ԃ文庫、

ʤ௥加ʬ古యʭ島根大ֶ海野文庫（「呂૙ᅳ漂流記」、弘化 3 年ࣸ、1 記他と合［「漂࠶ҭ大ֶ（漂流ڭ宮城、（࡭
流記」1 弘化）（［࡭ 2 年ࣸ、1 ਯቱ館૓ॻ）、大洲市立ਤॻ館矢野玄道文庫（弘化、࡭ 2 年ࣸ、1 ʥ、ʤ௥（࡭
加ʬ海洋ʭ積੒။دଃ本 1 ଃ本دࢯ森下৾二、࡭ 1 。（ʥ࡭

ʬ古యʭ「仙台之漂流人足覚」ヵ（̡ ࣸ本ʳॴ宮城ڭҭ大ֶ（弘化 2 年ࣸ、1 ௲））。
ʬ早稲田ʭ「漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 249
ʲ漂流年ʳ天保 12（1841）年　̡ 船籍地ʳ尾州内海　̡ 船名ʳ数右衛門船　̡ 漂流地఺ʳ紀州沖　̡ 乗組員ʳ
数右衛門・源助・治助・長吉・十作・亀吉・伊助　̡ 乗組員数ʳ7　̡ 帰国ルートʳ外国船が救助─ペルーの
カヤオ港　̡ 備ߟ 長r吉は万延元年͝Ζ商船で清国΁。十作は明治 3 年͝Ζࢮ๢。亀吉は࢓立屋にͳり、݁ ࠗ。
伊助はリマで大޻にͳり、݁ࠗ
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ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 250
ʲ漂流年 天r保 14（1843）年　̡ 帰国年 天r保 14（1843）年　̡ 船籍地 薩r摩国河辺郡加世田郷泊村　̡ 船名ʳ
栄助の漁船　̡ 漂流地఺ʳ五島沖　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員ʳ与吉　̡ 乗組員数ʳ21　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─
萩三島─長門国萩宇津港─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（一二三─六五（森永種夫ʰ൜Պாʱ九））。
ʬ同志社ʭ「薩摩国与吉ଖ外者ڞ朝鮮΁漂流கシ定法ノૹ方ニෆ相੒乗໭長門宇津港΁漂流一件」（1 ஶ、࡭
長崎奉ߦ所、̡ ࣸ本ʳॴ県立長崎ਤॻ館）。

№ 251
ʲ漂流年ʳ天保 14（1843）年　̡ 船籍地ʳ江戸ヵ　̡ 備ߟʳ北海でアメリカ船が救助。天保 14 年はアメリカ
船が救助した年代ヵ。

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 252
ʲ帰国年ʳ天保 15（1844）年　̡ 船籍地ʳ天草ヵ　̡ 漂着地ʳ朝鮮　̡ 乗組員数ʳ3 ヵ　̡ 帰国ルートʳ朝鮮─
長崎　̡ 備ߟʳ対馬藩から護ૹされて長崎に着いた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 253
ʲ漂流年ʳ天保 15（1844）年　̡ 帰国年ʳ弘化 2（1845）年　̡ 船籍地ʳ阿波国中野郡撫養　̡ 船名ʳ幸宝丸
（天野屋兵吉船）　̡ 漂流地఺ʳ紀伊国比井岬沖　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 乗組員ʳ徳之丞・由蔵・幸助　̡ 乗組員数ʳ
11　̡ 帰国ルートʳ鳥島─アメリカ船が救助─（上総国夷隅郡守谷村・房州乙浜村）─浦賀　̡ 関܎船ʳアメリ
カ船で日本΁ߦߤ中に陸奥船千寿丸（№ 254）を救助し一ॹにͳる　̡ 備ߟʳ連བྷのたΊ由蔵らを上総国夷
隅郡守谷村に上陸さͤ、さらに幸助らを房州乙浜村に上陸さͤた

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（一ʓ五ʙ一ʓ八、乙巳異船一件、๭筆記、ሩྴൿ蔵、相浪
手؆、҃留記、乙巳ࡶॻ、浦賀ࡶ事、浦賀ࡶॻ、ѥ๽利加ࡶ事、浦賀ࡶ࿩、異船一件、ѥ米利加船ࡶ事、弘
化年録、浦賀与力留ॻ、ั賀同৺由ॹॻ、浦賀御๙美ฉॻ、異国船渡来一件）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之
部船艦門漂流、米国ܵ漁船阿波下総྆国ノ漂民護ૹ浦賀΁渡来一件）ʗ藤川貞「弘化ࡶ記」（三、漂流人由蔵
上総国守谷村江上陸・弘化無人島漂流紀ฉ・阿波船水主十一人帰国次第・護ૹ紀ུ・阿波国幸蔵丸幸助漂流
中日記ࣸ・漂流人為乗組ީ異国船渡来之ධॻ）ʗ堀内৴編「南紀徳川࢙」一八ʗ「浮世の有༷」（巻十二、弘
化二年ࡶ記八、漂流民の࿩）ʗ「浮世の有༷」（巻十三、弘化三年ࡶ記一七、漂流人のൌ）ʗ「幸宝丸漂流記」（石
井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦʗ「ݾಫࡶ௲」（二ʓ（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部））。

ʬ同志社ʭ「阿南漂泊መ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ（海ද異ฉ 49））ʗ「阿南漂流記」（1 成弘化元、࡭ �

2 年、ஶ徳之丞౳、̡ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）ʗ「阿波幸宝丸漂流記」（1 ̡、成嘉永頃、࡭ ࣸ本ʳॴ九州
大ֶ）ʗ「幸宝丸漂流一件ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 84））。

ʬ北方ʭ「弘化二年乙巳ѥ๽利加船浦賀入཯並阿州漂民帰朝之記」ヵ。
ʬ海洋ʭ「撫養天野屋ᢠ南部ᢠ外ᢠニඃ助ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 254
ʲ漂流年ʳ弘化 2（1845）年　̡ 帰国年ʳ弘化 2（1845）年　̡ 船籍地ʳ陸奥国閉伊郡釜石浦　̡ 船名ʳ千寿
丸（佐野屋与平治船）　̡ 漂流地఺ 常r州平潟沖　̡ 乗組員 勇r助・太郎兵衛・富蔵　̡ 乗組員数 1r1　̡ 帰国ルー
トʳアメリカ船が救助─館山港─浦賀　̡ 関܎船ʳ救助されたアメリカ船に阿波船幸宝丸（№ 253）の漂流
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者がおり一ॹにͳる
ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（一ʓ五ʙ一ʓ八、乙巳異船一件、๭筆記、ሩྴൿ蔵、相浪
手؆、҃留記、乙巳ࡶॻ、浦賀ࡶ事、浦賀ࡶॻ、ѥ๽利加ࡶ事、浦賀ࡶ࿩、異船一件、ѥ米利加船ࡶ事、弘
化年録、浦賀与力留ॻ、浦賀同৺由ॹॻ、浦賀御๙美ฉॻ、異国船渡来一件）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之
部船艦門漂流、米国ܵ漁船阿波下総྆国ノ漂民護ૹ浦賀΁渡来一件）ʗ藤川貞「弘化ࡶ記」（三、漂流人由蔵
上総国守谷村江上陸・護ૹ紀ུ）ʗ堀内৴編「南紀徳川࢙」一八ʗ「ݾಫࡶ௲」（二ʓ（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ
外ަ部））。

№ 255
ʲ帰国年ʳ弘化 2（1845）年　̡ 船籍地ʳ尾張ヵ　̡ 備ߟʳアメリカ船が尾張の漂民を護ૹして浦賀に来ߤ
ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、米国船尾張ノ漂民護ૹ浦賀ニ渡来一件）。

№ 256
ʲ漂流年ʳ弘化 2（1845）年　̡ 帰国年ʳ弘化 3（1846）年　̡ 漂流地఺ʳ種子島沖　̡ 漂着地ʳ清国松江府
華亭県の小島　̡ 乗組員ʳ喜兵衛・富三郎・小重太・幸吉　̡ 乗組員数ʳ4　̡ 帰国ルートʳ清国松江府華亭
県の小島─乍浦─長崎　̡ 備ߟʳ種子島に流された淡路の者 4 人の島ൈ͚

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（一三ʓ�一二三（森永種夫ʰ൜Պாʱ一ʓ））ʗ「御࢓ஔू࢕」（七ʓ（森
永種夫ʰ御࢓ஔू࢕ʱ上））。

№ 257
ʲ漂流年ʳ弘化 2（1845）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 乗組員ʳ3 ヵ　̡ 備ߟʳアメリカ船に救助されてハワイに上
陸。弘化 2 年はアメリカ船に救助されてハワイに上陸した年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 258
ʲ帰国年 弘r化 2（1845）年　̡ 船籍地 日r本　̡ 備ߟ アrメリカ船が安房国館山に入港し漂流者をૹகしてͬڈ
た

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 259
ʲ漂流年 弘r化 3（1846）年　̡ 帰国年 弘r化 4（1847）年　̡ 船籍地 尾r張　̡ 出港地 大r坂　̡ 乗組員数 9r ヵ　
ʲ帰国ルートʳドイツ船が救助─松前海峡で日本船に移す─南部領
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 260
ʲ漂流年ʳ弘化 4（1847）年　̡ 帰国年ʳ嘉永元（1848）年　̡ 船籍地ʳ伊豆国三宅島　̡ 船名ʳ権現丸（伝
右衛門船）　̡ 漂着地ʳ薩州屋久島　̡ 出港地ʳ八丈島　̡ 乗組員ʳ伝右衛門　̡ 乗組員数ʳ6　̡ 帰国ルートʳ
薩州屋久島─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 261
ʲ漂流年ʳ弘化 4（1847）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 乗組員数ʳ4 ヵ　̡ 備ߟʳアメリカ船に救助されてホノルル
に上陸。弘化 4 年はアメリカ船に救助されてホノルルに上陸した年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。
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№ 262
ʲ漂流年 弘r化 4（1847）年　̡ 船籍地 日r本　̡ 漂着地 スrタプレトン島の一小湾　̡ 乗組員数 5r ヵ　̡ 備ߟʳ
フランス船が海岸に漂着した日本船の生ଘ者を救助。弘化 4 年はフランス船が救助した年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 263
ʲ漂流年ʳ嘉永元（1848）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 乗組員数ʳ20 ヵ　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救助─ハワ
イ諸島のマウイ島ラハイナ　̡ 備ߟʳ漂流者はラハイナに 6 ヶ݄ͳいし 8 ヶ݄଺在した。嘉永元年はハワイ
諸島のマウイ島ラハイナに上陸さͤた年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 264
ʲ漂流年ʳ嘉永元（1848）年　̡ 帰国年ʳ嘉永 2（1849）年　̡ 船籍地ʳ大阪今橋　̡ 船名ʳ大通丸（紙屋新
助船）　̡ 漂流地఺ʳ志州沖　̡ 乗組員ʳ正十郎　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 備ߟʳ陸奥国気仙沼越喜来村の住民に救
助された

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「大坂船漂着記」（南部૓ॻߦץ会編ʰ南部૓ॻʱ第一ʓ࡭）。
ʬ同志社ʭ 「˓大阪船漂着記」（別「大阪船漂流記」、成嘉永 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）。

№ 265
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ播州赤穂郡坂越浦　̡ 船名ʳ明徳丸（矢子屋彦兵衛船）　̡ 漂着地ʳ
八丈島属島小島宇津木村　̡ 乗組員ʳ彦四郎・長五郎・平七・清七　̡ 乗組員数ʳ14

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 266
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ三州高浜　̡ 船名ʳ竹久丸（栄三郎船）　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 乗組員ʳ
栄三郎・久吉　̡ 乗組員数ʳ15　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八丈島大賀郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 267
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 帰国年ʳ1嘉永 4（1851）年・2嘉永 5（1852）年　̡ 船籍地ʳ紀伊国日
高郡薗浦　̡ 船名 天r寿丸（和泉屋庄衛門船）［庄左衛門船・虎吉船］　̡ 漂流地఺ 伊r豆沖　̡ 出港地 江r戸　̡ 乗
組員ʳ九助こと虎吉［寅吉］・長助・半六・佐蔵　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救助…1虎吉 :
ホノルル─ハワイ─香港─上海─乍浦─長崎─故郷・2長助、半六 : ペトロパウロフスク─アヤン─ノウォ
アルハンゲリスク（シトカ）─豆州下田─豆州中木浦─下田─江戸─故郷　̡ 関܎船ʳ虎吉 : ハワイで土佐の
漂流者（№ 245）と会う。香港で肥後の漂流者（№ 237）と会う。上海で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者
と会う。乍浦で肥前の漂流者（№ 286）と一ॹにͳる。長崎で土佐の漂流者（№ 245）と会う。

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（九八、漂民൮࿩、漂٬ஊح、༓ᮾൿ籍、๭筆記）ʗ林䧭「ଓ
通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流ࡶ件、海外΁漂流ノ国民ॲ分沿ֵ一件）ʗ藤川貞「安政ࡶ記」（一、豆州入
間村漂流人儀江川太郎左衛門࢕ॻ）ʗ「紀州船米国漂流記」（石井ݚಊ編ʰߍగ漂流حஊ全ू ）ɦʗ「൜Պா」

（一三四�四七（森永種夫ʰ൜Պாʱ一ʓ））ʗ「漂流船ௌॻ」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦ。
ʬ同志社ʭ「ѥ๽利加漂流記ฉ」（1 別「紀伊国日高郡Ԃ浦天寿丸虎吉船ѥ๽利加漂流記ฉ」、成嘉永、࡭ 4 年、
ʲࣸ本ʳॴ九州大ֶ（ࣗ筆））ʗ「紀州薗浦漂流記」（1 ̡、ஶ能勢ۣ政、࡭ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（嘉永 5 年
ࣸ））ʗ「天寿丸漂流記」（上・下巻 1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ、˞上巻は「天寿丸オロシアնり漂流記」、下
巻は「天寿丸唐土նり漂流記」「天寿丸漂٬内佐蔵ฉॻෟ録（嘉永七年寅七݄）」「長崎ද江イキリス人御忠
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અ御奉ऺߦ江直ʑ御達ਃ上度との前口上ࣸ」からͳる）ʗ「天寿丸漂流ஊ」（1 成嘉永、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ岡
田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）ʗ「東帰異ฉࡶ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料
編ࢊ所（東京౎ᔬ井新次郎蔵本ࣸ）、同志社大ֶ（安政 2 年ࣸ））ʗ「蕃国記」（3 巻 3 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ）
ʗ「漂流人日高郡薗浦新町庄左衛門船天寿丸沖船頭九助事虎吉初五人之者ڞਃ口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京
౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「漂流舟記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（嘉永 6 年ࣸ、漂流記૓ॻ
85））。

ʬ海洋ʭ「ѥ๽漂٬ஊ 上・下」（2 ̡、࡭ ࣸ本 ）rʗ「紀州太郎兵衛ࣗ筆漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 、r˞סのΈ）ʗ「豆
州下田港江異ᅳᢠ入津漂流人乗η来࢝末荒増ԙ異ᢠ承リॻ留ࣸ」（1 本̡ࣸ、࡭ ）rʗ「漂民᦬࿩ : 1）「׬ ̡ࣸ、࡭
本 ）rʗ「北ࠫحฉ録」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 268
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ大坂淡路町二丁目　̡ 船名ʳ寿通丸（錫屋庄兵衛船）　̡ 漂着地ʳ八
丈島三根村神湊　̡ 乗組員ʳ徳蔵・利右衛門・政蔵　̡ 乗組員数ʳ16

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 269
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ尾州常滑浦　̡ 船名ʳ嘉永丸（忠蔵船）　̡ 漂着地ʳ八丈島中之郷藍ヶ
江　̡ 乗組員ʳ忠蔵　̡ 乗組員数ʳ9　̡ 関܎船ʳ嘉永丸には漂流中に救助された讃州塩飽牛島平右衛門船大
新造の 13 人がいた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 270
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ播州坂越浦　̡ 船名ʳ小竹丸（義兵衛船）　̡ 漂着地ʳ八丈島末吉村
神子崎　̡ 乗組員ʳ助市・与市・長右衛門　̡ 乗組員数ʳ11

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 271
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ越後国頸城郡青海浦　̡ 船名ʳ観在丸（内川屋、斎藤太次右衛門船）　
ʲ漂着地ʳ八丈島大賀郷八重根　̡ 乗組員ʳ内河屋徳三郎・小野伴三郎・民治郎　̡ 乗組員数ʳ11　̡ 関܎船ʳ
観在丸には漂流中に救助された摂州໐尾の丸屋半右衛門船、੒ཽ丸の 5 人がいた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 272
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ淡州津名郡志筑浦　̡ 船名ʳ春吉丸（九右衛門船）　̡ 漂着地ʳ青ヶ
島ʲ乗組員ʳ九右衛門・友八・芳太郎　̡ 乗組員数ʳ10　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八丈島大賀郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 273
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ播州坂越浦　̡ 船名ʳ住寿丸（松次郎船）　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 乗
組員ʳ松次郎・源治郎・利八　̡ 乗組員数ʳ11　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八丈島大賀郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 274
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ尾州常滑浦　̡ 船名ʳ幸栄丸（富浦長次郎船）　̡ 漂着地ʳ八丈島属
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島小島宇津木村　̡ 乗組員ʳ万蔵　̡ 乗組員数ʳ10　̡ 帰国ルートʳ八丈島属島小島宇津木村─末吉村洞輸沢
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 275
ʲ漂流年 嘉r永 3（1850）年　̡ 船籍地 淡r州三原郡惣川村　̡ 船名 福r膳丸（新蔵船）　̡ 漂着地 青rヶ島　̡ 乗
組員ʳ新蔵・茂助・春吉　̡ 乗組員数ʳ5　̡ 関܎船ʳ福膳丸には洋上で救助された越中国射水郡六渡寺村の
次郎兵衛船、長寿丸の 7 人がいた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 276
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ阿州那賀郡答島村　̡ 船名ʳ喜栄丸（善兵衛船）　̡ 漂着地ʳ八丈島
末吉村洞輸沢　̡ 乗組員ʳ熊蔵・勇蔵・金蔵　̡ 乗組員数ʳ10

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 277
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ紀州尾鷲浦　̡ 船名ʳ喜福丸（浜中屋、土井八郎兵衛船）　̡ 漂流地఺ʳ
八丈島末吉村　̡ 乗組員ʳ長吉・惣兵衛・長太郎　̡ 乗組員数ʳ12　

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 278
ʲ漂流年 嘉r永 3（1850）年　̡ 船籍地 紀r州鵜殿　̡ 船名 観r喜丸（彦右衛門船）　̡ 漂着地 八r丈島末吉村　̡ 乗
組員ʳ彦兵衛・勇治郎・彦左衛門　̡ 乗組員数ʳ8

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 279
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ尾州野間一色村　̡ 船名ʳ春日丸（野村藤次郎船）　̡ 漂着地ʳ八丈
島末吉村　̡ 乗組員ʳ虎吉　̡ 乗組員数ʳ12

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 280
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ大坂船坂町　̡ 船名ʳ長栄丸（佐兵船）　̡ 漂着地ʳ青ヶ島　̡ 乗組員ʳ
留五郎・梅吉　̡ 乗組員数ʳ11　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八丈島大賀郷　̡ 関܎船ʳ長栄丸には漂流中に救助
された江戸北新堀の孫市船、松福丸の 8 人がいた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 281
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ加賀国向粟ヶ崎　̡ 船名ʳ宝永丸（鳥屋徳兵衛船）　̡ 漂着地ʳ青ヶ
島　̡ 乗組員ʳ長治郎・清五郎　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 帰国ルートʳ青ヶ島─八丈島大賀郷

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 282
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ紀州和歌山湊上町　̡ 船名ʳ和合丸（御影屋市兵衛船）　̡ 漂着地ʳ
八丈島属島小島鳥打村　̡ 乗組員ʳ岩蔵・治助・源兵衛　̡ 乗組員数ʳ7　

ʲ出య ʬr川合ʭ。
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№ 283
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ大坂福島　̡ 船名ʳ住清丸（木屋市十郎船）　̡ 漂着地ʳ八丈島末吉
村巻繩浦　̡ 乗組員ʳ庄十郎・藤四郎・和吉　̡ 乗組員数ʳ15　 

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 284
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ摂州御影　̡ 船名ʳ天徳丸（西田屋弥平治船）　̡ 漂着地ʳ八丈島末
吉村　̡ 乗組員ʳ庄治郎・福松・栄蔵　̡ 乗組員数ʳ17

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 285
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ摂州今津　̡ 船名ʳ三社丸（利作船）　̡ 漂着地ʳ八丈島三ツ根村神
湊　̡ 乗組員ʳ権八・市兵衛・熊吉　̡ 乗組員数ʳ16

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 286
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 帰国年ʳ嘉永 5（1852）年　̡ 船籍地ʳ肥前国彼杵郡伊王島大明寺村ヵ［深
堀大明寺ヵ］・五嶋ヵ　̡ 漂流地఺ʳ௼松魚　̡ 漂着地ʳ清国浙江省寧波府定海県　̡ 出港地ʳ五嶋　̡ 乗組員ʳ
菊蔵・仁蔵・虎次郎・春蔵・忠五郎・八十松・和七・未蔵　̡ 乗組員数ʳ14　̡ 帰国ルートʳ清国浙江省寧
波府定海県─乍浦─長崎　̡ 関܎船ʳ乍浦で紀州船天寿丸（№ 267）の漂流者と一ॹにͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（四三・四四、漂流人帰国之記）ʗ「൜Պா」（一三四�三七（森
永種夫ʰ൜Պாʱ一ʓ））。

ʬ同志社ʭ「漂会ᨷ草」（1 ̡、（ޔഖ）ஶ深堀࿋、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館᳠ݢ文庫（文久 2 年ࣸ）、同志社
大ֶ（文久 2 年ࣸ））。

№ 287
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 帰国年ʳ1安政元（1854）年・2安政 6（1859）年　̡ 船籍地ʳ摂津国菟
原郡大石村　̡ 船名ʳ永力丸［栄力丸］（松屋八三郎船）　̡ 漂流地఺ʳ大王崎沖　̡ 漂着地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ
万蔵・亀五郎・次作・彦蔵［浜田彦蔵］・長助・仙八・岩吉・安太郎・利七　̡ 乗組員数ʳ17　̡ 帰国ルートʳ
アメリカ船に救助される─サンフランシスコ①─ハワイ─香港…1長助 : 上海①─乍浦─長崎・2彦蔵 : サ
ンフランシスコ②─ホノルル─上海②─長崎─神奈川─サンフランシスコ③　̡ 関܎船ʳ香港で肥後船（№
237）の漂流者の世࿩にͳる。長助 : 上海①で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者の世࿩にͳる。乍浦で薩州
の漂流者（№ 297）がૹられて͖た。彦蔵 : サンフランシスコ②で尾張船永栄丸（№ 309）の漂流者に会う。
ホノルルで尾張船神力丸（№ 310）の漂流者の世࿩をする。アメリカ船にいた淡路の政吉（№ 313）の世࿩
をする。上海②で尾張船宝順丸の漂流者（№ 230）に会う。サンフランシスコ③で尾張の漂流者（№ 321）
の世࿩をする

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ浜田彦蔵「漂流記」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀूʱ彦蔵漂流記、早川७三郎編ʰ文
明源流૓ॻʱ第三、荒川लढ़編ʰ異国漂流記ू 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流、荒川ल
ढ़編ʰ近世漂流記ू 、ɦ東根武一・中嶋仁道༁ʰ嘉永三年遠州灘沖栄力丸海೉漂流生還者の記録のڀݚ ）ɦʗ
林䧭「通ߤ一ཡଓा」（一一六、（引用ॻ名記ࡌͳし））ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、播州本
૳村೶民北米利ݎ国΁漂流一件、芸州二ノ島村船乗亀五郎米国܂港ヘ漂流一件）ʗ堀ᗁ明「栄力丸漂流記ஊ」

（吉田文治編ʰ海ද૓ॻʱ巻三、新村出編ʰ南൮ߚ毛࢙料 ）ɦʗ奥平昌忠「長瀬村人漂流ஊ」（谷田亀寿編ʰ長
瀬村利七漂流ஊ 、ɦ池田ᚠ編ʰ日本ॸ民生࢙׆料ू੒ʱ第五巻漂流）ʗ勝海舟「ਧਖ録」（՟ฎ之部一�二七、
ѥ๽利加࢖અ΁応઀之上取ީۃझਃ上ީॻ付）ʗ「ѥ๽利加漂流記」（෰部੟多࿕「ѥ๽利加漂流記」）ʗ「嘉永
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三年遠州灘沖海೉漂流人口ॻ」（東根武一・中嶋仁道h 嘉永三年遠州灘沖栄力丸海೉漂流生還者の記録のڀݚ ）ɦ
ʗ「൜Պா」（一三五�一九・二ʓ・三ʓ・三五（森永種夫ʰ൜Պாʱ一ʓ））ʗ「播州人米国漂流࢝末」（石井
ᩀूحಊ編ʰ異国漂流ݚ ）ɦʗ「彦蔵漂流記」（石井ݚಊ編ʰ異国漂流حᩀू ）ɦʗ高市慶༤ߍగ並ղ୊ʰ開国ҳ
࢙　アメリカ彦蔵ࣗঀ伝ʱʗ中川౒༁ʰアメリカ彦蔵ճ૝記 ）ɦʗ中川౒・山口म༁ʰアメリカ彦蔵ࣗ伝ʱʗ
土方久௃（ᷞ洲ࢄ士）補༁ʰ漂流異ᩀ　開国之ణ ）ɦʗ松岡貞৴༁ʰ長瀬村利七漂流ஊʱʗ「アメリカ漂流紀」

（仲原善忠༁ʰ日本漂流حஊ ）ɦ。
ʬ同志社ʭ「栄力丸漂流記─嘉永 3 年」（̡ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡଓा 巻 116 （ɦ「北ѥ๽利加部 13」）、荒川लढ़編h 異
国漂流記ଓू （ɦ地人ॻ館、ত和 39 年））ʗ「東西異ฉ」（6 巻 6 成安政、࡭ 2 年ং、ஶ一色広৴（見ཽ）໰・
ੁ生৴Ӂ記、̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ、兵庫善福寺、お஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫（1 龍谷大ֶ（6、（࡭ ʤ௥、（࡭
加ʬ国ॻ補Ҩʭ龍谷大ֶ（7 巻 7 ʥ）ʗ「長瀬村人取ௐॻ」ヵ（1（࡭ 本ʳॴ姫路市立ਤॻ館、田村家（安̡ࣸ、࡭
政 2 年ࣸ））ʗ「長瀬༢人漂流記　前巻後巻及び漂民異ฉൿ録」（3 巻 1 ̡、ஶ奥多昌忠ฉ記、࡭ ࣸ本ʳॴ同志
社大ֶ（安政 2 年ࣸ）、˞ 「日本ॸ民生࢙׆料ू੒」所収の「長瀬村人漂流ஊ」上中下 3 巻と大部分同͡、「漂
民異ฉൿ録」は巻之中に相当する）ʗ 「˓長瀬村利七漂流ஊ」（別「長瀬村人漂流ஊ」、ஶ奥多昌忠編、̡ ࣸ本ʳ
ॴ国立国会ਤॻ館（明治ࣸ 2 巻 1 漂流記૓ॻ、࡭ 88）、京౎大ֶ（安政 2 年ࣸ 2 巻 1 安政）（࡭ 7 年ࣸ 1 、（࡭
早稲田大ֶ（1 名古屋市蓬左文庫（「嘉永伯耆人漂流ஊ」、3、（࡭ 巻、ࢿ治ڂࡶ 2 ा）、奥多孫太郎（安政 3
年ࣸ 1 ̡、（࡭ ౽ࣸʳ長瀬村利七漂流ஊ、谷田亀寿編、ত和 13 年）ʗ「漂٬ເ物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ西尾市
立ਤॻ館岩瀬文庫）ʗ 「˓漂流記」（2 巻 2 別「彦蔵漂流記・アメリカ彦蔵漂流記・播州彦蔵漂流記」、成、࡭
文久 3 年ং、ஶ彦蔵、̡ ൛本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 86）（2 巻 2 、国立国会ਤॻ館亀田文庫、（࡭
国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（1 国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫、東京国立博物館、九州大ֶ、京౎大ֶ（1、（࡭ 、（࡭

ʨ京外大ʩ、同志社大ֶ、神戸大ֶ、東北大ֶङ野文庫、東京౎立日比谷ਤॻ館東京ࢽ料、お஡の水ਤॻ館੒
កಊ文庫、無ځ会神श文庫（1 門文庫、浅野ਤॻ館（1ཽ、（࡭ ʤ௥加ʬ古యʭ玉川大ֶ（「彦蔵漂流記」、（࡭
1 ʥ、ʤ௥加ʬ北方ʭ2（࡭ ʥ、ʤ௥加ʬ海洋ʭ「漂流記 2「漂流記 上・下」、࡭ 巻」1 ʥʤ௥加ʬ早稲田ʭ2࡭ （ʥ࡭
ʗ「文明漂流૓ॻ」（第 3 会、大正ߦץ国ॻ、࡭ 3 年、˞漂流記（ѥ米利加彦蔵）を収録）。

ʬ古యʭ「播州加古郡宮西船頭万蔵外र六人異国に漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（安政 2 年ࣸ、1 。（（࡭

№ 288
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ長門国藤曲村　̡ 船名ʳ浮木丸　̡ 漂流地఺ʳݘ๸崎沖　̡ 漂着地ʳ
清国乍浦近辺の小島　̡ 出港地ʳ江戸

ʲ出య ʬr加藤ʭ「権市口上ॻ」（ࡩ木保「漂流民権市ᶸ口上ॻᶹにͭいて」）。
ʬ海洋ʭ「雲州人漂流記 : 全」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）rʗ「嘉永ᢠศ加羅物がたり」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）rʗ「ᢠศ唐物ޠ」（1
̡、࡭ ࣸ本 ）r。

№ 289
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ三州松江　̡ 船名ʳ栄蔵船　̡ 漂着地ʳ八丈島中之郷藍ヶ江　̡ 乗組
員数ʳ8

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 290
ʲ漂流年ʳ嘉永 3（1850）年　̡ 船籍地ʳ摂州菟原郡御影村　̡ 船名ʳ富貴丸（沢田屋十兵衛船）　̡ 漂着地ʳ
八丈島三根村神湊　̡ 乗組員数ʳ16

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 291
ʲ漂流年 嘉r永 3（1850）年　̡ 船籍地 相r州西浦賀町　̡ 船名 六r兵衛船　̡ 漂着地 八r丈島末吉村洞輪沢　̡ 乗
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組員数ʳ5
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 292
ʲ漂流年ʳ嘉永 4（1851）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳアリューシャン列島アッカ島　̡ 乗組員数ʳ3 ヵ
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 293
ʲ漂流年ʳ嘉永 4（1851）年　̡ 帰国年ʳ1嘉永 5（1852）年・2安政元（1854）年　̡ 船籍地ʳ三河国渥
美郡江比間村　̡ 船名ʳ永久丸（与一船）　̡ 漂流地఺ʳ志摩国沖　̡ 乗組員ʳ岩吉・善吉・作蔵・勇次郎　̡ 乗
組員数ʳ4　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救助─ホノルル…1岩吉、善吉 : 釜山─長崎・2作蔵、勇次郎 : ホー
ン岬─ニューベットフォード─ニューヨーク─ボストン─ホーン岬─バルパライソ─ガラパゴス諸島─サン
フランシスコ─香港─豆州下田沖　̡ 関܎船ʳホノルルで土佐の漂流者（№ 245）が通༁をした。作蔵ら :
香港で肥後の漂流者（№ 237）の世࿩にͳる

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ村上ൣ政・稲熊元長「漂民ฉॻ」（近藤߃次編ʰ三河文ूݙ੒ʱ近世編上）。
ʬ同志社ʭ 「˓漂民ฉॻ」（12 巻 5 成安政、࡭ 3 年、ஶ村上ൣக・ל生ܠ福・稲熊元長、̡ ࣸ本ʳॴ村上正හ（ࣗ
筆））。

№ 294
ʲ帰国年ʳ嘉永 5（1852）年　̡ 船籍地ʳ長州ヵ　̡ 乗組員数ʳ9 ヵ　̡ 備ߟʳ清国船で長崎に着いた
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 295
ʲ漂流年ʳ嘉永 6（1853）年　̡ 船籍地ʳ日本ヵ　̡ 備ߟʳアメリカ船がパガン島およびクリガン島の近くで
൘を波に洗Θれて横たΘͬている日本船らしいૺ೉船を一੭見͚ͭた。嘉永ߕ 6 年はアメリカ船がૺ೉船
を見͚ͭた年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 296
ʲ漂流年ʳ嘉永 6（1853）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳ$・.・スキャモン船長は、カリフォルニア半島沖
にあるηドロス諸島中のサン・ベニト島の西南୺で、೉破した日本船の破片をൃ見した。嘉永 6 年は船長
が日本船の破片をൃ見した年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 297
ʲ漂流年 嘉r永 6（1853）年　̡ 帰国年 安r政元（1854）年　̡ 船籍地 薩r州ヵ　̡ 漂着地 清r国ソウメン府　̡ 出
港地ʳ琉球　̡ 乗組員ʳ平左衛門　̡ 乗組員数ʳ19 ヵ　̡ 帰国ルートʳ清国ソウメン府─スウチウ─乍浦─長
崎　̡ 関܎船ʳ乍浦で摂津船永力丸（№ 287）の漂流者と一ॹにͳͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 298
ʲ漂流年ʳ嘉永 6（1853）年　̡ 帰国年ʳ嘉永 7（1854）年　̡ 船籍地ʳ越後国岩船郡寝屋村　̡ 船名ʳ八幡
丸［善助船］　̡ 漂流地఺ʳ松前江ࠩ沖　̡ 乗組員ʳ勇之助　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救
助─カリフォルニア─下田
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ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（一ʓ九、ߕ寅ࡶ記、海ࡶې記、൮船ฉॻ、御ಧ留、҃筆記、
๭筆記、浦賀無名ࢯ留ॻ）ʗ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、米国船越後ノ漂民護ૹ浦賀ニ渡来下
田ニテड領一件）ʗ「下田取ܭ一件」（五（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部））。

№ 299
ʲ漂流年ʳ安政元（1854）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ土佐国津呂浦
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 300
ʲ漂流年ʳ安政元（1854）年　̡ 帰国年ʳ安政 2（1855）年　̡ 船籍地ʳ芸州倉橋　̡ 船名ʳ文蔵船　̡ 漂流地
఺ʳ日向沖　̡ 漂着地ʳ種子島浦田浦　̡ 乗組員ʳ文三郎　̡ 帰国ルートʳ種子島浦田浦─山川

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 301
ʲ漂流年ʳ安政 2（1855）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳアメリカ船がシベリアのアヤンからの෮ߤ中、アメ
リカ沿岸をڑる九ඦ海里の洋上で、一੭の์غされた日本船をಘた。安政 2 年はアメリカ船が日本船をಘ
た年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 302
ʲ帰国年ʳ安政 3（1856）年　̡ 船籍地ʳ琉球ヵ　̡ 乗組員ʳ渡名喜親方　̡ 備ߟʳアメリカ船が救助し那覇
に入港

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 303
ʲ帰国年ʳ安政 3（1856）年　̡ 船籍地ʳ摂津国東明浦　̡ 船名ʳ平治船　̡ 乗組員ʳ新太郎　̡ 乗組員数ʳ
16 ヵ　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救助─安房国南朝夷村の甚左衛門の漁船に移乗

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 304
ʲ漂流年ʳ安政 3（1856）年　̡ 船籍地ʳ琉球中山府　̡ 漂着地ʳ薩州山川港
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 305
ʲ漂流年ʳ安政 3（1856）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳアメリカ船が、ラドラン群島のグアム島に一੭の೉
破した日本船があͬたことをใࠂした。安政 3 年はアメリカ船がใࠂした年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 306
ʲ漂流年ʳ安政 3（1856）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳブリッグܕ船プリンス・デ・ジョインビル߸は、マ
グダレナ湾付近で一੭の೉破した日本船を見たことをใࠂした。安政 3 年はプリンス・デ・ジョインビル
߸がใࠂした年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。
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№ 307
ʲ漂流年ʳ安政 3（1856）年　̡ 漂着地ʳ清国　̡ 備ߟʳ大隅国種子島に流された者が島ൈ͚した後に漂流
ʲ出య ʬr加藤ʭ「൜Պா」（一三六─三六（森永種夫ʰ൜Պாʱ一ʓ））ʗ「御࢓ஔू࢕」八七（森永種夫ʰ御
。（ʱ下ू࢕ஔ࢓

№ 308
ʲ漂流年ʳ安政 4（1857）年　̡ 船籍地ʳ琉球　̡ 漂着地ʳ長崎代官管地野母村沖　̡ 備ߟʳ長崎代官は長崎
在ۈの鹿児島藩ལに引͖渡した

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 309
ʲ漂流年ʳ安政 4（1857）年　̡ 帰国年ʳ安政 5（1858）年　̡ 船籍地ʳ尾張国知多郡半田村　̡ 船名ʳ永栄
丸（七三郎船）　̡ 漂流地఺ʳ伊豆半島沖　̡ 乗組員ʳ七三郎　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 帰国ルートʳイギリス船が
救助─サンフランシスコ─香港─上海─長崎　̡ 関܎船ʳサンフランシスコで摂津船栄力丸（№ 287）の漂流
者と会う。香港で肥後船（№ 237）の漂流者に会う。上海で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者に会う。長崎
で尾張船神力丸（№ 310）の漂流者に会う。

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門ࡶ件、外船対馬津軽近海通ߤ۩ঢ়及ӳ艦漂民
護ૹ長崎ニ渡来一件）ʗ「൜Պா」（一三八�四五・五五・六九（森永種夫ʰ൜Պாʱ一一））。

№ 310
ʲ漂流年ʳ安政 4（1857）年　̡ 帰国年ʳ1安政 5（1858）年・2安政 6（1859）年　̡ 船籍地ʳ尾張国知
多郡亀崎村　̡ 船名ʳ神力丸（次三郎船）　̡ 漂流地఺ʳ三州大山沖　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ源弥・勘太郎・
喜平　̡ 乗組員数ʳ5　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救助…1源弥 : 箱館・2勘太郎、喜平 : ホノルル─長崎　

ʲ関܎船ʳ勘太郎、喜平 : ホノルルで摂津船栄力丸の漂流者（№ 287）の世࿩にͳる。長崎で尾張船永栄丸
の漂流（№ 309）に会う。

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「൜Պா」（一三八�六九（森永種夫ʰ൜Պாʱ一一））。

№ 311
ʲ帰国年ʳ安政 5（1858）年　̡ 船籍地ʳ松前ヵ　̡ 乗組員ʳ伝九郎・甚吉・久米吉・由松　̡ 乗組員数ʳ4 ヵ　
ʲ備ߟʳ4 人の漂流者を乗ͤたロシア܉艦が伊豆国下田に入港
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 312
ʲ漂流年ʳ安政 5（1858）年　̡ 帰国年ʳ万延元（1860）年　̡ 船籍地ʳ播磨国赤穂郡坂越浦［赤穂郡刈屋村］　
ʲ船名ʳ光塩丸　̡ 漂流地఺ʳ鹿島灘沖　̡ 漂着地ʳルソン　̡ 出港地ʳ浦賀　̡ 乗組員ʳ庄三郎・浅吉・善四郎・
権八・源蔵・乙松・市太郎・近之助・八三郎・嘉市・利助・民三郎・清五郎・金兵衛・弥四郎　̡ 乗組員数ʳ
15 ヵ　̡ 帰国ルートʳルソン─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、播州赤穂長之助船呂૙国΁漂流一件）ʗ
「൜Պா」（一三九�四六・四九・七九（森永種夫ʰ൜Պாʱ一一））。

№ 313
ʲ漂流年ʳ安政 5（1858）年　̡ 帰国年ʳ万延元（1860）年　̡ 船籍地ʳ淡路ヵ　̡ 漂流地఺ʳ紀州沖　̡ 乗組
員ʳ政吉　̡ 乗組員数ʳ3 ヵ　̡ 帰国ルートʳアメリカ船が救助─ホノルル─横浜　̡ 関܎船ʳホノルルで摂
津船永力丸（№ 287）の漂流者の世࿩にͳる。横浜で࠶会
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ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 314
ʲ帰国年ʳ安政 6（1859）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳアメリカ船が日本人漂流民を護ૹして渡来
ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、米国ܵ船モーリエー߸զ国ノ漂民護ૹ一件）。

№ 315
ʲ漂流年ʳ安政 6（1859）年　̡ 帰国年ʳ安政 6（1859）年　̡ 船籍地ʳ北蝦夷地トンナイヵ　̡ 漂着地ʳニ
コライエフスク　̡ 出港地ʳトンナイ　̡ 乗組員ʳ北蝦夷地トンナイ詰足軽倉内忠右衛門　̡ 帰国ルートʳニ
コライエフスク─北蝦夷地クシュンナイ

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「御用留」（神宮࢘ிʰ古事ྨԓʱ外ަ部）。
ʬ北方ʭ「北地詰足軽倉内忠右衛門ն嶋一件（白主御用所）」（成安政 6 年）。

№ 316
ʲ漂流年ʳ安政 6（1859）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳバークܕ船ガンビア߸はあるオーシャン島で一੭の
日本船の残֚をൃ見した。安政 6 年はガンビア߸が日本船の残֚をൃ見した年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 317
ʲ漂流年ʳ安政 6（1859）年　̡ 備ߟʳブルックス島の東側で二੭のᎭ坐船のҨ物とそれらのൕபが海岸に
打ͪ上͛られているのがൃ見された。安政 6 年は二੭のᎭ坐船のҨ物とそれらのൕபがൃ見された年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 318
ʲ漂流年ʳ安政 6（1859）年　̡ 船籍地ʳ奥州宮古　̡ 船名ʳ善宝丸　̡ 漂着地ʳ琉球
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 319
ʲ漂流年 安r政 7（1860）年　̡ 船籍地 豊r後国岡領三佐村　̡ 船名 福r吉丸　̡ 漂流地఺ 野r茂崎沖　̡ 漂着地ʳ
琉球国久志間切川田村車泊　̡ 出港地ʳ長崎

ʲ出య ʬr加藤ʭ安仁屋正ত「船頭庄吉の琉球漂流記」。

№ 320
ʲ漂流年 文r久元（1861）年　̡ 帰国年 文r久 3（1863）年　̡ 船籍地 尾r張国知多郡内海　̡ 船名 伊r勢丸（前
野長七船）　̡ 漂流地఺ 熊r野灘　̡ 漂着地 アrリューシャン列島のアッツ島　̡ 出港地 江r戸　̡ 乗組員 代r助・
亀三郎・定吉　̡ 乗組員数ʳ12　̡ 帰国ルートʳアリューシャン列島のアッツ島─ニコライエフスク─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「尾州船漂流記」（෰部੟多࿕ʰ尾張漂流ᩀ ）ɦʗ「൜Պா」（一四二�一二四（森永種
夫ʰ൜Պாʱ一一））。

№ 321
ʲ漂流年 文r久元（1861）年　̡ 帰国年 文r久 2（1862）年　̡ 船籍地 尾r張国知多郡中洲　̡ 船名 イrオ丸　̡ 漂
流地఺ʳ熊野灘　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ清五郎・権次郎・彦吉・栄吉・仙次郎　̡ 乗組員数ʳ11　̡ 帰
国ルートʳアメリカ船が救助─サンフランシスコ─神奈川　̡ 関܎船ʳ摂津船栄力丸（№ 287）の漂流者の
世࿩にͳる
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ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「尾州船漂流記」（෰部੟多࿕ʰ尾張漂流ᩀ ）ɦ。

№ 322
ʲ漂流年ʳ文久元（1861）年　̡ 帰国年ʳ文久 2（1862）年　̡ 船籍地ʳ尾張国知多郡小野浦　̡ 船名ʳ忠五
郎船　̡ 漂流地఺ʳ熊野灘　̡ 漂着地ʳ八丈島　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員数ʳ13　̡ 帰国ルートʳ八丈島─江
戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ「尾州船漂流記」（෰部੟多࿕ʰ尾張漂流ᩀ ）ɦ。

№ 323
ʲ漂流年ʳ文久元（1861）年　̡ 船籍地ʳ尾張国知多郡野間　̡ 船名ʳ鈴木平吉船　̡ 漂流地఺ʳ熊野灘　̡ 漂
着地ʳ伊豆国小浦　̡ 出港地ʳ江戸

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 324
ʲ漂流年ʳ文久元（1861）年　̡ 船籍地ʳ豊後国岡領三佐村ヵ　̡ 漂着地ʳ久志間切川田村車泊
ʲ出య ʬr加藤ʭ安仁屋正ত「船頭庄吉の琉球漂流記」。

№ 325
ʲ漂流年 文r久 2（1862）年　̡ 船籍地 日r本　̡ 備ߟ バrーク船ヤンキー߸は一੭の日本の೉破船をൃ見した。
文久 2 年はバーク船ヤンキー߸が日本の೉破船をൃ見した年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 326
ʲ漂流年ʳ文久 3（1863）年　̡ 船籍地ʳ越前国三国　̡ 船名ʳ順喜丸　̡ 出港地ʳ箱館　̡ 備ߟʳイギリス船
が救助

ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、彼զ人民漂流一件）。

№ 327
ʲ帰国年ʳ文久 3（1863）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳロシアの属島　̡ 帰国ルートʳロシアの属島─長
崎　̡ 備ߟʳイギリス船がロシアの属島に漂着した日本人を護ૹして長崎に来港

ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、彼զ人民漂流一件）。

№ 328
ʲ漂流年ʳ文久 3（1863）年　̡ 出港地ʳ長崎　̡ 乗組員ʳ広島藩士・鹿児島浪士　̡ 備ߟʳアメリカ船が救
助

ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、彼զ人民漂流一件）。

№ 329
ʲ漂流年ʳ文久 3（1863）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 漂着地ʳベーカス島　̡ 乗組員数ʳ4 ヵ　̡ 備ߟʳ陸に引͖
てௐࠪするとͤد 4 人の日本人ࢮମがあͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 330
ʲ漂流年ʳ文久 3（1863）年　̡ 備ߟʳプロヴィデンス島の᳷ބ側の岸に数年ܦաした೉破船の破片がൃ見
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された。文久 3 年は೉破船の破片がൃ見された年代ヵ
ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 331
ʲ漂流年ʳ元治元（1864）年　̡ 船籍地ʳ常州那珂湊　̡ 船名ʳ小池屋四郎八船　̡ 漂着地ʳ種子島能野浦　̡ 乗
組員ʳ源七　̡ 乗組員数ʳ7　̡ 備ߟʳ鹿児島藩横目らが取ௐべて鹿児島藩΁ใࠂ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 332
ʲ漂流年ʳ元治元（1864）年　̡ 帰国年ʳ慶応元（1865）年　̡ 船名ʳ幕府の第一長崎丸　̡ 漂流地఺ʳ遠州
灘　̡ 漂着地ʳ八丈島　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 乗組員ʳ本木昌造　̡ 備ߟʳ八丈島で破船。船長らは在島 160 日
の後、幕府の救助をಘて帰ͬた

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 333
ʲ漂流年ʳ慶応元（1865）年　̡ 帰国年ʳ慶応元（1865）年　̡ 船籍地ʳ越中国射水郡六渡寺　̡ 船名ʳ平寿
丸（平次郎船）　̡ 漂流地఺ʳ佐渡沖　̡ 漂着地ʳ北洋の島　̡ 乗組員ʳ清八・与吉・次三郎・北次郎・与三次
郎　̡ 乗組員数ʳ5　̡ 帰国ルートʳ北洋の島─ウラジオストーク─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、彼զ人民漂流一件）。

№ 334
ʲ漂流年 慶r応元（1865）年　̡ 船籍地 壱r岐国平戸　̡ 船名 灘r吉丸　̡ 漂着地 朝r鮮国全羅道済州無注浦　̡ 出
港地ʳ対馬

ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、彼զ人民漂流一件）。

№ 335
ʲ漂流年ʳ慶応 2（1866）年　̡ 帰国年ʳ慶応 3（1867）年　̡ 船籍地ʳ松前志摩守領分大松前ヵ［大松浦ヵ］　
ʲ漂流地఺ʳカラフトのクシュンナイ　̡ 漂着地ʳロシア領沿海州　̡ 乗組員ʳ栄吉・竹松・竹蔵　̡ 乗組員数ʳ
4 ヵ　̡ 帰国ルートʳロシア領沿海州─ウラジオストーク─長崎

ʲ出య ʬr川合ʭ。ʬ加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、ӳ船ξョアナ߸ヲーサカ߸զ国ノ漂民
ヲ護ૹ一件）。

№ 336
ʲ漂流年ʳ慶応 2（1866）年　̡ 船籍地ʳ八丈島　̡ 漂流地఺ʳ御蔵島沖　̡ 漂着地ʳ清国の東砂という無人
島　̡ 出港地ʳ江戸　̡ 帰国ルートʳ清国の東砂という無人島─清国船が救助─香港

ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、在香港ӳ国鎮台八丈島漂民救助一件）。

№ 337
ʲ漂流年ʳ慶応 2（1866）年　̡ 船籍地ʳ紀伊国牟婁郡有田村　̡ 漂流地఺ʳ勢州沖　̡ 漂着地ʳ鳥島　̡ 備ߟʳ
アメリカ船に救助される

ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、布ᄌܵ漁船小笠原島ヘ漂流ノ国民護ૹ一件）。

№ 338
ʲ漂流年ʳ慶応 3（1867）年　̡ 船籍地ʳ八丈島ヵ　̡ 漂着地ʳ香港　̡ 乗組員ʳ八丈島用船預長戸路収蔵　̡ 乗
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組員数ʳ34 ヵ　̡ 備ߟʳற日イギリスಛ೿全権ެ࢖から収蔵らが香港に漂着したことがใࠂされる。慶応 3
年はற日イギリスಛ೿全権ެ࢖からใࠂがあͬた年代ヵ

ʲ出య ʬr川合ʭ。

№ 339
ʲ漂流年ʳ慶応 3（1867）年　̡ 船籍地ʳ対馬藩　̡ 出港地ʳ長崎　̡ 備ߟʳ外国船に救助され上海に上陸
ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、ӳ船ξョアナ߸ヲーサカ߸զ国ノ漂民ヲ護ૹ一件）。

№ 340
ʲ漂流年ʳ慶応 4（1868）年　̡ 船籍地ʳ日本　̡ 備ߟʳスペイン࢖અが日本人漂民を護ૹして来るとアメリ
カॻ記官がใࠂ。慶応 4 年はアメリカॻ記官からのใࠂをड͚た年代ヵ

ʲ出య ʬr加藤ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（ྨा之部船艦門漂流、西൝է࢖અզ国ノ漂民ヲ護ૹ一件）。

№ 341
ʲ漂流年ʳ明治元（1868）年　̡ 船籍地ʳ鍋島藩支藩の小城藩　̡ 船名ʳ大木丸　̡ 漂流地఺ʳ東支那海　̡ 漂
着地ʳ台湾　̡ 出港地ʳ上海

ʲ出య ʬr加藤ʭ豆田三兵衛「上海ߤ記」（荒川लढ़編ʰ近世漂流記ू ）ɦ。
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第　2　෦　ະ෼ྨ漂流記

№ 1
ʬ同志社ʭ「秋田船異国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ北海道ி、˞天明 8�寛政 2 の記事）。

№ 2
ʬ同志社ʭ「阿州船漂流記」（1 巻、̡ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（武道㣺ᣭ禄 383））。

№ 3
ʬ同志社ʭ「ѥ๽船事ঢ়」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）。

№ 4
ʬ同志社ʭ「ѥ米利կ漂流記」（1 成弘化、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）。

№ 5
ʬ同志社ʭ「安永漂流࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山市ਤॻ館（天明元年））。

№ 6
ʬ同志社ʭ「安南国江漂着之記」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国通ཡ 3））。

№ 7
ʬ同志社ʭ「異国ߤ来漂民帰朝紀事」（1 成文化、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ北海道大ֶ）。

№ 8
ʬ同志社ʭ「夷国ൌ࣮録」（3 。（国ॻղ୊౳による˞、࡭

№ 9
ʬ同志社ʭ「異国漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（ଓ海外異ฉの内）、Ѫඤ県立ਤॻ館伊༧࢙
ஊ会文庫（1 雲泉文庫（弘化、（࡭ 4 年ࣸ 2 。（（࡭

№ 10
ʬ同志社ʭ「異国漂流記」（1 成天保、࡭ 2 年、ஶ六兵衛౳、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫）。

№ 11
ʬ同志社ʭ「異国漂流記」（1 成安永、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、京౎大ֶ、˞北韃物ޠの付、安永
3─8 の記事）。

№ 12
ʬ同志社ʭ「異国漂流口ॻ一件」（1 。（讃岐࢙料࢙籍目録による˞、࡭

№ 13
ʬ同志社ʭ「異国漂流物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）。
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№ 14
ʬ同志社ʭ「異国΁漂流ީ࢓奥州之者七人口ॻ」（1 成安政、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館）。

№ 15
ʬ同志社ʭ「異国渡り口ॻ」（5 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ三井文庫）。

№ 16
ʬ同志社ʭ「伊勢国漂流民に関するॻ付」（1 成寛政、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）。

№ 17
ʬ同志社ʭ「浦賀΁異国より漂流人ૹ来ީ一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）。

№ 18
ʬ同志社ʭ「雲州三保関船乗無人島漂着記」（1 成寛政、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 19
ʬ同志社ʭ「蝦夷地漂着人帰朝之記」（1 成寛政、࡭ 9 年、ஶિᒒ士Ꮔ、̡ ࣸ本ʳॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）。

№ 20
ʬ同志社ʭ「蝦夷島漂流記」（1 。（目録によるࢽ成寛文年間、ஶ伊勢人๭、˞地、࡭

№ 21
ʬ同志社ʭ「蝦夷漂流口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 22
ʬ同志社ʭ「越後船漂流記」（別「越後漂流記」、成元禄 6 年、̡ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（武道㣺ᣭ録 382））。

№ 23
ʬ同志社ʭ「越前舟子漂流ஊ」（1 成正徳、ߧܠஶ日下部、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（ࣗ筆、定西法師
琉球࿩と合））。

№ 24
ʬ同志社ʭ「越前མ船記」（1 成寛永、࡭ 20 年、̡ ࣸ本ʳॴଚֳܦ文庫）。

№ 25
ʬ同志社ʭ「江戸船漂མ紀事」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ूଓू 27、無人嶋ஊ࿩の付））。

№ 26
ʬ同志社ʭ「大阪船漂མ紀ฉ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ूଓू 27））。

№ 27
ʬ同志社ʭ「奥州人江南漂着記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（海外異ฉの内））。
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№ 28
ʬ同志社ʭ「奥州人南京漂着記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（海外異ฉの内））。

№ 29
ʬ同志社ʭ「奥州人漂着海島ਤ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴお஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫）。

№ 30
ʬ同志社ʭ「奥州人漂着日記」（1 沖繩県立沖繩ਤॻ館（天保چ別「奥州人漂着之࣌日記」、̡ࣸ本ʳॴ、࡭ 14 年）
（安政 6 年））。

№ 31
ʬ同志社ʭ「奥州人福建漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（海外異ฉの内））。

№ 32
ʬ同志社ʭ「奥州之船頭安南国漂着之حஊ」（1 ̡、ஶ松平定৴、࡭ ࣸ本ʳॴ܂名松平家）。

№ 33
ʬ同志社ʭ「大隅ᅳ漂人口上ॻኂ宗ࢫ名」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ）。

№ 34
ʬ同志社ʭ「大௤浦商船漂流夜࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）。

№ 35
ʬ同志社ʭ「奥民漂౸韃国׺ঢ়」（1 。（国ॻղ୊による˞、࡭

№ 36
ʬ同志社ʭ「奥民漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）。

№ 37
ʬ同志社ʭ「岡山漂流人記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（相馬ࡇ記の付））。

№ 38
ʬ同志社ʭ「御国民呂૙国支഑内漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（福岡黒田家蔵本ࣸ））。

№ 39
ʬ同志社ʭ「阿འ陀文」（1 巻、̡ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫））。

№ 40
ʬ同志社ʭ「ᬜ羅ࢩ漂海録」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館چ幕関܎引継ॻ、˞第 1 部№ 159 の「ᬜ羅ࢩ
漂海録」は同ॻヵ）。

№ 41
ʬ同志社ʭ「尾張人漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ名古屋市蓬左文庫（ࢿ治ڂࡶ、二ा））。
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№ 42
ʬ同志社ʭ「尾張国人異国漂着記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴお஡の水ਤॻ館੒កಊ文庫）。

№ 43
ʬ同志社ʭ「海外異ฉ」（26 館文庫（1ߟʩজچ川（森島）中良、̡ࣸ本ʳॴ穂久᫭文庫、ʨܡஶ、࡭ 3）（࡭ 。（（࡭

№ 44
ʬ同志社ʭ「海外異ฉ」（32 巻、成文政 9 年ং、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（崎陽ࡶ記を付す））。

№ 45
ʬ同志社ʭ「海外漂流記ฉ」（成明和 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（春Ӎ࿖૓ॻの内））。

№ 46
ʬ同志社ʭ「外国紀ஊ」（˞日本漂流ॻ目による）。

№ 47
ʬ同志社ʭ「外国漂流全ॻ」（13 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ天理ਤॻ館）。

№ 48
ʬ同志社ʭ「外国漂流手ଓॻ」（1 成天保、࡭ 15 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 49
ʬ同志社ʭ「嘉永六年ӑ八݄漂流人直ൌฉॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 70））。

№ 50
ʬ同志社ʭ「釜石漁夫漂流物ޠ」（1 成宝暦、「（内）ޠ南部釜石浦漁夫漂泊物」別、࡭ 2 年、ஶ美ೱ部作右衛門、
ʲࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）。

№ 51
ʬ同志社ʭ「カムチャッカ漂流記 ─ 嘉永 3 年」（̡ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡଓाç巻 98 、ɦ荒川लढ़編ʰ異国漂流記ଓूʱ
（地人ॻ館、ত和 39 年））。

№ 52
ʬ同志社ʭ「寛永漂民記」（4 巻 1 ̡、࡭ ൛本ʳॴ天理ਤॻ館、̡ ෳ੡ʳكॻෳ੡会新生ظ）。

№ 53
ʬ同志社ʭ「寛政九年無人島江漂流之者ԙ八丈島口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）。

№ 54
ʬ同志社ʭ「寛政漂流࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 55
ʬ同志社ʭ「広東漂流記」（1 、「本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（正徳元�4）（広東漂着日本人帰国之記̡ࣸ、࡭
正徳元�4）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（正徳 2 年）、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（チフラン漂流人ུ࿩記と合）、
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中山久四郎）。

№ 56
ʬ同志社ʭ「広東物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（巻 5、漂流記૓ॻ 6 ෟ録）、東北大ֶङ野文庫（「広
東国΁漂着船帰朝物ޠ」、弘化 3 年ࣸ）、東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（明和 4 年ࣸ））。

№ 57
ʬ同志社ʭ「寛文十三年韃୴国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録
による）。

№ 58
ʬ同志社ʭ「紀州漂着船ඃڼ出ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神宮文庫ਤॻ館）。

№ 59
ʬ同志社ʭ「紀州漂流人西洋諸国之ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ）。

№ 60
ʬ同志社ʭ「北ѥ๽利加船応઀記漂流人護ૹ」（̡ ʳ荒川लढ़編ʰ近世漂流記ूࣈ׆ （ɦ法政大ֶ出൛ہ、
1969））。

№ 61
ʬ同志社ʭ「北ѥ๽利加渡ഫ次第」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 70））。

№ 62
ʬ同志社ʭ「紀民漂流記」（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館）。

№ 63
ʬ同志社ʭ「紀民漂流記事」（2 巻 2 成嘉永、࡭ 2 年、ஶ水ཽ܀ल、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）。

№ 64
ʬ同志社ʭ「九助並弥市漂流記」（1 成嘉永、࡭ 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）。

№ 65
ʬ同志社ʭ「漁夫漂流࢝末記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）。

№ 66
ʬ同志社ʭ「近世漂流ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神宮文庫ਤॻ館（嘉永 6 年ࣸ））。

№ 67
ʬ同志社ʭ「金蔵ヲロシヤߦ」（1 成文化、࡭ 11 年、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部、˞金蔵ॻ上）。

№ 68
ʬ同志社ʭ「ԙクナシリ仙台石巻漂流船之ᛛ御用ঢ়Ҋ文ࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ市立വ館ਤॻ館）。
ʬ北方ʭ「天保五午年ԙクナシリ仙台石巻漂流船之ᛛ御用ঢ়Ҋ文ࣸ」（̡ ࣸ本 ）r。
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№ 69
ʬ同志社ʭ「弘化ช午海外異࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ鹿児島大ֶ）。

№ 70
ʬ同志社ʭ「江南商࿩」（成文化 5 年、ஶ戸部徳ਐ（春ߦ）、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（1 土佐国群ॻྨ）（࡭
ै、漂流）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤ
ॻ館（同上））。

№ 71
ʬ同志社ʭ「江南船浦戸沖漂着記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（文政 10 年ࣸ））。

№ 72
ʬ同志社ʭ「児島郡日比村者朝鮮漂着留」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）。

№ 73
ʬ同志社ʭ「児島郡松太郎漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山県総合文化ηンター（文化 11 年ࣸ））。

№ 74
ʬ同志社ʭ「ݽ嶋漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館（寛政 10 年ࣸ））。

№ 75
ʬ同志社ʭ「御領国之船唐漂着之儀付క方」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴچ沖繩県立沖繩ਤॻ館）。

№ 76
ʬ同志社ʭ「薩州੫所長左衛門漂流一件」（1 成文化、࡭ 12 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（今村源
右衛門日記ঞ౳を付す））。

№ 77
ʬ同志社ʭ「薩州人漂流記事」（1 成文化、࡭ 13 年、̡ ࣸ本ʳॴʨچʩজߟ館文庫）。

№ 78
ʬ同志社ʭ「薩州ヨリૹ越ީ無人島漂流日本人一件」（1 。（所、県立長崎ਤॻ館ࢊ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編̡ࣸ、࡭

№ 79
ʬ同志社ʭ「薩人漂海記」（ஶ佐和㫏斎、̡ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（華谷૓ॻ 1 ू））。

№ 80
ʬ同志社ʭ「薩摩国種ヶ島漂流」（̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（中山国奉ॻ、渡天、八丈島漂流、唐国広東漂流、朝鮮
国奉ॻと合 1 。（（࡭

№ 81
ʬ同志社ʭ「薩摩漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴʨچʩজߟ館文庫（安永ࣸ））。
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№ 82
ʬ同志社ʭ「薩摩ヨリૹ越所無人島漂流日本人一件」（1 成嘉永、࡭ 4 年、ஶ長崎奉ߦ所、̡ ࣸ本ʳॴ県立長崎
ਤॻ館）。

№ 83
ʬ同志社ʭ「讃岐船頭漂流ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 84
ʬ同志社ʭ「讃州船漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（武道㣺ᣭ録 382））。

№ 85
ʬ同志社ʭ「讃民漂౸島ਤ之આ」（1 ̡、ஶ国多吉右衛門౳、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（੩༓ಊ૓ॻ 51））。

№ 86
ʬ同志社ʭ「ジャガタラ文」（̡ ൛本ʳ長崎夜࿩ᢲの内、̡ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫）、h ්人文
庫文ू名ඤҨ芳 ）ɦ。

№ 87
ʬ同志社ʭ「松歳丸ૺ೉記」（1 ̡、ஶ河村ल前、࡭ ࣸ本ʳॴ福島県立ਤॻ館（ত和ࣸ））。

№ 88
ʬ同志社ʭ「商船漂دኍ東記」（1 巻、̡ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館（元文 2 年ࣸ））。

№ 89
ʬ同志社ʭ「正徳元年肥前国商船広東漂流一件」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（漂流ࡶ記 3））。

№ 90
ʬ同志社ʭ「清国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ）。

№ 91
ʬ同志社ʭ「清国福建省江漂流記」（1 ̡、成宝暦元年、࡭ ࣸ本ʳॴʨֶॻݴ志ʩ）。

№ 92
ʬ同志社ʭ「清国འअ浦漂着見ฉ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ）。

№ 93
ʬ同志社ʭ「清太郎ฉॻ（Ծশ）」（̡ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡଓा 巻 116 、ɦ˞「൝અ録」というॻ物からの࠾録）。

№ 94
ʬ同志社ʭ「神力丸一৚」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ蓬左文庫）。

№ 95
ʬ同志社ʭ「神力丸ߤ海日ࢽ」（1 ̡、ஶ千賀৴之、࡭ ࣸ本ʳॴ名古屋市立鶴෣ਤॻ館、̡ ʳ川合彦ॆʰ神ࣈ׆
力丸ߤ海日ࢽʤ付文久三年尾張藩用船ߤ海記（຋ࠁ）ʥɦ（海事࢙ڀݚ 15、1970�10、136�161 ท））。
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№ 96
ʬ同志社ʭ「ηイホレ江対࿩」（1 ̡、成文久元年、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）。

№ 97
ʬ同志社ʭ「西洋漂流物ޠ」（˞日本漂流ॻ目による）。

№ 98
ʬ同志社ʭ「仙台船漂着唐山記」（1 ̡、別「奥民唐土漂流記」、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、˞ 宝暦 3・
4）。

№ 99
ʬ同志社ʭ「仙台漂流人口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（դ羅ࢩ紀ฉ 1 ू第 5 巻）、ʤ௥加ʬ北方ʭʥ）。

№ 100
ʬ同志社ʭ「ଓ؀海異ฉ」（7 巻 7 ̡、ஶ大௬茂Ⅎ（磐里）、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫）。

№ 101
ʬ同志社ʭ「大明漂流࣮記」（1 成宝暦、࡭ 11 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（ত和ࣸ））。

№ 102
ʬ同志社ʭ「大湾国漂泊物ޠ」（1 ̡、ஶ吉右衛門౳、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 103
ʬ同志社ʭ「高田屋嘉兵衛౳漂流一件」（1 成文化、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）ʗ「高田屋
嘉兵衛࿋西ѥ国渡海記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館（嘉永 6 年ࣸ））ʗ「文化九年高田屋嘉兵ᦱ౳漂流
一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴଚֳܦ文庫）。

ʬ早稲田ʭ「五郎治事੼」（1 成文化、࡭ 9 年、ஶ中川五郎治ड़、̡ ࣸ本 ）r。

№ 104
ʬ同志社ʭ「太三郎の記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ（海ද異ฉ 77））。

№ 105
ʬ同志社ʭ「韃ࣟ஡࿩」（2 編 2 ˞、本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫̡ࣸ、࡭ 韃᯳天ࣟ΁漂着之者口上覚）。

№ 106
ʬ同志社ʭ「韃୴国江漂流新࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 107
ʬ同志社ʭ「韃୴国漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ豊橋市立ਤॻ館（他と合 1 。（（࡭

№ 108
ʬ同志社ʭ「韃୴国漂流حฉ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（天ࣟ徳兵衛紀ฉ、庄の浦仙ঁ物ޠ、༯ոฉॻを付
す））。
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№ 109
ʬ同志社ʭ「筑前国漂流人一件之ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）。

№ 110
ʬ同志社ʭ「チフラン漂流人ུ࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ市立വ館ਤॻ館（䒬谷૓ॻ、വ館本、2））。

№ 111
ʬ同志社ʭ「中天ࣟ馬丹国物ޠ　元ᜆ七漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ி、˞六蔵・伝右衛門౳）。

№ 112
ʬ同志社ʭ「中天筑馬嶋江漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴজߟ館文庫（享保 4 年ࣸ））。

№ 113
ʬ同志社ʭ「珍આॻ漂流船記事」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）。

№ 114
ʬ同志社ʭ「天ࣟ渡海物ޠ」（1 ̡、ஶ天ࣟ徳兵衛、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（宝暦 7 年ࣸ、水ܪ೉ྨ記の内）、
国立国会ਤॻ館亀田文庫（「播州高砂浦船頭徳兵衛天ࣟ渡海物がたり」）、ֶश院大ֶ（ᯓ஬居ࣸ本の内）、神
戸大ֶ、横浜市立大ֶ、宮城県ਤॻ館小西文庫、ʤ௥加ʬ国ॻ補Ҩʭ香川大ֶ神原文庫（「唐土天ࣟ΁渡海物
宝永、「ޠ 8 年加地昌繩ࣸ）ʥ、̡ ʳhࣈ׆ 日本文庫 10 ）ɦʗ「天ࣟ徳兵衛覚ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ西尾市立ਤॻ
館岩瀬文庫（天保 3 年ࣸ））ʗ「天ࣟ徳兵衛記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（寛保 3 年ࣸ、ࣗ越前国౸韃᯳漂
泊船ॻを付す））ʗ「天ࣟ徳兵衛渡天海陸物ޠ」（1 本ʳॴ京౎府立ਤॻ館）ʗ「天ࣟ徳兵衛渡天之記」（1̡ࣸ、࡭
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ無ځ会神श文庫）ʗ「天ࣟ徳兵衛渡天物ޠ」（̡ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（武道㣺ᣭ録 382）、ʤ௥加ʬ古
యʭ玉川大ֶ（1 讃州丸　ޠ大阪天満宮御文庫（讃州丸亀多宮小太郎ใ़記と合［「天ࣟ徳兵衛渡天物、（࡭
亀多宮小太郎ใ़記」1 ʥ）ʗ「天ࣟ徳兵衛筆記」（1（［࡭ ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）ʗ「天ࣟ徳兵衛漂流記」（成
元文 2 年、̡ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（松前出ൕ漂流࿩౳と合 1 1）「ޠ天ࣟ徳兵衛物」ʤ௥加ʬ北方ʭʥ）ʗ、（࡭
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫、京౎府立ਤॻ館（武家法度・ࢻ୊と合）（1 「ޠ天ࣟ物」浅野ਤॻ館）ʗ、（࡭

（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（延享 4 年ࣸ、漂流記૓ॻ 95）（宝暦 7 年ࣸ、漂流記૓ॻ 97）（「高砂舟
頭町徳兵衛天ࣟ΁渡りީ物ޠ」、漂流記૓ॻ 96）（1 国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫、宮内ிॻ陵部（੩༓、（࡭
ಊ૓ॻ 51）、日本ֶ士院、東京大ֶ本居文庫（「海陸道法次第天ࣟ物ޠ」）、̡ ʳhࣈ׆ 古老Ҩ筆 （ɦ明治 29 年））
ʗ「唐土天ࣟ΁渡海物ޠ」（1 本ʳॴ香川大ֶ神原文庫（宝永̡ࣸ、࡭ 8 年加地昌繩ࣸ））ʗ「徳兵衛天ࣟ物ޠ」（1
̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 3））ʗ「播州高砂徳兵衛天ࣟ物ޠ」（1 成享保、࡭ 13 年、̡ ࣸ本ʳ
ॴ神戸大ֶ　ˠ天ࣟ渡海物ޠ）。

ʬ古యʭ「天ࣟ徳兵衛正આ」（̡ ൛本ʳॴಢ木県立ਤॻ館黒崎文庫（「古事記ା　水」））ʗ「渡天之આ」（ஶ天ࣟ徳
兵衛、̡ ࣸ本ʳॴ群馬大ֶ新田文庫（安南国漂流記と合［「安南ᅳ漂流記渡天之આ」1 ʤ௥加ʬその他ʭ、（［࡭

ʲࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（摂津௃六八）、̡ ʳhࣈ׆ վ定࢙籍ूཡ 16 ）ɦ、˞ʰ補గ൛ 国ॻ総目録ʱ
よりʥ）。ʗ「播州高砂通船記」（別「徳兵衛渡天記」、̡ ൛本ʳॴ元治元൛─市立弘前ਤॻ館（遠州新居೉船記
他と合［「೉船ू記」1 。（（［࡭

№ 115
ʬ同志社ʭ「天ࣟ渡天海陸物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ天理ਤॻ館古義ಊ文庫）。

№ 116
ʬ同志社ʭ「天ࣟ渡天物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 94））。



174

№ 117
ʬ同志社ʭ「天ࣟ漂流記」（1 ̡、別「天ࣟ漂流珍物࿩ू」、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 118
ʬ同志社ʭ「天保三年異国江漂流之口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）。

№ 119
ʬ同志社ʭ「天保十一年異国江漂流之口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）。

№ 120
ʬ同志社ʭ「天保漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（安政 3 年ࣸ））。

№ 121
ʬ同志社ʭ「天明年間漂流覚ॻ」（1 別「加茂村長五郎権吉ਘॻ」、成天明、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比
谷ਤॻ館近藤文庫）ʗ「唐国漂流帰国の次第」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（万延元年ࣸ、漂流記૓ॻ
47）、˞天明 7）。

№ 122
ʬ同志社ʭ「天明年中漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ名古屋市蓬左文庫）。

№ 123
ʬ同志社ʭ「天明漂民記録」（1 成寛政、࡭ 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館東京ࢽ料）。

№ 124
ʬ同志社ʭ「唐国広東漂流」（̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（薩摩国種ヶ島漂流౳と合 1 。（（࡭

№ 125
ʬ同志社ʭ「唐国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ（天保 13 年ࣸ））。

№ 126
ʬ同志社ʭ「唐国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（宝暦 14 年ࣸ、ழچࢯࣂ蔵ॻ、24 ቲ）、宮城県ਤॻ館
小西文庫（安永 7 年ࣸ））。

№ 127
ʬ同志社ʭ「唐国漂流帰٬ஊ」（1 成寛保、࡭ 2 年、˞明治文ݙ目録による）。

№ 128
ʬ同志社ʭ「唐国漂流人口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ名古屋市立鶴෣ਤॻ館）。

№ 129
ʬ同志社ʭ「唐国福建省漂着之口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国通ཡ 5））。

№ 130
ʬ同志社ʭ「唐国福建省江漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴʨֶॻݴ志ʩ）。
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№ 131
ʬ同志社ʭ「唐国福建省江漂流記໰答」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国通ཡ 5））。

№ 132
ʬ同志社ʭ「唐国ヨリૹ来ީ漂流人之儀ニ付ॻ໘」（2 成文化、࡭ 13 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）。

№ 133
ʬ同志社ʭ「唐土漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神宮文庫ਤॻ館（天保 14 年ࣸ））。

№ 134
ʬ同志社ʭ「唐土漂流之ൌ」（1 成天保、࡭ 10 年、ஶ金原文十、̡ ࣸ本ʳॴʨֶॻݴ志ʩ）。

№ 135
ʬ同志社ʭ「東備尻海浦船漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（文政 13 年ࣸ））。

№ 136
ʬ同志社ʭ「℄兵ᦱ物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（文化 4 年ࣸ））。

№ 137
ʬ同志社ʭ「土佐国漁船漂流之記」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（ᢊ௄૓ॻ 2））。

№ 138
ʬ同志社ʭ「土佐国人漂流記」（1 成嘉永、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴଚֳܦ文庫）。

№ 139
ʬ同志社ʭ「土佐国船子洋流日記」（1 ̡、別「東洋漂流記」、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）。

№ 140
ʬ同志社ʭ「土佐国船無人島漂流記」（2 巻、成宝暦 9 年、ஶ関重家、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻ
ྨै、漂流）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（上巻、土佐国群ॻྨै、漂流）、京౎大ֶ（土佐国群ॻྨै、漂流）、
東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））。

№ 141
ʬ同志社ʭ「土佐船漂流記」（˞日本漂流ॻ目による）。

№ 142
ʬ同志社ʭ「土佐漂٬ஊߟ」（1 ̡、成安政元年、࡭ ࣸ本ʳॴֶश院大ֶ）。

№ 143
ʬ同志社ʭ「土州船漂མ紀ฉ」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ूଓू 27））。

№ 144
ʬ同志社ʭ「土州漁師帰朝記」（1 ̡、ஶ山崎道生、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 75））。
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№ 145
ʬ同志社ʭ「土人漂流異ུ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ᛽川ಊ文庫）。

№ 146
ʬ同志社ʭ「渡天」（̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（薩摩国種ヶ島漂流౳と合 1 。（（࡭

№ 147
ʬ同志社ʭ「名古屋人漂流記」（1 ̡、ஶ伊藤常足、࡭ ࣸ本ʳॴ天理ਤॻ館吉田文庫）。

№ 148
ʬ同志社ʭ「೉船一件」（1 ̡、ஶઃָ八三郎、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、˞弘化 4�嘉永 2）。

№ 149
ʬ同志社ʭ「೉船記」（2 巻 2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国ֶ院大ֶ）。

№ 150
ʬ同志社ʭ「೉船記」（2 ̡、ஶๆ斎泉ີ、࡭ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（安政 2 年青島彦一郎ࣸ））。

№ 151
ʬ同志社ʭ「೉船紀ฉ」（1 ̡、ஶ大田᧬編、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（手ߘ本））。

№ 152
ʬ同志社ʭ「೉船記録」（1 成寛政、࡭ 6 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所）。

№ 153
ʬ同志社ʭ「೉船取ѻ一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所）。

№ 154
ʬ同志社ʭ「೉船取ѻॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所（御ධ定所日記౳と合 1 。（（࡭

№ 155
ʬ同志社ʭ「೉船取ࡹ及船数録」（1 ̡、ஶ多田六右衛門、࡭ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）。

№ 156
ʬ同志社ʭ「೉船之અ߇」（1 ̡、成明和元年、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）。

№ 157
ʬ同志社ʭ「೉船ൿॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、˞寛政 12�文化 2）。

№ 158
ʬ同志社ʭ「南島漂流記」（1 成天保、࡭ 10 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（Ԍ島ཤૼ録を付す））。

№ 159
ʬ同志社ʭ「南島漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（ଓ海外異ฉの内））。
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№ 160
ʬ同志社ʭ「೉෩にて中天ࣟハタン島漂着者口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ（౯下ࡶ記 20・21））。

№ 161
ʬ同志社ʭ「南部漁民漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 9））。

№ 162
ʬ同志社ʭ「南部船浙江漂着録」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ू 99））。

№ 163
ʬ同志社ʭ「南部流船一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）。

№ 164
ʬ同志社ʭ「南洋漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部東洋文庫岩崎文庫）。

№ 165
ʬ同志社ʭ「二伊勢人の漂流ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 9））。

№ 166
ʬ同志社ʭ「西間切大島間志村漂民名฽」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 9）、県立長崎ਤॻ館（同上））。

№ 167
ʬ同志社ʭ「日本人おらし΍流れߦඃ助帰国之事」（̡ ࣸ本ʳॴ下田市ຳ作、戸崎家蔵、˞伊豆の音吉のฉॻ）。

№ 168
ʬ同志社ʭ「日本人࿋西ѥ国江漂流口ॻ」（成文化元年、̡ ࣸ本ʳॴʨچʩজߟ館文庫（࿋西ѥ࢖અ之役人御答
ॻ౳と合 1 。（（࡭

№ 169
ʬ同志社ʭ「ハタン延宝ॻ」（1 成延宝、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ天理大ֶ（文政 2 年ح山ࣸ））。

№ 170
ʬ同志社ʭ「馬丹記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所（東京౎関野貞蔵本ࣸ））。

№ 171
ʬ同志社ʭ「波୴国漂流人覚ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（嘉永 2 年ࣸ））。

№ 172
ʬ同志社ʭ「八丈島漂渡記」（成延享 3 年、ஶ池則満、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻྨै、漂流）、
国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））。

№ 173
ʬ同志社ʭ「八丈嶋漂流」（̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ（薩摩国種ヶ島漂流౳と合 1 。（（࡭
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№ 174
ʬ同志社ʭ「八丈島漂流覚ॻ」（3 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ慶ጯ義क़大ֶ）。

№ 175
ʬ同志社ʭ「八丈島ත࿩」（別「೉෩流船物ޠ」、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻྨै、漂流）、国会ਤ
ॻ館支部内ֳ文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））。

№ 176
ʬ同志社ʭ「八丈島೉෩漂流之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（江戸末ࣸظ））。

№ 177
ʬ同志社ʭ「尾薩漂民ࢲ記」（ஶ藤ོ則、̡ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（嘉永 3 年ࣸ 2 市立വ館ਤॻ館（3、（࡭ ʩچʨ、（࡭
জߟ館文庫（1 同志社大ֶ（2、（࡭ 。（（࡭

№ 178
ʬ同志社ʭ「備前尻海村௤三郎漂ׯ朝鮮国記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山市ਤॻ館（享保元年ࣸ））。

№ 179
ʬ同志社ʭ「備前೉船記」（1 ̡、成天保元年、ஶ金沢屋忠助、࡭ ൛本ʳॴ正宗文庫）。

№ 180
ʬ同志社ʭ「備前国尻海村五左衛門೉船記」（1 成文政、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ岡山市ਤॻ館）。

№ 181
ʬ同志社ʭ「常陸川尻琉球船漂着記」（̡ ࣸ本ʳॴজߟ館文庫（薩摩宝島異国船ཚ๦記と合 1 。（（࡭

№ 182
ʬ同志社ʭ「備中船子徳兵衛漂流記」（1 1）「ޠ漂流ເ物」本ʳॴ浅野ਤॻ館）ʗ̡ࣸ、࡭ 成安政、࡭ 4 年、̡ࣸ本ʳ
ॴ九州大ֶ、西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫、˞徳兵衛が備中΁帰郷したのͪのฉॻとΈられる）。

№ 183
ʬ同志社ʭ「漂海異ฉ」（成嘉永 6 年、ஶ山崎道生、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土佐国群ॻྨै、漂流）、国
会ਤॻ館支部内ֳ文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、高知県立ਤॻ館（同上））。

№ 184
ʬ同志社ʭ「漂海記」（1 ̡、「ޠ金ඏ羅利生物」別、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）。

№ 185
ʬ同志社ʭ「漂海記」（11 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山県総合文化ηンター）。

№ 186
ʬ同志社ʭ「漂海記ฉ」（5 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）。
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№ 187
ʬ同志社ʭ「漂海࢝末」（1 ̡、ஶ新山࣭、࡭ ࣸ本ʳॴʨֶॻݴ志ʩ、˞ฺਃ漂海記事）。

№ 188
ʬ同志社ʭ「漂海ᄓ文」（8 。（ஶ近藤守重編、˞日本漂流ॻ目による、࡭

№ 189
ʬ同志社ʭ「漂海ஊ」（1 ̡、ஶ竹村安五郎、࡭ ࣸ本ʳॴ神宮文庫ਤॻ館（文化 2 年ࣸ））。

№ 190
ʬ同志社ʭ「漂٬記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）。

№ 191
ʬ同志社ʭ「漂٬ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神宮文庫ਤॻ館、᛽川ಊ文庫（「漂٬記ฉॻ」））。

№ 192
ʬ同志社ʭ「漂ح٬ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ܂名松平家（6 種））。

№ 193
ʬ同志社ʭ「漂٬紀ฉ」（3 巻、別「༧州漂٬記ฉ」、成弘化 3 年ং、ஶ由井װ、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内
ֳ文庫（文鳳ಊࢊࡶ 61））。

№ 194
ʬ同志社ʭ「漂٬紀ฉ」（ஶ者ෆ明）（̡ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）。

№ 195
ʬ同志社ʭ「漂٬記ฉ」（̡ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（岩垣ࢯҨஶ及چ蔵ॻ 5 ቲ）、˞越中人多三郎上ঢ়）。

№ 196
ʬ同志社ʭ「漂٬物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館）。

№ 197
ʬ同志社ʭ「漂ޠ 6 種」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大鳥富士太郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）。

№ 198
ʬ同志社ʭ「漂船記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ（天保 8 年ࣸ）、˞文化 13）。

№ 199
ʬ同志社ʭ「漂船紀ฉ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 200
ʬ同志社ʭ「漂船護ૹࣚ路」（1 ࣠、ஶ小島જ、̡ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。
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№ 201
ʬ同志社ʭ「漂着口ॻൌ草」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）。

№ 202
ʬ同志社ʭ「漂着࢖記録」（成正徳 6 年、ஶ多田新蔵・阿比留平次、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所（破
船漂民護ૹ࢖記録、和漂民記録と合 1 。（（࡭

№ 203
ʬ同志社ʭ「漂南新࿩」（1 成寛政、「（内）ޠ漂南新」別、࡭ 11 年ং、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外
国紀ฉ 12）、早稲田大ֶ、東京大ֶ）。

№ 204
ʬ同志社ʭ「漂ഫҨฉ」（1 ̡、ஶᣬԂ外࢙、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 205
ʬ同志社ʭ「漂泊珍࿩」（2 ̡、ஶ曲水҇、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館（文政元年ࣸ））。

№ 206
ʬ同志社ʭ「漂民異ฉ」（3 巻 3 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大阪府立ਤॻ館）。

№ 207
ʬ同志社ʭ「漂民帰国之記」（1 成寛政、࡭ 5 年、ஶ石川六右衛門、̡ ࣸ本ʳॴ徳島県立ਤॻ館）。

№ 208
ʬ同志社ʭ「漂民紀州藤代村長兵衛ॻ上」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 26））。

№ 209
ʬ同志社ʭ「漂民حஊ」（1 ̡、ݠஶ富永正、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（「漂民حஊং」、片玉ू 52）、神宮文庫
ਤॻ館（文久元年ࣸ））。

№ 210
ʬ同志社ʭ「漂民帰朝ྨ聚」（3 巻 3 成嘉永、࡭ 4 年、ஶ吉田為政、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部東洋文庫岩崎文
庫（嘉永 6 年ࣸ））。

№ 211
ʬ同志社ʭ「漂民後記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 212
ʬ同志社ʭ「漂民象ᡞ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ、東京大ֶ本居文庫）。

№ 213
ʬ同志社ʭ「漂民対࿩」（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（弘化 2 年ࣸ））。
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№ 214
ʬ同志社ʭ「漂民長兵衛ॻ上」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 9））。

№ 215
ʬ同志社ʭ「漂民日記」（̡ ࣸ本ʳॴ名古屋市蓬左文庫（ࢿ治ڂࡶ 2 ा））。

№ 216
ʬ同志社ʭ「漂民筆録」（1 成文政、࡭ 4 年、ஶ໐沢益・王寿珍、̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）。

№ 217
ʬ同志社ʭ「漂民ฉ記」（2 巻 2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）。

№ 218
ʬ同志社ʭ「漂流異国人御ឮॻ並࠶御ឮॻࣸ」（1 ̡、成嘉永元年、࡭ ࣸ本ʳॴ市立വ館ਤॻ館）。

№ 219
ʬ同志社ʭ「漂流異国物ޠ」（2 巻、̡ ࣸ本ʳॴ国ֶ院大ֶ（安政 2 年ࣸ））。

№ 220
ʬ同志社ʭ「漂流一件上ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 221
ʬ同志社ʭ「漂流異ฉ」（1 成天保、࡭ 15 年、˞明治文ݙ目録による）。

№ 222
ʬ同志社ʭ「漂流異࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ西川吉之助、˞嘉永 3�7、播州浅右衛門౳米国΁漂流記事、開国文
化࢙料大観による）。

№ 223
ʬ同志社ʭ「漂流御ಧ留ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ、˞宝暦 7・文政 9）。

№ 224
ʬ同志社ʭ「漂流唐着࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ）。

№ 225
ʬ同志社ʭ「漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（慶応元年ࣸ、漂流記૓ॻ 89）、˞文久元年尾州船漂
流記）。

№ 226
ʬ同志社ʭ「漂流記」（1 ̡、ஶ勝之助、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ）。

№ 227
ʬ同志社ʭ「漂流記」（3 巻、ஶ山脇ܟཥ、̡ ࣸ本ʳॴ岡山県総合文化ηンター）。
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№ 228
ʬ同志社ʭ「漂流ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ܂名松平家）。

№ 229
ʬ同志社ʭ「漂流紀事」（ஶ黒田ߦ、˞本朝ҩ家ஶड़目録による）。

№ 230
ʬ同志社ʭ「漂流帰国記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所（וಊ૓ॻの内））。

№ 231
ʬ同志社ʭ「漂流記ू」（2 ̡、ஶ万寿ಊ、࡭ ࣸ本ʳॴ西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫）。

№ 232
ʬ同志社ʭ「漂流記ঞ録」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ））。

№ 233
ʬ同志社ʭ「漂流記ஊ」（2 巻 2 ̡、ஶರ斎編、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ）。

№ 234
ʬ同志社ʭ「漂流記ஊᭁ録」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部）。

№ 235
ʬ同志社ʭ「漂流帰朝࿩આ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）。

№ 236
ʬ同志社ʭ「漂流紀ฉ」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（寛保元・2、1 ҭ大ֶ（1ڭ東京、（࡭ 慶、（࡭
ጯ義क़大ֶ（文化 4 年小笠原道୺ࣸ、阿࿋੪ѥ人物ਤ志の付）、名古屋市蓬左文庫（3 巻 3 高知県立ਤ、（࡭
ॻ館（3 文化、࡭ 7））。

№ 237
ʬ同志社ʭ「漂流帰来記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴʨֶॻʩ）。

№ 238
ʬ同志社ʭ「漂流久蔵見ฉ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）。

№ 239
ʬ同志社ʭ「漂流記録」（1 成嘉永、࡭ 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 240
ʬ同志社ʭ「漂流見ฉ記」（1 成嘉永、࡭ 6 年、ஶ早崎益寿、̡ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館）。

№ 241
ʬ同志社ʭ「漂流ࡶ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫、市立刈谷ਤॻ館）。
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№ 242
ʬ同志社ʭ「漂流ࢲ記」（1 本ʳॴ京౎大ֶ富士川文庫（漂民御ཡ記と合）、延岡内藤家（天明̡ࣸ、࡭ 2 年ࣸ））。

№ 243
ʬ同志社ʭ「漂流七天ࣟ࿩」（3 巻 1 本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（天保̡ࣸ、࡭ 5 年ࣸ）、˞ 宝暦 12�安永 3）。

№ 244
ʬ同志社ʭ「漂流࣮録」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所（東京౎酒井新太郎蔵本ࣸ））。

№ 245
ʬ同志社ʭ「漂流島物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 2））。

№ 246
ʬ同志社ʭ「漂流船一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京ڭҭ大ֶ）。

№ 247
ʬ同志社ʭ「漂流船紀」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館）。

№ 248
ʬ同志社ʭ「漂流船ฉॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（土佐国群ॻྨै、रҨ、漂流）、高知県立ਤ
ॻ館（同上））。

№ 249
ʬ同志社ʭ「漂流船口ॻ」（1 成明和、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（安永 2 年ࣸ））。

№ 250
ʬ同志社ʭ「漂流船物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ日本ֶ士院）。

№ 251
ʬ同志社ʭ「漂流船ߦ衛」（1 成文政、࡭ 3 年、̡ ࣸ本ʳॴ延岡内藤家）。

№ 252
ʬ同志社ʭ「漂流ஊࡶ௲」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡田伊三次郎、˞文明移入に関する古ॻలཡ会目録による）。

№ 253
ʬ同志社ʭ「漂流中見ฉ࣮گ上ਃॻ」（1 。（日本漂流ॻ目による˞、࡭

№ 254
ʬ同志社ʭ「漂流珍ஊ」（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ萩毛利家）。

№ 255
ʬ同志社ʭ「漂流珍࿩」（2 巻 2 成嘉永、࡭ 2 年、ஶۭࣼ山人、̡ ࣸ本ʳॴ香川大ֶ神原文庫（ࣗ筆ߘ本））。
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№ 256
ʬ同志社ʭ「漂流土佐人口ॻ」（1 成嘉永、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部）。

№ 257
ʬ同志社ʭ「漂流日記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）。

№ 258
ʬ同志社ʭ「漂流人」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（文化 。（山文庫（「ත流人」）ࡩ、（8

№ 259
ʬ同志社ʭ「漂流人異出ൌ」（1 ̡、成安政元年、࡭ ࣸ本ʳॴ県立鳥取ਤॻ館）。

№ 260
ʬ同志社ʭ「漂流人一件」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（ෆ೜૓ॻ 7）、東京国立博物館（嘉永 4 年ࣸ、1 、（࡭
岡山大ֶ池田家文庫（天保 3、8 。（（࡭

№ 261
ʬ同志社ʭ「漂流人一件下方ਃ出ࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館、˞直兵衛౳ 2 名口上）。

№ 262
ʬ同志社ʭ「漂流人異࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神宮文庫ਤॻ館（安政元年ࣸ））。

№ 263
ʬ同志社ʭ「漂流人異࿩下ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）。

№ 264
ʬ同志社ʭ「漂流人御ਘॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館（天保 12）（天保 12�14））。

№ 265
ʬ同志社ʭ「漂流人ॻ上之ࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 266
ʬ同志社ʭ「漂流人ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大阪市立大ֶ森文庫）。

№ 267
ʬ同志社ʭ「漂流人ฉॻ」（1 。（ஶ稲毛࣮、˞国ֶ者伝記ू੒による、࡭

№ 268
ʬ同志社ʭ「漂流人帰国口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国ֶ院大ֶ）。

№ 269
ʬ同志社ʭ「漂流人帰国口ॻࣸ」（1 成明和、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所）。
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№ 270
ʬ同志社ʭ「漂流人帰朝一件留」（1 成明和、࡭ 8 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）。

№ 271
ʬ同志社ʭ「漂流人口ॻ」（1 ̡、ஶ宇治甚助౳、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山県総合文化ηンター）。

№ 272
ʬ同志社ʭ「漂流人口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（安永 3 年ࣸ 1 岡山大ֶ池田家文庫（6、（࡭ 。（（࡭

№ 273
ʬ同志社ʭ「漂流人口ॻࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ、東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫（弘化 2 年ࣸ））。

№ 274
ʬ同志社ʭ「漂流人口ॻଖ外඼ʑࣸ」（9 成天保、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）。

№ 275
ʬ同志社ʭ「漂流人口ڙ」（1 成嘉永、࡭ 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ穂久᫭文庫）。

№ 276
ʬ同志社ʭ「漂流人口上ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山大ֶ池田家文庫）。

№ 277
ʬ同志社ʭ「漂流人口上ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山県総合文化ηンター）。

№ 278
ʬ同志社ʭ「漂流人直物ޠฉॻ」（1 成文政、࡭ 13 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所）。

№ 279
ʬ同志社ʭ「漂流人࢝末之事」（1 成天保、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ岡山市ਤॻ館）。

№ 280
ʬ同志社ʭ「漂流人唐国ヨリ連渡一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ᛽川ಊ文庫）。

№ 281
ʬ同志社ʭ「漂流人ڞ相ᄉީ儀　ผஈॻ留ஔ奉ࠩ上ީॻ付」（˞通ߤ一ཡ、巻 321 収録）。

№ 282
ʬ同志社ʭ「漂流人南海ஊ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ岡山市ਤॻ館）。

№ 283
ʬ同志社ʭ「漂流人のൌをฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（文化 8 年ࣸ））。

№ 284
ʬ同志社ʭ「漂流人ᄉฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（万延元年ࣸ））。
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№ 285
ʬ同志社ʭ「漂流人平左衛門外十五人持໭並໯物੥取ா」（1 。（所ࢊ成安政元年、̡ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編、࡭

№ 286
ʬ同志社ʭ「漂流人物ޠ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 287
ʬ同志社ʭ「漂流人໰答࢝末」（1 ̡、ஶ山岡新、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫（寛政 7 年ࣸ））。

№ 288
ʬ同志社ʭ「漂流之記」（1 ̡、別「土佐人漂流帰国ノ記（外）」、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ
78））。

№ 289
ʬ同志社ʭ「漂流之次第口上ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）。

№ 290
ʬ同志社ʭ「漂流八ヶ৚」（̡ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館（ס巻、1 。（（࡭

№ 291
ʬ同志社ʭ「漂流ᩀ」（1 成寛政、࡭ 5 年ץ、ஶಷ通子、̡ ൛本ʳॴ神戸大ֶ）。

№ 292
ʬ同志社ʭ「漂流ൿ録」（̡ ࣸ本ʳॴ܂名松平家（ܽ本、3 。（（࡭

№ 293
ʬ同志社ʭ「漂流民ॻ上留」（4 巻 4 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ、˞文政 8�安政 5）。

№ 294
ʬ同志社ʭ「漂流民帰国記」（˞日本漂流ॻ目による）。

№ 295
ʬ同志社ʭ「漂流民郷ཡ記」（1 。（ஶ稲毛࣮、˞国ֶ者伝記ू੒による、࡭

№ 296
ʬ同志社ʭ「漂流物ޠ」（2 ஶ鈴木、࡭ 、˞国ֶ者伝記ू੒౳による）。

№ 297
ʬ同志社ʭ「漂流模༷横文ࣈፒ」（1 巻、˞日本漂流ॻ目による）。

№ 298
ʬ同志社ʭ「漂流໰答࿩」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（享和 4 年ࣸ、漂流ݴ上記と合 1 。（（࡭
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№ 299
ʬ同志社ʭ「漂流呂૙国記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 300
ʬ同志社ʭ「㮙省漂流南部人護ૹ࢝末ࡶ録」（1 本̡ࣸ、࡭ ॴr国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（寛延 3・4 年山崎寿ࣸ））。

№ 301
ʬ同志社ʭ「ਧ流佐ྱ記」（6 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴʨچʩজߟ館文庫）。

№ 302
ʬ同志社ʭ「ਧ流船࿩」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 8））。

№ 303
ʬ同志社ʭ「福建省漂着記」（1 巻、̡ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館（明和 5 年ࣸ））。

№ 304
ʬ同志社ʭ「福島浦浅平八丈島物ޠฉॻ」（1 成文化、࡭ 10 年、̡ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館）ʗ「福島浦浅平漂
流記」（別「土州高岡郡福島浦福吉屋浅平漂流記」、成文化 11 年、ஶ西山直྄、̡ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（土
佐国群ॻྨै、漂流）、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（同上）、京౎大ֶ（同上）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（同上）、
高知県立ਤॻ館（同上））。

№ 305
ʬ同志社ʭ「文化丁卯漂流人口ॻ」（1 成文化、࡭ 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（南部藩士千葉政
之ਐ筆記を付す）、ʤ௥加ʬ北方ʭʥ）。

№ 306
ʬ同志社ʭ「文政十年唐国江漂流࢝末口ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）。

№ 307
ʬ同志社ʭ「文政漂流記」（3 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大阪府立ਤॻ館）。

№ 308
ʬ同志社ʭ「文政漂流ᩀ」（1 。（目録によるݙ明治文˞、࡭

№ 309
ʬ同志社ʭ「宝暦漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ市立刈谷ਤॻ館）。

№ 310
ʬ同志社ʭ「松平阿波守殿御ឮ漂流民口上留ࣸ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ）。

№ 311
ʬ同志社ʭ「松平म理太夫手船朝鮮国江க漂流ީ一件」（1 ̡、所ެ事方ߦ成元治元年、ஶ長崎奉、࡭ ࣸ本ʳॴ
県立長崎ਤॻ館）ʗ「松平म理太夫領分ノモノ朝鮮国江க漂流ީ一件」（1 成文久、࡭ 2 年、ஶ長崎奉ߦ所ެ
事方、̡ ࣸ本ʳॴ県立長崎ਤॻ館）。
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№ 312
ʬ同志社ʭ「松前船清国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶ（天保 5 年ࣸ））。

№ 313
ʬ同志社ʭ「松前船漂着広記౳」（̡ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫（肥前国平戸島千里浜జࢯҨ੼ൾ記並銘、జࢯ
Ҩ੼ൾӄ記౳と合 1 。（（࡭

№ 314
ʬ同志社ʭ「三宅八丈漂泊༕物ޠ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（八丈島物ޠを付す））。

№ 315
ʬ同志社ʭ「陸奥船漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ本居文庫）。

№ 316
ʬ同志社ʭ「無人島江漂着之記」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国通ཡ 1））。

№ 317
ʬ同志社ʭ「無人島記」（1 成天明、࡭ 7 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ））。

№ 318
ʬ同志社ʭ「無人島記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（片玉ू 76）、神宮文庫ਤॻ館）。

№ 319
ʬ同志社ʭ「無人島記」（ஶ林子平、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国通ཡ 2））。

№ 320
ʬ同志社ʭ「無人島之記」（1 ̡、ஶ渡辺金太夫౳編、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 321
ʬ同志社ʭ「無人島之記」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（地勢ఏ要の付））。

№ 322
ʬ同志社ʭ「無人島ൌ」（̡ ࣸ本ʳॴ高知県立ਤॻ館（万Ṛの内））。

№ 323
ʬ同志社ʭ「無人島漂着記」（1 成寛政、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部東洋文庫岩崎文庫）。

№ 324
ʬ同志社ʭ「無人島漂着記」（5 巻 2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（慶応元年ࣸ））。

№ 325
ʬ同志社ʭ「無人島漂着帰ൕ」（1 成寛政、࡭ 10 年、̡ ࣸ本ʳॴ࢙料館ࡇ魚洞、˞浦手ܗ出島役人手߇）。
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№ 326
ʬ同志社ʭ「無人島漂着者࢝末ॻ」（成嘉永 7 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（加模西葛ై加国෩આߟ౳と合 1
。（（࡭

№ 327
ʬ同志社ʭ「無人島漂着之࢝末」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ浅野ਤॻ館）。

№ 328
ʬ同志社ʭ「無人島漂着之者࢝ڞ末ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）。

№ 329
ʬ同志社ʭ「無人嶋漂౸記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫）。

№ 330
ʬ同志社ʭ「無人島漂流ॻෟ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ）。

№ 331
ʬ同志社ʭ「無人島漂流記」（1 成寛政、࡭ 10 年、ஶ樋口ਲ山、̡ ࣸ本ʳॴ無ځ会神श文庫）。

№ 332
ʬ同志社ʭ「無人島漂流記」（成元文 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所（常州多珂郡᛹原村船頭左
太夫安南漂流記౳と合 1 。（（࡭

№ 333
ʬ同志社ʭ「無人島漂流紀ฉ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国紀ฉ 28））。

№ 334
ʬ同志社ʭ「無人島漂流ஊ࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ長崎市立長崎博物館、˞天明 4）。

№ 335
ʬ同志社ʭ「無人島漂流之ॻ付」（1 成寛政、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館）。

№ 336
ʬ同志社ʭ「無人島΁漂流ኂ帰ൕ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ）。

№ 337
ʬ同志社ʭ「無人島΁漂流の者ԙ八丈嶋口ॻࣸ」（1 成寛政、࡭ 9 年、̡ ࣸ本ʳॴ金沢市立ਤॻ館加越能文庫）。

№ 338
ʬ同志社ʭ「無人島物࢈志」（1 成寛政、࡭ 9 年ং、ஶિᒒ編、̡ ࣸ本ʳॴҍӍॻ屋）。

№ 339
ʬ同志社ʭ「無人島物ޠ」（1 成享保、࡭ 2 年、ஶ善八、˞国ॻղ୊౳による）。
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№ 340
ʬ同志社ʭ「大和船道之島船漂着之અ在൪ެ事」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴچ沖繩県立沖繩ਤॻ館）。

№ 341
ʬ同志社ʭ「吉田൮࢙」（ஶ山本宗明、̡ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ（2 西尾市立ਤॻ館岩瀬文庫（1、（࡭ 。（（࡭

№ 342
ʬ同志社ʭ「琉球船漂着࢝末」（3 成文政、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ）、ʨچʩজߟ
館文庫）。

№ 343
ʬ同志社ʭ「呂૙国江漂流帰朝御吟ຯ口ॻࣸ」（成明和元年、̡ࣸ本 ॴr国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（漂流記の内））。

№ 344
ʬ同志社ʭ「呂૙国漂流人記」（̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（海๷ኮٞଓ 2）、京౎大ֶ（同上））。

№ 345
ʬ同志社ʭ「࿐国漂流記」（1 成文化、࡭ 3 年ং、̡ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ）。

№ 346
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥڭ་৴഍ࣸ」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 9）、県立長崎ਤॻ館（同上））。

№ 347
ʬ同志社ʭ「࿋ࢗѥ国江漂流人൮国之࿩」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（文化 2 年ࣸ））。

№ 348
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国漂٬記ฉ」（6 巻 2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫）。

№ 349
ʬ同志社ʭ「࿋੪ѥ国漂民࣮記」（1 成文化、࡭ 5 年、̡ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館）。

№ 350
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（外国紀ฉ 18）、早稲田大ֶ、ʤ௥
加ʬ古యʭҵ城県立ྺ࢙館（1 。（ʥ（࡭

№ 351
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国漂流ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎府立ਤॻ館、˞文化 3 帰国ஊ）。

№ 352
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国漂流並洋中ニテ外国船江ඃ助揚ީ日本人一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ県立長崎ਤॻ館、˞慶
応元─3）。

№ 353
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国漂流人一件」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）。
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№ 354
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国漂流之༁ॻ及ෟ録」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ）。

№ 355
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国΁漂流人口ॻࣸノ事」（̡ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫（漂海૓ॻ 3））。

№ 356
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国より帰国の漂流人ڞਃ立御༷子ॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京౎立日比谷ਤॻ館東京ࢽ料）。

№ 357
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ࿩」（̡ ࣸ本ʳॴ神戸大ֶ（1 Ҩ੻ਤॻ館（ཱྀの流ਖߍ足利ֶ、（࡭ 62・63、2 。（（࡭

№ 358
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ࿩」（2 成文化、࡭ 2 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫）。

№ 359
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ（դ羅ࢩ紀ฉ、4 ू、第 2 巻））。

№ 360
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ漂流記帰国海路記」（̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所（西海Ҩ珠の内））。

№ 361
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ漂流人ஊ࿩ฉॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（௴亭૓ॻ 9））。

№ 362
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ漂流之༁ॻ並日本΁帰国海路之༷子༁」（1 。（日本漂流ॻ目による˞、࡭

№ 363
ʬ同志社ʭ「若宮丸漂流ฉॻ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（文政 7 年ࣸ））。

№ 364
ʬ国ॻ補Ҩʭ「通ଏ漂海録」（̡ ൛本ʳॴ寛政 7 ൛─龍谷大ֶ、ʤ௥加ʬその他ʭ4 巻 4 成明和、࡭ 6 年ং、ஶ
清田Ҁ（ۋ܅）༁、̡ ൛本ʳॴ寛政 7 ൛─京౎大ֶ、˞唐土ߦఔ記のվ୊本、h 補గ൛ 国ॻ総目録ʱよりʥ）。

ʬ古యʭ「唐土ߦఔ記」（4 巻 4 別「漂海録」、成明和、࡭ 6 年ץ、ஶ（朝鮮）ቐᕭஶ、清田㠉წ（清田Ҁ）༁、　
ʲ൛本ʳॴ明和 6 ൛─新潟大ֶ佐野文庫（4 巻、4 加賀市立ਤॻ館੟藩文庫（4、（࡭ 巻、4 ʤ௥加ʬそ、（࡭
の他ʭ̡ ൛本ʳॴ国立国会ਤॻ館（2 国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、国会ਤॻ館支部東洋文庫岩崎文庫、宮、（࡭
内ிॻ陵部、京౎大ֶ、東北大ֶङ野文庫、広島大ֶ（2 東京౎立日比谷ਤॻ館加賀文庫、下郷文庫（3、（࡭
。（志ʩ、˞ʰ補గ൛ 国ॻ総目録ʱより）ʥݴʨֶॻ、（࡭

№ 365
ʬ古యʭ「異国漂着船࿩」（1 ̡、ݡஶ榎本ಐ、࡭ ࣸ本ʳॴ久留米市民ਤॻ館（2 巻、1 ʤ௥加ʬその他ʭ̡、（࡭ ࣸ
本ʳॴ東京大ֶ本居文庫、˞ʰ補గ൛ 国ॻ総目録ʱよりʥ）。
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№ 366
ʬ古యʭ「異国物ޠ」（̡ ࣸ本ʳॴಢ木県立ਤॻ館黒崎文庫（嘉永 5 年ࣸ、1 。（（࡭

№ 367
ʬ古యʭ「羽州加茂村之者唐土江漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（寛政 3 年ࣸ、1 。（（࡭

№ 368
ʬ古యʭ「越前人長崎人漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ射和文庫（志州布施田村小平次記と合［「ʤ漂流記ʥ」合 1 。（（［࡭

№ 369
ʬ古యʭ「ヲロシヤ国漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ市立弘前ਤॻ館（「ʤヲロシヤ国漂流記ʥ」1 。（（࡭

№ 370
ʬ古యʭ「海外漂࿩」（ஶ山本正༎・岩井重ࠀ、̡ ࣸ本ʳॴҵ城大ֶੁ文庫（巻 1�3、3 。（（࡭

№ 371
ʬ古యʭ「薩州漂人口上ॻ並宗ࢫ名歳ෟࣸ」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1 。（（࡭

№ 372
ʬ古యʭ「薩州漂流人口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（安永 3 年ࣸ、1 。（（࡭

№ 373
ʬ古యʭ「西洋ハタアシア漂流記」（別「嘉永増補西洋ハタアシア漂流記」、ஶ森羅万象一世（森島ำឝ）ஶ、
筒井定ൟ（筒井武右衛門）増補、̡ ࣸ本ʳॴ市立弘前ਤॻ館（「嘉永増補 西洋ハタアシア漂流記」、嘉永 3 年
筒井定ൟࣸ、1 。（（࡭

№ 374
ʬ古యʭ「船頭伝兵衛漂流の一件口上ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（「ʤ船頭伝兵衛漂流の一件口上ॻʥ」、宝暦 4
年ࣸ、1 。（（࡭

№ 375
ʬ古యʭ「朝鮮物ޠ」（̡ ࣸ本ʳॴ市立弘前ਤॻ館（5 巻、天保 8 年ࣸ、1 。（（࡭

№ 376
ʬ古యʭ「唐国漂流之࣮録」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1 。（（࡭

№ 377
ʬ古యʭ「土州人漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ大洲市立ਤॻ館矢野玄道文庫（෩આॻུ文と合［「෩આॻུ文」1
。（（［࡭

№ 378
ʬ古యʭ「渡天આ記」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（寛延元年ࣸ、1 。（（࡭
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№ 379
ʬ古యʭ「೉船漂流観音霊徳ֹ໘ਤը」（ஶ寛ल記、༒ԋࣝ、ૉ山ը、̡ ൛本ʳॴ文化 9 ൛─玉川大ֶ（1 。（（࡭

№ 380
ʬ古యʭ「南部人漂流唐国記」（̡ ࣸ本ʳॴ本居એ長記೦館（1 。（（春ఉ筆、࡭

№ 381
ʬ古యʭ「八丈島記」（̡ ࣸ本ʳॴ新潟大ֶ佐野文庫（天保 10 年ࣸ、1 。（（࡭

№ 382
ʬ古యʭ「漂ح٬৆ਤ」（ஶ谷文Ꮿը、̡ ൛本ʳॴ寛政 2 ൛─東京芸ज़大ֶ脇本文庫（「漂ح٬৆」1 新潟、（࡭
大ֶ佐野文庫（「漂ح٬৆ᅷ」1 。（（࡭

№ 383
ʬ古యʭ「漂民記」（̡ ࣸ本ʳॴҵ城大ֶੁ文庫（和田戸山の記他と合［「Ӎ݄ू」1 。（（［࡭

№ 384
ʬ古యʭ「漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（天保 13 年ࣸ、1 。（（࡭

№ 385
ʬ古యʭ「漂流紀ฉ」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（上中下、嘉永 4 年ࣸ、3 。（（࡭

№ 386
ʬ古యʭ「漂流࠶記」（̡ ࣸ本ʳॴ宮城ڭҭ大ֶ（天保漂流記他と合［「漂流記」1 。（（［࡭

№ 387
ʬ古యʭ「漂流人口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ島根大ֶ海野文庫（1 。（（࡭

№ 388
ʬ古యʭ「漂流人和記」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1 。（（࡭

№ 389
ʬ古యʭ「漂流之者帰国ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（上ଘ、1 。（（࡭

№ 390
ʬ古యʭ「無人島漂着八丈島口ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1 。（（࡭

№ 391
ʬ古యʭ「無人島漂民આ࿩」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1 。（（࡭

№ 392
ʬ古యʭ「࿋西ѥ国漂着之࢝末御ឮ之અਃ上ީझҙ口ॻ並漂着༷子ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（1 。（（࡭
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№ 393
ʬ古యʭ「࿋西ѥ漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ玉川大ֶ（文政 6 年ࣸ、1 1、ܽࠕ、ଘס）（࡭ ҭ大ڭ宮城、（࡭
ֶ（呂૙国漂流記他と合［「漂流記」1 ҵ城県立ྺ࢙館（「ロシア漂流記」1、（［࡭ 。（（࡭

№ 394
ʬ北方ʭ「Ӎソウۮ筆 上・下」（成寛政末年頃、ஶ松前広長（؂物、老ะ）、˞松前広長の൩年にお͚る׽文
によるਵ筆ू。清国漂流の松前漁夫ͳͲの࿩をؚΉ）。

№ 395
ʬ北方ʭ「蝦夷草紙 上・下」（2 成寛政、࡭ 2 年、ஶ最上徳内（常ۣ）、̡ ࣸ本 、r̡ ʳhࣈ׆ 北門૓ॻ 1 、ɦ最上
徳内ʰ蝦夷草紙 （ɦ࣌事通৴社、ত和 40 年）、˞エトロフ島で出会ͬたロシア人から͑た৘ใ中には南部漂
流民のফଉをؚΉ）。

№ 396
ʬ北方ʭ「蝦夷日記」（成享保 2 年、̡ ࣸ本 ）r。

№ 397
ʬ北方ʭ「ࡶ口ॻ」（成安政 2 年、̡ ࣸ本 ）r。

№ 398
ʬ北方ʭ「［西海ߤ路ਤ］」。

№ 399
ʬ北方ʭ「台湾南部之ਤ」（成明治 6 年頃）。

№ 400
ʬ北方ʭ「子モロ領ノツケ之内イキタラウシ江異国船渡来漂流人ࠩڞஔୀൕީ࢓儀ਃ上ީॻ付」（成安政 5 年、
ʲࣸ本 ）r。

№ 401
ʬ北方ʭ「文政十三寅六݄中クスリ御৔所江漂着いたしީ御城米積遠州川崎八郎左衛門船沖船頭半兵衛上乗次
郎兵衛並水主र九人の΋のࣥௐॻ׌右虎寿丸見分ॻଖ外੥ূ文之ࣸ」（̡ ࣸ本 ）r。

№ 402
ʬ北方ʭ「࿋西ѥ国記ฉ」（成天明 6 年、ஶ最上徳内）。

№ 403 
ʬ同志社ʭ「筑前国人呂૙福州漂着記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ京౎大ֶ（増గ海外異ฉの内）、˞第 1 部の
138PS143 ヵ）。

№ 404
ʬ同志社ʭ「知多郡亀崎村七三郎漂流ஊ」ヵ（別「安政尾張人漂流記」、成安政 6 年、̡ ࣸ本ʳॴ名古屋市蓬
左文庫（ࢿ治ڂࡶ 2 ा）、˞第 1 部の 309 PS 310 ヵ）。



195

№ 405
ʬ同志社ʭ「無人島漂着船頭水主口ॻࣸ」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ᛽川ಊ文庫、˞第 1 部の 91PS103 ヵ）。
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第　3　෦　漂流記ू

№ 1
ʬ同志社ʭ「ѥ๽利加漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 81・87）、˞第 81 は萬次郎౳
の漂流࢝末ॻʬ第 1 部 245ʭ、第 87 は嘉永 3 年摂州永力丸漂流記ʬ第 1 部 287ʭ）。

№ 2
ʬ同志社ʭ「安南国漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（安南国漂流物ޠʬ第 1 部 146ʭ、大ሒ国漂流
࿩ʬ ʭ、宝暦七ӑ九݄ਧ流ީ船人小平治口上ॻʬ第 1 部 132ʭを収Ή））。

№ 3
ʬ同志社ʭ「異国漂着船࿩」（5 ̡、ஶ木下八郎次衛門編、࡭ ࣸ本ʳॴ雲泉文庫（元禄 5 年ࣸ）、ʨ京外大ʩ（元
禄 5 年ࣸ）、˞ 1 巻ɽ奥州৴夫郡福嶋上大࡫村上乗ඦ੏武右衛門宝暦十二年十二݄支那通州に漂着ʬ第 1 部
135 ヵʭ、2 巻ɽ台湾物ޠʬ ʭ、3 巻ɽ定西伝琉球物ޠʬ ʭ、4ʙ5 巻ɽ᐀ᬓ物ޠʬ ʭ）。

№ 4
ʬ同志社ʭ「異国漂流記ू」（荒川लढ़編、吉川弘文館、ত和 37 年、275Q（気象࢙料シリーζ 2）、˞異国物
ʬ第ޠ 1 部 12ʭ、尾張国知多郡大野村孫左衛門船漂流帰国之事ʬ第 1 部 24ʭ、漂人ஊ࿩ʬ第 1 部 82ʭ、浙江
漂流帰ൕʬ第 1 部 124ʭ、宝暦七年ӑ九݄志州鳥羽浦船頭漂流一件ʬ第 1 部 132ʭ、異国漂流人の次第ʬ第
1 部 142ʭ、異国江漂流ީ࢓陸奥国の者四人口ॻʬ第 1 部 166ʭ、能州羽ࡢ郡ਖ浜村清兵衛異国漂流口ॻࣸʬ第
1 部 226ʭ、呂૙国漂流記ʬ第 1 部 248ʭ、漂٬ஊحʬ第 1 部 245ʭ、漂流حஊʬ第 1 部 245ʭ、呂寿丸漂流
口ॻʬ第 1 部 247 ヵʭ、漂流記ʬ第 1 部 287ʭ、無人嶋ヨリ帰国之者御ௐॻ上留ʬ第 1 部 91・103・160・
161・163ʭ、無人嶋漂流記ʬ第 1 部 91・103・127・133・160・161・163ʭ）。

№ 5
ʬ同志社ʭ「異国漂流記ଓू」（荒川लढ़編、地人ॻ館、ত和 39 年、318Q（気象࢙料シリーζ 6）、˞南海紀
ฉɽ5 ʬ第（ত和元年）࡭ 1 部 142ʭ、漂海録（安永 3）ʬ第 1 部 153ʭ、南ත記ɽ5 寛政）࡭ 6）ʬ第 1 部
167ʭ、海外異ฉɽ5 天保）࡭ 12）ʬ第 1 部 247ʭ、通ߤ一ཡଓाɽ漂流記બɽ6 ʬ第࡭ 1 部 247ʭ、巻 78（パ
ラオ島漂流記、文政 3 年）ʬ第 1 部 200ʭ、巻 81（カガヤン漂流記、文政 11 年）ʬ第 1 部 224ʭ、巻 150（陸
奥船南洋漂流記、天保 10 年）ʬ第 1 部 243ʭ、巻 115（善助・初太郎漂流記、天保 12 年）ʬ第 1 部 247ʭ、
巻 116（栄力丸漂流記、嘉永 3 年）ʬ第 1 部 287ʭ、巻 98（カムチャッカ漂流記、嘉永 3 年）ʬ第 2 部
51ʭ）。

№ 6
ʬ同志社ʭ「異国漂流حᩀू」（石井ݚಊ編、福永ॻళ、ত和 2 年、638 ท、˞元和漂流記ʬ第 1 部 4ʭ、讃州
船島国୤ߤஊʬ第 1 部 7ʭ、勢州船北海漂着記ʬ第 1 部 16ʭ、薩州船清国漂着ஊʬ第 1 部 106ʭ、津軽船御஘
૸ஊʬ第 1 部 129ʭ、荒浜船南通州漂着࢝末ʬ第 1 部 135ʭ、一葉丸福州漂流記ʬ第 1 部 158ʭ、芸州善松北
米漂流ᩀʬ第 1 部 175ʭ、督乗丸船長日記ʬ第 1 部 188ʭ、融勢丸唐流帰国記ʬ第 1 部 223ʭ、神力丸馬丹漂
流口ॻʬ第 1 部 226ʭ、࣌ݙܭ上の漂民ʬ第 1 部 241ʭ、観音丸呂૙漂流記ʬ第 1 部 248ʭ、漂流万次郎帰朝
ஊʬ第 1 部 245ʭ、幸宝丸漂流記ʬ第 1 部 253ʭ、播州人米国漂流࢝末ʬ第 1 部 287ʭ、彦蔵漂流記ʬ第 1 部
287ʭ、広東船漂着حஊʬ ʭ、漂流ᩀࡶ筆ʬ ʭ）。
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№ 7
ʬ同志社ʭ「乙巳漂٬紀ฉ」（1 成弘化、࡭ 2 年、ஶ宇田川興斎、̡ ࣸ本ʳॴ岩手県立ਤॻ館）ʗ「弘化乙巳漂民
日記」（1 成弘化、࡭ 3 年、ஶ宇田川興斎、̡ ࣸ本ʳॴ東京大ֶ࢙料編ࢊ所、˞弘化 2　ˠ乙巳漂٬紀ฉ）。

ʬ海洋ʭ「乙巳漂٬記ฉ」（1 ̡、࡭ ࣸ本 ）r。
ʲ関連事߲ʳ東京海洋大ֶの漂流事৘のղઆよりʬ第 1 部 253・254ʭ。

№ 8
ʬ同志社ʭ「永寿丸漂流記」（1 別「薩南国喜三右衛門船尾張国長右衛門船年݄同࣌漂流記」、成文化、࡭ 13 年、
ʲࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、東京大ֶ）。
ʲ関連事߲ʳผশの「薩南国喜三右衛門船ʬ第 1 部 185ʭ尾張国長右衛門船ʬ第 1 部 188ʭ年݄同࣌漂流記」
より。

№ 9
ʬ同志社ʭ「蝦夷嶋漂着」（1 別「勢州松坂の船蝦夷島之漂着奥州船唐国之漂着（内）」、成寛文、࡭ 12 年、̡ ࣸ
本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、ʤ௥加ʬ北方ʭ̡ ࣸ本 ʥr）。

ʬ北方ʭ「寛文十三年蝦夷国෩ॻෟ」（̡ ࣸ本 、r˞「蝦夷嶋漂着」よりൈࣸした΋の）。
ʲ関連事߲ʳผশの「勢州松坂の船蝦夷島之漂着ʬ第 1 部 29ʭ奥州船唐国之漂着ʬ ʭ（内）」より。

№ 10
ʬ同志社ʭ「蝦夷島流船物ޠ・無人島物ޠ・天ࣟ渡海物ޠ」（3 巻 1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮城県ਤॻ館）。
ʲ関連事߲ʳॻ名の「蝦夷島流船物ޠʬ ʭ・無人島物ޠʬ ʭ・天ࣟ渡海物ޠʬ第 2 部 114ʭ」より。

№ 11
ʬ同志社ʭ「遠州船無人島物ޠ」（成元文 4 年、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流૓ॻ 7）、̡ ʳhࣈ׆ గ漂流ߍ
ஊ全ूح （ɦଓఇ国文庫）、h 日本ॸ民生࢙׆料ू੒ 5 巻 漂流 （ɦ三一ॻ房、1968）、ࣲल夫編ʰ南海漂流ᩀʱ

（૒林社、ত和 18 年））。
ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 91・103ʭ。

№ 12
ʬ同志社ʭ「海外異ฉ」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（手島Ҙහࣸ）、˞唐太記（最上常ۣ）ʬ ʭ、小笠原島
記ʬ ʭ、異船漂着記（原新六郎）ʬ ʭ、赤蝦夷෩આߟ（最上常ۣ）ʬ ʭを収Ή）。

№ 13
ʬ同志社ʭ「海外異ฉ」（25 巻 25 、本ʳॴ宮内ிॻ陵部（定西法師伝のΈ）、京౎大ֶ、京౎府立ਤॻ館̡ࣸ、࡭
˞定西法師伝ʬ ʭ、讃岐高松のඦ੏吉右衛門౳漂流記ʬ第 1 部 7ʭ、馬丹島漂流記ʬ第 1 部 24ʭ、切支丹宗
門来朝記ʬ ʭ、ᕟ房筆ޠʬ ʭ、琉球ᡈ࢖記ʬ ʭ、岡野三左衛門広東漂流記ʬ第 1 部 77ʭ、朝鮮人来朝記ʬ ʭ、
阿འ陀໰答ʬ ʭ、蝦夷にし͖（上倉徳五郎蝦夷漂流記）ʬ ʭ、島谷市左衛門౳無人島漂流記ʬ ʭ、異国人房
州΁漂着記ʬ ʭ、ߚ毛༁໰答ʬ ʭ、奥州人福建漂流記ʬ第 2 部 31ʭ、奥州人浙江漂着記ʬ第 1 部 124 ヵʭ、
奥州人南京漂着記ʬ第 2 部 28ʭ、奥州人江南漂着記ʬ第 2 部 27ʭ、筑前国人呂૙福州漂着記ʬ第 2 部 403ʭ、
横文ࣈ和ղʬ ʭ、薩州人唐国漂流記ʬ第 1 部 149ʭ、住徳丸福州漂着記ʬ第 1 部 157ʭ、紀州人福州漂着記ʬ第
1 部 157ʭ、奥州人安南国漂流記ʬ第 1 部 145ʭ、௠世徳筆ޠ船頭清蔵安南国物ޠʬ第 1 部 167ʭを収Ή）。

№ 14
ʬ同志社ʭ「外国紀ฉ」（30 ˞、別「外国૓ॻ」、̡ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、࡭ 安南紀ུ࿴（6 ʬ第（࡭
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1 部 145 ヵ・146 ヵ・167 ヵʭ、異国漂౺記ฉ（1 ʬ ʭ、薩州漂٬ฉ見録（2（࡭ ʬ第（࡭ 1 部 190ʭ、異国記
ฉ（1 ʬ第（࡭ 1 部 122ʭ、外国記ฉ（1 1）ޠʬ ʭ、漂南新（࡭ ʬ第（࡭ 2 部 203ʭ、ѥᇯ港紀ུ࿴（2 ʬ第（࡭
1 部 40 ヵ・167 ヵʭ、࿋西ѥ志（1 ʬ第（࡭ 1 部 159 ヵʭ、࿋西ѥ本記ུᢲ2）ߘ ʬ ʭ、࿋西ѥ国漂流記（1（࡭
ʬ第（࡭ 2 部 350ʭ、࿋西ѥ新記ฉ（1 ʬ第（࡭ 1 部 166 ヵʭ、五郎次࿩（1 3）ߦʬ ʭ、東韃地方紀（࡭ 、ʬ ʭ（࡭
北ᗸ๷ڔ之記（1 ʬ ʭ、北蝦夷島新આ（1（࡭ ʬ ʭ、沿海異ฉ（1（࡭ ʬ ʭ、海島෩土記（2（࡭ ʬ ʭ、無（࡭
人島漂流紀ฉ（1 ʬ第（࡭ 2 部 333ʭ、琉٬ᩀ記（1 ʬ ʭ、ཽব紀ུ（1（࡭ 。（ʬ ʭを収Ή（࡭

№ 15
ʬ同志社ʭ「䒬谷૓આ」（成寛政 2─文政 13、ஶ福居芳磨（ᕫ知文・䒬谷）編、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（太
田本第 5、1 国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（「Έͪのくに͖͑Ζの記」2、（࡭ 巻 2 国会ਤॻ館支部東洋文、（࡭
庫岩崎文庫（「東奥紀ߦਤ」、ਇᒻ丸ը・安藤重之౳3、ߍ 巻 2 ҭ大ֶ（那珂本、8ڭ東京、（࡭ 同、1）（࡭ 、（࡭
੩岡県立中ԝਤॻ館Ѯ文庫（文政 11 年頃ࣸ、新野໰答・建官ߟ・天明Ԍম之記・老ঁ໰答を収Ή）、市立
വ館ਤॻ館（太田本、10 大蔵那珂本ࣸڭ）（࡭ 8 市立വ館ਤॻ館本˞、（࡭ : 奥州漂民左平ᗢॻ並ニ長崎之
ሩ෭ॻʬ第 1 部 166ʭ、仙台漂民ኺ࿋੪ѥ・所ଃ之ঢ়ʬ第 1 部 166 ヵʭ、漂民継右衛門Ҏ下之儀菊地惣内上
ॻʬ第 1 部 173 ヵʭ、チフラン漂流人ུ࿩ʬ第 2 部 110ʭを収録、東京ڭҭ大ֶ本 : 宝暦四年奥仙台之民唐
土・浙江省漂流之記ʬ第 1 部 124ʭ、宝暦九年台湾漂民之記ʬ第 1 部 132 ヵʭを収録）。

№ 16
ʬ同志社ʭ「外国通ཡ」（5 巻 3 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、˞巻 1─阿འ陀෩આ和ղ之ॻʬ ʭ、
中華物ޠʬ ʭ、෮ೱ比須൫国ॻࣸኂ方物෩ଏʬ ʭ、仙台石ノ巻江異国舟漂着之記ʬ ʭ、房州千倉海江南京
舟漂着之記ʬ ʭ、紀州大島浦江൮舟漂着之記ʬ ʭ、伊豆国八丈島江唐船漂着記ʬ ʭ、巻 2─豆陽大島記ෟ七
島ノ事ʬ ʭ、無人島記（林子平）ʬ第 2 部 319ʭ、無人島江漂着之記ʬ第 2 部 316ʭ、巻 3─安南国江漂着之
記ʬ第 2 部 6ʭ、勢州ノ者࿋西ѥ江漂着帰国之漂民御ཡ之記（ܡ川ำ周）ʬ第 1 部 159ʭ、越前国住人ߦ韃᯳
口上ʬ第 1 部 12ʭ、巻 4─宝暦九年漂流記ʬ第 1 部 132ʭ、巻 5─唐国福建省漂着之口ॻʬ第 2 部 129ʭ、唐
国福建省江漂流記໰答ʬ第 2 部 131ʭ）。

№ 17
ʬ同志社ʭ「海事࢙料૓ॻ」（20 巻、住田正一編、巌松ಊ、ত和 4ʙ6 年、˞ 5 : 船長日記（重吉）ʬ第 1 部
188ʭ、6 : ᰞ෩新࿩（伊藤܅ಠ༁）ʬ ʭ、13 : 海外漂流年代記ʬ ʭを収録）。

№ 18
ʬ同志社ʭ「海ද異ฉ」（79 ̡、土人܂ஶప、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ、京౎大ֶ（大正 5 年同志社蔵本ঞࣸ 19
˞、（࡭ 30�ç異国物ޠʬ第 1 部 12ʭ、39ʙ40�ç支那漂流記上下 2 巻ʬ第 1 部 58ʭ、41ʙ44�ç支那漂流記 4
巻ʬ第 1 部 124ʭ、47�ç台湾漂流ʬ第 1 部 132ʭ、48ʙ49ɽ小笠原島記ኂ漂流記ʬ第 1 部 91ʭ、62ʙ66�ç船
長日記、4 巻ਤ 1 巻ʬ第 1 部 188ʭ、72ʙ73�ç磯吉光太夫漂流、上下 2 巻ʬ第 1 部 159ʭ、74ʙ76�ç仙台左
平津太夫漂流　上中下 3 巻ʬ第 1 部 166ʭ、77�ç太三郎の記ʬ第 2 部 104ʭ）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 253ʭ。

№ 19
ʬ同志社ʭ「海ද૓ॻ」（巻 3、新村出編、ߋ生ֳ、ত和 3 年、˞元和ߤ海記ʬ ʭ、大島筆記ʬ第 1 部 137ʭ、
南国ح࿩ʬ第 1 部 226ʭ、栄力丸漂流記ஊʬ第 1 部 287ʭ）。

№ 20
ʬ同志社ʭ「加能漂流ᩀ」（金沢、石川県ਤॻ館ڠ会、ত和 13 年 3 ݄、77 Q、21 DN、（加賀能登郷土ਤॻ૓ץ）、
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ෳࠁ、ত和 47 年 6 ݄、˞ 本ॻは安永 4 年から໿ 70 年間にͬىた漂流事件の口ॻ 5 種を編ࢊした΋の。粟ヶ
崎の者朝鮮漂着一巻口ॻʬ第 1 部 151ʭ、鹿磯村市之丞౳無人嶋΁漂着の次第口ॻʬ第 1 部 161ʭ、大೦寺
新村吉左衛門唐ᅳ΁漂着一件口ॻʬ第 1 部 219ʭ、ਖᖛ村清兵衛バタン΁漂着の次第口ॻʬ第 1 部 226ʭ、
皆݄村弥三兵衛異ᅳ΁漂着の次第口ॻ、ෟ録 : 浦手ܗの事ʬ第 1 部 246ʭ、異ᅳ船漂着のઅ御扶持人十村౳
৺ಘ方覚ॻʬ ʭ、加能漂流ᩀղઆ : 輪島の船、朝鮮に漂着の事ʬ第 1 部 102ʭ、輪島の水主ڞ朝鮮漂着ஊʬ第
1 部 102ʭ）。

№ 21
ʬ同志社ʭ「դ羅ࢩ紀ฉ」（̡ ࣸ本ʳ4 ू 40 ˞、早稲田大ֶ本、࡭ ʤ1 ूʥ3�ç光太夫物ޠʬ第 1 部 159ʭ、5�ç仙
台漂流人口ॻʬ第 2 部 99ʭ、9�ç漂民紀事ʬ第 1 部 159ʭ、幸太夫口ޠ筆डඃʬ第 1 部 159ʭ、北ུ༷ฉʬ ʭ　ʤ2
ूʥ13�ç幸太夫帰朝記（3 種）ʬ第 1 部 159ʭ、17�ç北海漂民見ฉ録ʬ第 1 部 166ʭ、ʤ4 ूʥ32�ç࿋西ѥ国漂
流記ʬ第 1 部 166ʭ）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 188・第 2 部 359・第 3 部 82ʭ。

№ 22
ʬ同志社ʭ「近世漂流記ू」（荒川लढ़編、法政大ֶ出൛468、1969、ہ Q、19 DN、˞韃᯳ɽ大明ɽ朝鮮・
順ྺࢽʬ第 1 部 12ʭ、広東΁漂流覚ॻʬ第 1 部 77ʭ、南部人漂流記ʬ第 1 部 122ʭ、宝暦漂流物ޠ　全ʬ第
1 部 124ʭ、漂夫ᩀ　全ʬ第 1 部 142ʭ、華夷九年録　全ʬ第 1 部 142ʭ、࿋西ѥᅳ漂流民記ʬ第 1 部 159ʭ、
満次郎漂流記ʬ第 1 部 245ʭ、初太郎漂流記ʬ第 1 部 247ʭ、漂流船ௌॻʬ第 1 部 267ʭ、彦蔵漂流記（木൛本）

ʬ第 1 部 287ʭ、無人しま΁漂着之΋の吟ຯॻʬ第 1 部 160・161・163ʭ、೹୴人漂流記ʬ ʭ、北ѥ๽利加
船応઀記漂流人護ૹʬ第 2 部 60ʭ、上海ߤ記ʬ第 1 部 341ʭ）。

№ 23
ʬ同志社ʭ「ߍగ漂流حஊ全ू」（石井ݚಊߍగ、東京博文館、明治 33 年 7 ݄、1000çQ、20çDN（ଓఇ国文庫、
第 22 編）、˞近世漂流年දʬ ʭ、韃᯳漂流記ʬ第 1 部 12ʭ、台州漂٬記事ʬ第 1 部 2ʭ、阿州船無人島漂流
記ʬ第 1 部 25ʭ、日州船漂མ紀事ʬ第 1 部 64ʭ、൪人打破船ʬ第 1 部 82ʭ、馬丹島漂流記ʬ第 1 部 24ʭ、遠
州船無人島物ޠʬ第 1 部 91・103ʭ、竹内徳兵衛࿋ᅳ漂流ஊʬ第 1 部 112ʭ、志州船台湾漂着࿩ʬ第 1 部
132ʭ、ਧ流天ࣟ物ޠʬ第 1 部 142ʭ、南海紀ฉʬ第 1 部 142ʭ、安南ᅳ漂流物ޠʬ第 1 部 146ʭ、奥州人安
南ᅳ漂流記ʬ第 1 部 145・146 ヵʭ、薩州人唐ᅳ漂流記ʬ第 1 部 149ʭ、神昌丸࿋ᅳ漂流࢝末ʬ第 1 部
159ʭ、鳥島物ޠʬ第 1 部 160・161・163ʭ、無人島ஊ࿩ʬ第 1 部 160・161・163ʭ、漂流日記ʬ第 1 部
160・161・163ʭ、無人島漂流口ॻʬ第 1 部 160・161・163ʭ、松栄丸࿋ᅳ漂流記ʬ第 1 部 162 ヵʭ、؀海
異ฉʬ第 1 部 166ʭ、南漂記ʬ第 1 部 167ʭ、青森港儀兵衛漂流࢝末口ॻʬ第 1 部 170ʭ、松前人韃᯳漂流記ʬ第
1 部 169ʭ、漂٬加࡯ᄒ出ຉ記ʬ第 1 部 173ʭ、督乗丸࿋ᅳ漂流記ʬ第 1 部 188・132ʭ、永寿丸࿋ᅳ漂流記ʬ第
1 部 185ʭ、文化十三ช子薩州漂٬見ฉ録ʬ第 1 部 190ʭ、ペラホ物ޠʬ第 1 部 200ʭ、漂٬寿三郎手؆ʬ第
1 部 237ʭ、ѥ๽新࿩ʬ第 1 部 247ʭ、漂٬ஊحʬ第 1 部 245ʭ、紀州船米ᅳ漂流記ʬ第 1 部 267ʭ・ෟ録 :
海外異ฉʬ ʭ、山田仁左衛門渡唐録ʬ ʭ、天ࣟ徳兵衛物ޠʬ第 2 部 114ʭ、ジャガタラ文ʬ第 2 部 86ʭ、阿
འ陀文ʬ第 2 部 39ʭ）。

№ 24
ʬ同志社ʭ「坐թ記」（ஶ౧西河（౧井西河）、ʤ௥加ʬ古యʭ̡ ࣸ本ʳॴ島根大ֶ܂原文庫（天明 5 年ࣸ、1 　、（࡭
ʲ൛本ʳॴ明治四五൛─島根大ֶ܂原文庫（1 ̡、ʥ（（࡭ ʳhࣈ׆ 出雲文庫 1 、ɦ˞大阪北堀江の備前屋亀次郎
にチャーターされた肥前寺江村の金右衛門船の水主、出雲国島根県三保関の住人米屋喜助၀清蔵が天明 7
年に鳥島に漂着したと͖の漂流記）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 142・161ʭ。
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№ 25　
ʬ同志社ʭ「薩摩国喜三左衛門船漂流記　付尾張国長右衛門船漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、˞薩州永
寿丸漂流記）。

ʲ関連事߲ʳॻ名の「薩摩国喜三左衛門船漂流記ʬ第 1 部 185ʭ付尾張国長右衛門船漂流記ʬ第 1 部 188ʭ」
より。

№ 26
ʬ同志社ʭ「ࢿ治ڂࡶ」（̡ ࣸ本ʳܽ本、5 ा目録ڞ 94 ˞、名古屋市蓬左文庫本、࡭ 1 ाɽ南海紀ฉ（ܽ）ʬ第
1 部 142 ヵʭ、半田村重吉船長日記ʬ第 1 部 188ʭ、2 ाɽѥ๽竹ࢬʬ第 1 部 247ʭ、漂民日記ʬ第 2 部
215ʭ、伯耆人漂流ஊʬ第 1 部 287ʭ、尾張人漂流記ʬ第 2 部 41ʭ）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 2 部 404ʭ。

№ 27
ʬ同志社ʭ「ै前之唐国外国౳΁漂着イタシީ者ڞ名前」（1 ˞、本ʳॴ県立長崎ਤॻ館̡ࣸ、࡭ 貞享元─寛政）。
ʲ関連事߲ʳॻ名及び備ߟにある年代の෯よりෳ数と൑அ。

№ 28
ʬ同志社ʭ「ଓ海外異ฉ」（12 巻 12 ̡、ஶ大௬茂Ⅎ（൫里）編、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（巻 2・
11 ܽ、10 録ʬ ʭ、漂南ฉུʬ第࢖ଘ巻は中山ᡈ˞、（࡭ 1 部 166 ヵʭ、広東漂船ᯐ記ʬ ʭ、ฉᒍ白ޠʬ ʭ、
無人島ஊ࿩ニෟ録ʬ ʭ、無人島ஊ࿩ʬ第 3 部 70ʭ、南島漂流記ʬ第 2 部 159ʭ、異国漂流記ʬ第 2 部 9ʭ、
寧波船筆記ʬ ʭ、北ᒍ小録ʬ第 1 部 159 ヵʭ）。

№ 29
ʬ同志社ʭ「韃୴漂流記」（੪藤清衛؂म、清水文༤ߍம、春陽ಊ、ত和 17 年、138 Q、ਤ൛、地ਤ（新文庫 8）、
˞韃୴漂流記ʬ第 1 部 12ʭ、馬丹島漂流記ʬ第 1 部 24ʭ、遠州船無人島物ޠʬ第 1 部 91ʭ、神昌丸࿋国漂流
࢝末ʬ第 1 部 159ʭ、͡Όがたら文ʬ第 2 部 86ʭ）。

№ 30
ʬ同志社ʭ「௴亭૓ॻ」（31 ˞、本ʳॴ宮内ிॻ陵部、県立長崎ਤॻ館̡ࣸ、࡭ 第 8 ࡭ : 志州鳥羽漂流人ฉॻʬ第
1 部 132 ヵʭ、ਧ流船࿩ʬ第 2 部 302ʭ、第 9 ࡭ : 山田仁左衛門ུ伝ʬ ʭ、漂民吉次郎覚ॻʬ第 1 部
239 ヵʭ、漂民長兵衛ॻ上ʬ第 2 部 214ʭ、࿋西ѥڭ་৴഍ࣸʬ第 2 部 346ʭ、漂民御ཡ之記ʬ第 1 部 159ʭ、
࿋西ѥ漂流人ஊ࿩ฉॻʬ第 2 部 361ʭ、西間切大島間志村漂民名฽ʬ第 2 部 166ʭ）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 2 部 208ʭ。

№ 31
ʬ同志社ʭ林䧭「通ߤ一ཡ」（350 巻付録 23 巻凡例総目 2 巻絵ਤ 1 ቲ、成嘉永 6 年、ஶ林䧭・宮崎੒਎౳編、
ʲࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（ߘ本、322 巻付録 22 巻、有ܽ、ଓाڞ 414 巻）（࡭ 1�24、ଓाڞ 26
京౎大ֶ（巻、（࡭ 25�272、有ܽ、141 所（186ࢊ東京大ֶ࢙料編、（࡭ 巻付録 12 巻、有ܽ）、日本大ֶ（付
録ڞ 9 北海道ி（巻、（࡭ 273�321、27 ʤ௥加ʬ国ॻ補Ҩʭ岡山大ֶ池田家文庫（10、（࡭ ʥ、ʤ௥加ʬ古（࡭
యʭ関西大ֶ五ٷઇ૭文庫（「通ߤ一ཡং」、「ඞಡॻ୊ݴኮࢊ、第 2 ʳhࣈ׆̡、ʥ（「࡭ 通ߤ一ཡ （ɦ国ॻߦץ会、
明治 45 年、ෳࠁ : 清文ಊ、1967）、˞永禄 9�文政 8）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 6・8・11・12・13・19・20・21・24・27・28・30・31・40・
49・50・51・57・58・59・70・71・77・78・79・82・83・106・112・113・122・123・124・125・
126・130・132・135・137・138・142・145・146・149・150・152・153・155・159・162・166・
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167・169・170・171・173・175・182・185・188・190・195・第 2 部 281ʭ。

№ 32
ʬ同志社ʭ林䧭「通ߤ一ཡଓा」（151 巻付録 26 巻、ஶ林䧭・宮崎੒਎౳編、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内
ֳ文庫（ߘ本、142 巻付録 26 巻、有ܽ、通ߤ一ཡと合 414 巻）（࡭ 1�4、通ߤ一ཡと合 26 巻）（࡭ 1�4、
明治ࣸ 1 東京国立博物館（有ܽ、68、（࡭ 京౎大ֶ（巻、（࡭ 8�44・47�63・81、46 東京大ֶ࢙料編、（࡭
所（142ࢊ 巻付録 26 巻、有ܽ）、北海道ி（巻 84�103、10 ̡、（࡭ ʳhࣈ׆ 通ߤ一ཡଓा （ɦ清文ಊ、ত和
43�48 年））。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 200・216・218・219・223・224・225・226・229・230・236・
237・238・239・243・245・247・248・253・254・267・286・287・298・第 2 部 51・93ʭ。

№ 33 
ʬ同志社ʭ「通৴全ཡ」ヵ（初編 106 巻総目 2 巻ྨा目録 1 巻ӳ国来؉ 5 巻・2 編 186 巻総目 2 巻ྨा目録
1 巻 303 成慶応、࡭ 3 年、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（ߘ本）、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（ܽ本、初編
ྨा 24 ࡭ 2 編ྨा 41 ̡、（࡭ ʳhࣈ׆ 通৴全ཡ （ɦ༤松ಊॻళ、ত和 58 年）、˞安政 6�万延元）。

ʲ関連事߲ʳ林䧭「ଓ通৴全ཡ」とのͭͳがりからෳ数と൑அ。

№ 34
ʬ同志社ʭ林䧭「ଓ通৴全ཡ」（̡ ࣸ本ʳॴ外຿省外ަ࢙料館（編年之部 505 巻、ྨा之部 1366 巻）、̡ ʳࣈ׆
ʰଓ通৴全ཡ （ɦ編年之部 1ʙ、༤松ಊ出൛、ত和 58 年ʙ））。
ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 166・226・230・231・237・241・243・245・247・253・254・
255・267・287・298・309・312・314・326・327・328・333・334・335・336・337・339・340ʭ。

№ 35
ʬ同志社ʭ「唐土漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮城県ਤॻ館、˞浙江省漂流記ʬ ʭ、広東漂流記ฉʬ ʭ、韃᯳漂
流記ʬ第 1 部 12 ヵʭ、徳兵衛渡ࣟ記ʬ第 2 部 114ʭを収Ή）。

№ 36　
ʬ同志社ʭ「督乗丸࿋国漂流記」（1 成文化、「漂٬ஊ࿩督乗丸長右衛門志摩国小平次」別、࡭ 13 年、ஶ長右
衛門・小平次、̡ ࣸ本ʳॴ東北大ֶ（宝暦 11 年ࣸ）、岡田伊三次郎、̡ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国
文庫））。

ʲ関連事߲ʳผশの「漂٬ஊ࿩督乗丸長右衛門ʬ第 1 部 188ʭ志摩国小平次ʬ第 1 部 132ʭ」より。

№ 37
ʬ同志社ʭ「土佐国群ॻྨै」（̡ ࣸ本ʳ160 巻रҨ 70 巻内 7 巻ܽ、総目録 2 ڞ࡭ 304 国会ਤॻ館支部、࡭
内ֳ文庫本、˞ʤ漂流ʥ77 清水浦琉球船漂着ฉॻʬ第 1 部 137 ヵʭ、೉෩流船物ޠʬ第 2 部 175ʭ、78 八
丈島漂渡記ʬ第 2 部 172ʭ、79 南京ग৺೗船漂着之記ʬ ʭ、土佐国船無人嶋漂流之記上ʬ第 2 部 140 ヵʭ、
泉之波有手船記ʬ ʭ、80 無人嶋漂流記ʬ ʭ、81 土州香զ美郡岸本浦長平天明五年巳正݄ր日出船Ҏ来漂流
記ʬ第 1 部 160ʭ、土州高岡郡福嶋浦福吉屋浅平漂流記ʬ第 2 部 304ʭ、82 下田日記ʬ ʭ、83 江南商࿩ʬ第
2 部 70ʭ、84 松平土佐守小人中浜万次郎儀北ѥ๽利加在留中及見ฉީ࢝末相ឮީझਃ上ީॻ付ʬ第 1 部
245ʭ、漂民録ʬ第 1 部 245 ヵʭ、ѥ๽利加ࢺʬ第 1 部 245 ヵʭ、85 漂民紀事ʬ第 1 部 245ʭ、漂海異ฉʬ第
2 部 183ʭ）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 2 部 248ʭ。
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№ 38
ʬ同志社ʭ「土州船大阪船薩州船漂流ᩀ」（1 ̡、成嘉永元年、࡭ ࣸ本ʳॴ香川大ֶ神原文庫（佐藤ᯒ舟ࣸ））。
ʲ関連事߲ʳॻ名の「「土州船ʬ ʭ大阪船ʬ ʭ薩州船ʬ ʭ漂流ᩀ」より。

№ 39
ʬ同志社ʭ「鳥島物ޠ」（̡ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫））。
ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 160・161・163ʭ。

№ 40
ʬ同志社ʭ「長崎૓ॻ　第 5 編」（西道仙・安中半三郎ߍ、長崎古文ॻ出൛会、明治 27 年、˞ 長崎港ᢲ第 7 巻 :
日本人異国漂流ࡶ記ʬ第 3 部 49ʭ、漂流泊瀬伝平衛日録ʬ第 1 部 106ʭ、奥州南部人漂流日録ʬ第 1 部
122 ヵʭをؚΉ）。

№ 41
ʬ同志社ʭ「南海漂流ᩀ」（ࣲल夫編、東京、૒林社、ত和 18 年、203 Q、ਤ 4、地ਤ 1、18�6 DN、˞ղઆ、
福建厦門寧波೉෩渡唐帰朝記ʬ第 1 部 122ʭ、異国漂流ஊʬ第 1 部 132ʭ、遠州船無人島漂流記ʬ第 1 部
91ʭ、土州船無人島漂流ᩀʬ第 1 部 160ʭ、孫太郎ボルネオ漂流ஊʬ第 1 部 142ʭ、安南国漂流記ʬ第 1 部
146ʭ、馬丹島漂流物ޠʬ第 1 部 24ʭ、近世漂流年දʬ ʭ）。

№ 42 
ʬ同志社ʭ「೉船漂流人口ॻࣸ　ଖ他」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ早稲田大ֶ）。
ʲ関連事߲ʳॻ名及び備ߟにある年代の෯よりෳ数と൑அ。

№ 43 
ʬ同志社ʭ「南൮紀文બ」（三島࠽二ߍగ編ࢊ、聚芳ֳ、大正 15 年、˞西洋紀ฉ（新井白石）ʬ ʭ、長崎夜࿩
草（西川正休）ʬ第 1 部 17 ヵ・18 ヵ・24 ヵ・40 ヵ・77 ヵʭ、野წಠޠ（ਿ山人）ʬ ʭ、؀海異ฉ（大௬
茂࣭）ʬ第 1 部 166ʭ、འઆห࿭（有馬元Ꮿ）ʬ ʭ、ѥ๽新࿩（那波إر）ʬ第 1 部 247ʭ、ڿ૭௥録（܀本჌）

ʬ ʭ）。

№ 44
ʬ同志社ʭ「南部૓ॻ」（南部૓ॻߦץ会編、ত和 2ʙ6 年、11 ˞、࡭ 10 : 無人島漂流物ޠʬ第 1 部 103ʭ、
無力丸漂流記ʬ第 1 部 122 ヵʭ、パラウ漂流記ʬ第 1 部 200ʭ、小友船漂流記ʬ第 1 部 243ʭ、大阪船漂着
記ʬ第 1 部 264ʭ౳を収録）。

№ 45
ʬ同志社ʭ「日本海๷࢙料૓ॻ　第 5 巻」ヵ（住田正一編、海๷࢙料ߦץ会、ত和 7 年、˞漂民紀事ʬ第 1
部 245 ヵʭを収録）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 159ʭ。

№ 46
ʬ同志社ʭ「日本財政ܦ済࢙料　巻之 済之部ܦ　7 4」（大蔵省編、財政ܦ済ֶ会、大正 12 年 1 ݄、˞第 2 :
外国通商、1 漂着船並漂流民、Q 885ʙ932）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 40・125・159・237ʭ。
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№ 47 
ʬ同志社ʭ「日本支那朝鮮֤国人漂流及ૹ還記録」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ東京国立博物館（江戸中ࣸظ））。
ʲ関連事߲ʳॻ名よりෳ数と൑அ。

№ 48
ʬ同志社ʭ「日本ॸ民生࢙׆料ू੒　第 5 巻漂流」（宮本常一౳編、東京、三一ॻ房、1968、˞࣌ن物ޠ（遠
藤高ⅳ）ʬ第 1 部 241ʭ、蕃ஊ（古賀ۘ一郎）ʬ第 1 部 241ʭ、東ߤ紀ฉ（岩崎ढ़ষ）ʬ第 1 部 247ʭ、紀州口
熊野漂流ൌ（筆者ෆ詳）ʬ第 1 部 247 ヵʭ、遠州船無人島物ޠ（筆者ෆ詳）ʬ第 1 部 91・103ʭ、無人島漂流
記（筆者ෆ詳）ʬ第 1 部 160・161・163ʭ、船長日記（池田寛親）ʬ第 1 部 188ʭ、尾州大野村船漂流一件（筆
者ෆ詳）ʬ第 1 部 24ʭ、越前船漂流記（筆者ෆ詳）ʬ第 1 部 12ʭ、呂૙国漂流記（大௬清崇）ʬ第 1 部 248ʭ、
台湾漂流記（筆者ෆ詳）ʬ第 1 部 132ʭ、安南国漂流記（筆者ෆ詳）ʬ第 1 部 146ʭ、東洋漂٬ஊح（吉田正༪）

ʬ第 1 部 245ʭ、南海紀ฉ（青木定遠）ʬ第 1 部 142ʭ、漂流天ࣟ物ޠ（筆者ෆ詳）ʬ第 1 部 142ʭ、長瀬村人
漂流ஊ（奥田昌忠）ʬ第 1 部 287ʭ、漂流記（浜田彦蔵）ʬ第 1 部 287ʭ、北ᒍฉུ（ܡ川ำ周）ʬ第 1 部
159ʭ、漂流ம記 : ロシアの東方ਐ出と日本の漂流民（中村喜和）ʬ ʭ、気象ֶからΈた漂流記（倉嶋厚）ʬ ʭ、
漂流船覚ॻ（石井ݠ治）ʬ ʭ、参ߟ文ݙ）。

№ 49
ʬ同志社ʭ「日本人異国漂流ࡶ記」（̡ ʰ長崎૓ॻ 第ߍʳ西道仙・安中半三郎ࣈ׆ 5 編 （ɦ長崎古文ॻ出൛会、
明治 27 年））。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 24・49・51・58・59ʭ。

№ 50
ʬ同志社ʭ「日本ᖇ流ᩀ」（石井民࢘編、東京、ֶྸ館、明治 26 年、2 国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ、࡭ 2）、
ʤ௥加ʬ海洋ʭ「日本漂流ᩀ 第一・第二」、2 ʥ、ʤ௥加ʬ早稲田ʭ2࡭ ˞、ʥ࡭ 1 : ①越前の人韃᯳に漂流し明
ؖをܦて故郷に帰るʬ第 1 部 12ʭ、②阿紀の人無人島に漂流し一൘にԑりて故郷に帰るʬ第 1 部 25ʭ、③尾
張の人馬丹島に漂流し土人を͖ٗて故郷に帰るʬ第 1 部 24ʭ、ᶆ志摩の人台湾島に漂流し清国船にҼて故郷
に帰るʬ第 1 部 132ʭ、ᶇ筑前の人保࣐ೌに漂流し萬ࢮを出でʍ故郷に帰るʬ第 1 部 142ʭ、2 : ᶈ常人安南
に漂流し同๔にᬍ᫯して帰国すʬ第 1 部 146ʭ、ᶉ遠人無人島に漂流し新漂船をಘて帰国すʬ第 1 部 91ʭ、
ᶊ薩人支那に漂流し商船にศ乗して帰国すʬ第 1 部 149ʭ、ᶋ奥人支那に漂流し商船にศ乗して帰国すʬ第
1 部 162ʭ、ᶌ勢人࿋西ѥに漂流し十二年をܦて帰国すʬ第 1 部 159ʭ）。

№ 51
ʬ同志社ʭ「播州高砂住異名天笠徳兵衛渡天物ޠʤ薩州੫所長右衛門漂流一件ʥ」（1 巻、̡ ࣸ本ʳॴ高知県立
ਤॻ館（元文元年ࣸ））。

ʲ関連事߲ʳॻ名の「播州高砂住異名天笠徳兵衛渡天物ޠʬ第 2 部 114ʭʤ薩州੫所長右衛門漂流一件ʬ第 2
部 76ʭʥ」より。

№ 52 
ʬ同志社ʭ「漂海ࢽࡶ」ヵ（5 付録࡭ 1 。（寛永�安永、日本漂流ॻ目による˞、࡭
ʲ関連事߲ʳॻ名及び備ߟにある年代の෯よりෳ数と൑அ。

№ 53
ʬ同志社ʭ「漂海૓ॻ」（̡ ࣸ本ʳॴ東北大ֶङ野文庫（第 1 ܽ、4 ˞、（࡭ 2�ç文化元年࿋西ѥ属島内ホロム
シリ島΁漂流ノ口ॻ並外 2 種ʬ第 1 部 173 ヵʭ、3�ç࿋西ѥ国΁漂流人口ॻࣸノ事ʬ第 2 部 355ʭ、࿋西ѥ国
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船渡来࢝末並日本漂流人異国วྺ之࿩ʬ第 1 部 166 ヵʭ、4�ç࿋西ѥ船ヨリࠩ໭ީ唐太島エトロフ島൪人ڞ
南部大膳大夫家来大村次五郎吟ຯީ࢓ॲਃ上ީॻʬ ʭ、5�ç࿋西ѥ属島長夷マキηンケンコウリツ外உঁर
三人エトロフ島΁渡来ީ࢓一件吟ຯީ࢓झਃ上ީॻ付ʬ ʭ）。

№ 54 
ʬ同志社ʭ「漂٬૓࿩」（1 、「ॻ漂٬૓࿩後」）ઇ૭文庫ٷ文庫、ʤ௥加ʬ古యʭ関西大ֶ五ֳܦ本ʳॴଚ̡ࣸ、࡭
「ඞಡॻ୊ݴኮࢊ、第 1 。（ʥ、˞文政�天保、伊༧遠江越中人౳漂流記事（「࡭
ʲ関連事߲ʳ備ߟよりෳ数と൑அ。

№ 55
ʬ同志社ʭ「漂船ൿ録」（2 巻 2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（漂流記૓ॻ 42）、˞勢州幸太夫ʬ第 1 部
159ʭ、奥州長右衛門ʬ第 1 部 153ʭ౳漂流）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 122 ヵʭ。

№ 56
ʬ同志社ʭ「漂流記」（3 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ同志社大ֶ、˞ 1 巻 : 勢州白子村彦兵衛手船神昌丸幸太夫ኂ磯吉事
十二ヶ年Ҏ前ヲロシアの国江漂流கしࠑ度ૹ来ީझឮީ一件ʬ第 1 部 159ʭ、2 巻 :ʤ津太夫、儀平ら漂流者
らのฉॻʥ（文化 2）ʬ第 1 部 166ʭ、3 巻 : 西洋Ԥ羅೹洲之内࿋西ѥ国渡来࢝末ኂ日本漂流人美国編ྺ之࿩ʬ第
1 部 166 ヵʭ）。

№ 57 
ʬ同志社ʭ「漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（手島Ҙහࣸ）、˞宝暦度福建漂流記౳）。
ʲ関連事߲ʳ備ߟの「宝暦度福建漂流記ʬ第 1 部 122 ヵʭ౳」よりෳ数と൑அ。

№ 58　
ʬ同志社ʭ「漂流記」ヵ（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（手島Ҙහࣸ）、˞寛永度韃᯳漂流記౳）。
ʲ関連事߲ʳ備ߟの「寛永度韃᯳漂流記ʬ第 1 部 12 ヵʭ౳」よりෳ数と൑அ。

№ 59
ʬ同志社ʭ「漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫、˞台湾漂流記ʬ第 1 部 132 ヵʭ、志州鳥羽
流船記ʬ第 1 部 132ʭ、呂૙国江漂流帰朝御吟ຯ口ॻࣸʬ第 2 部 343ʭ、南洋無人嶋漂流記ʬ第 1 部 163 ヵʭ
を収Ή）。

№ 60
ʬ同志社ʭ「漂流記ू」（̡ ࣸ本ʳॴ九州大ֶ九州文化࢙ڀݚ所、˞津田村勝之助ൌ之覚ʬ ʭ、漂流事ུʬ第 1
部 162ʭ、פ川郡津田村ඦ੏漂流記ʬ ʭを収Ή）。

№ 61
ʬ同志社ʭ「漂流記૓ॻ」（̡ ࣸ本ʳ119 国立国会ਤॻ館本、1、࡭ 日本漂流ᩀ（׆）ʬ第 3 部 50 ヵʭ、2 漂流
島物ޠʬ第 2 部 245ʭ、3 南ත記（൛本）ʬ第 1 部 167ʭ、4 異国漂渡記ʬ第 1 部 12ʭ、5 越州三国浦新保村
住人異国物ޠʬ第 1 部 12ʭ、6 中天ࣟ之内馬丹嶋江漂流ノ舟水主ڞ口ॻʬ第 1 部 24ʭ（付広東物ޠ 5）ʬ第
2 部 56ʭ、7 中天ࣟ馬丹物ޠʬ第 1 部 24ʭ、8 宝暦元年未十二݄೓一日唐国福建省江க漂着ީ奥州南部之者
六人口ॻʬ第 1 部 122ʭ、9 南部漁民漂流記ʬ第 2 部 161ʭ、10 享保四年筒山船漂流一件口上ॻʬ第 1 部
91ʭ、11 異国漂流船ஊʬ第 1 部 132ʭ、12 志州鳥羽船外国江ਧ流ީ一件ʬ第 1 部 132 ヵʭ、13 志州鳥羽小
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平治船漂流之ฉॻʬ第 1 部 132ʭ、14 志州流船記ॻ上ࣸʬ第 1 部 132 ヵʭ、15 志州鳥羽流船目録ʬ第 1 部
132 ヵʭ、16 宝暦七歳ӑ九݄志州鳥羽布施村船頭ਧ流次第ʬ第 1 部 132 ヵʭ、17・18 異国漂流ஊ（2 部）ʬ第
1 部 132ʭ、19 志州鳥羽船頭小平次೉෩ਧ流帰国之次第ʬ第 1 部 132ʭ、20 ਧ流志州鳥羽領小平次外国ᄉし

ʬ第 1 部 132ʭ、21 志州鳥羽船頭小平治೉舟ॻ付之ࣸʬ第 1 部 132ʭ、22 志州布施田村小平治舟唐΁流レߦ
ク次第ʬ第 1 部 132ʭ、23 志州鳥羽船頭帰国ʬ第 1 部 132 ヵʭ、24 海೉ൌ物ޠʬ第 1 部 132ʭ、25 筑前国
唐泊津孫太郎漂流一件口上ॻʬ第 1 部 142ʭ、26 唐泊浦孫三郎口ॻʬ第 1 部 142 ヵʭ、27 安南国漂流記ʬ第
1 部 146ʭ、28・29 紀州船一葉丸漂流一件覚ʬ第 1 部 158ʭ、30 紀州日高郡志賀屋伝蔵舟漂流人覚ॻʬ第 1
部 158 ヵʭ、31 漂流記ʬ第 1 部 226 ヵʭ、32 ԙ路志屋江漂流記ʬ第 1 部 159ʭ、33 勢州白子漂民御ཡ御໰
答記ʬ第 1 部 159ʭ、34 漂民御ཡ之記（漂民ஊ）ʬ第 1 部 159ʭ、35 漂民御ཡ之記ʬ第 1 部 159ʭ、36 漂民
御ཡ之記（࿋西ѥ国江漂民໰答）ʬ第 1 部 159ʭ、37 漂民御ཡ之記ʬ第 1 部 159ʭ（付ѥ๽利加漂流記）、38
漂民御ཡ記ʬ第 1 部 159ʭ、39 観録ʬ第ح 1 部 159ʭ、40 幸太夫船一件ࣸʬ第 1 部 159ʭ、41 勢州白子船
神昌丸漂流之記ʬ第 1 部 159ʭ、42 異国حஊ漂船ൿ録ʬ第 3 部 55ʭ、43 ࣮録幸太夫磯吉漂泊物ޠʬ第 1 部
159ʭ、44 神昌丸漂民記ʬ第 1 部 159ʭ、45 蝦夷関܎記事ࢊࡶʬ ʭ、46 島漂流೉船日記ʬ ʭ、47ݽ 賀茂村
権吉長五良唐国漂流帰国之次第ʬ第 2 部 121ʭ、48 漂流無人嶋࢝末ʬ第 1 部 161ʭ、49 無人嶋΁漂着一件ʬ第
1 部 163ʭ、50 日州志布志船漂流記ʬ第 1 部 163ʭ、51 ؀海異ฉʬ第 1 部 166ʭ、52 呂૙国漂流記ʬ第 1 部
248ʭ、53 ࿋西ѥ漂流記ʬ第 3 部 76ʭ、54 おΖし΍国江漂流人口ॻ留ʬ第 1 部 166ʭ、55 奥州人࿋西ѥ国
漂流物ޠʬ第 1 部 166ʭ、56 Ԥ羅೹国漂流記ʬ第 1 部 166ʭ、57 文化元年九݄長崎渡来࿋西ѥ船取ௐべの
次第ʬ第 1 部 166 ヵʭ、58 美世利国漂泊録ʬ第 1 部 166 ヵʭ、59 永寿丸࿋西ѥ国漂着࢝末口上ॻʬ第 1 部
185ʭ、60 文化十四年尾州半田村ඦ੏ਧ流ީ一件ʬ第 1 部 188 ヵʭ、61 船長日記ʬ第 1 部 188ʭ、62 尾州知
多郡半田村重吉物ޠʬ第 1 部 188ʭ、63 漂流人口ॻʬ第 1 部 226ʭ、64 備前神力丸漂流一件ʬ第 1 部
226ʭ、65 漂ح٬ஊʬ第 1 部 245ʭ、66 ʵ 68 漂٬ஊ3）ح 部）ʬ第 1 部 245ʭ、69 土佐漂流人口ॻ・漂ح٬
ஊʬ第 1 部 245ʭ、70 嘉永六年ӑ八݄漂流人直ൌฉॻʬ第 2 部 49ʭ、北ѥ๽利加渡ഫ次第ʬ第 2 部 61ʭ、
71 万次郎ᩀ和ղ船࿩ 2ʬ第 1 部 245ʭ、72 万次郎ᩀ和ղ船࿩ࠕʬ第 1 部 245ʭ、73 大日本土佐国漁師漂流
記（൛本）ʬ第 1 部 245ʭ、74 ѥ米利加漂流ᩀ（׆）ʬ第 1 部 245 ヵʭ、75 土州漁師帰朝記ʬ第 2 部 144ʭ、
76 土州人漂流記ʬ第 1 部 245 ヵʭ、77 土佐国万次郎異国物ޠʬ第 1 部 245ʭ、78 漂流之記ʬ第 2 部 288ʭ、
79 土州人漂流記ʬ第 1 部 245 ヵʭ、80 日本人漂流之記ʬ第 1 部 245ʭ、81 ѥ๽利加漂流記ʬ第 1 部 245ʭ、
82 漂流人善助初次郎口ॻࣸʬ第 1 部 247 ヵʭ、83 漂流人弥市之記ʬ第 1 部 247 ヵʭ、84 弘化元年天野屋手
船幸宝丸漂流一件ฉॻʬ第 1 部 253ʭ、85 漂流舟記ʬ第 1 部 267ʭ、86 漂流記（൛本）ʬ第 1 部 287ʭ、87
ѥ๽利加漂流記ʬ第 1 部 287ʭ、88 長瀬村人漂流ஊʬ第 1 部 287ʭ、89 漂流記ʬ第 2 部 225ʭ、90 明治五
ਗਃ正݄೓一日漂流ஶ৴記ʬ ʭ、91 漂٬紀事ʬ ʭ、92 ؀海ߤ路日記ʬ ʭ、93 海日記ʬ ʭ、94ߤ 天ࣟ渡
天物ޠʬ第 2 部 116ʭ、95 天ࣟ物ޠʬ第 2 部 114ʭ、96 高砂舟頭町徳兵衛天ࣟ͑渡りީ物ޠʬ第 2 部
114ʭ、97 天ࣟ物ޠʬ第 2 部 114ʭ）。

№ 62
ʬ同志社ʭ「漂流口ॻ」（別「無人島漂流口ॻ」、成寛政 9 年、̡ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫））。
ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 160・161・163ʭ。

№ 63
ʬ同志社ʭ「漂流ࡶ記」（6 本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（寛政̡ࣸ、࡭ 2・3 ࣸ）、˞ 1�ç中天ࣟ馬丹島之記ʬ第
1 部 24ʭ、2�ç寛永二十一年越前三国浦竹内藤右衛門౳韃᯳漂流一件ʬ第 1 部 12ʭ、3�ç寛文十三年伊勢松坂
七郎兵衛౳蝦夷漂流一件ʬ第 1 部 29ʭ、正徳元年肥前国商船広東漂流一件ʬ第 2 部 89ʭ、4�ç享保四年遠江
国荒居甚八౳無人島漂流一件ʬ第 1 部 91ʭ、5�ç宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門船清国漂流࢝末ʬ第 1 部
135ʭ、明和二年常陸磯原村船頭友七౳安南漂流一件ʬ第 1 部 146ʭ、6�ç宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門
船清国漂流ʬ第 1 部 135ʭ）。
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№ 64
ʬ同志社ʭ「漂流ࡶ記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ龍谷大ֶ、˞神昌丸漂流記ʬ第 1 部 159ʭ、西࿋ѥᅳ漂流記ʬ ʭ、
೹୴漂流記ʬ ʭ、大清ᅳ漂流船志摩国布施田村小平次一件ʬ第 1 部 132ʭ、安南国ኂ南京江漂流記ʬ ʭを
収録）。

№ 65
ʬ同志社ʭ「漂流૓ॻ」（̡ ࣸ本ʳ13 ˞、国立国会ਤॻ館本、࡭ 1 松平薩摩守家来池永喜三左衛門同中原仲左
衛門口ॻʬ第 1 部 149ʭ、2 越前国三国浦新保村佐内藤左衛門同子藤蔵౳覚ॻʬ第 1 部 12ʭ、3 徳兵衛天ࣟ
物ޠʬ第 2 部 114ʭ、4 享保十三ฺਃ年中天ࣟ之内馬丹嶋江流れީ水主口ॻʬ第 1 部 24ʭ、5 西洋人が唐国
ヨリങ取シ஡之高ʬ ʭ、6 ペラホ物ޠʬ第 1 部 200ʭ、7 元文四無人嶋ヨリ帰来ηル遠州荒井之者ਘ໰記ʬ第
1 部 91ʭ、8 安南国漂流物ޠʬ第 1 部 146 ヵʭ、9 二伊勢人の漂流記ฉॻʬ第 2 部 165ʭ、寛政五漂民記ʬ ʭ、
10 山田仁左衛門渡唐録ʬ ʭ、11 阿འ陀国ʑվኂߦঢ়ʬ ʭ、12 異国江漂流࢓りީ陸奥国之者四人口ॻʬ第
1 部 166ʭ、13 文化十三ช子歳薩州漂٬見ฉ録ʬ第 1 部 190ʭ）。

№ 66
ʬ同志社ʭ「漂流日記」（̡ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫）、˞天明 5─寛政 2、土州ڸの郡赤岡浦
松尾儀七船船頭水主 4 人）。

ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 160・161・163ʭ。

№ 67
ʬ同志社ʭ「北辺୳事」（2 別「࿋国日本ަ通࢙・北辺ൿ録」、成文化、࡭ 3 年、ஶ大௬玄沢、̡ ࣸ本ʳॴ国立
国会ਤॻ館、国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（林ࢯ蝦夷紀事ঞ録・江戸元文 4 年ݾ未御記録を付す）（補Ҩ、4 、（࡭
国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（補Ҩڞ 1 京౎大ֶ、早稲田大ֶ（補録ঞ録、（࡭ 1 巻・補Ҩ 3 巻ڞ 5 東、（࡭
京大ֶ࢙料編ࢊ所（「北辺ൿ録」、܂名松平家蔵本ࣸ 1 東京౎大௬文彦蔵本ࣸ、「࿋国日本ަ通࢙」）（࡭ 5 （࡭

（補Ҩ、1 北海道ி（「࿋西ѥฉॻ」、1、（࡭ 5）（࡭ 1）（࡭ 本࡭ 2 部）、宮城県ਤॻ館（1 宮城県ਤॻ、（࡭
館伊達文庫（1 浅野ਤॻ館（1、（࡭ 名松平家（「北辺ൿ録」、1܂、（࡭ ̡、ʤ௥加ʬ北方ʭʥ、（࡭ ʳhࣈ׆ 北門
૓ॻ 6 ）ɦ。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 159・166ʭ。

№ 68
ʬ同志社ʭ「北門૓ॻ」（大友喜作ղઆ・ߍగ、北光ॻ房、ত和 18ʙ19 年、6 第˞、࡭ 4 ؀海異ฉ（大௬玄沢）
ʬ第 1 部 166ʭ、第 6 北ᒍ異ฉ（ࣰ本྿）ʬ第 1 部 159ʭ、北辺୳事（大௬玄沢）ʬ第 1 部 159・166ʭ、北辺
୳事補Ҩ（同）ʬ ʭ）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 2 部 395ʭ。

№ 69
ʬ同志社ʭ「無人しま΁漂着之΋の吟ຯॻ」（̡ ʳ荒川लढ़編ʰ近世漂流記ूࣈ׆ （ɦ法政大ֶ出൛ہ、
1969））。

ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 160・161・163ʭ。

№ 70
ʬ同志社ʭ「無人島ஊ࿩」（2 巻付 1 巻 3 成寛政、࡭ 9 年ࣗ᪎、ஶિᒒ編、̡ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（2 巻付
1 巻 1 2、࡭ 部）、国立国会ਤॻ館白井文庫（2 巻付 1 巻 1 国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（明治ࣸ、琉球人、（࡭
漂着記を付す、2 巻付 1 巻 1 3）（࡭ 国会ਤॻ館支部੩嘉ಊ文庫（2、（࡭ 巻 1 2）（ଓ海外異ฉの内）（࡭ 部）、
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国会ਤॻ館支部東洋文庫岩崎文庫、宮内ிॻ陵部（5 片玉ूଓू）（࡭ 27）、東京国立博物館（江戸末ࣸظ）（3
九州大ֶ（1、（࡭ 京౎大ֶ（2、（࡭ 巻付 1 巻 2 東京大ֶ（2、（࡭ 東北大ֶङ野文庫、西尾市立ਤॻ、（࡭
館岩瀬文庫（1 市立刈谷ਤॻ館（3、（࡭ 5）（࡭ 、ҍӍॻ屋（東博蔵本ࣸ）、神宮文庫ਤॻ館、高木文庫、（࡭
無ځ会神श文庫（4 巻 2 館文庫（2ߟʩজچʨ、（࡭ ̡、（࡭ ʳhࣈ׆ ஊ全ूحగ漂流ߍ （ɦଓఇ国文庫）、˞寛
政元年志布志住吉丸）。

ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 160・161・163ʭ。

№ 71
ʬ同志社ʭ「無人嶋之記」（2 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（文政 4 年ࣸ）、˞享保 4・天明 5・7）。
ʲ関連事߲ʳ享保 4 年・天明 5・7 年にお͚る無人島漂流の΋のによるʬ第 1 部 91 ヵ・160 ヵ・161 ヵʭ。

№ 72　
ʬ同志社ʭ「無人嶋漂流記」（̡ ࣸ本ʳॴ宮内ிॻ陵部（池ఈ૓ॻ ʳ荒川लढ़編ʰ異国漂流記ूࣈ׆̡、（94 （ɦ吉
川弘文館、ত和 37 年））。

ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 91・103・127・133・160・161・163ʭ。

№ 73
ʬ同志社ʭ「無人嶋より帰国之者御ௐॻ上」（̡ ʳ荒川लढ़編ʰ異国漂流記ूࣈ׆ （ɦ吉川弘文館、ত和 37 年））。
ʲ関連事߲ʳॻ名及びࣈ׆本のࡧݕによるʬ第 1 部 91・103・160・161・163ʭ。

№ 74
ʬ同志社ʭ「໎෮記」（成安永 9 年ং、ஶ菊૳ԧ編、̡ ࣸ本ʳॴ国会ਤॻ館支部内ֳ文庫（12 残ܽ、1）（࡭ 、（࡭
宮内ிॻ陵部（松前東蝦夷地阿࿋西ѥ人来船を付す、片玉ू後ू 17�19）、東北大ֶङ野文庫（7 巻 7 、（࡭
岩手県立ਤॻ館（内ֳ蔵本ࣸ 1 。（（࡭

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 124 ヵ・146 ヵ・153 ヵʭ。

№ 75
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ国漂流二࣮記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館、˞督乗丸࿋国漂流記ʬ第 1 部 188ʭ、
漂٬ᐮ࡯加出ຉ記ʬ第 1 部 173ʭ）。

№ 76
ʬ同志社ʭ「࿋西ѥ漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本ʳॴ国立国会ਤॻ館（寛政 5、漂流記૓ॻ 53）、日本ֶ士院、九州
大ֶ（「࿋西ѥ漂流記」、文化 14）、京౎大ֶ（文化 9）、東京ڭҭ大ֶ、東京大ֶ࢙料編ࢊ所（「薩人喜三左
衛門Ҏ下೓三人࿋西ѥ漂流紀」ʬ第 1 部 185ʭ、文化 9�14、2 東京౎立日比谷ਤॻ館近藤文庫（仙台津、（࡭
太夫౳ʬ第 1 部 166ʭ、大正ࣸ）、宮城県ਤॻ館（「࿐西ѥ漂流記」）、宮城県ਤॻ館小西文庫（寛政 5）、穂久
᫭文庫（寛政 5、弘化 2 ࣸ）、無ځ会神श文庫（寛政 4�6）、ʨچʩজߟ館文庫（2 巻）（࡭ 3 のΈ））。

№ 77 
ʬ国ॻ補Ҩʭ「御領内江唐船朝鮮舟琉球舟漂着ኂ沖合見ֻௐா」ヵ（1 成天保、࡭ 14 年、̡ ࣸ本ʳॴ県立長崎
ਤॻ館）。

ʲ関連事߲ʳॻ名よりෳ数と൑அ。

№ 78　
ʬ北方ʭ「異ഫߤ来漂民帰朝紀事」（成文化 4 年、̡ ࣸ本 、r˞伊勢、仙台漂流民のことを諸記録΍諸本よりঞ
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ࣸす）。
ʲ関連事߲ʳ備ߟの伊勢ʬ第 1 部 159ʭ、仙台漂流民ʬ第 1 部 166ʭより。

№ 79　
ʬ北方ʭ「異ഫߤ来漂民帰朝紀事」ヵ（成文化 4 年、̡ ࣸ本 、r˞安永 7、8 年ඈଭ屋੥ෛ৔所΁ロシア人渡来、
ラクスマン࢖અ、レβノフ࢖અの日本来ߤ、その他漂流民からのฉॻͳͲを諸ॻよりঞࣸした΋の。大黒屋
光太夫にͭいてはキイタップ惣支഑人、御船手水主組頭、根室より福山まで同ߦした幕ལらによるฉॻ͖を
ؚΉ）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟの大黒屋光太夫ʬ第 1 部 159ʭ、レβノフʬ第 1 部 166 ヵʭより。

№ 80 
ʬ北方ʭ「蝦夷چฉ 上・下」ヵ（2 群ॻ中より蝦夷地に関する記事をൈ˞、ڭ成安政元年ং、ஶ鈴木善、࡭
ᣭし、惣આ、෰ै、漂流、࿋西ѥ৵蝦夷౳の߲に分͚て記す）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟよりෳ数と൑அ。

№ 81 
ʬ北方ʭ「蝦夷見ฉࢽ 巻 1�29」ヵ（29 巻 10 ̡、ஶ林子平ヵ、࡭ ࣸ本 、r˞「三国通ཡਤઆ」を΋とにし、こ
れに松前の商人΍船乗り、漂流民の࿩΍ҳ࿩をࠞ͑て、蝦夷地の沿ֵ、人物、෩ଏशޠݴ、׳、ಈ植物ͳͲ
を詳આす）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟよりෳ数と൑அ。

№ 82　
ʬ北方ʭ「蝦夷草紙ෟ録」（成寛政 2 年、ஶ最上徳内、̡ ࣸ本 、r˞「蝦夷草紙」中の「ෟ録」をൈᣭす。エト
ロフ、ウルップ、カムサスカ、チュクチ国、ロシア人イジュヨゾフのこと、南部漂流民のことͳͲを記す）。

ʲ関連事߲ʳॻ名のࡧݕによるʬ第 1 部 112・128・136・142 ヵʭ。

№ 83
ʬ北方ʭ「蝦夷地文化ൿີ録 上・下」（8 巻 2 ̡、࡭ ࣸ本 、r˞巻 2 は「漂民御ཡ之記」に同͡ʬ第 1 部 159ʭ。
巻 3 は仙台領漂流民ૹ還一件ʬ第 1 部 166 ヵʭ、巻 4�8 は文化丁卯事件をΊ͙る幕府の対ࡦ、東北諸藩の
蝦夷地出兵ͳͲを文ॻによͬて記す）。

№ 84 
ʬ北方ʭ「外事（外泊・漂流）」ヵ（北海道志 第 22 巻）࡭ 30�31））。
ʲ関連事߲ 「r開୓࢖が編ूした地理、෩ଏ、政治、ۀ࢈、物࢈の全ൠにΘたる大部の北海道地ࢽで、ഇ࢖後
大蔵省でߦץ」という北海道志のઆ明及びॻ名よりෳ数と൑அ。

№ 85　 
ʬ北方ʭ「紀州熊野浦江異船漂着之事」ヵ（̡ ࣸ本 （r合࡭・ෟ属ࢿ料 : 松前船漂流大清着岸之事、異国船漂
着ಧ並ඃڼ渡之事）、˞寛政 3 年紀州熊野大嶋浦に౸来した異国船 2 ੭のこと、天明 8 年漂流して清国恵州
΁漂着した松前船のことʬ第 1 部 162ʭ、寛政 3 年筑前、長門、石見の沖に現れた異国船のことͳͲを記す）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟよりෳ数と൑அ。

№ 86　 
ʬ北方ʭ「近世ᘭ録」ヵ（̡ ࣸ本 、r˞「柳Ӧ年中ߦ事」の΄か、「京ۃ丹後守殿領地ඃঌ上一件」、「宝暦十四
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年通ࢺ鈴木伝蔵ใ෕ٲ朝鮮࠽天૵࿩」ͳͲ江戸࣌代のࡶ࿩を収録す。他に「寛文年中勢州松阪七郎兵衛౳蝦
夷島漂流之࿩」ʬ第 1 部 29ʭをؚΉ）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟよりෳ数と൑அ。

№ 87　
ʬ北方ʭ「ᗸ艦事ུ 巻 1─9（巻 2 ܽ）」（8 ̡、ஶᣨ原カン斎（道ຩ）ક、࡭ ࣸ本 、r˞ロシア人の千島南下、
元文の黒船、ラクスマン・レβノフ྆࢖અの来ߤ、文化丁卯のม、ゴロヴニーンัन事件ͳͲ文化 11 年ま
でのロシア関܎の記事を文ॻによͬてঀड़す。巻 8�9 は文化 13 年ロシア船によりエトロフ島΁ૹ還された
督乗丸と永寿丸の水主たͪの漂流記）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟのラクスマンʬ第 1 部 159 ヵʭ、レβノフʬ第 1 部 166 ヵʭ、督乗丸ʬ第 1 部 188ʭ、永寿
丸ʬ第 1 部 185ʭより。

№ 88 
ʬ北方ʭ「幕末外ަॻ目」（成安政 6 年頃、˞前ॻは江戸࣌代の海๷、漂流、蝦夷ࢽ、異国৘ใ、৚໿関܎ͳ
Ͳにͭいての໿ 300 ఺の文ݙを列記）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟよりෳ数と൑அ。

№ 89　
ʬ北方ʭ「尾州名古屋紺屋町小嶋屋庄右衛門船千二ඦ石積督乗丸೉船之࢝末」（成文化 13 年、ஶ小܀重吉、̡ࣸ
本 、r˞ 文化 10 年 10 ݄江戸より帰ߤの్中伊豆沖で๫෩にѭい、1 年 4 ケ݄の漂流ののͪӳ国船に救助され、
カムチャッカから薩摩の永寿丸の乗組員らとと΋にロシア船で帰国した督乗丸船頭長右衛門（重吉）と水主
音吉の口ॻ。同͡く薩州船永寿丸の船頭喜三左衛門ら 3 人のਃ口΋ؚΉ）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟの督乗丸ʬ第 1 部 188ʭ、永寿丸ʬ第 1 部 185ʭより。

№ 90　 
ʬ北方ʭ「ベニョフスキーॻ؆和ղ」ヵ（˞「天明ਗ寅年幸太夫࿋西ѥ漂流記」౳をؚΉ）。
ʲ関連事߲ʳ備ߟの「天明ਗ寅年幸太夫࿋西ѥ漂流記ʬ第 1 部 159ʭ౳」よりෳ数と൑அ。

№ 91　 
ʬ北方ʭ「北辺紀ฉ」ヵ（成寛政 5 年、ஶ木村ݠ次、̡ ࣸ本 、r˞ロシア人の千島・蝦夷地来ߤ、南部漂流民
ͳͲの৘ใを記す。ロシア領域ਤ・蝦夷地ਤを付す。末尾には江戸のठ者吉田ᝬトンより立原ਯݢѼのラク
スマン࢖અに関する৘ใを記したॻঢ়ࣸを付す）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟのラクスマンʬ第 1 部 159 ヵʭ、南部漂流民ͳͲよりෳ数と൑அ。

№ 92 
ʬ北方ʭ「北ྂ志 上・下 巻 1�8」ヵ（8 巻 2 成安政、࡭ 3 年、ஶ豊田྄（天ޭ）、̡ ࣸ本 、r˞水戸জߟ館総
の豊田྄が、藩໋によͬてロシアのྺ࢙・地理・日本漂流民からの伝ฉ・ゴロヴニーンัन事件のことͳࡋ
Ͳを諸ॻ中より編ूし、׽文で記した΋の）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟよりෳ数と൑அ。

№ 93
ʬ北方ʭ「本朝要石」ヵ（̡ ࣸ本 、r˞「伊勢国漂流民ԙਧ上御物見上ཡの事」に࢝まり、ラクスマン、レβノ
フ྆࢖અの来ߤ一件、文化 3�4 年ロシア船の北辺ऻܸ事件、東北諸藩の出兵および若年د堀田正ರの蝦夷
地出張ͳͲを記す）。
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ʲ関連事߲ʳ備ߟの「伊勢国漂流民ԙਧ上御物見上ཡの事」ʬ第 1 部 159ʭ、レβノフʬ第 1 部 166 ヵʭより。

№ 94　
ʬ北方ʭ「࿋西ѥ一件（ෟ録）」ヵ（成文化 4 年、̡ ࣸ本 、r˞寛政元年のメナシ・クナシリ૽ಈ、同 4 年のラ
クスマン࢖અ来ߤ、大黒屋光太夫の漂流次第、同 11 年幕府の東蝦夷地上地、文化元年レβノフ࢖અの長崎
渡来、文化 3�4 年ロシア船の北辺ऻܸ事件ͳͲにͭいての文ॻ、ॻ؆、෩ฉࣸをूΊた΋の）。

ʲ関連事߲ʳ備ߟの大黒屋光太夫ʬ第 1 部 159ʭ、レβノフʬ第 1 部 166 ヵʭより。

№ 95
ʬ海洋ʭ「異ᅳ漂着ू」（1 ̡、࡭ ࣸ本 、r˞定西法師ၚኂ琉球国之事ʬ ʭ、ҹ度の内バタン国΁漂着人物ޠ之
事ʬ第 1 部 24ʭ、蝦夷ཚ記ʬ ʭ、寛文十三年蝦夷国෩ॻෟʬ第 3 部 9ʭ、長崎ᖛ田ከ兵衛阿འ陀人を生ั之
事ʬ ʭ、シンモンス後家おはる文の事ʬ ʭ、ኍ東΁漂着覚ॻʬ第 1 部 77ʭ、人員郷؏すべてෆ記࠽、越前
新保村韃᯳΁漂着之事ʬ第 1 部 12ʭ）を収録。

№ 96
ʬ海洋ʭ「異ᅳ漂着ᢠ࿩ 一ʙ六」（6 ̡、࡭ ࣸ本 、r˞一 : 朝鮮ᅳヨリ三࢖来朝之事 ෟ呂૙ᅳᢠ漂着之事ʬ ʭ、
異๜の商ᢠ江御गҹ取下事ʬ ʭ、越前国新保村竹内藤右ᦱ門ᢠ、ᅳ田兵右ᦱ門ᢠ韃᯳江漂流之事ʬ第 1 部
12ʭ、二 : 讃岐ᅳ高松之ᢠ嶋ᅳ΁漂着之事ʬ第 1 部 7ʭ、江戸堀江町宮本善八ᢠ無人嶋΁漂着之事ʬ第 1 部
103ʭ、豆州˘嶋之事ʬ ʭ、三 : 伊勢ᅳ松坂七郎兵ᦱ異ᅳ江ਧ流され夫より蝦夷΁渡りし事ʬ第 1 部 16ʭ、
蝦夷のᅳ෩ኂ࢈物之事ʬ ʭ、松前志摩守殿家ܥの事ʬ ʭ、蝦夷一ᎋ૽ಈ松前より੐െ之事ʬ ʭ、յᙫࡶஊ
之事ʬ ʭ、四 : 蝦夷のࡶஊ೫事 松前の࢈物蝦夷島આʬ ʭ、薩摩ᅳのᢠ琉球のճ米を積೉෩ニѭ異ᅳ΁漂着
の事ʬ第 1 部 106ʭ、琉球国中山王のҕઆʬ ʭ、五 : 志摩ᅳ鳥羽の小平次ᢕ湾ᅳ江漂着之事ʬ第 1 部 132ʭ、
奥州大࡫村武右ᦱ門ᢠ南通州江漂着之事ʬ第 1 部 135 ヵʭ、六 : 奥州津軽郡石崎村治右ᦱ門ᢠ朝鮮ᅳ΁漂着
之事ʬ第 1 部 129ʭ）。

№ 97
ʬ海洋ʭ「異国漂流人帰国之記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 、r˞志州船漂流人帰国之事ʬ第 1 部 132ʭ、᥁˘漂流人帰国之
事ʬ第 1 部 175ʭ、奥州漂流人帰国之事ʬ第 1 部 166ʭ、ဇ州漂流人帰国之࿩ʬ第 1 部 223ʭ）。

№ 98
ʬ海洋ʭ「紀州天ᆹ丸࿐ᅳ漂流記」（1 ̡、࡭ ࣸ本 、r˞天ᆹ丸漂流記ʬ第 1 部 267ʭ、天ᆹ丸異ฉผ録ʬ第 1 部
267ʭ、ີۃ内ଘʬ第 1 部 267ʭ、ෟ録 一葉丸৺ಘのझʬ第 1 部 158ʭ）。

№ 99
ʬ海洋ʭ「漂流記 上・下」（2 ̡、࡭ ࣸ本 、r˞上 : 永ᆹ丸ʬ第 1 部 185ʭ、督乗丸ʬ第 1 部 188ʭ、神昌丸ʬ第
1 部 159ʭ、下 : 神昌丸ʬ第 1 部 159ʭ）。

№ 100
ʬ海洋ʭ「ᒒᕟᰨ録漂流記૓」（1 清次郎౳呂૙漂流記ʬ第˞、࡭ 1 部 125ʭ、南部長吉ハラオ漂流記ʬ第 1 部
200ʭ、薩永寿丸北海漂流記ʬ第 1 部 185ʭ、紀州寅吉౳十三人࿋ᅳ漂流記ʬ第 1 部 267ʭ、播州萬次郎౳米
ᅳ漂流記ʬ第 1 部 245ʭ、遠州仙太郎唐土ヨリ帰ルʬ第 1 部 242ʭ、阿州幸宝丸外ᢠニ救ワルʬ第 1 部
253ʭ）。
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№ 101
ʬその他ʭ「石井ݚಊコレクション 江戸漂流記総ू」（6 巻、山下߃夫࠶編、日本ධ࿦社、1992─1993 年、
˞第 1 巻 : 元和漂流記ʬ第 1 部 4ʭ、讃州船島国୤ߤஊʬ第 1 部 7ʭ、唐国漂着記事二ร（台州漂٬記事ʬ第
1 部 2ʭ、൪人打破船ʬ第 1 部 82ʭ）、韃᯳漂流記ʬ第 1 部 12ʭ、勢州船北海漂着記ʬ第 1 部 16ʭ、馬丹島漂
流記ʬ第 1 部 24ʭ、阿州船無人島漂流記ʬ第 1 部 25ʭ、薩州船清国漂流ஊʬ第 1 部 106ʭ、十三夜丸台湾漂
流記ʬ第 1 部 123ʭ、津軽船朝鮮江陵漂着記ʬ第 1 部 129ʭ、日州船漂མ紀事ʬ第 1 部 64ʭ、遠州船無人島
物ޠʬ第 1 部 91・103ʭ、無人島漂着八丈島浦手ܗ΄かʬ ʭ、無人島ஊ࿩ʬ第 1 部 160・161・163ʭ、鳥島
物ޠʬ第 1 部 160・161・163ʭ、寛政無人島漂民浦賀൪所口ॻͳͲʬ第 1 部 160・161・163ʭ、土州人長
平漂流日記ʬ第 1 部 160ʭ、山田仁左衛門渡唐録ʬ ʭ、徳兵衛天ࣟ物ޠʬ第 2 部 114ʭ、͡Όがたら文ʬ第
2 部 86ʭと阿འ陀文ʬ第 2 部 39ʭ、第 2 巻 : 志州船台湾漂着࿩ʬ第 1 部 132ʭ、奥州荒浜船南通州漂着࢝末

ʬ第 1 部 135ʭ、ਧ流れ天ࣟ物ޠʬ第 1 部 142ʭ、南海紀ฉʬ第 1 部 142ʭ、安南国漂流物ޠʬ第 1 部 146ʭ、
奥州人安南国漂流記ʬ第 1 部 145ʭ、南ත記（大乗丸漂民口ॻ）ʬ第 1 部 167ʭ、薩州人唐国漂流記ʬ第 1 部
149ʭ、一葉丸福州漂流記（৺ಘのझ͖）ʬ第 1 部 158ʭ、松前船松栄丸唐国漂流記ʬ第 1 部 162ʭ、漂٬紀事

ʬ ʭ、೉船حฉʬ第 2 部 151 ヵʭ、第 3 巻 : 大黒屋光太夫ロシア漂流一件（幸太夫・磯吉取ឮしの事・漂民
御ཡ記・ࡶ録・磯吉物ޠ）ʬ第 1 部 159ʭ、竹内徳兵衛࿋国漂流ஊʬ第 1 部 112ʭ、享和漂民記ʬ第 1 部
173ʭ、永寿丸࿋国漂流記ʬ第 1 部 185ʭ、督乗丸࿋国漂流記ʬ第 1 部 188ʭ、船長日記ʬ第 1 部 188ʭ、松
前人韃᯳漂流記（松前漂民口ॻ）ʬ第 1 部 169ʭ、青森港儀兵衛漂流࢝末口ॻʬ第 1 部 170ʭ、芸州善松異国
漂流記ʬ第 1 部 175ʭ、文化十三ช子歳薩州漂٬見ฉ録ʬ第 1 部 190ʭ、豊長筑三領唐船漂流の記ʬ ʭ、第
4 巻 : ペラホ物ޠʬ第 1 部 200ʭ、越前船宝౛丸清国漂着覚ॻ͖ʬ第 1 部 219ʭ、融勢丸唐流帰国記ʬ第 1
部 223ʭ、神力丸馬丹漂流口ॻʬ第 1 部 226ʭ、漂٬寿三郎庄蔵手؆ʬ第 1 部 237ʭ、漂民ૹ還ニबテノ上ॻʬ ʭ、
呂૙国漂流記ʬ第 1 部 248ʭ、ѥ๽新࿩ʬ第 1 部 247ʭ、阿州船幸宝丸漂流記ʬ第 1 部 253ʭ、乙巳漂٬記ฉʬ第
1 部 253・254ʭ、嘉永船ศ加羅物がたりʬ第 1 部 288ʭ、広東漂船ࡶ記ʬ ʭ、第 5 巻 : 中浜万次郎漂流一件

（漂٬ஊح・島津੪ලॻ؆四通・長崎奉ߦ所吟ຯॻç一・長崎奉ߦ所吟ຯॻç二・中ノ浜庄屋ら三名ฉॻ͖・ʪෟ
録ʫ中浜万次郎帰朝後ཤྺॻ）ʬ第 1 部 245ʭ、満次郎漂流記ʬ第 1 部 245ʭ、紀州船米国漂流記ʬ第 1 部
267ʭ、紀州天寿丸࿐国漂流記（天寿丸漂民の帰国後関܎文ॻ）ʬ第 1 部 267ʭ、漂流記ʬ第 1 部 287ʭ、播州
人米国漂流࢝末ʬ第 1 部 287ʭ、銚子湊御城米ՙ打ͪ吟ຯ一件ʬ ʭ、漂流ᩀࡶ筆ʬ ʭ、第 6 巻 : ؀海異ฉʬ第
1 部 166ʭ）。

№ 102
ʬその他ʭ「漂流حஊू੒」（加藤貴ߍగ、国ॻߦץ会、1990 年、˞台州漂٬記事ʬ第 1 部 2ʭ、阿州船無人
島漂流記ʬ第 1 部 25ʭ、൪人打破船ʬ第 1 部 82ʭ、竹内徳兵衛࿋国漂流ஊʬ第 1 部 112ʭ、志州船台湾漂着
࿩ʬ第 1 部 132ʭ、奥人安南国漂流記ʬ第 1 部 146ʭ、薩州人唐国漂流記ʬ第 1 部 149ʭ、幸太夫大全ʬ第 1
部 159ʭ、松栄丸唐国漂流記ʬ第 1 部 162ʭ、無人島ஊ࿩ʬ第 1 部 160・161・163ʭ、鳥島物ޠʬ第 1 部
160・161・163ʭ、南ත記ʬ第 1 部 167ʭ、松前人韃᯳漂流記ʬ第 1 部 169ʭ、唐土漂流記ʬ ʭ、漂٬ᐮ࡯
加出ຉ記ʬ第 1 部 173ʭ、永寿丸࿋国漂流記ʬ第 1 部 185ʭ、督乗丸࿋国漂流記ʬ第 1 部 188ʭ、薩州漂٬見
ฉ録ʬ第 1 部 190ʭ、ペラホ物ޠʬ第 1 部 200ʭ、漂流人ॻঢ়ࣸʬ第 1 部 237 ヵʭ、紀州船米国漂流記ʬ第 1
部 267ʭ）。
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